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4 
 
凡
例 
 
一
、
本
論
文
で
は
、
原
則
的
に
新
字
体
を
用
い
、
主
と
し
て
常
用
漢
字
及
び
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
表
記
し
た
。
人
名
、
雑
誌
名
に
お
い
て
も
新
字
体
を
用
い
た
。
な
お
、
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
旧
字
体
を
用
い
、
原
文
の
表
記
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
。 
二
、
数
字
は
原
則
的
に
漢
数
字
を
使
用
し
、
二
桁
以
上
の
漢
数
字
に
よ
る
表
記
は
以
下
の
通
り
と
し
た
。 
 
 
 
（
例
） 
27
→
二
七 
 
503
→
五
○
三 
 
 
 
 
横
書
き
の
場
合
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
た
。 
三
、
年
代
表
記
は
原
則
と
し
て
年
号
を
用
い
、（ 
 
）
内
に
西
暦
を
併
記
し
た
。 
四
、
作
品
や
材
質
、
形
状
、
法
量
は
典
拠
文
献
に
従
っ
た
。 
五
、
記
号 
 
 
 
「 
 
」
画
題
、
引
用
文
、
引
用
語
句
、
論
文
名
な
ど
を
囲
む
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『 
 
』
書
名
、
雑
誌
名
、
紀
要
名
な
ど
の
出
版
物 
《 
 
》
作
品
名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 
区
間
を
示
す
。（
例
）
一
五
六
七
―
一
六
三
一 
・ 
 
並
列
点
及
び
小
数
点
を
示
す
。 
六
、
図
版
番
号
、
表
番
号
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
と
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
例
）
図
３
―
１ 
 
表
３
―
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右
は
第
三
章
に
お
い
て
一
番
目
に
用
い
た
図
版
、
表
を
示
す
。 
 
5 
 
七
、
本
文
中
及
び
図
版
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
作
品
に
関
し
て
は
、
作
者
名
、
作
品
名
、
寸
法
、
所
蔵
先
の
順 
に
記
載
し
た
。
制
作
年
月
日
の
記
載
が
必
要
で
あ
る
作
品
は
、
所
蔵
先
の
後
に
加
え
た
。 
（
例
）
西
村
総
左
衛
門
《
刺
繡 
水
中
群
禽
図 
額
》
H
一
八
四
・
五×
W
二
三
〇
・
〇
㎝ 
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵 
明
治
三
二
年 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
二
文
字
下
げ
で
記
載
し
て
い
る
。
適
応
省
略
を
行
っ
た
場
合
に
は
（ 
 
） 
 
 
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
。 
九
、
註
釈
は
各
章
の
末
尾
に
記
し
た
。 
一
〇
、
本
論
に
お
け
る
時
代
区
分
は
、
守
屋
正
彦
、
田
中
義
恭
、
伊
藤
喜
章
、
加
藤
寛
監
修
『
日
本
美
術
図 
解
辞
典
普
及
版
』（
東
京
美
術 
二
〇
一
四
年
）
に
従
い
、「
古
代
」
古
墳
時
代
よ
り
平
安
時
代
、「
中 
世
」
鎌
倉
時
代
よ
り
室
町
時
代
、「
近
世
」
安
土
桃
山
時
代
よ
り
江
戸
時
代
と
し
た
。 
 
 
 
な
お
、「
近
現
代
」
は
明
治
時
代
以
降
と
し
た
。 
一
一
、
表
中
の
人
名
漢
字
に
つ
い
て
は
、
典
拠
文
献
に
従
う
も
の
と
し
た
。 
一
二
、
文
中
敬
称
は
省
略
し
た
。 
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序
章 
  
一
、
研
究
の
目
的 
 
日
本
刺
繡
の
歴
史
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
多
く
は
工
芸
史
、
染
織
史
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
技
法
や
意
匠
に
関
し
て
は
充
分
に
論
究
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
美
術
史
や
工
芸
史
が
体
系
化
し
て
こ
な
か
っ
た
明
治
時
代
以
降
の
近
現
代
に
お
け
る
日
本
刺
繡
の
流
れ
に
つ
い
て
国
際
的
、
現
代
的
な
思
潮
を
反
映
し
た
表
現
活
動
に
お
け
る
近
現
代
の
刺
繡
の
歩
み
を
体
系
的
に
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 
刺
繡
職
人
、
長
村
華
城
に
よ
れ
ば
、
刺
繡
と
は
様
々
な
色
の
糸
を
用
い
て
裂
地
の
表
や
表
裏
に
文
様
を
縫
い
表
す
技
術
で
あ
る
。
最
初
は
裂
地
の
補
強
や
接
ぎ
あ
わ
せ
と
い
う
実
用
的
な
技
術
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
装
飾
的
な
要
素
を
持
つ
よ
う
に
な
り
装
飾
目
的
が
主
と
な
る
技
術
と
な
っ
て
い
っ
た
（
１
）
。
装
飾
が
目
的
と
な
っ
た
刺
繡
は
、
刺
繡
の
技
術
の
み
で
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
く
刺
繡
と
、
模
様
の
表
現
に
お
い
て
他
の
技
法
と
併
用
さ
れ
て
画
面
を
構
成
し
て
い
く
従
属
的
な
刺
繡
に
大
別
さ
れ
る
。
本
論
に
お
い
て
は
前
者
を
「
主
役
の
刺
繡
」
、
後
者
を
「
脇
役
の
刺
繡
」
と
し
た
。
「
主
役
の
刺
繡
」
は
仏
教
の
荘
厳
に
使
用
さ
れ
た
幡
の
よ
う
に
、
刺
繡
だ
け
で
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
い
、
「
脇
役
の
刺
繡
」
と
は
友
禅
染
で
模
様
が
描
か
れ
た
着
物
に
加
飾
と
し
て
施
さ
れ
た
刺
繡
の
よ
う
に
他
の
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技
法
と
併
用
さ
れ
て
画
面
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
主
役
の
刺
繡
」
で
あ
っ
て
も
「
脇
役
の
刺
繡
」
で
あ
っ
て
も
そ
の
表
現
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
に
、
様
々
な
刺
繡
技
法
が
発
達
し
た
（
２
）
。 
本
稿
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
基
に
、
刺
繡
の
図
案
と
刺
繡
技
法
の
変
遷
に
着
目
し
、
特
に
こ
れ
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
近
現
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
把
握
し
、
そ
の
刺
繡
の
図
案
と
刺
繡
技
法
を
体
系
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 
  
二
、
先
行
研
究
の
概
要
と
課
題 
 
刺
繡
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
刺
繡
に
焦
点
を
絞
っ
た
体
系
的
な
研
究
は
少
な
く
、
染
織
史
の
中
で
概
括
的
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
寡
作
な
先
行
研
究
に
お
い
て
も
刺
繡
の
歴
史
を
体
系
的
に
取
り
上
げ
た
最
も
早
い
文
献
と
し
て
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
刺
繡
史
』
が
あ
る
。
『
日
本
刺
繡
史
』
は
謄
写
版
、
和
綴
じ
で
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
京
都
日
出
新
聞
記
者
金
子
錦
二
に
よ
る
、
古
代
か
ら
の
刺
繡
の
歴
史
、
皇
室
、
武
家
、
婦
人
の
服
装
、
ま
た
女
装
の
変
遷
、
神
事
、
繡
仏
、
技
芸
、
徳
川
時
代
等
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
繡
に
つ
い
て
約
五
〇
〇
頁
に
及
ぶ
内
容
で
あ
る
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
増
補
と
し
て
明
治
時
代
以
降
の
京
都
を
中
心
と
し
た
刺
繡
に
つ
い
て
森
川
清
太
郎
が
記
し
、
京
都
刺
繡
同
業
組
合
（
の
ち
の
京
都
刺
繡
協
同
組
合
）
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
歴
史
学
者
江
馬
務
に
よ
る
序
文
に
は
日
本
に
お
け
る
刺
繡
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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（
前
略
）
我
が
大
倭
民
族
は
先
天
的
に
豊
富
な
る
美
的
情
□
と
工
芸
的
技
巧
の
妙
腕
と
を
有
す
る
こ
と
、
能
く
外
国
の
長
技
を
模
し
て
、
直
ち
に
之
を
咀
嚼
し
、
更
に
之
を
日
本
化
し
て
、
大
倭
民
族
独
自
の
巧
緻
を
発
揮
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
ゝ
が
特
に
光
輝
を
放
っ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
。
我
が
刺
繡
の
技
の
如
き
は
、
実
に
そ
の
二
大
国
民
性
を
代
表
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ
中
で
最
も
適
例
と
み
ら
れ
る
。 
 
京
都
の
刺
繡
職
人
達
の
明
治
時
代
初
期
の
内
国
勧
業
博
覧
会
を
契
機
と
す
る
刺
繡
技
法
研
究
に
つ
い
て
本
書
の
解
説
は
、
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
（
３
）
。 
戦
前
、
こ
の
よ
う
な
技
法
に
よ
る
刺
繡
史
は
出
版
さ
れ
た
が
、
刺
繡
に
関
す
る
研
究
は
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
山
辺
知
行 
が
「
刺
繡
に
つ
い
て
」
で
染
織
研
究
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
日
本
古
来
の
刺
繡
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
（
４
）
。
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
守
田
公
夫
の
『
日
本
の
美
術 
刺
繡
』
は
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
刺
繡
作
品
の
遺
品
を
中
心
に
、
そ
の
時
代
毎
の
刺
繡
の
風
潮
や
趣
向
の
表
現
を
概
観
し
て
お
り
、
「
刺
繡
の
絵
画
的
表
現
は
絵
画
の
写
繡
で
は
な
く
、
刺
繡
の
も
つ
工
芸
的
特
質
で
あ
る
」
と
述
べ
で
お
り
、
刺
繡
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
（
５
）
。
刺
繡
の
体
系
化
に
あ
た
っ
て
の
研
究
は
守
田
の
網
羅
的
な
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
守
田
の
触
れ
て
い
な
い
近
現
代
に
関
す
る
刺
繡
史
と
し
た
い
。
澤
田
む
つ
代
、
小
笠
原
小
枝
、
切
畑
健
ら
は
染
織
史
の
観
点
か
ら
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
に
各
々
『
日
本
の
美
術 
染
織
（
原
始
・
古
代
編
）
』
（
６
）
、
『
日
本
の
美
術
染
織
（
中
世
編
）
』
（
７
）
、
『
日
本
の
美
術 
染
織
（
近
世
編
）
』
（
８
）
に
お
い
て
染
織
研
究
家
の
立
場
か
ら
刺
繡
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
澤
田
は
、
古
代
の
染
織
品
に
つ
い
て
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
と
文
献
を
中
心
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に
、
飛
鳥
時
代
以
降
は
法
隆
寺
裂
、
正
倉
院
の
染
織
品
を
通
じ
て
、
平
安
時
代
に
つ
い
て
は
文
献
や
絵
巻
物
な
ど
の
二
次
的
資
料
を
通
し
て
染
織
技
法
の
推
移
を
考
察
し
、
上
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
日
本
の
染
織
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
遺
品
を
中
心
に
語
ら
れ
て
い
る
た
め
主
に
上
層
者
階
級
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
「
上
代
に
お
い
て
既
に
刺
繡
の
技
術
は
高
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
日
本
に
お
け
る
刺
繡
の
基
盤
は
こ
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
と
言
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
小
笠
原
は
、
染
織
に
お
い
て
織
物
優
位
か
ら
染
の
優
位
へ
の
転
換
期
で
あ
っ
た
中
世
に
お
い
て
、
室
町
時
代
の
刺
繡
・
摺
箔
・
絞
り
染
の
技
術
と
と
も
に
近
世
の
染
織
が
結
実
し
て
い
く
過
程
を
、
作
品
を
通
し
て
検
証
し
て
い
る
。
刺
繡
に
つ
い
て
は
当
時
の
明
刺
繡
を
ヒ
ン
ト
に
得
た
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
が
桃
山
時
代
の
繡
箔
小
袖
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
と
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
切
畑
は
、
比
較
的
遺
品
の
多
い
近
世
の
染
織
品
を
そ
の
技
術
に
注
目
し
、
織
、
繡
箔
、
染
に
分
け
て
分
析
を
進
め
て
い
る
。
「
近
世
初
頭
の
刺
繡
は
刺
繡
と
摺
箔
が
特
徴
で
、
明
の
刺
繡
の
影
響
と
と
も
に
そ
の
主
題
に
関
し
て
は
明
刺
繡
の
古
代
以
来
の
龍
や
麒
麟
、
鳳
凰
な
ど
の
想
像
の
吉
祥
の
鳥
獣
や
花
木
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
、
四
季
の
影
響
を
感
じ
る
草
花
や
水
禽
が
遊
ぶ
風
景
で
あ
り
、
ま
た
身
近
な
器
物
な
ど
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
明
刺
繡
と
日
本
に
刺
繡
の
違
い
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
文
様
配
置
に
お
い
て
桃
山
時
代
と
江
戸
時
代
の
配
置
の
違
い
を
平
面
と
立
体
と
違
い
と
捉
え
構
図
や
技
法
、
色
遣
い
に
関
し
て
言
及
を
し
て
い
る
。 
 
次
に
、
刺
繡
に
特
化
し
た
調
査
研
究
と
し
て
、
学
校
教
育
の
中
で
刺
繡
の
教
鞭
を
と
っ
た
細
井
起
能
に
よ
る
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
よ
り
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
」
と
し
て
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
」
を
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
「
鎌
倉
・
室
町
時
代
」
「
桃
山
時
代
」
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
「
江
戸
時
代
」
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
六
九
）
「
大
正
・
昭
和
時
代
」
と
時
代
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を
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
歴
史
的
背
景
と
共
に
作
品
を
調
査
し
研
究
を
行
っ
た
（
９
）
。
こ
の
研
究
に
お
い
て
「
大
正
・
昭
和
」
の
近
代
で
は
大
正
期
、
昭
和
期
の
着
物
や
帯
、
屏
風
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
な
お
昭
和
期
の
着
物
や
屏
風
は
作
者
名
が
判
明
し
て
い
る
刺
繡
作
家
の
作
品
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
も
と
に
各
時
代
の
刺
繡
の
特
色
、
題
材
、
用
布
、
技
法
に
つ
い
て
一
覧
表
に
し
て
い
る
。
ま
と
め
と
し
て
、
「
職
人
芸
の
刺
繡
は
、
技
術
的
に
も
優
れ
て
い
る
が
、
普
遍
的
で
あ
る
が
個
性
が
な
い
」
、
そ
れ
に
対
し
「
近
世
以
降
の
作
家
の
作
品
は
、
個
性
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
、
一
貫
し
た
制
作
の
た
め
自
由
奔
放
で
芸
術
的
価
値
の
高
い
作
品
が
多
く
、
今
後
の
発
展
が
期
待
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
も
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源 
飛
鳥
時
代
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
」
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
（
二
）
」
と
し
て
、
各
時
代
の
作
品
を
論
じ
た
（
10
）
。
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
（
二
）
」
で
は
明
治
時
代
の
国
内
外
の
博
覧
会
に
触
れ
、
壁
掛
、
屏
風
、
袱
紗
、
着
物
の
図
案
と
技
法
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
も
「
下
絵
が
画
家
に
よ
る
刺
繡
作
品
は
、
一
見
絵
画
と
み
ま
ご
う
ば
か
り
に
克
明
繊
細
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
匠
に
独
創
的
な
新
鮮
さ
を
欠
き
、
刺
繡
独
自
の
優
品
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
」
と
し
て
技
巧
的
に
優
れ
て
は
い
る
も
の
の
独
創
的
な
作
品
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
細
井
に
よ
る
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
大
学
で
の
刺
繡
の
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
実
践
的
な
立
場
か
ら
の
技
法
解
釈
を
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。 
共
立
女
子
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
山
本
ら
く
は
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
の
『
刺
繡
日
本
染
織
芸
術
叢
書
』
に
お
い
て
は
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
の
繡
仏
、
着
物
、
袱
紗
、
歌
舞
伎
衣
装
、
山
車
幕
等
の
図
案
と
刺
繡
技
法
を
解
説
し
、
七
三
種
類
の
刺
繡
技
法
を
図
と
画
像
を
示
し
解
説
し
て
い
る
（
11
）
。
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
の
今
井
む
つ
子
に
よ
る
『
日
本
の
刺
繡
』
で
も
古
代
か
ら
近
世
の
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刺
繡
作
品
に
つ
い
て
の
時
代
背
景
と
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
論
考
が
な
さ
れ
、
刺
繡
業
界
の
技
法
と
し
て
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
出
版
の
『
刺
繡
百
種
技
法
帖
』
の
作
品
画
像
と
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
今
井
が
調
査
を
行
っ
た
作
品
は
山
本
と
同
様
で
あ
っ
た
。
『
刺
繡
百
種
技
法
帖
』
の
編
者
高
島
与
一
郎
は
服
飾
小
物
の
取
扱
者
で
、
そ
の
技
法
名
称
は
大
正
・
昭
和
期
に
半
襟
の
刺
繡
が
隆
盛
を
極
め
た
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
業
界
で
使
用
さ
れ
て
い
た
呼
称
で
あ
っ
た
。
今
井
は
他
に
教
育
界
に
伝
承
さ
れ
た
技
法
名
称
と
し
て
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
女
学
校
で
刺
繡
の
教
鞭
を
と
っ
た
富
田
た
か
子
著
『
刺
繡
教
科
書
全
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
技
法
名
称
一
一
〇
種
類
も
掲
載
し
て
い
る
（
12
）
。
今
井
は
実
践
女
学
校
（
現
在
の
実
践
学
園
）
で
刺
繡
を
習
得
し
た
石
田
よ
し
、
上
村
百
代
に
師
事
し
、
和
洋
女
子
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
。
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
の
小
椋
順
子
の
『
日
本
の
古
刺
繡
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
刺
繡
作
品
を
中
心
と
し
て
、
古
代
よ
り
近
世
の
刺
繡
作
品
の
調
査
、
結
果
が
示
さ
れ
た
（
13
）
。
小
椋
の
研
究
で
特
筆
す
べ
き
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
実
見
し
て
そ
の
技
法
を
図
解
し
解
説
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 
刺
繡
職
人
の
記
し
た
刺
繡
史
と
し
て
代
表
的
な
も
の
に
は
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
長
村
華
城
の
『
刺
繡
』
（
14
）
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
平
野
利
太
郎
の
『
日
本
の
刺
繡
』
（
15
）
が
あ
る
。
こ
の
二
冊
に
は
刺
繡
の
歴
史
に
併
せ
て
用
具
の
使
用
方
法
、
刺
繡
技
法
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
刺
繡
の
歴
史
的
作
品
の
考
察
を
行
っ
た
も
の
が
多
く
、
近
代
以
降
の
刺
繡
作
品
に
言
及
し
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。 
 
刺
繡
の
ジ
ャ
ン
ル
別
の
研
究
と
し
て
は
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
と
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
行
わ
れ
た
正
倉
院
宝
物
の
刺
繡
調
査
の
報
告
書
と
し
て
『
正
倉
院
紀
要 
二
五
号
』
（
16
）
が
あ
る
。
中
世
の
繡
仏
に
つ
い
て
は
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
奈
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良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
繡
仏
」
展
に
お
け
る
詳
細
な
研
究
が
ま
と
め
ら
れ
た
書
籍
『
繡
仏
』
が
あ
げ
ら
れ
る
（
17
）
。
ま
た
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
伊
藤
信
二
の
『
日
本
の
美
術 
繡
仏
』
に
お
い
て
は
詳
細
な
画
像
で
そ
の
刺
繡
技
法
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
18
）
。
こ
の
他
「
繡
仏
」
に
つ
い
て
は
《
天
寿
国
繡
帳
》
を
含
む
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
丁
元
鎮
に
よ
る
「
旧
勧
修
寺
刺
繡
釈
迦
説
法
図
の
技
法
に
つ
い
て 
鎖
縫
い
と
相
良
縫
い
」
や
、
中
主
町
教
育
委
員
会
編
「
兵
主
大
社
美
術
工
芸
品
悉
皆
調
報
告
書
」
な
ど
の
研
究
が
あ
る
（
19
）
。 
近
世
の
江
戸
時
代
の
小
袖
に
関
し
て
は
服
飾
史
の
観
点
か
ら
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
、
長
崎
巌
は
「
小
袖
の
変
遷
」
に
お
い
て
成
り
立
ち
か
ら
そ
の
変
遷
を
文
献
と
作
品
よ
り
検
証
し
て
い
る
（
20
）
。
伝
世
品
の
遺
る
上
代
の
刺
繡
や
、
小
袖
な
ど
に
施
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
刺
繡
は
、
広
く
公
開
さ
れ
一
般
の
目
に
触
れ
認
知
も
さ
れ
て
い
る
。 
明
治
時
代
以
降
の
刺
繡
に
特
化
し
た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
明
治
時
代
の
美
術
染
織
を
対
象
と
し
た
刺
繡
が
公
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
展
覧
会
の
図
録
に
は
こ
れ
ま
で
海
外
に
散
逸
し
て
い
た
資
料
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
規
の
重
要
な
研
究
資
料
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
国
内
に
買
い
戻
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
清
水
三
年
坂
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
村
田
理
如
、
松
原
史
に
よ
っ
て
『
清
水
三
年
坂
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
明
治
の
刺
繡
絵
画
名
品
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
21
）
。 
前
述
し
た
よ
う
に
先
行
研
究
を
概
観
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
刺
繡
に
特
化
し
た
研
究
文
献
は
少
な
く
、
刺
繡
を
染
織
の
一
分
野
と
し
て
研
究
し
た
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
刺
繡
に
特
化
し
た
研
究
は
、
学
術
的
研
究
に
よ
る
も
の
で
な
く
編
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集
並
び
に
著
述
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
性
格
は
刺
繡
作
成
者
の
手
に
よ
る
各
時
代
の
作
品
に
つ
い
て
の
技
法
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
中
で
も
《
天
寿
国
繡
帳
》
を
含
む
「
繡
仏
」
は
現
存
す
る
作
品
も
多
い
こ
と
か
ら
、
作
品
別
の
研
究
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
正
、
昭
和
時
代
の
作
品
は
戦
災
、
震
災
で
焼
失
し
た
作
品
が
多
く
、
現
存
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
作
品
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
刺
繡
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
近
現
代
に
国
内
で
発
表
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は
抜
け
落
ち
て
お
り
、
体
系
化
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。 
  
三
、
研
究
の
方
法 
 
近
代
以
降
の
現
存
し
て
い
る
刺
繡
作
品
と
、
文
献
で
し
か
確
認
で
き
な
い
作
品
に
つ
い
て
、
展
覧
会
の
入
賞
記
録
か
ら
作
品
を
抽
出
し
て
、
各
年
代
に
ど
の
よ
う
な
作
品
が
存
在
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
に
、
代
表
的
な
作
品
を
取
り
上
げ
、
先
行
研
究
と
作
品
調
査
に
よ
り
そ
の
刺
繡
技
法
と
図
案
を
論
じ
る
。 
明
治
時
代
に
お
け
る
海
外
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
に
、
各
万
国
博
覧
会
の
入
賞
記
録
や
報
告
書
か
ら
刺
繡
作
品
を
選
び
出
し
そ
の
分
類
と
作
品
を
博
覧
会
毎
に
表
に
ま
と
め
る
。
万
国
博
覧
会
の
開
催
を
契
機
に
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
刺
繡
に
つ
い
て
、
そ
の
形
態
が
建
築
の
内
装
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
服
飾
に
用
い
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
ま
た
、
明
治
期
の
図
案
改
革
の
検
証
す
る
た
め
に
、
内
 14 
 
務
省
管
轄
の
博
覧
会
事
務
局
と
製
品
画
図
掛
（
内
務
省
、
大
蔵
省
、
農
商
務
省
と
管
轄
が
移
動
）
の
官
員
が
編
纂
を
し
た
『
温
知
図
録
』
よ
り
刺
繡
の
図
案
を
確
認
し
（
22
）
、
刺
繡
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
作
品
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
を
調
査
す
る
。 
ま
た
、
刺
繡
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
東
京
で
刺
繡
科
を
設
け
て
い
た
学
校
の
教
育
課
程
を
調
査
し
、
そ
の
内
容
か
ら
ど
の
様
な
工
程
で
刺
繡
と
い
う
技
能
を
習
得
し
た
か
、
ま
た
そ
の
学
科
課
程
か
ら
学
校
に
お
け
る
刺
繡
教
育
の
内
容
を
明
解
に
す
る
。
そ
の
一
方
、
一
般
の
手
芸
と
し
て
の
刺
繡
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
た
め
に
販
売
さ
れ
て
い
た
刺
繡
指
南
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
刺
繡
技
法
を
列
挙
し
、
学
校
教
育
で
教
示
さ
れ
て
い
た
技
法
と
比
較
す
る
。 
次
に
明
治
・
大
正
・
昭
和
時
代
の
官
展
に
お
い
て
入
選
し
た
作
品
に
つ
い
て
国
立
国
会
図
書
館
に
遺
る
作
品
画
像
や
、
作
家
個
人
の
作
品
集
な
ど
に
取
材
し
、
旧
来
の
図
案
か
ら
近
代
的
図
案
へ
変
化
し
た
そ
の
過
程
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
海
外
の
影
響
を
受
け
た
図
案
や
技
法
を
表
現
し
た
、
刺
繡
以
外
を
専
門
と
す
る
工
芸
作
家
達
が
何
故
刺
繡
制
作
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
作
品
が
、
刺
繡
職
人
が
行
っ
て
き
た
図
案
や
刺
繡
技
法
に
与
え
た
影
響
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
た
刺
繡
作
家
達
の
作
品
を
検
証
す
る
。
現
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
は
戦
後
の
工
芸
を
取
り
巻
く
環
境
を
調
査
す
る
た
め
に
、
「
日
展
」
と
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
の
展
覧
会
図
録
よ
り
刺
繡
の
入
選
作
品
を
選
び
出
し
、
代
表
的
な
作
家
の
作
品
に
つ
い
て
そ
の
図
案
、
刺
繡
技
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。 
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
刺
繡
分
野
か
ら
初
め
て
人
間
国
宝
が
認
定
さ
れ
た
。
一
般
的
に
刺
繡
を
生
業
に
し
て
い
る
刺
繡
職
人
と
人
間
国
宝
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
」
の
作
品
に
お
け
る
図
案
と
技
法
の
変
化
や
、
現
代
美
術
に
刺
繡
を
用
い
て
活
動
す
る
作
家
に
つ
い
て
、
表
現
と
刺
繡
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
最
後
に
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
近
現
代
に
お
け
る
代
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表
的
な
刺
繡
技
法
の
解
説
を
行
う
。 
研
究
成
果
と
し
て
は
、
先
行
研
究
や
展
覧
会
の
作
品
調
査
よ
り
近
現
代
の
刺
繡
図
案
と
技
法
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。 
  四
、
本
論
の
構
成 
 
前
項
の
「
研
究
の
方
法
」
を
踏
ま
え
、
本
論
の
構
成
は
全
五
章
か
ら
な
る
。
第
一
章
「
近
代
以
前
の
刺
繡
に
つ
い
て
―
技
法
の
展
開
を
中
心
に
―
」
で
は
、
近
代
に
至
る
古
代
、
中
世
、
近
世
の
刺
繡
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
。
第
一
節
「
古
代
の
刺
繡
」
で
は
、
ま
ず
最
も
古
い
伝
世
品
で
あ
る
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
つ
い
て
先
行
研
究
よ
り
刺
繡
技
法
の
確
認
を
行
い
、
こ
の
作
品
に
混
在
し
て
い
る
飛
鳥
時
代
の
刺
繡
と
鎌
倉
時
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
う
。
そ
し
て
、
「
正
倉
院
御
物
」
の
刺
繡
作
品
に
つ
い
て
は
宮
内
庁
紀
要
の
調
査
報
告
書
よ
り
そ
の
形
状
が
比
較
的
良
好
な
形
で
保
存
さ
れ
て
い
る
作
品
と
し
て
、
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》
《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》
を
選
定
し
、
そ
の
刺
繡
技
法
を
明
ら
か
に
し
、
澤
田
む
つ
代
の
研
究
を
基
に
、
法
隆
寺
の
刺
繡
と
の
比
較
を
行
う
。
第
二
節
は
「
中
世
の
刺
繡
」
と
し
て
「
繡
仏
」
全
体
の
技
法
の
把
握
を
行
う
。
残
さ
れ
た
繡
銘
か
ら
そ
の
制
作
年
号
の
明
ら
か
な
、
桃
山
時
代
の
基
準
作
と
し
て
名
高
い
《
獅
子
桐
模
様
繡
幡
》
《
獅
子
牡
丹
模
様
繡
幡
》
の
刺
繡
技
法
と
そ
の
図
案
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
ま
た
、
金
剛
峯
寺
に
伝
わ
る
室
町
時
代
の
舞
楽
装
束
の
刺
繡
技
法
と
図
案
に
つ
い
て
先
行
研
究
に
よ
り
検
証
す
る
。
第
三
節
「
近
世
の
刺
繡
」
で
は
、
そ
の
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意
匠
形
態
と
刺
繡
図
案
に
時
代
の
特
徴
が
表
さ
れ
て
い
る
「
小
袖
」
、
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
技
法
と
は
異
な
っ
た
大
型
の
作
品
に
対
応
す
る
技
法
が
表
さ
れ
て
い
る
「
祭
の
懸
装
品
」
、
制
作
者
が
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
そ
の
時
代
の
技
術
の
集
大
成
と
考
え
ら
れ
る
「
袱
紗
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
形
態
の
異
な
る
も
の
へ
の
刺
繡
の
技
法
を
確
認
す
る
。 
第
二
章
「
明
治
時
代
の
刺
繡
」
の
第
一
節
「
博
覧
会
に
よ
る
刺
繡
産
業
の
発
達
」
で
は
「
文
部
省
博
覧
会
」
「
万
国
博
覧
会
」
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
の
出
品
記
録
、
入
賞
記
録
か
ら
そ
の
分
類
調
査
を
行
い
、
刺
繡
が
工
業
製
品
の
枠
か
ら
脱
却
し
て
美
術
品
と
し
て
認
知
さ
れ
る
過
程
を
検
証
す
る
。
第
二
節
「
西
洋
の
影
響
」
で
は
「
国
内
外
の
博
覧
会
の
影
響
」
と
し
て
『
温
知
図
録
』
に
よ
り
当
時
の
図
案
を
確
認
し
、
そ
れ
ま
で
の
古
典
的
な
図
案
か
ら
海
外
向
け
の
図
案
に
変
化
を
し
た
千
総
、
高
島
屋
等
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
社
史
や
展
覧
会
図
録
よ
り
明
ら
か
に
す
る
。
「
西
洋
建
築
を
彩
っ
た
美
術
染
織
と
呼
ば
れ
た
刺
繡
」
で
は
明
治
時
代
に
外
国
の
建
築
家
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
西
洋
建
築
に
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
用
い
ら
れ
た
刺
繡
と
し
て
、
現
存
す
る
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
の
所
蔵
す
る
刺
繡
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
ま
た
西
洋
建
築
の
天
井
に
使
用
さ
れ
た
刺
繡
に
つ
い
て
、
旧
岩
崎
邸
庭
園
洋
館
の
洋
室
の
天
井
に
は
め
込
ま
れ
た
刺
繡
パ
ネ
ル
作
品
の
図
案
と
刺
繡
技
法
に
み
ら
れ
る
西
洋
刺
繡
の
影
響
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。
ま
た
「
宮
廷
服
に
み
る
西
洋
か
ら
の
刺
繡
技
法
と
素
材
」
と
し
て
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
が
所
蔵
す
る
宮
廷
服
を
は
じ
め
と
し
た
、
洋
装
に
用
い
ら
れ
た
海
外
か
ら
の
刺
繡
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
第
三
節
「
刺
繡
教
育
」
の
「
女
学
校
教
育
」
で
は
、
職
業
や
自
立
の
た
め
の
手
段
と
し
て
女
子
が
刺
繡
を
学
ん
だ
刺
繡
科
に
つ
い
て
そ
の
学
科
課
程
を
調
査
し
、
先
行
し
て
設
立
さ
れ
た
京
都
の
工
芸
教
育
に
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
「
刺
繡
普
及
活
動
」
で
は
、
一
般
の
人
々
が
学
ん
だ
教
養
と
し
て
の
刺
繡
を
指
南
書
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
検
証
す
る
。 
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第
三
章
「
大
正
・
昭
和
時
代
戦
前
の
刺
繡
」
で
は
「
産
業
振
興
に
お
け
る
刺
繡
作
品
の
動
向
」
「
工
芸
作
家
の
刺
繡
活
動
」
「
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
の
確
立
」
「
代
表
的
な
刺
繡
作
家
」
「
刺
繡
作
家
に
よ
る
啓
蒙
普
及
活
動
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
繡
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
農
商
務
省
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
」
に
入
選
し
た
作
品
や
、
服
飾
に
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
呉
服
店
の
活
動
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
工
芸
作
家
が
行
っ
た
刺
繡
制
作
に
注
目
し
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
の
刺
繡
と
は
異
な
る
図
案
や
技
法
、
材
料
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
第
四
章
は
「
現
代
の
刺
繡
」
と
し
て
、「
帝
展
」「
新
文
展
」
の
後
継
の
「
日
展
」
へ
の
出
品
を
し
て
い
た
刺
繡
作
家
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
国
が
そ
の
伝
統
的
技
術
の
保
存
と
継
承
を
危
惧
し
て
刺
繡
に
お
い
て
も
認
定
さ
れ
た
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
つ
い
て
そ
の
制
度
と
目
的
を
調
べ
、
保
持
者
の
活
動
を
一
般
に
公
開
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
に
つ
い
て
、
刺
繡
入
賞
作
品
の
入
賞
作
家
を
抽
出
す
る
。
ま
た
、
刺
繡
分
野
の
人
間
国
宝
福
田
喜
重
の
刺
繡
に
対
す
る
そ
の
理
念
や
技
法
に
つ
い
て
分
析
し
、
福
田
の
制
作
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
。
一
方
、
そ
の
技
術
を
産
業
界
か
ら
の
保
護
と
い
う
形
で
誕
生
し
た
伝
統
工
芸
士
に
つ
い
て
そ
の
成
り
立
ち
を
調
べ
、
官
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
刺
繡
職
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
近
年
、
日
本
に
お
い
て
作
品
発
表
さ
れ
て
い
る
現
代
美
術
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
刺
繡
に
つ
い
て
、
美
術
展
で
活
躍
す
る
作
家
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
と
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
と
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。 
第
五
章
は
本
稿
で
触
れ
た
刺
繡
作
品
の
技
法
を
ま
と
め
、
各
時
代
の
特
徴
あ
る
刺
繡
技
法
を
抽
出
し
一
覧
表
を
制
作
す
る
。
つ
ぎ
に
、
近
代
以
降
の
刺
繡
技
法
を
大
正
、
昭
和
時
代
の
職
人
若
し
く
は
教
育
者
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
書
籍
よ
り
整
理
す
る
。 
結
語
に
お
い
て
は
、
論
文
全
体
を
概
観
し
、
今
後
の
刺
繡
の
進
む
道
に
つ
い
て
論
じ
る
。 
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註 
 （
１
）
長
村
華
城
『
刺
繡
』
栗
林
書
房 
一
九
五
五
年 
一
頁
。 
長
村
は
「
人
類
最
初
の
衣
は
刺
繡
か
ら
創
め
ら
れ
た
と
し
て
、
人
類
史
上
ま
だ
布
の
無
い
時
代
に
は
自
然
物
に
よ
っ
て
そ
の
用
を
足
し
、
木
の
葉
、
獣
皮
、
樹
皮
等
を
植
物
の
自
然
繊
維
で
接
合
し
合
い
、
こ
れ
を
身
に
ま
と
っ
て
い
た
。
現
在
、
南
洋
諸
島
に
残
さ
れ
て
い
る
風
習
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
物
と
物
を
（
自
然
物
）
を
接
ぎ
合
わ
す
手
段
と
し
て
単
純
な
十
字
形
、
Ｘ
形
が
人
智
の
発
達
に
つ
れ
て
一
種
の
重
な
り
を
も
っ
て
一
つ
の
模
様
と
し
て
、
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
」
と
推
測
し
て
い
る
。 
風
俗
研
究
者
、
江
馬
務
の
本
書
序
文
よ
れ
ば
、
長
村
は
京
都
の
刺
繡
師
で
京
都
女
子
大
学
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
等
で
日
本
刺
繡
と
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
の
指
導
を
行
っ
て
い
た
。 
（
２
）
守
田
公
夫
編
『
日
本
の
美
術 
第
五
九
号 
刺
繡
』
至
文
堂 
一
九
七
一
年 
一
七
頁
。 
（
３
）
金
子
錦
二
編
『
日
本
刺
繡
史
』
京
都
刺
繡
同
業
組
合 
一
九
二
八
年
。 
（
４
）
山
辺
知
行
「
刺
繡
に
つ
い
て
」
『M
u
s
e
u
m
 
1
3
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
五
二
年
四
月 
一
一
―
一
五
頁
。 
（
５
）
前
掲
出
（
２
）
。 
（
６
）
澤
田
む
つ
代
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
三
号 
染
織
（
原
始
・
古
代
編
）
』
至
文
堂 
一
九
八
八
年
。 
（
７
）
小
笠
原
小
枝
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
四
号 
染
織
（
中
世
編
）
』
至
文
堂 
一
九
八
八
年
。 
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（
８
）
切
畑
健
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
五
号 
染
織
（
近
世
編
）
』
至
文
堂 
一
九
八
八
年
。
『
染
と
織
の
文
化
史
』
日
本
放
送
協
会 
一
九
八
九
年
。 
（
９
）
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
一
報
）
飛
鳥
・
奈
良
朝
の
繡
仏
断
欠
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
二
』
一
九
五
四
年 
六
二
―
六
九
頁
。 
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
二
報
）
鎌
倉
・
室
町
の
繡
仏
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
三
』
一
九
五
五
年 
五
五
―
六
四
頁
。 
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
三
報
）
桃
山
時
代
の
縫
箔
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
三
』
一
九
五
五
年 
六
五
―
七
三
頁
。 
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
四
報
）
江
戸
時
代
に
並
に
明
治
時
代
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
五
』
一
九
五
八
年 
四
二
―
五
〇
頁
。 
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
五
報
）
大
正
・
昭
和
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
七
』
一
九
六
九
年 
七
五
―
八
一
頁
。 
（
10
）
細
井
起
能
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
―
飛
鳥
時
代
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
」
被
服
文
化
協
会
『
被
服
文
化
五
〇
』
文
化
服
装
学
院
出
版
局 
一
九
五
八
年 
八
―
一
五
頁
。 
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
（
二
）
」
被
服
文
化
協
会
『
被
服
文
化
五
三
』
文
化
服
装
学
院
出
版
局 
一
九
五
八
年 
一
四
―
一
八
頁
。 
（
11
）
山
本
ら
く
『
刺
繡 
日
本
染
織
芸
術
叢
書
』
芸
艸
堂 
一
九
七
二
年
。 
（
12
）
今
井
む
つ
子
『
日
本
の
刺
繡
』
毎
日
新
聞 
一
九
七
六
年
。 
（
13)
 
小
椋
順
子
『
日
本
の
古
刺
繡
』
源
流
社 
一
九
九
三
年
。 
（
14)
 
前
掲
出
（
１
）
。 
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（
15)
 
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
八
七
年
。 
（
16
）
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
紀
要 
第
二
五
号
』
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所 
二
〇
〇
三
年
。
切
畑
健
、
福
田
喜
重 
(
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
刺
繡)
、
澤
田
む
つ
代
、
河
上
繁
樹
が
正
倉
院
の
刺
繡
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
報
告
書
。 
（
17
）
石
田
茂
作
・
西
村
兵
部
『
繡
仏
』
角
川
書
店 
一
九
六
四
年
。 
（
18
）
伊
藤
信
二
『
日
本
の
美
術 
第
四
七
〇 
繡
仏
』
至
文
堂 
二
〇
〇
五
年
。 
（
19
）
丁
元
鎮
「
旧
勧
修
寺
刺
繡
釈
迦
説
法
図
の
技
法
に
つ
い
て 
鎖
縫
い
と
相
良
縫
い
」
『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
研
究
紀
要
二
』
京
都
大
学 
一
九
八
一
年
。 
 
 
 
中
主
町
教
育
委
員
会
編
「
兵
主
大
社
美
術
工
芸
品
悉
皆
調
報
告
書
」
『
中
主
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
一
集
』
中
主
町
教
育
委
員
会 
一
九
九
一
年
。 
（
20
）
長
崎
巌
「
小
袖
の
変
遷
」
湯
原
公
宏
『
別
冊
太
陽 
骨
董
を
た
の
し
む
五
五 
美
を
極
め
た
染
め
と
織
り 
小
袖
か
ら
き
も
の
へ
』
平
凡
社 
二
〇
〇
五
年
。 
長
崎
巌
『
日
本
の
美
術 
一
〇 
第
三
四
一
号 
町
人
の
服
飾
』
至
文
堂 
一
九
九
四
年
。 
（
21
）
村
田
理
如
・
松
原
史
『
清
水
三
年
坂
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
明
治
の
刺
繡
絵
画
名
品
集
』
淡
交
社 
二
〇
一
四
年
。 
（
22
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生
―
調
査
研
究
報
告
書
『
温
知
図
録
』
―
』
国
書
刊
行
社 
一
九
九
七
年 
一
三
頁
。 
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第
一
章 
近
代
以
前
の
刺
繡
に
つ
い
て
―
技
法
の
展
開
を
中
心
に
― 
  
は
じ
め
に 
 
本
章
で
は
、
近
現
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
論
じ
る
に
あ
た
り
、
そ
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
日
本
に
刺
繡
が
伝
え
ら
れ
た
以
降
近
代
ま
で
の
刺
繡
を
、
飛
鳥
・
奈
良
・
平
安
時
代
を
古
代
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
中
世
、
桃
山
・
江
戸
時
代
を
近
世
と
区
分
し
、
遺
さ
れ
た
作
品
の
刺
繡
技
法
と
図
案
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
概
観
す
る
。 
こ
れ
ま
で
刺
繡
は
、
染
織
品
の
一
分
野
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
染
、
織
の
研
究
で
は
補
足
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
刺
繡
作
品
に
の
み
特
化
し
た
研
究
は
少
な
い
が
、
平
成
一
〇
年 (
一
九
九
八)
徳
川
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
刺
繡 
― 
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
展
で
は
古
代
か
ら
の
通
史
的
な
代
表
刺
繡
作
品
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
の
時
代
区
分
に
従
い
「
上
代
」「
中
世
」「
近
世
」
を
参
考
に
本
章
は
以
下
の
構
成
で
記
述
す
る
。 
第
一
節
で
は
現
存
す
る
刺
繡
の
伝
世
品
と
し
て
最
も
古
い
国
宝
《
天
寿
国
繡
帳
》
の
刺
繡
技
法
と
そ
の
図
案
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
の
作
品
に
は
飛
鳥
時
代
の
刺
繡
と
鎌
倉
時
代
の
刺
繡
が
混
在
し
て
お
り
そ
の
刺
繡
技
法
と
図
案
を
比
較
す
る
に
は
適
し
た
作
品
と
い
え
る
。
も
う
一
群
の
作
品
と
し
て
正
倉
院
の
刺
繡
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ま
で
深
く
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
正
倉
院
の
刺
繡
に
つ
い
て
平
成
一
二
年
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（
二
〇
〇
〇
）
と
平
成
一
三
年(
二
〇
〇
一)
に
、
染
織
史
家
の
切
畑
健
ら
に
よ
る
詳
細
な
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
諸
説
が
あ
っ
た
技
法
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
法
隆
寺
と
正
倉
院
の
刺
繡
の
比
較
が
澤
田
む
つ
代
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
技
法
の
特
徴
か
ら
刺
繡
の
編
年
に
関
わ
る
時
代
の
下
る
技
法
表
現
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
技
法
の
変
化
か
ら
和
様
化
へ
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
第
二
節
で
は
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
奈
良
国
立
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
繡
仏
展
」
で
公
開
さ
れ
た
一
一
五
点
を
基
に
、
中
世
に
大
量
に
作
ら
れ
伝
世
品
も
多
い
繡
仏
に
つ
い
て
、
そ
の
分
類
と
所
在
の
整
理
を
行
う
。
ま
た
作
品
を
調
査
し
時
代
の
特
徴
を
細
か
く
分
析
す
る
。 
第
三
節
に
お
い
て
は
、
文
化
の
成
熟
し
た
江
戸
時
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
、「
小
袖
」、「
祭
の
懸
装
品
」、「
袱
紗
」
を
通
じ
て
そ
の
技
法
と
図
案
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
近
世
、
江
戸
時
代
中
頃
よ
り
、
商
品
経
済
の
発
達
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪
の
三
都
市
を
中
心
に
都
市
が
繁
栄
し
、
町
人
階
級
の
人
々
の
生
活
が
向
上
し
た
。
が
、
身
分
制
度
の
為
、
経
済
的
に
豊
か
で
も
支
配
階
級
に
な
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
守
田
は
「
こ
れ
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
町
人
は
経
済
力
に
よ
っ
て
支
配
的
存
在
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
表
れ
と
し
て
遊
里
の
世
界
と
着
物
の
世
界
に
お
い
て
実
現
さ
せ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
（
１
）。
服
飾
に
向
け
ら
れ
た
町
人
階
級
の
文
化
と
経
済
の
力
は
服
飾
美
を
競
う
事
に
向
け
ら
れ
た
。
道
明
美
保
子
は
「
そ
の
重
要
要
素
が
刺
繡
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
２
）。
町
人
階
級
が
経
済
的
に
も
力
を
つ
け
、
そ
の
文
化
水
準
も
上
が
り
、
服
飾
に
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
小
袖
が
制
作
さ
れ
た
。
残
さ
れ
て
い
る
作
品
の
多
い
こ
と
か
ら
本
論
で
は
ま
ず
小
袖
を
対
象
と
し
た
。
同
様
に
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
京
都
が
発
祥
の
厄
除
け
や
五
穀
豊
穣
を
願
う
山
車
や
鉾
の
引
き
回
し
が
豪
華
に
な
り
、
そ
の
装
飾
に
人
々
は
競
い
あ
っ
た
。
山
車
の
懸
装
品
に
は
刺
繡
の
飾
り
幕
も
作
ら
れ
現
在
で
も
多
く
の
飾
り
幕
が
残
っ
て
い
る
。
飾
り
幕
の
刺
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繡
は
着
物
の
刺
繡
と
異
な
り
遠
く
か
ら
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
、
服
飾
や
繡
仏
に
用
い
ら
れ
る
技
法
と
は
異
な
っ
た
新
た
な
技
法
も
用
い
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
服
飾
以
外
の
江
戸
時
代
の
刺
繡
が
ま
と
ま
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
分
野
は
繡
仏
以
外
に
は
少
な
く
、
江
戸
時
代
の
刺
繡
技
法
を
研
究
す
る
う
え
で
貴
重
な
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
飾
り
幕
の
刺
繡
を
取
り
上
げ
た
。 
ま
た
、
染
織
品
は
打
敷
で
な
い
限
り
そ
の
来
歴
を
確
認
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
が
、
興
福
院
の
袱
紗
は
そ
の
墨
書
に
よ
り
、
誰
が
い
つ
誰
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
か
が
明
ら
か
な
刺
繡
作
品
で
あ
る
。
将
軍
が
発
注
者
で
あ
る
た
め
、
江
戸
中
期
の
最
高
水
準
の
刺
繡
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
興
福
院
の
袱
紗
も
近
世
の
刺
繡
の
調
査
対
象
に
加
え
る
事
と
し
た
。 
  
第
一
節 
古
代
の
刺
繡 
 
（
一
）
日
本
最
古
の
伝
世
品
、
天
寿
国
繡
帳
の
刺
繡
技
法 
 
日
本
に
お
け
る
刺
繡
制
作
の
最
初
の
記
録
は
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
『
日
本
書
紀
』
推
古
天
皇
一
三
年
（
六
○
五
）
に
、
推
古
天
皇
が
鞍
作
鳥
に
命
じ
て
、
銅
と
刺
繡
の
丈
六
の
仏
像
そ
れ
ぞ
れ
一
軀
を
造
ら
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
３
）
。 
十
三
年
夏
四
月
辛
酉
朔
、
天
皇
詔
二
皇
太
子
大
臣
及
諸
王
諸
臣
一
、
共
同
二
発
誓
願
一
、
以
始
造
二
銅
繡
丈
六
仏
像
、
各
一
軀
一
。
乃
命
二
鞍
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作
鳥
一
、
為
二
造
レ
仏
之
工
一
。 
十
四
年
夏
四
月
乙
酉
朔
壬
辰
、
銅
繡
丈
六
仏
像
並
造
竟
。
是
日
也
、
丈
六
銅
像
坐
二
於
元
興
寺
金
堂
一
。 
銅
製
の
仏
像
と
、
刺
繡
で
制
作
さ
れ
た
繡
仏
を
礼
拝
空
間
に
安
置
す
る
た
め
に
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
推
古
一
三
年
（
六
○
五
）
に
発
願
し
て
、
一
年
後
銅
造
り
の
仏
像
が
元
興
寺
（
飛
鳥
寺
）
に
安
置
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
仏
像
と
繡
仏
は
同
じ
場
所
に
置
か
れ
、
立
体
佛
の
仏
像
は
本
尊
と
し
て
、
平
面
の
繡
仏
は
荘
厳
と
し
て
安
置
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
こ
の
刺
繡
作
品
が
日
本
に
お
け
る
刺
繡
の
起
源
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
像
と
繡
仏
は
同
時
期
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
繡
仏
に
つ
い
て
も
仏
師
で
あ
っ
た
鞍
作
鳥
が
制
作
指
揮
を
行
っ
た
と
考
え
る
。 
こ
れ
よ
り
前
、
応
神
一
四
年
（
二
八
三
）
の
春
、
百
済
か
ら
真
毛
津
と
い
う
縫
衣
工
女
が
渡
来
し
、
こ
れ
が
来
目
（
現
在
の
奈
良
県
檀
原
市
久
米
町
付
近
）
衣
縫
の
始
祖
と
な
る
が
、
そ
の
後
も
呉
に
使
者
を
だ
し
縫
衣
工
女
を
求
め
て
い
る
（
４
）
。
こ
の
縫
衣
工
女
が
刺
繡
を
行
っ
た
か
の
記
述
は
な
い
が
、
当
時
ま
だ
「
刺
繡
」
と
い
う
言
葉
が
な
く
「
縫
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
刺
繡
の
祖
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
推
古
三
〇
年
（
六
二
二
）
に
は
聖
徳
太
子
が
没
し
、
太
子
妃
が
勅
許
を
得
て
采
女
達
に
刺
繡
さ
せ
て
、
《
天
寿
国
繡
帳
》
を
制
作
さ
せ
た
（
図
１
―
１
）
。
そ
の
残
欠
は
国
宝
と
し
て
奈
良
の
中
宮
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
飛
鳥
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
刺
繡
作
品
は
東
京
国
立
博
物
館
、
法
隆
寺
、
大
和
文
華
館
、
藤
田
美
術
館
、
東
京
芸
術
大
学
等
の
各
所
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 
《
天
寿
国
繡
帳
》
は
、
現
在
は
、
飛
鳥
時
代
の
残
片
と
、
鎌
倉
時
代
の
残
片
が
貼
り
合
わ
さ
れ
一
枚
の
額
装
の
状
態
に
あ
る
（
５
）。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
こ
の
作
品
を
研
究
対
象
と
し
て
多
方
面
か
ら
取
り
上
げ
て
き
た
。
近
年
の
研
究
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
の
澤
田
む
つ
代
の
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）「
天
寿
国
繡
帳
の
現
状
」（
６
）
が
あ
り
、
平
成
二
〇
年(
二
〇
〇
八)
の
三
田
覚
之
の
「
技
法
か
ら
見
た
天
寿
国
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繡
帳
」（
７
）
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
た
科
学
的
な
解
析
が
示
さ
れ
、
銘
文
解
析
、
図
様
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
残
片
の
再
認
識
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
刺
繡
の
技
法
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
の
「
天
寿
国
曼
荼
羅
の
繡
技
と
建
治
の
修
理
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
実
物
調
査
を
基
に
、
成
果
を
発
表
し
た
京
都
川
島
織
物
の
染
織
研
究
家
、
太
田
英
蔵
に
よ
る
功
績
が
大
き
い
。
太
田
は
台
裂
と
刺
繡
技
法
に
注
目
し
、
飛
鳥
時
代
の
刺
繡
の
残
片
と
鎌
倉
時
代
の
残
片
の
区
別
を
し
、
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
は
実
際
の
観
察
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
画
を
残
し
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
（
８
）。
太
田
以
前
に
技
法
に
言
及
し
た
研
究
に
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
中
川
忠
順
「
天
壽
國
曼
荼
羅
繡
帳
に
つ
い
て
」（
９
）、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
石
田
茂
作
「
国
寶 
天
壽
國
曼
荼
羅
繡
帳
」、
同
年
「
天
壽
國
曼
荼
羅
の
復
元
に
つ
い
て
」（
10
）
が
あ
る
が
、
新
旧
繡
帳
の
区
別
が
な
い
。
太
田
以
降
に
は
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
毛
利
登
「
天
寿
国
繡
帳
」（
11
）、
昭
和
三
九
年
（
一
九
六
四
）
石
田
茂
作
・
西
村
兵
部
『
繡
仏
』（
12
）、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
大
橋
一
章
『
天
寿
国
繡
帳
の
研
究
』（
13
）
の
研
究
が
あ
る
。 
石
田
の
「
天
壽
國
曼
荼
羅
の
復
元
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
《
天
寿
国
繡
帳
》
は
聖
徳
太
子
亡
き
後
、
妃
の
橘
大
郎
女
が
推
古
天
皇
に
願
い
出
て
、
太
子
の
往
生
し
た
天
寿
国
で
の
様
子
を
表
し
た
繡
の
帷
（
と
ば
り
）
二
張
か
ら
成
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
14
）。
聖
徳
太
子
の
没
後
に
繡
帳
は
法
隆
寺
に
伝
来
し
て
い
た
が
、
文
永
一
一
年
（
一
二
七
四
）
に
中
宮
寺
の
尼
信
如
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
中
宮
寺
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
飛
鳥
時
代
の
原
本
と
そ
れ
を
基
に
鎌
倉
時
代
に
模
本
が
作
ら
れ
た(
以
下
、
原
本
は
旧
繡
帳
、
模
本
は
新
繡
帳)
。
新
旧
繡
帳
は
そ
の
後
中
宮
寺
に
伝
来
し
た
が
、
損
傷
が
著
し
く
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
安
政
の
頃
（
一
七
七
二
―
一
七
八
二
）
に
残
片
を
集
め
て
、
高
さ
二
尺
九
寸
（
八
七
・
八
セ
ン
チ
）、
巾
二
尺
七
寸
（
八
一
・
八
セ
ン
チ
）
の
一
枚
の
裂
に
仕
立
て
合
わ
さ
れ
た
。
当
初
は
軸
装
だ
っ
た
が
大
正
八
年(
一
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九
一
八)
に
現
在
の
額
装
に
改
め
ら
れ
た
。 
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
は
百
個
の
亀
甲
図
に
、
合
計
四
百
文
字
の
銘
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
銘
文
に
よ
れ
ば
下
絵
は
東
漢
末
賢
、
高
麗
加
西
溢
、
漢
奴
加
己
利
の
三
人
と
監
督
者
は
椋
部
秦
久
麻
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
で
、
刺
繡
を
行
っ
た
の
が
宮
中
の
采
女
達
で
あ
っ
た
。
一
方
、
新
繡
帳
は
文
永
一
二
年
（
建
治
元
年
）(
一
二
七
五)
三
月
に
旧
繡
帳
本
を
京
都
に
運
び
制
作
さ
れ
た
。《
聖
徳
太
子
曼
荼
羅
講
式
》
に
よ
れ
ば
同
年
八
月
に
完
成
と
あ
り
（
15
）、
刺
繡
は
藤
井
国
吉
と
そ
の
長
男
国
守
と
次
男
安
国
の
三
人
が
行
っ
た
（
16
）。 
 
 
建
治
元
年
八
秋
八
月
、
新
奉
繡
天
壽
國
曼
荼
羅
、
於
洛
東
霊
山
寺
釈
迦
堂
（
以
下
略
） 
 
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
関
す
る
研
究
は
享
保
一
八
年
（
一
七
三
三
）
の
法
隆
寺
の
僧
良
訓
の
『
法
隆
寺
良
訓
補
忘
集
』
以
来
、
銘
文
、
思
想
、
図
像
、
技
法
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
中
で
も
刺
繡
技
法
へ
の
言
及
は
大
正
九
年(
一
九
二
〇)
に
実
物
調
査
を
行
っ
た
、
東
洋
美
術
史
家
で
あ
る
中
川
忠
順
に
よ
る
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
「
天
寿
国
曼
荼
羅
に
就
い
て
」
が
最
も
早
い
（
17
）。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
貼
り
混
ぜ
ら
れ
た
繡
帳
の
ど
の
部
分
が
旧
繡
帳
で
、
ど
の
部
分
が
新
繡
帳
の
区
別
は
な
く
、
そ
の
後
の
仏
教
考
古
学
者
の
石
田
茂
作
も
旧
繡
帳
と
新
繡
帳
の
区
別
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
繡
帳
の
新
旧
の
区
別
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
の
太
田
に
よ
る
「
天
寿
国
曼
荼
羅
の
繡
技
と
建
治
修
理
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
の
後
の
毛
利
、
西
村
、
大
橋
、
澤
田
、
三
田
に
よ
る
論
文
に
お
い
て
も
繡
技
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
日
の
《
天
寿
国
繡
帳
》
の
技
法
研
究
は
、
太
田
の
研
究
に
典
拠
し
た
研
究
が
多
い
。
山
本
、
今
井
、
小
椋
の
刺
繡
創
作
の
立
場
か
ら
の
見
解
も
あ
る
が
、
太
田
に
よ
る
大
き
な
分
類
に
従
い
な
が
ら
も
い
く
つ
か
の
詳
細
な
分
類
が
加
え
ら
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
（
18
）。
主
な
先
行
研
究
に
お
い
て
は
刺
繡
の
技
法
に
言
及
し
て
い
る
研
究
と
言
及
の
な
い
も
の
が
あ
る
（
表
１
―
27 
 
１
）。
ま
た
、
新
、
旧
繡
帳
で
使
用
さ
れ
て
い
る
刺
繡
技
法
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
、
一
八
種
類
の
刺
繡
技
法
が
あ
げ
ら
れ
た
（
表
１
―
２
）。 
中
川
の
研
究
に
よ
っ
て
《
天
寿
国
繡
帳
》
の
台
裂
は
「
羅
」「
紫
綾
」「
白
平
絹
」
の
三
種
類
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
太
田
は
さ
ら
に
「
羅
」
は
日
本
国
内
で
も
飛
鳥
時
代
に
す
で
に
織
ら
れ
て
い
た
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
旧
繡
帳
部
分
で
あ
り
、「
紫
綾
」
「
白
平
絹
」
は
上
代
の
も
の
と
は
糸
の
太
さ
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
台
裂
で
あ
る
と
明
言
し
た
（
19
）。
さ
ら
に
、
「
羅
」
に
は
、「
返
し
繡
」
の
み
で
、「
紫
綾
」「
白
平
絹
」
に
は
「
平
繡
」「
暈
繝
刺
」「
朱
子
刺
」「
駒
繡
」「
模
様
駒
刺
」「
束
ね
繡
」「
長
返
し
繡
」「
纏
い
繡
」「
表
平
繡
」
の
九
つ
の
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
と
検
証
し
て
い
る
。「
羅
」
に
刺
繡
さ
れ
て
い
る
糸
は
全
て
Ｚ
撚
り
（
図
１
―
２
）
で
あ
り
、
強
く
一
定
の
撚
り
回
数
を
保
っ
て
い
る
。「
紫
綾
」「
白
平
絹
」
に
刺
繡
さ
れ
て
い
る
糸
は
撚
り
の
な
い
糸
（
平
糸
・
釜
糸
）
（
図
１
―
３
）
と
、
撚
り
の
弱
い
Ｓ
撚
り
糸
（
図
１
―
４
）
で
あ
る
（
20
）。
そ
の
結
果
、
太
田
は
「
羅
」
に
刺
繡
さ
れ
て
い
る
糸
は
飛
鳥
時
代
の
原
繡
帳
、「
紫
綾
」「
白
平
絹
」
の
糸
は
鎌
倉
時
代
の
新
繡
帳
と
断
定
し
た
（
21
）。
太
田
は
、「
研
究
で
あ
げ
ら
れ
た
刺
繡
技
法
名
称
は
必
ず
し
も
現
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
欠
点
を
図
示
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
と
し
た
」
と
記
し
、
画
像
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
技
法
の
理
解
の
た
め
に
ス
ケ
ッ
チ
図
を
掲
載
し
た
。 
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
使
用
さ
れ
た
刺
繡
技
法
は
、
飛
鳥
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
刺
繡
技
法
の
指
標
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
図
と
太
田
が
該
当
箇
所
と
指
摘
し
て
い
る
刺
繡
箇
所
の
画
像
を
比
較
検
討
し
、
現
在
の
技
法
名
称
と
の
整
合
性
を
確
認
し
た
。
表
中
の
記
号
は
出
典
元
の
書
籍
名
と
連
動
さ
せ
た
（
表
１
―
３
）（
22
）。 
山
本
、
今
井
、
小
椋
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
九
つ
の
技
法
以
外
に
も
「
継
針
繡
」「
星
繡
」「
斜
繡
」「
一
針
掛
け
」
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
28 
 
る
。
山
本
ら
く
は
画
面
の
左
上
に
部
分
の
刺
繡
に
つ
い
て
「
亀
の
頭
、
背
、
足
及
び
背
の
銘
文
は
、
Ｚ
撚
の
強
撚
で
、
継
針
繡
の
方
法
で
ぬ
っ
て
あ
る
。
目
は
、
星
繡
を
一
針
し
て
、
周
囲
を
纏
繡
で
二
筋
ぬ
っ
て
あ
る
。
鳳
凰
、
飛
雲
は
、
亀
と
同
様
に
、
継
針
繡
が
行
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
23
）。
図
版
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
亀
の
図
像
は
線
で
構
成
さ
れ
て
い
て
い
る
。
山
本
は
「
継
針
繡
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
裏
が
確
認
で
き
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。「
継
針
繡
」
は
飛
鳥
時
代
と
推
定
さ
れ
る
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
一
連
の
繡
仏
裂
に
認
め
ら
れ
る
表
裏
が
同
一
の
図
像
に
な
る
よ
う
に
両
面
刺
繡
で
き
る
技
法
で
あ
る
（
24
）。
し
か
し
、
山
本
の
繡
法
の
種
類
を
解
説
し
た
図
に
よ
れ
ば
「
継
針
繡
」
に
は
「
返
し
針
」「
送
り
針
」「
両
面
繡
」
の
三
種
類
が
あ
り
「
一
定
の
針
目
の
長
さ
を
つ
な
い
で
一
本
の
糸
の
よ
う
に
す
る
ぬ
い
方
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
の
み
で
「
継
針
繡
」
の
ど
の
技
法
を
示
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
太
田
の
ス
ケ
ッ
チ
図
に
よ
る
「
返
し
繡
」
と
山
本
の
示
す
「
継
針
繡
の
送
り
針
」
の
図
は
一
致
し
て
い
る
の
で
、
山
本
の
解
釈
は
「
継
針
繡
」
は
「
ま
つ
り
繡
」
と
考
え
る
。
ま
た
、
亀
の
目
玉
の
中
心
の
黒
い
部
分
は
「
星
繡
」
で
、
そ
の
周
囲
は
「
ま
つ
り
繡
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
澤
田
に
よ
る
図
版
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
黒
く
見
え
る
部
分
は
糸
が
欠
損
し
て
お
り
、
現
在
「
星
繡
」
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
図
１
―
５
）。
小
椋
順
子
は
台
裂
に
よ
る
区
別
よ
り
飛
鳥
時
代
の
旧
繡
帳
が
「
ま
つ
り
繡
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
繡
帳
全
体
に
は
五
種
類
の
技
法
「
一
針
掛
繡
」
「
長
針
の
一
針
掛
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
平
繡
」「
斜
繡
」
が
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。 
旧
繡
帳
の
技
法
「
返
し
繡
」
は
、
太
田
の
ス
ケ
ッ
チ
図
か
ら
「
ま
つ
り
繡
の
送
り
針
」
と
判
明
し
た(
技
法
１)
。
ま
た
、
亀
甲
円
輪
部
分
の
技
法
は
「
平
繡
」
よ
り
「
斜
繡
」
に
近
く
、「
平
繡
」
は
、
幅
の
狭
い
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
先
行
研
究
に
あ
げ
ら
れ
た
様
々
な
技
法
名
で
あ
る
が
、「
朱
子
刺
」
は
別
名
「
挿
し
繡
」「
刺
し
繡
」
で
、
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
暈
繝
刺
」
が
あ
る
。「
模
様
駒
刺
」
別
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名
「
文
駒
刺
」
は
「
駒
繡
」
と
同
類
の
技
法
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
名
称
を
整
理
し
た
結
果
以
下
の
七
つ
の
技
法
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
技
法
名
称
は
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』、
松
岡
冬
子
『
刺
繡
の
基
礎
と
応
用
』
を
参
考
に
し
た
（
25
）。
但
し
、
現
在
の
天
寿
国
繡
帳
は
裏
打
ち
が
な
さ
れ
て
お
り
、
台
裂
が
欠
損
し
て
糸
の
み
に
な
っ
て
い
る
部
分
以
外
は
、
裏
側
か
ら
針
運
び
の
確
認
は
で
き
な
い
た
め
、
断
定
は
出
来
な
い
。 
① 
「
ま
つ
り
繡
」（
裁
縫
の
返
し
ぬ
い
・
長
目
の
返
し
繡
） 
② 
「
平
繡
」（
平
刺
） 
③ 
「
刺
し
繡
」（
朱
子
刺
・
挿
し
繡
・
暈
繝
刺
） 
④ 
「
駒
繡
」（
駒
刺
・
模
様
駒
刺
・
文
駒
刺
・
一
針
掛
） 
⑤ 
「
渡
し
繡
」（
表
平
繡
） 
⑥ 
「
斜
繡
」 
⑦ 
「
束
ね
繡
」 
（
①
は
新
旧
繡
帳
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
②
～
⑦
は
新
繡
帳
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
。） 
 
《
天
寿
国
繡
帳
》
の
刺
繡
部
分
を
画
像
よ
り
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
新
繡
帳
の
刺
繡
は
糸
が
外
れ
た
り
、
断
裂
し
て
お
り
脆
弱
で
あ
る
こ
と
を
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
た(
図
１
―
６
・
７)
。
近
年
の
研
究
で
、
澤
田
は
「
刺
繡
糸
の
撚
り
方
と
糸
染
め
の
よ
し
あ
し
、
さ
ら
に
刺
繡
技
法
の
違
い
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
（
26
）。
三
田
30 
 
は
「
糸
が
抜
け
落
ち
、
図
像
が
見
づ
ら
い
状
態
に
あ
る
の
は
、
新
繡
帳
に
は
多
く
の
繡
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
が
、
糸
自
体
の
撚
り
が
甘
く
、
裂
の
裏
側
に
ほ
と
ん
ど
糸
の
回
ら
な
い
技
法
が
多
用
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
27
）。
当
時
の
染
料
は
天
然
染
料
で
あ
る
の
で
媒
染
剤
に
よ
る
劣
化
、
帳
と
い
う
性
格
上
日
光
に
よ
る
褪
色
、
か
つ
絹
糸
は
動
物
性
の
繊
維
で
あ
る
こ
と
か
ら
経
年
劣
化
は
否
め
な
い
。 
執
筆
者
は
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）、
九
月
六
日
東
京
国
立
博
物
館
、
法
隆
寺
館
に
お
け
る
「
蘇
っ
た
飛
鳥
・
奈
良
染
織
の
美
―
初
公
開
法
隆
寺
裂
―
」
に
お
い
て
旧
繡
帳
部
分
の
刺
繡
断
片
を
観
察
し
た
。
使
用
さ
れ
て
い
た
糸
は
均
一
の
強
い
撚
り
で
、
退
色
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
太
田
は
「
飛
鳥
時
代
に
は
渡
来
人
に
よ
る
染
色
、
糸
撚
り
の
技
術
の
伝
承
が
行
わ
れ
、
特
殊
な
糸
撚
り
の
道
具
を
用
い
て
撚
り
の
安
定
し
た
糸
を
制
作
し
、
一
方
新
繡
帳
の
刺
繡
糸
は
、
掌
で
撚
っ
た
」
と
推
察
し
て
い
る
（
28
）。
新
繡
帳
の
糸
の
撚
り
が
ほ
ど
け
て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
下
撚
り
の
回
数
が
少
な
く
糸
同
士
が
う
ま
く
絡
ま
ず
に
ほ
ど
け
や
す
い
糸
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
新
繡
帳
で
も
撚
り
の
強
い
糸
は
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
糸
は
強
く
撚
ら
れ
て
い
れ
ば
耐
久
性
は
あ
る
。
平
糸
や
弱
い
撚
り
の
糸
は
、
空
気
に
触
れ
る
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
酸
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
く
、
摩
擦
に
対
す
る
耐
久
性
に
欠
け
る
。
三
田
も
指
摘
し
た
通
り
、
新
繡
帳
の
刺
繡
の
脆
さ
に
は
刺
繡
技
法
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
現
代
で
も
、
表
の
糸
渡
り
が
長
い
も
の
は
取
扱
い
上
の
事
故
が
起
こ
り
や
す
く
、
裏
の
糸
渡
り
が
短
い
も
の
は
、
裏
に
糸
が
渡
ら
な
い
た
め
外
れ
や
す
い
。
旧
繡
帳
の
技
法
は
針
足
が
短
い
の
で
、
台
裂
が
崩
壊
し
て
も
、
糸
の
ほ
つ
れ
は
そ
の
部
分
だ
け
に
と
ど
ま
り
図
様
全
体
へ
の
影
響
は
少
な
い
。 
新
繡
帳
は
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
三
月
に
京
都
で
制
作
が
開
始
さ
れ
、
同
年
八
月
に
完
成
し
た
。
藤
井
親
子
三
人
で
、
五
か
月
の
期
間
で
新
繡
帳
を
制
作
し
た
こ
と
に
な
る
。
鎌
倉
時
代
は
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
聖
徳
太
子
六
百
回
忌
と
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
百
回
忌
を
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迎
え
太
子
信
仰
が
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
聖
徳
太
子
の
図
像
、
彫
像
が
制
作
さ
れ
て
い
る
（
29
）。
朽
損
し
て
い
た
中
宮
寺
の
再
興
を
考
え
た
信
如
が
こ
の
機
に
《
天
寿
国
繡
帳
》
を
寺
に
掲
げ
再
興
の
目
玉
に
し
た
い
と
考
え
制
作
を
急
が
せ
た
可
能
性
は
高
い
。
仏
教
美
術
史
家
、
松
浦
正
昭
に
よ
れ
ば
旧
繡
帳
は
約
一
年
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
新
繡
帳
は
旧
繡
帳
の
半
分
以
下
の
年
月
で
、
関
わ
っ
た
人
間
の
数
も
大
き
く
違
う
こ
と
が
わ
か
る(
30)
。 
 
大
橋
は
旧
繡
帳
が
推
古
年
間
に
完
成
し
、
完
成
後
は
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
橘
大
郎
女
の
死
と
共
に
法
隆
寺
の
綱
封
蔵
に
秘
蔵
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
至
っ
た
と
推
察
し
て
い
る
。『
太
子
曼
荼
羅
講
式
』
は
、
鎌
倉
時
代
に
発
見
さ
れ
た
時
に
は
「
法
隆
寺
に
徒
に
埋
も
れ
、
綱
封
倉
に
久
し
く
朽
た
り
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
実
際
は
銘
文
が
解
読
で
き
、
レ
プ
リ
カ
の
制
作
も
可
能
な
程
度
の
損
傷
具
合
で
あ
っ
た
と
大
橋
は
推
測
し
て
い
る
（
31
）。
西
村
兵
部
に
よ
れ
ば
新
繡
帳
完
成
後
、
旧
繡
帳
は
再
び
し
ま
わ
れ
、
建
治
三
年(
一
二
七
七)
に
は
中
宮
寺
は
堂
宇
の
新
造
に
か
か
り
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一)
に
落
慶
の
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
32
）、
新
繡
帳
は
中
宮
寺
に
飾
ら
れ
て
、
そ
の
後
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九)
、
応
長
元
年
（
一
三
三
一)
の
二
度
の
火
災
に
あ
っ
た
結
果
、
断
片
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
二
〇
年
以
上
は
展
示
さ
れ
て
い
た
環
境
や
火
災
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
新
繡
帳
の
劣
化
の
原
因
の
一
部
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。 
先
行
研
究
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ
た
新
繡
帳
の
方
の
劣
化
が
著
し
い
（
33
）。
こ
れ
は
新
繡
帳
の
刺
繡
が
、
多
種
多
様
な
技
法
を
使
用
し
装
飾
的
で
は
あ
っ
た
が
、
撚
り
、
染
め
に
堅
牢
性
が
な
か
っ
た
の
で
図
様
が
不
鮮
明
に
な
り
、
懸
装
品
に
適
さ
な
い
刺
繡
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
と
さ
れ
る
。
古
い
も
の
の
ほ
う
が
脆
く
、
欠
損
が
激
し
い
と
い
う
考
え
が
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
く
、
つ
ま
り
糸
の
撚
り
や
刺
繡
技
法
と
堅
牢
性
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
こ
の
作
品
を
通
じ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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《
天
寿
国
繡
帳
》
と
同
年
代
の
刺
繡
作
品
と
し
て
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
繡
仏
裂
《
奏
楽
天
人
》
が
あ
る
（
図
１
―
８
）。
こ
の
作
品
は
法
隆
寺
の
献
納
宝
物
と
し
て
、
繡
仏
裂
の
形
状
六
枚
、
繡
仏
残
欠
八
点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
点
で
、
蓮
台
の
上
に
琴
を
奏
で
る
奏
楽
天
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
澤
田
に
よ
れ
ば
台
裂
は
縬
（
34
）、
刺
繡
は
「
継
針
繡
」（
技
法
２
）
に
よ
る
両
面
刺
繡
で
表
か
ら
も
裏
か
ら
も
図
像
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧
繡
帳
と
同
様
に
、
強
い
撚
り
糸
を
用
い
て
輪
郭
線
で
図
像
を
縁
取
り
、
内
部
は
線
を
並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
て
い
く
表
現
を
用
い
て
い
る
。
東
京
芸
術
大
学
美
術
館
、
藤
田
美
術
館
、
根
津
美
術
館
、
叡
福
寺
、
法
隆
寺
に
も
同
種
の
も
の
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
35
）。
本
繡
幡
裂
の
図
像
が
法
隆
寺
献
納
宝
物
の
国
宝
《
金
銅
灌
頂
幡
》
の
図
像
と
類
し
て
い
た
点
、
両
側
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る
両
面
刺
繡
で
あ
っ
た
点
、
間
に
挟
ま
っ
て
い
た
裂
が
刺
繡
の
台
裂
と
同
じ
裂
で
あ
っ
た
点
か
ら
そ
の
幡
足
に
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
国
宝
《
金
銅
灌
頂
幡
》
の
制
作
年
代
が
七
世
紀
後
半
、
天
武
持
統
朝
頃
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
《
奏
楽
天
人
》
の
制
作
時
代
も
同
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
36
）。 
現
存
す
る
飛
鳥
時
代
の
刺
繡
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
作
品
に
多
く
の
技
法
を
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
調
査
し
た
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
は
「
ま
つ
り
繡
」、《
奏
楽
天
人
》
に
は
「
継
針
繡
」
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
糸
の
撚
り
は
強
い
撚
り
の
糸
が
用
い
ら
れ
、
図
案
は
飛
天
や
パ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
が
共
通
し
て
お
り
、
使
用
目
的
が
荘
厳
で
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
の
図
案
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
ま
つ
り
繡
」「
継
針
繡
」
と
も
に
線
を
表
す
繡
い
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
線
を
隙
間
な
く
並
べ
、
面
を
埋
め
て
い
く
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
台
裂
は
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
は
「
羅
」、《
奏
楽
天
人
》
は
「
縬
」
で
あ
り
双
方
と
も
絹
製
で
あ
っ
た
。 
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 (
二)
正
倉
院
御
物
に
み
ら
れ
る
和
様
化
の
き
ざ
し 
 
 
奈
良
の
正
倉
院
に
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
上
代
の
染
織
品
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の
『
正
倉
院
紀
要
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
に
は
刺
繡
作
品
も
多
く
、
大
小
合
わ
せ
て
二
〇
〇
件
以
上
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
天
蓋
の
垂
飾
や
幡
の
頭
・
身
・
身
縁
な
ど
の
部
分
残
片
や
元
の
形
状
・
用
途
が
不
明
の
小
断
片
が
多
く
を
占
め
る
。
一
般
に
正
倉
院
の
刺
繡
作
品
は
公
開
の
機
会
が
限
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
も
少
な
い
。
平
成
一
二
年(
二
〇
〇
〇)
、
一
三
年(
二
〇
〇
一)
の
開
封
期
間
中
に
、
染
織
研
究
家
の
切
畑
健
、
澤
田
む
つ
代
、
河
上
繁
樹
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
刺
繡
）
の
福
田
喜
重
ら
に
よ
っ
て
特
別
調
査
が
行
わ
れ
、
『
正
倉
院
紀
要
二
五
』
に
そ
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
（
37
）。
以
下
、
そ
の
調
査
記
録
と
画
像
を
基
に
正
倉
院
の
刺
繡
の
図
案
と
刺
繡
技
法
を
確
認
す
る
。 
調
査
対
象
作
品
は
刺
繡
の
飾
り
の
つ
い
た
鞋
、
帯
、
褥
残
欠
、
天
蓋
残
欠
、
幡
残
片
等
全
部
で
一
六
点
あ
り
（
38
）、
そ
の
中
か
ら
刺
繡
の
形
状
が
他
の
作
品
に
比
べ
保
た
れ
て
お
り
図
像
が
確
認
で
き
る
「
主
役
の
刺
繡
」
の
作
品
二
点
を
選
び
、
図
案
と
刺
繡
技
法
の
詳
細
を
調
査
報
告
書
と
正
倉
院
Ｈ
Ｐ
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
を
照
合
し
て
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。 
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》（
図
１
―
９
）
は
明
治
初
期
に
奈
良
帝
室
博
物
館
に
頒
布
さ
れ
た
後
に
正
倉
院
宝
庫
に
還
納
さ
れ
た
も
の
で
正
倉
院
の
刺
繡
作
品
と
し
て
は
名
高
い
幡
の
中
央
部
分
の
裂
で
あ
る
。《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》（
図
１
―
10
）
は
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
発
見
さ
れ
た
刺
繡
で
あ
る
（
39
）。 
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《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》
の
材
質
は
紫
綾
に
刺
繡
、
縁
は
暈
繝
夾
纈
絁
で
、
高
度
な
技
巧
を
必
要
と
す
る
両
面
刺
繡
を
施
し
た
幡
身
の
断
片
で
あ
る
。
河
上
に
よ
れ
ば
、
台
裂
の
綾
地
の
類
裂
が
東
大
寺
開
眼
会
や
聖
武
天
皇
一
周
忌
斎
会
の
用
品
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
同
時
期
の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
（
40
）
。
孔
雀
を
中
心
に
上
方
に
草
花
、
孔
雀
の
足
の
下
に
大
き
な
花
樹
が
あ
ら
わ
さ
れ
、
草
花
の
中
に
は
百
合
と
思
わ
れ
る
植
物
が
み
ら
れ
る
刺
繡
で
あ
る
。
紫
綾
地
に
、
撚
り
を
か
け
な
い
平
糸
の
使
用
は
天
平
期
刺
繡
の
特
徴
で
、
艶
の
あ
る
絹
糸
独
特
な
風
合
い
が
み
ら
れ
る
。
草
花
の
花
や
蕾
は
「
刺
し
繡
」
、
葉
は
「
極
め
刺
し
繡
」
、
茎
は
「
鎖
繡
」
（
図
１
―
11
）
。
孔
雀
の
胴
体
部
分
は
「
刺
し
繡
」
、
目
は
中
心
に
向
か
っ
て
糸
の
方
向
を
変
え
て
繡
刺
す
「
刺
し
繡
」
（
図
１
―
12
）
。
孔
雀
の
尾
羽
は
「
刺
し
繡
」
で
あ
る
が
羽
の
芯
は
「
鎖
繡
」
（
図
１
―
13
）
。
百
合
部
分
は
「
両
面
刺
繡
」
で
、
花
は
「
刺
し
繡
」
、
葉
は
「
刺
し
繡
」
と
「
斜
繡
」
、
茎
は
「
鎖
繡
」
、
草
や
石
部
分
も
「
両
面
刺
繡
」
で
「
刺
し
繡
」
（
図
１
―
14
）
、
花
樹
部
分
も
「
両
面
刺
繡
」
で
花
弁
と
蕾
は
「
刺
し
繡
」
、
葉
は
「
割
繡
」
、
幹
は
「
鎖
繡
」
（
図
１
―
15
）
（
41
）
。
公
開
さ
れ
て
い
る
全
体
画
像
に
よ
れ
ば
、
裏
の
刺
繡
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
両
面
刺
繡
で
あ
っ
た(
表
１
―
４)
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》
の
材
質
の
表
は
白
の
「
羅
」
、
裏
は
白
の
「
綾
」
で
あ
っ
た
。
芯
は
白
絁
、
絹
羅
と
白
絁
と
生
絹
を
三
枚
袷
に
し
た
も
の
で
、
撚
り
の
な
い
平
糸
で
、
花
座
の
上
で
花
枝
を
銜
え
る
鳳
凰
を
刺
繡
し
て
い
る
。
随
所
に
金
・
銀
糸
が
用
い
ら
れ
、
裏
面
に
は
白
綾
が
縫
い
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
帳
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鳥
は
対
照
的
に
向
か
い
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
現
在
は
対
の
一
部
が
残
存
し
て
い
る
。
花
喰
い
鳥
部
分
は
羅
の
下
地
裂
に
絁
を
重
ね
て
い
る
。
頭
は
「
ま
つ
り
刺
し
繡
」
、
目
は
白
目
が
「
平
繡
」
、
黒
目
は
不
明
、
縁
取
り
・
眼
窠
は
「
鎖
繡
」
、
嘴
は
金
糸
に
よ
る
「
駒
繡
詰
」
、
そ
の
縁
取
り
は
「
鎖
繡
」
の
「
ま
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つ
り
取
り
」
、
鼻
は
「
地
落
ち
」
（
刺
繡
が
な
く
下
地
が
見
え
て
い
る
状
態
）
、
鶏
冠
は
「
刺
し
繡
」
の
上
に
「
芥
子
繡
」
、
縁
取
り
は
「
鎖
繡
」
、
飾
り
羽
は
四
段
重
な
り
そ
れ
ぞ
れ
紫
、
青
、
赤
、
青
の
暈
繝
彩
色
に
な
っ
て
い
る
（
図
１
―
16
）
。
「
刺
し
繡
」
と
「
極
め
刺
し
繡
」
で
面
部
分
を
埋
め
、
境
の
線
は
「
鎖
繡
」
「
纏
い
繡
」
、
尾
は
金
糸
で
縁
取
り
「
刺
し
繡
」
。
雨
覆
い
羽
根
部
分
は
「
刺
し
繡
」
で
縁
取
り
は
金
糸
の
「
片
駒
」
（
図
１
―
17
）
。
身
体
部
分
の
胸
は
「
刺
し
繡
」
五
段
で
、
胴
は
「
刺
し
繡
」
の
上
に
「
菊
繡
」
。
綬(
紐)
は
「
鎖
繡
」
「
纏
い
繡
」
「
平
繡
」
、
珠
の
中
心
・
赤
色
の
気
は
「
刺
し
繡
」
、
瓔
珞
の
花
は
「
刺
し
繡
」
、
連
珠
は
金
糸
と
銀
糸
に
よ
る
「
駒
詰
繡
」
、
房
先
花
飾
り
は
金
糸
の
縁
取
り
の
「
刺
し
繡
」
（
図
１
―
18
）
。
尾
羽
は
「
刺
し
繡
」
と
「
極
め
刺
繡
」
で
金
糸
の
「
片
駒
」
で
区
切
ら
れ
て
い
る
（
図
１
―
19
）
。
腿
は
「
刺
し
繡
」
四
段
で
金
糸
の
縁
取
り
、
爪
は
「
駒
詰
繡
」
、
台
座
は
「
刺
し
繡
」
と
「
纏
い
繡
」
、
境
界
線
は
金
糸
の
「
片
駒
」
（
図
１
―
20
）
。
画
面
に
点
在
す
る
散
花
は
花
弁
、
蕾
、
葉
が
「
刺
し
繡
」
、
茎
が
「
纏
い
繡
」
、
葉
に
は
金
糸
に
よ
る
「
片
駒
」
の
縁
取
り
が
あ
る
物
も
あ
る
（
図
１
―
21
）
（
表
１
―
５
）
（
42
）
。 
 
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》
の
大
き
な
特
徴
は
、
暈
繝
彩
色
を
用
い
た
「
刺
し
繡
」
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る(
技
法
３)
。
ま
た
糸
は
絹
糸
だ
け
で
な
く
金
属
糸
（
金
糸
・
銀
糸
）
の
使
用
が
み
ら
れ
た
。
絹
糸
は
撚
り
の
な
い
平
糸
で
、
色
彩
は
赤
、
青
、
紫
、
緑
、
黄
系
統
の
鮮
や
か
な
色
が
遺
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
案
の
輪
郭
は
、
金
糸
や
銀
糸
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
る
。
暈
繝
彩
色
は
暈
繝
の
色
相
に
色
が
変
化
し
て
い
く
色
彩
配
置
方
法
で
あ
る
。
河
上
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
正
倉
院
に
み
ら
れ
る
刺
繡
の
暈
繝
は
勧
修
寺
の
《
刺
繡
釈
迦
如
来
説
法
図
》
の
様
な
「
鎖
縫
」
を
用
い
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
的
な
使
い
方
で
は
な
く
、
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「
刺
し
繡
」
や
「
極
め
刺
し
繡
」
に
よ
る
色
の
切
り
替
わ
り
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
使
用
方
法
で
あ
っ
た
。
「
鎖
繡
」
に
つ
い
て
も
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》
で
は
線
表
現
に
「
鎖
繡
」
を
用
い
、
《
刺
繡
釈
迦
如
来
説
法
図
》
の
様
な
面
表
現
と
し
て
の
使
用
は
見
当
た
ら
な
い
（
43
）
。
勧
修
寺
の
《
刺
繡
釈
迦
如
来
説
法
図
》
は
撚
糸
に
よ
る
「
鎖
繡
」
で
繡
埋
め
ら
れ
て
お
り
正
倉
院
の
刺
繡
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
重
厚
で
印
象
の
強
い
刺
繡
で
あ
る
こ
と
、
類
例
が
中
国
に
多
い
こ
と
か
ら
日
本
で
創
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
（
44
）
。 
こ
の
他
に
も
正
倉
院
に
は
刺
繡
作
品
が
遺
さ
れ
て
お
り
、
切
畑
健
、
福
田
喜
重
ら
が
示
し
た
刺
繡
技
法
は
以
下
の
九
種
類
で
あ
っ
た
(
45)
。 
①
「
刺
し
繡
」
別
名
挿
し
繡
（
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
極
め
刺
し
繡
」）（
技
法
３
） 
②
「
鎖
繡
」 
③
「
ま
つ
り
繡
」
纏
い
繡
、
返
し
繡
の
一
種 
④
「
平
繡
」
別
名
地
引
繡 
⑤
「
両
面
刺
繡
」 
⑥
「
芥
子
繡
」 
⑦
「
駒
繡
」 
⑧
「
絽
刺
し
繡
」 
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⑨ 
各
種
繡
、「
網
代
繡
」・「
返
し
繡
」・「
廻
転
繡
」 
 
正
倉
院
刺
繡
に
用
い
ら
れ
た
技
法
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
検
討
す
る
。
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
刺
し
繡
」
は
図
案
の
面
を
何
段
か
に
分
け
て
埋
め
て
い
く
技
法
で
、
そ
の
段
ご
と
に
色
に
変
化
を
つ
け
暈
す
こ
と
も
で
き
る
。
動
物
の
毛
や
鳥
類
の
羽
毛
、
草
花
の
花
や
葉
な
ど
の
写
実
的
表
現
に
は
適
し
た
技
法
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
は
っ
き
り
と
段
替
わ
り
を
見
せ
る
刺
し
方
を
「
極
め
刺
し
繡
」
と
し
て
刺
し
繡
の
変
化
の
一
つ
と
し
て
福
田
が
命
名
し
て
い
る(
46)
。「
鎖
繡
」
に
つ
い
て
、
正
倉
院
刺
繡
で
は
二
つ
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
方
は
西
洋
刺
繡
の
チ
ェ
ー
ン
ス
テ
ッ
チ
と
同
様
に
、
糸
の
進
む
方
に
針
を
ひ
ね
る
よ
う
に
廻
し
て
小
さ
な
輪
を
布
面
に
の
せ
て
つ
く
り
一
旦
針
を
お
ろ
し
、
す
ぐ
そ
の
輪
の
中
か
ら
針
を
表
に
出
す
「
本
鎖
繡
」
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
他
方
は
針
に
糸
を
二
本
通
し
、
米
粒
の
よ
う
な
形
を
布
に
あ
ら
わ
し
、
裂
の
下
か
ら
針
を
粒
の
中
央
に
糸
を
割
っ
て
出
し
、
鎖
繡
の
様
に
み
せ
る
「
割
り
鎖
繡
」
で
あ
る
（
47
）。「
ま
つ
り
繡
」
は
針
目
の
途
中
か
ら
針
を
出
し
て
先
に
進
み
線
を
表
す
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
ま
つ
り
繡
」
と
同
様
で
あ
っ
た
（
48
）。「
平
繡
」
は
糸
を
平
行
に
並
べ
面
を
埋
め
て
い
く
が
、
糸
の
渡
り
が
長
い
場
合
は
、
別
の
細
い
糸
で
斜
め
に
押
さ
え
る
「
切
り
押
え
」
を
施
し
て
い
た
（
49
）。「
両
面
刺
繡
」
は
帯
、
幡
な
ど
の
表
か
ら
と
裏
か
ら
が
同
じ
よ
う
に
見
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
（
50
）。
「
芥
子
繡
」
は
刺
し
繡
で
下
地
を
施
し
た
上
に
加
飾
と
し
て
点
を
表
す
箇
所
に
用
い
て
い
る
（
51
）。「
駒
繡
」
は
駒
に
針
の
穴
に
糸
が
通
ら
な
い
よ
う
な
太
い
糸
を
巻
き
つ
け
、
そ
の
糸
を
別
糸
で
留
め
て
い
く
手
法
で
、
駒
を
二
つ
使
い
、
糸
を
二
本
ず
つ
留
め
る
「
本
駒
繡
」
と
、
駒
を
一
個
使
い
一
本
の
糸
を
留
め
る
「
片
駒
繡
」
が
あ
る
。「
駒
繡
」
に
は
面
を
埋
め
て
い
く
「
駒
詰
繡
」
と
、
縁
取
り
を
す
る
「
駒
掛
繡
」
が
あ
る
。
正
倉
院
の
刺
繡
に
お
い
て
は
そ
の
双
方
が
使
わ
れ
て
い
る(
52)
。「
絽
刺
し
繡
」
は
本
来
絽
や
紗
に
織
目
の
空
隙
を
利
用
し
て
文
様
を
繡
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い
あ
ら
わ
す
も
の
で
、
正
倉
院
の
刺
繡
で
は
織
の
目
を
拾
う
様
に
し
て
糸
を
渡
し
た
一
見
「
絽
刺
し
繡
」
風
の
も
の
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
技
法
は
網
代
の
様
に
左
右
か
ら
糸
を
組
む
よ
う
に
し
て
繡
す
「
網
代
繡
」
が
唐
花
の
葉
の
中
心
の
葉
脈
や
茎
の
表
現
に
見
ら
れ
、
戻
り
な
が
ら
糸
を
進
め
る
「
返
し
繡
」（
ま
つ
り
繡
の
返
し
針
）
で
は
、
通
常
の
縁
取
り
と
蔓
な
ど
の
細
い
線
を
表
す
も
の
の
二
種
類
が
見
ら
れ
た
（
53
）。
「
廻
転
繡
」
は
一
針
で
裂
を
境
に
ぐ
る
り
と
糸
を
廻
す
も
の
で
福
田
が
命
名
し
た
繡
法
で
あ
る
（
54
）。
ま
た
、
樹
の
幹
の
表
現
に
は
、
異
な
っ
た
色
の
糸
を
撚
り
合
わ
せ
る
杢
糸
の
使
用
も
あ
っ
た
（
55
）。 
 
正
倉
院
の
刺
繡
作
品
を
画
像
と
そ
の
技
法
を
照
合
し
て
検
証
し
た
と
こ
ろ
「
刺
し
繡
」
の
使
用
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
「
刺
し
繡
」
で
表
現
さ
れ
る
図
案
は
、
鳥
と
草
花
が
多
く
、
光
沢
の
あ
る
撚
り
の
無
い
糸
で
「
刺
し
繡
」
を
行
う
事
に
よ
り
光
沢
を
も
っ
た
立
体
的
な
表
現
が
可
能
と
な
っ
た
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
両
面
か
ら
鑑
賞
が
で
き
る
「
継
ぎ
針
繡
」
を
用
い
た
「
両
面
繡
」
で
あ
る
。
寺
院
に
掲
げ
ら
れ
る
幡
は
表
か
ら
も
裏
か
ら
も
見
る
も
の
な
の
で
「
両
面
繡
」
が
必
要
と
さ
れ
た
。
飛
鳥
時
代
の
撚
り
の
強
い
糸
の
使
用
は
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
た
刺
繡
の
図
案
は
、
草
花
や
鳥
類
等
身
の
周
り
の
情
景
が
モ
チ
ー
フ
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
表
す
手
段
と
し
て
刺
繡
の
技
法
数
は
増
え
た
。
ま
た
糸
の
撚
り
は
強
い
撚
り
で
は
な
く
弱
い
撚
り
、
も
し
く
は
撚
り
の
無
い
物
で
あ
り
、
刺
繡
全
体
に
も
変
化
が
見
え
始
め
て
き
た
。
遣
唐
使
か
ら
新
し
い
文
化
の
摂
取
は
な
お
も
続
い
て
い
た
が
、
律
令
制
度
下
の
縫
殿
寮
に
お
け
る
日
本
独
自
の
刺
繡
文
化
の
発
達
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
刺
繡
の
み
で
そ
の
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
の
刺
繡
は
刺
繡
の
み
で
鑑
賞
が
出
来
る
「
主
役
の
刺
繡
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
二
節 
中
世
の
刺
繡 
 
（
一
）
刺
繡
技
法
形
成
期
の
繡
仏
に
お
け
る
刺
繡 
 
中
世
に
お
け
る
刺
繡
は
、
仏
教
の
信
仰
の
象
徴
と
し
て
繡
仏
な
ど
の
形
に
よ
っ
て
発
達
し
て
い
っ
た
（
56
）
。
大
型
の
繡
仏
が
作
成
さ
れ
た
記
録
と
し
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
（
１
）
孝
徳
天
皇
白
雉
元
年
（
六
五
〇
）
《
丈
六
繡
像
俠
侍
八
部
等
四
六
像
》
一
丈
六
尺
（
約
四
・
八
五
メ
ー
ト
ル
）
『
日
本
書
記
』 
（
２
）
天
武
天
皇
九
年
（
六
八
一
）
《
阿
弥
陀
三
尊
像
と
諸
菩
薩
、
天
人
等
百
余
体
の
像
》
高
さ
三
丈
（
約
九
・
一
メ
ー
ト
ル
）
、
巾
二
丈
一
尺
八
寸
（
約
六
・
六
メ
ー
ト
ル
）
の
帳
、
薬
師
寺
の
講
堂
に
安
置
『
扶
桑
略
記
』 
（
３
）
天
平
一
四
年
（
七
四
二
）
《
刺
繡
の
図
像
》
二
帳
、
高
さ
二
丈
（
約
六
メ
ー
ト
ル
）
、
巾
一
丈
八
尺
（
約
三
・
三
メ
ー
ト
ル
）
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』 
（
４
）
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
《
繡
観
自
在
菩
薩
像
三
鋪
》
高
さ
五
丈
四
尺
（
約
一
六
・
五
メ
ー
ト
ル
）
、
巾
三
丈
八
尺
四
寸
（
約
一
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
『
東
大
寺
要
録
』
（
大
仏
開
眼
会
に
お
い
て
、
大
仏
殿
を
荘
厳
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
大
型
の
繡
仏
は
、
飛
鳥
寺
の
繡
仏
と
同
様
に
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
本
尊
と
は
別
に
荘
厳
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
57
）
。 
繡
仏
は
、
刺
繡
に
よ
り
表
さ
れ
た
仏
像
の
事
で
、
起
源
は
古
代
イ
ン
ド
に
始
ま
り
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
を
経
て
、
日
本
に
伝
来
、
七
世
紀
初
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頭
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
制
作
が
行
わ
れ
て
い
る
（
58
）。
鎌
倉
時
代
に
は
繡
仏
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
、
多
く
の
作
品
が
現
存
し
て
い
る
。
像
の
み
な
ら
ず
表
装
部
分
ま
で
刺
繡
を
施
し
た
緻
密
な
掛
幅
が
多
い
。
こ
の
時
代
の
繡
仏
は
図
様
も
刺
繡
技
法
も
秀
で
た
も
の
が
あ
り
、
専
門
刺
繡
職
人
に
依
頼
さ
れ
た
作
品
と
推
測
さ
れ
る
。
銘
文
な
ど
に
よ
り
刺
繡
職
人
の
名
が
残
っ
て
い
る
作
品
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
髪
の
毛
を
用
い
た
髪
繡
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
髪
繡
は
遺
髪
や
遺
族
の
頭
髪
を
用
い
て
仏
像
や
梵
字
を
刺
繡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
回
向
す
る
こ
と
が
、
死
者
の
救
い
と
な
る
と
の
思
想
か
ら
行
わ
れ
た
。
室
町
時
代
は
鎌
倉
時
代
か
ら
の
延
長
で
あ
る
が
、
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図
の
よ
う
に
同
じ
主
題
が
踏
襲
さ
れ
、
専
門
の
刺
繡
職
人
に
よ
っ
て
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
繡
仏
の
先
行
研
究
は
、
古
代
の
作
品
に
つ
い
て
は
昭
和
初
期
よ
り
数
々
の
調
査
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
（
表
１
―
６
）
。
中
で
も
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
奈
良
国
立
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
繡
仏
」
展
は
、
の
べ
一
一
五
点
の
繡
仏
を
一
堂
に
集
め
、
仏
画
と
共
に
仏
教
美
術
の
一
翼
を
担
っ
た
繡
仏
の
再
評
価
を
う
な
が
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
石
田
茂
作
・
西
村
兵
部
が
新
た
な
図
版
を
加
え
、
一
五
八
点
の
図
版
、
資
料
を
書
籍
『
繡
仏
』
と
し
て
ま
と
め
た
。
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
に
は
徳
川
美
術
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
日
本
の
刺
繡-
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
展
で
四
〇
点
の
繡
仏
が
、
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
年
の
奈
良
国
立
博
物
館
の
「
女
性
と
仏
教 
い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
」
展
に
お
い
て
一
一
点
の
繡
仏
が
公
開
さ
れ
た
。
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に
は
伊
藤
信
二
に
よ
っ
て
繡
仏
、
関
連
仏
画
等
一
〇
九
点
の
図
版
を
集
め
て
至
文
堂
よ
り
『
日
本
の
美
術 
繡
仏
』
が
出
版
さ
れ
、
近
年
の
繡
仏
に
対
す
る
研
究
成
果
が
図
版
と
共
に
公
刊
さ
れ
た
（
59
）
。 
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こ
れ
等
の
先
行
研
究
に
基
づ
き
改
め
て
主
な
図
像
を
整
理
し
た
結
果
、
総
数
約
一
九
〇
点
の
画
像
と
作
品
名
、
所
蔵
者
を
一
覧
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
先
行
研
究
で
示
さ
れ
た
繡
仏
か
ら
、
特
に
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
す
る
中
世
の
繡
仏
で
画
像
が
鮮
明
で
、
技
法
が
解
明
し
や
す
い
三
〇
作
品
を
研
究
対
象
と
し
て
抽
出
し
た
と
こ
ろ
別
表
の
通
り
と
な
っ
た
。
（
表
１
―
７
）
。
技
法
は
一
〇
種
類
で
あ
っ
た
、
ま
た
撚
糸
に
は
杢
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
表
１
―
８
）
（
60
）
。 
①
「
刺
し
繡
」 
②
「
ま
つ
り
繡
」 
③
「
平
繡
」 
④
「
斜
繡
」 
⑤
「
暈
繝
繡
」 
⑥
「
一
針
掛
け
」 
⑦
「
割
繡
」 
⑧
「
留
め
繡
」
（
平
糸
で
「
下
引
き
繡
」
を
し
た
上
に
麻
の
葉
文
、
雷
文
、
格
子
文
を
刺
繡
す
る
方
法
。
） 
⑨
「
渡
し
繡
」
（
表
面
は
「
平
繡
」
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
布
の
裏
面
に
糸
が
渡
ら
ず
、
図
像
の
は
じ
で
糸
を
折
り
返
す
よ
う
に
縫
っ
て
い
る
。
） 
42 
 
⑩
「
蛇
腹
繡
」
（
Ｓ
撚
り
と
Ｚ
撚
り
に
撚
っ
た
強
撚
糸
を
二
本
引
き
そ
ろ
え
て
、
糸
の
内
側
の
外
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
を
糸
で
留
め
て
い
く
方
法
で
、
主
に
縁
取
り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
）
（
技
法
４
） 
ほ
と
ん
ど
の
作
品
で
「
刺
し
繡
」
「
ま
つ
り
繡
」
「
平
繡
」
が
使
用
さ
れ
、
つ
い
で
「
暈
繝
刺
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
《
天
寿
国
繡
帳
》
新
繡
帳
の
刺
繡
技
法
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
繡
仏
に
は
平
糸
が
多
用
さ
れ
て
い
て
《
天
寿
国
繡
》
新
繡
帳
で
使
用
さ
れ
て
い
た
撚
り
の
弱
い
糸
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
お
い
て
は
、
飛
鳥
時
代
と
鎌
倉
時
代
の
堅
牢
度
の
差
は
、
糸
の
撚
り
が
原
因
と
考
え
て
い
た
が
、
同
時
代
の
他
の
繡
仏
で
は
糸
の
撚
り
が
な
く
と
も
堅
牢
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
撚
り
だ
け
が
原
因
で
な
い
可
能
性
が
で
て
き
た
。
な
お
、
繡
仏
の
刺
繡
技
法
の
う
ち
新
繡
帳
の
技
法
と
同
じ
技
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
比
較
を
行
っ
た
結
果
、
新
繡
帳
の
脆
弱
さ
の
原
因
は
、
糸
の
刺
し
こ
み
方
の
粗
い
部
分
や
、
糸
渡
り
の
長
い
部
分
に
あ
る
こ
と
が
判
別
で
き
た
。
前
節
で
は
糸
の
撚
り
に
影
響
さ
れ
た
と
結
論
付
け
た
が
、
本
節
で
の
同
時
代
の
繡
仏
と
の
比
較
に
よ
り
刺
繡
技
法
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。 ま
た
、
中
世
の
繡
仏
の
刺
繡
の
大
き
な
特
徴
に
髪
の
毛
を
糸
に
し
て
刺
繡
を
し
た
「
髪
繡
」
（
は
っ
し
ゅ
う
）
が
あ
る
。
発
願
し
た
人
物
の
毛
髪
を
、
繡
仏
の
頭
髪
部
分
に
使
用
す
る
も
の
で
、
《
刺
繡
大
日
如
来
像
》
に
は
白
髪
交
じ
り
の
毛
髪
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
こ
こ
に
挙
げ
た
技
法
が
、
中
世
の
繡
仏
に
関
す
る
全
て
の
技
法
で
は
な
い
が
、
飛
鳥
時
代
の
作
品
に
見
る
よ
う
な
単
一
の
技
法
を
繰
り
返
し
て
い
く
形
か
ら
は
変
化
し
て
お
り
、
多
く
の
技
法
を
駆
使
し
て
い
た
鎌
倉
時
代
の
刺
繡
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
。
仏
と
い
う
決
ま
っ
た
図
像
を
刺
繡
す
る
と
と
も
に
、
「
留
め
繡
」
「
渡
し
繡
」
「
蛇
腹
繡
」
等
、
像
を
よ
り
よ
く
表
現
す
る
た
め
に
、
新
た
な
技
法
が
創
案
さ
れ
、
多
様
な
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刺
繡
技
法
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
線
を
表
現
す
る
に
し
て
も
、
技
法
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
印
象
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
「
留
め
繡
」
と
い
う
糸
の
上
か
ら
模
様
を
施
す
技
法
は
、
麻
の
葉
模
様
や
格
子
模
様
な
ど
繡
仏
の
表
現
に
変
化
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。 
中
世
の
繡
仏
は
保
存
状
態
も
良
い
も
の
が
多
く
、
技
法
が
見
分
け
や
す
い
こ
と
か
ら
技
法
の
解
明
に
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
繡
仏
と
い
う
性
格
上
、
発
願
し
た
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
時
代
と
技
法
を
結
び
つ
け
る
基
準
作
と
い
え
る
。 
 （
二
）「
獅
子
桐
模
様
繡
幡
」「
獅
子
牡
丹
模
様
繡
幡
」
に
み
る
刺
繡
技
法
の
変
化 
 
繡
仏
の
刺
繡
技
法
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
表
１
―
８
の
三
〇
番
の
《
薬
師
如
来
種
子
経
文
繡
幡
》
幡
裂
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
幅
の
作
品
で
あ
り
、
そ
の
一
幅
に
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
繡
銘
が
あ
る
。
現
在
女
子
美
術
大
学
美
術
館
が
所
蔵
し
そ
れ
ぞ
れ
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》《
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
》
と
さ
れ
て
い
る
。
刺
繡
の
保
存
状
態
は
比
較
的
良
好
で
、
現
在
は
裂
が
三
角
形
の
形
状
に
切
断
さ
れ
軸
装
さ
れ
て
い
る
（
図
１
―
22
）（
61
）
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
多
く
の
展
覧
会
や
書
物
で
そ
の
技
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
室
町
か
ら
桃
山
へ
の
過
渡
期
の
代
表
作
で
あ
る
。 
本
幡
は
、
二
幅
一
組
が
一
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
縦
長
の
三
角
形
に
裁
た
れ
た
後
、
掛
幅
装
に
仕
立
て
直
さ
れ
、
一
幅
は
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》
で
桐
の
立
木
に
吽
形
の
雌
獅
子
、
も
う
一
幅
は
《
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
》
で
牡
丹
の
立
木
に
阿
形
の
雄
獅
子
を
配
し
た
図
像
で
あ
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る
。
い
ず
れ
も
頂
部
に
薬
師
如
来
の
種
子
「
バ
イ
」
が
置
か
れ
て
い
る
（
62
）。 
 
二
幅
と
も
刺
繡
の
台
裂
に
は
数
か
所
の
切
れ
が
あ
り
、
刺
繡
糸
も
外
れ
が
認
め
ら
れ
、
表
面
に
糊
と
思
わ
れ
る
も
の
が
塗
布
さ
れ
て
お
り
、
図
像
の
周
り
に
シ
ミ
を
作
っ
て
い
る
。
刺
繡
糸
も
糊
に
よ
る
硬
化
の
為
、
糸
が
切
断
さ
れ
た
様
に
割
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
図
像
や
刺
繡
技
法
の
確
認
に
は
支
障
が
な
い
。
刺
繡
の
台
裂
は
、
薄
茶
練
緯
地
で
経
糸
が
四
〇
本
/
セ
ン
チ
、
緯
糸
が
三
〇
本
/
セ
ン
チ
で
経
糸
が
非
常
に
細
い
（
図
１
―
23
）。 
 
幡
と
は
仏
殿
の
内
外
を
飾
る
仏
事
の
荘
厳
具
と
し
て
、
ま
た
延
命
（
長
命
を
願
う
続
し
ゅ
く
命めい
幡ばた
）
や
死
者
（
死
者
の
冥
福
を
祈
る
命
過
め
い
か
幡ばた
（
薦せん
亡
幡
も
う
ば
た
））
の
追
善
供
養
の
た
め
に
作
ら
れ
た(
63)
。 
日
本
に
は
仏
教
伝
来
と
共
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
欽
明
十
九
年
（
五
五
八
）
に
よ
れ
ば
、「
十
三
年
十
月
、
百
済
聖
明
王
、
略○
 中
獻
ﾆ
釋
迦
佛
略○
 中
幡
一、
」、
す
な
わ
ち
「
欽
明
天
皇
一
三
年 
(
五
五
二)
一
〇
月
に
百
済
の
聖
明
王
が
釈
迦
佛
の
幡
を
さ
さ
げ
た
」
と
あ
る
（
64
）。 
幡
の
形
状
は
舌
を
そ
な
え
た
三
角
形
の
幡
頭
と
、
ふ
つ
う
数
坪
に
区
切
ら
れ
た
長
方
形
の
幡
身
を
も
ち
、
側
面
に
幡
手
、
下
端
に
幡
足
を
つ
け
る
の
が
基
本
で
、
幡
身
に
仏
像
・
種
子
・
蓮
華
な
ど
を
表
わ
す
場
合
も
あ
る
（
図
１
―
24
）。
材
質
は
、
錦
・
綾
・
羅
な
ど
の
裂
地
が
多
く
、
他
に
金
銅
板
に
透
彫
・
線
彫
を
施
し
た
金
銅
幡
、
各
種
の
球
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
玉
幡
、
総ふさ
飾
り
を
手
足
と
す
る
糸
幡
、
板
を
芯
と
す
る
板
幡
、
略
式
の
紙
幡
な
ど
が
あ
る(
65)
。
本
作
品
は
、
三
角
形
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
斜
め
の
部
分
は
刺
繡
を
切
断
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
の
幡
を
切
断
し
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
考
え
る
。 
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》
に
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
の
繡
銘
が
あ
る
。
こ
の
繡
銘
か
ら
桃
山
時
代
時
初
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
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室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
へ
の
刺
繡
技
法
の
過
渡
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
時
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
る
事
と
し
、
本
作
品
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
検
証
を
し
て
い
く
。
図
像
は
全
て
刺
繡
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
糸
は
平
糸
を
使
用
し
て
い
る
が
、
顔
や
髪
の
毛
に
装
飾
的
な
表
現
を
す
る
箇
所
に
は
撚
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
薬
師
如
来
の
種
子
を
頭
に
、
桐
の
立
木
で
吽
形
の
雌
獅
子
を
上
下
に
挟
ん
で
い
る
も
の
と
、
同
様
に
薬
師
如
来
の
種
子
を
頭
に
、
牡
丹
の
立
木
で
阿
形
の
雄
獅
子
を
上
下
に
挟
ん
で
い
る
図
像
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
刺
繡
技
法
を
図
像
ご
と
に
ま
と
め
た(
表
１
―
９
・
10)
。 
刺
繡
技
法
は
「
渡
し
繡
」（
図
１
―
25
）（
技
法
５
）、「
ま
つ
り
繡
」、「
一
針
掛
け
」（
図
１
―
26
）、「
斜
繡
」（
図
１
―
27
）、「
切
り
押
え
」
（
図
１
―
28
）
の
五
種
類
が
確
認
で
き
た
。「
渡
し
繡
」
は
、
裏
に
糸
が
渡
る
「
平
繡
」
と
は
異
な
り
、
裏
に
糸
が
渡
ら
ず
に
、
針
を
納
め
た
場
所
の
す
ぐ
近
く
で
針
を
出
し
繡
し
進
め
て
い
く
の
で
、
支
持
体
の
裂
が
損
傷
し
た
場
合
、
刺
繡
糸
も
外
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
本
幡
は
軸
装
さ
れ
て
い
て
裏
側
か
ら
確
認
で
き
な
い
が
、
針
を
納
め
た
箇
所
か
ら
次
に
針
を
出
し
た
箇
所
が
す
ぐ
隣
で
あ
る
こ
と
が
目
視
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
「
渡
し
繡
」
で
あ
る
と
い
え
る
（
図
１
―
29
）。
本
作
品
の
「
渡
し
繡
」
に
は
、「
纏
い
繡
」、「
一
針
掛
け
」、「
切
り
押
え
」
が
そ
れ
ぞ
れ
施
さ
れ
、
糸
の
脱
落
を
防
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
一
針
掛
け
」
の
糸
で
針
足
の
長
い
も
の
に
お
い
て
切
れ
が
生
じ
、
糸
が
脱
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。 
 
 
「
渡
し
繡
」
に
つ
い
て
は
、「
柔
ら
か
な
風
合
い
を
表
現
し
て
い
る
」
と
『
日
本
の
美
術 
繡
仏
』
の
な
か
で
伊
藤
は
述
べ
て
い
る
が
（
66
）、
実
際
は
糊
で
固
め
ら
れ
平
面
的
な
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
刺
繡
の
始
ま
り
の
部
分
に
は
玉
留
め
が
認
め
ら
れ
た
（
図
１
―
30
）。
蔦
の
表
現
は
「
斜
繡
」
と
「
渡
し
繡
」
が
混
在
し
て
い
る
。「
ま
つ
り
繡
」
も
途
中
か
ら
針
足
の
大
き
な
一
針
掛
け
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
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の
刺
繡
に
は
す
で
に
、
繡
仏
に
関
わ
る
工
人
で
あ
る
繡
師
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
（
67
）、
本
幡
の
刺
繡
を
行
っ
た
人
物
は
繡
師
で
な
い
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 
糸
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
撚
り
方
と
し
て
、
明
繡
の
影
響
を
受
け
た
杢
糸
の
使
用
が
あ
げ
ら
れ
る
（
図
１
―
31
）。
杢
糸
は
二
色
の
糸
を
撚
り
合
わ
せ
た
糸
で
、
獅
子
の
鬣
、
髭
、
尾
、
脚
の
毛
に
用
い
ら
れ
、
装
飾
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
杢
糸
の
使
い
方
は
、
南
北
朝
期
の
繡
仏
で
奈
良
、
大
和
文
華
館
蔵
の
重
要
文
化
財
《
五
髻
文
殊
菩
薩
像
》
の
獅
子
の
鬣
と
類
似
し
て
い
る
（
図
１
―
32
）。
他
に
杢
糸
を
「
ま
つ
り
繡
」
を
用
い
て
渦
を
巻
く
表
現
の
使
用
例
は
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
、
日
光
、
輪
王
寺
蔵
の
重
要
文
化
財
《
刺
繡
不
動
明
王
二
童
子
蔵
》
の
不
動
明
王
の
巻
髪
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
糸
の
色
替
わ
り
も
桃
山
時
代
の
作
例
に
見
ら
れ
る
手
法
で
あ
る
。「
平
縫
」「
渡
し
繡
」
の
よ
う
に
平
行
に
糸
を
並
べ
て
い
く
中
で
、
通
常
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
同
一
色
で
繡
い
進
め
る
と
こ
ろ
を
途
中
で
変
え
る
も
の
で
、
本
作
に
お
い
て
は
桐
の
葉
の
表
面
が
同
じ
緑
色
の
濃
淡
で
色
替
わ
り
を
し
て
い
る
（
図
１
―
33
）。
こ
の
色
替
わ
り
の
表
現
に
よ
っ
て
、
葉
の
裏
表
を
同
一
画
面
に
表
現
し
、
奥
行
き
の
あ
る
表
現
を
行
う
事
が
出
来
る
。 
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
西
村
兵
部
が
「
平
繡
」、「
返
し
繡
」、「
文
駒
刺
し
」（
68
）、
山
本
泰
一
は
「
渡
し
繡
」、「
留
め
繡
」（
69
）、
河
上
繁
樹
が
「
渡
し
繡
」、「
留
め
繡
」、「
ま
つ
り
繡
」（
70
）、
伊
藤
信
二
は
「
渡
し
繡
」、「
留
め
繡
」(
71)
と
提
示
し
て
き
た
。
調
査
結
果
と
異
な
る
の
は
、「
渡
し
繡
」
の
上
か
ら
施
さ
れ
た
技
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。｢
留
め
繡｣
は
既
に
刺
繡
を
施
さ
れ
た
面
の
上
に
、
模
様
を
表
現
し
つ
つ
糸
の
浮
き
を
押
さ
え
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
の
繡
仏
に
は
多
用
さ
れ
て
い
た
技
法
で
あ
っ
た
。「
一
針
掛
け
」
も
刺
繡
を
留
め
る
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
役
目
で
あ
る
が
、
線
を
一
針
で
渡
し
、
そ
の
糸
を
留
め
な
が
ら
戻
っ
て
く
る
の
で
直
線
的
な
も
の
に
な
り
、
自
由
に
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文
様
を
繡
い
留
め
て
い
く
「
留
め
繡
」
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
文
駒
刺
し
」
は
木
製
の
駒
を
用
い
、
糸
を
渡
し
て
別
糸
で
留
め
て
い
く
駒
繡
の
中
で
、
特
に
押
さ
え
の
糸
で
模
様
を
表
す
場
合
に
使
用
さ
れ
る
が
、
本
幡
に
は
駒
を
用
い
た
よ
う
な
そ
ろ
っ
た
線
が
認
め
ら
れ
な
い
。
以
上
の
事
か
ら
「
渡
し
繡
」
の
上
に
施
さ
れ
た
葉
脈
の
技
法
は
調
査
に
よ
り
「
一
針
掛
け
」
を
検
証
す
る
事
が
出
来
た
。 
こ
れ
ら
の
結
果
よ
り
、
室
町
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
過
渡
期
の
作
品
で
あ
る
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》《
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
》
か
ら
は
鎌
倉
時
代
の
繡
仏
の
よ
う
な
緻
密
な
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
繡
師
が
携
わ
っ
た
作
品
の
可
能
性
は
低
い
。
ま
た
、
技
法
の
種
類
が
減
少
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
中
世
に
は
、
繡
仏
に
使
用
さ
れ
た
刺
繡
技
法
の
転
換
期
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 (
三)
舞
楽
装
束
と
能
装
束
の
刺
繡
技
法 
 
室
町
時
代
に
入
り
、
繡
仏
の
制
作
は
鎌
倉
時
代
か
ら
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
た
が
、
代
表
的
な
刺
繡
の
作
例
と
し
て
金
剛
峯
寺
伝
来
の
一
連
の
舞
楽
装
束
が
あ
げ
ら
れ
る
。《
薔
薇
反
橋
文
様
水
干
・
括
袴
》（
図
１
―
34
）《
松
海
文
水
干
・
括
袴
》
は
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
天
野
社
一
切
経
会
の
試
楽
に
用
い
ら
れ
た
左
方
の
舞
童
の
装
束
で
あ
る
（
72
）。
水
干
と
括
袴
に
刺
繡
が
施
さ
れ
、
袴
の
腰
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
墨
書
に
よ
り
室
町
時
代
の
作
例
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
73
）。 
左
一
頭
天
野
一
切
経
会
試
楽 
享
徳
三
年
甲
戌
三
月
日 
こ
の
墨
書
よ
り
、
こ
れ
ら
の
装
束
が
一
切
経
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
試
楽
舞
の
た
め
に
誂
え
ら
れ
た
唐
楽
の
伴
奏
で
舞
う
左
方
の
衣
裳
で
あ
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っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
大
き
さ
よ
り
子
供
が
着
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 
徳
川
美
術
館
の
「
日
本
の
刺
繡
―
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
展
図
録
で
の
山
川
曉
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
刺
繡
糸
は
撚
り
の
な
い
平
糸
を
用
い
て
お
り
、
刺
繡
技
法
と
し
て
は
大
き
な
色
面
に
は
裏
に
糸
を
廻
さ
な
い
「
渡
し
繡
」
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
図
１
―
35
）（
技
法
５
）（
74
）。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ぼ
か
し
の
技
法
を
用
い
な
い
色
替
わ
り
で
あ
る(
75)
。
こ
の
二
つ
の
特
徴
は
前
項
の
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》《
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
》
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
。
刺
繡
の
裏
側
を
画
像
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
裏
に
糸
渡
り
は
な
く
、
大
き
な
平
面
だ
け
で
な
く
水
の
表
現
の
太
め
の
線
も
「
渡
し
繡
」
と
な
っ
て
い
て
、
裏
に
糸
渡
り
が
な
か
っ
た
。
「
渡
し
繡
」
の
糸
は
布
目
と
並
行
に
渡
さ
れ
て
お
り
、
花
に
よ
っ
て
向
き
を
変
え
る
な
ど
の
な
い
平
面
的
な
表
現
で
あ
っ
た
。
葉
の
葉
脈
、
花
の
輪
郭
の
細
い
線
は
「
ま
つ
り
繡
」
で
あ
っ
た
。
蕊
は
糸
を
中
心
で
交
差
す
る
よ
う
に
渡
し
て
中
心
で
留
め
て
い
る
。
図
案
は
、
両
袖
の
端
ま
で
模
様
が
配
置
さ
れ
、
袖
か
ら
身
頃
に
図
案
が
続
い
て
い
く
絵
羽
模
様
で
あ
っ
た
。
薔
薇
の
花
は
正
面
を
向
き
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
て
い
て
い
る
。 染
織
研
究
家
小
笠
原
小
枝
は
『
日
本
の
美
術 
染
織(
中
世)
』
の
中
で
こ
の
装
束
に
使
用
さ
れ
た
技
法
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
(
76)
。 こ
う
し
た
室
町
中
期
に
お
け
る
刺
繡
の
作
例
に
よ
っ
て
従
来
す
べ
て
桃
山
時
代
と
み
な
さ
れ
て
い
た
刺
繡
類
を
も
う
一
度
検
討
す
る
必
要
が
出
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
大
胆
で
お
お
ら
か
な
刺
繡
の
色
替
わ
り
―
つ
ま
り
徐
々
に
色
を
か
え
て
ぼ
か
し
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
花
や
葉
の
一
部
を
途
中
で
別
の
色
に
置
き
替
え
て
刺
繡
を
す
る
手
法
は
桃
山
の
刺
繡
の
独
壇
場
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
て
き
た
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が
、
そ
う
し
た
表
現
の
き
ざ
し
が
す
で
に
一
五
世
紀
中
庸
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
。
さ
ら
に
加
え
る
な
ら
、
こ
う
し
た
唐
突
な
色
変
わ
り
の
表
現
は
中
国
の
明
繡
に
も
、
さ
ら
に
遡
っ
て
元
繡
に
も
み
ら
れ
る
。 
「
渡
し
繡
」
は
こ
れ
ま
で
桃
山
時
代
の
刺
繡
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
天
野
社
の
舞
楽
装
束
に
お
け
る
刺
繡
か
ら
室
町
時
代
に
す
で
に
「
渡
し
繡
」
は
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
服
飾
史
の
中
で
「
渡
し
繡
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、
桃
山
時
代
の
作
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
室
町
時
代
の
作
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
桃
山
時
代
の
作
品
と
言
え
な
く
な
っ
た
。
ま
た
「
渡
し
繡
」
の
ほ
か
に
も
色
替
わ
り
の
手
法
が
中
国
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。 
中
国
、明
の
刺
繡
の
影
響
と
し
て
、代
表
的
な
技
法
に
刺
繡
と
摺
箔
を
併
用
し
た
繡
箔
と
呼
ば
れ
る
手
法
が
桃
山
時
代
に
行
わ
れ
た
。「
摺
箔
」
は
金
や
銀
を
薄
く
延
ば
し
た
箔
を
裂
に
貼
り
文
様
を
表
す
技
法
で
あ
る
。
小
笠
原
に
よ
れ
ば
「
そ
の
歴
史
は
薄
金
の
板
を
衣
服
の
飾
り
と
し
て
用
い
た
こ
と
が
発
達
し
て
き
た
結
果
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
金
泥
や
金
箔
が
使
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
正
倉
院
伝
来
の
染
織
品
が
古
く
、《
金
銀
泥
絵
の
刺
繡
羅
帯
残
欠
》
が
あ
る
（
77
）。
小
笠
原
は
、
中
国
の
宋
時
代
に
発
達
し
た
金
を
貼
り
付
け
る
技
術
「
銷
金
」
が
服
飾
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
「
印
金
」
し
て
日
本
に
伝
わ
り
「
摺
箔
」
の
技
法
を
発
展
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
（
78
）。 
桃
山
時
代
の
特
徴
と
し
て
白
の
練
貫
地
に
全
面
を
埋
め
る
よ
う
に
草
花
や
禽
獣
の
図
案
を
刺
繡
で
表
し
、
そ
の
隙
間
に
金
・
銀
箔
を
摺
り
込
ん
で
い
る
装
束
が
あ
げ
ら
れ
る
。
伝
承
さ
れ
る
染
織
品
は
、
本
来
大
名
な
ど
の
上
層
社
会
の
婦
人
た
ち
の
着
衣
で
あ
っ
た
も
の
が
、
能
役
者
に
与
え
ら
れ
、
能
の
舞
台
で
着
用
さ
れ
た
装
束
が
多
い
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
《
紅
白
段
芦
に
水
禽
草
花
文
様
縫
箔
》
に
お
い
て
は
（
図
１
―
36
・
37
）、
雪
持
ち
芦
は
平
糸
で
色
替
わ
り
を
し
て
い
て
、
色
は
三
段
階
に
分
け
ら
れ
、
水
禽
も
平
糸
で
下
引
き
さ
れ
た
後
に
「
切
り
押
え
」
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し
、
そ
の
上
か
ら
「
留
め
繡
」
で
模
様
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
紅
地
は
金
の
摺
り
箔
、
白
地
に
は
銀
の
摺
り
箔
を
置
き
、
芒
は
杢
糸
で
「
ま
つ
り
繡
」
さ
れ
て
い
る
（
79
）。 
室
町
時
代
、
桃
山
時
代
の
刺
繡
は
前
述
の
摺
箔
だ
け
で
な
く
、
明
刺
繡
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
明
刺
繡
の
作
例
と
し
て
は
京
都
相
国
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
《
花
卉
鳥
獣
文
打
敷
》
が
あ
げ
ら
れ
る
。
画
面
中
央
に
大
き
な
牡
丹
の
花
と
鳳
凰
が
円
形
を
創
る
よ
う
に
配
さ
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
撚
り
の
強
い
糸
を
用
い
た
小
さ
な
牡
丹
と
尾
長
鳥
と
孔
雀
が
囲
ん
で
い
る
。
外
側
の
帯
状
の
区
画
に
は
そ
れ
ぞ
れ
象
、
獅
子
、
麒
麟
、
虎
、
様
々
な
鳥
が
表
現
さ
れ
そ
の
隙
間
は
花
や
樹
木
で
埋
め
尽
く
さ
れ
更
に
金
糸
や
銀
糸
で
充
填
さ
れ
て
い
る
全
面
刺
繡
で
あ
る
（
80
）。
明
刺
繡
の
特
徴
は 
①
太
い
平
糸
の
使
用
。 
②
撚
糸
、
杢
糸
を
併
用
し
た
鳥
の
羽
根
や
獣
の
毛
並
み
の
表
現
。 
③
撚
り
の
強
い
糸
に
よ
る
文
様
の
輪
郭
の
ふ
ち
ど
り
。 
④
花
弁
の
輪
郭
に
肉
を
入
れ
た
立
体
表
現
。 
⑤
鳥
の
羽
根
や
岩
の
色
替
え
の
配
色
。 
⑥
文
様
の
間
を
び
っ
し
り
と
金
糸
で
繡
い
詰
め
る
金
糸
の
多
用
。 
以
上
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
（
81
）。
し
か
し
《
紅
白
段
芦
に
水
禽
草
花
文
様
縫
箔
》
に
お
い
て
は
、
明
繡
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
和
様
化
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
刺
繡
の
余
白
を
金
色
で
覆
う
場
合
、
明
繡
は
金
糸
を
用
い
て
余
白
を
埋
め
尽
く
す
が
、
日
本
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は
糸
と
箔
で
埋
め
て
い
る
。
箔
を
置
い
た
部
分
は
盛
り
上
が
ら
ず
平
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
糸
に
よ
っ
て
盛
り
上
が
る
部
分
と
の
違
い
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
二
色
の
糸
を
撚
り
合
わ
せ
た
杢
糸
の
使
用
で
あ
る
が
、
明
の
刺
繡
の
杢
糸
は
日
本
の
杢
糸
に
比
べ
撚
り
が
強
く
、
鳥
類
の
腹
や
羽
へ
の
使
用
に
お
い
て
は
、
糸
の
並
べ
方
は
隙
間
な
く
密
度
が
高
い
も
の
が
多
い
。
日
本
の
場
合
も
鳥
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
芦
や
芒
の
穂
へ
の
使
用
例
が
多
い
。
中
世
の
繡
仏
で
は
動
物
の
鬣
へ
の
使
用
が
既
に
確
認
で
き
て
い
る
が
、
桃
山
時
代
の
装
束
に
お
い
て
は
、
鳥
の
羽
や
芒
の
穂
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
刺
繡
糸
の
色
の
組
合
せ
は
、
明
繡
の
色
相
の
異
な
る
は
っ
き
り
し
た
色
使
い
に
比
べ
全
体
的
に
穏
や
か
な
色
の
差
で
、
刺
し
の
密
度
も
明
繡
に
比
べ
る
と
低
い
（
82
）。
日
本
に
お
い
て
刺
繡
は
、
技
法
を
含
め
て
明
の
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
和
様
化
し
て
い
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。 
  
第
三
節 
近
世
の
刺
繡 
 
（
一
）
小
袖
に
み
る
刺
繡
の
役
割 
 
江
戸
時
代
の
刺
繡
は
主
と
し
て
小
袖
の
装
飾
に
向
け
ら
れ
「
主
役
の
刺
繡
」
で
あ
る
刺
繡
の
み
の
総
繡
、
「
脇
役
の
刺
繡
」
で
あ
る
摺
箔
と
刺
繡
の
繡
箔
（
83
）
、
絞
り
と
刺
繡
の
繡
絞
り
、
摺
箔
と
絞
り
と
刺
繡
の
絞
繡
箔
な
ど
の
い
く
つ
か
の
技
法
を
併
せ
て
図
案
表
現
が
行
わ
れ
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た
。
帯
の
巾
が
狭
い
た
め
、
着
物
の
模
様
の
中
心
を
背
と
し
て
、
山
水
、
花
鳥
、
草
木
、
器
物
を
思
い
切
り
大
胆
に
描
き
、
文
字
と
模
様
を
組
み
合
わ
せ
る
図
案
が
流
行
し
た
。
さ
ら
に
友
禅
染
の
発
明
に
よ
り
染
の
着
物
が
普
及
し
、
こ
の
時
代
に
染
と
刺
繡
を
併
用
し
て
着
物
の
形
態
を
つ
く
る
工
程
が
完
成
し
た
と
い
え
る
。 
ま
た
、
神
社
仏
閣
の
建
造
に
は
刺
繡
が
荘
厳
に
用
い
ら
れ
、
各
大
名
は
自
家
の
調
度
品
を
自
国
お
抱
え
の
工
人
に
よ
り
制
作
し
、
諸
大
名
は
参
勤
交
代
の
折
、
自
国
産
の
名
品
を
将
軍
に
競
っ
て
献
納
し
た
。 
 
小
袖
は
今
の
着
物
の
古
い
名
で
、
平
安
時
代
に
貴
族
た
ち
が
用
い
て
い
た
袖
口
の
小
さ
い
下
着
を
、
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
活
動
に
便
利
な
よ
う
に
、
表
着
と
し
て
着
装
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
84
）。
平
安
時
代
、
和
様
化
の
意
識
が
芽
生
え
、
日
本
固
有
の
服
飾
形
態
が
生
み
出
さ
れ
た
。
束
帯
や
十
二
単
は
多
く
の
衣
を
重
ね
て
構
成
さ
れ
て
お
り
襲
装
束
と
い
わ
れ
、
そ
の
最
下
層
の
下
着
的
な
衣
服
を
小
袖
と
称
し
て
い
た
。
上
に
重
ね
た
衣
は
全
て
袖
口
が
広
い
大
袖
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
に
対
し
て
小
袖
と
い
わ
れ
た
（
85
）。
一
方
庶
民
は
労
働
に
適
し
た
筒
袖
の
衣
服
を
着
用
し
て
お
り
、
武
家
階
級
も
同
様
で
あ
っ
た
（
86
）。
鎌
倉
時
代
、
公
家
に
変
わ
っ
て
武
家
が
勢
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
と
そ
れ
に
合
わ
せ
小
袖
も
形
式
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
崎
巌
に
よ
れ
ば
、
桃
山
時
代
の
小
袖
は
男
女
や
武
家
と
町
人
で
生
地
・
模
様
・
加
飾
技
法
と
い
う
三
要
素
に
於
い
て
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
男
性
の
小
袖
と
女
性
の
小
袖
で
服
飾
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
（
87
）。
こ
の
時
代
は
階
級
に
よ
っ
て
も
、
着
用
さ
れ
る
衣
服
に
違
い
が
生
じ
た
。 
服
飾
史
研
究
家
須
藤
良
子
に
よ
れ
ば
、
武
家
階
級
で
は 
生
地
は
主
に
綸
子
地
、
模
様
は
四
季
の
草
花
、
立
涌
・
紗
綾
形
等
の
有
職
風
モ
チ
ー
フ
や
御
所
解
模
様
で
技
法
は
絞
り
や
刺
繡
、
型
鹿
ノ
子
を
使
用
し
て
お
り
、
一
方
町
人
は
流
行
に
敏
感
で
、
自
由
な
色
置
き
と
模
様
表
現
が
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可
能
な
友
禅
染
の
技
法
が
も
て
は
や
さ
れ
た
。
絵
画
的
表
現
や
、「
白
上
げ
」
の
技
法
を
用
い
て
落
ち
着
い
た
地
色
に
緻
密
な
白
い
線
で
模
様
を
表
す
意
匠
、
細
密
な
風
景
を
描
い
た
描
絵
等
多
彩
な
意
匠
が
展
開
し
た
。
公
家
の
女
性
は
大
袖
の
形
式
の
袿
を
着
用
し
て
い
た
が
、
江
戸
中
期
頃
よ
り
小
袖
へ
と
転
換
し
刺
繡
を
中
心
と
し
た
大
ぶ
り
な
意
匠
を
配
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
（
88
）。 
 
江
戸
時
代
の
女
性
の
小
袖
に
注
目
を
す
る
と
、
慶
長
（
一
五
九
六
―
一
六
一
五
）、
元
和
・
寛
永
（
一
六
一
五
―
一
六
四
四
）
頃
に
か
け
て
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
慶
長
小
袖
と
、
寛
文
（
一
六
六
一
―
一
六
七
三
）
を
中
心
に
流
行
し
た
寛
文
小
袖
に
お
い
て
意
匠
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
（
89
）。
慶
長
小
袖
は
綸
子
地
に
、
摺
箔
と
刺
繡
、
鹿
の
子
絞
り
等
で
模
様
を
表
し
た
も
の
で
、
桃
山
時
代
の
縫
箔
の
系
譜
で
あ
る
。
女
子
美
術
大
学
美
術
館
所
蔵
の
《
白
黒
染
分
地
熨
斗
に
草
花
模
様
小
袖
》
は
白
綸
子
地
に
黒
茶
の
縫
い
締
め
絞
り
で
熨
斗
模
様
を
現
し
、
摺
箔
が
施
さ
れ
、
草
花
・
入
り
子
菱
・
花
唐
草
・
鶴
・
亀
が
撚
り
の
無
い
平
糸
で
細
か
く
刺
繡
さ
れ
て
い
る
（
図
１
―
38
）。
同
時
代
の
町
人
に
は
綸
子
地
に
絞
り
と
描
き
絵
を
併
用
し
た
、
桃
山
時
代
の
辻
が
花
小
袖
の
影
響
を
受
け
た
小
袖
も
好
ま
れ
て
い
た
。《
黒
地
蝶
と
捩
花
模
様
小
袖
》
（
女
子
美
術
大
学
美
術
館
所
蔵
）
は
辻
が
花
模
様
と
技
法
を
用
い
、
大
柄
な
揚
羽
蝶
と
捻
花
模
様
が
絞
り
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
（
図
１
―
39
）。
綸
子
地
に
絞
り
を
施
し
摺
箔
や
刺
繡
で
加
飾
し
、
絞
り
の
中
に
描
き
絵
や
型
染
を
加
え
る
技
法
的
特
徴
を
融
合
し
て
寛
文
小
袖
が
生
ま
れ
た
。
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
《
黒
綸
子
地
波
鴛
鴦
模
様
小
袖
》（
図
１
―
40
）
は
立
浪
に
鴛
鴦
を
配
し
、
立
浪
の
先
端
に
は
、
波
を
筍
に
見
た
て
て
緑
の
芽
が
描
か
れ
、
ま
た
立
浪
に
打
ち
出
し
鹿
の
子
（
奢
侈
禁
止
令
に
よ
っ
て
絞
り
染
め
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
型
を
使
用
し
て
鹿
の
子
絞
り
を
表
現
し
た
も
の
）
に
よ
っ
て
網
目
を
現
し
、
立
浪
を
投
網
に
見
立
て
て
い
る
。
鴛
鴦
部
分
は
輪
郭
線
、
筍
の
芽
は
、
撚
り
の
無
い
平
糸
で
「
ま
つ
り
繡
」「
平
繡
」「
斜
繡
」「
刺
し
繡
」
に
よ
る
刺
繡
が
施
さ
れ
、
波
頭
は
金
糸
の
駒
詰
め
、
波
は
金
糸
の
駒
掛
け
行
わ
れ
て
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い
た
（
90
）。
服
飾
の
染
織
に
詳
し
い
長
崎
巌
に
よ
れ
ば
、
鴛
鴦
は
夫
婦
円
満
、
筍
は
成
長
す
る
力
や
生
命
力
、
投
網
は
長
寿
を
象
徴
す
る
よ
う
に
判
じ
絵
的
な
手
法
で
吉
祥
表
現
を
三
重
に
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
方
法
が
町
人
の
女
性
好
み
と
な
っ
て
い
た
（
91
）。
長
崎
は
、
寛
文
小
袖
に
は
よ
り
町
人
女
性
の
好
み
が
反
映
し
て
い
る
と
し
、
縫
箔
系
の
小
袖
が
辻
が
花
系
の
小
袖
に
吸
収
さ
れ
た
形
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
寛
文
小
袖
の
意
匠
の
特
徴
と
し
て
は
、
絞
り
と
刺
繡
の
併
用
で
、
背
面
全
体
を
一
枚
の
絵
に
見
立
て
、
一
つ
の
モ
チ
ー
フ
が
大
振
り
で
、「
て
」
と
い
う
文
字
の
様
に
、
大
き
く
右
肩
か
ら
左
肩
と
右
裾
に
流
れ
て
い
く
も
の
や
、
左
肩
か
ら
右
裾
に
円
を
描
く
よ
う
な
配
置
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
匠
は
当
時
の
意
匠
見
本
帳
で
あ
っ
た
「
雛
形
本
」
に
記
さ
れ
、
人
々
は
こ
の
本
を
参
考
に
注
文
を
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
寛
文
小
袖
で
は
そ
の
意
匠
表
現
に
意
味
を
持
た
せ
て
お
り
、
そ
れ
を
着
用
す
る
人
の
教
養
を
示
す
も
の
と
し
て
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
一
方
で
、、
経
済
的
な
力
を
持
っ
た
裕
福
な
町
人
た
ち
に
よ
っ
て
着
物
は
金
糸
、
銀
糸
を
用
い
た
非
常
に
高
価
で
価
値
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
の
時
代
た
び
た
び
美
服
禁
止
令
が
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
人
々
の
美
へ
の
欲
求
を
抑
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
禁
止
令
は
た
び
た
び
発
布
さ
れ
た
（
92
）。 
江
戸
時
代
の
小
袖
で
刺
繡
量
が
多
い
物
に
武
家
の
女
性
の
夏
の
正
装
、
腰
巻
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
南
紀
徳
川
史
』
に
よ
れ
ば
、
麻
製
の
帷
子
を
着
て
附
帯
を
結
び
、
そ
の
帯
の
両
端
に
芯
を
入
れ
て
左
右
に
張
り
だ
さ
せ
た
も
の
に
腰
巻
の
袖
を
通
し
て
使
用
す
る
（
93
）。《
黒
地
宝
尽
模
様
腰
巻
》（
女
子
美
術
大
学
所
蔵
）
は
黒
に
近
い
藍
色
の
経
糸
と
黒
茶
に
見
え
る
緯
糸
で
織
ら
れ
た
練
緯
地
を
、
宝
尽
く
し
模
様
で
埋
め
尽
く
し
た
江
戸
時
代
後
期
の
典
型
的
デ
ザ
イ
ン
で
、
紅
色
の
裏
地
も
練
緯
で
袷
仕
立
て
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
―
41
）。
こ
の
腰
巻
に
は
宝
袋
、
丁
子
、
宝
鍵
、
隠
れ
蓑
、
宝
珠
、
菱
、
分
銅
、
打
ち
出
の
小
槌
、
松
皮
菱
の
モ
チ
ー
フ
を
散
り
ば
め
、
全
て
刺
繡
で
表
現
し
て
い
る
（
図
１
―
55 
 
42
）。
刺
繡
の
技
法
は
「
平
繡
」「
割
付
繡
」「
駒
繡
」「
駒
詰
繡
」「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
で
、
平
糸
と
金
糸
を
使
用
し
て
い
る
。
幅
四
セ
ン
チ
の
宝
袋
に
は
平
糸
で
「
下
引
き
」
し
、
そ
の
上
に
「
割
付
繡
」（
技
法
６
）
で
七
宝
、
麻
の
葉
、
鹿
の
子
、
菱
等
の
幾
何
学
文
様
や
人
物
を
細
密
に
刺
繡
し
て
い
る
（
94
）。 
 （
二
）
客
観
性
を
重
視
し
た
祭
の
刺
繡 
 
江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
歌
舞
伎
衣
裳
や
山
車
の
飾
幕
に
刺
繡
の
下
に
こ
よ
り
や
棉
を
入
れ
て
そ
の
上
に
金
糸
を
留
め
つ
け
て
い
く
、
立
体
的
な
刺
繡
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
そ
れ
ら
は
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
山
車
の
飾
幕
の
先
行
研
究
は
、
祇
園
祭
の
渡
来
飾
幕
に
つ
い
て
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
梶
谷
宣
子
・
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会
の
吉
田
孝
次
郎
（
95
）、
山
梨
県
都
留
市
の
山
車
飾
幕
の
修
復
に
と
も
な
っ
た
研
究
が
山
辺
知
行
（
96
）、
小
木
曾
元
子
（
97
）
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
山
車
に
お
け
る
刺
繡
技
法
の
研
究
が
岡
田
宣
世
に
よ
っ
て
（
98
）、
郷
土
史
研
究
と
し
て
水
上
嘉
代
子
（
99
）
ら
に
よ
り
川
越
氷
川
祭
り
の
山
車
幕
、
山
車
人
形
衣
裳
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
服
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
た
刺
繡
と
は
異
な
っ
た
技
法
を
用
い
て
い
る
。
飾
り
幕
は
山
車
に
付
随
す
る
も
の
で
、
本
項
で
は
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た
一
例
と
し
て
考
察
し
、
江
戸
時
代
の
飾
幕
の
刺
繡
技
法
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。 
日
本
に
お
け
る
山
車
祭
り
は
「
祇
園
祭
」、「
高
山
祭
」、「
長
浜
曳
山
祭
」、「
秩
父
夜
祭
」
が
大
き
な
祭
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
植
木
行
宣
に
よ
れ
ば
伝
承
さ
れ
る
主
要
な
山
車
祭
は
全
国
で
一
五
〇
〇
件
に
及
ぶ
（
100
）。
都
市
の
祭
礼
に
お
け
る
山
車
の
出
現
は
、
貞
観
一
一
年(
八
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六
九)
に
始
ま
っ
た
京
都
の
祇
園
御
霊
会
（
祇
園
祭
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
山
車
成
立
過
程
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
祭
初
期
の
平
安
時
代
に
は
ま
だ
山
車
は
な
く
、
南
北
朝
期
、
一
四
世
紀
中
ご
ろ
出
現
す
る
。
室
町
時
代
に
京
都
以
外
で
も
山
車
が
造
ら
れ
は
じ
め
、
一
八
世
紀
に
は
各
地
で
山
車
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
に
お
い
て
は
山
王
権
現
と
神
田
明
神
の
二
つ
の
祭
礼
が
「
天
下
祭
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
始
ま
り
は
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
か
ら
と
さ
れ
て
、
両
祭
は
出
し
物
、
仮
装
の
者
や
作
り
物
を
中
心
に
集
団
で
練
り
歩
く
「
練
物
」
が
主
体
で
あ
っ
た
。
享
保
六
年(
一
七
二
一)
四
月
に
は
華
美
を
禁
じ
る
質
素
倹
約
の
触
れ
が
出
て
お
り
、
そ
の
後
の
何
度
か
触
れ
に
よ
り
形
態
は
制
限
の
あ
る
「
出
し
、
曳
鉾
」
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
最
終
形
が
江
戸
型
山
車
と
定
義
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
（
101
）。
安
政
五
年
(
一
八
五
九)
の
山
王
祭
の
様
子
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
台
の
形
は
完
成
さ
れ
、
山
車
、
飾
り
幕
、
山
車
人
形
、
お
囃
子
が
そ
ろ
っ
た
様
式
で
の
引
き
廻
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 
 
山
車
に
は
染
織
、
漆
工
、
金
工
、
木
彫
、
装
飾
絵
画
等
の
工
芸
技
術
を
結
集
し
た
懸
装
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
型
山
車
を
例
に
と
る
と
飾
幕
の
種
類
は
山
車
の
上
層
の
上
段
幕
と
、
下
層
の
下
段
幕
、
囃
子
台
の
前
面
に
水
引
幕
、
囃
子
台
と
後
部
を
仕
切
る
内
幕
、
更
に
下
段
幕
に
重
ね
る
水
引
幕
な
ど
の
種
類
が
あ
る
。
幕
の
下
絵
は
専
門
の
下
絵
画
家
以
外
に
も
日
本
画
家
が
描
く
場
合
が
あ
り
（
図
１
―
43
・
44
）、
幕
に
は
絹
織
物
・
毛
織
物
が
多
く
使
用
さ
れ
、
絹
織
物
で
は
緞
子
、
金
襴
、
毛
織
物
は
羅
紗
が
使
用
さ
れ
、
加
飾
技
法
と
し
て
は
刺
繡
や
型
染
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
 
飾
幕
の
意
匠
は
様
々
で
あ
る
が
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
―
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
岡
田
ら
の
調
査
し
た
半
田
市
内
の
約
二
〇
〇
枚
の
山
車
幕
の
う
ち
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
幕
七
組
一
〇
点
余
り
の
意
匠
は
龍
、
虎
、
牡
丹
と
雀
、
日
の
出
・
鶴
・
波
・
雲
、
銘
文
等
が
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認
め
ら
れ
た
（
102
）。
主
な
刺
繡
技
法
は
「
切
付
繡
」「
駒
掛
繡
」「
駒
詰
繡
」「
肉
入
繡
」「
台
付
繡
」「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」（
技
法
７
）
で
、
明
治
時
代
以
降
の
幕
に
使
用
さ
れ
て
い
る
技
法
と
相
違
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
金
糸
を
多
用
し
た
豪
華
な
刺
繡
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
上
ら
の
調
査
に
よ
り
川
越
氷
川
祭
り
の
刺
繡
飾
幕
二
九
点
中
、
江
戸
時
代
制
作
の
四
点
の
刺
繡
飾
幕
の
意
匠
や
刺
繡
技
法
も
半
田
地
方
と
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（
103
）。 
 
飾
幕
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
は
、
江
戸
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
刺
繡
技
法
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
長
崎
よ
り
祭
り
の
幕
に
使
用
す
る
羅
紗
の
輸
入
が
行
わ
れ
て
お
り
、
祇
園
祭
の
太
子
山
の
胴
懸
に
使
用
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
の
刺
繡
掛
物
を
安
永
三
年(
一
七
七
四)
に
二
分
割
し
白
地
部
分
に
撚
金
糸
を
用
い
「
阿
ら
ん
だ
縫
」
で
約
半
年
か
け
て
縫
埋
め
た
と
い
う
記
録
が
『
太
子
山
祇
園
会
入
払
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
（
104
）。
こ
の
技
法
は
欧
風
刺
繡
の
ゴ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
よ
ば
れ
る
技
法
が
輸
入
さ
れ
命
名
さ
れ
た
と
執
筆
者
は
考
え
る
。
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
技
法
で
は
金
糸
で
面
を
埋
め
る
と
い
う
表
現
は
「
駒
詰
繡
」
と
い
う
金
糸
を
木
製
の
駒
に
巻
き
つ
け
別
糸
で
綴
じ
て
い
く
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
は
、
輪
郭
線
で
金
糸
を
返
し
そ
の
部
分
を
別
糸
で
留
め
る
技
法
で
作
業
効
率
が
良
か
っ
た
た
め
採
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
図
１
―
45
・
46
）。 
 
刺
繡
技
法
を
詳
細
に
研
究
し
た
一
例
と
し
て
執
筆
者
が
修
復
に
関
わ
っ
た
赤
坂
氷
川
神
社
の
幕
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
述
べ
る
（
図
１
―
47
）。
赤
坂
氷
川
神
社
は
将
軍
徳
川
吉
宗
の
産
土
神
で
あ
り
祭
礼
は
天
下
祭
に
お
と
ら
ぬ
祭
礼
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
高
い
刺
繡
技
術
が
施
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
神
社
に
は
山
車
蔵
に
山
車
九
台
が
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
の
車
輪
や
櫓
、
人
形
な
ど
が
破
損
し
原
形
を
と
ど
め
て
い
な
か
っ
た
（
105
）。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
赤
坂
山
車
保
存
会
に
よ
っ
て
現
在
山
車
三
台
が
復
元
新
調
さ
れ
た
。
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
―
平
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成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
飾
幕
《
唐
獅
子
上
幕
》《
雲
龍
下
幕
》
の
修
理
が
女
子
美
術
大
学
研
究
所
で
行
わ
れ
た
。
執
筆
者
は
そ
の
修
理
事
業
に
参
加
し
、
刺
繡
部
分
の
修
理
作
業
を
三
年
に
渡
り
行
っ
た
。
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
女
子
美
術
大
学
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
刺
繡
を
ま
な
ぶ
」
展
に
展
示
さ
れ
、
そ
の
講
演
会
で
飾
幕
の
台
裂
の
羅
紗
の
染
料
分
析
を
行
っ
た
齋
藤
昌
子
に
よ
る
報
告
で
は
、
光
学
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
調
査
、
紫
外
線
ラ
ン
プ
に
よ
る
蛍
光
反
応
、
染
料
分
析
、
媒
洗
剤
の
分
析
の
結
果
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
二
枚
の
幕
に
使
用
さ
れ
て
い
た
染
料
で
コ
チ
ニ
ー
ル
で
、
媒
染
材
は
錫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
染
と
い
わ
れ
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
開
発
さ
れ
て
い
た
染
織
方
法
で
あ
っ
た
。
山
車
人
形
の
制
作
時
期
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
で
あ
る
こ
と
や
、
幕
の
染
料
分
析
の
結
果
よ
り
制
作
時
期
は
江
戸
末
期
と
推
測
さ
れ
た
。
主
な
刺
繡
技
法
は
棉
や
和
紙
に
よ
る
「
肉
入
れ
繡
」「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」、
他
に
は
金
糸
や
凹
凸
の
あ
る
桂
撚
糸
を
用
い
た
「
駒
詰
繡
」、
別
布
を
貼
り
付
け
た
「
切
り
付
繡
」
で
あ
っ
た
。
輪
郭
線
を
強
調
す
る
に
は
「
駒
掛
け
繡
」
が
、
顔
や
躰
等
の
メ
イ
ン
の
パ
ー
ツ
は
別
の
布
や
和
紙
に
刺
繡
を
行
い
台
裂
に
留
め
つ
け
て
い
く
「
台
付
繡
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
目
に
は
ガ
ラ
ス
、
爪
に
は
金
属
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。 
 
山
車
の
飾
幕
の
刺
繡
表
現
は
、
大
き
な
画
面
で
遠
く
か
ら
で
も
意
匠
が
目
立
つ
必
要
が
あ
り
、
ま
た
大
き
な
意
匠
で
も
分
割
し
て
作
成
さ
れ
て
い
て
台
裂
に
縫
い
付
け
て
あ
る
も
の
が
多
く
、
岡
田
は
「
立
体
感
を
表
現
し
や
す
く
、
小
さ
な
パ
ー
ツ
に
分
割
し
て
刺
繡
し
た
後
に
台
裂
の
羅
紗
に
留
め
つ
け
る
台
付
繡
を
選
択
し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
106
）。
小
さ
な
パ
ー
ツ
に
分
け
ら
れ
た
刺
繡
で
あ
れ
ば
大
勢
の
人
間
が
小
ス
ペ
ー
ス
で
同
時
に
刺
繡
を
行
い
、
完
成
後
広
い
場
所
に
台
布
を
置
い
て
縫
留
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
大
き
な
意
匠
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
ま
か
な
刺
繡
で
は
な
く
細
か
く
神
経
の
行
き
届
い
た
緻
密
な
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
事
に
使
用
す
る
と
い
う
目
的
と
共
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に
祭
礼
で
の
引
き
廻
し
と
い
う
過
酷
な
使
用
状
況
に
も
耐
え
う
る
「
使
用
目
的
に
適
し
た
刺
繡
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
（
三
）
刺
繡
技
術
の
集
大
成
、
袱
紗
の
刺
繡 
 
 
江
戸
中
期
の
特
色
の
あ
る
刺
繡
に
興
福
院
伝
来
の
袱
紗
が
あ
げ
ら
れ
る
。
刺
繡
掛
袱
紗
三
一
枚
に
は
、
興
福
院
第
五
代
誓
誉
が
大
奥
に
参
上
の
節
、
瑞
春
院
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
そ
の
事
は
袱
紗
の
裏
地
に
書
か
れ
た
墨
書
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
瑞
春
院
、
お
伝
の
方
（
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
―
元
文
三
年
（
一
七
三
八
））
は
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
側
室
で
、
綱
吉
が
祝
儀
の
都
度
こ
の
袱
紗
を
贈
っ
た
事
か
ら
、
当
時
の
最
高
の
技
術
者
が
制
作
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
袱
紗
は
三
一
枚
で
あ
る
が
、《
淡
浅
葱
綸
子
地
菖
蒲
に
蓬
と
躑
躅
酒
器
「
楽
寿
」
字
文
様
刺
繡
掛
袱
紗
》
の
裏
面
に
以
下
の
墨
書
が
あ
る
。 
瑞
春
院
殿
清
月
涼
池
大
姉
」
喜
捨
於
興
福
院
」
第
五
代
誓
誉
記
之
」
十
八
続 
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
袱
紗
が
興
福
院
に
伝
来
し
た
際
に
は
一
八
枚
続
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
こ
の
袱
紗
に
関
し
て
の
詳
細
な
研
究
は
切
畑
健
に
よ
っ
て
行
わ
れ
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）『
興
福
院
所
蔵
刺
繡
掛
袱
紗
』
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
（
107
）。
切
畑
は
そ
の
一
枚
一
枚
の
刺
繡
の
意
味
を
解
説
、
拡
大
画
像
と
共
に
掲
載
し
て
い
る
。
本
項
で
は
切
畑
の
研
究
の
画
像
と
解
説
を
参
考
に
、
こ
れ
ま
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
袱
紗
に
つ
い
て
技
法
を
一
覧
表
に
し
、
そ
の
刺
繡
技
法
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
切
畑
の
研
究
は
詳
細
部
分
の
画
像
が
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
全
て
の
図
像
か
ら
刺
繡
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技
法
を
抜
き
出
し
た
。
な
お
作
品
番
号
は
切
畑
の
研
究
番
号
と
同
一
と
し
た
（
表
１
―
11
）。
例
え
ば
十
八
番
《
紅
緞
子
地
薔
薇
に
巻
絹
宝
尽
し
「
宝
寿
」
字
文
様
刺
繡
掛
袱
紗
》（
図
１
―
48
）
に
お
い
て
は
、「
長
春
花
」（
バ
ラ
の
一
種
）、「
巻
絹
反
物
」「
宝
尽
し
」
の
意
匠
に
、「
平
糸
」「
甘
撚
り
糸
」「
丸
金
糸
」
を
使
用
し
、「
平
繡
」「
斜
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
下
引
き
繡
」「
留
め
繡
」「
本
駒
繡
」「
切
り
押
え
」「
駒
詰
繡
」
「
割
付
繡
」
の
技
法
で
刺
繡
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
 
図
案
は
「
草
花
」、「
器
物
」、
吉
祥
模
様
で
あ
る
「
宝
尽
し
」
が
主
た
る
も
の
で
、
そ
こ
に
吉
祥
を
示
す
文
字
が
入
る
も
の
が
三
一
枚
中
、
二
三
枚
で
あ
っ
た
。
文
字
を
刺
繡
す
る
こ
と
は
寛
文
小
袖
に
も
み
ら
れ
る
教
養
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
、
将
軍
か
ら
の
贈
り
物
に
は
、
そ
の
品
位
の
高
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
吉
祥
の
文
字
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
。
刺
繡
糸
が
欠
損
し
た
も
の
の
、
針
跡
や
下
書
き
の
墨
書
や
胡
粉
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
跡
の
み
残
っ
て
い
る
刺
繡
を
除
い
て
、
確
認
で
き
る
技
法
は
一
三
技
法
で
あ
っ
た
。「
平
繡
」「
斜
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
下
引
き
繡
」
の
四
技
法
は
三
一
枚
す
べ
て
の
袱
紗
で
使
用
さ
れ
て
い
た
（
表
１
―
12
）。
な
お
、
こ
れ
ら
の
技
法
は
全
て
撚
り
の
な
い
糸
「
平
糸
」
で
行
わ
れ
て
い
た
。
撚
り
糸
は
ご
く
ま
れ
に
「
纏
い
繡
」
と
「
留
め
繡
」「
割
付
繡
」
で
用
い
ら
れ
た
が
、
基
本
的
に
は
平
糸
で
刺
繡
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
金
糸
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
駒
に
巻
い
て
使
用
す
る
太
さ
の
「
丸
金
糸
」
で
太
さ
は
三
一
枚
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
太
さ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
金
糸
と
し
て
特
筆
す
べ
き
点
は
二
六
番
《
白
緞
子
地
松
竹
宝
船
文
様
刺
繡
掛
袱
紗
》
の
「
絹
巻
物
」
の
菱
型
の
「
割
付
繡
」
に
「
平
金
糸
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
平
金
糸
」
は
鎌
倉
時
代
の
繡
仏
に
も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
本
作
品
群
に
於
い
て
は
丸
金
糸
の
使
用
頻
度
が
高
い
。
丸
金
糸
は
平
金
糸
を
芯
糸
に
巻
き
つ
け
た
も
の
で
、
堅
牢
性
や
意
匠
の
表
現
と
し
て
丸
金
糸
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
る
。 
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お
わ
り
に 
 
近
現
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
体
系
化
す
る
に
あ
た
り
、
刺
繡
が
伝
来
し
日
本
文
化
に
定
着
し
て
い
っ
た
過
程
を
遺
さ
れ
た
作
品
を
通
じ
、
そ
の
刺
繡
技
法
と
図
案
に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
検
証
し
た
。
刺
繡
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
い
も
の
の
、
日
本
を
代
表
す
る
伝
世
品
の
一
つ
で
あ
る
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
つ
い
て
は
、
そ
の
刺
繡
に
よ
る
銘
文
か
ら
、
多
く
の
歴
史
が
読
み
取
れ
、
染
織
分
野
以
外
の
研
究
も
多
数
あ
り
、
歴
史
的
背
景
よ
り
多
く
の
事
を
推
察
出
来
た
。
そ
の
結
果
、《
天
寿
国
繡
帳
》
台
裂
で
判
別
可
能
な
飛
鳥
時
代
制
作
部
分
と
鎌
倉
時
代
制
作
部
分
が
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
制
作
部
分
の
刺
繡
の
方
の
痛
み
が
激
し
い
。
そ
れ
は
制
作
期
間
や
刺
繡
技
法
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
飛
鳥
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
刺
繡
技
法
は
「
ま
つ
り
繡
」（「
返
し
繡
」
と
は
同
一
技
法
と
す
る
）
と
「
継
針
繡
」
で
の
両
面
刺
繡
で
、
糸
は
撚
り
の
強
い
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
奈
良
時
代
の
作
品
が
多
い
正
倉
院
の
作
品
か
ら
は
「
刺
し
繡
」、「
鎖
繡
」、「
纏
い
繡
」、「
平
繡
」、
「
両
面
刺
繡
」、「
芥
子
繡
」、「
駒
繡
」、「
絽
刺
し
繡
」、「
網
代
繡
」「
廻
転
繡
」
等
が
認
め
ら
れ
そ
の
種
類
は
格
段
に
増
え
た
。
し
か
し
糸
の
撚
り
の
弱
い
も
の
や
撚
り
の
無
い
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
た
、
平
安
時
代
の
刺
繡
の
技
法
は
伝
世
品
が
少
な
い
こ
と
か
ら
断
定
は
で
き
な
い
が
、
撚
り
の
強
い
「
ま
つ
り
繡
」
の
技
法
が
行
わ
れ
て
お
り
、
正
倉
院
に
伝
え
ら
れ
る
唐
草
等
の
文
様
や
花
鳥
等
が
広
く
服
飾
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
繡
仏
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
作
品
を
画
像
や
熟
覧
に
よ
り
確
認
し
た
と
こ
ろ
、《
天
寿
国
繡
帳
》
の
鎌
倉
時
代
制
作
部
分
に
は
「
纏
い
繡
」、「
平
繡
」「
刺
し
繡
」「
駒
繡
」「
渡
し
繡
」「
斜
繡
」「
束
ね
繡
」
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
繡
仏
で
は
さ
ら
に
技
法
の
数
が
増
え
て
お
り
、
中
世
に
は
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
刺
繡
技
法
の
基
本
的
な
技
法
は
揃
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
繡
仏
に
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は
古
代
か
ら
の
釋
迦
や
如
来
の
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、
刺
繡
の
技
術
は
刺
繡
を
行
う
工
人
が
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
技
術
は
高
い
も
の
と
な
っ
て
行
っ
た
。
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
は
撚
り
の
弱
い
も
し
く
は
撚
り
の
無
い
糸
を
用
い
た
刺
繡
が
行
わ
れ
、
柔
ら
か
な
光
沢
の
あ
る
刺
繡
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。 
桃
山
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
ま
で
に
考
え
ら
れ
た
刺
繡
の
技
法
を
駆
使
し
て
、
服
装
や
神
事
の
用
具
、
装
飾
の
道
具
等
様
々
な
支
持
体
に
刺
繡
が
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
袖
に
於
い
て
は
刺
繡
と
い
う
技
法
が
階
級
社
会
の
秩
序
を
表
す
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
町
人
の
あ
こ
が
れ
や
感
性
に
よ
っ
て
大
柄
な
図
案
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
意
匠
は
「
ひ
な
形
本
」
と
い
う
図
案
集
を
生
み
だ
し
、
花
鳥
、
風
景
、
器
物
、
文
字
等
を
取
り
入
れ
、
染
と
併
用
さ
れ
展
開
し
た
。
ま
た
、
祭
の
懸
装
品
に
お
い
て
は
、
海
外
か
ら
輸
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
刺
繡
技
法
「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
や
モ
チ
ー
フ
を
大
き
く
み
せ
る
た
め
に
「
肉
入
れ
繡
」
を
用
い
て
、
芸
術
性
も
高
く
、
規
模
も
大
き
い
も
の
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
図
案
に
は
龍
や
麒
麟
等
の
想
像
上
の
生
き
物
、
鶴
や
日
の
出
と
い
っ
た
吉
祥
、
波
や
雲
の
気
象
、
銘
文
等
が
認
め
ら
れ
た
。
興
福
院
の
袱
紗
に
お
い
て
は
「
割
付
繡
」
が
多
用
さ
れ
、
直
線
で
構
成
さ
れ
た
文
様
を
画
面
に
描
く
技
法
が
多
く
用
い
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
の
最
高
の
技
術
が
限
ら
れ
た
画
面
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
そ
の
品
格
の
あ
る
意
匠
は
小
袖
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
町
人
文
化
の
刺
繡
と
は
一
線
を
画
す
刺
繡
と
し
て
そ
の
技
法
の
伝
承
に
寄
与
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
や
流
行
に
刺
繡
と
い
う
技
術
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
装
飾
性
の
み
な
ら
ず
、
刺
繡
と
い
う
一
針
一
針
の
行
為
が
高
価
で
神
聖
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
か
ら
と
考
え
る
。 
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註 
 
（
１
）
守
田
公
夫
編
『
日
本
の
美
術 
第
五
九
号 
刺
繡
』
至
文
堂 
一
九
七
一
年 
六
七
―
六
八
頁
。 
（
２
）
道
明
美
保
子
「
刺
繡
の
世
界
～
華
や
ぎ
、
そ
し
て
祈
る
色
と
形
～
」
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
編
『
刺
繡
の
世
界
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
 
一
九
九
二
年 
八
八
―
八
九
頁
。 
（
３
）
校
注
者 
坂
本
太
朗
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
記
（
四
）
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
二
三
三
』
岩
波
書
店 
 
二
〇
〇
三
年 
一
○
六
―
一
○
七
頁
。 
守
田
公
夫
編
『
日
本
の
美
術 
第
五
九
号 
刺
繡
』
至
文
堂 
一
九
七
一
年 
一
八
頁
。 
尚
学
図
書
『
国
語
大
辞
典 
言
泉
』
小
学
館 
一
九
八
七
年 
一
一
六
七
頁
。 
丈
六
と
は
、
仏
身
が
一
丈
六
尺
（
約
四
・
八
五
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
大
き
さ
に
作
ら
れ
た
仏
像
を
い
う
。
但
し
、
原
則
と
し
て
結
跏
趺
坐
に
作
る
の
で
、
そ
の
座
高
は
八
尺
か
ら
九
尺
が
基
準
と
さ
れ
る 
（
４
）
校
注
者 
坂
本
太
朗
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
記
（
二
）
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
二
三
一
』 
岩
波
書
店 
二
〇
〇
三
年 
二
○
四
―
二
〇
五
頁 
二
一
六
―
二
一
七
頁 
二
二
〇
―
二
二
一
頁
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
応
神
一
三
年
の
春
、
百
済
の
王
か
ら
真
毛
津
と
い
う
縫
衣
工
女
を
貢
が
れ
、
三
七
年
に
は
呉
に
阿
知
使
主
、
都
加
使
主
を
遣
わ
し
て
縫
工
女
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を
求
め
た
。
高
麗
を
経
由
し
て
呉
に
至
り
呉
の
王
は
工
女
兄
媛
・
弟
媛
、
呉
織
、
穴
織
、
ら
四
人
の
婦
女
を
与
え
ら
れ
た
。
四
一
年
に
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
の
祖
、
雄
略
一
四
年
・
同
三
月
漢
衣
縫
部
・
飛
鳥
衣
縫
部
・
伊
勢
衣
縫
の
祖
の
来
朝
記
録
が
あ
る
。 
（
５
）
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
古
社
寺
保
存
法
に
基
づ
き
《
天
寿
国
曼
荼
羅
図
刺
繡
掛
幅
》
の
名
称
で
中
宮
寺
の
繡
帳
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
、
断
片
二
点
に
つ
い
て
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
別
途
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
《
天
寿
国
繡
帳
残
闕
一
帳
附
同
残
片
二
》
と
し
て
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。 
（
６
）
澤
田
む
つ
代
「
天
寿
国
繡
帳
の
現
状
」『M
U
S
E
U
M
 
四
九
五
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
九
二
年 
五
、
一
三
―
一
五
、
二
二
―
二
五
頁
。 
（
７
）
三
田
覚
之
「
技
法
か
ら
み
た
天
寿
国
繡
帳
」『
フ
ェ
ロ
カ
リ
ア 
第
二
五
号
』
大
阪
大
学 
二
〇
〇
八
年 
七
一
、
八
七
―
八
九
、
九
三
頁
。 
調
査
に
キ
ー
エ
ン
ス
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
用
し
、
裂
の
織
組
織
、
糸
の
撚
り
の
回
転
数
に
言
及
し
た
。 
（
８
）
太
田
英
蔵
「
天
寿
国
曼
荼
羅
の
繡
技
と
建
治
修
理
に
つ
い
て
」『
太
田
英
蔵
染
織
史
著
作
集 
下
巻
』
文
化
出
版 
一
九
八
六
年 
 
一
三
五
―
一
五
四
頁
。(
初
出
『
史
迹
と
美
術
』
史
迹
美
術
同
攷
会 
一
九
四
八
年)
 
（
９
）
中
川
忠
順
「
天
壽
國
曼
荼
羅
に
就
い
て
」『
思
想 
二
〇
』
岩
波
書
店 
一
九
二
三
年 
八
四
―
九
一
頁
。
中
川
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
天
寿
国
繡
帳
を
調
査
し
、
繡
帳
断
片
に
は
「
羅
」「
綾
」「
平
絹
」
が
台
裂
と
し
て
使
用
さ
れ
、
糸
は
「
平
糸
」
と
「
撚
糸
」、
刺
繡
の
技
法
は
「
平
刺
」・「
撚
り
刺
」・「
纏
い
刺
」・「
纏
い
突
刺
」・「
絡
み
刺
」
の
五
つ
の
技
法
で
刺
繡
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。 
（
10
）
石
田
茂
作
「
国
寶 
天
壽
國
曼
荼
羅
繡
帳
」『
中
宮
寺
大
鏡
法
起
寺
大
鏡
』
大
塚
巧
芸
社 
一
九
四
〇
年 
九
頁
。 
「
天
壽
國
曼
荼
羅
の
復
元
に
つ
い
て
」
東
京
美
術
研
究
所
『
画
説
四(
五)
(
四
一)
』
岩
波
書
店 
一
九
四
〇
年
三
九
六
頁
。 
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原
寸
写
真
に
よ
っ
て
糸
は
「
平
糸
」「
撚
糸
」
と
し
、
技
法
は
「
平
刺
」「
撚
刺
」「
纏
刺
」「
絡
刺
」「
二
段
暈
繝
」
等
と
し
た
。 
（
11
）
毛
利
登
「
天
寿
国
繡
帳
」『M
U
S
E
UM
一
三
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
五
二
年 
二
二
―
二
四
頁
。
旧
繡
帳
に
は
「
強
い
撚
糸
」
で
「
纏
繡
」、
新
繡
帳
は
「
ゆ
る
い
撚
糸
」「
平
糸
」
で
「
平
繡
」「
纏
繡
」「
刺
し
繡
」
と
し
て
い
る
。 
（
12
）
石
田
茂
作
・
西
村
兵
部
『
繡
仏
』
角
川
書
店 
一
九
六
四
年 
一
二
―
一
八
頁
。 
（
13
）
大
橋
一
章
『
天
寿
国
繡
帳
の
研
究
』
吉
川
弘
文
書
館 
一
九
九
五
年 
六
、
一
〇
一
、
一
四
一
、
一
六
四
頁
。 
（
14
）
前
掲
出
（
10
）
三
九
四
頁
。《
天
寿
国
繡
帳
》
の
来
歴
に
つ
い
て
は
以
下
「
天
壽
國
曼
荼
羅
の
復
元
に
つ
い
て
」
の
記
述
に
よ
る
。 
（
15
）
定
円
「
聖
徳
太
子
曼
荼
羅
講
式
」『
夢
殿
八
』
斑
鳩
郷
舎 
一
九
三
三
年 
一
五
六
頁
。（
初
出
一
二
七
五
年
） 
定
円
は
洛
東
の
霊
山
の
法
師
。 
（
16
）
前
掲
出
（
６
）
五
―
六
頁
。 
（
17
）
前
掲
出
（
９
）。 
（
18
）
山
本
ら
く
『
刺
繡
』
芸
艸
堂 
一
九
七
二
年 
四
―
五
、
一
六
、
二
一
頁
。 
今
井
む
つ
こ
『
日
本
の
刺
繡
』
毎
日
新
聞
社 
一
九
七
六
年 
一
八
―
一
九
頁
。 
小
椋
順
子
『
日
本
の
古
刺
繡
』
源
流
社 
一
九
三
三
年 
一
〇
頁
。 
（
19
）
澤
田
む
つ
代 
「
序
説
」『
上
代
裂
集
成
』
中
央
公
論
美
術
出
版 
二
〇
〇
一
年 
三
頁
。 
上
代
裂
と
は
、
主
に
奈
良
時
代
の
染
織
品
を
包
括
し
た
呼
称
で
あ
る
。
奈
良
法
隆
寺
に
伝
え
ら
れ
た
染
織
品
、
い
わ
ゆ
る
「
法
隆
寺
裂
」
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と
、
奈
良
全
盛
期
か
ら
後
半
に
か
け
て
は
、
正
倉
院
に
遺
さ
れ
て
い
る
膨
大
な
量
の
正
倉
院
染
織
品
で
あ
る
「
正
倉
院
裂
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
（
20
）
大
﨑
綾
子
「「
天
寿
国
繡
帳
」
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
芸
術
学
研
究
編
集
委
員
会
編
『
芸
術
学
研
究 
一
九
』
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
芸
術
専
攻 
二
〇
一
四
年 
一
一
―
二
〇
頁
。 
刺
繡
糸
の
撚
り
方 
 
 
 
 
①
下
撚
り
：
二
本
の
、
撚
り
の
か
か
っ
て
い
な
い
平
糸
（
釜
糸
）
に
一
本
ず
つ
同
方
向
に
回
転
を
か
け
る
。 
②
上
撚
り
：
①
の
糸
を
二
本
合
せ
て
、
下
撚
り
と
逆
の
方
向
に
回
転
を
か
け
る
。 
撚
り
上
り
の
方
向
か
ら
Ｚ
撚
り
、
Ｓ
撚
り
と
い
う
名
称
が
あ
る
。
強
い
撚
り
を
辛
撚
り
、
弱
い
撚
り
を
甘
撚
り
、
撚
り
の
な
い
も
の
は
平
糸
（
釜
糸
）
と
い
う
。 
（
21
）
前
掲
出
（
８
） 
一
四
三
―
一
五
三
頁
。 
（
22
）
Ａ
：
前
掲
出
（
８
）。 
Ｂ
： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ
：
前
掲
出
（
19
）。 
（
23
）
前
掲
出
（
18
）
四
頁
。 
（
24
）
澤
田
む
つ
代
「
正
倉
院
と
法
隆
寺
の
刺
繡
の
比
較
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
「
正
倉
院
宝
物 
刺
繡
調
査
報
告
」『
正
倉
院
紀
要 
 
二
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五
』 
二
〇
〇
三
年 
四
六
、
四
七
―
四
八
頁
。 
（
25
）
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
八
七
年 
七
五
―
一
一
五
頁
。
刺
繡
作
家
、
日
本
工
芸
会
正
会
員
。 
松
岡
冬
子
『
刺
繡
の
基
礎
と
応
用 
上
巻
』
倉
持
出
版 
一
九
三
二
年 
八
七
―
一
〇
八
頁
。
女
子
美
術
学
校
刺
繡
科
教
授
。 
（
26
）
前
掲
出
（
19
）
七
五
頁
。 
（
27
）
前
掲
出
（
７
）
八
九
頁
。 
（
28
）
前
掲
出
（
８
）
一
四
八
頁
。 
（
29
）
東
京
都
美
術
館
・
大
﨑
市
立
美
術
館
・
名
古
屋
市
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
『
聖
徳
太
子
展
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 
二
〇
〇
一
年 
一
○
五
頁
。 
（
30
）
松
浦
正
昭
「
天
寿
国
繡
帳
と
飛
鳥
仏
教
美
術
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『
国
宝 
天
寿
国
繡
帳
』
東
京
国
立
博
物
館 
二
〇
〇
六
年 
一
三
―
一
五
頁
。
銅
造
と
刺
繡
の
丈
六
仏(
一
丈
六
尺
の
仏
像)
を
同
時
に
造
立
す
る
こ
と
は
、
飛
鳥
仏
教
の
原
則
で
あ
る
。
飛
鳥
寺
の
場
合
は
六
〇
五
年
四
月
に
発
願
し
繡
丈
六
仏
が
翌
四
月
銅
丈
六
仏
は
四
年
後
の
六
〇
九
年
四
月
に
完
成
し
た
。《
天
寿
国
繡
帳
》
と
同
時
に
発
願
さ
れ
た
法
隆
寺
の
銅
釈
迦
仏
が
十
四
ケ
月
で
完
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
繡
仏
で
あ
る
《
天
寿
国
繡
帳
》
は
一
年
以
内
に
完
成
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 
（
31
）
前
掲
出
（
13
） 
一
三
頁
。 
（
32
）
前
掲
出
（
12
）
一
四
頁
。 
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（
33
）
前
掲
出
（
７
）
八
九
頁
。 
（
34
）
経
糸
、
緯
糸
に
強
い
撚
り
を
か
け
た
糸
で
、
平
織
に
織
ら
れ
た
織
物 
（
35
）
前
掲
出
（
24
） 
四
六
、
四
八
―
四
九
頁
。 
（
36
）
澤
田
む
つ
代
「
法
隆
寺
奉
納
宝
物
の
金
銅
灌
頂
幡
と
繡
仏
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『M
u
s
e
u
m
五
五
四
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
九
八
年 
三
三
頁
。 
（
37
）
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
「
正
倉
院
宝
物 
刺
繡
調
査
報
告
」『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年
。 
（
38
）
前
掲
出
（
37
）
二
頁
。 
（
39
）
前
掲
出
（
37
）
一
頁
。 
（
40
）
河
上
繁
樹
「
文
様
か
ら
見
た
正
倉
院
の
刺
繡
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年 
 
五
九
―
六
〇
頁
。 
（
41
）
切
畑
健
・
福
田
喜
重
「
概
観 
正
倉
院
宝
物
に
見
る
刺
繡
美
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年 
二
五
―
二
八
頁
。 
（
42
）
前
掲
出
（
37
）
三
七
―
四
一
頁
。 
（
43
）
前
掲
出
（
37
）
六
四
―
六
五
頁
。 
（
44
）
徳
川
美
術
館
『
日
本
の
刺
繡
―
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
』
徳
川
美
術
館 
一
九
九
八
年 
一
七
〇
―
一
七
一
頁
。 
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（
45
）
前
掲
出
（
37
）
七
―
一
〇
頁
。 
（
46
）
前
掲
出
（
37
）
七
―
八
頁
。 
（
47
）
前
掲
出
（
37
）
八
頁
。 
（
48
）
前
掲
出
（
37
）
八
頁
。 
（
49
）
前
掲
出
（
37
）
八
―
九
頁
。 
（
50
）
前
掲
出
（
37
）
九
―
一
〇
頁
。 
（
51
）
前
掲
出
（
37
）
九
頁
。 
（
52
）
前
掲
出
（
37
）
九
頁
。 
（
53
）
前
掲
出
（
37
）
九
―
一
〇
頁
。 
（
54
）
前
掲
出
（
37
）
一
〇
頁
。 
（
55
）
前
掲
出
（
37
）
一
〇
頁
。 
（
56
）
前
掲
出
（
１
）
二
二
頁
。 
（
57
）
前
掲
出
（
４
）
三
一
六
―
三
一
七
頁
。 
前
掲
出
（
１
）
二
四
―
二
五
頁 
（
58
）
西
村
兵
部
『
日
本
美
術
工
芸 
三
四
八 
刺
繡
仏
』
至
文
堂 
一
九
四
八
年 
一
五
、
二
一
―
二
四
頁
。 
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（
59
）
伊
藤
信
二
『
日
本
の
美
術
七 
四
七
〇 
繡
仏
』
至
文
堂 
二
〇
〇
五
年
。 
 
（
60
）
繡
仏
技
法
一
覧
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
以
下
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。 
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
刺
繡
仏
展
』
奈
良
国
立
博
物
館 
一
九
六
三
年
。 
 
 
 
前
掲
出
（
12
）。 
 
 
 
前
掲
出
（
44
）。 
奈
良
国
立
博
物
館
『
女
性
と
仏
教 
い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
』
奈
良
国
立
博
物
館 
二
〇
〇
三
年
。 
 
 
 
前
掲
出
（
59
）
二
八
―
六
五
頁
。 
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『「
染
」
と
「
織
」
の
肖
像 
日
本
と
韓
国
・
守
り
伝
え
ら
れ
た
染
織
品
』（
財
）
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会 
二
〇
〇
八
年
。 
（
61
）
本
幡
は
、
平
成
二
一
年(
二
〇
〇
九)
六
月
一
日
よ
り
女
子
美
術
大
学
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
た
一
万
点
を
超
え
る
旧
カ
ネ
ボ
ウ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
で
あ
る
。
昭
和
三
八
年(
一
九
六
三)
の
奈
良
国
立
博
物
館
「
繡
仏
」
展
、
昭
和
三
九
年(
一
九
六
四)
角
川
書
店
出
版
『
繡
仏
』、
平
成
五
年(
一
九
九
三)
河
上
繁
樹
の
『
日
本
の
刺
繡 
日
本
の
染
織
七
』、
平
成
一
〇
年(
一
九
九
七)
の
徳
川
美
術
館
「
日
本
の
刺
繡
―
古
墳
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
展
、
平
成
一
七
年(
二
〇
〇
五)
至
文
堂
発
行
、
伊
藤
信
二
、『
日
本
の
美
術
七 
四
七
〇 
繡
仏
』
で
は
い
ず
れ
も
鐘
紡
株
式
会
社
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ネ
ボ
ウ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
内
藤
幸
江
・
澤
井
智
実
・
深
津
裕
子
・
石
井
美
恵
・
岡
田
宣
世
「
女
子
美
術
大
学
が
所
蔵
す
る
旧
カ
ネ
ボ
ウ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
学
術
研
究
、
保
存
、
教
育
的
活
用
に
関
す
る
美
術
館
の
取
り
組
み
」『
女
子
美
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術
大
学
紀
要 
第
四
〇
号
』
二
〇
一
〇
年 
一
一
三
―
一
一
四
頁
に
詳
し
い
。
来
歴
を
た
ど
る
と
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
二
月
に
大
阪
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
『
京
祇
園
い
づ
う
佐
々
木
寿
庵
所
蔵
品
入
札
茂
く
ろ
久
』
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
後
鐘
淵
紡
績
株
式
会
社
、
女
子
美
術
大
学
蔵
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
詳
細
な
調
査
は
研
究
報
告 
大
﨑
綾
子
「「
獅
子
桐
文
様
刺
繡
幡
」「
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
」
も
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
二
五
』 
二
〇
一
五
年 
一
〇
六
―
一
一
三
頁
に
よ
る
。 
（
62
）
児
玉
義
隆
『
梵
字
で
み
る
密
教
』
大
法
輪
閣 
二
〇
〇
二
年 
六
六
頁
。 
（
63
）
青
海
邦
子
「
堂
内
の
荘
厳
具
と
し
て
の
幡
の
一
考
察
（
そ
の
一
）」『
大
手
前
短
期
大
学
研
究
集
録 
二
六
巻
』
二
〇
〇
六
年 
 
二
三
一
―
二
四
八
頁
。 
（
64
）
吉
川
圭
『
古
事
類
苑 
宗
教
部
二
』
吉
川
弘
文
館 
一
九
六
八
年 
一
〇
八
八
頁
。 
（
65
）
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典 
第
一
一
巻
』
吉
川
弘
文
館 
一
九
九
〇
年 
七
三
三
頁
。 
（
66
）
前
掲
出
（
59
）
六
五
頁
。 
（
67
）
前
掲
出
（
59
）
三
〇
―
三
一
頁
。 
（
68
）
前
掲
出
（
12
）
二
二
―
二
三
、
四
五
―
四
六
、
七
七
―
七
八
頁
。 
（
69
）
山
川
曉
・
山
本
泰
一
「
作
品
解
説
」
徳
川
美
術
館
編
『
日
本
の
刺
繡 
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
ま
で
』
徳
川
美
術
館 
一
九
九
八
年 
四
六
、
五
二
―
五
三
、
一
五
三
―
一
五
五
頁
。 
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（
70
）
河
上
繁
樹
『
日
本
の
刺
繡 
日
本
の
染
織
七
』
京
都
書
院 
一
九
三
三
年 
三
九
、
八
八
―
九
一
頁
。 
（
71
）
前
掲
出
（
59
）
六
五
頁
。 
（
72
）
河
上
繁
樹
『
日
本
の
美
術
四 
三
八
三 
舞
楽
装
束
』
至
文
堂 
一
九
九
八
年 
四
八
頁
。 
（
73
）
前
掲
出
（
72
）
四
八
頁
。 
（
74
）
前
掲
出
（
44
）
一
五
五
頁
。 
（
75
）
前
掲
出
（
44
）
一
五
五
頁
。 
（
76
）
小
笠
原
小
枝
『
日
本
の
美
術
五 
二
六
四 
染
織
（
中
世
編
）』
至
文
堂 
一
九
八
八
年 
五
八
―
六
〇
頁
。 
（
77
）
小
笠
原
小
枝
『
染
と
織
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂 
一
九
九
八
年 
一
六
七
頁
。 
（
78
）
前
掲
出
（
77
）
一
六
九
頁
。 
（
79
）
前
掲
出
（
１
）
七
、
五
七
―
五
九
頁
。 
（
80
）
前
掲
出
（
44
）
一
六
九
頁
。 
（
81
）
河
上
繁
樹
、
藤
井
健
三
『
織
り
と
染
め
の
歴
史
日
本
編
』
昭
和
堂 
二
〇
一
四
年 
七
二
頁
。 
（
82
）
切
畑
健
『
日
本
の
美
術
六 
二
六
五 
染
織
（
近
世
編
）』』
至
文
堂 
一
九
八
八
年 
三
四
―
三
九
頁
。 
（
83
）
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典 
第
六
巻
』
吉
川
弘
文
館 
一
九
八
八
年 
七
六
八
頁
。 
 
 
 
「
総
繡
」
全
て
の
図
案
を
刺
繡
で
縫
い
表
し
た
も
の
。 
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「
繡
箔
（
ぬ
い
は
く
）
」
刺
繡
と
摺
箔
を
併
用
し
た
も
の
。 
（
84
）
野
間
清
六
『
日
本
の
美
術 
一
六
巻 
小
袖
と
能
装
束
』
平
凡
社 
一
九
六
五
年 
一
九
頁
。 
（
85
）
今
永
清
士
「
概
説 
服
飾
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
今
永
清
士
編
『
カ
ン
ヴ
ァ
ス
版 
日
本
の
染
織 
第
五
巻
小
袖
一
』
中
央
公
論
社 
 
 
 
一
九
八
三
年 
一
一
〇
頁
。 
（
86
）
須
藤
良
子
「
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
―
小
袖
の
系
譜
―
」
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
ａ
ｉ 
編
『
江
戸
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ア
ー
ト 
き
も
の
文
化
の
美
と
装
い
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 
二
〇
一
一
年 
三
四
頁
。 
（
87
）
長
崎
巌
「
小
袖
の
歴
史
と
美
」
大
森
達
次
編
『K
I
M
O
N
O
 
小
袖
に
見
る
華
・
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
』
女
子
美
術
大
学
美
術
館 
二
〇
〇
六
年 
九
頁
。 
（
88
）
前
掲
出
（
86
）
三
三
―
三
四
頁
。 
（
89
）
長
崎
巌
「
小
袖
の
変
遷
」
湯
原
公
浩
『
別
冊
太
陽 
骨
董
を
た
の
し
む 
五
五 
美
を
極
め
た
染
め
と
織
り 
小
袖
か
ら
着
物
へ
』
平
凡
社 
二
〇
〇
五
年 
九
六
―
九
七
頁
。 
（
90
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
平
成
一
三
年
度
東
京
国
立
博
物
館
文
化
財
修
理
報
告Ⅲ
』
東
京
国
立
博
物
館 
二
〇
〇
三
年 
一
〇
〇
頁
。 
（
91
）
前
掲
出
（
89
）
九
九
頁
。 
（
92
）
前
掲
出
（
２
）
六
八
―
六
九
頁
。 
（
93
）
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
『
南
紀
徳
川
史 
第
十
六
冊
』
南
紀
徳
川
史
刊
行
会 
一
九
三
三
年 
二
四
三
―
二
四
四
頁
。 
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（
94
）
大
森
達
次
編
『K
I
M
O
N
小
袖
に
見
る
華
・
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
』
女
子
美
術
大
学
美
術
館 
二
〇
〇
六
年 
九
八
頁
。 
（
95
）
梶
谷
宣
子
、
吉
田
孝
次
郎
『
祇
園
祭
山
鉾
懸
装
品
調
査
報
告
書 
渡
来
染
織
品
の
部
』」
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会 
一
九
九
二
年
。 
 
祇
園
祭
の
山
・
鉾
に
使
用
さ
れ
て
い
る
懸
装
品
の
う
ち
主
と
し
て
江
戸
時
代
に
海
外
よ
り
日
本
に
渡
来
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
染
織
品
二
九
七
点
に
つ
い
て
の
調
査
。
刺
繡
作
品
に
は
中
国
、
イ
ン
ド
の
も
の
が
あ
る
。 
（
96
）
山
辺
知
行
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
理
記
」
文
化
庁
文
化
財
部
『
月
刊
文
化
財 
一
二
二
』 
第
一
法
規
出
版 
一
九
七
三
年 
 
三
八
―
四
五
頁
。 
（
97
）
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て(
第
一
報)
」
共
立
女
子
大
学 
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
〇
号
』
共
立
女
子
短
期
大
学 
一
九
七
七
年 
六
七
―
八
一
頁
。 
 
 
 
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て(
第
二
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
一
）」
共
立
女
子
短
期
大
学 
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
一
号
』
共
立
女
子
短
期
大
学 
一
九
七
八
年 
五
七
―
七
四
頁
。 
 
 
 
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て(
第
二
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
二
）」
共
立
女
子
短
期
大
学
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
二
号
』 
一
九
七
九
年 
四
五
―
六
一
頁
。 
 
 
 
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
し
ゅ
う
技
術
に
つ
い
て(
第
四
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
三
）」
共
立
女
子
短
期
大
学
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
五
号
』 
一
九
八
二
年 
一
五
―
二
八
頁
。 
（
98
）
岡
田
宣
世
「
山
車
飾
幕
に
お
け
る
刺
繡
表
現
―
半
田
市
祭
礼
飾
幕
を
中
心
と
し
て
―
」
女
子
美
術
大
学 
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
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三
一
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
一
年 
五
五
―
六
四
頁
。
愛
知
県
半
田
市
に
保
存
さ
れ
て
い
る
山
車
飾
幕
七
六
組
約
二
〇
〇
枚
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。 
岡
田
宣
世
「
江
戸
型
山
車
飾
幕
の
修
復
―
『
那
古
祭
礼
寺
赤
組
飾
幕
』
に
み
る
刺
繡
技
法
」
女
子
美
術
大
学 
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
三
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
三
年 
八
三
―
九
二
頁
。 
（
99
）
水
上
嘉
代
子
「
山
車
幕
・
山
車
人
形
衣
裳
」
川
越
市
教
育
委
員
会
編
『
川
越
氷
川
祭
り
の
山
車
行
事
：
調
査
報
告
書
・
本
文
編
』
川
越
市
教
育
委
員
会 
二
〇
〇
三
年 
四
一
五
―
四
一
九
頁
。 
（
100
）
植
木
行
宣
『
日
本
の
美
術 
第
五
一
六
号 
山
車
』
ぎ
ょ
う
せ
い 
二
〇
〇
九
年 
八
五
頁
。 
（
101
）
植
木
行
宣
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
―
風
流
の
開
花
』
白
水
社 
二
〇
〇
一
年 
一
九
三
―
一
九
五
、
二
〇
一
―
二
〇
五
、
二
一
五
―
二
二
四
、
三
〇
九
―
三
一
五
頁
。
江
戸
型
山
車
：
台
車
の
上
に
二
層
の
壇
を
組
み
、
壇
上
に
大
型
の
人
形
や
器
物
の
作
り
物
を
立
て
、
一
層
の
前
部
を
囃
子
台
と
す
る
形
態
で
。
壇
の
枠
を
幕
で
囲
む
の
が
特
色
だ
が
、
中
心
を
貫
く
真
木
を
も
つ
古
い
形
式
の
山
車
が
残
り
、
江
戸
型
山
車
が
柱
の
頭
に
出
し
を
載
せ
る
鉾
の
発
展
形
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 
（
102
）
染
繡
品
修
復
研
究
会
『
山
車
刺
繡
飾
幕
調
査
報
告
書
（
第
一
期
）』
染
繡
品
修
復
研
究
会 
二
〇
〇
二
年
。 
（
103
）
前
掲
出
（
99
） 
四
一
五
―
四
一
九
頁
。 
前
掲
出
（
95
）
岡
田
宣
世
「
山
車
飾
幕
に
お
け
る
刺
繡
表
現
―
半
田
市
祭
礼
飾
幕
を
中
心
と
し
て
―
」
女
子
美
術
大
学 
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
一
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
一
年 
五
五
―
六
四
頁
。 
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（
104
）
前
掲
出
（
95
）
一
六
、
一
二
三
―
一
二
四
、
一
七
六
―
一
七
七
頁
。 
（
105
）
東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
編
『
港
区
文
化
財
調
査
報
告
書 
赤
坂
氷
川
神
社 
御
用
祭
り
と
氷
川
山
車
』 
東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係 
一
九
八
七
年 
二
―
六
頁
。 
（
106
）
前
掲
出
（
95
）
岡
田
宣
世
「
江
戸
型
山
車
飾
幕
の
修
復
―
『
那
古
祭
礼
寺
赤
組
飾
幕
』
に
み
る
刺
繡
技
法
」
女
子
美
術
大
学 
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
三
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
三
年 
九
二
頁
。 
（
107
）
切
畑
健
『
興
福
院
所
蔵
刺
繡
掛
袱
紗
』
紫
紅
社 
一
九
九
二
年 
二
―
一
二
三
頁
。 
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第
二
章 
明
治
時
代
の
刺
繡 
   
は
じ
め
に 
 
明
治
維
新
と
い
う
大
き
な
時
代
の
変
化
に
よ
り
刺
繡
は
制
作
自
体
が
変
化
し
た
。
そ
の
中
で
、
各
博
覧
会
に
出
品
す
る
こ
と
で
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
地
位
確
保
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
過
程
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
制
作
が
行
わ
れ
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
美
術
品
と
な
っ
た
刺
繡
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
西
洋
か
ら
の
影
響
は
刺
繡
の
形
態
や
技
法
、
図
案
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
存
す
る
作
品
を
も
と
に
検
証
す
る
。 
明
治
時
代
に
な
り
刺
繡
職
人
に
と
っ
て
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
武
家
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、刺
繡
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
変
し
た
。
江
戸
時
代
ま
で
刺
繡(
縫
い
と
り)
の
仕
事
は
そ
の
用
途
か
ら
幕
府
や
旗
本
の
御
用
を
つ
と
め
た
「
お
召
や
」
と
、
一
般
の
注
文
品
を
制
作
し
て
い
た
「
地
も
の
や
」
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
維
新
以
降
は
、
武
家
制
度
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
顧
客
を
失
っ
た
（
１
）。
一
方
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
頃
に
京
都
七
条
烏
丸
の
田
中
利
兵
衛
が
英
国
人
と
刺
繡
貿
易
を
始
め
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
は
軌
道
に
乗
り
、
職
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
２
）。
国
内
に
お
い
て
は
、
庶
民
へ
の
絹
の
着
物
の
普
及
で
半
金
糸
や
平
糸
で
バ
ラ
を
刺
繡
し
た
金
糸
の
「
菅
繡
」
を
し
た
半
衿
が
生
産
さ
れ
た
。
京
都
千
総
の
西
村
総
左
衛
門
は
明
治
七
、
八
年
（
一
八
七
四
、
五
）
頃
よ
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り
、
刺
繡
品
の
制
作
に
力
を
注
ぎ
、
同
じ
く
京
都
の
飯
田
新
七
も
明
治
二
二
、
三
年
（
一
八
八
九
、
九
〇
）
に
は
刺
繡
品
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
（
３
）。 
一
方
、
開
国
に
よ
り
海
外
へ
の
供
給
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
政
府
は
、
刺
繡
を
含
む
日
本
の
精
巧
で
緻
密
な
工
芸
品
製
作
の
技
術
に
目
を
付
け
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
を
そ
の
広
報
の
場
と
し
て
活
用
し
、
輸
出
の
奨
励
を
図
っ
た
。
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
大
作
は
一
作
も
残
さ
ず
外
国
へ
輸
出
さ
れ
、
日
本
の
重
要
産
物
と
し
て
出
さ
れ
た
。
万
国
博
覧
会
で
情
報
を
集
め
、
内
国
勧
業
博
覧
会
で
海
外
の
動
向
並
び
に
ニ
ー
ズ
を
国
内
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
体
制
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
期
間
中
に
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
事
務
副
総
裁
の
佐
野
常
民
（
文
政
五
年
（
一
八
二
三
）
―
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
））
が
携
わ
り
起
立
工
商
会
社
が
設
立
さ
れ
た
（
４
）。
起
立
工
商
会
社
は
明
治
政
府
の
補
助
を
受
け
、
海
外
へ
の
輸
出
を
目
的
と
し
た
工
芸
品
の
製
造
及
び
販
売
を
行
う
会
社
と
し
て
、
産
業
振
興
を
目
的
に
創
業
し
、
明
治
時
代
の
著
名
な
工
芸
家
が
数
多
く
関
わ
っ
て
い
た
。
陶
磁
器
、
漆
工
、
金
工
の
六
〇
名
余
り
の
著
名
な
工
芸
家
が
関
わ
っ
て
お
り
、『
起
立
工
商
会
社
の
工
芸
下
図
集 
明
治
の
輸
出
工
芸
図
案
』
に
よ
れ
ば
図
案
制
作
の
職
工
名
の
中
に
刺
繡
職
人
の
名
も
あ
っ
た
（
５
）。
起
立
工
商
会
社
は
経
営
の
失
敗
に
政
府
の
経
済
的
援
助
の
停
止
が
重
な
り
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
廃
業
し
た
。 
 
 
一
方
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
―
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
か
け
て
博
覧
会
事
事
務
局
（
内
務
省
管
轄
）
が
『
温
知
図
録
』
を
編
集
し
た
。
こ
れ
は
、
国
内
外
へ
工
芸
作
品
を
発
表
し
て
い
く
た
め
の
工
芸
図
案
図
録
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
出
品
す
る
作
品
の
下
図
を
作
成
し
て
諸
工
に
配
布
し
、
あ
る
い
は
諸
工
の
要
求
に
応
じ
て
各
工
が
作
製
し
た
図
案
を
修
正
し
た
。
作
成
及
び
修
正
は
事
務
官
と
画
工
が
従
事
し
、
陶
器
・
七
宝
・
鋳
物
・
鎚
鍛
器
・
籐
細
工
・
刺
繡
・
紋
・
氈
・
染
・
革
併
せ
て
十
種
類
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に
分
け
て
縮
写
し
た
。
こ
れ
ら
の
図
を
作
成
す
る
と
き
に
、
古
画
か
ら
形
や
文
様
を
捜
し
、
新
し
い
意
匠
を
加
え
た
（
６
）。 
こ
の
よ
う
に
刺
繡
職
人
た
ち
は
、
万
国
博
覧
会
、
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
す
る
こ
と
で
、
研
鑽
を
積
ん
で
い
っ
た
。 
明
治
期
後
半
は
、
日
清
日
露
戦
争
に
よ
る
戦
後
景
気
の
影
響
で
、
社
会
全
体
が
繁
栄
し
、
染
織
品
に
対
し
て
一
般
の
人
々
が
華
や
か
で
豪
華
な
も
の
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
復
古
的
風
潮
が
台
頭
し
て
き
た
（
７
）。
明
治
時
代
前
半
は
取
り
入
れ
た
最
新
技
術
を
使
用
し
て
作
る
こ
と
の
み
で
あ
っ
た
が
、
後
期
以
降
は
そ
の
技
術
を
基
に
研
究
が
行
わ
れ
、
刺
繡
に
関
し
て
は
新
し
い
素
材
や
技
法
が
紹
介
さ
れ
、
和
の
図
案
を
西
洋
刺
繡
の
技
法
で
行
う
宮
廷
服
な
ど
の
洋
装
が
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
、
友
禅
染
に
使
用
さ
れ
て
い
る
染
料
が
合
成
染
料
に
変
り
、
捺
染
機
が
輸
入
さ
れ
そ
の
技
術
と
も
に
、
新
し
い
着
物
の
文
様
デ
ザ
イ
ン
が
ひ
ろ
が
っ
た
。 
以
上
の
様
な
歴
史
的
背
景
の
元
で
、
大
き
く
変
わ
っ
て
行
っ
た
明
治
期
の
刺
繡
作
品
を
見
て
行
く
。 
第
一
節
で
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
の
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
、
諸
博
覧
会
出
品
記
録
や
京
都
刺
繡
同
業
組
合
発
行
の
『
日
本
刺
繡
史
』
よ
り
探
る
。
一
般
に
は
「
湯
島
聖
堂
博
覧
会
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
文
部
省
博
覧
会
」
で
は
、
博
覧
会
の
概
要
と
出
品
さ
れ
た
刺
繡
作
品
を
含
む
染
織
品
に
つ
い
て
調
査
す
る
。
そ
れ
ま
で
「
彫
刻
」「
絵
画
」「
金
工
」「
漆
工
」「
陶
磁
」「
染
織
」
等
の
刺
繡
を
含
む
専
門
職
が
行
う
行
為
は
、「
技
芸
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
に
な
り
「
美
術
」
と
い
う
言
語
が
生
れ
、「
美
術
」「
工
芸
」「
芸
能
」
と
い
っ
た
分
野
に
分
類
さ
れ
た
。
「「
彫
刻
」「
絵
画
」
は
「
美
術
」
分
類
に
分
け
ら
れ
、「
工
芸
」
は
実
用
的
な
も
の
と
い
う
分
類
で
、
鑑
賞
の
対
象
で
あ
る
「
美
術
」
よ
り
一
段
低
い
位
置
付
け
を
さ
れ
た
（
８
）。 
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
刺
繡
を
含
む
工
芸
品
は
工
業
製
品
と
み
な
さ
れ
、
美
術
品
と
し
て
の
展
示
は
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
時
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代
の
主
だ
っ
た
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
そ
の
出
品
部
門
の
変
遷
を
調
査
す
る
。
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
出
品
者
と
そ
の
題
材
を
検
証
す
る
。
な
お
、
本
論
に
お
け
る
万
国
博
覧
会
の
名
称
は
『
世
紀
の
祭
典 
万
国
博
覧
会
の
美
術
』
の
表
記
に
基
づ
い
た
も
の
と
す
る
（
９
）。 
第
二
節
は
国
内
に
お
い
て
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
刺
繡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
登
場
し
た
、
油
画
を
刺
繡
し
た
作
品
に
啓
発
さ
れ
新
し
い
刺
繡
表
現
を
研
究
開
発
し
た
京
都
の
人
々
に
つ
い
て
触
れ
た
。
次
に
こ
れ
ま
で
和
風
の
建
築
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
室
内
装
飾
と
し
て
部
屋
を
彩
る
美
術
染
織
品
と
い
う
新
し
い
分
野
の
作
品
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
の
美
術
染
織
を
日
本
に
お
い
て
室
内
装
飾
と
し
て
使
用
し
た
例
は
洋
館
が
先
陣
を
切
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
の
技
法
は
勿
論
の
こ
と
西
洋
建
築
に
ど
の
よ
う
な
図
案
を
飾
っ
て
い
た
の
か
を
中
心
に
調
査
を
行
う
。
明
治
宮
殿
や
霞
が
関
離
宮
等
に
設
置
さ
れ
た
作
品
は
皇
室
所
蔵
品
で
あ
る
の
で
こ
れ
ま
で
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
置
き
型
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
は
な
く
壁
紙
と
し
て
刺
繡
を
使
用
し
た
例
と
し
て
旧
岩
崎
邸
の
天
井
刺
繡
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
様
な
形
態
で
の
使
用
は
海
外
で
は
見
ら
れ
る
が
日
本
で
は
稀
で
あ
る
。
ま
た
、
服
飾
に
影
響
を
与
え
た
西
洋
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
、
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
所
蔵
の
「
宮
廷
服
」
よ
り
そ
の
技
法
を
検
証
す
る
。
男
性
の
洋
装
化
は
巡
査
や
鉄
道
員
の
制
服
に
採
用
さ
れ
比
較
的
明
治
の
早
い
段
階
に
浸
透
し
た
が
、
女
性
の
洋
装
化
は
す
ぐ
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ
た
（
10
）。
む
し
ろ
上
流
階
級
の
婦
人
に
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
宮
廷
服
の
刺
繡
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。 
第
三
節
で
は
、「
刺
繡
教
育
」
と
し
て
、
東
京
の
刺
繡
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
学
校
の
刺
繡
教
育
の
学
科
課
程
よ
り
そ
の
内
容
と
学
校
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
た
か
を
確
認
す
る
。
一
般
女
性
へ
の
刺
繡
普
及
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
、
当
時
の
一
般
向
け
指
南
書
を
も
と
に
検
証
す
る
。
ま
た
、
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
は
教
育
課
程
で
教
授
さ
れ
た
刺
繡
技
法
の
中
に
反
映
さ
れ
た
西
洋
の
刺
繡
技
法
を
検
証
す
る
。 
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第
一
節 
博
覧
会
に
よ
る
刺
繡
産
業
の
発
展 
 
（
一
）
日
本
初
の
博
覧
会
に
お
け
る
刺
繡
作
品 
 
 
國
雄
行
に
よ
れ
ば
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
〇
月
か
ら
京
都
の
三
井
高
福
ら
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
西
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
が
日
本
で
最
初
の
博
覧
会
で
あ
る
と
い
う
（
11
）。
京
都
に
遅
れ
て
東
京
で
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
三
月
一
〇
―
四
月
二
九
日
に
文
部
省
が
東
京
の
湯
島
聖
堂
で
博
覧
会
を
開
催
し
た
。 
一
曜
斎
国
輝
に
よ
る
「
文
部
省
博
覧
会
」
の
様
子
を
描
い
た
《
古
今
珎
物
集
覧
》
に
よ
れ
ば
、
三
枚
続
の
錦
絵
の
中
央
に
は
名
古
屋
藩
が
政
府
に
献
上
し
て
宮
内
庁
に
納
め
ら
れ
て
い
た
名
古
屋
城
の
金
の
鯱
が
描
か
れ
、
背
後
に
は
地
方
か
ら
集
め
ら
れ
た
名
産
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
（
図
２
―
１
）。
こ
の
博
覧
会
は
知
見
拡
大
を
目
的
と
し
古
器
旧
物
の
展
示
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
画
面
左
側
に
は
着
物
が
飾
っ
て
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
は
画
像
か
ら
は
「
モ
ロ
ッ
コ
人
女
服
」「
五
衣
」「
元
禄
時
代
の
衣
服
」「
倌
長
陣
羽
織
」「
女
官
礼
服
キ
レ 
明
朝
之
官
服
」
「
渥
美
綿
」
と
読
み
取
れ
る
。『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史 
資
料
編
』
に
よ
れ
ば
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
染
織
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
12
）。 
①
宮
内
省
蔵
「
五
ツ
衣
」「
紅
梅
色
ニ
白
ノ
唐
花
地
文
上
衣
萌
黄
色
ニ
薄
緑
ノ
唐
花
地
文
」、「
裳
」「
白
綾
ニ
桐
竹
□
摺
文
竹
ハ
緑
色
桐
ハ
紺
青
色
」、「
唐
衣
」「
□
□
色
ニ
亀
甲
ニ
蝶
ノ
丸
ノ
単
衣
織
物
」、「
檜
扇
」「
雲
形
ニ
梅
竹
ノ
極
彩
色
錺
無
五
色
」 
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②
市
川
石
音
蔵
「
黒
地
狩
服
」、「
竹
狩
服
」、「
逆
頰
服 
熊
毛
」 
③
稱
福
寺
蔵
「
聖
徳
太
子
袈
裟
」 
④
浄
泉
寺
蔵
「
明
朝
官
服
之
古
切
」 
⑤
古
筆
了
悦
蔵
「
安
徳
天
皇
御
産
衣
切
レ
」、「
舞
装
束
ノ
切
レ
」、「
高
倉
宮
御
衣
ノ
切
レ
」 
⑥
支
那 
暢
齋
蔵
「
襟
」、「
帯
」 
⑦
シ
ー
ボ
ル
ト
蔵
「
澳
國
軍
服
ノ
切
地
」 
⑧
五
條
侍
従
蔵
「
公
卿
上
袴 
有
文
白
」、「
公
卿
大
口 
緋
色
」、「
公
卿
石
帯
」、「
公
卿
夏
裾
」、「
公
卿
襲
」、「
公
卿
夏
直
衣
」、「
四
位
石
帯
」、「
五
位
石
帯
」、「
殿
上
人
夏
裾
」、「
殿
上
人
上
袴
」、「
平
緒
」、「
石
帯 
天
満
宮
神
寳
様
」、「
魚
袋 
金
装
」 
⑨
田
中
大
介
蔵
「
英
國
海
軍
士
官
禮
服
」 
⑩
萬
平
「
和
蘭
古
代
ノ
女
服
」 
⑪
佐
羽
吉
右
衛
門
「
亜
國
婦
人
衣
服
」 
⑫
三
條
西
「
冬
袍
」、「
紅
単
」 
以
上
古
物
を
中
心
と
し
た
染
織
品
で
、
服
飾
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
刺
繡
作
品
又
は
刺
繡
を
施
さ
れ
た
作
品
が
あ
っ
た
か
は
文
献
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
。《
古
今
珎
物
集
覧
》
の
「
モ
ロ
ッ
コ
人
女
服
」
と
さ
れ
る
の
は
「
和
蘭
古
代
ノ
女
服
」（
オ
ラ
ン
ダ
）
も
し
く
は
、「
亜
國
婦
人
服
」（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
と
推
測
さ
れ
る
。
服
に
は
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
そ
れ
ら
が
刺
繡
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、『
東
京
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国
立
博
物
館
百
年
史 
資
料
編
』
記
載
の
「
澳
國
軍
服
ノ
切
地
」（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、「
英
國
海
軍
士
官
禮
服
」
は
軍
服
で
あ
る
こ
と
か
ら
金
糸
を
用
い
た
モ
ー
ル
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。 
日
本
初
の
博
覧
会
に
お
い
て
、
服
飾
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
刺
繡
が
展
示
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
っ
た
。
こ
の
博
覧
会
終
了
後
は
湯
島
聖
堂
で
毎
月
一
、
六
の
日
に
開
館
し
一
般
公
開
し
、
明
治
一
五
年
に
上
野
に
建
設
さ
れ
る
博
物
館
に
移
さ
れ
た
。 
 （
二)
万
国
博
覧
会
出
展
の
た
め
の
刺
繡
形
態
の
変
化 
 
日
本
の
万
国
博
覧
会
参
加
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
が
は
じ
め
と
さ
れ
る
が
、
既
に
幕
府
の
力
が
な
か
っ
た
た
め
薩
摩
藩
、
佐
賀
藩
も
独
立
国
と
し
て
出
品
を
お
こ
な
い
国
家
と
し
て
統
一
感
の
な
い
出
品
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
が
明
治
政
府
と
し
て
参
加
し
た
万
国
博
覧
会
と
な
っ
た
（
13
）。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
東
京
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
に
よ
れ
ば
「
政
府
は
万
国
博
覧
会
を
世
界
の
先
端
技
術
の
吸
収
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
、
日
本
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、
内
国
勧
業
博
覧
会
で
収
集
情
報
の
国
内
通
達
と
そ
れ
に
よ
る
輸
出
品
の
生
産
促
進
を
図
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
」（
14
）。
つ
ま
り
万
国
博
覧
会
と
内
国
勧
業
博
覧
会
を
組
に
し
て
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。 
万
国
博
覧
会
に
は
染
織
品
も
数
多
く
出
展
さ
れ
て
い
た
。
初
期
の
万
国
博
覧
会
で
は
日
本
の
技
術
を
知
ら
し
め
る
た
め
に
古
器
旧
物
が
主
な
展
示
物
で
あ
っ
た
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
販
売
製
品
の
サ
ン
プ
ル
と
な
る
作
品
の
出
展
が
増
え
て
き
た
。 
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次
に
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
発
行
し
た
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
及
び
各
博
覧
会
の
報
告
書
を
基
に
各
万
国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
刺
繡
作
品
及
び
図
案
に
つ
い
て
抽
出
し
た
（
15
）。 
 ①
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会 
  
明
治
六
年(
一
八
七
三)
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
出
品
部
類
は
二
六
部
門
か
ら
成
り
、
刺
繡
は
第
五
区
の
「
組
織
衣
服
品
製
造
の
事
」
に
認
め
ら
れ
た
（
表
２
―
１
）(
16)
。
受
賞
記
録
に
よ
れ
ば
横
浜
商
人
椎
野
庄
兵
衛
出
品
の
枕
カ
バ
ー
《
枕
縫
取
ノ
覆
物
》
が
進
歩
賞
牌
を
受
け
て
い
る
（
表
２
―
２
）(
17)
。
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
の
出
品
記
録
が
見
い
だ
せ
ず
詳
細
な
出
品
作
品
は
不
明
で
あ
る
。 
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
飾
ら
れ
た
刺
繡
と
し
て
、
同
じ
大
き
さ
の
額
に
収
め
ら
れ
た
《
菊
紋
額
》(
図
２
―
２)
《
双
頭
鷲
額
》
(
図
２
―
３)
が
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
月
一
一
日
に
東
京
国
立
博
物
館
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。《
菊
紋
額
》
は
黒
の
起
毛
素
材
の
上
に
金
糸
で
刺
繡
が
ほ
ど
こ
し
て
あ
り
、
そ
の
刺
繡
技
法
は
江
戸
時
代
よ
り
山
車
の
飾
幕
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
で
あ
っ
た
。
菊
は
花
び
ら
が
一
六
枚
の
八
重
で
、
皇
室
の
紋
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
紋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
。
周
囲
に
は
七
五
の
桐
紋
が
茎
と
蕾
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
ボ
ー
ダ
ー
に
囲
ま
れ
て
い
る
。《
双
頭
鷲
額
》
の
刺
繡
技
法
は
Ｓ
撚
り
の
強
い
撚
り
の
糸
に
よ
る
「
平
繡
」「
割
繡
」「
駒
繡
」「
刺
し
繡
」「
天
鵞
絨
繡
」
が
用
い
ら
れ
、
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台
裂
は
撚
り
金
糸
に
よ
る
「
菅
繡
」
で
覆
い
尽
く
さ
れ
、
冠
は
丸
金
糸
を
使
っ
た
「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
で
あ
っ
た
。
刺
繡
糸
に
は
陰
影
を
つ
け
る
た
め
に
そ
の
上
か
ら
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
。《
双
頭
鷲
額
》
の
鷲
の
羽
の
部
分
に
あ
る
一
一
個
の
小
さ
な
四
角
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
紋
章
が
刺
繡
さ
れ
て
い
る
。
中
の
モ
チ
ー
フ
は
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
で
、
紋
章
の
細
部
が
省
略
さ
れ
た
刺
繡
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
紋
章
の
見
本
を
参
考
に
日
本
人
が
刺
繡
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
刺
繡
を
詳
細
に
実
見
し
た
と
こ
ろ
、「
平
繡
」
し
た
糸
の
上
か
ら
「
切
押
さ
え
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
針
足
が
長
く
本
来
の
目
的
で
あ
る
糸
の
浮
を
抑
え
る
目
的
が
果
た
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
額
が
出
展
作
で
は
な
く
、
日
本
国
の
会
場
に
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
看
板
の
様
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
当
時
の
優
れ
た
刺
繡
技
術
者
の
手
に
よ
る
作
品
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
刺
繡
の
技
術
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
作
品
と
言
え
る
。 
 
②
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会 
 
明
治
九
年(
一
八
七
六)
米
国
で
行
わ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
ア
メ
リ
カ
独
立
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
。
出
品
は
七
部
門
に
分
け
ら
れ
、
刺
繡
は
「
製
造
物
」
部
門
の
中
の
「
刺
繡
及
衣
服
、
家
什
等
の
装
飾
、
刺
繡
、
小
帛
布
、
同
帛
紗
、
同
彩
染
屏
風
、
帯
地
、
佛
像
幅
、
同
家
什
、
同
雑
品
、
卓
布
等
及
玉
石
装
飾
小
品
」
に
出
品
さ
れ
た(
18)
。
出
品
作
品
は
帛
紗
（
袱
紗
と
も
）
の
数
量
が
多
く
、
他
に
屏
風
、
帯
、
繡
仏
が
あ
っ
た
。
京
都
か
ら
は
屏
風
、
衝
立
、
扁
額
、
帛
紗
な
ど
の
伝
統
的
な
も
の
、
横
浜
か
ら
は
西
洋
人
に
向
け
た
寝
間
着
、
帛
紗
な
ど
が
出
品
さ
れ
た
。
欧
米
の
生
活
様
式
を
意
識
し
た
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
や
ベ
ッ
ト
カ
バ
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ー
な
ど
は
ま
だ
数
が
少
な
か
っ
た(
表
２
―
３)
。
褒
賞
は
京
都
の
西
村
総
右
衛
門(
19)
、
田
中
利
兵
衛
、
横
浜
の
椎
野
庄
兵
衛
の
三
名
で
あ
っ
た
。『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
解
説
第
一
』
の
中
で
刺
繡
の
技
術
の
高
さ
に
対
す
る
反
応
を
述
べ
て
い
る
。 
日
本
帛
製
物
ノ
中
甚
ダ
著
明
ナ
ル
一
物
ハ
刺
繡
ト
ス
蓋
シ
刺
繡
ハ
其
用
禮
服
ノ
盛
飾
、
俳
優
ノ
装
服
或
ハ
飾
室
ノ
掛
帛 
 
 
等
ニ
止
マ
リ
シ
カ
近
年
又
外
人
需
要
ノ
貸
物
ヲ
製
出
セ
リ 
又
彩
畫
ヲ
帛
面
ニ
施
シ
（
外
人
或
ハ
見
テ
印
畫
ト
ナ
ス
ベ
シ
）
更
ニ
之
ヲ
刺
繡
シ
或
ハ
繡
ニ
シ
以
テ
花
鳥
等
極
メ
テ
美
麗
ノ
畫
ヲ
装
成
ス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
凡
ソ
此
等
ノ
貨
物
苟
モ
時
日
ヲ
嗇
マ
ズ
細
工
ヲ
積
ン
テ
製
成
ス
其
最
モ
巧
妙
ナ
ル
モ
ノ
、
如
キ
ハ
曾
ヲ
一
人
ノ
其
工
ヲ
競
フ
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
而
□
其
工
タ
ル
婦
女
ノ
十
指
ニ
出
テ
ス
若
ク
ハ
私
業
閑
計
ニ
非
ズ
シ
テ
専
ラ
特
別
ナ
ル
職
工
ノ
製
ニ
係
レ
リ 
日
本
の
帛(
絹)
製
品
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
は
刺
繡
で
、
服
飾
の
飾
り
や
室
内
の
装
飾
に
使
わ
れ
て
い
る
。
近
年
は
外
人
の
需
要
が
あ
り
、
帛(
絹)
に
彩
絵
を
施
し
、
刺
繡
し
た
も
の
は
極
め
て
優
美
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
20
）。
博
覧
会
報
告
書
は
日
本
の
博
覧
会
事
務
所
の
所
見
で
あ
る
の
か
、
万
国
博
覧
会
側
の
意
見
で
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
作
品
は
服
飾
の
加
飾
が
主
な
刺
繡
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
が
、
海
外
に
刺
繡
作
品
と
し
て
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
絵
の
よ
う
な
鳥
や
花
を
微
細
に
施
し
た
「
主
役
の
刺
繡
」
が
求
め
ら
れ
、
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
刺
繡
は
専
門
の
職
工
の
手
に
よ
る
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
褒
賞
を
受
け
た
西
村
の
作
品
《
水
中
群
禽
図
刺
繡
額
》
に
つ
い
て
は
次
項
で
詳
細
に
述
べ
る
。 
『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
目
録
第
二
』
の
日
本
出
品
賞
牌
受
附
の
事
例
中
審
査
官
報
告
に
よ
れ
ば(
21)
、
西
村
総
右
衛
門
の
刺
繡
に
対
し
て
「
絹
地
ニ
美
麗
ナ
ル
刺
繡
ヲ
為
セ
ル
者
ニ
シ
テ
彩
色
鮮
明
ナ
リ
且
ツ
印
シ
且
ツ
繡
ス
工
趣
新
奇
ニ
價
又
廉
ナ
リ
」、
田
中
利
兵
衛
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の
刺
繡
の
畫
に
対
し
て
は
「
刺
繡
ノ
畫
太
タ
殊
異
ニ
シ
テ
珍
奇
ト
ス
軟
新
ノ
風
趣
ア
リ
手
段
高
上
製
造
超
絶
ナ
リ
」
と
、
そ
の
技
術
の
高
さ
と
新
規
性
に
つ
い
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。 
 ③
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
一
八
七
八
） 
 
 
 
 
 
明
治
一
一
年(
一
八
七
八)
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
よ
ば
れ
る
日
本
ブ
ー
ム
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
、
作
品
は
数
々
の
賞
を
獲 
得
し
た
。
出
品
は
九
部
門
に
分
け
ら
れ
、
刺
繡
は
三
区
「
家
具
及
付
属
品
」
に
出
品
さ
れ
た
（
表
２
―
４
）（
22
）。
出
品
作
品
の
名
称
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
三
区
に
出
品
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
体
の
額
に
入
っ
た
作
品
で
は
な
く
、
家
具
や
什
器
の
形
態
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
出
品
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
佛
蘭
西
巴
里
萬
國
大
博
覧
會
報
告
書
第
二
篇 
日
本
部
』
の
審
査
報
告
に
よ
れ
ば
第
一
八
小
区
に
出
品
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
「
帷
帳
類
ニ
ハ
神
奈
川
県
大
關
定
次
郎
京
都
府
西
村
惣
右
衛
門
ト
東
京
田
中
利
兵
衛
ノ
出
品
ニ
好
評
ア
リ
」
と
博
覧
会
事
務
局
が
記
し
た
「
物
品
ノ
審
査
並
評
論
ノ
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
大
関
定
次
郎
、
西
村
総
左
衛
門
、
田
中
利
兵
衛
の
作
品
は
好
評
で
あ
っ
た(
23)
。
出
品
目
録
で
は
、
一
八
小
区
に
は
、
屏
風
、
卓
被
（
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
）、
窓
帳
等
が
出
品
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
家
具
の
形
態
に
な
っ
て
い
る
作
品
は
美
術
品
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
を
示
す
一
件
と
し
て
、
こ
の
博
覧
会
で
「
美
術
」
部
門
出
品
さ
れ
た
高
橋
由
一
の
油
画
屏
風
が
「
主
は
屏
風
で
絵
は
そ
の
客
」
と
し
て
美
術
の
審
査
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
刺
繡
と
同
じ
「
家
具
及
び
付
属
品
」
部
門
へ
の
出
品
と
な
っ
た
（
24
）。
銀
牌
は
授
与
さ
れ
た
も
の
の
屏
風
と
い
う
作
品
の
形
態
か
ら
美
術
品
と
し
て
で
は
な
く
家
具
と
い
う
分
類
と
な
88 
 
っ
て
し
ま
っ
た
。 
 
④
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会 
 
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三)
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
世
界
博
覧
会
」
を
正
式
名
称
に
、
新
大
陸
発
見
四
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ 
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
は
、
工
芸
を
含
め
た
日
本
の
美
術
品
が
美
術
館
に
飾
ら
れ
る
こ
と
が
、
日
本
の
文
化
が
世
界
水
準
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ひ
い
て
は
日
本
が
世
界
の
一
等
国
で
あ
る
と
示
す
事
に
な
る
と
し
て
、「
日
本
美
術
を
美
術
館
に
」
が
目
標
と
な
っ
た
（
25
）。
博
覧
会
で
は
日
本
美
術
の
考
え
方
と
し
て
「
生
活
空
間
の
中
に
美
術
、
工
芸
が
存
在
す
る
」
と
い
う
あ
り
方
を
示
す
た
め
に
「
鳳
凰
殿
」
と
い
う
建
物
を
作
り
、
そ
の
建
物
に
中
の
生
活
空
間
を
し
つ
ら
え
、
美
術
空
間
と
し
て
日
本
的
な
空
間
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
、
日
本
の
美
術
概
念
を
体
験
か
ら
認
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
し
た
（
26
）。 
刺
繡
作
品
は
田
中
利
七
の
《
孔
雀
図
刺
繡
屏
風
》（
図
２
―
４
）
が
出
展
さ
れ
た
。
刺
繡
作
品
は
こ
の
時
も
「
各
種
の
工
業
」
に
展
示
さ
れ 
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
京
都
の
西
村
、
飯
田
新
七(
27)
、
東
京
の
大
村
和
吉
郎
の
刺
繡
図
案
が
意
匠
図
と
し
て
「
美
術
、
絵
画
、
造
形
及
装
飾
」
分
野
で
入
選
し
展
示
さ
れ
た(
表
２
―
５)
。
博
覧
会
に
出
展
す
る
刺
繡
は
、
そ
の
図
案
を
日
本
画
家
に
依
頼
し
描
い
て
も
ら
う
こ
と
が
多
く
、
一
点
で
も
美
術
品
と
し
て
出
品
し
た
い
と
い
う
政
府
の
方
針
の
表
れ
と
考
え
る
。
欧
米
の
「
美
術
」
の
定
義
は
「
美
術
は
絵
と
彫
刻
と
建
築
」
と
の
概
念
に
縛
ら
れ
て
お
り
、
帛
紗
、
半
襟
な
ど
の
日
用
品
の
域
を
出
て
い
な
い
も
の
は
、
作
品
の
技
術
と
い
う
よ
り
形
態
が
美
術
品
と
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認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
《
孔
雀
図
刺
繡
屏
風
》
を
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
一
月
一
一
日
に
東
京
国
立
博
物
館
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
琥
珀
織
の
台
裂
に
「
刺
し
繡
」「
平
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
斜
繡
」
を
用
い
て
刺
繡
が
行
わ
れ
て
い
た
。
糸
は
基
本
的
に
は
Ｓ
撚
り
の
強
い
撚
り
の
糸
で
、
飾
り
羽
の
中
心
の
円
形
の
部
分
に
は
、
Ｓ
撚
り
の
撚
り
の
弱
い
糸
の
使
用
が
見
ら
れ
た
。「
刺
し
繡
」
は
孔
雀
な
ど
毛
並
み
の
あ
る
鳥
や
動
物
を
写
実
的
に
表
現
す
る
た
め
に
は
有
効
で
、
主
に
頭
部
、
胴
体
を
中
心
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
目
や
嘴
に
は
立
体
的
表
現
の
た
め
に
、
糸
の
下
に
一
層
刺
繡
を
し
て
、
そ
の
上
か
ら
刺
繡
す
る
「
肉
入
れ
繡
」
が
施
さ
れ
て
い
た
。
飾
り
羽
の
中
心
の
円
形
部
分
に
「
平
繡
」
が
、
飾
り
羽
の
芯
の
表
現
に
は
赤
茶
と
ベ
ー
ジ
ュ
、
赤
茶
と
水
色
を
撚
り
交
ぜ
た
杢
糸
に
よ
る
「
ま
つ
り
繡
」
が
何
本
も
交
差
す
る
よ
う
に
刺
繡
さ
れ
奥
行
き
を
出
し
て
い
た
。
脚
は
「
刺
し
繡
」
で
あ
る
が
、
内
側
に
は
糸
に
垂
直
に
飾
り
の
糸
が
入
り
表
情
を
変
え
て
い
る
、
ま
た
爪
は
「
斜
繡
」
を
用
い
て
鋭
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
胴
体
の
羽
は
よ
り
立
体
感
に
見
せ
る
た
め
に
そ
の
際
に
紙
縒
り
を
入
れ
て
「
肉
入
繡
」
を
施
し
、
そ
の
上
に
数
色
で
「
平
繡
」
で
羽
根
を
一
枚
一
枚
刺
繡
し
、
さ
ら
に
そ
の
羽
根
の
端
に
は
「
毛
が
け
」
と
い
っ
て
産
毛
の
表
現
も
行
っ
て
い
た
。 
 ⑤
パ
リ
万
国
博
覧
会
（
一
九
〇
〇
） 
 
明
治
三
三
年(
一
九
〇
〇)
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
に
席
巻
さ
れ
て
い
た
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中
で
開
催
さ
れ
た
（
28
）。
こ
の
万
国
博
覧
会
で
は
作
品
は
一
八
部
門
に
分
類
さ
れ
、
刺
繡
は
「
原
絲
、
織
物
、
被
服
」
の
一
分
野
と
し
て
展
示
さ
れ
た(
表
２
―
６)
。
京
都
の
飯
田
新
七
、
西
村
総
左
衛
門
は
す
べ
て
の
部
門
合
わ
せ
て
の
大
賞
を
刺
繡
と
い
う
項
目
で
受
賞
し
た
（
表
２
―
７
）。 
西
村
が
出
品
し
た
作
品
の
中
に
は
、
宮
内
省
調
度
局
よ
り
パ
リ
万
国
博
覧
会
へ
向
け
て
依
頼
を
受
け
制
作
し
た
刺
繡
《
水
中
群
禽
図
》
額
が
含
ま
れ
て
い
た(
図
２
―
５)
（
29
）。
太
田
に
よ
れ
ば
「
明
治
初
期
、
染
織
業
界
は
西
洋
化
に
伴
い
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
染
織
産
業
か
ら
の
転
換
を
図
ら
ざ
る
を
え
ず
、
京
都
で
は
西
陣
織
の
組
合
が
誕
生
す
る
な
ど
業
界
の
組
織
強
化
と
、
西
欧
へ
の
留
学
生
派
遣
な
ど
を
通
じ
て
技
術
力
の
習
得
に
努
め
て
い
た
」、
一
方
、
国
内
外
の
展
覧
会
に
向
け
て
、
美
術
染
織
品
と
呼
ば
れ
る
壁
掛
の
出
展
が
行
わ
れ
て
い
た
。
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
臨
時
博
覧
会
副
総
裁
で
あ
っ
た
九
鬼
隆
一
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
帝
室
技
術
員
に
染
織
関
係
者
を
加
え
た
い
き
さ
つ
か
ら
万
国
博
覧
会
の
宮
内
省
御
下
命
制
作
に
染
織
分
野
の
作
品
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
染
織
か
ら
は
五
つ
の
分
野
が
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
制
作
下
賜
金
が
与
え
ら
れ
た
。 
①
ゴ
ブ
ラ
ン 
川
島
甚
兵
衛 
①
刺
繡 
 
 
西
村
総
左
衛
門 
②
友
禅 
 
 
飯
田
新
七 
③
綴
錦 
 
 
伊
達
乕
一 
④
並
織
物 
 
佐
々
木
清
七 
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西
村
は
刺
繡
の
帝
室
技
術
員
に
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
刺
繡
分
野
で
選
ば
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
31
）。
ま
た
「
伝
統
的
な
日
本
の
鳥
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
画
面
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
や
や
薄
い
が
、
そ
の
技
法
の
繊
細
さ
は
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
、
太
田
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
刺
繡
は
鳥
の
写
実
的
表
現
に
適
し
た
技
術
で
、
そ
の
技
術
力
の
高
さ
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は
鳥
を
モ
チ
ー
フ
に
選
ん
だ
の
は
当
然
と
い
え
る
。
刺
繡
職
人
は
渡
辺
傅
吉
、
原
案
筆
者
は
今
尾
景
年
で
、
渡
辺
は
そ
の
他
の
作
品
の
刺
繡
の
功
績
と
併
せ
て
金
牌
を
受
賞
し
、
今
尾
は
協
賛
銀
賞
を
授
与
さ
れ
て
お
り
、
下
絵
画
家
、
刺
繡
職
人
に
も
光
が
当
て
ら
れ
た
と
い
え
る
。
刺
繡
《
水
中
群
禽
図
》
額
は
、
現
在
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
保
存
状
態
が
よ
く
当
時
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
一
月
一
四
日
に
京
都
千
総
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
「
千
総
四
六
〇
年
の
歴
史 
京
都
老
舗
の
文
化
史
」
展
で
こ
の
作
品
、
刺
繡
《
水
中
群
禽
図
》
額
を
観
察
し
た
。
鳥
の
羽
の
表
現
は
「
刺
し
繡
」
で
下
撚
り
の
無
い
、
片
ひ
ね
り
と
い
う
軽
く
糸
に
上
撚
り
を
か
け
た
糸
に
見
え
る
。
鳥
の
顔
部
分
、
額
は
肉
入
れ
を
し
て
盛
り
上
げ
て
か
ら
「
刺
し
繡
」
を
行
っ
て
お
り
、
目
は
「
駒
詰
繡
」
の
上
に
黒
目
を
刺
繡
し
て
い
る
。
眼
の
周
囲
の
上
側
は
「
ま
つ
り
繡
」、
下
側
は
強
く
撚
っ
た
糸
を
「
片
駒
繡
」
に
て
留
め
て
い
る
。
眼
の
ふ
ち
の
上
下
の
縫
い
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
、
写
実
的
な
表
現
と
な
っ
て
い
た
。
顔
か
ら
嘴
へ
の
流
れ
も
滑
ら
か
で
技
術
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。「
刺
し
繡
」
に
よ
り
色
糸
の
変
化
は
勿
論
、
糸
の
光
沢
が
そ
の
差
し
方
向
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
、
絵
画
と
は
異
な
っ
た
立
体
感
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
下
絵
を
描
い
た
今
尾
景
年
は
京
都
画
壇
の
画
家
で
、
千
総
の
原
画
の
作
成
や
友
禅
の
画
工
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
刺
繡
《
水
中
群
禽
図
》
額
の
原
図
と
思
わ
れ
る
作
品
が
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
に
所
蔵
さ
て
い
る
（
30
）。 
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⑥
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会 
 
明
治
三
七
年(
一
九
〇
四)
の
ア
メ
リ
カ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
の
出
品
は
一
五
部
門
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
刺
繡
は
第
二
区
「
美
術
」
と
、
第
四
区
「
工
業
」
に
分
類
出
品
さ
れ
た
。「
美
術
」
で
出
品
す
る
に
あ
た
り
国
内
で
選
考
が
行
わ
れ
、
そ
の
選
考
に
落
ち
た
も
の
で
「
工
業
」
で
出
品
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。『
聖
路
易
万
国
博
覧
会
本
邦
参
同
事
業
報
告
』
に
よ
れ
ば
第
二
区
「
美
術
」
は
一
一
科
に
分
か
れ
て
お
り
、
刺
繡
は
第
八
科
「
染
織
刺
繡
類
」
出
品
の
二
〇
点
中
の
一
二
点
で
あ
っ
た
。「
工
業
」
に
出
品
さ
れ
た
作
品
は
第
五
八
部
「
レ
ー
ス
刺
繡
及
装
飾
品
」
に
分
類
さ
れ
、
帛
紗
や
掛
物
に
刺
繡
を
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
32
）。
京
都
の
西
村
総
左
衛
門
、
飯
田
新
七
、
田
中
利
七
ら
の
壁
掛
け
、
額
、
屏
風
な
ど
の
作
品
は
緻
密
な
技
術
が
評
価
さ
れ
て
最
高
賞
が
授
与
さ
れ
た(
表
２
―
８)
。 
ま
た
、
二
つ
以
上
の
県
の
同
業
者
に
よ
る
合
同
作
品
の
出
品
部
門
が
あ
り
、
大
阪
の
菅
原
直
之
助
が
、
縦
一
七
尺
（
約
五
一
五
セ
ン
チ
）
横
二
四
尺(
約
七
二
七
セ
ン
チ)
の
《
刺
繡
世
界
地
図
》
を
出
品
し
た
。
刺
繡
の
地
は
白
色
の
繻
子
を
使
用
し
、
配
色
は
色
彩
の
濃
淡
、
明
暗
の
配
合
を
工
夫
し
、
二
〇
〇
色
余
り
を
使
用
し
た
。
縫
い
方
は
以
下
の
通
り
で
、
細
か
く
指
定
さ
れ
て
い
た
。
カ
ッ
コ
内
別
名
は
執
筆
者
が
追
記
し
た
。 
①
陸
地
、
海
、
湖 
菅
繡 
②
山
脈 
刺
し
繡 
③
河
川 
駒
遣
（
別
名
、
駒
繡
） 
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④
航
路
、
鉄
道 
繡
切
（
別
名
、
平
繡
） 
⑤
汽
船 
刺
し
繡 
⑥
地
名
大
文
字 
繡
切
（
別
名
平
繡
） 
⑦
地
名
小
文
字 
相
良
繡 
図
案
を
約
一
週
間
で
、
刺
繡
は
二
か
月
と
二
週
間
余
り
で
行
っ
た
。
刺
繡
の
技
法
は
単
純
な
も
の
で
多
く
の
人
が
同
時
に
作
業
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
33
）。 
明
治
期
の
主
な
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
分
類
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
刺
繡
作
品
は
工
業
製
品
と
の
捉
え
方
が
根
強
く
、
高
い
評
価
は
さ
れ
る
も
の
の
絵
画
、
彫
刻
で
は
な
い
の
で
美
術
品
と
捉
え
ら
れ
ず
、
屏
風
や
衝
立
に
収
ま
っ
て
い
る
形
状
で
は
家
具
と
み
な
さ
れ
て
い
た
そ
の
一
方
、
こ
の
世
紀
に
な
り
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
か
ら
、
額
や
壁
掛
け
屏
風
が
「
美
術
」
部
門
へ
出
品
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
手
巾
、
卓
被
等
は
日
用
品
と
し
て
「
工
業
」
に
分
類
さ
れ
た
。
刺
繡
が
美
術
の
分
野
に
出
品
す
る
に
は
そ
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
形
態
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
 
（
三
）
内
国
勧
業
博
覧
会 
  
内
国
勧
業
博
覧
会
は
、
万
国
博
覧
会
で
海
外
の
動
向
や
需
要
を
知
り
、
そ
の
情
報
を
国
内
に
伝
達
す
る
役
目
で
、
国
の
主
導
で
明
治
一
〇
年
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（
一
八
七
七
）
に
始
ま
り
、
明
治
三
六
年(
一
九
〇
三)
ま
で
五
回
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
（
34
）。
内
国
勧
業
博
覧
会
に
於
け
る
美
術
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
が
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
に
ま
と
め
た
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
目
録
』
が
詳
し
い
。
本
稿
で
は
美
術
品
に
つ
い
て
は
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
目
録
』
を
中
心
に
、
工
業
品
に
つ
い
て
は
博
覧
会
事
務
局
に
よ
る
各
回
の
報
告
書
を
典
拠
と
し
て
分
類
を
行
っ
た(
表
２
―
９)
。 
 
第
一
回
で
は
、
刺
繡
作
品
は
第
二
区
「
製
造
物
」
と
第
三
区
「
美
術
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
第
二
区
「
製
造
物
」
の
第
五
類
「
造
家
並
ニ
居
家
需
要
ノ
什
器
」
に
は
木
村
幸
兵
衛
《
額 
虫
畫
刺
繡
》、
木
村
儀
助
《
額 
燕
子
ニ
花
月
郭
公
刺
繡
》
が
、
第
八
類
「
蠶
絲
及
ヒ
絹
糸
」
に
は
椎
野
正
兵
衛
《
肩
掛 
色
取
合
草
花
両
面
繡
模
様
取
合
装
》、
加
太
八
兵
衛
《
肩
掛 
西
洋
婦
人
用
浅
葱
地
草
花
浅
葱
糸
繡
模
様
辡
天
道
》、
上
田
健
次
郎
《
半
襟 
洋
黒
天
鵞
絨
竹
割
物
繡
》
等
が
、
第
九
類
「
衣
服
宝
玉
及
装
飾
」
に
は
永
井
理
兵
衛
《
繡 
人
物
模
様
》、
椎
野
正
兵
衛
《
寝
間
着 
西
洋
婦
人
用 
燋
茶
地
草
花
繡
模
様
》、
他
に
蒲
団
、
帛
紗
が
入
選
し
た
（
35
）(
表
２
―
10)
。 
第
三
区
「
美
術
」
の
第
二
類
「
書
画
」
に
《
額 
白
絖
、
文
字
縫
》
が
、
第
六
類
「
陶
磁
器
及
ヒ
玻
璃
ノ
装
飾 
雑
嵌
細
工
及
ヒ
象
眼
細
工
」
に
《
縫
絵
額 
黒
繻
子
、
毘
沙
門
ニ
鬼
図
》、《
縫
絵
額 
絹
、
鹿
ノ
図
》
等
が
入
選
し
て
い
る
（
36
）。
実
物
で
の
確
認
は
難
し
い
が
、
当
時
絵
画
の
よ
う
に
額
に
納
め
ら
れ
て
い
る
形
状
を
美
術
品
と
と
ら
え
る
向
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
入
賞
し
た
西
村
総
右
衛
門
《
大
歩
障
紗
製
、
鴛
鴦
ノ
図
》
に
つ
い
て
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
、
陶
磁
、
蒔
絵
、
繡
綵
』
に
よ
れ
ば
（
37
）、 
 
 
此
品
ハ
渲
染
ト
刺
繡
ト
ヲ
用
ヒ
テ
圖
ヲ
両
面
ニ
寫
出
シ
タ
ル
ノ
意
匠
最
モ
妙
ナ
リ
伹
鴛
鴦
ノ
嘴
尖
若
ク
ワ
脚
底
ノ
水
ニ
入
リ
シ
部
分
に
渲
染
ヲ
用
ヒ
翅
端
若
ク
ハ
頭
頂
ノ
水
ヲ
出
シ
テ
部
分
ニ
刺
繡
ヲ
用
ヒ
ハ
輸
出
ノ
数
慶
ニ
僅
少
ニ
止
マ
ラ
サ
ル
ヘ
シ 
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と
し
て
、
水
中
に
入
っ
た
鴛
鴦
の
脚
を
ぼ
か
し
染
で
表
現
し
、
水
の
上
の
頭
は
刺
繡
を
用
い
技
法
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、 
こ
の
様
な
作
品
が
輸
出
さ
れ
数
を
伸
ば
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
代
す
で
に
刺
繡
は
輸
出
品
と
し
て
順
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で 
き
る
。 
第
二
回
の
刺
繡
作
品
は
、
第
二
区
の
「
製
造
品
」
の
第
十
一
類
「
衣
服
及
び
装
飾
」
に
横
浜
の
椎
野
正
兵
衛
が
刺
繡
の
肩
掛
け
が
出
品
さ
れ 
て
い
る
。
椎
野
秀
聰
、
青
山
弦
に
よ
れ
ば
椎
野
の
刺
繡
を
行
う
工
房
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
発
行
の
『
東
京
名
工
艦
』
よ
り
松
義
斤
次
郎
工
房
な
ど
五
つ
の
工
房
と
判
明
し
た
。
椎
野
の
商
品
の
需
要
が
高
ま
る
に
つ
れ
松
義
の
工
房
だ
け
で
対
応
で
き
な
く
な
り
、
椎
野
が
刺
繡
女
工
養
成
工
場
「
脩
養
社
」
を
設
立
し
た
。
明
治
中
期
以
降
は
修
養
社
で
製
作
さ
れ
た
も
の
が
博
覧
会
出
品
作
品
の
制
作
に
あ
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(
38)
。
ま
た
こ
の
回
よ
り
、
刺
繡
は
第
三
区
「
美
術
」
に
数
多
く
入
選
し
た
。
第
一
類
「
彫
鏤
」
に
は
《
衝
立
琥
珀
織
鉄
刀
木 
花
籠
書
画
ノ
刺
繡
縁
ハ
秋
草
ノ
蒔
図
》
と
い
う
刺
繡
の
縁
の
あ
る
書
画
衝
立
が
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
に
は
、
刺
繡
工
・
蒔
画
工
・
人
物
工
が
関
わ
っ
て
い
た
。
同
じ
く
第
三
区
、
第
三
類
「
各
種
書
画
」
に
は
繡
絵
や
繡
画
、
刺
繡
屏
風
、
刺
繡
色
紙
の
扁
額
な
ど
が
あ
っ
た(
39)
。
第
二
回
の
刺
繡
作
品
つ
い
て
、
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
渡
船
報
告
委
員
で
あ
っ
た
福
田
敬
業
が
「
明
治
十
四
年
内
国
勧
業
博
覧
会
第
三
区
報
告
書
」
に
お
い
て
「
刺
繡
ノ
功
ハ
進
地
猶
ホ
多
キ
カ
如
シ
指
尖
ノ
技
巧
ハ
本
邦
人
種
ノ
他
邦
ニ
勝
レ
テ
敏
捷
ナ
ル
モ
ア
ル
ニ
ヨ
リ
考
案
ヲ
□
サ
ハ
實
益
ノ
地
位
ニ
侵
入
ス
ル
モ
亦
知
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
（
40
） 
第
三
回
の
刺
繡
作
品
は
第
二
部
「
美
術
」
の
第
一
類
「
絵
画
」
に
は
井
上
徳
三
郎
《
刺
繡
美
人
掛
幅
》
や
、
清
原
英
之
助
《
人
物
繡
絵
》
、
川
名
絺
子
《
絽
刺
テ
ー
ブ
ル
掛
》
そ
の
他
衝
立
、
屏
風
が
、
西
村
総
左
衛
門
は
《
繻
子
刺
繡
扁
額
》
や
一
等
妙
技
賞
を
受
賞
し
た
《
刺
繡
嵐
山
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春
秋
図
屏
風
》
（
図
２
―
６
）
を
出
品
し
た
。
第
四
類
「
美
術
工
芸
」
に
は
後
藤
喜
七
《
三
洲
書
繡
物
》
、
山
岸
又
右
衛
門
《
羅
紗
縫
画
》
そ
の
他
に
は
繡
物
が
出
品
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
刺
繡
は
、
第
一
部
「
工
業
」
部
門
の
第
十
二
類
「
衣
服
装
飾
其
他
雑
品
」
に
出
展
さ
れ
た(
41)
。
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告
』
で
は
「
織
物
刺
繡
」
の
講
評
が
掲
載
さ
れ
た
（
42
）
。 
 
 
織
物
ト
繡
物
ハ
本
會
ノ
出
品
ニ
於
テ
著
シ
ク
其
進
歩
ヲ
□
シ
勧
業
博
覧
会
ノ
實
績
ヲ
見
ル
ニ
足
レ
リ
、
抑
朝
廷
ヨ
リ
新
シ
ク
内
國
人
民
ノ
工
業
ヲ
勤
ム
ル
ハ
□
〃
上
古
ニ
始
リ
、
仁
徳
雄
略
ノ
二
朝
殊
ニ
織
物
ノ
業
ヲ
勧
誘
セ
ラ
ム
（
中
略
）
次
ニ
繡
物
ハ
繡
絲
ノ
用
方
宜
シ
キ
ヲ
得
テ
、
頗
ル
巧
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
最
モ
新
奇
ト
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ア
リ
、
古
来
ノ
繡
物
ハ
全
ク
繪
畫
ヲ
繡
フ
ト
云
フ
モ
ノ
少
ク
、
縦
□
如
何
ナ
ル
精
工
ヲ
畫
ス
ト
モ
率
子
模
様
ヲ
繡
フ
ヲ
常
ト
セ
リ
而
ル
ニ
近
年
ニ
至
テ
ハ
宛
カ
モ
畫
面
ヲ
繡
出
シ
殊
ニ
今
會
出
品
ノ
如
キ
精
密
鮮
美
ニ
シ
テ
筆
墨
モ
及
バ
ザ
ル
所
ヲ
寫
シ
得
タ
ル
ハ
、
實
ニ
驚
ク
可
キ
進
歩
ト
謂
フ
可
シ
、
黒
川
審
査
官
云
ク
都
余
ハ
単
ニ
之
ヲ
繡
物
と
云
ハ
ズ
シ
テ
之
ヲ
繡
畫
ト
曰
ハ
ン
ト
ス
、
焼
鏝
を
以
テ
畫
ク
ヲ
焼
畫
ト
云
フ
、
繡
絲
ヲ
、
以
テ
書
ク
ヲ
繡
畫
ト
称
ス
亦
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
吾
輩
モ
思
ヘ
ラ
ク
将
来
刺
繡
ノ
工
業
ニ
於
ケ
ル
亦
ハ
繡
物
ト
繡
畫
ト
相
分
レ
、
□
ニ
進
行
ス
ル
コ
ト
黒
川
博
士
カ
言
フ
所
ニ
差
ハ
ザ
ラ
ン
カ
（
以
下
略
） 
明
治
時
代
に
は
刺
繡
の
技
術
が
細
密
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
進
歩
を
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
回
に
出
品
さ
れ
た
油
絵
を
下
絵
に
し
た
刺
繡
画
に
触
れ
、
「
こ
れ
か
ら
刺
繡
画
と
い
う
分
野
が
で
き
る
の
で
は
」
と
審
査
員
、
染
織
研
究
家
の
黒
川
真
頼
は
そ
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
。 
 
第
四
回
の
刺
繡
作
品
は
第
一
部
「
工
業
」
の
第
六
類
「
衣
服
装
飾
具
其
他
雑
品
」
と
い
う
分
類
で
、
宮
本
儀
助
《
刺
繡
ネ
ク
タ
イ
》、
株
式
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会
社
加
賀
物
産
《
刺
繡
掛
物
》、
水
登
勇
太
郎
《
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
縫
物
》、
半
襟
、
掛
物
な
ど
服
飾
系
の
製
品
が
出
品
さ
れ
た
（
43
）。
従
来
の
「
美
術
」
は
第
二
部
「「
美
術
及
美
術
工
芸
品
」
と
名
称
変
更
さ
れ
、
刺
繡
は
第
二
一
類
「
美
術
工
芸
」
に
小
林
久
二
郎
《
刺
繡
釣
額
（
芍
薬
ノ
模
様
）》、
熊
谷
市
兵
衛
《
刺
繡
屏
風
（
花
鳥
模
様
）》、
西
村
総
左
衛
門
《
刺
繡
額
（
犬
狐
格
闘
ノ
図
）》、
他
に
帛
紗
、
衝
立
、
掛
物
、
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
屏
風
が
出
品
さ
れ
た (
44)
。
京
都
の
西
村
が
《
刺
繡
観
音
図
》
で
「
多
年
力
ヲ
繡
業
に
□
シ
此
大
作
ヲ
出
ス
色
装
荘
巌
□
来
人
ヲ
働
カ
ス
工
技
ノ
精
全
國
ニ
卓
絶
シ
一
世
ノ
模
範
ト
ナ
ス
ニ
足
ル
」
と
し
て
、
そ
の
技
術
の
高
さ
と
長
年
の
努
力
を
評
さ
れ
、
名
誉
賞
銀
牌
を
受
賞
し
た
。
ま
た
「
名
畫
ヲ
繡
□
シ
テ
絲
々
精
ニ
入
ル
膚
色
輕
□
殊
ニ
功
力
ヲ
費
ス
ヲ
見
ル
」
と
、
同
作
品
の
刺
繡
職
人
小
林
久
次
郎
が
妙
技
三
等
賞
を
受
け
た
。 
 
飯
田
新
七
の
《
刺
繡
荒
磯
図
屏
風
》
は
「
□
波
ノ
光
□
繡
シ
得
テ
氣
勢
ア
リ
淘
□
漰
湃
餘
波
屏
外
ニ
溢
ル
眞
ニ
是
レ
傑
作
」
と
評
さ
れ
、
妙
技
一
等
賞
を
受
賞
し
た
。
同
作
品
の
刺
繡
職
人
加
藤
鉄
次
郎
と
は
谷
川
馬
太
郎
は
「
繡
工
精
巧
圖
様
壮
快
製
作
ノ
労
少
ナ
カ
ラ
ス
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
妙
技
三
等
賞
を
受
け
た
。
そ
の
他
、
清
原
千
代
《
刺
繡
男
女
絲
繰
圖
額
》、
の
ち
に
私
立
女
子
美
術
学
校
で
刺
繡
の
教
鞭
を
と
る
鶴
田
直
子
が
《
刺
繡
能
楽
石
橋
圖
袱
紗
》、
曽
我
嘉
一
郎
が
《
刺
繡
古
畫
合
壁
二
曲
屏
風
》
が
そ
れ
ぞ
れ
褒
状
を
受
け
て
い
る(
45)
。 
 
最
後
の
会
と
な
る
第
五
回
の
刺
繡
作
品
は
第
十
部
「
美
術
及
美
術
工
芸
」、
第
八
科
「
染
織
刺
繡
類
」
に
分
類
さ
れ
た
。『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
第
十
部
審
査
報
告
』
に
よ
れ
ば
、
審
査
員
で
美
術
評
論
家
の
前
田
健
次
郎(
香
雪)
は
以
下
の
様
に
評
し
て
い
る(
46)
。 
 
 
第
八
科
ニ
属
ス
ル
出
品
ハ
其
数
僅
少
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
特
ニ
卓
越
シ
タ
ル
製
品
ヲ
認
メ
得
サ
リ
シ
ハ
遺
憾
ナ
リ
キ
□
シ 
 
 
本
科
ノ
物
品
ハ
純
粋
美
術
ト
異
リ
市
況
ノ
振
否
ニ
關
聨
ス
ル
極
メ
テ
大
ナ
ル
モ
ン
ナ
ル
ニ
近
年
引
績
キ
業
勢
沈
静
ナ
リ
シ
為
メ
兎
角
意
氣
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ノ
鎮
沈
ヲ
来
セ
シ
ト
織
物
類
ノ
如
キ
第
十
部
ニ
出
陳
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
ト
ノ
風
評
忽
然
ト
シ
テ
隠
約
ノ
間
ニ
起
リ
シ
ト
ニ
原
因
セ
シ
ナ
ラ
ン
今
試
ミ
ニ
大
體
ニ
就
テ
評
説
セ
ン
カ
天
鵞
絨
友
禅
ハ
着
想
規
模
ノ
壮
大
ニ
赴
キ
タ
ル
ハ
大
ニ
嘉
ス
ヘ
キ
現
象
ナ
リ
ト
雖
モ
技
工
或
ハ
之
ニ
伴
ハ
サ
ル
ノ
□
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
刺
繡
ハ
材
料
ノ
用
法
縫
目
ノ
技
工
著
シ
ク
進
歩
ノ
蹟
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
着
想
モ
亦
大
ニ
観
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
モ
圖
案
ノ
傑
作
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ヲ
惜
シ
ム(
中
略)
刺
繡
ハ
京
都
ノ
特
技
ナ
ル
カ
故
ニ
他
府
縣
ハ
殆
ト
□
カ
ラ
ス
稀
ニ
出
品
ス
ル
者
ア
ル
モ
其
技
術
遠
ク
及
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
本
品
ハ
殆
ト
京
都
ノ
専
有
物
タ
ル
ノ
観
ア
リ
前
回
ノ
出
品
ニ
ハ
満
幅
ヲ
縫
ヒ
タ
ル
モ
ノ
即
チ
縫
潰
ト
□
ス
ル
モ
ノ
多
カ
リ
シ
カ
徒
ヲ
ニ
工
費
ヲ
嵩
ム
ル
ニ
過
キ
ス
シ
テ
刧
テ
畫
様
筆
致
ヲ
没
ス
ル
ノ
憾
ア
レ
ハ
其
國
ノ
大
小
粗
密
ニ
拘
ハ
ラ
ス
畫
チ
縫
ヒ
見
ハ
ス
ニ
止
メ
テ
徐
地
ヲ
存
ス
ヘ
シ
ト
ハ
審
査
報
告
書
ニ
モ
掲
載
セ
ヲ
レ
シ
カ
今
回
ハ
縫
潰
シ
ノ
煩
ヲ
避
ケ
専
ラ
運
筆
配
色
等
ニ
注
意
ス
ル
者
多
キ
ヲ
致
セ
ル
ト
絲
質
□
或
ル
部
分
ニ
於
テ
變
更
シ
タ
ル
者
ア
ル
等
ハ
正
ニ
斯
業
ノ
一
進
歩
ト
シ
テ
賞
ス
ヘ
キ
點
ナ
ラ
ン
但
シ
畫
工
ニ
託
シ
テ
其
下
圖
ヲ
微
ス
ル
ニ
當
テ
刺
繡
ノ
能
ク
見
ハ
シ
得
サ
ル
點
ニ
注
意
セ
サ
ル
ト
主
要
ナ
ル
動
物
ト
其
添
景
ト
ノ
軽
重
粗
密
等
ノ
權
衡
ヲ
得
サ
ル
カ
如
キ
モ
ノ
ア
ル
イ
ハ
其
責
勿
論
畫
ニ
ア
リ
ト
□
モ
浸
然
取
テ
以
テ
繡
工
者
ノ
手
ニ
附
シ
タ
ル
ハ
即
チ
出
品
者
ノ
注
意
周
到
ナ
ラ
サ
ル
ニ
因
ル
モ
ニ
シ
テ
技
術
ノ
優
逸
ニ
ナ
ル
ニ
モ
避
難
セ
ル
ラ
ル
、
モ
ノ
ア
ル
ハ
遺
憾
ノ
至
ナ
ラ
ス
ヤ 
 
染
織
品
は
、
市
場
に
影
響
さ
れ
る
も
の
で
、
市
場
が
活
発
で
な
い
と
展
覧
会
へ
の
出
品
も
減
少
し
て
し
ま
う
。
刺
繡
に
関
し
て
は
そ
の
技
術
が
進
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
や
組
織
で
の
刺
繡
の
修
練
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
図
案
に
進
歩
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
工
房
の
昔
か
ら
図
案
を
使
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
刺
繡
職
人
が
多
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
刺
繡
の
中
心
京
都
の
刺
繡
に
つ
い
て
、
前
回
の
講
評
で
指
摘
を
受
け
た
縫
潰
し
（
画
面
の
す
べ
て
を
刺
繡
で
埋
め
尽
く
す
こ
と
）
を
避
け
、
糸
に
よ
る
筆
致
の
よ
う
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な
、
埋
め
尽
く
さ
な
い
繡
技
は
今
回
、
改
善
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
は
出
品
者
が
気
を
配
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
の
時
代
は
画
工
が
下
絵
を
描
き
、
刺
繡
職
人
が
刺
繡
を
行
い
、
出
品
者
は
そ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
回
で
、
飯
田
は
染
織
物
と
刺
繡
で
名
誉
金
牌
、
西
村
は
刺
繡
友
禅
染
で
名
誉
銀
牌
を
受
賞
し
た(
47)
。 
全
五
回
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
も
万
国
博
覧
会
同
様
、
毎
回
出
品
区
分
名
称
が
変
わ
り
、
混
沌
と
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
当
初
刺
繡
は
「
製
造
物
」
の
分
類
で
展
示
さ
れ
、
第
三
回
で
は
「
美
術
工
芸
」
の
区
分
が
加
わ
っ
た
も
の
の
大
部
分
の
作
品
は
「
工
業
」
の
出
展
と
な
っ
た
。
第
四
回
で
は
「
美
術
工
芸
品
」
の
区
分
で
、
第
五
回
で
は
「
美
術
及
美
術
工
芸
」
の
「
染
織
刺
繡
類
」
と
い
う
名
称
が
確
立
し
た
。
海
外
の
博
覧
会
で
は
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
工
業
製
品
の
分
類
に
あ
っ
た
刺
繡
作
品
で
は
あ
る
が
、
国
内
で
は
そ
の
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
美
術
工
芸
品
と
分
類
さ
れ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
そ
の
講
評
文
か
ら
、
刺
繡
作
品
は
輸
出
品
と
し
て
の
役
割
が
大
き
く
、
輸
出
品
と
し
て
好
ま
れ
る
か
否
か
が
そ
の
評
価
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。 
博
覧
会
で
研
鑽
さ
れ
た
刺
繡
表
現
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
決
ま
っ
た
意
匠
を
使
用
す
る
図
案
か
ら
、
動
植
物
を
写
生
し
て
日
本
画
の
よ
う
な
緻
密
な
筆
致
を
そ
の
ま
ま
刺
繡
糸
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
下
絵
は
日
本
画
家
等
の
画
工
が
描
き
、
刺
繡
は
職
人
が
行
っ
た
。
ま
た
大
き
な
工
房
で
な
い
職
人
の
た
め
に
は
政
府
が
図
案
を
提
供
し
輸
出
刺
繡
の
制
作
を
奨
励
し
た
。
刺
繡
の
技
法
は
写
実
的
表
現
に
適
し
て
い
る
「
刺
し
繡
」
を
中
心
と
し
た
技
法
で
あ
っ
た
。
次
節
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
触
れ
て
い
く
。 
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第
二
節 
西
洋
の
影
響 
 
 
 
（
一
）
国
内
外
の
博
覧
会
の
影
響 
 
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
油
画
を
下
絵
に
し
て
刺
繡
を
し
た
作
品
《
三
人
の
楽
師
》
を
目
に
し
た
京
都
の
千
総
の
西
村
総
左
衛
門
と
刺
繡
職
人
渡
辺
伝
吉
は
、
非
常
に
驚
く
と
と
も
に
そ
の
作
品
に
今
後
の
刺
繡
の
可
能
性
を
見
出
し
た
。
『
日
本
刺
繡
史
』
に
よ
れ
ば
、
《
三
人
の
楽
師
》
を
西
洋
人
が
購
入
し
、
千
総
に
同
様
な
作
品
の
制
作
を
依
頼
し
た
。
西
村
が
渡
辺
に
相
談
を
し
、
渡
辺
は
そ
の
刺
繡
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
六
〇
枚
制
作
し
た
。
こ
れ
が
「
油
画
式
人
物
繡
」
の
最
初
で
あ
っ
た
（
48
）
。 
 
明
治
時
代
の
刺
繡
を
美
術
の
域
に
高
め
た
人
物
に
、
千
総
の
第
十
二
代
西
村
総
左
衛
門
と
の
ち
の
高
島
屋
の
四
代
目
飯
田
新
七
が
あ
げ
ら
れ
る
。
千
総
は
弘
治
元
年(
一
五
五
五)
、
遠
祖
以
来
の
宮
大
工
の
業
を
や
め
て
法
衣
業
を
始
め
た
こ
と
に
発
す
る
（
49
）。
明
治
政
府
の
近
代
化
政
策
の
も
と
公
布
さ
れ
た
「
神
仏
分
離
令
」
に
よ
る
廃
仏
毀
釈
と
東
京
遷
都
に
よ
り
、
宮
家
の
門
跡
家
、
摂
家
筋
の
法
衣
・
装
束
の
注
文
が
激
減
し
た
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
流
入
に
と
も
な
う
欧
化
思
想
に
よ
り
一
部
の
文
人
画
家
た
ち
を
除
き
、
大
半
の
日
本
画
家
達
の
生
活
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
西
村
は
日
本
画
家
の
岸
竹
堂
に
友
禅
の
下
絵
を
描
く
よ
う
説
得
し
、
業
績
を
あ
げ
た
。
竹
堂
を
中
心
に
、
幸
野
楳
嶺
、
望
月
玉
泉
、
今
尾
景
年
、
竹
内
栖
鳳
、
菊
池
芳
文
、
都
路
華
香
ら
当
時
の
著
名
な
日
本
画
家
達
が
友
禅
の
下
絵
を
生
み
だ
し
た
（
50
）。 
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明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
は
既
に
刺
繡
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
が
、
西
村
は
明
治
七
―
八
年
（
一
八
七
四
―
一
八
七
五
）
頃
よ
り
刺
繡
を
扱
い
始
め
、
明
治
一
〇
年(
一
八
七
七)
の
第
一
回
内
国
博
覧
会
に
《
広
幅
塩
瀬
郭
子
儀
表
装
共
友
仙
染
上
ケ
繡
交
リ
》、《
大
歩
障
、
紗
製
、
鴛
鴦
ノ
図
》
等
の
染
と
刺
繡
を
併
用
し
た
作
品
を
出
品
し
た
（
51
）、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
の
第
二
回
は
友
仙
染
中
心
に
出
品
し
刺
繡
作
品
は
見
当
た
ら
な
い
（
52
）。
第
三
回
に
は
《
繻
子
刺
繡
扁
額
》、《
市
楽
織
刺
繡
寝
台
掛
》、《
綾
地
刺
繡
衝
立
》
等
の
刺
繡
の
み
の
技
術
を
用
い
た
作
品
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
53
）。
第
四
回
で
は
岸
竹
堂
下
絵
《
刺
繡
壁
掛 
楊
柳
観
音
図
》
で
名
誉
賞
銀
賞
を
受
賞
（
54
）、
第
五
回
で
は
《
刺
繡
壁
掛 
双
虎
図
》
で
一
等
賞
牌
を
受
賞
し
、
他
に
も
刺
繡
の
屏
風
や
額
、
壁
掛
が
入
選
し
た
（
55
）。
さ
ら
に
万
国
博
覧
会
で
は
、
明
治
九
年(
一
八
七
六)
の
フ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
《
刺
繡
帯
地
》《
刺
繡
帛
紗
》
等
を
出
品
、
明
治
三
三
年(
一
九
〇
〇)
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
《
博
多
織
繡
入
卓
被
類
》
で
銀
牌
を
受
賞
、
そ
の
他
数
々
の
海
外
博
覧
会
で
多
く
の
賞
を
受
賞
し
た
（
56
）。 
 
「
た
か
し
ま
や
」（
現
、
高
島
屋
）
は
天
保
二
年(
一
八
三
一)
に
京
都
烏
丸
通
り
に
古
着
の
御
行
商
か
ら
飯
田
新
七
が
妻
と
二
人
で
始
め
、
嘉
永
六
年(
一
八
五
三)
呉
服
商
に
転
換
し
た
（
57)
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
東
京
遷
都
に
よ
り
、
京
都
は
衰
退
し
た
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
産
業
振
興
策
と
し
て
初
め
て
京
都
博
覧
会
が
開
か
れ
大
好
評
を
納
め
そ
の
後
毎
年
開
催
さ
れ
た
。
二
代
目
新
七
は
明
治
一
〇
年(
一
八
七
七)
、
第
六
回
京
都
博
覧
会
に
呉
服
物
を
初
め
て
出
品
し
褒
状
を
受
け
、
翌
年
の
博
覧
会
で
は
京
都
府
よ
り
品
評
方(
審
査
員)
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
58)
。
三
代
目
新
七
は
美
術
染
織
物
の
制
作
に
力
を
入
れ
、
西
洋
人
向
け
の
商
品
の
必
要
か
ら
明
治
一
〇
年(
一
八
七
七)
に
は
、
縫
師
を
雇
い
入
れ
刺
繡
の
制
作
を
始
め
た
。
併
せ
て
天
鵞
絨
友
禅
の
技
術
を
考
案
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
明
治
一
五
年(
一
八
八
二)
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に
岸
竹
堂(
日
本
画
家)
、
今
尾
景
年(
日
本
画
家)
、
伊
達
弥
助(
西
陣
織)
、
村
上
嘉
兵
衛(
友
禅
師)
ら
を
傘
下
に
招
き
下
絵
を
描
か
せ
て
、
刺
繡
、
天
鵞
絨
友
禅
、
綴
錦
な
ど
制
作
、
加
工
し
、
壁
掛
け
、
屏
風
、
衝
立
な
ど
の
美
術
工
芸
品
を
つ
く
り
だ
し
た
。
ま
た
明
治
一
八
年(
一
八
五
五)
に
は
画
工
室
を
設
置
し
、
多
く
の
名
工
を
招
聘
し
た
（
59)
。 
三
代
目
飯
田
新
七
は
二
代
目
に
続
い
て
博
覧
会
へ
の
出
品
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
刺
繡
作
品
は
、
明
治
二
六
年(
一
八
九
三)
の
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
《
刺
繡
友
禅
屏
風
》《
鳥
菊
図
刺
繡
額
》《
嵐
山
図
刺
繡
額
》
が
入
賞
記
録
の
最
初
で
あ
る
（
60
）。
明
治
三
三
年(
一
九
〇
〇)
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
は
刺
繡
大
掛
《
底
銀
地
雪
松
図
》《
雪
中
芦
鷺
図
』《
猛
虎
図
》、
刺
繡
額
《
金
地
叢
菊
鶴
図
》《
日
光
陽
明
門
》
に
そ
れ
ぞ
れ
名
誉
金
賞
と
金
牌
が
授
与
さ
れ
た
（
61
）。
高
島
屋
の
記
録
に
よ
れ
ば
国
内
外
の
数
多
く
の
展
覧
会
に
参
加
し
、
ま
た
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
頃
よ
り
宮
内
庁
の
御
用
も
受
け
る
な
ど
染
織
品
分
野
で
の
そ
の
地
盤
を
固
め
て
い
っ
た
（
62
）。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
に
代
理
店
を
、
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
出
張
所
を
、
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
代
理
店
を
そ
れ
ぞ
れ
開
設
し
、
羽
二
重
を
中
心
と
し
た
輸
出
と
外
国
織
物
な
ど
の
輸
入
を
拡
大
し
た
。
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
の
日
英
博
覧
会
に
は
高
島
屋
館
を
設
置
し
単
独
出
店
を
行
っ
た
（
63
）。 
 
西
村
、
飯
田
以
外
に
も
刺
繡
作
品
を
制
作
し
た
工
房
は
あ
る
が
、
万
国
博
覧
会
や
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
研
鑽
を
積
み
そ
の
技 
術
を
高
め
て
染
織
品
の
中
の
刺
繡
と
い
う
分
野
を
牽
引
し
て
い
た
功
績
は
大
き
い
。
ま
た
、
西
村
は
千
総
と
し
て
そ
の
後
も
友
禅
を
中
心
と
し 
た
着
物
づ
く
り
を
続
け
、
飯
田
は
高
島
屋
と
し
て
呉
服
店
か
ら
デ
パ
ー
ト
へ
と
形
態
を
変
え
た
が
、
事
業
が
継
続
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。 
一
方
、
明
治
初
期
の
日
本
政
府
は
工
芸
品
の
輸
出
を
奨
励
し
て
お
り
、
工
芸
品
の
図
案
集
で
あ
る
『
温
知
図
録
』
を
制
作
し
た
。
博
覧
会
事
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務
局
（
内
務
省
管
轄
）
が
編
集
し
た
『
温
知
図
録
』
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
に
向
け
出
品
す
る
作
品
の
下
図
を
作
成
し
て
諸
工
に
配
布
し
、
あ
る
い
は
諸
工
の
要
求
に
応
じ
て
各
工
が
作
製
し
た
図
案
を
修
正
し
、
そ
れ
ら
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
温
知
図
録
』
に
は
刺
繡
の
図
案
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
東
京
国
立
博
物
館
が
編
集
し
た
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生
―
調
査
研
究
報
告
書
―
』
に
収
集
さ
れ
た
刺
繡
の
図
案
を
確
認
し
、
当
時
ど
の
よ
う
な
図
案
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
を
検
証
す
る
（
64
）。 
染
織
は
『
温
知
図
録 
第
四
輯
』
に
収
め
ら
れ
、
三
六
・
〇×
二
五
・
五
セ
ン
チ
で
、
見
開
き
に
二
図
（
一
頁
一
図
）
配
置
す
る
形
で
あ
っ
た
。
現
在
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
染
織
品
図
案
六
一
図
の
う
ち
刺
繡
の
図
案
と
わ
か
る
も
の
は
一
〇
図
で
あ
っ
た
。「
繡
紋
」
や
「
繡
箔
」
な
ど
の
種
別
と
、
考
案
者
と
思
わ
れ
る
人
名
、
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
起
立
工
商
会
社
の
名
前
の
あ
る
そ
の
図
案
は
、「
繡
文
様
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
刺
繡
の
図
案
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
（
図
２
―
７
）。
織
模
様
の
あ
る
生
地
の
上
に
刺
繡
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
中
心
の
人
物
の
み
の
柄
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
扁
額
に
利
用
さ
れ
る
図
案
と
考
え
る
。
ま
た
、
そ
の
色
彩
は
非
常
に
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
西
洋
人
の
購
買
を
意
識
し
た
色
調
で
あ
る
。
起
立
工
商
会
社
は
、
海
外
向
け
の
工
芸
作
品
の
図
案
や
作
品
の
制
作
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
か
な
り
明
確
に
海
外
を
意
識
し
た
図
案
、
色
彩
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
写
実
的
表
現
に
は
「
刺
し
繡
」
が
使
用
さ
れ
る
と
推
測
で
き
る
。
も
う
一
点
は
「
縫
箔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
箔
、
染
、
刺
繡
の
併
用
と
考
え
ら
れ
る
（
図
２
―
８
）。「
中
真
花
鳥
獅
子
丸
圖
」
と
「
縦
五
尺
横
九
尺
」
と
い
う
文
字
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
大
き
さ
か
ら
寝
台
掛
け
の
よ
う
な
一
枚
も
の
の
裂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
周
囲
に
文
様
め
ぐ
ら
し
、
内
側
に
図
案
と
な
っ
て
い
る
。
比
較
的
大
き
な
面
積
の
文
様
に
筋
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
に
刺
繡
を
施
す
計
画
で
あ
る
と
推
測
す
る
。 
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こ
の
よ
う
な
図
案
が
あ
れ
ば
、
大
き
な
工
房
に
属
さ
ず
刺
繡
の
下
絵
を
描
く
こ
と
の
で
き
な
い
刺
繡
職
人
で
も
制
作
を
行
う
事
が
出
来
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
い
、
万
国
博
覧
会
、
内
国
勧
業
博
覧
会
に
作
品
を
出
品
さ
せ
て
い
た
。 
 
（
二
）
西
洋
建
築
を
彩
っ
た
美
術
染
織
と
呼
ば
れ
た
刺
繡 
 
 
明
治
期
の
国
内
外
の
博
覧
会
で
は
、
絵
画
図
案
を
染
織
技
法
で
表
現
し
た
も
の
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
美
術
的
に
も
優
れ
た
染
織
品
を
近
年
、
美
術
染
織
と
呼
ん
で
い
る
（
65
）。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
江
戸
城
西
の
丸
御
殿
が
火
事
で
焼
失
し
た
た
め
、
西
洋
建
築
の
技
術
を
導
入
し
た
宮
殿
の
建
築
が
計
画
さ
れ
た
（
66
）。
京
都
で
は
元
治
元
年(
一
八
六
四)
の
蛤
御
門
の
変
で
染
織
工
業
地
帯
が
消
失
、
明
治
元
年(
一
八
六
八)
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
天
皇
陛
下
の
東
京
行
幸
が
あ
り
、
京
都
の
染
織
業
界
は
危
機
に
瀕
し
て
い
た
（
67
）。
し
か
し
、
そ
の
後
京
都
で
は
明
治
三
年
（
一
八
六
九
）
に
染
織
技
術
の
発
展
を
促
す
た
め
に
舎
密
局
を
開
設
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
職
人
た
ち
が
織
を
学
ぶ
場
織
殿
、
明
治
八
年(
一
八
七
五)
に
染
殿
を
開
設
、
フ
ラ
ン
ス
に
織
を
学
ぶ
た
め
の
留
学
生
を
送
る
な
ど
し
て
技
術
力
を
高
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
た
（
68
）。
そ
の
後
、
大
型
の
染
織
品
の
制
作
が
技
術
の
導
入
よ
り
可
能
と
な
り
、
明
治
宮
殿
の
内
装
の
御
用
を
受
け
、
綴
れ
織
り
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
ジ
ャ
ガ
ー
織
の
カ
ー
テ
ン
を
納
め
た
。
刺
繡
に
お
い
て
は
屏
風
等
の
美
術
染
織
品
の
制
作
が
依
頼
さ
れ
、
京
都
の
染
色
業
界
は
活
気
を
取
り
戻
し
た
。
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
で
開
催
さ
れ
た
「
美
術
染
織
の
精
華
―
織
・
染
・
繡
に
よ
る
明
治
の
室
内
装
―
」
で
は
明
治
宮
殿
等
皇
室
で
使
用
さ
れ
た
美
術
染
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織
品
が
公
開
さ
れ
、
二
六
作
品
中
、
刺
繡
作
品
は
九
点
が
展
示
さ
れ
た
（
表
２
―
11
）。 
 
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
起
工
し
明
治
二
一
年(
一
八
八
八)
に
完
成
し
た
明
治
宮
殿
は
明
治
天
皇
の
住
ま
い
と
し
て
建
設
さ
れ
、
木
造
建
築
で
外
観
は
和
風
、
室
内
は
和
風
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
椅
子
座
の
様
式
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
に
戦
災
で
焼
失
し
、
そ
の
様
子
は
写
真
で
し
か
確
認
で
き
な
い
。
公
的
に
使
用
さ
れ
る
表
宮
殿
の
室
内
装
飾
は
洋
風
の
色
合
い
が
強
く
、
壁
面
を
織
物
や
刺
繡
で
装
飾
し
、
私
的
な
生
活
の
場
の
奥
宮
殿
は
床
に
絨
毯
を
敷
き
、
椅
子
座
で
は
あ
る
が
建
具
は
襖
や
ガ
ラ
ス
障
子
が
用
い
ら
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
。
表
宮
殿
の
控
え
の
間
、
西
溜
の
間
に
は
京
都
川
島
甚
兵
衛
の
手
が
け
た
綴
錦
《
富
士
巻
狩
》
壁
掛
一
対
が
、
東
溜
の
間
に
は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
ベ
ル
ギ
ー
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
万
国
博
覧
会
に
出
品
後
宮
内
省
の
買
い
上
げ
と
な
っ
た
四
面
組
の
綴
錦
《
百
花
百
鳥
之
図
》
壁
掛
が
額
装
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
面
《
桜
紫
陽
花
に
雉
子
図
》
と
《
菊
花
南
天
に
鴛
鴦
図
》
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
大
き
さ
は
縦
一
丈
以
上
、
は
二
丈
以
上
あ
っ
た(
図
２
―
９)
 
（
69
）。 
同
じ
く
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
有
栖
川
邸
と
し
て
竣
工
し
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
宮
内
省
が
買
い
上
げ
、
霞
ヶ
関
離
宮
と
定
め
た
洋
館
の
内
部
も
、
様
々
な
美
術
染
織
が
飾
ら
れ
て
い
た
（
図
２
―
10
）。
飯
田
新
七
《
刺
繡
四
季
草
花
図 
屏
風
》
現
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
を
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
お
い
て
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
撚
り
の
無
い
平
糸
で
紫
陽
花
の
花
び
ら
を
「
平
繡
」
で
、
芍
薬
や
ア
ネ
モ
ネ
の
花
び
ら
は
片
撚
り
の
糸
で
「
刺
し
繡
」
で
表
現
し
て
い
た
（
図
２
―
11
）。
外
国
か
ら
の
賓
客
を
も
て
な
す
宿
泊
所
に
お
い
て
、
染
織
品
を
飾
る
こ
と
は
染
織
品
が
日
本
の
代
表
的
な
美
術
工
芸
品
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
染
織
品
を
目
に
し
た
海
外
の
賓
客
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
合
わ
せ
て
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
。 
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次
に
、
皇
室
関
係
で
は
な
い
洋
館
の
例
と
し
て
旧
岩
崎
邸
を
あ
げ
る
。
現
在
東
京
都
の
都
立
公
園
「
旧
岩
崎
邸
庭
園
」
と
し
て
保
存
公
開
さ
れ
て
い
る
旧
岩
崎
邸
は
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
岩
崎
久
彌
邸
と
し
て
建
設
さ
れ
、
設
計
は
工
部
美
術
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
―
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
））
が
行
っ
た(
図
２
―
12)
。
邸
内
の
婦
人
客
室
天
井
に
は
刺
繡
を
施
さ
れ
た
パ
ネ
ル
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
よ
り
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
年
に
、
国
宝
修
理
装
こ
う
師
連
盟
が
天
井
の
刺
繡
パ
ネ
ル
の
補
修
を
行
っ
た(
70)
。
明
治
宮
殿
や
そ
の
他
の
御
所
に
設
置
さ
れ
た
刺
繡
は
屏
風
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
置
き
型
な
の
に
対
し
、
本
作
品
は
天
井
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
点
が
非
常
に
珍
し
い
作
品
で
あ
る
。
海
外
で
は
刺
繡
を
施
し
た
壁
紙
を
壁
に
貼
り
込
む
こ
と
は
ま
れ
で
は
な
い
が
、
日
本
お
い
て
こ
の
形
態
の
刺
繡
の
施
行
令
は
非
常
に
珍
し
い
こ
と
か
ら
そ
の
構
造
も
含
め
て
、
修
理
記
録
を
も
と
に
そ
の
図
案
と
技
法
を
確
認
し
て
行
き
た
い
。 
修
理
記
録
に
よ
れ
ば
、
天
井
は
三
二
枚
の
パ
ネ
ル
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
絹
の
琥
珀
織
の
台
裂
で
、
絹
糸
で
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
た(
図
２
―
13)
。
琥
珀
織
は
明
治
期
に
大
型
の
刺
繡
作
品
に
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
た
裂
で
、
輸
出
量
も
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
刺
繡
の
文
様
は
西
洋
風
で
「
ア
ー
カ
ン
サ
ス
系
」
と
「
菊
系
」
に
分
け
ら
れ
る
。「
ア
ー
カ
ン
サ
ス
系
」
は
二
四
枚
で
「
流
線
を
描
く
緑
の
葉
と
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
を
薄
い
ピ
ン
ク
の
リ
ボ
ン
で
花
束
に
し
、
白
い
鳥
が
枝
に
と
ま
っ
て
い
る
図
案
」
で
あ
る
。「
菊
系
」
の
模
様
は
残
り
の
八
枚
で
「
黄
、
赤
、
白
の
花
が
三
輪
放
射
状
に
あ
し
ら
わ
れ
た
も
の
が
四
枚
、
一
輪
ず
つ
の
も
の
が
四
枚
」
で
あ
っ
た
（
図
２
―
14
）。
刺
繡
糸
は
絹
の
撚
糸
で
、
刺
繡
の
表
面
は
退
色
し
て
お
り
褐
色
の
濃
淡
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
退
色
の
少
な
い
刺
繡
の
裏
面
か
ら
四
〇
色
が
確
認
さ
れ
た
。
刺
繡
技
法
は
「
刺
し
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
刺
し
繡
」「
繡
切
」「
渡
し
繡
」「
平
繡
」「
肉
入
繡
」
の
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七
種
類
で
あ
っ
た
。
同
系
色
の
糸
に
よ
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
こ
よ
り
や
棉
、
麻
糸
を
使
用
し
た
「
肉
入
繡
」
に
よ
っ
て
立
体
感
を
出
し
て
い
た
。
花
び
ら
「
刺
し
繡
」、
茎
「
刺
し
繡
」、
葉
脈
「
ま
つ
り
繡
」
の
刺
繡
技
法
は
文
様
が
洋
風
で
あ
っ
て
も
こ
れ
ま
で
日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
刺
繡
技
法
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
（
71
）。
な
お
、
執
筆
者
は
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
の
修
理
前
と
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
五
）
の
修
理
後
に
実
見
し
た
。
天
井
と
い
う
設
置
場
所
の
た
め
そ
の
刺
繡
技
法
の
確
認
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
刺
繡
技
法
は
文
化
財
建
造
物
保
存
協
会
の
『
旧
岩
崎
邸
庭
園
洋
館
等
修
理
工
事
報
告
書
』
を
参
考
に
し
た
。 
こ
れ
ら
の
天
井
に
刺
繡
を
壁
紙
の
よ
う
に
貼
り
込
む
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
装
飾
方
法
で
あ
る
。
天
井
は
下
か
ら
見
上
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
刺
繡
パ
ネ
ル
の
画
面
は
上
下
が
な
い
図
案
で
あ
っ
た
。
図
案
は
西
洋
風
で
あ
っ
た
が
、
施
工
さ
れ
た
刺
繡
技
法
は
日
本
の
刺
繡
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
裏
面
の
画
像
か
ら
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
は
っ
き
り
し
た
陰
影
の
つ
け
方
は
、
下
絵
が
日
本
画
で
な
く
油
絵
だ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
は
設
計
者
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
公
的
な
建
物
で
な
く
個
人
の
私
邸
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
（
三
）
宮
廷
服
に
み
る
西
洋
か
ら
の
刺
繡
技
法
と
素
材 
 
明
治
期
に
入
り
、
日
本
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
体
制
へ
改
革
が
行
わ
れ
た
。
一
般
の
人
々
は
そ
の
影
響
を
す
ぐ
に
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
洋
装
化
へ
徐
々
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
明
治
政
府
は
、
近
代
国
家
建
設
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
制
度
を
積
極
的
に
導
入
し
、
そ
の
一
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環
と
し
て
宮
廷
服
の
洋
装
化
を
は
か
っ
た
（
72
）。
本
項
で
は
男
性
の
正
装
に
見
ら
れ
る
モ
ー
ル
刺
繡
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
文
化
学
園
服
飾
美
術
館
の
『
洋
装
へ
の
道
展
図
録
』
に
よ
れ
ば
「
男
子
の
宮
廷
服
に
は
、
武
官
と
し
て
の
正
装
と
大
礼
服
と
称
す
る
独
自
の
礼
服
が
あ
る
。
天
皇
を
は
じ
め
男
子
皇
族
や
武
官
の
臣
下
は
陸
海
軍
の
正
装
を
用
い
た
。
大
礼
服
は
、
明
治
初
年
に
米
欧
に
派
遣
さ
れ
た
岩
倉
使
節
団
が
提
案
し
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
制
定
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
は
官
職
や
身
分
を
現
す
飾
章
と
呼
ぶ
文
様
を
金
モ
ー
ル
刺
繡
す
る
こ
と
が
特
色
で
あ
っ
た
（
73
）。
明
治
天
皇
の
洋
装
化
に
つ
い
て
研
究
し
た
森
田
登
代
子
に
よ
れ
ば
、
明
治
天
皇
が
明
治
五
年
の
西
国
巡
行
に
着
用
し
た
際
の
正
服
は
「
金
糸
菊
御
紋
并
葉
縫
金
モ
ー
ル
」、
袖
は
「
金
糸
菊
御
紋
并
葉
縫
金
モ
ー
ル
二
条
」
で
あ
っ
た
（
74
）。 
日
本
政
府
が
正
装
や
大
礼
服
を
制
定
す
る
際
に
は
欧
米
の
軍
服
を
参
考
し
て
い
る
。
モ
ー
ル
刺
繡
は
中
央
ア
ジ
ア
を
発
祥
と
し
イ
ン
ド
を
経
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
モ
ー
ル
刺
繡
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
刺
繡
作
家
、
平
野
利
太
郎
に
よ
れ
ば 
モ
ー
ル
刺
繡
は
、
糸
の
刺
繡
と
は
ま
た
違
っ
た
特
殊
な
技
術
を
必
要
と
す
る
、
刺
繡
界
で
も
専
門
的
な
特
殊
な
独
立
し
た
一
分
野
で
す
。 
技
術
的
に
特
殊
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
、
そ
の
制
作
時
は
、
着
用
す
る
人
の
官
位
そ
の
他
に
よ
る
一
定
の
厳
し
い
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
正
確
に
刺
繡
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
規
制
が
あ
り
、
糸
の
刺
繡
の
よ
う
に
自
由
な
制
作
は
あ
ま
り
望
め
な
い
側
面
も
あ
り
ま
す
。 
私
の
父
は
、
糸
の
刺
繡
の
ほ
か
に
、
モ
ー
ル
刺
繡
も
手
掛
け
て
お
り
ま
し
た
関
係
か
ら
、
明
治
天
皇
が
御
召
し
遊
ば
さ
れ
た
大
礼
服
の
金
銀
モ
ー
ル
の
刺
繡
は
、
父
が
謹
作
申
し
上
げ
た
も
の
で
す
が
、
モ
ー
ル
刺
繡
の
特
殊
な
技
法
も
、
こ
れ
を
糸
の
刺
繡
に
応
用
し
、
面
白
い
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効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
な
ど
父
か
ら
い
ろ
い
ろ
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。 
モ
ー
ル
刺
繡
の
制
作
に
は
、
主
と
し
て
ラ
シ
ャ
地
を
使
い
ま
す
か
ら
、
太
鼓
張
り
を
用
い
て
制
作
し
ま
す
。
モ
ー
ル
は
き
わ
め
て
細
い
針
金
を
螺
旋
状
に
巻
い
て
、
管
状
に
作
っ
た
糸
で
す
か
ら
、
繡
う
も
の
に
よ
っ
て
、
こ
の
モ
ー
ル
を
そ
の 
つ
ど
切
っ
て
使
い
ま
す
。
繡
う
も
の
の
針
足
に
合
わ
せ
て
、
例
え
ば
0.5
～
１
cm
く
ら
い
に
適
当
の
長
さ
に
切
っ
て
繡
っ
て
い
き
ま
す
。 
刺
繡
す
る
場
合
に
、あ
ら
か
じ
め
糸
ま
た
は
紙
で
肉
を
文
様
の
形
に
作
っ
て
お
き
、そ
の
上
か
ら
モ
ー
ル
の
管
の
中
へ
糸
を
通
し
な
が
ら
、
一
針
一
針
繡
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
は
、
必
ず
メ
リ
ケ
ン
針
を
使
用
し
、
糸
は
カ
タ
ン
糸
を
使
い
ま
す
。
技
法
的
に
は
ま
つ
り
繡
い
、
繡
い
切
り
、
割
り
繡
い
等
の
要
領
で
繡
い
ま
す
。 
 
平
野
が
述
べ
た
よ
う
に
モ
ー
ル
刺
繡
は
一
般
の
刺
繡
職
人
で
は
な
く
金
モ
ー
ル
専
門
の
職
人
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
（
75
）。
ま
た
、
東
京
刺
繡
協
同
組
合
の
記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
一
七
年
に
東
京
金
モ
ー
ル
縫
箔
組
合
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
76
）。
文
化
学
園
大
学
博
物
館
で
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
開
催
さ
れ
た
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
宮
廷
服
―
洋
装
と
装
束
―
」
展
で
公
開
さ
れ
た
明
治
天
皇
着
用
の
《
陸
軍
軍
服
》、
加
藤
高
明
着
用
の
《
文
官
大
礼
服
》（
図
２
―
15
）
は
黒
ラ
シ
ャ
地
に
金
モ
ー
ル
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
る
（
77
）。
こ
れ
ら
の
刺
繡
の
文
様
は
、「
亀
甲
」
や
「
菊
」、「
五
三
桐
」
や
「
桐
唐
草
文
」
等
の
和
風
の
文
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
和
洋
折
衷
の
服
と
な
っ
て
い
た
。 
皇
后
や
皇
族
女
子
、
文
武
高
官
や
華
族
の
夫
人
な
ど
女
子
の
宮
廷
服
は
、
欧
化
主
義
時
代
の
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
洋
服
の
採
用
が
決
定
さ
れ
た
。
大
礼
服
は
主
に
新
年
の
拝
賀
式
に
着
用
し
、
襟
が
大
き
く
、
袖
無
し
か
、
短
い
袖
の
つ
い
た
ド
レ
ス
に
ド
レ
ー
ン
（
引
き
裾
）
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を
つ
け
る
。
通
常
礼
服
は
午
餐
会
、
拝
謁
な
ど
に
着
用
し
、
立
襟
で
長
袖
の
ド
レ
ス
で
あ
る
（
78
）。
文
化
学
園
大
学
博
物
館
所
蔵
、
昭
憲
皇
太
后
着
用
の
《
御
大
礼
服
（
マ
ン
ト
ー
・
ド
・
ク
ー
ル
）》
は
ボ
デ
ィ
と
ド
レ
ー
ン
（
引
き
裾
）
に
は
緋
ビ
ロ
ー
ド
、
ス
カ
ー
ト
に
は
白
サ
テ
ン
を
使
い
そ
れ
ぞ
れ
に
菊
花
を
刺
繡
し
て
い
る
（
図
２
―
16
）（
79
）。
執
筆
者
が
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
宮
廷
服
―
洋
装
と
装
束
―
」
展
で
実
見
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
菊
花
は
「
斜
繡
」、
中
心
の
蕊
は
「
相
良
繡
」、
茎
は
「
平
繡
」、
葉
は
「
平
繡
」
に
葉
脈
は
金
糸
の
「
駒
掛
繡
」
で
あ
っ
た
（
図
２
―
17
）。
菊
花
の
糸
の
撚
り
の
弱
い
花
は
平
糸
の
光
沢
が
強
い
。 
《
御
通
常
礼
服
（
ロ
ー
ブ
・
モ
ン
タ
ン
ト
）》（
図
２
―
18
）
は
、「
や
や
高
い
ウ
エ
ス
ト
、
左
右
を
ア
ン
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
明
治
四
〇
年
の
特
徴
で
あ
る
。
白
デ
シ
ン
地
に
チ
ュ
ー
ル
や
レ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
菊
折
枝
や
菊
花
の
チ
ラ
シ
文
様
を
白
糸
で
刺
繡
し
て
い
る
。
菊
の
文
様
は
皇
室
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
皇
后
や
皇
族
の
ド
レ
ス
に
し
ば
し
ば
取
り
入
れ
ら
れ
た
」
と
さ
れ
る
。（
80
）。
こ
の
ド
レ
ス
に
は
ビ
ー
ズ
を
用
い
た
刺
繡
と
糸
の
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
る
（
図
２
―
19
）。
ビ
ー
ズ
刺
繡
は
、
服
飾
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
も
使
用
さ
れ
刺
繡
で
、
ビ
ー
ズ
を
カ
タ
ン
糸
に
通
し
て
、
長
い
糸
状
の
も
の
を
作
り
、「
駒
掛
繡
」
で
別
糸
で
留
め
て
い
く
方
法
や
、
ビ
ー
ズ
を
一
個
ず
つ
繡
う
方
法
が
あ
る
（
81
）。
刺
繡
部
分
は
撚
り
弱
い
白
の
絹
糸
で
、
菊
の
花
は
「
斜
繡
」「
平
繡
」、
枝
や
茎
は
「
斜
繡
」
で
刺
繡
し
て
あ
る
。
糸
の
撚
り
を
強
く
す
る
と
耐
久
性
は
で
る
が
、
絹
糸
の
光
沢
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ド
レ
ス
で
は
糸
の
撚
り
を
弱
く
す
る
こ
と
で
、
絹
糸
の
光
沢
を
引
き
出
し
、
ビ
ー
ズ
と
の
調
和
を
図
っ
た
と
推
測
す
る
。
ま
た
白
い
布
に
白
糸
で
刺
繡
を
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ク
」
は
近
世
の
イ
ギ
リ
ス
で
見
ら
れ
た
刺
繡
で
（
82
）、
ド
レ
ス
と
共
に
そ
の
技
術
も
輸
入
さ
れ
た
と
考
え
る
。 
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第
三
節 
刺
繡
教
育 
  
（
一
）
女
学
校
教
育 
 
江
戸
時
代
か
ら
一
般
の
女
子
は
裁
縫
を
教
え
る
針
小
屋
や
、
自
ら
師
匠
を
も
と
め
て
裁
縫
や
押
絵
袋
物
と
い
う
手
芸
一
般
を
学
ん
で
い
た
（
83
）。
明
治
時
代
に
入
り
女
子
の
刺
繡
分
野
の
教
育
は
、
女
性
自
立
の
た
め
の
職
業
と
し
て
期
待
さ
れ
学
校
教
育
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
。
中
川
麻
子
・
田
中
淑
江
ら
は
「
明
治
時
代
の
女
子
教
育
に
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、「
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
京
都
府
が
英
国
人
夫
妻
を
雇
い
始
め
た
新
英
学
校
及
女
紅
場
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
京
都
博
覧
会
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
に
刺
繡
作
品
を
出
品
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
表
２
―
３
）、
京
都
で
は
洋
風
手
芸
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
輸
出
染
織
品
の
発
展
に
貢
献
す
る
新
し
い
産
業
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
84
）。 
明
治
期
に
お
け
る
女
子
教
育
の
考
え
方
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
出
さ
れ
た
文
部
省
訓
令
「
女
子
教
育
ニ
關
ス
ル
件
」
に
よ
く
表
れ
て
い
る
（
85
）。「
普
通
教
育
の
必
要
は
男
女
に
お
い
て
差
別
あ
る
こ
と
な
く
」
と
し
な
が
ら
も
、「
女
子
の
教
育
は
将
来
家
庭
教
育
に
至
大
の
係
を
有
す
る
も
の
な
り
」
と
述
べ
、「
女
子
の
た
め
に
其
教
科
を
益
々
実
用
に
近
切
な
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
裁
縫
は
女
子
の
生
活
に
お
い
て
最
も
必
要
な
る
も
の
な
り
故
に
地
方
の
状
況
に
よ
り
な
る
べ
く
小
学
校
の
教
科
目
に
裁
縫
を
加
え
る
こ
と
を
要
す
」
と
し
て
、
女
子
教
育
に
お
い
て
は
、
家
庭
に
お
け
る
実
用
教
育
を
重
視
し
、
そ
の
中
心
が
「
裁
縫
」
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
小
学
校
高
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学
年
に
お
け
る
裁
縫
、
家
事
経
済
の
必
修
、
高
等
女
学
校
に
お
け
る
裁
縫
、
家
事
の
必
修
等
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
裁
縫
」
に
は
「
刺
繡
」
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
刺
繡
が
女
子
の
教
養
、
あ
る
い
は
職
業
の
一
分
野
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 
明
治
二
八
年(
一
八
九
五)
の
「
高
等
女
学
校
規
程
」（
文
部
省
令
一
号
、
第
一
条
）
に
よ
れ
ば
随
意
科
目
と
し
て
「
手
芸
」
が
加
え
ら
れ
た
（
86
）。 
第
一
條 
高
等
女
學
校
ノ
學
科
目
ハ
修
身
、
國
語
、
外
國
語
、
歴
史
、
地
理
、
數
學
、
理
科
、
家
事
、
裁
縫
、
習
字
、
圖
畫
、
音
樂
、
體
操
ト
ス
又
随
意
科
目
ト
シ
テ
教
育
、
漢
文
、
手
藝
ノ
一
科
目
若
ク
ハ
數
科
目
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ヲ
得 
外
國
語
、
圖
畫
、
音
樂
ハ
府
縣
立
學
校
ニ
就
キ
テ
ハ
文
部
大
臣
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
其
ノ
他
ノ
學
校
ニ
就
キ
テ
ハ
地
方
長
官
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
テ
之
ヲ
缺
ク
コ
ト
ヲ
得
又
生
徒
ノ
志
望
ニ
依
リ
之
ヲ
課
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
得 
 
 
(
中
略) 
 
 
第
八
條 
 
 
中
學
令
第
十
四
條
第
二
項
ニ
依
リ
高
等
女
學
校
ニ
技
藝
専
修
科
ヲ
置
ク
ト
キ
ハ
其
ノ
學
科
ハ
第
一
條
第
一
項
ノ
學
科
目 
 
 
 
 
中
一
科
目
若
ハ
數
科
目
ヲ
缺
キ
技
藝
ニ
属
ス
ル
某
科
目
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
ト
ス
但
修
身
、
國
語
、
裁
縫
ハ
之
ヲ
缺
ク
コ
ト
ヲ
得
ス 
技
芸
専
修
科
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た
の
も
、
刺
繡
を
含
む
手
芸
の
も
つ
女
子
教
養
と
女
子
職
業
の
二
面
性
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
時
代
、
刺
繡
を
習
得
す
る
に
は
刺
繡
業
者
の
徒
弟
と
な
る
か
、
ま
た
は
女
子
の
職
業
学
校
で
刺
繡
を
学
ぶ
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
女
子
師
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範
学
校
、
華
族
女
学
校
、
実
践
女
学
校
、
並
び
に
共
立
職
業
学
校
、
女
子
美
術
学
校
等
、
当
時
刺
繡
教
育
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
学
校
教
育
の
目
的
の
違
い
に
よ
り
、
職
業
教
育
と
し
て
行
う
も
の
と
、
女
子
の
教
養
、
技
芸
教
育
と
し
て
行
う
も
の
と
が
あ
っ
た
。
以
下
、
代
表
的
な
学
校
の
刺
繡
学
科
課
程
を
検
証
す
る
。 
東
京
の
女
子
師
範
学
校
は
明
治
七
年(
一
八
七
四)
に
設
立
さ
れ
た
女
子
を
専
門
に
教
育
者
を
育
成
す
る
学
校
で
あ
っ
た
。
開
学
時
の
学
科
の
中
に
「
手
藝
」
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
刺
繡
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
明
治
三
二
年(
一
八
九
九)
の
学
科
改
正
の
折
に
「
技
芸
科
」
が
新
設
さ
れ
、
そ
の
中
の
「
家
事
」
と
い
う
学
科
の
中
に
「
刺
繡
」
の
文
字
が
あ
る
。
明
治
二
八
年(
一
八
九
五)
の
「
高
等
女
学
校
規
程
」
に
よ
り
手
芸
が
随
選
択
科
目
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
刺
繡
が
手
芸
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
女
子
師
範
で
は
刺
繡
が
選
択
科
目
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
（
87
）。 
華
族
女
学
校
は
、
華
族
の
女
子
（
六
歳
か
ら
一
八
歳
）
を
対
象
に
学
術
技
芸
を
教
授
す
る
も
の
で
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
開
設
さ
れ
、
小
学
科
、
中
学
科
共
に
「
裁
縫
」
と
い
う
科
目
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
科
目
に
「
刺
繡
」
が
含
ま
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
学
校
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
下
田
歌
子
が
明
治
三
二
年(
一
八
九
九)
に
記
し
た
『
女
子
手
藝
要
訣
』
に
は
以
下
の
様
に
記
さ
れ
た
（
88
）。 
刺
繡
又
は
縫
取
と
も
云
ふ
。
は
女
子
の
手
工
中
、
殊
に
美
術
に
属
し
て
、
優
雅
な
る
技
藝
な
り
。
故
に
、
こ
は
、
多
少
、
繪
畫
の
意
匠
無
き
人
に
於
て
は
、
其
巧
妙
に
達
す
る
こ
と
難
か
る
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
刺
繡
を
学
ば
ん
と
す
る
者
は
、
宜
し
く
、
先
づ
、
圖
畫
の
方
法
を
学
ぶ
べ
し
。
然
れ
ど
も
簡
易
な
る
繡
取
は
、
少
し
、
其
し
か
た
だ
に
覺
ら
ば
、
術
に
興
味
あ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
存
外
に
、
早
く
進
歩
し
も
て
行
く
も
の
な
り
（
以
下
略
） 
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刺
繡
は
美
術
に
属
す
る
手
工
芸
と
し
、
絵
画
と
の
関
連
を
重
視
し
た
視
点
は
、
美
術
と
し
て
の
刺
繡
の
発
展
に
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
下
田
歌
子
は
一
般
の
女
性
の
た
め
に
、
明
治
三
二
年(
一
八
九
九)
に
実
践
女
学
校
（
以
下
実
践
と
す
る
）、
同
附
属
慈
善
女
学
校
、
女
子
工
芸
学
校
（
以
下
女
子
工
芸
と
す
る
）、
同
附
属
下
碑
養
成
所
を
設
立
し
た
。
実
践
の
設
立
規
則
の
中
に
は
「
本
校
は
本
邦
固
有
の
女
徳
を
啓
発
し
、
日
進
の
学
理
を
応
用
し
、
勉
め
て
現
近
の
社
会
に
適
用
す
べ
き
実
学
を
教
授
し
、
賢
母
良
妻
を
養
成
す
る
所
と
し
」
と
あ
る
（
89
）。
こ
れ
は
女
子
の
教
養
の
中
の
一
つ
と
し
て
技
芸
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
と
と
れ
る
。 
 
 
実
践
の
明
治
三
二
年(
一
八
九
九)
学
科
課
程
「
裁
縫
」
の
第
三
―
五
学
年
に
は
「
裁
縫
刺
繡
」
と
あ
る
（
90
）。
明
治
四
四
年(
一
九
一
一)
年
の
実
践
、
家
政
専
攻
科
で
は
「
家
事
」
の
中
に
「
裁
縫
及
び
手
芸
」
と
あ
り
、
第
一
、
二
学
年
で
一
五
時
間
ず
つ
「
絹
物
裁
縫
及
び
編
物
」、
「
刺
繡
」、「
押
絵
」、「
造
花
」
の
内
一
科
を
選
択
す
る
。
ま
た
、
技
芸
専
門
科
で
も
第
一
、
二
学
年
で
三
三
時
間
ず
つ
「
裁
縫
」、「
造
花
」、「
刺
繡
」、「
押
絵
」、「
編
物
」
の
中
か
ら
一
科
目
な
い
し
二
科
目
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
91
）。 
大
正
一
〇
年(
一
九
二
一)
に
は
「
女
子
に
必
要
な
る
専
門
の
知
識
技
能
を
授
け
裁
縫
科
及
び
手
芸
科
教
員
を
養
成
す
る
所
」
と
し
て
実
践
女
学
校
高
等
師
範
部
を
開
校
さ
せ
た
。
こ
こ
で
も
「
刺
繡
」
は
裁
縫
科
の
「
手
芸
」
の
中
で
「
刺
繡
」、「
造
花
」、「
編
物
」、「
袋
物
」、「
押
絵
」、
「
佐
賀
錦
」
の
う
ち
か
ら
一
も
し
く
は
二
科
目
選
ぶ
週
四
時
間
の
選
択
科
目
で
あ
っ
た
。
手
芸
科
の
中
で
も
「
手
芸
」
の
中
で
「
刺
繡
」、「
造
花
」、「
編
物
」
の
う
ち
か
ら
二
科
目
選
ん
で
週
七
時
間
の
選
択
科
目
で
あ
っ
た
（
表
２
―
12
）（
92
）。 
一
方
、
女
子
工
芸
の
設
立
規
則
は
「
本
校
で
は
女
子
に
適
当
な
る
工
芸
を
授
け
併
せ
て
修
身
斉
家
に
必
要
な
る
実
業
を
修
せ
し
め
能
く
自
営
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の
道
を
立
つ
に
足
る
べ
き
教
育
を
施
す
所
」
と
あ
り
、
学
ん
だ
工
芸
で
自
活
す
る
女
子
を
育
成
す
る
学
校
と
み
て
よ
い
。
そ
の
目
的
の
違
い
に
よ
り
、
実
践
と
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
差
も
歴
然
と
し
て
い
る
。
女
子
工
芸
に
は
「
刺
繡
」
が
週
八
時
間
の
学
科
と
し
て
あ
る
（
表
２
―
13
）（
93
）。
実
践
の
「
図
画
」
は
週
に
一
―
二
時
間
で
内
容
も
「
自
在
画
」、「
実
物
写
生
」
だ
け
で
あ
る
が
、
女
子
工
芸
の
「
図
画
」
で
は
「
水
墨
画
」、「
写
生
」、「
模
様
画
」、「
陶
器
画
」
等
が
毎
週
六
―
八
時
間
も
行
わ
れ
て
い
た
。
図
案
を
自
ら
描
く
こ
と
が
社
会
で
は
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
ま
た
、
工
芸
学
校
の
刺
繡
専
任
と
し
て
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
上
村
百
代
（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授
）
の
名
前
が
あ
る(
94)
。 
 
共
立
女
子
職
業
学
校
（
以
下
、
共
立
と
す
る
）
は
、
明
治
一
九
年(
一
八
八
六)
創
立
で
、
学
校
設
立
に
あ
た
っ
て
の
「
趣
意
書
」
に
は
二
九
人
の
発
起
人
が
名
を
連
ね
、
す
べ
て
が
東
京
女
子
師
範
学
校
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
設
立
目
的
は
「
女
子
に
適
応
す
る
諸
職
業
を
授
け
広
く
世
の
婦
女
子
に
実
績
を
得
し
め
ん
と
す
る
に
在
り
」
と
あ
り
、
女
子
工
芸
と
同
様
女
子
の
職
業
の
修
得
を
目
的
に
掲
げ
て
い
る
（
95
）。
刺
繡
科
の
授
業
要
旨
は
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
な
内
容
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 
先
ず
綿
糸
縫
、
平
縫
、
両
面
縫
等
よ
り
罌
粟
縫
、
綿
糸
肉
入
縫
に
及
ぼ
す
其
教
授
の
順
は
初
に
花
、
葉
、
草
、
木
等
の
簡
単
な
る
も
の
を
練
熟
せ
し
め
終
は
人
物
禽
獣
等
に
及
ぶ 
図
案
は
自
ら
絵
を
描
く
こ
と
を
行
い
、
即
戦
力
と
し
て
の
技
術
の
修
得
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
実
際
、
甲
科
（
三
年
課
程
）
と
乙
科
（
一
年
課
程
）
の
課
程
を
見
る
と
女
子
工
芸
と
似
た
も
の
が
あ
る
。（
表
２
―
14
・
15
）。 
共
立
で
は
『
学
年
報
告
（
書
）』
と
い
う
一
年
間
の
歩
み
を
示
す
資
料
が
あ
る
。
明
治
一
九
年(
一
八
八
六)
三
月
か
ら
明
治
二
〇
年(
一
八
八
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七)
八
月
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
第
一
学
年
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
刺
繡
科
の
第
一
学
年
目
は
「
綴
縫
」、「
平
縫
」
等
と
し
て
、
そ
の
進
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る(
96)
。 
縫
取
と
い
う
名
称
を
用
い
る
。
半
襟
、
服
紗
、
窓
掛
、
机
掛
等
に
刺
繡
す
る
技
術
、
図
画
を
必
ず
履
修
さ
せ
る
。
製
作
品
は
輸
出
物
を
中
心
、
技
術
の
進
歩
遅
い 
学
校
全
体
と
し
て
は
明
治
二
二
年(
一
八
八
九)
に
は
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
参
加
、
生
徒
の
作
品
を
陳
列
し
銀
牌
を
う
け
た
（
97
）(
表
２
―
16)
。
こ
の
時
の
刺
繡
科
の
教
師
に
は
日
本
画
家
の
結
城
正
明
（
東
京
美
術
学
校
教
授
）
の
名
が
あ
り
図
画
と
は
ま
た
別
に
刺
繡
の
た
め
の
教
員
を
招
聘
し
て
い
た
。
明
治
二
四
年(
一
八
九
一)
年
以
降
は
、
天
覧
の
機
会
も
得
て
宮
家
よ
り
製
作
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
六
年(
一
八
九
三)
九
月
か
ら
明
治
二
七
年(
一
八
九
四)
年
八
月
に
つ
い
て
の
『
第
八
学
年
報
告
書
』
に
は
「
海
外
か
ら
の
需
要
が
多
く
将
来
最
も
有
望
な
科
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
刺
繡
の
輸
出
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
の
成
果
を
認
め
ら
れ
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
三
越
呉
服
店
よ
り
生
徒
作
品
販
売
の
依
頼
も
あ
っ
た
。
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
四
月
か
ら
明
治
三
九
年(
一
九
〇
六)
三
月
に
つ
い
て
書
か
れ
た
『
第
十
九
学
年
報
告
書
』
に
は
刺
繡
科
の
可
能
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
98
）。 
刺
繡
科
は
半
襟
、
服
紗
、
窓
掛
、
額
面
、
掛
物
、
ハ
ナ
カ
チ
ー
フ
等
を
初
め
諸
種
の
布
帛
に
人
物
、
草
木
、
花
鳥
、
山
水
等
を
綵
繡
す
る
技
を
授
く
且
此
科
に
於
い
て
は
自
ら
下
図
を
描
く
の
便
を
得
せ
し
め
ん
が
為
圖
畫
を
兼
修
せ
し
め
其
技
の
発
達
と
共
に
意
匠
の
優
且
美
な
ら
ん
こ
と
を
務
め
た
り
此
科
の
製
品
は
近
来
海
外
へ
も
輸
出
し
一
の
商
品
と
し
て
益
々
需
要
の
増
加
す
る
べ
き
も
の
な
れ
ば
将
来
最
も
望
を
屬
す
べ
き
術
科
な
り 
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そ
れ
ら
を
裏
付
け
る
よ
う
に
刺
繡
科
と
し
て
刺
繡
実
技
の
他
に
刺
繡
科
図
画
、
刺
繡
科
図
案
の
授
業
が
あ
っ
た
の
が
確
認
で
き
た
。
嘱
託
教
授
と
し
て
刺
繡
科
に
長
谷
川
岩
吉
（
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
発
行
『
女
子
学
芸
全
書
』
刺
繡
の
部
著
者
）、
刺
繡
科
図
画
担
任
に
島
田
佳
矣
（
東
京
美
術
学
校
教
授
）、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
土
屋
安
彦
（
東
京
高
等
工
業
学
校
講
師
）
を
刺
繡
科
図
案
の
担
任
に
お
い
て
、
刺
繡
の
技
法
だ
け
で
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
製
品
開
発
に
必
要
な
科
目
を
強
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る(
99)
。 
 
美
術
学
校
に
刺
繡
科
が
設
け
ら
れ
た
例
と
し
て
は
私
立
女
子
美
術
学
校
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
三
三
年(
一
九
〇
〇)
に
東
京
都
の
認
可
を
受
け
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
に
開
校
し
た
（
以
下
、
女
子
美
と
す
る
）。
こ
の
時
期
、
唯
一
の
私
立
の
美
術
学
校
と
し
て
、
女
子
の
美
術
教
育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
（
100
）。
明
治
後
半
は
刺
繡
が
美
術
染
織
の
一
角
と
し
て
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
刺
繡
が
美
術
の
一
分
野
と
し
て
美
術
学
校
で
教
育
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。 
当
時
の
刺
繡
科
の
指
導
者
に
つ
い
て
調
べ
た
が
、
資
料
が
乏
し
く
文
書
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
刺
繡
科
の
職
を
辞
し
た
鶴
田
直
子
か
ら
で
あ
る
（
101
）。
鶴
田
は
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
博
覧
会
に
刺
繡
を
出
展
（
表
２
―
５
）。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
刺
繡
袱
紗
《
能
楽
石
橋
ノ
図
》
を
出
品
し
て
、
褒
状
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
は
《
刺
繡
衝
立
》
で
銅
牌
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
活
躍
し
て
い
た
（
表
２
―
７
）。
創
立
時
の
学
科
課
程
は
「
写
生
」「
臨
画
」
図
按
」
の
よ
う
に
具
体
的
に
何
を
行
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
毎
日
半
日
は
専
門
課
程
の
授
業
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
表
２
―
17
）(
102)
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
パ
ナ
マ
太
平
洋
博
覧
会
に
は
文
部
省
補
助
金
が
下
さ
れ
、
教
育
部
門
に
刺
繡
を
含
む
学
生
作
品
を
出
品
し
金
牌
を
受
け
た
（
図
２
―
20
）
ま
た
、
同
年
、
刺
繡
科
の
高
等
師
範
科
卒
業
生
に
た
い
し
、
手
芸
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科
中
等
教
員
無
試
験
検
定
の
資
格
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
資
格
に
よ
っ
て
こ
の
年
の
卒
業
生
か
ら
中
等
教
員
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
103
）。
大
正
五
年(
一
九
一
六)
一
月
よ
り
卒
業
生
の
松
岡
フ
ユ
が
教
員
と
な
り
大
正
、
昭
和
に
わ
た
り
指
導
を
行
っ
た
。
大
正
期
の
刺
繡
高
等
師
範
科
の
学
科
課
程
に
よ
れ
ば
写
生
や
デ
ッ
サ
ン
を
重
視
し
、
毎
日
行
っ
て
お
り
、
ま
た
刺
繡
実
技
の
内
容
は
実
践
、
共
立
と
は
異
な
り
、
着
物
や
ハ
ン
カ
チ
に
使
う
繡
法
で
は
な
く
、
絵
画
的
な
美
術
刺
繡
を
意
識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
（
表
２
―
18
）（
104
）。
第
三
学
年
の
刺
繡
実
技
に
あ
る
「
各
種
水
彩
・
油
絵
縫
い
方
」
で
制
作
さ
れ
た
作
品
に
は
、
自
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
風
景
画
や
海
外
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
が
あ
り
、
現
存
す
る
約
四
〇
〇
点
を
詳
細
に
調
査
し
た
結
果
、
顔
料
の
着
彩
に
刺
繡
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
や
、
糸
で
全
面
刺
繡
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
図
案
は
主
に
写
実
的
な
も
の
で
風
景
や
花
鳥
を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
（
図
２
―
21
）（
105
）。
女
子
美
で
の
刺
繡
教
育
は
絵
画
刺
繡
を
意
識
し
た
、
当
時
の
輸
出
刺
繡
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
 
 （
二
）
刺
繡
普
及
活
動 
 
女
学
校
で
刺
繡
教
育
が
行
わ
れ
始
め
た
頃
、
一
般
の
女
性
が
刺
繡
を
習
得
す
る
に
は
、
教
則
本
を
参
考
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
人
々 
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、
刺
繡
を
学
べ
る
女
学
校
が
開
校
し
た
明
治
期
後
半
に
出
版
さ
れ
て
い
て
、
刺
繡
や
手
芸
を
教
授
す
る
専
門
家
か
刺
繡
職
人
が
著
者
で
あ
る
刺
繡
の
本
を
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
以
下
の
一
二
冊
が
抽
出
さ
れ
た
。（
図
２
―
22
）（
表
２
―
19
）（
106
・
107
・
108
・
109
・
110
・
111
・
112
・
113
・
114
・
115
・
116
・
117
）。
刺
繡
技
法
の
解
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説
方
法
に
は
、
文
字
の
み
の
解
説
、
図
入
り
の
解
説
（
図
２
―
23
）
の
二
種
類
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
内
容
と
し
て
刺
繡
技
法
を
記
し
た
本
と
、
そ
の
技
法
を
使
っ
た
応
用
作
品
の
作
り
方
ま
で
記
し
た
本
が
あ
っ
た
。 
 
当
時
、
刺
繡
を
生
業
と
す
る
に
は
、
刺
繡
が
学
べ
る
学
校
に
行
く
か
、
刺
繡
職
人
に
徒
弟
に
な
る
か
で
あ
っ
た
の
で
、
一
般
の
女
性
は
こ
の 
よ
う
な
教
則
本
を
参
考
に
刺
繡
を
研
究
し
、
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
一
般
的
な
刺
繡
の
手
順
と
し
て
以
下
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
お 
り
、
一
通
り
に
刺
繡
の
手
順
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 
①
「
用
具
の
説
明
」
で
は
刺
繡
を
行
う
た
め
に
必
要
な
道
具
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
使
用
す
る
糸
の
種
類
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。 
②
「
糸
の
撚
り
方
」
で
は
「
ま
つ
り
繡
」
に
つ
か
う
一
般
的
な
糸
や
、「
蛇
腹
繡
」
に
使
う
糸
、
桂
糸
等
の
特
殊
な
糸
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る
。 
③
「
布
（
帛
）
の
張
り
方
」、
反
物
の
刺
繡
台
へ
の
張
り
方
を
提
示
。 
④
「
下
図
の
書
き
方
」、
胡
粉
と
型
紙
を
用
い
る
方
法
を
解
説
。 
⑤
「
繡
い
方
」、
針
の
持
ち
方
、
各
種
刺
繡
技
法
を
提
示
。 
⑥
「
仕
上
げ
」、
刺
繡
を
終
え
た
あ
と
の
始
末
の
仕
方
。 
⑦
「
樹
木
、
花
、
動
物
等
の
繡
方
」、
前
に
提
示
し
た
技
法
を
用
い
た
応
用
作
品
の
繡
い
方
で
、
刺
す
順
番
や
刺
す
方
向
が
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。 
⑧
「
紋
の
繡
方
」、
紋
を
繡
の
に
適
し
た
「
菅
繡
」「
織
繡
」
の
方
法
を
特
に
あ
げ
て
解
説
。 
 
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
刺
繡
技
法
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
一
二
―
三
〇
の
縫
い
方
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
（
表
２
―
19
）。
近
代
以
前
か
ら
刺
繡
技
法
と
明
治
期
か
ら
の
刺
繡
技
法
が
混
在
し
て
い
る
。
一
二
冊
す
べ
て
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
技
法
は
「
相
良
繡
」（
別
名
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「
玉
繡
」「
い
ぼ
繡
」）
と
「
両
面
繡
」
で
あ
っ
た
。「
両
面
繡
」
は
明
治
期
の
刺
繡
輸
出
品
目
で
代
表
的
な
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
、
窓
掛
、
テ
ー
ブ
ル
掛
に
よ
く
使
わ
れ
た
技
法
で
あ
っ
た
。
近
代
以
降
の
刺
繡
技
法
と
し
て
は
「
す
か
ら
繡
」「
天
鵞
絨
繡
」「
モ
ー
ル
繡
」「
真
珠
繡
」（
別
名
「
南
京
玉
繡
」）「
家
庭
で
の
教
養
と
し
て
の
刺
繡
を
行
う
に
は
十
分
な
内
容
と
い
え
る
。 
   
お
わ
り
に 
  
本
章
で
は
明
治
時
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
「
博
覧
会
」、「
西
洋
の
影
響
」、「
刺
繡
教
育
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
論
じ
た
。「
博
覧
会
に
よ
る
刺
繡
産
業
の
発
達
」
で
は
、
日
本
国
内
最
初
の
展
覧
会
「
文
部
省
博
覧
会
」
に
お
い
て
は
、
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す
る
の
で
は
な
く
、
知
識
教
育
を
目
的
と
し
た
歴
史
的
価
値
の
あ
る
古
物
作
品
の
展
示
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
博
覧
会
出
品
目
録
か
ら
、
装
束
類
、
洋
服
類
の
展
示
は
あ
っ
た
も
の
の
、
刺
繡
を
施
さ
れ
た
も
の
は
作
品
名
か
ら
で
は
判
別
で
き
な
か
っ
た
。「
万
国
博
覧
会
出
展
の
た
め
の
刺
繡
形
態
の
変
化
」《
内
国
勧
業
博
覧
会
に
於
け
る
制
作
の
検
討
》
の
項
で
は
、
海
外
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会
と
国
内
で
開
催
さ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
つ
い
て
の
出
品
記
録
を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
か
の
傾
向
を
探
る
と
と
も
に
、
刺
繡
作
品
が
「
美
術
品
」
で
は
な
く
「
工
業
製
品
」
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
そ
の
実
態
を
区
分
調
査
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
問
題
は
昭
和
初
め
の
帝
展
四
部
「
美
術
工
芸
部
門
」
設
立
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
の
技
芸
は
生
活
の
中
に
美
術
品
を
置
き
、
使
用
し
、
愛
で
る
だ
け
で
な
い
用
の
美
と
い
う
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美
学
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
に
よ
っ
て
西
洋
の
価
値
判
断
が
移
植
さ
れ
、
技
芸
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。「
博
覧
会
」
と
い
う
事
業
か
ら
職
工
達
は
工
芸
作
品
が
工
業
製
品
で
あ
る
と
認
識
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
が
、
一
連
の
博
覧
会
参
加
を
通
し
て
図
案
改
革
を
行
い
、
技
術
水
準
を
引
き
上
げ
美
術
の
分
野
に
認
め
さ
せ
る
努
力
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宮
殿
建
築
で
は
随
所
に
工
芸
品
が
飾
ら
れ
、
海
外
に
対
し
そ
の
美
術
的
価
値
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
刺
繡
を
含
む
染
織
品
は
「
美
術
染
織
」
と
し
て
新
た
な
分
野
の
構
築
に
至
っ
た
。 
一
方
、「
西
洋
の
影
響
」
と
し
て
海
外
か
ら
の
影
響
を
受
け
た
刺
繡
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
国
内
外
の
博
覧
会
の
影
響
」
で
は
刺
繡
が
海
外
に
対
す
る
貿
易
品
と
し
て
そ
の
価
値
が
見
出
さ
れ
、
京
都
の
染
織
業
者
に
よ
っ
て
発
展
を
遂
げ
た
事
に
つ
い
て
、「
西
洋
建
築
を
彩
っ
た
美
術
染
織
と
呼
ば
れ
た
刺
繡
」
に
お
い
て
は
、
洋
館
を
彩
っ
た
刺
繡
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
技
法
を
駆
使
し
て
、
新
し
い
西
洋
の
モ
チ
ー
フ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
形
態
は
額
、
屏
風
、
天
井
等
多
岐
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
海
外
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
し
た
美
術
染
織
品
と
し
て
美
術
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
宮
廷
服
に
み
る
西
洋
か
ら
の
刺
繡
技
法
と
素
材
」
で
は
洋
装
に
伴
う
西
洋
刺
繡
の
技
術
を
取
り
入
れ
発
達
し
た
軍
服
の
「
モ
ー
ル
刺
繡
」
や
ド
レ
ス
の
「
ビ
ー
ズ
刺
繡
」
等
の
新
し
い
技
術
に
つ
い
て
言
及
し
、
新
し
い
装
飾
が
生
ま
れ
た
事
を
確
か
め
た
。 
最
後
に
、
明
治
期
に
創
設
さ
れ
た
女
学
校
に
お
け
る
刺
繡
教
育
に
つ
い
て
、
各
学
校
の
学
科
課
程
を
参
考
に
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
。
当
初
、
教
養
と
し
て
の
刺
繡
と
職
業
技
術
と
し
て
の
刺
繡
教
育
で
あ
っ
た
が
、
美
術
染
織
品
が
海
外
へ
の
輸
出
品
と
し
て
美
術
工
芸
品
と
し
て
確
立
し
た
の
に
伴
っ
て
美
術
学
校
の
学
科
と
し
て
取
り
入
ら
れ
た
。美
術
学
校
で
の
刺
繡
教
育
は
、技
術
者
を
育
て
る
た
め
の
教
育
者
の
育
成
と
共
に
、
刺
繡
作
家
を
育
成
す
る
内
容
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
期
の
一
般
向
け
の
教
則
本
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
刺
繡
技
法
が
普
及
し
て
い
た
か
を
探
っ
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た
。
そ
の
結
果
、
一
二
―
三
〇
の
縫
い
方
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
名
称
は
学
校
で
教
授
さ
れ
て
い
る
道
具
や
技
法
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
書
籍
の
執
筆
者
が
、
学
校
で
教
鞭
を
と
る
刺
繡
教
育
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
が
合
致
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
に
は
当
時
の
刺
繡
職
人
も
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
技
術
は
刺
繡
職
人
に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
、
そ
れ
ら
を
学
科
科
目
と
し
て
体
系
立
て
た
の
が
学
校
教
育
に
お
け
る
刺
繡
教
育
に
な
っ
て
い
た
。 
 
明
治
時
代
は
刺
繡
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
作
品
の
需
要
先
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
供
給
す
る
側
も
今
ま
で
の
刺
繡
で
は
な
い
新
し
い
刺
繡
作
品
の
開
発
を
迫
ら
れ
、
刺
繡
の
図
案
も
変
化
し
た
。
海
外
を
意
識
し
た
、
風
景
、
人
物
、
日
本
的
な
花
鳥
や
、
禽
獣
が
好
ま
れ
刺
繡
の
特
性
を
生
か
し
た
写
実
的
な
図
案
が
多
く
刺
繡
さ
れ
た
。
刺
繡
技
法
は
こ
れ
ま
で
の
技
法
に
西
洋
刺
繡
の
技
法
も
加
わ
り
そ
の
種
類
は
百
種
類
を
超
え
た
。 
 
註 
 
（
１
）
金
子
錦
二
編
『
日
本
刺
繡
史
』
京
都
刺
繡
同
業
組
合 
一
九
二
八
年 
四
九
九
―
五
〇
〇
頁
。 
 
 
 
近
代
ま
で
の
京
都
を
中
心
と
し
た
刺
繡
の
歴
史
を
ま
と
め
た
も
の
。
刺
繡
史
を
扱
っ
た
書
籍
で
は
古
い
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
刺
繡
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
度
々
引
用
さ
れ
て
い
る
。 
（
２
）
前
掲
出
（
１
）
五
〇
二
―
五
〇
三
頁
。 
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（
３
）
前
掲
出
（
１
）
五
〇
三
頁 
（
４
）
安
永
幸
史
「
起
立
工
商
会
社
の
輸
出
工
芸
品
製
造
事
業
に
関
す
る
考
察
」『
美
術
史
論
集 
一
二
号
』
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会 
 
二
〇
一
二
年 
四
四
頁
。 
（
５
）
樋
田
豊
次
郎
編
『
起
立
工
商
会
社
の
工
芸
下
図
集 
明
治
の
輸
出
工
芸
図
案
』
京
都
書
院 
一
九
八
七
年 
四
一
七
頁
。 
（
６
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生
―
調
査
研
究
報
告
書
「
温
知
図
録
」』
国
書
刊
行
会 
一
九
九
七
年 
一
〇
九
頁
。 
（
７
）
志
村
光
弘
「
精
緻
な
美
・
明
治
染
織
」
高
橋
洋
二
編
『
別
冊
太
陽N
o
.
7
0
 
Su
m
me
r
19
9
0
』
平
凡
社 
一
九
九
〇
年 
一
二
六
頁
。 
（
８
）
中
川
麻
子
「
美
術
染
織-
成
立
と
構
造-
」
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
博
士
論
文 
二
〇
一
二
年 
一
一
―
一
三
頁
。 
（
９
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
二
〇
〇
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
開
催
記
念 
世
紀
の
祭
典
万
国
博
覧
会
の
美
術 
パ
リ
・
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
カ
ゴ
万
博
に
見
る
東
西
の
名
品
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 
二
〇
〇
四
年 
二
七
四
―
二
七
八
頁
。 
（
10
）
高
田
倭
男
『
服
装
の
歴
史
』
中
央
公
論
新
社 
二
〇
〇
五
年 
三
七
三
―
三
七
五
頁
。 
（
11
）
國
雄
行
『
博
覧
会
と
明
治
の
日
本
』
吉
川
弘
文
館 
二
〇
一
〇
年 
五
一
―
五
三
頁
。 
（
12
）
東
京
国
立
博
物
館
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史 
資
料
編
』
第
一
法
規 
一
九
七
三
年 
一
五
〇
―
一
六
〇
頁
。 
（
13
）
前
掲
出
（
11
）
二
七
―
七
三
頁
。 
 
（
14
）
東
京
国
立
文
化
財
美
術
部
編
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所 
一
九
九
六
年 
解
題
。 
明
治
初
期
に
す
で
に
国
内
で
は
「
物
産
会
」
や
「
京
都
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
玉
石
混
合
と
い
っ
た
内
容
で
あ
り
、
政
府
は
内
国
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博
覧
会
を
催
す
に
あ
た
り,
商
店
や
工
人
に
趣
意
を
説
い
て
回
っ
た
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
東
京
、
上
野
公
園
に
て
「
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
は
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
第
三
回
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）)
年
に
そ
れ
ぞ
れ
上
野
公
園
で
、
第
四
回
は
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
京
都
の
岡
崎
公
園
、
第
五
回
は
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
大
阪
の
天
王
寺
宮
に
て
行
わ
れ
た
。 
（
15
）
前
掲
出
（
14
） 
（
16
）
永
山
定
富
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料(
第
一
輯)
』
博
覧
会
倶
楽
部 
一
九
二
八
年 
一
五
―
一
七
頁
。 
（
17
）
田
中
芳
男
・
平
山
成
信
編
『
澳
國
博
覧
会
参
同
紀
要
』
森
山
春
雍 
一
八
九
七
年 
一
一
―
一
三
頁
。 
 
（
18
）
米
国
博
覧
会
事
務
局
『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
目
録
第
二
』
米
国
博
覧
会
事
務
局 
一
八
七
六
年 
二
二
―
二
三
、 
三
六
―
三
七
、
五
二
―
五
五
頁
。 
（
19
）
十
二
代
西
村
総
左
衛
門
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
―
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
は
明
治
期
に
隆
盛
し
た
美
術
染
織
、
特
に
友
禅
染
と
刺
繡
に
す
ぐ
れ
た
作
品
を
創
り
出
し
た
京
都
千
総
十
二
代
目
。「
総
左
衛
門
」
の
表
記
は
「
総
右
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
い
る
記
録
も
あ
っ
た
。
詳
細
は
第
二
章
第
二
節
参
照
。 
（
20
）
米
国
博
覧
会
事
務
局
『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
解
説
第
一
』
米
国
博
覧
会
事
務
局 
一
八
七
六
年 
一
四
三
―
一
四
四
頁
。 
（
21
）
前
掲
出
（
18
）
辞
令
二
二
頁
。 
（
22
）
前
掲
出
（
14
）
二
四
二
―
二
五
二
頁
。 
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（
23
）
佛
國
博
覧
會
事
務
局
編
『
佛
蘭
西
巴
里
萬
國
大
博
覧
會
第
二
篇 
日
本
部
』
佛
國
博
覧
會
事
務
局 
一
八
八
〇
年 
三
五
頁
。 
（
24
）
前
掲
出
（
23
）
二
九
―
三
〇
頁
。 
（
25
）
伊
藤
嘉
章
「
工
芸
を
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
に
―
二
〇
世
紀
へ
の
道
」
東
京
国
立
博
物
館
『
世
紀
の
祭
典
万
国
博
覧
会
の
美
術
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 
 
二
〇
〇
四
年 
九
四
頁
。 
（
26
）
前
掲
出
（
25
）
一
二
頁
。 
（
27
）
四
代
飯
田
新
七
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
―
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
は
西
村
の
後
、
刺
繡
と
友
禅
に
力
を
入
れ
、
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
し
た
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
兄
よ
り
家
督
を
譲
り
受
け
、
高
島
屋
を
屋
号
に
も
つ
呉
服
商
の
四
代
目
と
な
っ
た
。
詳
細
は
第
二
章
第
二
節
参
照
。 
（
28
）
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
金
子
賢
治
・
今
井
陽
子
・
木
田
拓
也
・
富
田
康
子
編
『
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー1
9
0
0
-
1
9
23
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の
新
時
代
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
〇
五
年 
四
頁
。 
（
29
）
太
田
彩
「
十
二
代
西
村
総
左
衛
門
に
よ
る
「
水
中
群
禽
図
刺
繡
額
」
―
作
品
の
意
義
を
見
直
す
」
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要 
一
五
号
』
宮
内
庁 
二
〇
〇
八
年 
四
三
―
五
二
、
一
一
八
頁
。 
（
30
）
前
掲
出
（
29
）
五
一
頁
。 
（
31
）
前
掲
出
（
29
）
四
七
頁
。 
（
32
）
農
商
務
省
『
聖
路
易
万
国
博
覧
会
本
邦
参
同
事
業
報
告 
第
二
編
』
農
商
務
省 
一
九
〇
五
年 
一
一
二
―
一
一
三
、
一
二
四
―
一
二
五
、 
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一
三
九
―
一
四
〇
頁
。 
（
33
）
前
掲
出
（
32
）
二
三
三
―
二
三
五
頁
。 
（
34
）
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所 
一
九
九
六
年 
一
頁
。 
（
35
）
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
一
』
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
刊
年
不
明 
例
言
次
頁
。 
（
36
）
前
掲
出
（
35
）
東
九
類
ノ
二
、
三
、
二
〇
、
二
一
、
三
三
、
東
三
ノ
八
、
十
四
―
十
五
。『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
ニ
』
刊
年
不
明 
大
阪
ニ
ノ
六
、
神
ニ
ノ
九
、
愛
知
ニ
ノ
十
九
。『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
三
』
刊
年
不
明 
廣
ニ
ノ
三
、
高
ニ
ノ
四
。 
（
37
）
内
国
勧
業
博
覧
会
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
陶
磁
、
蒔
絵
、
繡
綵
』
内
国
勧
業
博
覧
会 
一
八
七
八
年
（
序
） 
八
○
頁
。 
（
38
）
椎
野
秀
聰
・
青
山
弦
『1
8
5
9
日
本
初
の
洋
装
絹
織
物
ブ
ラ
ン
ド 
S
.
S
H
OB
E
Y
』
椎
野
正
兵
衛
商
店 
二
〇
一
二
年 
一
九
二
頁
。 
（
39
）
前
掲
出
（
34
）
一
三
一
、
一
五
六
、
一
五
九
、
一
六
五
、
一
七
四
、
一
八
六
―
一
八
七
、
二
〇
七
頁
。 
（
40
）
農
商
務
省
博
覧
会
掛
『
明
治
十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書 
第
三
区
』
農
商
務
省
博
覧
会
掛 
一
八
八
三
年 
三
八
、
四
八
頁
。 
（
41
）
前
掲
出
（
34
）
二
二
二
、
二
三
〇
、
二
四
九
、
二
五
一
、
二
五
六
、
二
五
八
、
二
六
三
、
二
六
五
頁
。 
（
42
）
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告 
第
二
部
』
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
一
年 
 
一
七
九
、
一
八
三
―
一
八
四
頁
。 
（
43
）
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
第
一
部
工
業
上
』
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
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一
八
九
五
年 
二
五
二
―
二
五
三
頁
。
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
第
一
部
工
業
下
』
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
五
年 
三
一
五
、
五
二
五
、
五
四
四
―
五
四
五
、
五
四
八
、
五
五
四
―
五
五
五
、
六
一
七
頁
。 
（
44
）
前
掲
出
（
34
）
二
六
五
、
二
七
二
、
二
七
七
―
二
七
八
、
二
八
一
、
二
八
五
頁
。 
（
45
）
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
人
名
録
』
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
五
年 
一
、
二
、
一
六
、
四
〇
頁
。 
（
46
）
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
編
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
第
十
部
審
査
報
告
』
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
九
〇
四
年 
 
七
八
―
八
一
頁
。 
（
47
）
辻
岩
雄
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
名
鑑
』
神
戸
デ
イ
リ
ー
ニ
ユ
ス
社 
一
九
〇
三
年 
一
―
二
頁
。 
（
48
）
前
掲
出
（
１
） 
五
〇
九
―
五
一
〇
頁
。 
（
49
）
泉
要
次
郎
「
千
総
の
歴
史
」
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
部
編
『
千
総
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
京
の
優
雅
～
小
袖
と
屏
風
』
京
都
文
化
博
物
館 
 
二
〇
〇
五
年 
二
〇
三
頁
。
以
下
、
千
総
の
歴
史
に
つ
い
て
は
本
書
を
参
考
に
し
た
。 
（
50
）
前
掲
出
（
49
）
二
○
四
頁
。 
（
51
）
前
掲
出
（
34
）
一
〇
一
頁
。 
（
52
）
前
掲
出
（
34
）
一
八
一
―
一
八
二
頁
。 
（
53
）
前
掲
出
（
34
）
二
五
六
、
四
四
七
頁
。 
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（
54
）
前
掲
出
（
34
）
二
七
八
、
四
五
九
頁
。 
（
55
）
前
掲
出
（
34
）
三
〇
六
、
四
六
九
頁
。 
（
56
）
千
総
編
『
京
都
老
舗
の
文
化
史 
千
総
四
六
〇
年
の
歴
史
』
京
都
文
化
博
物
館 
二
〇
一
五
年 
九
二
頁
。 
（
57
）
高
島
屋
一
五
〇
年
史
編
纂
員
会
『
高
島
屋
一
五
〇
年
史
』
高
島
屋 
一
九
八
二
年 
五
一
―
五
二
頁
。 
（
58
）
前
掲
出
（
57
）
五
七
頁
。 
（
59
）
前
掲
出
（
57
）
五
七
頁
。 
（
60
）
前
掲
出
（
14
）
二
八
四
、
二
八
七
頁
。 
（
61
）
高
島
屋
一
三
五
年
史
編
纂
員
会
『
高
島
屋
一
三
五
年
史
』
高
島
屋 
一
九
六
八
年 
二
八
四
頁
。 
（
62
）
前
掲
出
（
62
）
二
七
九
―
二
八
九
頁
。 
（
63
）
前
掲
出
（
57
）
七
七
頁
。 
（
64
）
前
掲
出
（
６
） 
九
―
一
一
頁
。 
（
65
）
太
田
彩
「
明
治
期
美
術
染
織
の
意
義-
伝
統
技
術
の
誇
り
」
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
展
覧
会
図
録 
N
o
.
五
四 
美
術
染
織
の
精
華-
染
・
織
・
繡
に
よ
る
明
治
の
室
内
装
飾
』
財
団
法
人
菊
葉
文
化
協
会 
二
〇
一
一
年 
四
―
七
頁
。 
（
66
）
前
掲
出
（
65
）
五
味
聖
「
皇
室
建
築
と
染
織
美
術
」
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
展
覧
会
図
録 
N
o
.
五
四 
美
術
染
織
の
精
華-
染
・
織
・
繡
に
よ
る
明
治
の
室
内
装
飾
』
財
団
法
人
菊
葉
文
化
協
会 
二
〇
一
一
年 
七
頁
。 
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（
67
）
山
辺
智
行
「
京
都
の
近
代
染
織
」
む
ろ
ま
ち
染
織
絵
巻
開
催
委
員
会
染
織
展
分
部
会
編
『
京
都
の
近
代
染
織
』
京
都
織
物
卸
商
業
組
合 
 
 
 
一
九
九
四
年 
一
〇
頁
。 
（
68
）
前
掲
出
（
65
）
五
味
聖
「
皇
室
建
築
と
染
織
美
術
」
五
頁
。 
（
69
）
前
掲
出
（
65
）
五
味
聖
「
皇
室
建
築
と
染
織
美
術
」
七
―
一
三
頁
。 
（
70
）
文
化
財
建
造
物
保
存
協
会
編
『
旧
岩
崎
邸
庭
園
洋
館
等
修
理
工
事
報
告
書
』
文
化
財
建
造
物
保
存
協
会 
二
〇
〇
六
年 
一
七
―
一
八
頁
。 
（
71
）
前
掲
出
（
70
）
三
七
―
六
二
頁
。
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
は
女
子
美
術
大
学
、
岡
田
宣
世
の
指
摘
に
よ
る
。 
（
72
）
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
・
文
化
学
園
大
学
博
物
館
学
研
究
室
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
宮
廷
服
―
洋
装
と
装
束
―
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
二
〇
一
三
年 
九
頁
。 
（
73
）
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
編
『
洋
装
へ
の
道
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
一
九
九
八
年 
二
九
頁
。 
（
74
）
森
田
登
代
子
「
明
治
天
皇
の
洋
装
化
―
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
用
度
録
』
を
参
考
に
―
」
日
本
家
政
学
会
『
日
本
家
政
学
会
誌
Vol.
66 
No.
７
』
二
〇
一
五
年 
三
一
七
頁
。 
（
75
）
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』 
雄
鶏
社 
一
九
八
七
年 
一
一
一
頁
。 
（
76
）
東
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
八
十
周
年
実
行
委
員
会
『
江
戸
刺
繡
―
東
京
刺
繡
協
同
組
合
八
十
周
年
記
念
誌
』
東
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
 
 
 
一
九
九
七
年 
一
五
三
頁
。 
（
77
）
前
掲
出
（
73
）
一
〇
、
一
四
頁
。 
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（
78
）
前
掲
出
（
73
）
二
九
頁
。 
（
79
）
前
掲
出
（
72
）
三
二
―
三
五
頁
。 
（
80
）
前
掲
出
（
72
）
三
八
―
三
九
頁
。 
（
81
）
前
掲
出
（
72
）
一
一
一
―
一
一
二
頁
。 
（
82
）
佐
野
敬
彦
『
織
と
染
の
歴
史
―
西
洋
編
』
昭
和
堂 
二
〇
〇
五
年 
六
頁
。 
（
83
）
春
山
作
樹
「
寺
子
屋
御
針
屋
及
遊
藝
稽
古
所
」
黒
板
勝
美
編
『
岩
波
講
座 
日
本
歴
史 
第
一
八
回
配
本 
八
』
岩
波
書
店 
一
九
三
五
年 
二
六
頁
。 
（
84
）
中
川
麻
子
・
田
中
淑
江
「
明
治
時
代
の
女
子
教
育
に
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
」
筑
波
学
院
大
学
『
筑
波
学
院
大
学
紀
要 
第
八
集
』 
二
〇
一
三
年 
五
一
―
五
七
頁
。 
 
 
 
京
都
で
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
新
英
学
校
と
は
別
の
女
紅
場
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
人
身
売
買
禁
止
令
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
婦
女
職
工
引
立
会
社
に
よ
っ
て
京
都
市
内
の
花
街
に
開
設
さ
れ
た
遊
郭
等
で
働
く
女
性
の
自
立
を
促
す
た
め
の
裁
縫
等
の
技
術
を
教
え
る
職
業
訓
練
施
設
で
あ
る
。
こ
う
し
た
女
紅
場
は
「
遊
女
女
紅
場
」「
正
貞
女
紅
場
」
と
呼
ば
れ
相
次
い
で
開
校
し
た
。 
（
85
）
文
部
省
『
学
制
百
年
史
資
料
編
』
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
七
二
年 
三
二
、
八
三
―
八
八
、
一
三
〇
頁
。 
（
86
）
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
『
教
育
法
令
』
文
部
大
臣
官
房
文
書
課 
一
八
九
五
年 
一
一
、
一
九
頁 
（
87
）
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
略
志
』
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校 
一
九
一
五
年 
四
、
五
六
頁
。 
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（
88
）
下
田
歌
子
『
女
子
手
藝
要
訣
』
博
文
堂 
一
八
九
九
年 
一
〇
七
、
一
一
四
―
一
一
九
頁
。 
（
89
）
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
実
践
女
子
学
園 
一
九
八
一
年 
二
八
頁
。 
（
90
）
前
掲
出
（
89
）
七
六
頁
。 
（
91
）
前
掲
出
（
89
）
一
三
七
―
一
三
九
頁
。 
（
92)
 
前
掲
出
（
89
）
一
六
三
―
一
六
五
頁
。 
（
93)
前
掲
出
（
89
）
八
二
―
八
四
頁
。 
（
94)
前
掲
出
（
89
）
二
二
一
、
七
三
〇
―
七
三
三
頁
。 
（
95
）
共
立
女
子
学
園
百
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
共
立
女
子
学
園
百
十
年
史
』
共
立
女
子
学
園 
一
九
六
六
年 
六
頁
。 
（
96
）
前
掲
出
（
95
）
九
七
―
一
〇
三
頁
。 
（
97
）
前
掲
出
（
95
）
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
。 
（
98
）
共
立
女
子
職
業
学
校
『
共
立
女
子
職
業
学
校
第
十
八
・
十
九
学
年
学
科
報
告
書
』
共
立
女
子
職
業
学
校 
一
九
〇
七
年 
一
七
頁
。 
（
99)
 
前
掲
出
（
89
）
一
二
頁
。 
（
100
）
女
子
美
術
大
学
略
史
編
纂
委
員
会
『
女
子
美
術
大
学
略
史
』
学
校
法
人
女
子
美
術
大
学 
一
九
〇
〇
年 
二
、
四
、
二
二
、
三
一
、
三
三
、 
四
五
頁
。 
（
101
）
前
掲
出
（
100
）
二
三
頁
。 
132 
 
（
102
）
東
京
都
『
東
京
の
女
子
大
学
』
東
京
都 
一
九
九
六
年 
九
六
―
九
九
頁
。 
（
103
）
前
掲
出
（
100
）
一
七
―
一
八
頁
。 
（
104
）
大
﨑
綾
子
「
女
子
美
術
学
校
の
刺
繡
教
育 
明
治
大
正
期
を
中
心
に
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
九
号
』 
二
〇
〇
九
年 
一
〇
―
二
〇
頁
。 
（
105
）
大
﨑
綾
子
「
女
子
美
術
学
校
に
お
け
る
刺
繡
画
―
刺
繡
技
法
、
題
材
、
年
代
に
つ
い
て
―
」
服
飾
文
化
学
会
『
服
飾
文
化
学
会
Vol.
15 
No.
１
』
服
飾
文
化
学
会 
二
〇
一
五
年 
三
九
―
五
〇
頁
。 
（
106
）
富
田
た
か
子
『
刺
繡
教
科
書
』
女
子
刺
繡
學
園 
一
九
〇
二
年 
一
二
―
二
〇
頁
。 
（
107
）
鏑
木
か
ね
子
『
女
子
の
手
藝
』
魚
住
書
店 
一
九
〇
二
年 
八
三
―
八
九
頁
。 
（
108
）
磯
村
大
次
郎
『
實
用
刺
繡
術
』
博
文
館 
一
九
〇
四
年 
二
一
―
二
七
頁
。 
（
109
）
岡
本
政
子
『
裁
縫
細
工
物
全
書
』
大
學
館 
一
九
〇
四
年 
九
七
―
一
〇
〇
頁
。 
（
110
）
梶
山
彬
『
刺
繡
術
新
書
』
廣
文
堂
書
店 
一
九
〇
七
年 
五
一
―
六
八
頁
。 
（
111
）
上
村
玉
絲
『
刺
繡
獨
習
書
』
實
業
之
日
本
社 
一
九
〇
八
年 
二
六
―
三
四
頁
。 
（
112
）
磯
村
大
次
郎
『
刺
繡
術
指
南
』
博
文
堂 
一
九
〇
〇
年 
二
一
―
三
一
頁
。 
（
113)
 
宇
野
長
次
『
家
庭
之
寶
』
日
本
軍
國
協
會 
一
九
〇
九
年 
五
九
三
―
五
九
七
頁
。 
（
114
）
的
場
鮏
之
助
『
造
花
と
刺
繡
』
岡
本
偉
業
館
一
九
〇
九
年 
一
四
七
―
一
五
三
頁
。 
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（
115)
 
米
田
善
太
郎
『
刺
繡
全
書
』
山
陽
書
籍
株
式
會
社
本
店 
一
九
一
一
年 
八
一
―
九
一
頁
。 
（
116
）
國
分
操
子
『
婦
人
寶
館
』
大
倉
書
店 
一
九
一
二
年 
一
〇
三
四
―
一
〇
三
九
頁
。 
（
117
）
菅
原
臥
龍
『
新
撰 
女
子
就
業
案
内
』
一
九
〇
六
年 
八
二
―
八
三
頁
。 
  
134 
 
第
三
章 
大
正
・
昭
和
時
代
戦
前
の
刺
繡 
  
は
じ
め
に 
 
国
内
の
状
況
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
明
治
時
代
を
経
て
、
大
正
時
代
は
刺
繡
作
品
の
図
案
の
研
究
活
動
が
活
発
化
し
、
昭
和
時
代
前
半
に
成
熟
期
を
迎
え
た
。
明
治
時
代
後
半
よ
り
、
工
芸
製
品
は
緻
密
な
技
法
だ
け
で
は
海
外
か
ら
飽
き
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
海
外
の
図
案
研
究
を
含
め
た
図
案
に
対
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
展
開
し
た
。
図
案
自
体
が
審
査
の
対
象
と
な
り
、
展
覧
会
と
い
う
場
で
発
表
が
行
わ
れ
、
審
査
さ
れ
た
。
大
正
、
昭
和
時
代
戦
前
に
お
け
る
図
案
の
変
遷
を
解
明
す
る
。 
大
正
二
年(
一
九
一
三) 
、
工
業
作
品
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、
図
案
改
良
を
目
的
と
し
て
「
農
商
務
省
主
催
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
」(
以
下
「
農
展
」
と
す
る)
は
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
刺
繡
は
図
案
、
作
品
共
に
審
査
対
象
と
な
っ
た
。
多
数
の
京
都
や
東
京
、
横
浜
の
刺
繡
職
人
に
よ
る
作
品
が
入
選
し
て
い
る
。「
農
展
」に
は
、そ
の
当
時
帝
展
に
出
品
の
道
が
な
か
っ
た
工
芸
作
家
達
が
作
品
を
出
品
で
き
る
唯
一
の
官
展
と
な
り
多
く
の
作
品
が
集
ま
っ
て
い
た
。 
明
治
後
半
か
ら
図
案
工
芸
家
達
に
よ
り
、
日
本
の
古
代
模
様
、
琳
派
の
模
様
、
エ
ジ
プ
ト
文
、
そ
し
て
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
が
導
入
さ
れ
京
都
を
中
心
と
す
る
図
案
研
究
会
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
浸
透
し
て
い
っ
た
（
１
）。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
の
導
入
を
積
極
的
に
行
っ
た
洋
画
家
の
浅
井
忠
ら
が
中
心
と
な
り
京
都
に
多
数
の
図
案
研
究
会
が
設
立
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
京
都
高
等
工
芸
学
校
初
代
校
長
を
務
め
た
中
澤
岩
太
を
園
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
道
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楽
園
」
に
は
染
織
工
が
集
ま
り
刺
繡
作
家
の
箸
尾
清
も
参
加
し
て
い
た
（
２
）。
ま
た
、
昭
和
期
前
後
よ
り
呉
服
の
図
案
に
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
に
影
響
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
万
国
博
覧
会
に
よ
っ
て
発
信
さ
れ
普
遍
化
し
て
い
っ
た
。 
第
一
節
で
は
、
大
正
・
昭
和
戦
前
の
産
業
振
興
に
お
け
る
刺
繡
の
動
向
と
し
て
「
農
展
」
と
呉
服
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
ま
ず
、
大
正
時
代
の
「
農
展
」
に
注
目
し
、
展
覧
会
図
録
よ
り
入
選
し
た
刺
繡
作
品
を
全
て
抽
出
し
、
一
覧
表
を
作
成
し
、
そ
れ
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
人
々
が
そ
の
当
時
の
刺
繡
を
牽
引
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
。
そ
の
図
案
の
変
遷
を
田
中
利
七
の
「
孔
雀
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
通
し
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
刺
繡
産
業
と
し
て
呉
服
業
界
の
動
向
に
も
触
れ
る
。 
第
二
節
で
は
、
藤
井
達
吉
、
津
田
青
楓
、
富
本
憲
吉
ら
の
刺
繡
に
つ
い
て
述
べ
る
。
美
術
史
家
、
土
田
眞
紀
が
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
彼
ら
は
工
芸
家
と
し
て
図
案
と
制
作
を
分
業
に
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
造
形
に
関
す
る
こ
と
を
全
て
一
人
で
手
掛
け
る
工
芸
の
「
ア
ム
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
を
意
識
し
た
作
家
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
時
代
の
輸
出
工
芸
の
、
分
業
に
基
づ
い
た
産
業
志
向
の
工
芸
制
作
体
制
に
疑
問
を
も
ち
、
そ
れ
を
超
え
て
い
く
と
い
う
意
識
が
み
え
る
（
３
）。
本
項
で
は
彼
ら
刺
繡
職
人
で
は
な
い
人
々
の
刺
繡
作
品
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 
第
三
節
で
は
、
工
芸
が
美
術
工
芸
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
象
徴
的
な
展
覧
会
「
帝
展
第
四
部
」
に
お
い
て
の
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
の
確
立
に
つ
い
て
述
べ
る
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
創
設
さ
れ
た
「
文
部
省
美
術
展
覧
会
」
は
、
第
一
部(
日
本
画)
、
第
二
部(
西
洋
画)
、
第
三
部
（
彫
刻
）
か
ら
な
り
、
工
芸
作
品
を
出
展
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
工
芸
作
家
達
の
努
力
が
実
り
、
第
八
回
帝
展
に
第
四
部
（
美
術
工
芸
）
部
門
が
設
置
さ
れ
た
。
大
正
期
に
行
わ
れ
て
い
た
「
京
都
博
覧
会
」「
農
展
」
で
は
、
各
図
案
研
究
会
で
練
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
が
出
品
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
美
術
工
芸
部
門
設
立
を
持
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
言
え
る
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
設
立
よ
り
昭
和
一
九
年
（
一
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九
四
四
）
ま
で
の
入
選
作
品
に
つ
い
て
、
記
録
に
残
る
も
の
全
て
を
一
覧
表
に
作
成
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
々
の
参
入
が
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
。 
第
四
節
で
は
「
帝
展
第
四
部
」
で
活
躍
し
た
代
表
的
な
刺
繡
作
家
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
作
品
の
図
案
、
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 
第
五
節
で
は
、
刺
繡
の
啓
蒙
活
動
を
、
出
版
等
を
通
し
て
広
く
行
っ
て
い
た
藤
井
達
吉
と
箸
尾
清
の
出
版
物
を
考
察
す
る
。 
  
第
一
節 
産
業
振
興
に
お
け
る
刺
繡
作
品
の
動
向 
 
（
一
）
農
商
務
省
図
案
及
応
用
作
品
展
の
刺
繡 
  
農
展
は
図
案
を
重
視
し
、
工
芸
図
案
作
家
に
作
品
発
表
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
帝
展
が
出
品
を
認
め
な
か
っ
た
工
芸
作
品
の
発
達
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
刺
繡
作
品
の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
展
覧
会
図
録
に
は
、
作
品
名
、
作
者
出
品
者
と
共
に
図
案
制
作
者
の
名
も
記
さ
れ
、
工
芸
図
案
作
家
に
と
っ
て
重
要
な
展
覧
会
と
な
っ
て
い
た
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
第
二
回
は
、
第
一
部
図
案
部
門
、
第
二
部
応
用
作
品
部
門
が
掲
げ
ら
れ
、
応
用
作
品
部
門
に
お
い
て
そ
の
中
で
、
刺
繡
も
対
象
と
さ
れ
た
。（
４
）（
表
３
―
１
）。 
 
応
用
作
品
部
門
へ
の
出
展
し
て
い
た
の
は
、
会
社
組
織
と
し
て
は
、
高
島
屋
の
飯
田
新
七
と
千
総
の
西
村
総
左
衛
門
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
彼
ら
の
作
品
は
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第
一
回
で
は
、
作
品
六
点
中
飯
田
が
三
点
、
西
村
が
一
点
、
第
二
回
で
は
五
点
中
飯
田
が
二
点
、
第
三
回
は
作
品
六
点
中
飯
田
が
三
点
西
村
が
一
点
で
、
両
者
で
毎
回
入
選
作
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。
刺
繡
工
房
か
ら
の
出
品
は
、
大
正
五
年(
一
九
一
六)
に
箸
尾
刺
繡
伝
習
所
を
創
設
し
た
箸
尾
の
入
選
が
多
か
っ
た
（
５
）。
展
覧
会
図
録
に
よ
る
と
、
刺
繡
の
図
案
部
門
で
は
、
作
品
名
に
「
ド
ロ
ー
ン
ワ
ー
ク
」「
バ
テ
ン
レ
ー
ス
」
と
西
洋
刺
繡
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
洋
刺
繡
の
図
案
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
年
代
が
下
が
る
に
し
た
が
っ
て
「
帯
」「
屏
風
」
に
交
じ
っ
て
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
」「
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
名
称
が
散
見
さ
れ
、
作
品
の
形
態
自
体
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。 
 
農
展
へ
の
出
展
作
品
の
中
で
、
京
都
の
田
中
利
七
の
作
品
で
は
孔
雀
と
い
う
題
材
が
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
に
よ
り
、
図
案
の
変
遷
を
確
認
す
る
。 
田
中
は
京
都
の
刺
繡
制
作
に
携
わ
る
人
物
で
、
京
都
刺
繡
同
業
組
合
の
会
長
を
務
め
た
経
歴
か
ら
も
刺
繡
工
房
の
主
催
者
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
頃
の
田
中
の
作
品
《
孔
雀
図
刺
繡
屏
風
》
は
第
二
章
第
一
節
で
述
べ
た
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
大
型
の
屏
風
作
品
で
、
そ
の
緻
密
な
描
写
は
明
治
時
代
の
博
覧
会
刺
繡
の
代
表
作
と
も
い
え
る
（
図
２
―
４
）。
田
中
は
そ
の
後
も
作
品
の
題
材
に
孔
雀
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
表
現
は
時
代
と
共
に
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
第
四
回
の
応
用
作
品
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
、
枕
カ
バ
ー
、
刺
繡
図
案
、
丸
帯
が
入
選
し
て
い
る
。
図
案
作
品
と
し
て
孔
雀
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
衝
立
図
案
《
金
通
織
地
繡
衝
立
用
本
紙
》
も
入
選
し
て
ぃ
る
（
図
３
―
１
）。
明
治
時
代
の
作
品
は
、
つ
が
い
の
孔
雀
が
大
き
く
羽
根
を
広
げ
飛
ん
で
い
る
様
子
が
屏
風
に
描
か
れ
た
作
品
で
、
農
展
の
図
案
《
金
通
織
地
繡
衝
立
用
本
紙
》
は
、
孔
雀
を
正
面
か
ら
み
た
図
で
、
円
形
に
広
が
っ
た
羽
根
が
、
ハ
ー
ト
模
様
の
様
に
繰
り
返
し
て
描
か
れ
、
ま
た
羽
毛
の
詳
細
な
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
線
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
正
面
を
向
き
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
配
置
は
、
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
の
日
本
画
を
下
図
に
し
た
図
案
に
は
な
い
構
図
で
あ
っ
た
。
同
じ
回
に
出
品
さ
れ
た
《
金
通
織
地
繡
枕
掛
》
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（
図
３
―
２
）
で
は
草
花
は
茎
で
円
を
描
き
、
そ
の
円
弧
の
四
方
に
花
と
鳥
（
孔
雀
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
の
配
置
は
左
右
対
称
で
、
太
い
線
で
枠
取
り
さ
れ
、
最
小
限
の
線
で
描
か
れ
写
実
的
表
現
で
は
な
い
。
海
外
で
好
ま
れ
る
意
匠
の
影
響
や
反
映
が
見
ら
れ
、
海
外
市
場
を
意
識
し
て
図
案
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。《
金
通
織
地
繡
丸
帯
》（
図
３
―
３
）
の
モ
チ
ー
フ
も
太
い
線
で
、
枠
取
り
さ
れ
た
だ
け
の
表
現
で
あ
っ
た
。
従
来
の
日
本
の
刺
繡
の
花
鳥
表
現
に
は
な
い
空
間
に
浮
く
よ
う
な
配
置
と
単
純
な
線
を
用
い
た
モ
チ
ー
フ
の
描
き
方
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
の
作
品
も
図
案
も
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
と
は
異
な
り
、
登
場
す
る
鳥
や
花
は
線
の
み
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。 
田
中
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
の
第
六
回
農
商
務
省
工
芸
展
覧
会(
名
称
変
更)
に
も
孔
雀
を
題
材
と
し
た
衝
立
《
孔
雀
模
様
刺
繡
三
曲
屏
風
》
を
発
表
し
て
い
る
（
図
３
―
４
）。
構
図
は
第
四
回
展
の
《
金
通
織
地
繡
衝
立
用
本
紙
》
と
同
じ
く
正
面
を
向
い
た
左
右
対
称
の
構
図
で
あ
る
。
図
案
よ
り
の
刺
繡
に
な
っ
て
い
る
た
め
か
細
部
の
表
現
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
回
に
帯
地
《
壁
画
模
様
刺
繡
箔
錦
女
帯
地
》（
図
３
―
５
）
を
出
展
し
て
い
る
が
、
古
代
壁
画
を
模
写
し
た
も
の
で
他
の
作
品
と
は
ま
た
異
な
っ
た
図
案
と
な
っ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
描
き
絵
の
帯
、《
刺
繡
入
更
紗
カ
キ
画
帯
》(
図
３
―
６) 
は
風
景
画
が
お
太
鼓
部
分
に
描
か
れ
た
帯
で
あ
る
が
ど
の
部
分
に
刺
繡
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
田
中
は
こ
の
後
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
第
七
回
農
商
務
省
工
芸
展
覧
会
に
《
桐
柾
三
重
刺
繡
文
庫
》、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
第
一
四
回
商
工
省
工
芸
展
覧
会(
名
称
変
更)
に
《
刺
繡
七
面
鳥
屏
風
五
尺
二
曲
》
を
出
品
し
て
い
る
。
画
像
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
七
面
鳥
と
い
う
題
材
は
大
型
の
鳥
類
で
孔
雀
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
当
時
題
材
と
し
て
工
芸
作
品
全
般
に
登
場
す
る
。 
田
中
利
七
を
例
に
挙
げ
た
が
、
農
展
で
発
表
さ
れ
た
図
案
の
構
図
は
明
治
時
代
の
日
本
画
を
下
絵
に
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
画
面
の
中
に
モ
チ
ー
フ
だ
け
が
置
か
れ
背
景
が
描
か
れ
な
い
も
の
や
、
矩
形
を
中
心
に
構
図
を
作
っ
て
い
る
図
案
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
表
現
も
写
実
的
な
も
の
で
は
な
く
線
で
構
成
さ
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れ
た
も
の
で
、
大
正
期
の
刺
繡
の
図
案
の
傾
向
が
確
認
で
き
た
。 
 
（
二
）
刺
繡
産
業
の
活
動 
  
明
治
時
代
の
は
じ
め
の
絹
貿
易
の
伸
び
か
ら
、
国
内
で
の
絹
の
需
要
も
増
え
着
物
が
次
第
に
普
及
し
、
近
代
意
匠
や
絵
画
的
表
現
を
図
案
に
刺
繡
が
施
さ
れ
た
着
物
が
作
ら
れ
た
。
万
国
博
覧
会
を
通
じ
て
衝
立
や
額
装
さ
れ
た
刺
繡
作
品
は
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
も
あ
り
海
外
か
ら
の
引
き
合
い
も
あ
っ
た
。
武
家
の
物
と
し
て
格
式
の
高
か
っ
た
刺
繡
の
着
物
が
富
裕
層
な
ど
の
一
般
の
人
々
に
普
及
し
始
め
た
（
６
）。
明
治
時
代
末
期
に
は
、
京
都
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
校
長
の
中
澤
岩
太
ら
の
関
係
し
た
図
案
研
究
会
が
誕
生
し
、
東
京
に
も
呉
服
商
大
彦
の
野
口
彦
兵
衛
が
彩
霞
会
を
組
織
し
、
染
色
・
刺
繡
図
案
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
着
物
の
裾
に
「
天
鵞
絨
繡
」
や
「
ア
ッ
プ
リ
ケ
」
を
施
し
た
こ
れ
ま
で
に
な
い
技
法
の
使
い
方
を
行
っ
て
い
る
。
当
時
の
服
飾
刺
繡
に
つ
い
て
岡
野
都
は
「
江
戸
風
な
粋
な
意
匠
と
欧
風
の
新
し
い
繡
技
を
取
り
入
れ
て
、
和
洋
折
衷
の
繡
法
の
作
品
を
制
作
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
７
）。
し
か
し
、
着
物
の
柄
の
流
行
は
主
に
染
に
よ
っ
て
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
表
現
さ
れ
る
も
の
で
、
刺
繡
は
あ
し
ら
い
程
度
の
「
脇
役
の
刺
繡
」
で
あ
る
物
が
多
か
っ
た
。 
一
方
、
刺
繡
の
み
で
成
立
す
る
「
主
役
の
刺
繡
」
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
初
期
に
か
け
て
流
行
し
た
刺
繡
半
衿
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
東
京
、
京
都
、
金
沢
の
職
人
が
刺
繡
を
行
っ
た
。
明
治
の
初
め
、
政
府
に
よ
っ
て
絹
貿
易
が
奨
励
さ
れ
る
と
共
に
絹
の
内
需
が
拡
大
し
絹
製
品
の
需
要
が
拡
大
し
た
。
絹
製
品
の
中
で
刺
繡
の
半
衿
が
流
行
し
、
刺
繡
製
品
の
一
般
化
に
つ
な
が
っ
た
。
呉
服
店
ゑ
り
善
に
残
さ
れ
た
半
衿
に
は
当
時
の
半
衿
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
８
）。
そ
の
題
材
は
、
能
の
石
橋
や
歌
文
字
、
動
植
物
、
昆
虫
、
景
色
、
獅
子
舞
な
ど
の
風
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
い
ず
れ
も
重
厚
な
刺
繡
で
あ
っ
た
（
９
）。
大
正
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期
に
は
刺
繡
の
帯
も
流
行
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
開
催
さ
れ
た
帝
展
（
文
展
の
後
継
）
で
発
表
さ
れ
た
洋
風
刺
繡
を
取
り
入
れ
た
刺
繡
が
、
一
般
の
人
に
普
及
し
「
文
展
柄
」
と
呼
ば
れ
て
人
気
を
博
し
た
（
10
）。 
白
木
屋
、
高
島
屋
、
三
越
、
松
坂
屋
と
い
っ
た
東
京
、
京
都
を
中
心
と
し
た
呉
服
店
が
デ
パ
ー
ト
へ
と
発
展
し
、
着
物
を
足
掛
か
り
と
し
た
様
々
な
営
業
展
開
を
見
せ
て
い
た
。
着
物
の
図
案
研
究
は
盛
ん
に
な
り
、
高
島
屋
で
は
意
匠
部
、
図
案
部
が
お
か
れ
、
一
般
に
図
案
公
募
を
お
こ
な
う
な
ど
デ
パ
ー
ト
独
自
の
製
品
開
発
が
す
す
め
ら
れ
た
。
昭
和
時
代
初
期
は
、
美
術
染
織
品
と
は
異
な
る
実
用
の
服
飾
に
関
わ
る
染
織
図
案
が
求
め
ら
れ
て
い
た
（
11
）
三
越
も
大
正
後
期
に
は
独
自
の
高
級
品
を
展
開
し
て
い
っ
た
（
12
）。
郷
土
史
家
、
野
口
孝
一
に
よ
れ
ば
「
元
来
、
日
本
橋
の
各
呉
服
店
の
顧
客
層
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
白
木
屋
は
大
名
華
族
層
、
高
島
屋
は
宮
内
庁
関
係
の
各
宮
家
、
大
丸
は
下
町
の
商
家
や
一
般
市
民
に
人
気
が
あ
る
の
に
対
し
、
三
越
は
商
工
業
の
資
産
家
階
層
や
京
都
出
の
公
家
華
族
に
顧
客
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
、
や
が
て
各
百
貨
店
は
新
デ
ザ
イ
ン
の
和
服
を
売
り
出
す
な
ど
自
ら
流
行
を
発
信
し
て
い
っ
た
（
13
）。
一
方
、
京
都
呉
服
業
界
で
は
呉
服
を
扱
う
丸
紅
が
、
百
貨
店
業
界
の
動
き
に
触
発
さ
れ
、
昭
和
初
期
か
ら
意
匠
の
開
発
を
行
う
考
案
部
か
ら
日
本
画
家
、
洋
画
家
に
染
織
の
た
め
の
図
案
を
依
頼
し
、
三
越
や
白
木
屋
等
の
デ
パ
ー
ト
で
着
物
と
し
て
発
表
し
て
い
た
。 
し
か
し
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
以
降
は
、
材
料
で
あ
る
綿
糸
の
使
用
や
、
綿
製
品
の
製
造
販
売
が
制
限
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）、「
奢
侈
品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
」
が
発
令
さ
れ
、
絹
製
品
の
製
造
も
不
可
能
に
な
り
、
デ
パ
ー
ト
の
着
物
販
売
も
休
止
し
、
事
実
上
着
物
産
業
は
終
結
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
14
）。 
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第
二
節 
工
芸
作
家
の
刺
繡
活
動 
 
（
一
）
藤
井
達
吉
の
家
庭
芸
術
の
提
唱 
  
こ
れ
ま
で
、
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
る
刺
繡
は
工
房
で
研
鑽
を
積
ん
だ
職
人
出
身
の
刺
繡
作
家
が
行
っ
て
い
た
が
、
大
正
期
に
入
り
他
の
分
野
の
工
芸
作
家
が
刺
繡
活
動
を
行
う
事
が
み
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
。
代
表
と
し
て
藤
井
達
吉
、
富
本
憲
吉
、
津
田
清
風
を
取
り
上
げ
た
。 
藤
井
達
吉
は
、
明
治
期
の
殖
産
興
業
を
目
的
と
し
た
工
芸
か
ら
、
絵
画
や
彫
刻
と
同
じ
美
術
と
し
て
の
工
芸
へ
の
改
革
を
目
指
し
、
工
芸
が
芸
術
と
し
て
認
知
を
得
た
と
い
わ
れ
る
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
帝
展
美
術
工
芸
部
門
の
設
置
の
功
労
者
の
一
人
で
も
あ
る
。
七
宝
作
家
と
し
て
出
発
し
、
晩
年
は
故
郷
の
愛
知
県
の
工
芸
和
紙
を
芸
術
性
の
高
い
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
る
べ
く
後
進
の
指
導
に
力
を
注
い
だ
人
物
で
あ
る
。
達
吉
は
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
職
人
の
よ
う
に
、
日
本
画
や
手
本
を
下
図
に
し
た
に
刺
繡
で
は
な
く
、
身
の
回
り
の
モ
チ
ー
フ
に
自
ら
下
図
を
描
き
、
従
来
ま
で
の
刺
繡
技
法
や
素
材
に
捉
わ
れ
な
い
「
自
由
な
刺
繡
」
を
提
唱
し
、『
主
婦
之
友
』
等
を
通
し
て
手
芸
を
女
性
の
自
立
の
手
段
と
し
て
引
上
げ
る
こ
と
を
試
み
た
。 
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一)
、
愛
知
県
碧
海
郡
棚
尾
村
（
現
・
碧
南
市
）
に
生
ま
れ
、
名
古
屋
の
服
部
七
宝
店
に
入
社
し
た
。
七
宝
店
で
七
宝
技
術
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
図
案
の
重
要
性
を
認
識
し
、
陶
磁
器
に
つ
い
て
の
知
識
や
日
本
古
来
の
美
術
に
対
す
る
見
識
を
深
め
る
な
ど
し
て
い
っ
た
。
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四)
に
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
に
七
宝
店
の
社
員
と
し
て
赴
き
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
を
見
学
し
東
西
の
美
術
に
接
し
あ
ら
た
め
て
日
本
美
術
の
優
秀
性
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
四
歳
で
上
京
し
、
七
宝
作
家
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。
藤
井
が
工
芸
作
家
と
し
て
自
立
の
道
を
模
索
し
て
い
た
時
期
は
、
折
し
も
緻
密
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な
技
術
を
突
き
詰
め
た
工
芸
か
ら
、
新
し
い
図
案
と
創
造
的
で
自
由
な
工
芸
が
提
唱
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
藤
井
も
こ
の
新
し
い
工
芸
を
実
践
し
て
い
っ
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
七
宝
作
品
《
試
作
・
海
》
は
有
線
七
宝
で
な
く
、
無
線
七
宝
の
技
法
を
用
い
た
印
象
派
の
絵
画
の
様
な
作
品
で
あ
る(
図
３
―
７)
（
15
）。 
藤
井
は
自
叙
伝
『
矢
作
堤
』
を
含
め
多
く
の
文
章
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
工
芸
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
多
く
の
芸
術
家
と
の
交
友
が
見
て
取
れ
る
。
中
で
も
多
く
の
影
響
を
受
け
た
高
村
光
太
郎
か
ら
の
誘
い
で
「
第
一
回
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
」
に
参
加
し
て
い
る
。
参
加
者
は
画
家
を
中
心
と
し
た
三
三
名
で
、
洋
画
家
の
斉
藤
与
里
、
詩
人
で
あ
り
画
家
・
彫
刻
家
の
高
村
光
太
郎
、
画
家
の
木
村
荘
八
、
濱
田
葆
光
、
萬
鉄
五
郎
、
岸
田
劉
生
、
版
画
家
田
中
恭
吉
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
ら
が
参
加
し
て
い
た
。
藤
井
は
そ
の
中
で
た
だ
一
人
刺
繡
作
品
を
出
品
し
て
い
た 
(
16)
。
ヒ
ュ
ウ
ザ
ン
会
の
第
一
回
展
の
目
録
に
よ
れ
ば
、
藤
井
は
以
下
の
刺
繡
壁
掛
け
七
点
を
出
品
し
た(
17)
。 
一
六
二
番
《
蜻
蛉
》(
壁
掛)
一
二
円
。 
一
六
三
番
《
百
合
》(
壁
掛)
五
円
。 
一
六
四
番
《
月
見
草
》(
壁
掛)
六
円
。 
一
六
五
番
《
銀
杏
》(
壁
掛)
八
円
。 
一
六
六
番
《
芭
蕉
》(
壁
掛)
五
円
。 
一
六
七
番
《
無
花
果
》(
壁
掛)
三
円
。 
一
六
八
番
《
花
鳥
》(
壁
掛)
三
〇
円
。 
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明
治
か
ら
大
正
時
代
の
日
本
の
工
芸
は
、
技
芸
か
ら
産
業
へ
進
み
美
術
工
芸
分
野
へ
の
方
向
転
換
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
藤
井
は
手
本
か
ら
の
模
倣
で
な
い
独
自
の
創
作
を
進
め
る
方
向
を
主
張
し
、
技
術
至
上
主
義
に
異
を
唱
え
た
。
図
案
は
図
案
家
に
任
せ
る
や
り
方
で
は
な
く
、
自
ら
が
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
粉
本
主
義
か
ら
の
脱
却
は
明
治
時
代
初
期
の
『
温
知
図
録
』
の
配
布
、
万
国
博
覧
会
へ
の
参
加
な
ど
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
西
洋
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
等
の
よ
う
に
写
生
か
ら
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
だ
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
藤
井
は
芸
術
の
全
体
を
通
じ
そ
れ
を
総
合
し
た
も
の
を
工
芸
と
考
え
て
い
た
。
著
書
『
美
術
工
藝
の
手
ほ
ど
き
』
の
冒
頭
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る(
18)
。 
私
は
ど
こ
ま
で
も
芸
術
的
創
作
を
尊
ぶ
も
の
で
あ
る
。
己
れ
の
表
現
せ
ん
と
す
る
も
の
に
己
れ
丈
け
の
技
巧
が
生
れ
る
筈
だ
。
そ
れ
が
ほ
ん
と
の
技
巧
だ
と
思
ふ
。
そ
の
技
巧
を
得
ん
為
に
、
い
ろ
い
ろ
な
技
術
を
練
習
す
る
に
外
な
ら
な
い
と
思
つ
て
居
る
。
只
世
間
に
い
ふ
技
術
丈
け
な
ら
、
従
来
の
職
工
で
澤
山
で
あ
り
、
そ
う
な
る
の
が
目
的
で
あ
る
筈
だ
。
大
量
生
産
で
も
い
い
も
の
は
や
は
り
本
道
を
歩
い
て
ゐ
る
。
工
藝
ほ
ど
多
く
を
見
、
多
く
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
道
は
な
い
。
藝
術
の
全
體
に
通
じ
、
そ
う
し
て
そ
れ
を
綜
合
し
た
も
の
を
工
藝
と
言
い
度
い
。
質
材
美
に
助
け
ら
れ
て
一
個
の
器
物
を
作
っ
た
と
て
、
そ
れ
が
真
の
工
芸
で
は
な
い
と
思
ふ
。（
以
下
略
） 
実
際
、
藤
井
は
日
本
画
、
油
画
、
書
等
工
芸
以
外
の
分
野
も
手
掛
け
て
い
る
。
技
術
的
に
そ
れ
程
高
い
レ
ベ
ル
で
な
く
と
も
、
従
来
の
技
術
至
上
主
義
の
枠
を
打
ち
破
り
た
い
と
そ
の
目
標
は
官
展
に
工
芸
を
出
品
さ
せ
る
こ
と
に
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
藤
井
は
文
展
に
工
芸
部
門
が
な
い
こ
と
で
、
美
術
工
芸
を
目
指
す
人
に
と
っ
て
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
と
早
く
か
ら
指
摘
し
、
文
展
へ
の
工
芸
の
参
加
を
訴
え
続
け
て
い
た
（
19
）。
藤
井
の
大
正
時
代
の
活
動
は
毎
年
数
か
所
の
展
覧
会
に
出
展
し
華
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た(
20)(
表
３
―
２)
。
し
か
し
、
昭
和
に
入
る
と
一
転
し
て
美
術
界
か
ら
身
を
引
き
日
本
の
工
芸
の
調
査
や
後
進
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
新
設
の
帝
国
美
術
学
校(
現
武
蔵
野
美
術
大
学)
の
図
案
工
芸
科
の
筆
頭
教
授
と
な
る
が
、
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数
年
で
辞
意
を
表
明
し
、
昭
和
一
二
年(
一
九
三
七)
に
退
職
し
て
い
る
（
21
）。
念
願
だ
っ
た
帝
展
の
美
術
工
芸
部
門
設
置
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
実
現
し
た
が
、
自
ら
は
出
品
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 
藤
井
は
、
姉
す
ず
（
篠
・
錫
）、
妹
ふ
さ
（
房
子
）、
桑(
桑
子
・
久
和
子)
、
姪
エ
ツ
（
悦
子
）
ら
四
人
と
東
京
時
代
に
寝
起
き
を
共
に
し
、
制
作
を
行
っ
て
い
た
。
彼
女
た
ち
は
「
農
展
」
を
中
心
に
活
躍
し
、「
帝
展
」
入
選
も
果
た
し
て
い
る
。
大
正
一
二
年(
一
九
二
三)
の
主
婦
之
友
社
主
催
の
白
木
屋(
東
京
・
大
阪)
、
い
と
う
呉
服
店
（
名
古
屋
）
で
の
「
家
庭
手
芸
品
展
覧
会
」
で
は
一
家
で
三
三
七
点
の
作
品
を
展
示
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
女
性
が
作
家
と
し
て
活
動
す
る
機
会
の
稀
な
こ
の
時
代
に
一
家
そ
ろ
っ
て
の
活
動
は
非
常
に
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
（
表
３
―
３
）（
図
３
―
８
）。
ま
た
大
正
時
代
末
期
の
藤
井
の
《
紅
白
梅
図
》
の
裏
に
は
ふ
さ
が
手
掛
け
た
七
宝
の
《
草
花
図
》
が
作
り
込
ま
れ
て
お
り
、
姉
妹
と
藤
井
の
共
同
制
作
も
見
ら
れ
た
。
藤
井
の
大
正
時
代
の
作
品
《
紺
別
珍
地
桐
繡
胴
服
》（
図
３
―
９
）
は
濃
紺
の
別
珍
の
胴
服
で
、
背
面
一
杯
に
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
「
藤
井
達
吉
の
全
貌
―
野
に
咲
く
工
芸
・
宙
に
見
る
絵
画
」
展
で
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
樹
の
幹
に
は
金
泥
、
銀
泥
が
用
い
ら
れ
、
樹
木
の
輪
郭
線
は
太
い
撚
り
糸
で
縁
ど
ら
れ
た
作
品
で
一
般
に
着
装
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
衣
装
の
よ
う
な
み
せ
る
着
物
の
刺
繡
で
あ
っ
た
。
裏
地
に
も
描
き
絵
で
野
花
が
描
か
れ
お
り
、
脱
ぎ
着
し
た
際
に
も
図
柄
が
み
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
《
刺
繡
銀
杏
図
壁
掛
》(
図
３
―
10)
も
同
展
で
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
画
面
中
央
に
銀
杏
の
樹
が
刺
繡
で
描
か
れ
、
細
い
幹
は
太
い
コ
ー
ド
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
、
銀
杏
の
葉
は
麻
布
、
革
が
「
切
り
付
け
繡
」（
ア
ッ
プ
リ
ケ
）
で
施
さ
れ
て
い
た
。
二
つ
の
作
品
は
共
に
単
純
な
線
で
描
か
れ
、
異
素
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
画
面
に
奥
行
き
を
与
え
表
情
を
つ
け
て
い
る
。
藤
井
の
研
究
家
、
千
葉
真
知
子
は
、
こ
れ
ら
の
刺
繡
の
丁
寧
な
作
り
は
妹
た
ち
の
手
に
よ
る
も
の
と
考
え
（
22
）、
藤
井
が
重
要
で
あ
る
と
唱
え
て
い
た
「
図
案
か
ら
実
作
品
ま
で
を
一
貫
し
て
一
人
の
手
で
行
う
こ
と
」
は
と
は
反
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
作
品
制
作
に
お
い
て
、
刺
繡
や
ア
ッ
プ
リ
ケ
を
姉
妹
・
姪
に
任
せ
、
ま
た
逆
に
姉
妹
・
姪
の
作
品
に
自
身
の
図
案
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
は
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「
姉
妹
・
姪
達
の
活
動
が
、
純
粋
に
女
性
の
社
会
進
出
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
さ
ら
に
千
葉
は
藤
井
の
活
動
を
指
摘
し
て
い
る(
23)
。 
 
著
書
『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
は
こ
れ
ま
で
の
緻
密
な
刺
繡
と
は
異
な
る
も
の
で
、
藤
井
が
あ
え
て
そ
の
様
な
作
品
を
掲
載
し
た
の
か
は
そ
の
真
意
は
不
明
で
あ
る
。美
術
評
論
家
の
北
澤
憲
昭
は
、「
藤
井
は
あ
え
て
チ
ー
プ
と
評
さ
れ
る
作
品
を
発
表
し
、周
囲
か
ら
も
支
持
を
得
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
24
）。
そ
れ
ら
の
作
品
は
岸
田
劉
生
、
青
木
繁
ら
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
著
名
な
芝
川
照
吉
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
眼
高
手
低
」
と
評
せ
ら
れ
よ
う
と
、
こ
の
時
代
の
工
芸
に
一
石
を
投
じ
る
の
が
藤
井
の
役
割
で
あ
っ
た
と
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。 
藤
井
が
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
制
作
を
行
っ
た
背
景
に
は
「
図
案
と
い
う
概
念
を
媒
介
と
し
て
工
芸
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
乗
り
出
し
て
い
こ
う
と
し
た
当
時
の
美
術
家
た
ち
の
積
極
的
な
姿
勢
と
、
そ
れ
を
求
め
る
工
芸
界
の
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
の
図
案
改
良
運
動
以
来
の
風
潮
が
あ
げ
ら
れ
る
」
と
富
田
康
子
は
述
べ
て
い
る(
25)
。
藤
井
は
そ
の
著
書
の
中
で
「
手
芸
」
を
「
家
庭
藝
術
」
と
呼
ん
で
い
る
。
美
術
も
工
芸
も
区
別
な
く
、
生
活
そ
の
も
の
が
芸
術
と
一
体
化
し
た
世
界
こ
そ
、
藤
井
を
含
め
た
近
代
の
工
芸
家
達
が
目
指
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(
26)
。
同
時
代
の
工
芸
家
で
刺
繡
を
行
っ
た
作
家
は
い
た
が
、
比
較
的
早
い
時
期
よ
り
刺
繡
を
行
っ
て
い
た
藤
井
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
出
版
さ
れ
た
『
美
術
工
芸
の
手
ほ
ど
き
』
の
中
で
、「
刺
繡
と
は
布
の
上
に 
 
糸
を
以
て
、
糸
の
持
つ
味
を
生
か
し
て
布
の
上
に
目
的
の
図
様
を
描
く
も
の
」
と
刺
繡
の
根
本
つ
い
て
持
論
を
述
べ
て
い
る
。 
刺
繡
は
決
し
て
、
油
絵
で
も
な
け
れ
ば
、
水
彩
で
も
な
い
。
刺
繡
は
ど
こ
ま
で
も
刺
繡
で
あ
る
は
ず 
材
料
に
つ
い
て
は
只
最
も
大
切
な
こ
と
、
そ
れ
は
材
料
に
制
限
な
し
と
い
い
た
い
の
で
す
。（
中
略
） 
つ
ま
り
適
当
な
材
料
を
適
当
な
場
所
に
使
う
こ
と
が
最
も
大
切
な
作
者
の
働
き
な
の
で
あ
り
ま
す
。 
そ
う
述
べ
て
、
自
ら
は
木
綿
の
糸
、
麻
の
包
紐
を
使
い
、
樹
皮
、
羽
毛
、
草
の
茎
等
も
何
物
に
も
替
え
が
た
い
材
料
と
な
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ス
テ
ッ
チ
に
つ
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い
て
の
解
説
で
は
「
刺
繡
は
普
通
に
日
本
刺
繡
に
す
る
と
面
倒
で
も
あ
り
、
ま
た
ビ
ロ
ー
ド
と
の
同
調
も
取
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
太
い
絲
で
、
あ
ら
い
刺
繡
を
入
れ
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
。」
と
述
べ
略
式
で
は
あ
る
が
刺
繡
の
手
順
を
伝
え
て
い
る
（
27
）。
ま
た
『
実
用
手
工
藝
大
講
座 
女
子
部
』
に
お
い
て
は
「
刺
繡
図
案
」
の
頁
を
担
当
し
、
刺
繡
の
図
案
を
自
ら
描
く
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
と
と
も
に
、
図
案
の
配
し
方
に
つ
い
て
自
ら
の
作
品
を
実
例
に
あ
げ
て
解
説
し
て
い
る
（
28
）。
藤
井
が
工
芸
を
美
術
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
努
力
の
中
で
、
特
に
刺
繡
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
刺
繡
が
自
由
で
型
に
と
ら
わ
れ
な
い
表
現
に
適
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 
上
代
の
作
品
で
は
、
一
筆
書
き
の
よ
う
な
簡
潔
な
線
表
現
の
作
品
が
み
ら
れ
、
宮
中
の
女
官
達
が
指
導
者
の
も
と
に
制
作
を
行
っ
た
刺
繡
で
あ
る
。
藤
井
が
『
家
庭
手
藝
品
の
制
作
法
』
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
国
宝
で
あ
る
《
天
寿
国
繡
帳
》
が
「
素
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
い
信
仰
と
真
摯
に
し
て
自
由
な
心
持
ち
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
る
人
に
感
動
を
与
え
て
い
る
」
と
い
う
解
釈
か
ら
も
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
の
問
題
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
手
段
と
し
て
古
墳
時
代
に
作
例
の
あ
る
刺
繡
を
そ
の
考
え
方
の
根
本
に
据
え
た
と
考
え
る
（
29
）。 
 
（
二
）
欧
風
刺
繡
の
影
響
を
受
け
た
工
芸
作
家 
 
 藤
井
と
交
友
が
あ
っ
た
富
本
憲
吉
、
津
田
青
楓
も
こ
の
時
期
に
刺
繡
作
品
を
残
し
て
い
る
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
に
京
都
府
立
図
書
館
楼
上
で
開
催
さ
れ
た
「
津
田
青
楓
氏
作
品
展
覧
会
」
に
藤
井
、
富
本
も
参
加
し
て
い
る
（
30
）。
富
本
は
陶
芸
家
、
津
田
は
画
家
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
著
名
で
あ
る
が
、
刺
繡
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。 
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富
本
憲
吉
は
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
奈
良
県
安
堵
村
生
れ
、
東
京
美
術
学
校
図
案
科
卒
業
後
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
思
想
を
学
ぶ
。
近
代
的
な
意
味
で
の
個
人
作
家
的
な
陶
芸
制
作
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
る
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
よ
り
作
陶
を
行
い
、
国
画
会
工
芸
部
を
中
心
に
活
動
を
行
う
。
戦
後
、
京
都
市
立
美
術
大
学
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
色
絵
に
金
銀
彩
を
併
用
し
た
作
品
を
発
表
し
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
色
絵
磁
器
）
に
認
定
さ
れ
る(
31)
。
京
都
国
立
近
代
術
館
に
残
さ
れ
る
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
―
三
年
（
一
九
一
四
）
の
作
品
、《
木
と
花
模
様
刺
繡
壁
掛
け
》(
図
３
―
11)
は
、
巾
の
狭
い
丈
の
長
い
布
四
枚
を
横
に
並
べ
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
、
二
枚
を
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
、
一
枚
の
ま
ま
の
も
の
、
と
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ
の
異
な
る
壁
掛
で
、
樹
木
や
花
が
単
純
な
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
台
裂
は
麻
布
で
刺
繡
は
線
を
短
い
針
足
で
、
面
は
長
い
針
足
で
刺
繡
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
代
の
《
モ
ス
ク
模
様
刺
繡
壁
掛
け
》(
図
３
―
12)
も
大
型
で
麻
布
に
刺
繡
が
さ
れ
た
も
の
で
、
モ
ス
ク
や
花
や
飾
り
模
様
が
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
本
が
陶
器
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
頻
繁
に
用
い
た
羊
歯
模
様
を
刺
繡
し
た
作
品
も
あ
る
。
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
作
の
《
羊
歯
模
様
刺
繡
》
は
黒
地
に
白
や
黄
緑
、
緑
、
紫
の
太
い
糸
を
用
い
て
羊
歯
を
刺
繡
し
、
赤
い
糸
で
サ
イ
ン
と
思
わ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
る
。
刺
繡
技
法
は
「
ま
つ
り
繡
」
と
「
平
繡
」「
鎖
繡
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
富
本
が
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は 
イ
ギ
リ
ス
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
彼
は
、
学
生
時
代
は
神
学
を
学
ん
だ
が
建
築
家
へ
と
方
向
転
換
し
建
築
事
務
所
で
働
き
始
め
た
。
教
会
建
築
を
行
っ
て
い
た
そ
の
事
務
所
は
教
会
の
家
具
や
、
調
度
品
の
収
蔵
庫
も
設
計
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
刺
繡
は
装
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
チ
ャ
ー
チ
ク
ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
祭
壇
の
打
敷
な
ど
の
教
会
刺
繡
に
モ
リ
ス
も
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
32
）。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
イ
ギ
リ
ス
の
自
邸
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
布
は
、
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
の
ウ
ー
ル
地
に
金
糸
、
赤
と
白
の
ウ
ー
ル
の
糸
で
ひ
な
菊
を
刺
繡
し
た
も
の
で
婦
人
室
の
カ
ー
テ
ン
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
図
柄
自
体
は
モ
リ
ス
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
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な
く
大
英
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
年
代
記
作
家
フ
ロ
ワ
ッ
サ
ー
ル
の
手
稿
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
33
）。
ひ
な
菊
は
単
純
な
線
で
描
か
れ
富
本
の
刺
繡
と
そ
の
印
象
が
類
似
し
て
い
た
。
富
本
の
刺
繡
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
刺
繡
と
そ
の
図
案
が
全
く
異
な
る
の
は
モ
リ
ス
の
刺
繡
デ
ザ
イ
ン
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。 
 
津
田
青
楓
は
、
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
京
都
生
ま
れ
、
兄
は
華
道
の
家
元
で
文
化
人
の
西
川
一
草
亭
で
あ
る
（
34
）。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
京
都
市
立
染
織
学
校
に
学
び
、
の
ち
に
京
都
高
島
屋
図
案
部
に
勤
務
し
た
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
関
西
美
術
院
で
鹿
子
木
孟
郎
、
浅
井
忠
に
師
事
し
洋
画
を
学
ぶ
。
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
―
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
パ
リ
に
留
学
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
で
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
に
師
事
、
帰
国
後
に
二
科
会
の
創
立
に
参
加
し
た
（
35
）。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
大
阪
三
越
で
富
本
憲
吉
と
二
人
展
を
開
催
し
、
青
楓
図
案
社
を
設
立
、
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
活
躍
し
た(
36
）。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た
、
パ
ナ
マ
太
平
洋
博
覧
会
で
は
《
麻
ク
ッ
シ
ョ
ン 
ナ
デ
シ
コ
》
で
褒
賞
を
受
賞
し
て
い
る
（
37
）。
画
家
、
山
脇
敏
子
と
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
に
結
婚
、
当
時
の
津
田
の
刺
繡
作
品
は
山
脇
の
手
に
よ
る
も
の
と
い
う
説
も
あ
る
（
38
）。 
執
筆
者
は
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
五)
九
月
二
四
日
、
笛
吹
市
立
青
楓
美
術
館
に
お
い
て
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
制
作
の
《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
Ｂ
》(
図
３
―
13)
を
観
察
し
た
。
対
を
な
す
《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
Ａ
》
も
存
在
し
て
い
た
。
綿
布
と
思
わ
れ
る
目
の
粗
い
台
裂
に
、
草
花
を
描
き
、
縁
ど
る
白
の
太
い
撚
糸
は
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
の
技
法
「
コ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ッ
チ
」（
日
本
刺
繡
で
は
「
菅
繡
」）
で
留
め
ら
れ
、
白
い
花
と
濃
い
茶
（
退
色
し
て
い
る
）
部
分
は
革
を
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」（
日
本
刺
繡
で
は
「
切
り
付
繡
」）
し
て
あ
っ
た
。
な
お
、
青
楓
美
術
館
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
、
広
く
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
う
一
点
の
刺
繡
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
五
）
作
の
（《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
花
と
鳥
》（
図
３
―
14
）
と
題
さ
れ
た
額
装
品
で
こ
の
作
品
は
「
サ
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テ
ン
ス
テ
ッ
チ
」（
日
本
刺
繡
の
「
平
繡
」）、「
ロ
ン
グ
ア
ン
ド
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ッ
チ
」（
日
本
刺
繡
の
「
刺
し
繡
」）、「
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
ス
テ
ッ
チ
」（
日
本
刺
繡
の
「
ま
つ
り
繡
」）
の
基
本
的
な
技
法
で
、
白
の
平
織
の
綿
布
に
、
綿
の
撚
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
作
品
は
状
態
が
よ
く
、
白
地
に
シ
ミ
が
あ
る
も
の
の
刺
繡
糸
の
色
は
退
色
せ
ず
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
糸
の
種
類
は
赤
、
黄
、
青
、
緑
、
黒
の
五
色
で
、
そ
の
色
使
い
と
モ
チ
ー
フ
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
刺
繡
の
影
響
が
う
か
が
え
る
（
39
）。
図
案
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
お
り
、
モ
リ
ス
の
作
品
の
様
に
モ
チ
ー
フ
を
繰
り
返
し
て
並
べ
て
い
く
西
洋
刺
繡
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
比
較
し
て
み
る
と
《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
Ｂ
》
は
よ
り
独
創
性
が
あ
り
、
同
年
代
に
制
作
さ
れ
た
富
本
の
刺
繡
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
互
い
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る
。 
富
本
も
津
田
も
海
外
で
刺
繡
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
ら
が
刺
繡
作
品
を
残
し
て
い
る
の
は
、
積
極
的
に
刺
繡
作
品
を
制
作
し
て
い
た
藤
井
と
深
い
交
友
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
と
考
え
る
。 
  
第
三
節 
美
術
工
芸
作
品
と
し
て
の
刺
繡
の
確
立 
 
 
明
治
四
〇
年(
一
九
〇
七)
よ
り
始
ま
っ
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
は
日
本
画
、
西
洋
画
、
彫
刻
の
三
部
門
で
ス
タ
ー
ト
し
、
工
芸
品
は
除
外
さ
れ
て
い
た
。
染
織
家
を
含
む
工
芸
家
達
が
「
農
展
」
や
「
大
正
博
覧
会
」
で
作
品
発
表
を
続
け
て
い
た
の
は
二
節
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
昭
和
二
年(
一
九
二
七)
に
帝
展
第
四
部
「
美
術
工
芸
」
部
門
が
新
設
さ
れ
、
刺
繡
作
品
が
こ
の
部
門
に
入
選
す
る
よ
う
に
な
り
刺
繡
も
美
術
の
一
分
野
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
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の
展
覧
会
は
戦
中
、
戦
後
も
続
け
ら
れ
、
現
在
の
日
本
美
術
展
覧
会(
以
下
日
展)
に
続
い
て
い
く
。
北
村
哲
郎
は
工
芸
部
門
の
設
立
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
職
人
的
仕
事
と
し
て
い
た
工
芸
を
、
美
術
と
同
格
に
置
き
、
個
性
的
な
作
品
の
制
作
に
よ
っ
て
、
作
家
の
芸
術
上
な
ら
び
に
社
会
的
な
地
位
を
鮮
明
に
し
、
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
技
巧
本
位
の
姿
勢
を
脱
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
重
視
の
方
向
性
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
そ
の
功
績
を
述
べ
て
い
る
（
40
）。 
「
帝
展
」
に
入
選
す
る
と
い
う
の
は
、
工
芸
作
品
が
芸
術
作
品
の
お
墨
付
き
を
得
た
も
の
と
い
う
こ
と
で
、
工
芸
作
家
達
に
は
待
望
の
設
置
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
刺
繡
に
関
し
て
は
初
回
の
入
選
者
は
、
洋
画
家
の
和
田
三
造
と
服
飾
家
の
山
脇
敏
子
で
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
「
農
展
」
等
の
官
展
で
刺
繡
を
美
術
作
品
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
努
力
を
費
や
し
て
い
た
刺
繡
作
家
達
で
は
な
か
っ
た
（
41
）。
ま
た
、
染
の
分
野
の
入
選
作
品
は
、
当
時
京
都
工
芸
高
等
学
校
校
長
の
鶴
巻
鶴
一
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
蝋
染
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
製
作
経
験
の
少
な
い
図
案
家
で
も
蝋
染
作
品
で
入
選
を
果
た
し
て
い
た
。
審
査
は
、
そ
の
技
法
の
難
易
度
に
関
わ
ら
ず
そ
の
意
匠
が
そ
れ
ま
で
の
古
典
的
で
写
実
で
な
い
デ
ザ
イ
ン
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
審
査
員
が
染
織
技
術
に
つ
い
て
詳
し
く
な
く
と
も
、
そ
の
意
匠
で
評
価
を
し
て
作
品
を
選
ん
だ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
新
し
い
作
品
が
注
目
さ
れ
入
選
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
和
田
は
大
正
時
代
半
ば
頃
よ
り
染
色
の
研
究
を
始
め
、
藤
井
達
吉
ら
と
日
本
染
色
工
芸
協
会
を
設
立
し
、
日
本
の
生
活
工
芸
図
案
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
（
42
）。
和
田
の
入
選
作
は
、
両
面
の
衝
立
で
表
面
に
獅
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
裏
面
に
は
六
角
形
と
四
角
形
に
区
切
ら
れ
た
画
面
の
中
に
、
草
花
と
楽
器
を
奏
で
る
人
物
、
異
国
的
な
器
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
た
。
和
田
は
染
色
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
の
作
品
《
衝
立
》（
図
３
―
15
）
は
染
色
と
刺
繡
が
併
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
山
脇
も
洋
画
家
で
あ
っ
た
が
、
数
度
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
に
よ
り
西
洋
刺
繡
、
洋
裁
を
習
得
し
、
帰
国
後
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
サ
ロ
ン
を
開
店
、
の
ち
に
服
飾
の
専
門
学
校
「
山
脇
美
術
学
院
」
を
設
立
し
た
（
43
）。
帝
展
に
入
選
し
た
作
品
に
つ
い
て
国
立
国
会
図
書
館
に
の
こ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
画
像
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
《
柘
榴
文
様
壁
掛
》（
図
３
―
16
）
は
、
柘
榴
の
立
木
を
中
心
に
背
後
は
葉
の
よ
う
な
実
の
よ
う
な
形
状
で
埋
め
尽
く
さ
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れ
て
い
る
。
枝
に
は
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
尾
の
長
い
鳥
と
花
が
咲
い
て
い
る
。
周
囲
に
は
葉
を
文
様
化
し
た
連
続
模
様
を
置
き
、
反
復
模
様
を
特
徴
と
し
た
モ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
作
品
は
、
従
来
の
刺
繡
の
写
実
的
な
動
植
物
の
表
現
で
は
な
い
図
案
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
美
術
工
芸
部
門
設
立
の
年
か
ら
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
ま
で
の
記
録
を
基
に
刺
繡
の
入
選
作
品
を
ま
と
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
当
初
は
刺
繡
作
家
以
外
の
入
賞
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
の
第
一
回
の
新
文
展
頃
に
は
、
次
項
で
取
り
上
げ
る
岸
本
景
春
、
箸
尾
清
、
平
野
利
太
郎
等
刺
繡
作
家
の
入
選
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
表
３
―
４
―
１
・
３
―
４
―
２
）（
44
）。 
そ
の
他
の
作
家
と
し
て
は
、
第
六
回
展
で
は
「
農
展
」
で
活
躍
し
た
藤
井
達
吉
の
姉
の
篠
、
第
七
回
で
は
妹
の
桑
子
の
作
品
も
入
選
し
て
い
る
。
篠
の
《
芍
薬
文
羽
毛
二
枚
折
屏
風
》（
図
３
―
８
）
は
羽
毛
と
い
う
そ
れ
ま
で
日
本
国
内
で
は
近
世
の
陣
羽
織
に
使
用
さ
れ
て
以
来
、
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
稀
で
あ
っ
た
材
料
を
使
用
し
て
葉
部
分
の
模
様
と
柔
ら
か
な
質
感
を
表
現
し
た
。
第
十
三
回
帝
展
に
入
選
し
た
桑
子
の
《
竹
屋
町
繡
草
文
二
枚
折
屏
風
》
に
お
い
て
は
、
平
金
糸
を
用
い
た
伝
統
的
な
竹
屋
町
繡
の
技
法
を
用
い
て
い
た
。 
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
も
入
選
し
て
い
た
が
数
は
少
な
く
、
刺
繡
作
家
、
箸
尾
昇
に
よ
る
テ
ー
ブ
ル
掛
け
は
、
草
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
総
模
様
で
西
洋
風
な
左
右
対
称
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
京
刺
繡
学
院
長
で
あ
り
東
京
家
政
学
院
講
師
で
あ
っ
た
小
檜
山
英
が
第
十
四
回
帝
展
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
の
文
展
監
査
展
に
《
投
影
刺
繡
衝
立
》
で
入
選
し
て
い
る
。
小
檜
山
が
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
記
し
た
刺
繡
指
南
書
『
刺
繡
（
基
礎
編
）』
で
は
「
リ
ボ
ン
刺
繡
」
や
「
ス
カ
ラ
ッ
プ
縫
い
」
等
の
西
洋
刺
繡
を
主
体
と
し
て
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
や
鏡
掛
け
の
制
作
方
法
を
指
南
し
て
い
る
。 
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
「
紀
元
二
六
〇
〇
年
奉
祝
展
」
に
《
刺
繡
枇
杷
模
様
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
》
が
入
選
し
た
上
村
百
代
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
講
師
で
、
昭
和
一
一
年
に
『
日
本
刺
繡
講
話
』
を
出
版
、
カ
ラ
ー
の
図
版
を
多
く
掲
載
し
、
前
編
で
日
本
刺
繡
、
後
編
で
は
欧
米
刺
繡
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
の
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紹
介
を
行
っ
て
い
る
。 
 
一
方
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
の
「
奢
侈
品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
」
が
公
布
さ
れ
服
飾
品
の
刺
繡
に
関
し
て
は
制
作
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
の
「
芸
術
保
護
に
関
す
る
件
」
が
通
達
さ
れ
た
。
内
容
は
「
帝
国
芸
術
院
会
員
、
美
術
団
体
の
会
員
、
文
展
四
部
の
審
査
員
・
無
鑑
査
、
帝
展
四
部
に
二
回
以
上
入
選
し
た
作
家
に
限
り
工
芸
素
材
の
配
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
芸
術
活
動
が
許
可
さ
れ
公
定
価
格
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
芸
術
家
と
し
て
認
定
さ
れ
た
工
芸
作
家
の
作
品
は
一
般
の
工
芸
品
と
区
別
さ
れ
「
マ
ル
芸
」
と
呼
ば
れ
た
。 
ま
た
、
伝
統
技
術
保
存
に
つ
い
て
も
マ
ル
芸
作
家
以
外
で
、「
純
工
芸
作
家
や
技
術
者
、
新
興
優
秀
工
芸
作
家
が
展
覧
会
に
出
品
す
る
際
に
、
特
に
必
要
資
材
の
特
別
供
給
を
許
可
さ
れ
る
」
制
度
「
マ
ル
技
」
も
設
け
ら
れ
た
。
刺
繡
分
野
に
も
「
マ
ル
芸
」
の
作
家
は
お
り
、
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
の
第
六
回
新
文
展
に
出
品
さ
れ
た
岸
本
景
春
の
《
刺
繡
飾
筥
「
群
趐
」》
と
、
箸
尾
清
の
《
二
曲
屏
風
増
強
之
図
》
は
そ
の
特
例
措
置
の
元
、
材
料
の
配
給
を
受
け
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
（
45
）。 
  
第
四
節 
代
表
的
な
刺
繡
作
家 
 
（
一
）
図
案
作
家
の
刺
繡
、
岸
本
景
春 
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岸
本
景
春
、
箸
尾
清
、
平
野
利
太
郎
ら
大
正
・
昭
和
期
戦
前
に
「
農
展
」「
帝
展
」
で
活
躍
し
た
刺
繡
作
家
を
取
り
上
げ
る
。
岸
本
景
春
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
、
京
都
西
陣
に
生
ま
れ
高
等
小
学
校
卒
業
後
、
幸
野
西
湖
に
日
本
画
を
師
事
、
の
ち
に
神
坂
雪
佳
に
図
案
を
師
事
し
、
大
正
初
期
西
陣
織
図
案
家
と
な
る
。
大
正
八
年
に
「
京
都
美
術
協
会
展
」
に
絵
画
《
五
葉
松
二
曲
屏
風
》
で
五
等
賞
受
賞(
46)
し
た
。
一
方
、
図
案
家
と
し
て
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
第
四
回
の
農
展
に
《
天
平
式
染
織
紋
刺
繡
応
用
女
広
帯
》
の
図
案
作
品
で
入
選
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
図
案
作
家
と
し
て
の
参
加
で
、
刺
繡
は
由
井
緑
蔭
と
い
う
刺
繡
職
人
が
行
っ
て
い
る
。
農
展
に
は
こ
の
後
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
第
五
回
展
に
《
印
度
縫
綾
地
片
側
帯
》
を
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
第
六
回
展
に
は
《
花
鳥
模
様
染
刺
繡
女
帯
地
》
を
そ
れ
ぞ
れ
図
案
作
家
と
し
て
出
品
し
、
そ
の
作
品
は
賞
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
神
坂
雪
佳
に
つ
い
て
同
門
の
山
鹿
精
華
と
と
も
に
染
織
美
術
誌
『
綾
錦
』
の
た
め
の
模
写
を
行
い
、
こ
の
こ
ろ
よ
り
古
裂
の
蒐
集
研
究
を
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の
後
約
十
年
余
り
、
山
鹿
と
古
裂
の
収
集
を
続
け
た
結
果
、
古
裂
に
触
発
さ
れ
刺
繡
制
作
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
晩
年
の
岸
本
を
取
材
し
た
刺
繡
作
家
、
今
井
む
つ
子
に
よ
れ
ば
、
岸
本
は
刺
繡
研
究
を
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
頃
よ
り
行
っ
て
お
り
、
当
初
は
古
代
裂
の
復
元
に
工
夫
を
加
え
な
が
ら
制
作
を
始
め
た
（
47
）
。 
岸
本
の
作
品
は
、
写
生
を
基
本
に
自
然
風
物
を
独
自
に
様
式
化
し
た
造
形
と
、
装
飾
性
の
強
い
構
成
を
も
ち
、
荒
い
織
目
の
生
地
に
、
柔
ら
か
な
風
合
い
の
刺
繡
を
行
う
柔
ら
か
な
表
現
が
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
五
年
、
第
十
一
回
帝
展
に
《
花
園
染
刺
繡
セ
ン
タ
ー
》
が
初
入
選
し
た
。
中
央
に
大
き
な
花
を
、
そ
の
両
側
に
雉
の
よ
う
な
鳥
が
一
羽
ず
つ
配
さ
れ
て
、
鳥
は
正
面
を
向
く
も
の
と
横
を
向
く
も
の
で
、
裂
の
両
端
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
よ
う
な
葉
を
も
つ
花
が
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
技
法
は
確
認
で
き
な
い
が
題
名
か
ら
染
と
刺
繡
の
技
法
を
併
用
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
十
三
回
に
出
品
し
た
両
面
刺
繡
衝
立
《
潮
》
は
帝
展
特
選
を
受
賞
し
た
。
両
面
刺
繡
と
は
表
か
ら
も
裏
か
ら
も
鑑
賞
で
き
る
も
の
で
、
飛
鳥
時
代
の
幡
の
繡
仏
に
用
い
ら
れ
た
刺
繡
と
同
様
に
、
表
と
裏
が
見
え
る
た
め
複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
は
高
い
技
術
を
必
要
と
す
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
織
ら
せ
た
目
の
粗
い
台
裂
に
、
撚
り
の
強
い
Ｚ
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撚
り
の
糸
で
「
刺
し
繡
」「
斜
繡
」「
平
繡
」
な
ど
の
単
純
な
技
法
で
様
々
な
種
類
の
魚
を
刺
繡
し
て
い
る
。
台
裂
に
は
刺
繡
の
凹
凸
の
背
景
と
し
て
水
草
の
模
様
が
着
彩
さ
れ
表
現
さ
れ
て
い
る
。
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
や
海
底
の
岩
の
表
現
に
は
凹
凸
の
あ
る
桂
撚
り
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
春
の
改
組
第
一
回
帝
展
に
お
い
て
は
招
待
作
家
と
な
り
、
そ
の
後
、
無
鑑
査
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
は
審
査
員
と
な
っ
た
。
日
展
と
な
っ
た
後
も
昭
和
四
六
年
（
一
九
七
一
）
ま
で
入
選
は
続
い
た
。
昭
和
三
五
年
（
一
九
〇
二
）《
湖
面
の
影
》
で
、
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
（
48
）。
岸
本
の
刺
繡
図
案
は
、
日
本
画
を
下
絵
に
し
た
平
面
的
な
も
の
で
な
く
、
油
絵
を
下
絵
に
し
た
写
実
的
な
も
の
で
も
な
い
、
刺
繡
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
下
絵
を
描
き
、
そ
の
図
案
に
あ
っ
た
刺
繡
技
法
を
当
て
は
め
て
い
る
。
決
ま
り
に
縛
ら
れ
な
い
刺
繡
は
台
裂
の
織
か
ら
考
え
ら
れ
た
綿
密
な
計
算
の
賜
物
と
い
え
る
。 
 
（
二
）
刺
繡
職
人
か
ら
の
挑
戦
、
箸
尾
清 
  
箸
尾
清
は
刺
繡
職
人
か
ら
刺
繡
作
家
に
な
っ
た
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
、
三
重
の
刺
繡
職
人
箸
尾
喜
三
太
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
。
刺
繡
作
家
の
箸
尾
昇
は
弟
で
あ
る
。
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
十
五
歳
で
京
都
に
出
て
、
渡
辺
傅
吉
に
刺
繡
の
指
導
を
受
け
た
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
科
外
生
と
し
て
校
長
中
沢
岩
太
博
士
、
武
田
五
一
、
鶴
巻
鶴
一
、
萩
原
清
彦
各
教
授
の
下
、
図
案
、
染
色
、
機
織
り
に
つ
い
て
五
年
間
学
ぶ
。
同
校
講
師
の
鹿
子
木
孟
郎
、
都
鳥
英
喜
に
洋
画
の
指
導
を
受
け
た
（
49
）。 
箸
尾
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
校
長
、
中
沢
岩
太
の
作
っ
た
工
芸
図
案
研
究
団
体
、「
道
楽
園
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
鶴
巻
鶴
一
を
指
導
者
と
し
て
織
物
、
染
色
、
刺
繡
の
意
匠
と
製
作
の
研
究
を
行
っ
た
（
50
）。
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
箸
尾
刺
繡
伝
習
所
を
京
都
に
創
設
、
そ
の
後
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は
京
都
の
女
学
校
や
短
期
大
学
、
東
京
の
実
践
女
子
専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
り
、
指
導
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
東
久
邇
美
弥
妃
殿
下
を
は
じ
め
、
多
く
の
宮
妃
や
女
王
殿
下
に
御
進
講
を
行
い
、
特
に
学
習
院
出
身
の
婦
人
た
ち
で
結
成
さ
れ
た
紫
紅
会
の
指
導
は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
ま
で
続
い
た
（
51
）。 
作
品
制
作
活
動
と
し
て
は
、
大
正
二
年(
一
九
一
三)
に
第
一
回
農
展
に
《
猫
模
様 
刺
繡
扁
額
》（
図
３
―
17
）
が
入
選
し
た
。
第
二
回
に
は
《
湖
畔
の
図
刺
繡
》（
図
３
―
18
）、
第
三
回
に
は
《
京
の
春
雨
刺
繡
扁
額
》、
第
四
回
に
は
《
琥
珀
地
寒
国
ノ
夕
日
刺
繡
額
》
他
五
点
と
毎
年
多
数
の
作
品
が
入
選
し
て
い
る
。
「
農
展
」
で
は
図
案
と
作
品
が
別
々
に
審
査
に
さ
れ
、
応
用
作
品
で
は
、
図
案
、
刺
繡
、
出
品
に
分
け
ら
れ
、
箸
尾
の
入
選
作
品
に
は
以
下
の
五
種
類
が
あ
る
。 
①
箸
尾
が
図
案
を
描
き
刺
繡
を
行
い
、
出
品
が
西
村
総
左
衛
門(
千
総)
の
作
品 
②
箸
尾
が
図
案
を
描
き
刺
繡
を
行
い
、
出
品
が
飯
田
新
七
（
高
島
屋
）
の
作
品
。 
③
画
家
が
図
案
を
描
き
、
箸
尾
が
刺
繡
、
出
品
し
た
作
品
。 
④
画
家
が
図
案
を
描
き
、
箸
尾
が
刺
繡
し
、
高
島
屋
等
が
出
品
し
た
作
品
。 
⑤
図
案
・
刺
繡
・
出
品
を
箸
尾
が
行
っ
た
作
品
。 
第
一
回
に
入
選
し
た
作
品
に
《
猫
模
様 
刺
繡
扁
額
》
は
箸
尾
が
図
案
を
描
き
刺
繡
を
行
い
、
千
総
の
西
村
総
左
衛
門
の
名
前
で
出
品
し
た
①
に
当
た
る
作
品
で
、
第
二
回
の
《
鶏
頭
模
様
刺
繡
風
呂
先
屏
風
》
と
第
三
回
の
《
湖
畔
の
図
刺
繡
》
は
⑤
に
当
た
る
。
箸
尾
は
当
初
下
請
け
刺
繡
職
人
と
し
て
刺
繡
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
に
自
ら
作
品
を
出
品
す
る
よ
う
に
な
り
、
刺
繡
職
人
か
ら
刺
繡
作
家
へ
の
道
を
歩
ん
だ
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
パ
ナ
マ
太
平
洋
博
覧
会
に
お
い
て
は
、箸
尾
と
長
良
庸
三
が
刺
繡
を
行
い
、千
総
の
西
村
総
左
衛
門
の
名
前
で
出
品
し
た《
屏
風 
獅
子
》が
金
賞
を
得
て
い
る（
52
）。
こ
の
他
に
も
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の
パ
リ
万
国
装
飾
美
術
博
覧
会
（
通
称
ア
ー
ル
・
デ
コ
展
）
に
は
高
島
屋
、
飯
田
新
七
の
名
前
で
出
品
し
た
《
六
曲
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屏
風
四
季
百
花
一
双
》
が
名
誉
賞
牌
を
受
け
る
な
ど
、
箸
尾
の
名
前
が
表
に
出
な
い
作
品
に
も
多
数
関
わ
っ
て
い
た
（
53
）。 
 
箸
尾
の
帝
展
初
入
選
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
《
刺
繡
静
所
鳴
禽
壁
掛
》
で
、
中
心
に
洋
花
の
入
っ
た
大
き
な
花
瓶
を
向
か
っ
て
左
に
果
物
が
盛
ら
れ
た
高
坏
、
向
か
っ
て
右
に
は
植
物
と
そ
の
手
前
に
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
鳥
を
配
し
て
い
る
西
洋
風
の
壁
掛
け
で
あ
っ
た
。 
こ
の
図
案
に
は
「
農
展
」
の
第
一
回
入
選
の
《
猫
模
様 
刺
繡
扁
額
》
に
見
ら
れ
た
写
実
的
な
表
現
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
第
二
回
の
《
湖
畔
の
図
刺
繡
》
に
見
ら
れ
た
筆
の
調
子
を
そ
の
ま
ま
画
面
に
置
い
た
絵
画
を
意
識
し
た
作
品
と
も
異
な
る
。 
 
箸
尾
の
作
品
は
、「
農
展
」
の
数
年
間
で
も
油
絵
的
、
水
彩
画
的
と
変
化
を
遂
げ
て
お
り
、
作
品
に
つ
い
て
も
模
索
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、『
日
本
刺
繡 
若
草
会
（
箸
尾
清
と
女
子
美
刺
し
ゅ
う
）』
掲
載
の
《
村
の
神
木
》
で
は
、
裂
に
下
絵
を
染
で
描
き
、
モ
チ
ー
フ
に
よ
っ
て
刺
繡
す
る
糸
の
素
材
を
変
え
て
表
現
し
て
い
る
。
積
も
っ
た
雪
は
絹
糸
で
「
菅
繡
」、
樹
木
に
は
光
沢
の
な
い
綿
糸
を
使
い
「
乱
点
繡
」
や
「
乱
組
繡
」
を
、
紙
垂
に
は
麻
糸
を
使
い
糸
の
質
感
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
女
子
美
術
大
学
美
術
館
蔵
の
《
静
穏
》(
図
３
―
19)
で
は
、
台
裂
全
体
に
砂
子
箔
が
置
か
れ
、
中
心
と
な
る
樹
の
下
に
は
着
彩
が
施
さ
れ
、
そ
の
上
「
乱
組
繡
」「
乱
点
」
で
樹
木
の
肌
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
は
「
農
展
」、「
帝
展
」
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
箸
尾
独
自
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
。 
 
（
三
）
伝
統
刺
繡
か
ら
の
脱
却
、
平
野
利
太
郎 
 
平
野
利
太
郎
も
刺
繡
職
人
か
ら
刺
繡
作
家
に
な
り
、
終
生
活
発
な
刺
繡
制
作
活
動
を
行
っ
た
作
家
で
あ
る
。
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）、
東
京
で
刺
繡
を
家
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業
と
す
る
四
代
目
に
生
ま
れ
た
。
父
、
平
野
松
太
郎
は
全
国
刺
繡
連
合
会
の
会
長
で
、
皇
室
の
御
用
も
務
め
て
い
た
。
そ
の
下
で
刺
繡
の
修
業
を
お
こ
な
い
、
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
日
本
画
を
岡
倉
秋
水
（
岡
倉
天
心
の
甥
）
の
も
と
で
修
業
、
そ
の
後
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
日
本
画
家
吉
村
忠
夫
に
師
事
し
古
典
工
芸
を
学
ぶ
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
染
織
工
芸
デ
ザ
イ
ン
を
染
色
工
芸
家
広
川
松
五
郎
に
学
ん
だ
（
54
）。 
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）「
日
本
美
術
協
会
工
芸
展
」、「
畜
産
工
芸
博
」
等
に
入
選
を
果
た
し
、
そ
の
後
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
第
一
〇
回
帝
展
に
《
刺
繡
三
折
衝
立
「
宝
相
華
」》
が
初
入
選
し
た
。
こ
の
作
品
は
当
時
、
吉
村
忠
夫
に
師
事
し
飛
鳥
・
天
平
の
古
典
工
芸
を
研
究
し
て
い
た
影
響
が
色
濃
く
出
て
い
る
。
技
法
は
刺
繡
だ
け
で
な
く
友
禅
染
の
技
法
も
取
り
、
文
様
の
輪
郭
線
を
糸
目
糊
で
防
染
し
た
上
に
駒
繡
を
行
っ
て
い
る
。
糸
の
撚
り
は
強
く
、
敷
き
詰
め
ら
れ
た
そ
の
感
覚
は
、
繡
仏
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
帝
展
は
十
四
回
、
十
五
回
以
後
改
組
後
も
毎
年
入
選
し
、
昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
は
文
展
無
鑑
査
の
推
薦
を
受
け
た
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
入
選
の
《
刺
繡
振
袖
》（
図
３
―
20
）
は
江
戸
時
代
の
小
袖
を
ヒ
ン
ト
に
、
新
古
典
と
も
い
う
べ
き
独
自
の
世
界
を
目
指
し
、
多
く
の
刺
繡
技
法
を
駆
使
し
制
作
し
た
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
に
は
日
展
審
査
員
と
な
り
、「
日
展
」
へ
は
昭
和
五
二
年
ま
で
出
品
し
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
一
方
、
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
日
本
工
芸
会
の
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
第
四
回
展
に
《
上
代
紬
地
刺
繡
訪
問
着
》
を
出
展
す
る
も
翌
年
に
は
退
会
す
る
。
し
か
し
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
復
帰
し
た
。
松
田
権
六
は
平
野
の
作
品
集
の
序
で
彼
の
制
作
の
姿
勢
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
55
）。 
平
野
は
し
ば
し
ば
刺
繡
が
単
に
技
術
習
得
に
の
み
は
し
り
、
素
材
の
も
つ
本
質
的
な
表
現
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
吉
村
忠
夫
、
広
川
松
五
郎
に
つ
き
、
古
典
工
芸
及
び
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
し
、
こ
の
伝
統
的
技
術
を
生
か
し
た
芸
術
作
品
を
ど
の
よ
う
に
し
て
作
る
か
に
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
つ
い
や
し
て
い
る
。
彼
の
作
品
を
見
る
と
こ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
伝
統
的
技
法
を
充
分
認
識
し
た
上
で
、
い
か
に
刺
繡
独
自
の
新
し
い
表
現
法
が
可
能
で
あ
る
158 
 
か
の
戦
い
で
あ
る
。
初
期
の
若
干
の
作
品
を
除
い
て
、
彼
は
自
然
か
ら
そ
の
発
想
を
得
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
を
写
し
構
成
し
、
そ
こ
に
刺
繡
で
の
み
出
来
る
美
し
さ
と
表
現
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
作
品
は
驚
く
ほ
ど
に
現
代
的
で
あ
る
。
刺
繡
が
一
般
的
に
も
っ
て
い
る
華
や
か
さ
は
少
な
い
。
し
か
し
日
本
人
の
も
っ
て
い
る
独
特
の
繊
細
な
色
感
を
人
一
倍
そ
な
え
て
い
る
彼
の
作
品
は
格
調
の
高
い
も
の
で
あ
る
。 
 
平
野
の
作
品
は
、
素
材
を
絹
に
限
定
せ
ず
、
麻
な
ど
も
使
用
し
、
経
糸
を
抜
い
て
糸
の
隙
間
を
作
り
、
台
裂
に
模
様
を
つ
く
る
西
洋
刺
繡
の
技
法
「
ド
ロ
ー
ン
ワ
ー
ク
」
や
象
嵌
細
工
の
よ
う
に
布
に
貝
や
革
を
「
切
嵌
め
繡
」
を
使
用
し
、
作
品
に
変
化
を
作
っ
た
。
ま
た
、
平
野
の
着
物
デ
ザ
イ
ン
は
独
創
的
な
も
の
で
、
気
品
を
保
ち
な
が
ら
リ
ズ
ム
感
が
あ
る
構
図
が
特
徴
で
あ
る
。
平
野
は
、
刺
繡
の
伝
統
性
を
十
分
理
解
し
た
う
え
で
、
刺
繡
独
自
の
新
し
い
表
現
を
求
め
、
刺
繡
の
伝
統
を
芸
術
作
品
と
し
て
表
現
と
す
る
事
に
重
き
を
置
い
た
。
な
お
、
平
野
も
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
九
年
間
、
東
京
の
実
践
女
子
大
学
で
講
師
を
つ
と
め
刺
繡
教
育
に
携
わ
っ
た
。 
  
第
五
節 
刺
繡
作
家
に
よ
る
啓
蒙
普
及
活
動 
  
大
正
期
は
明
治
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
海
外
の
刺
繡
技
術
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
画
を
下
絵
に
し
た
平
面
的
な
刺
繡
だ
け
で
な
く
、
素
材
に
よ
る
凹
凸
や
質
感
を
作
品
に
取
り
入
れ
た
刺
繡
表
現
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、「
手
芸
」
と
し
て
一
般
の
女
性
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
第
二
節
、
三
節
で
挙
げ
た
工
芸
作
家
、
藤
井
達
吉
と
、
刺
繡
作
家
、
箸
尾
清
の
活
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
出
版
物
に
よ
る
刺
繡
普
及
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
刺
繡
の
芸
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術
的
側
面
を
一
般
家
庭
に
持
ち
込
む
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
刺
繡
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
刺
繡
図
案
や
技
法
も
取
り
入
れ
た
新
た
な
る
展
開
と
も
い
え
る
。
藤
井
、
箸
尾
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。
以
下
、
二
人
の
出
版
物
を
基
に
そ
の
活
動
内
容
を
検
証
す
る
。 
 
藤
井
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）、
雑
誌
『
主
婦
之
友
』
に
手
芸
製
作
法
の
執
筆
を
始
め
た
。
こ
の
の
ち
大
正
一
二
年(
一
九
二
三)
『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』、
大
正
一
五
年(
一
九
二
六)
『
素
人
の
た
め
の
手
藝
図
案
の
描
き
方
』
を
出
版
し
、
一
般
に
手
芸
と
い
わ
れ
た
、
芸
術
と
は
そ
れ
ま
で
境
の
あ
っ
た
分
野
に
芸
術
性
を
持
ち
込
む
活
動
を
行
っ
た
。『
主
婦
之
友
』
は
、
大
正
六
年(
一
九
一
七)
に
創
刊
さ
れ
た
当
時
の
中
流
以
下
の
既
婚
女
性
を
対
象
と
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
。
ご
く
普
通
の
家
庭
に
い
る
女
性
に
情
報
を
届
け
る
と
い
う
雑
誌
の
意
図
と
、
生
活
に
美
術
が
持
ち
込
ま
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
藤
井
の
考
え
が
一
致
し
て
、
手
工
芸
制
作
方
法
執
筆
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る(
56)
。 
『
主
婦
之
友
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
を
土
台
と
し
て
、『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』
が
出
版
さ
れ
た
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
藤
井
自
身
「
家
庭
」
即
ち
「
誰
に
で
も
で
き
る
程
度
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
が
検
討
も
つ
か
な
か
っ
た
が
、
二
十
数
人
の
婦
人
を
対
象
と
し
た
刺
繡
と
木
版
と
芋
版
の
講
習
会
を
三
日
間
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
各
自
の
作
品
は
各
自
の
特
色
が
は
っ
き
り
表
れ
て
い
て
、
何
と
も
言
え
な
い
嬉
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」
と
し
、「
私
の
説
く
家
庭
の
小
芸
術
な
ど
は
、
実
行
さ
え
す
れ
ば
誰
に
で
も
で
き
得
る
も
の
だ
と
い
う
深
い
確
信
を
得
ま
し
た
」
と
、
こ
の
本
を
手
引
き
に
多
く
の
婦
人
の
天
分
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。藤
井
の
考
え
る「
家
庭
の
小
芸
術
」と
は
ど
の
よ
う
な
分
野
の
物
か
を
そ
の
目
次
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る（
57
）。 
目
次 
序
文 
一 
家
庭
工
藝
の
意
義
と
そ
の
進
む
べ
き
道 
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二 
染
物
の
部 
三 
刺
繡
の
部 
四 
木
彫
の
部 
五 
漆
細
工
の
部 
六 
革
細
工
の
部 
七 
金
物
の
部 
八 
雑
の
部 
終
り
に 
 
「
刺
繡
の
部
」
の
詳
細
は
「
手
軽
に
で
き
て
優
雅
な
手
提
袋
」「
雅
味
の
あ
る
刺
繡
座
布
団
の
作
り
方
」「
婦
人
持
の
趣
の
あ
る
紙
入
れ
の
作
り
方
」
等
で
九
つ
の
作
品
に
つ
い
て
制
作
方
法
を
記
し
て
い
る
。
主
に
作
品
の
作
り
方
で
、
刺
繡
の
仕
方
は
大
ま
か
な
記
述
と
図
解
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
、「
本
式
の
刺
繡
の
よ
う
に
針
目
を
そ
ろ
え
る
必
要
は
な
い
」
と
一
般
的
な
刺
繡
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
作
り
手
が
自
由
に
作
る
こ
と
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
刺
繡
と
絞
り
染
、
刺
繡
と
更
紗
、
刺
繡
と
描
き
絵
の
併
用
で
応
用
の
幅
が
広
が
る
と
し
て
い
る
（
58
）。『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』
の
中
の
「
家
庭
工
藝
の
意
義
と
そ
の
進
む
べ
き
道
」
で
は
彼
の
芸
術
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
59
）。 
芸
術
そ
の
も
の
は
も
と
も
と
人
間
の
実
生
活
即
ち
家
庭
生
活
か
ら
、
縁
も
由
縁
も
な
い
天
と
地
ほ
ど
も
懸
け
離
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
中
略
）
自
然
の
景
色
や
物
の
形
に
目
を
開
い
て
、
そ
れ
に
面
白
い
新
し
い
驚
異
を
発
見
す
る
と
き
が
、
自
分
の
生
活
と
藝
術
に
息
吹
の
通
ふ
と
き
だ
と
思
ひ
ま
す
。 
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藤
井
は
、
決
ま
っ
た
製
作
方
法
に
縛
ら
れ
ず
自
然
物
で
あ
る
草
花
や
素
材
に
触
発
さ
れ
、
そ
の
都
度
表
現
し
た
い
も
の
に
適
し
た
技
法
を
使
い
分
け
て
い
る
。
そ
の
自
由
な
制
作
態
度
で
は
、
従
来
ま
で
の
徒
弟
制
度
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
技
法
は
無
視
さ
れ
、
藤
井
の
実
践
的
経
験
に
基
づ
い
た
制
作
方
法
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
文
面
に
は
「
面
白
い
」「
面
倒
」「
簡
単
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
か
散
見
さ
れ
、
作
品
と
し
て
の
美
し
さ
、
出
来
栄
え
よ
り
も
制
作
工
程
を
楽
し
む
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
藤
井
の
刺
繡
啓
蒙
は
、
制
作
上
の
様
々
な
制
約
を
取
り
払
い
自
由
に
作
品
を
制
作
さ
せ
る
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
一
方
、
箸
尾
も
各
地
で
の
展
覧
会
と
出
版
活
動
で
刺
繡
の
啓
蒙
を
行
っ
て
い
た
。
刺
繡
伝
道
所
の
設
立
や
、
京
都
の
図
案
研
究
会
へ
の
参
加
、
学
校
で
の
講
義
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般
に
働
き
か
け
る
出
版
物
の
制
作
に
も
関
わ
っ
た
。
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部
発
行
の
『
實
用
手
工
藝
講
座
』
は
刺
繡
と
染
め
の
教
則
本
で
あ
る
が
、
刺
繡
に
関
す
る
内
容
は
「
西
洋
刺
繡
」「
刺
繡
」「
ビ
ー
ズ
」「
レ
ー
ス
」「
刺
繡
図
案
」「
刺
繡
糸
の
染
色
」「
刺
繡
の
話
」
で
あ
っ
た
。
箸
尾
は
そ
の
う
ち
「
刺
繡
」
に
つ
い
て
担
当
し
て
い
た
（
60
）。「
刺
繡
」
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
詳
細
で
、
図
版
が
併
用
さ
れ
指
示
が
行
き
渡
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。 
一
、「
台
の
名
称
と
使
用
法
」 
二
、
材
料
と
光
線 
三
、
運
針
法 
四
、
刺
繡
名
称 
五
、
線
の
繡
い
方 
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六
、
面
の
繡
い
方 
 
 
 
七
、
実
習
説
明 
一
、
木
、
幹
、
茎
、
蔓
、
其
他
細
長
き
線
伏
の
類 
二
、
葉
の
部 
三
、
花
の
部 
 
 
 
八
、
応
用 
一
、
品
種
に
就
い
て 
二
、
作
例
に
就
い
て 
 
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
』
と
い
う
全
十
二
巻
の
書
籍
に
寄
稿
し
て
い
る
（
61
）。
こ
れ
は
手
芸
だ
け
で
な
く
短
歌
は
与
謝
野
晶
子
、
俳
句
は
高
浜
虚
子
、
日
本
文
学
は
徳
田
秋
声
、
西
洋
文
学
は
田
山
花
袋
、
美
容
法
は
山
野
千
枝
子
、
そ
の
他
、
料
理
や
教
育
、
住
宅
、
家
具
、
園
芸
、
文
芸
、
社
交
、
音
楽
等
に
関
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
刺
繡
は
七
巻
、
九
巻
、
一
一
巻
に
分
か
れ
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
箸
尾
は
自
ら
の
作
品
や
海
外
の
刺
繡
刺
繡
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
は
古
典
的
図
案
で
は
な
く
箸
尾
が
下
絵
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
刺
繡
図
案
を
基
に
刺
繡
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
箸
尾
は
こ
の
中
で
、
刺
繡
の
図
案
を
図
案
家
に
依
頼
す
る
と
し
た
ら
「
少
な
く
と
も
刺
繡
の
研
究
を
し
た
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
62
）。
次
い
で
、
用
具
の
説
明
以
下
『
實
用
手
工
藝
講
座
』
と
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
が
、
異
な
る
の
は
『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
』
に
お
い
て
は
図
だ
け
で
な
く
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
で
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
書
籍
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
３
―
21
）。 
ま
た
、
箸
尾
は
「
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
」
と
命
名
し
た
近
代
的
表
現
に
適
し
た
刺
繡
技
法
の
普
及
と
発
展
に
つ
と
め
た
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
箸
尾
が
出
版
し
た
『
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
研
究 
製
作
編
』
の
序
に
て
「
刺
繡
は
芸
術
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
63
）。 
 
 
元
来
、
針
仕
事
は
夫
人
の
消
閑
の
仕
事
だ
と
し
て
あ
つ
た
の
で
、
斯
る
習
慣
上
刺
繡
と
云
う
も
の
は
不
用
な
技
芸
だ
と
し
て
是
迄
餘
り
多
く
顧
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
然
し
刺
繡
は
そ
の
よ
う
な
消
閑
事
で
は
な
く
、
多
大
の
価
値
と
実
用
と
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
其
は
一
つ
の
芸
術
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
最
高
な
る
物
に
於
い
て
は
工
芸
の
最
高
部
門
を
な
し
、
立
派
な
一
つ
の
手
芸
で
あ
り
、
又
そ
の
最
高
な
る
物
に
於
い
て
は
工
芸
の
最
高
部
門
を
な
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し
、
立
派
な
一
つ
の
芸
術
で
あ
る
は
勿
論
、
実
益
上
の
点
か
ら
見
る
も
立
派
な
職
で
あ
る
。 
 
 
又
刺
繡
は
色
々
な
観
点
よ
り
観
察
す
べ
き
も
の
で
、
普
通
初
心
者
に
は
著
書
の
上
で
は
細
密
に
理
解
を
興
へ
る
事
の
出
来
ぬ
も
の
と
さ
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
単
に
外
国
か
ら
刺
繡
を
漫
然
と
眺
め
て
ゐ
る
事
や
、
時
々
思
ひ
出
し
た
様
に
刺
繡
に
触
れ
て
見
る
事
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
実
際
的
方
面
か
ら
其
技
術
を
観
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。 
 
 
著
者
は
針
を
持
つ
て
此
書
を
読
む
事
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。 
箸
尾
の
刺
繡
は
点
と
線
を
意
識
す
る
も
の
で
、『
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
研
究 
製
作
編
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
刺
繡
を
整
理
し
海
外
か
ら
の
刺
繡
も
取
り
入
れ
て
わ
か
り
や
す
く
刺
繡
を
紹
介
し
て
い
た
。 
  
お
わ
り
に 
  
大
正
、
昭
和
時
代
戦
前
の
刺
繡
は
古
典
模
様
や
桃
山
、
元
禄
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
の
影
響
や
、
更
紗
柄
、
ペ
ル
シ
ャ
調
、
外
国
の
風
景
等
多
種
多
様
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
着
物
に
関
し
て
は
そ
の
柄
の
主
役
は
染
で
あ
り
刺
繡
は
「
脇
役
の
刺
繡
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
半
衿
や
帯
の
刺
繡
は
刺
繡
だ
け
で
表
現
さ
れ
て
い
る
「
主
役
の
刺
繡
」
で
あ
っ
た
。
刺
繡
技
法
は
従
来
の
刺
繡
だ
け
で
な
く
糸
の
撚
り
に
工
夫
し
た
も
の
や
、
凹
凸
を
現
す
技
法
が
使
用
さ
れ
た
。 
輸
出
産
業
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
明
治
時
代
と
異
な
り
、
刺
繡
は
美
術
の
一
分
野
と
し
て
認
め
ら
れ
成
長
し
て
い
っ
た
。
特
に
図
案
改
革
の
分
野
で
は
「
農
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展
」
を
舞
台
に
新
た
な
図
案
に
取
り
組
む
作
品
の
発
表
が
活
発
に
行
わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
日
本
の
工
芸
界
で
活
躍
す
る
人
材
が
育
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
、
第
八
回
帝
展
に
第
四
部
（
美
術
工
芸
）
部
門
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
工
芸
は
美
術
と
し
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
刺
繡
作
品
に
関
し
て
は
、
図
案
家
と
刺
繡
家
が
製
作
し
て
い
る
作
品
が
多
か
っ
た
が
、
刺
繡
作
家
と
し
て
は
刺
繡
職
人
の
中
か
ら
図
案
、
刺
繡
双
方
を
一
人
で
製
作
す
る
も
の
が
増
え
て
き
た
。
つ
ま
り
、
産
業
的
分
業
体
制
か
ら
一
人
で
作
品
を
創
造
す
る
芸
術
家
の
誕
生
を
見
た
の
で
あ
る
。 
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
刺
繡
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
工
芸
作
家
の
参
入
も
あ
っ
た
。
藤
井
達
吉
、
津
田
青
楓
、
富
本
憲
吉
ら
は
他
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
な
が
ら
、
お
互
い
が
影
響
を
受
け
合
い
刺
繡
作
品
を
制
作
し
た
。
藤
井
達
吉
は
新
し
い
工
芸
を
提
唱
し
、
そ
の
家
族
と
共
に
実
践
し
一
般
の
人
々
に
も
家
庭
芸
術
と
し
て
広
め
よ
う
と
考
え
た
。
藤
井
の
活
動
は
、
技
術
に
重
き
を
置
い
て
い
た
伝
統
的
な
工
芸
か
ら
は
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
藤
井
た
ち
他
分
野
の
工
芸
作
家
に
よ
る
作
品
は
工
芸
を
民
衆
の
場
所
に
導
い
た
。
鋳
金
家
高
村
豊
周
は
「
女
性
の
手
芸
活
動
に
つ
い
て
忠
実
に
指
導
し
保
護
し
て
い
く
の
は
工
芸
家
の
任
務
で
あ
り
、
そ
れ
の
点
に
お
い
て
私
が
敬
意
を
払
っ
て
い
る
の
は
藤
井
達
吉
君
の
仕
事
で
あ
る
。」
と
し
て
藤
井
の
お
こ
な
っ
て
い
た
手
芸
普
及
運
動
を
評
価
し
て
い
る(
64)
。 
藤
井
の
行
っ
た
普
及
運
動
は
専
門
職
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
工
芸
の
門
戸
を
広
く
大
衆
に
広
げ
、
そ
れ
に
よ
り
美
術
工
芸
を
家
庭
芸
術
と
し
て
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
活
動
を
姉
妹
ら
自
ら
の
家
族
ら
よ
っ
て
進
め
刺
繡
を
一
般
女
性
の
教
養
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
成
功
さ
せ
た
。
藤
井
の
作
家
と
し
て
の
活
動
は
近
年
、
七
宝
を
中
心
と
し
た
工
芸
作
品
の
制
作
と
手
芸
指
南
活
動
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
刺
繡
に
つ
い
て
細
か
く
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
藤
井
の
開
拓
し
た
一
般
の
人
々
を
対
象
と
し
た
手
芸
と
し
て
の
刺
繡
は
そ
の
後
、
刺
繡
作
家
達
に
も
引
き
継
が
れ
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
盛
ん
に
な
っ
て
行
く
。
ま
た
、
藤
井
が
家
庭
の
中
に
家
庭
芸
術
と
し
て
手
芸
を
普
及
さ
せ
た
こ
と
は
大
正
・
昭
和
期
の
刺
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繡
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
で
あ
っ
た
。 
帝
展
に
刺
繡
を
含
む
第
四
部
美
術
工
芸
部
門
が
設
置
さ
れ
、
作
品
が
陳
列
さ
れ
る
こ
と
は
、
芸
術
作
品
と
認
め
ら
れ
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
、
作
家
達
に
は
大
き
な
目
標
と
な
っ
た
。
作
品
の
意
匠
は
海
外
の
図
案
に
影
響
を
受
け
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
次
第
に
独
自
の
意
匠
に
移
行
し
て
行
っ
た
。
そ
の
中
で
も
中
心
的
な
三
人
の
刺
繡
作
家
に
つ
い
て
そ
の
作
品
と
特
徴
を
検
証
し
た
。 
こ
れ
ら
の
刺
繡
作
家
は
、
前
述
の
藤
井
ら
の
活
動
に
触
発
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
の
伝
統
を
守
る
だ
け
で
は
行
き
詰
る
と
判
断
し
、
新
た
な
刺
繡
の
あ
り
方
を
求
め
て
活
動
し
た
人
々
で
あ
る
。
そ
の
活
発
な
創
作
は
勿
論
で
あ
る
が
、
後
進
へ
の
指
導
や
一
般
へ
の
普
及
に
力
を
注
い
だ
。
図
案
研
究
か
ら
刺
繡
に
参
入
し
た
岸
本
景
春
は
、
京
都
の
西
陣
の
伝
統
を
熟
知
し
な
が
ら
、
刺
繡
に
於
い
て
は
図
案
の
為
の
刺
繡
を
行
っ
た
。
箸
尾
清
は
刺
繡
職
人
か
ら
身
を
起
こ
し
、
万
国
博
覧
会
で
そ
の
腕
前
が
認
め
ら
れ
、
京
都
の
図
案
研
究
会
を
経
て
そ
の
図
案
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
ま
た
糸
の
光
沢
を
重
視
し
、
刺
繡
技
法
の
開
発
や
撚
り
方
に
工
を
凝
ら
す
職
工
ら
し
い
研
究
態
度
で
制
作
す
る
と
と
も
に
そ
の
内
容
を
出
版
し
、
普
及
に
努
め
た
。
東
京
の
職
工
の
家
に
生
ま
れ
た
平
野
利
太
郎
は
、
刺
繡
の
技
術
を
習
得
し
て
か
ら
工
芸
や
図
案
を
学
び
、
そ
の
作
品
に
は
西
洋
か
ら
の
新
し
い
技
術
を
用
い
た
。
平
野
の
刺
繡
は
、
身
近
な
題
材
を
、
気
品
の
あ
る
図
案
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
高
い
技
術
で
作
品
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
活
動
は
戦
中
戦
後
も
続
け
ら
れ
、
現
代
へ
の
礎
と
な
っ
た
。 
 
最
後
に
大
正
・
昭
和
期
に
一
般
の
女
性
た
ち
へ
の
刺
繡
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
た
藤
井
と
箸
尾
の
書
籍
を
検
証
し
た
。
藤
井
は
中
流
以
下
の
家
庭
婦
人
に
対
し
て
、
物
を
生
み
だ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
く
手
段
と
し
て
の
刺
繡
を
教
授
し
て
い
た
。
一
方
、
箸
尾
は
そ
の
制
作
例
の
作
品
か
ら
生
活
に
余
裕
の
あ
る
中
流
以
上
の
家
庭
婦
人
に
対
し
て
の
、
刺
繡
の
啓
蒙
活
動
で
あ
っ
た
。 
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（
１
）
東
京
国
立
近
代
博
物
館
編
『
図
案
の
変
貌
一
八
六
八
―
一
九
四
五
』
東
京
国
立
近
代
博
物
館 
一
九
八
八
年 
一
二
―
一
三
頁
。 
（
２
）
高
橋
洋
二
編
『
別
冊
太
陽No.70SUMMER1990 
明
治
の
装
飾
工
芸
』
平
凡
社 
一
九
九
〇
年 
一
一
一
頁
。 
（
３
）
富
田
康
子
「
ま
ぼ
ろ
し
の
モ
ダ
ニ
テ
ィ
―
藤
井
達
吉
を
め
ぐ
っ
て
」
国
立
近
代
美
術
館
編
『
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー1900-1923
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の
新
時
代
』
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
〇
五
年 
二
七
―
二
八
頁
。 
（
４
）
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
一
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
三
年 
六
―
七
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
二
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
四
年 
二
、
五
―
六
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
三
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
五
年 
九
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
四
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
六
年 
二
、
九
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
五
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
八
年 
九
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
六
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
九
年 
五
―
一
六
頁
。 
 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
七
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
〇
年 
一
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
八
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
一
年 
三
、
八
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
九
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
二
年 
三
、
八
―
九
頁
。 
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農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
十
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
二
年 
八
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
十
一
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
五
年 
一
―
二
、
七
―
九
頁
。 
 
 
 
 
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
二
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
五
年 
七
―
九
頁
。 
 
 
 
 
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
三
回
工
芸
展
覧
会
受
賞
品
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
六
年 
三
頁
。 
 
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
四
回
工
芸
展
覧
会
受
賞
品
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
七
年 
一
―
二
、
五
―
六
頁
。 
 
（
５
）
新
集
社
編
『
昭
和
の
文
化
遺
産 
第
七
巻 
工
芸Ⅱ
』
ぎ
ょ
う
せ
い 
一
九
九
一
年 
一
四
一
頁
。 
（
６
）
藤
井
健
三
「
近
代
刺
繡
の
歩
み
」
イ
ヴ
・
ブ
ゴ
ン
『
美
し
い
キ
モ
ノ 
二
〇
一
一
（
春
号
）
№
二
三
五
』
ア
シ
ェ
ッ
ト
婦
人
画
報
社 
二
〇
一
一
年 
 
 
 
七
八
頁
。 
（
７
）
岡
野
都
「
明
治
以
降
日
本
刺
繡
の
変
遷
（
そ
の
二
）
」
昭
和
女
子
大
光
葉
会
『
学
苑
・
被
服
学
紀
要
』
二
八
三
号 
昭
和
女
子
大
光
葉
会 
一
九
六
三
年 
 
二
二
頁
。 
（
８
）
紫
紅
社
編
『
半
襟 
ゑ
り
善
所
蔵
』
紫
紅
社 
一
九
八
〇
年
。 
（
９
）
前
掲
出
（
６
）
七
八
頁
。 
（
10
）
前
掲
出
（
６
）
七
九
頁
。 
（
11
）
高
島
屋
一
五
〇
年
史
編
纂
員
会
『
高
島
屋
一
五
〇
年
史
』
高
島
屋 
一
九
八
二
年 
五
一
、
六
五
―
六
六
、
七
八
頁
。 
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（
12
）
藤
井
健
三
「
美
を
生
み
出
す
ち
か
ら
―
「
美
展
」
の
歴
史
と
そ
の
逸
品
」
湯
原
公
浩 
編
『
別
冊
太
陽 
骨
董
を
楽
し
む
五
五 
美
を
極
め
た
染
と
織
り 
 
 
小
袖
か
ら
着
物
へ
』
二
〇
〇
五
年 
五
八
頁
。 
 
 
 
（
13
）
山
本
武
利
「
百
貨
店
の
広
告
戦
略
と
新
聞
広
告
」
山
本
武
利
、
西
沢
保
編
『
百
貨
店
の
文
化
史
』
世
界
思
想
社 
一
九
九
九
年 
二
〇
三
、 
二
〇
六
頁
。 
野
口
孝
一
『
日
本
橋
』
日
経
新
書 
一
九
六
六
年 
一
二
五
―
一
二
六
頁
。 
（
14
）
前
掲
出
（
12
）
七
二
頁
。 
（
15
）
木
本
文
平
「
藤
井
達
吉-
そ
の
人
と
芸
術-
」
瀬
尾
典
昭 
編
『
藤
井
達
吉
の
全
貌 
野
に
咲
く
工
芸 
宙
を
見
る
絵
画
展
図
録
』
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ 
 
 
 
二
〇
一
三
年 
六
―
七
頁
。 
（
16
）
浅
野
泰
子
「
藤
井
達
吉
の
い
た
大
正 
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
参
加
者
を
は
じ
め
と
す
る
前
衛
芸
術
家
と
藤
井
達
吉
の
交
流
に
つ
い
て
」
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術 
 
 
 
 
 
館
『
藤
井
達
吉
の
い
た
大
正 
大
正
に
息
吹
を
体
現
し
た
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
と
前
衛
の
芸
術
家
た
ち
展
図
録
』
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館 
二
〇
〇
八
年 
一
六
、
二
一
頁
。 
（
17
）
前
掲
出
（
16
）
二
二
頁
。 
（
18
）
藤
井
達
吉
『
美
術
工
藝
の
手
ほ
ど
き
』
博
文
堂 
一
九
三
〇
年 
一
六
頁
。 
（
19
）
白
井
和
己
「
新
し
い
工
芸
を
求
め
て
―
大
正
時
代
の
藤
井
達
吉
」
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館
編
『
藤
井
達
吉
展 
近
代
工
芸
の
先
駆
者
』 
 
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館 
一
九
九
六
年 
一
一
―
一
二
頁
。 
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（
20
）
前
掲
出
（
16
）
二
四
、
一
四
三
―
一
四
六
頁
。 
（
21
）
木
本
文
平
「
藤
井
達
吉
と
芝
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館
編
『
藤
井
達
吉
展 
近
代
工
芸
の
先
駆
者
』 
 
 
 
 
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館 
一
九
九
六
年 
一
六
頁
。 
（
22
）
千
葉
真
知
子
「
工
芸
家
一
家
―
藤
井
達
吉
と
姉
妹
・
姪
」
瀬
尾
典
昭 
編
『
藤
井
達
吉
の
全
貌 
野
に
咲
く
工
芸 
宙
を
見
る
絵
画
展
図
録
』 
 
 
 
 
 
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ 
二
〇
一
二
年 
一
二
二
頁
。 
（
23
）
千
葉
真
知
子
「
工
芸
の
中
の
手
芸
―
藤
井
達
吉
と
姉
妹
・
姪
―
」
岡
崎
市
美
術
博
ニ
ュ
ー
ス
『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア 
二
三
』
二
〇
〇
五
年 
四
―
五
頁
。 
（
24
）
北
澤
憲
昭
「
工
芸
史
の
特
異
点 
藤
井
達
吉
の
し
ご
と
に
つ
い
て
」『
エ
ル
・
ア
ー
ル
』
㈱
東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ 
一
九
九
七
年 
一
二
―
一
三
頁
。 
（
25
）
富
田
康
子
「
日
本
染
織
工
芸
の
遠
近
法(
15)
手
芸
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
―
藤
井
達
吉
と
そ
の
家
族
の
女
た
ち
」
田
中
直
一
編 
『
月
刊
染
織
α
二
九
五
』
染
織
と
生
活
社 
二
〇
〇
五
年 
四
二
頁
。 
（
26
）
前
掲
出
（
25
）
四
四
―
四
五
頁
。 
（
27
）
前
掲
出
（
18
）
五
三
―
六
一
頁
。 
（
28
）
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部
『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
一
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
二
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』 
『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
三
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部 
一
九
二
五
年 
（
29
）
藤
井
達
吉
『
家
庭
手
藝
の
製
作
法
』
主
婦
之
友
社 
一
九
二
三
年 
三
―
四
頁
。 
（
30
）
瀬
尾
典
昭
編
『
藤
井
達
吉
の
全
貌 
野
に
咲
く
工
芸 
宙
を
見
る
絵
画
展
図
録
』
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ 
二
〇
一
三
年
「
藤
井
達
吉
年
表
」
一
九
一
頁
。 
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（
31
）
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
金
子
賢
治
・
今
井
陽
子
・
木
田
拓
也
・
富
田
康
子
編
『
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー 
1900-1923 
工
芸
と
デ
ザ
イ
ン
の
新
時
代
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
〇
五
年 
一
五
五
頁
。 
（
32
）
リ
ン
ダ
・
パ
リ
ー 
訳
多
田
稔
、
藤
田
治
彦
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
』
岩
崎
美
術
社 
一
九
八
八
年 
三
八
頁
。 
（
33
）
前
掲
出
（
32
） 
四
一
頁
。 
（
34
）
前
掲
出
（
31
）
一
五
五
頁
。 
（
35
）
笛
吹
市
立
青
楓
美
術
館
『
青
楓
美
術
館
図
録
』
笛
吹
市
立
青
楓
美
術
館 
二
〇
〇
一
年 
年
表
。 
（
36
）
前
掲
出
（
31
）
一
五
五
頁
。 
（
37
）
中
里
一
郎
編
『
博
覧
会
協
会
桑
港
万
国
事
務
報
告
書
』
博
覧
会
協
会 
一
九
一
六
年 
三
四
四
頁
。 
（
38
）
富
田
康
子
「
日
本
染
織
工
芸
の
遠
近
法 
山
脇
敏
子
の
足
跡
―
美
と
し
て
の
「
手
芸
」
―
」
田
中
直
一
編
『
染
織
α
三
〇
九
』
染
織
と
生
活
社 
 
 
 
 
二
〇
〇
六
年 
四
三
頁
。 
（
39
）
タ
マ
シ
・
ホ
フ
ェ 
市
川
久
美
子
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
花
し
し
ゅ
う
』
エ
イ
・
ビ
ー
・
タ
イ
ム 
一
九
九
六
年 
五
七
頁
。 
（
40
）
前
掲
出
（
５
）
一
一
〇
頁
。 
（
41
）
文
部
省
『
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
第
八
回
美
術
工
芸
之
部
』
芸
艸
堂 
一
九
二
七
年 
二
―
三
頁
。 
（
42
）
西
野
貫
編
『
和
田
三
造
と
そ
の
偉
業 
和
田
三
造
・
絵
画
と
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
と
』
六
藝
書
房 
一
九
八
四
年 
三
六
―
三
八
頁
。 
（
43
）
前
掲
出
（
38
）
四
二
頁
。 
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（
44
）
前
掲
出
（
41
）
二
―
三
頁
。 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
九
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
二
八
年 
一
、
五
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
二
九
年 
一
―
二
、
四
、
八
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
一
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
〇
年 
三
、
五
、
八
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
二
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
一
年 
六
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
三
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
二
年 
二
、
七
―
八
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
四
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
三
年 
一
―
三
、
九
―
一
一
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
五
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
四
年 
二
、
九
―
一
〇
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
昭
和
十
一
年
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
七
年 
一
、
三
―
五
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
一
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
図
録 
第
三
部
（
甲
種
）
彫
刻 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
社 
一
九
三
六
年 
二
、
四
、
六
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
巧
芸
社 
一
九
三
七
年 
二
―
三
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
二
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
巧
芸
社 
一
九
三
八
年 
二
―
四
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会
巧
芸
社 
一
九
三
九
年 
二
―
四
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
四
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
審
美
書
院 
一
九
三
七
年 
二
、
四
―
五
頁
。 
 
 
 
文
部
省
『
第
五
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会 
一
九
三
七
年 
二
、
四
頁
。 
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文
部
省
『
第
六
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会 
一
九
四
四
年 
三
、
五
頁
。 
（
45
）
前
掲
出
（
５
）
一
一
三
、
一
二
〇
頁
。 
（
46
）
前
掲
出
（
５
）
一
三
八
頁
。 
（
47
）
今
井
む
つ
子
『
刺
繡 
岸
本
景
春
』
京
都
書
院 
一
九
八
二
年 
二
四
九
頁
。
今
井
は
晩
年
の
岸
本
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
亡
く
な
る
一
年
前
に
、
自
筆 
 
 
の
略
歴
と
作
品
目
録
を
受
け
取
り
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。 
 (
48) 
前
掲
出
（
５
）
四
頁
。 
（
49
）
渡
辺
素
舟
『
叢
書
・
近
代
日
本
の
デ
ザ
イ
ン 
一
六 
図
案
工
芸
年
鑑 
大
正
十
五
年
度
』
ゆ
ま
に
書
房 
二
〇
〇
八
年 
二
五
頁
。 
箸
尾
の
師
事
し
た
渡
邊
傳
吉
は
、
京
都
千
総
の
刺
繡
担
当
の
職
人
で
、
千
総
の
繡
工
の
中
で
も
一
、
二
を
争
う
腕
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。 
（
50
）
佐
藤
敬
二
「
浅
井
忠
と
神
坂
雪
佳
の
工
芸
運
動
」
高
橋
洋
二
編
『
別
冊
太
陽No.70SUMMER1990 
明
治
の
装
飾
工
芸
』
平
凡
社 
一
九
九
〇
年 
一
一
一
頁
。 
（
51
）
北
村
哲
郎
「
ハ
シ
オ
（
箸
尾
）
刺
繡
と
そ
の
系
譜
」
若
草
会
編
『
日
本
刺
繡 
若
草
会
（
箸
尾
清
と
女
子
美
刺
し
ゅ
う
）』
フ
ジ
ア
ー
ト
出
版  
一
九
九
一
年 
 
 
 
序
。 
（
52
）
前
掲
出
（
37
）
二
四
三
頁
。 
（
53
）
前
掲
出
（
51
）
序
。 
（
54
）
前
掲
出
（
５
）
一
四
一
―
一
四
二
頁
。 
（
55
）
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
一
九
七
九
年 
序
文
。 
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（
56
）
前
掲
出
（
18
）
六
三
頁
。 
（
57
）
藤
井
達
吉
『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』
主
婦
の
友
社 
一
九
二
三
年 
一
―
五
頁
。 
（
58
）
前
掲
出
（
57
）
六
一
、
六
三
頁
。 
（
59
）
前
掲
出
（
57
）
二
―
三
頁
。 
（
60
）
前
掲
出
（
28
）『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
一
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
一
―
一
八
頁
。『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
二
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』 
 
 
 
 
一
九
―
三
六
頁
。『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
三
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
三
七
―
五
四
頁
。 
（
61
）
北
原
鐡
雄
『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
七
巻
』『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
九
巻
』『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
十
一
巻
』
ア
ル
ス 
一
九
二
六
年 
一
―
二
二
頁
。
二
三
―
四
六
頁
。 
四
七
―
七
〇
頁
。 
（
62
）
前
掲
出
（
61
）
三
頁
。 
（
63
）
箸
尾
清
『
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
研
究 
製
作
編
』
刺
繡
工
芸
協
会 
一
九
三
三
年 
序
。 
（
64
）
千
葉
真
知
子
「
家
庭
手
芸
品
製
作
の
伝
道
者
と
し
て
」
瀬
尾
典
昭
編
『
藤
井
達
吉
の
全
貌 
野
に
咲
く
工
芸 
宙
を
見
る
絵
画
展
図
録
』
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ 
二
〇
一
三
年 
一
八
二
頁
。 
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第
四
章 
現
代
の
刺
繡 
  
は
じ
め
に 
 
本
章
で
は
現
代
の
刺
繡
と
し
て
、戦
後
の
刺
繡
が
公
募
展
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、伝
統
を
継
承
す
る
刺
繡
職
人
と
、
産
業
に
従
事
す
る
刺
繡
職
人
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
な
の
か
、
現
代
に
お
け
る
刺
繡
と
は
ど
の
よ
う
な
形
態
と
表
現
な
の
か
を
三
節
に
分
け
て
検
証
し
て
い
く
。 
第
一
節
で
は
、
戦
後
「
日
展
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
切
っ
た
展
覧
会
に
入
選
し
た
岸
本
、
平
野
等
の
作
品
の
変
遷
を
追
い
な
が
ら
、
当
時
の
「
日
展
」
に
お
け
る
刺
繡
の
傾
向
を
検
証
す
る
。 
第
二
節
で
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
「
文
化
財
保
護
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
る
「
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
」
認
定
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。
人
間
国
宝
制
度
よ
る
伝
統
技
術
の
保
存
と
普
及
を
目
的
と
し
た
「
第
一
回
無
形
文
化
財
日
本
伝
統
工
芸
展
」
と
そ
れ
に
続
く
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
は
、
伝
統
技
術
の
保
護
を
第
一
と
し
て
お
り
、
そ
の
展
覧
会
に
参
加
す
る
人
々
は
、
そ
れ
ま
で
工
芸
を
美
術
分
野
に
進
出
さ
せ
る
よ
う
運
動
を
し
て
い
た
作
家
と
は
異
な
っ
た
人
達
で
あ
る
と
考
え
る
。「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
の
入
選
者
を
明
ら
か
に
し
、
従
来
か
ら
の
「
刺
繡
職
人
」
と
よ
ば
れ
る
職
人
と
の
違
い
を
検
討
す
る
。 
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第
三
節
で
は
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）「
日
展
」
の
第
四
科
「
美
術
工
芸
」
部
門
の
作
家
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
現
代
美
術
家
協
会
の
作
家
を
考
察
検
証
す
る
。
現
代
美
術
家
協
会
が
設
立
さ
れ
た
翌
年
か
ら
「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
美
術
展
に
刺
繡
作
品
は
入
選
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
代
の
工
芸
に
つ
い
て
そ
の
入
選
作
に
現
代
の
刺
繡
の
作
品
傾
向
を
探
る
。 
第
三
節
後
半
は
、
現
代
美
術
に
登
場
し
て
き
た
、
刺
繡
を
使
っ
た
現
代
美
術
作
家
に
焦
点
を
あ
て
る
。
こ
れ
ま
で
の
世
界
の
現
代
美
術
に
お
け
る
刺
繡
は
、
刺
繡
と
い
う
行
為
が
、「
手
芸
は
女
性
の
役
割
」
と
し
て
女
性
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
背
景
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ネ
ッ
ト
・
メ
サ
ジ
ェ
の
《
私
の
諺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》
や
、
エ
ジ
プ
ト
の
ガ
ー
ダ
・
ア
メ
ー
ル
の
《the beast
》
に
は
刺
繡
と
い
う
行
為
自
体
が
女
性
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
同
時
代
、
日
本
で
は
刺
繡
で
は
な
い
も
の
の
、
針
と
糸
を
使
っ
た
作
家
に
草
間
彌
生
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
入
り
、
現
代
美
術
の
分
野
で
刺
繡
を
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
る
日
本
の
作
家
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 
  
第
一
節 
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡 
  
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）「
戦
時
特
別
美
術
展
覧
会
」
の
後
、
休
止
し
て
い
た
文
部
省
の
美
術
展
覧
会
で
あ
る
が
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
「
第
一
回
日
本
美
術
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
第
四
部
「
美
術
工
芸
」
の
中
で
新
文
展
に
引
き
続
き
刺
繡
作
品
も
対
象
と
な
っ
た
。
こ
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の
会
の
組
織
体
制
は
何
度
か
変
化
し
て
い
る
が
、
初
期
の
「
日
展
」
で
も
「
新
文
展
」
か
ら
の
刺
繡
作
家
が
そ
の
ま
ま
出
展
し
続
け
て
い
た
た
め
か
、
出
展
作
品
の
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（
表
４
―
１
―
１
・
表
４
―
１
―
２
・
表
４
―
１
―
３
）。 
 
「
日
展
」
の
美
術
工
芸
部
門
に
お
い
て
作
品
に
技
法
名
称
の
無
い
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
傾
向
は
会
が
進
む
に
従
っ
て
増
え
て
い
き
昭
和
四
〇
年
代
に
か
ら
そ
の
傾
向
は
加
速
し
、
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
は
そ
の
題
名
か
ら
作
品
の
技
法
を
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
そ
れ
ま
で
の
作
品
に
は
染
な
ら
ば
染
、
刺
繡
で
あ
れ
ば
刺
繡
と
作
品
名
に
明
記
し
て
あ
っ
た
が
そ
の
技
法
名
称
が
題
名
か
ら
な
く
な
り
、
題
名
だ
け
で
は
そ
の
技
法
が
確
定
で
き
な
い
作
品
が
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）「
第
一
回
日
展
」
に
刺
繡
作
家
、
長
谷
川
文
平
の
名
前
で
出
品
さ
れ
て
い
た
《
南
国
華
》
は
そ
の
題
名
だ
け
で
は
刺
繡
作
品
か
は
確
定
で
き
な
い
（
１
）。 
 
「
日
展
」
の
入
選
作
に
つ
い
て
は
日
展
史
編
纂
委
員
会
に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
『
日
展
史
』
に
よ
っ
て
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
の
第
一
回
よ
り
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
第
一
〇
回
（
改
組
後
）
ま
で
の
出
品
目
録
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
で
き
た
（
２
）。「
日
展
」
に
入
選
し
た
主
な
作
家
と
し
て
は
、
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
刺
繡
作
家
の
岸
本
景
春
、
平
野
利
太
郎
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
新
た
な
傾
向
と
し
て
染
色
作
家
が
刺
繡
作
品
を
出
展
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
皆
川
月
華
は
染
色
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
染
作
品
に
あ
し
ら
い
刺
繡
を
施
し
た
作
品
を
「
染
繡
」
作
品
と
し
て
出
展
し
て
い
る
。
こ
れ
は
刺
繡
の
区
分
か
ら
見
る
と
、「
脇
役
の
刺
繡
」
に
当
た
る
。
他
に
や
は
り
染
色
家
で
あ
っ
た
酒
井
榮
一
、
広
川
松
五
郎
の
弟
子
の
樫
村
大
六
等
の
名
前
も
挙
げ
ら
れ
る
。『
日
展
史
』
の
発
行
が
『
日
展
史 
四
一
改
組
日
展
編
一
〇
』
ま
で
で
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
ま
で
の
記
録
と
な
る
の
で
、
そ
れ
以
降
は
毎
年
発
行
の
図
録
で
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
ま
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
第
一
一
回
は
図
録
が
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
第
一
二
回
よ
り
第
一
八
回
ま
で
は
刺
繡
作
品
は
確
認
で
き
な
か
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っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
屏
風
、
壁
掛
が
中
心
を
占
め
て
お
り
、
パ
ネ
ル
や
額
装
の
作
品
も
見
ら
れ
た
。
着
物
の
形
態
の
出
品
は
平
野
の
み
で
あ
っ
た
。 
一
方
、
岸
本
は
「
帝
展
」「
文
展
」
で
は
大
き
な
画
面
に
緻
密
な
刺
繡
で
、
迫
力
あ
る
画
面
を
制
作
し
て
い
た
が
、「
日
展
」
作
品
で
は
自
由
な
作
風
に
変
化
し
た
。
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
第
八
回
日
展
入
選
の
《
四
曲
屏
風
飼
育
》
お
い
て
は
、
刺
繡
の
下
に
は
着
彩
が
施
し
て
あ
り
、
そ
の
上
の
刺
繡
は
撚
り
の
強
い
綿
糸
の
「
二
重
乱
点
繡
」
で
鳥
や
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
撚
り
が
強
い
た
め
か
モ
チ
ー
フ
の
輪
郭
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
全
体
的
な
色
調
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
作
品
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
印
象
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
古
典
的
文
様
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
の
作
品
《
衝
立
闘
》
で
は
、
岸
本
の
刺
繡
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
両
面
繡
が
使
わ
れ
て
い
る
。
形
態
が
衝
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
目
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
両
面
刺
繡
は
有
効
な
表
現
方
法
で
あ
る
。
岸
本
も
ま
た
「
日
展
」
に
お
い
て
は
実
験
的
な
作
品
制
作
を
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
作
品
で
は
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
軍
鶏
二
羽
を
中
心
に
据
え
、
互
い
に
今
に
も
と
び
か
か
ろ
う
と
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
台
裂
は
目
の
粗
い
木
綿
布
を
こ
の
作
品
に
併
せ
て
織
っ
て
お
り
、
織
渦
を
巻
く
デ
ザ
イ
ン
は
、
闘
う
様
子
の
軍
鶏
の
動
き
に
緊
張
感
を
与
え
て
い
る
。
刺
繡
の
主
題
に
併
せ
て
台
裂
か
ら
作
り
込
む
こ
と
は
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
は
稀
で
あ
っ
た
の
で
岸
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
法
と
い
え
る
。 
 
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
第
二
回
日
展
の
平
野
の
作
品
《
草
花
文
二
曲
屏
風
》（
図
４
―
１
）
は
ひ
ま
わ
り
と
百
合
を
題
材
に
二
曲
の
屏
風
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
青
系
統
の
色
彩
で
ま
と
め
ら
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
浮
き
立
た
せ
る
よ
う
に
、
そ
の
周
囲
を
ド
ロ
ン
ワ
ー
ク
と
い
う
経
糸
を
抜
い
て
隙
間
を
作
り
そ
の
間
か
ら
裏
の
生
地
を
見
せ
て
い
る
技
法
を
使
用
し
て
い
る
。
裏
か
ら
見
え
る
生
地
に
は
箔
を
置
き
、
台
裂
の
麻
の
間
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か
ら
、光
沢
を
抑
え
た
箔
を
等
間
隔
で
の
ぞ
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、西
洋
刺
繡
の
技
法
を
使
用
し
な
が
ら
も
落
ち
着
い
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
ま
わ
り
と
百
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
の
綿
の
糸
と
日
本
刺
繡
の
絹
糸
を
よ
り
合
わ
せ
、
桂
撚
糸
（
下
撚
り
の
回
数
の
違
う
糸
を
合
わ
せ
て
上
撚
り
を
か
け
て
凹
凸
を
つ
け
た
糸
）
で
「
刺
し
繡
」
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
刺
繡
と
西
洋
刺
繡
の
技
法
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
平
野
独
自
の
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
第
九
回
展
、
出
展
作
品
《
花
と
魚
菜
》（
図
４
―
２
）
で
は
濃
紺
の
綾
織
の
台
裂
に
、
丸
く
切
り
抜
い
て
中
心
に
刺
繡
が
施
さ
れ
た
白
い
裂
を
一
二
枚
「
切
り
付
け
繡
」
で
ア
ッ
プ
リ
ケ
の
様
に
縫
い
付
け
て
い
る
。
そ
の
刺
繡
技
法
は
基
本
的
な
技
法
で
あ
る
が
糸
は
芯
糸
に
木
綿
糸
、
周
り
に
絹
糸
を
使
っ
た
桂
撚
糸
使
用
し
て
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
表
現
し
た
も
の
で
、
魚
や
果
物
の
質
感
を
伝
え
て
い
る
（
図
４
―
３
・
４
）。
ま
た
昭
和
三
〇
年
の
第
一
一
回
展
出
展
の
《
サ
ボ
テ
ン
》（
図
４
―
５
）
は
サ
ボ
テ
ン
の
幹
を
桂
撚
糸
で
「
四
重
乱
点
繡
」「
五
重
乱
点
繡
」
を
用
い
て
立
体
感
を
出
し
て
い
る
（
図
４
―
６
・
７
）。
花
部
分
に
も
桂
撚
糸
を
用
い
「
斜
繡
」「
平
繡
」
で
花
び
ら
を
繡
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
花
び
ら
の
中
心
に
向
か
っ
て
糸
の
太
さ
を
細
く
し
て
奥
行
き
感
を
出
し
、
蕊
の
中
心
に
は
金
糸
を
用
い
綿
糸
や
絹
糸
と
の
質
感
の
違
い
で
、
花
の
中
心
を
際
立
た
せ
る
効
果
を
与
え
て
い
る
。
平
野
も
ま
た
独
自
の
技
法
を
編
み
出
し
制
作
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
岸
本
や
、
平
野
の
よ
う
な
刺
繡
作
家
た
ち
は
「
日
展
」
に
お
い
て
は
そ
れ
ま
で
の
美
術
工
芸
品
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た
、
新
し
い
刺
繡
作
品
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。 
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第
二
節 
伝
統
的
刺
繡
の
継
承
・
育
成 
 
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
「
文
化
財
保
護
法
」
の
改
正
に
よ
り
、
伝
統
工
芸
の
技
術
保
存
と
技
術
継
承
を
目
的
と
す
る
「
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
」
い
わ
ゆ
る
「
人
間
国
宝
」
の
認
定
制
度
が
始
ま
っ
た
。
刺
繡
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
京
都
の
刺
繡
職
人
福
田
喜
重
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
と
し
て
刺
繡
と
し
て
初
め
て
認
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
も
数
多
く
の
刺
繡
職
人
が
、
刺
繡
作
家
と
し
て
創
作
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
人
間
国
宝
の
認
定
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
福
田
喜
重
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
京
都
の
刺
繡
職
人
の
家
に
う
ま
れ
、
十
五
歳
か
ら
父
、
福
田
喜
三
郎
の
も
と
で
修
業
を
は
じ
め
た
。
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
発
行
の
京
都
に
お
け
る
刺
繡
産
業
に
つ
い
て
取
材
し
た
『
刺
繡 
暮
ら
し
を
彩
る
伝
統
美
』
の
な
か
で
京
都
の
刺
繡
「
京
刺
繡
」
に
対
す
る
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
３
）。 
京
都
の
刺
繡
に
は
一
二
〇
〇
年
に
も
及
ぶ
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
間
に
多
く
の
技
法
が
開
発
さ
れ
日
本
の
美
術
的
な
工
芸
と
し
て
見
事
に
完
成
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
代
の
刺
繡
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。（
中
略
）
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
数
十
年
間
、
あ
る
い
は
も
っ
と
長
い
間
、「
京
刺
繡
」
と
い
う
暖
簾
を
切
り
売
り
し
て
き
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
暖
簾
は
、
す
で
に
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
え
ま
す
。
つ
ま
り
惰
性
に
流
さ
れ
、
瀕
死
の
状
態
に
追
い
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。（
中
略
）
伝
統
を
守
る
と
い
う
の
は
、
い
た
ず
ら
に
古
い
も
の
に
こ
だ
わ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
精
神
を
継
承
し
、
さ
ら
に
時
代
の
中
で
い
き
い
き
と
息
づ
か
せ
る
た
め
に
、
創
造
性
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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京
都
に
お
け
る
着
物
の
制
作
は
分
業
作
業
で
、
悉
皆
屋
と
い
う
着
物
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
仕
事
を
振
り
分
け
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
悉
皆
屋
が
着
物
の
地
色
も
図
案
も
刺
繡
の
糸
の
色
も
決
定
し
、
職
人
は
決
め
ら
れ
た
生
地
に
、
染
職
人
が
決
め
ら
れ
た
色
を
染
色
し
、
図
案
作
家
に
描
か
せ
た
図
案
を
、
決
め
ら
れ
た
色
で
刺
繡
職
人
が
仕
事
を
行
っ
て
い
た
。
制
作
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
は
悉
皆
屋
の
指
示
通
り
の
作
業
を
行
う
の
で
、
そ
の
中
で
は
創
造
的
な
作
業
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
福
田
の
父
、
喜
三
郎
は
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
創
造
的
な
仕
事
は
で
き
な
い
と
こ
の
風
習
を
打
破
す
る
た
め
に
、
注
文
主
に
あ
わ
せ
て
刺
繡
の
図
案
を
考
え
、
着
物
の
生
地
を
選
び
、
染
を
し
て
刺
繡
を
施
す
と
こ
ろ
ま
で
一
貫
し
て
作
業
を
自
ら
の
工
房
で
行
っ
た
（
４
）。
福
田
喜
重
は
そ
の
や
り
方
を
受
け
継
い
で
い
る
。
そ
の
仕
事
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
日
本
伝
統
工
芸
会
の
伝
承
者
研
修
に
お
い
て
、
刺
繡
の
技
術
と
と
も
に
人
間
を
磨
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
（
５
）。 
福
田
は
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）、
第
二
三
回
伝
統
工
芸
展
に
《
訪
問
着
菅
繡
「
千
翔
」》
に
て
初
入
選
を
果
た
す
。
そ
の
後
は
毎
年
入
選
を
重
ね
て
い
る
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
第
二
八
回
伝
統
工
芸
展
で
は
、
桃
山
時
代
の
縫
箔
の
技
法
を
取
り
入
れ
た
《
繡
箔
訪
問
着
「
聚
洛
」》
を
制
作
し
、
染
・
箔
・
刺
繡
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
福
田
独
自
の
世
界
を
築
い
た
（
図
４
―
８
）。
美
術
評
論
家
の
今
泉
篤
男
は
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）、
日
本
橋
三
越
で
行
わ
れ
た
福
田
の
個
展
に
「
刺
繡
の
仕
事
は
、
そ
れ
が
技
術
的
に
巧
緻
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
全
体
の
感
銘
と
し
て
は
重
苦
し
い
印
象
を
与
え
が
ち
に
な
る
。
福
田
喜
重
の
作
品
に
は
そ
の
重
苦
し
さ
が
な
い
。
む
し
ろ
一
種
の
爽
や
か
な
リ
ズ
ム
感
の
流
れ
て
い
る
詩
情
が
あ
っ
て
、
単
な
る
昔
の
も
の
の
模
倣
で
は
な
い
新
鮮
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
」
と
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
（
６
）。 
無
形
文
化
財
保
護
の
指
定
・
認
定
制
度
は
、
保
持
者
の
技
術
の
鍛
錬
と
保
持
の
み
が
目
的
で
は
な
く
、
伝
統
の
技
を
後
世
に
伝
承
す
る
役
割
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を
持
っ
て
い
る
。
日
本
工
芸
会
は
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
人
び
と
を
中
心
に
、
日
本
の
工
芸
の
保
護
と
育
成
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
三
月
に
、
東
京
国
立
博
物
館
で
「
選
定
無
形
文
化
財
工
芸
技
術
内
示
展
」
が
開
か
れ
、
そ
れ
ま
で
に
選
定
さ
れ
た
無
形
文
化
財
の
作
品
や
工
程
見
本
、
記
録
等
が
展
示
さ
れ
た
。
昭
和
二
九
年
（
一
九
九
四
）
三
月
に
は
「
第
一
回
無
形
文
化
財
日
本
伝
統
工
芸
展
」
が
開
催
さ
れ
、
選
定
無
形
文
化
財
技
術
者
が
作
品
を
出
品
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
伝
統
的
な
工
芸
技
術
の
普
及
、
紹
介
が
目
的
で
あ
り
、
作
家
個
人
の
芸
術
的
力
量
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
工
芸
品
を
制
作
す
る
技
能
が
重
視
さ
れ
た
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）「
社
団
法
人
日
本
工
芸
会
」(
現
、
公
益
財
団
法
人
日
本
工
芸
会)
が
誕
生
し
た
。
同
年
十
月
に
は
、
人
間
国
宝
の
作
家
の
作
品
を
中
心
に
第
二
回
日
本
伝
統
工
芸
展
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
年
に
一
回
文
化
庁
、
朝
日
新
聞
社
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
等
が
主
催
す
る
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
は
、
歴
史
上
、
芸
術
上
価
値
の
高
い
工
芸
技
術
を
保
護
育
成
す
る
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。 
 
第
三
回
の
日
本
伝
統
工
芸
展
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
技
術
を
持
つ
職
人
に
焦
点
を
当
て
る
趣
旨
か
ら
大
き
く
方
向
転
換
し
、
伝
統
の
技
と
と
も
に
作
家
そ
れ
ぞ
れ
の
創
造
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
７
）。 
 
同
工
芸
展
の
図
録
に
よ
り
、
第
二
回
よ
り
第
六
二
回
ま
で
の
入
選
作
品
を
抽
出
し
た (
表
４
―
２
―
１
か
ら
７)
。「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
は
「
陶
芸
」「
染
織
」「
漆
芸
」「
金
工
」「
木
竹
工
」「
人
形
」「
諸
工
芸
」
の
部
門
が
あ
り
、
刺
繡
作
品
は
「
染
織
」
部
門
に
入
選
し
て
い
る
。
昭
和
三
二
年(
一
九
五
七)
の
第
四
回
展
に
入
選
し
た
平
野
利
太
郎
の
《
上
代
紬
地
刺
繡
訪
問
着
》（
図
４
―
９
・
10
）
の
技
法
を
平
野
の
作
品
集
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
８
）。
紬
地
に
刺
繡
さ
れ
た
も
の
で
、
着
物
の
左
裾
部
分
に
大
き
な
シ
ダ
が
四
枚
重
ね
た
よ
う
に
置
か
れ
、
左
背
中
心
の
裾
に
も
一
枚
シ
ダ
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
裾
か
ら
左
裾
に
か
け
て
、
霞
の
流
れ
の
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よ
う
な
小
さ
な
四
角
が
方
向
を
変
え
て
散
ら
さ
れ
て
い
る
。
シ
ダ
の
葉
の
表
現
に
は
、
下
撚
り
の
回
数
の
違
う
糸
を
合
わ
せ
て
上
撚
り
を
か
け
た
桂
撚
糸
を
「
菅
繡
」
で
糸
一
本
分
ず
つ
隙
間
を
空
け
て
平
行
に
並
べ
、
モ
チ
ー
フ
を
影
の
よ
う
に
ぼ
か
し
た
表
現
を
行
っ
て
い
る
。
平
野
は
「
新
文
展
」
に
も
着
物
《
刺
繡
振
袖
》（
図
３
―
20
）
を
出
品
し
て
い
る
。
着
物
を
衝
立
の
画
面
に
見
立
て
た
花
と
鳥
の
総
刺
繡
の
振
袖
で
、
着
物
の
色
も
明
る
く
花
鳥
は
「
刺
し
繡
」「
平
繡
」「
割
繡
」「
相
良
繡
」
を
用
い
技
巧
を
凝
ら
し
た
刺
繡
表
現
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
刺
繡
表
現
の
違
い
は
、
刺
繡
作
家
と
し
て
新
た
な
図
案
に
挑
戦
し
た
展
覧
会
と
、
伝
統
技
術
の
継
承
に
重
点
を
置
い
た
展
覧
会
に
対
す
る
作
品
傾
向
の
違
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 
入
選
し
た
作
者
を
検
証
す
る
と
、「
日
展
」
出
品
者
の
樫
村
大
六
、
渋
谷
金
一
郎
が
第
三
回
の
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
に
平
野
と
共
に
入
選
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
平
野
以
外
に
入
選
し
て
い
る
も
の
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
日
展
」
と
「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
の
す
み
分
け
が
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
日
展
」
は
創
造
的
な
技
法
や
図
案
を
用
い
る
刺
繡
作
家
が
目
指
す
場
で
あ
り
、「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
は
伝
統
工
芸
を
継
承
す
る
刺
繡
職
人
や
そ
の
弟
子
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
会
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。 
第
一
〇
回
よ
り
入
選
し
て
い
る
梅
原
新
太
郎
は
刺
繡
職
人
で
あ
る
が
、
そ
の
弟
子
が
昭
和
四
九
年(
一
九
七
四)
の
第
二
一
回
に
初
入
選
し
た
石
原
恵
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
第
二
七
回
に
初
入
選
の
永
山
登
志
子
は
、
平
野
利
太
郎
の
弟
子
で
あ
り
、
さ
ら
に
第
四
六
回
よ
り
入
選
の
横
溝
廣
子
は
永
山
登
志
子
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
そ
の
技
術
の
伝
承
を
確
実
に
つ
な
げ
て
い
く
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。 
前
章
で
述
べ
た
通
り
、
伝
統
工
芸
の
分
野
は
文
化
庁
の
管
轄
で
あ
る
。
一
方
、
技
能
者
と
い
う
観
点
か
ら
は
一
般
に
「
現
代
の
名
工
」
と
呼
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ば
れ
る
厚
生
労
働
省
管
轄
の
卓
越
し
た
技
術
者
を
表
彰
す
る
制
度
が
あ
る
。
同
業
者
の
推
薦
に
よ
り
、
技
術
者
及
び
団
体
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
選
定
を
す
る
も
の
で
、
昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
よ
り
開
始
さ
れ
、
毎
年
約
一
五
〇
名
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
刺
繡
分
野
は
、「
金
属
加
工
や
計
器
組
立
、
窯
業
等
」
の
中
に
分
類
さ
れ
、
第
七
部
門
の
一
つ
「
染
織
・
紡
糸
等
繊
維
製
品
の
製
造
」
の
中
に
「
刺
し
ゅ
う
工
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
①
機
械
刺
し
ゅ
う
工
、
②
刺
し
ゅ
う
工
、
③
刺
し
ゅ
う
補
修
工
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
職
業
と
し
て
の
技
術
に
対
す
る
表
彰
で
あ
る
（
９
）。 
作
品
を
制
作
す
る
職
工
を
認
定
す
る
制
度
と
し
て
は
、
一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振
興
協
会
の
「
伝
統
工
芸
士
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
の
管
轄
は
、
経
済
産
業
省
で
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
さ
れ
、
こ
の
規
定
を
満
た
し
て
い
る
も
の
が
、
伝
統
的
工
芸
品
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
の
製
造
に
携
わ
る
技
術
者
の
中
か
ら
、
高
度
な
技
術
・
技
法
を
保
持
す
る
「
伝
統
工
芸
士
」
を
認
定
し
て
い
る
。
伝
統
工
芸
士
認
定
事
業
は
、
産
地
技
術
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
技
術
者
の
技
術
の
維
持
向
上
、
技
術
習
得
意
欲
の
増
進
を
図
り
、
技
術
者
の
確
保
を
目
的
と
し
一
定
の
試
験
を
実
施
し
た
う
え
で
、
伝
統
工
芸
士
の
称
号
を
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
伝
統
的
工
芸
品
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
作
品
に
は
「
伝
統
マ
ー
ク
」
を
添
付
し
、
そ
の
質
を
広
く
伝
え
て
い
る
（
10
）。 
経
済
産
業
省
の
管
轄
の
「
伝
統
工
芸
士
」
は
「
織
物
」「
染
色
品
」「
陶
磁
器
」「
漆
器
」
等
二
〇
余
り
の
業
種
に
分
類
さ
れ
、
刺
繡
は
「
そ
の
他
繊
維
製
品
」
の
中
に
「
加
賀
繡
（
石
川
県
）」、「
京
繡
（
京
都
府
）」
の
項
目
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
協
会
は
日
本
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発
展
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
伝
統
的
工
芸
品
が
地
域
の
特
産
品
的
な
扱
い
に
な
っ
て
お
り
、
刺
繡
で
は
石
川
県
と
京
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都
府
が
登
録
さ
れ
て
い
る
（
11
）。 
石
川
県
と
京
都
府
以
外
の
刺
繡
職
人
の
認
定
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
で
行
わ
れ
て
い
る
。
東
京
の
刺
繡
は
「
江
戸
刺
繡
」
と
呼
ば
れ
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
東
京
刺
繡
業
組
合
が
発
足
し
、
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
に
東
京
都
の
伝
統
工
芸
品
産
業
と
し
て
指
定
を
受
け
、
刺
繡
職
人
は
東
京
都
の
伝
統
工
芸
士
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
（
12
）。
東
京
都
の
伝
統
工
芸
士
制
度
は
地
域
に
根
差
し
た
地
場
産
業
と
し
て
地
域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
を
担
う
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
伝
統
工
芸
品
産
業
を
発
展
さ
せ
、
次
の
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
講
じ
た
振
興
策
の
一
つ
で
あ
る
。 
 
戦
後
、
刺
繡
技
術
の
継
承
の
た
め
に
、
人
間
国
宝
が
刺
繡
分
野
で
初
め
て
指
定
さ
れ
、「
日
本
伝
統
工
芸
展
」
に
お
い
て
は
刺
繡
職
人
が
研
鑽
の
場
と
し
て
そ
の
技
術
の
継
承
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
刺
繡
産
業
に
携
わ
る
刺
繡
職
人
達
は
、「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
刺
繡
産
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
の
制
作
に
お
い
て
は
帯
や
着
物
だ
け
で
な
く
額
装
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
展
開
す
る
刺
繡
の
伝
統
工
芸
品
を
制
作
す
る
人
々
の
認
定
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
認
定
は
、
認
定
に
よ
る
保
護
が
な
け
れ
ば
存
続
が
危
う
く
な
っ
て
し
ま
う
現
状
の
表
れ
と
考
え
、
そ
の
活
動
に
は
益
々
の
努
力
が
必
要
と
考
え
る
。 
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第
三
節 
刺
繡
の
現
代
化 
 
 
「
日
展
」
の
第
四
科
「
美
術
工
芸
」
に
所
属
す
る
工
芸
作
家
を
中
心
に
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
現
代
美
術
家
協
会
が
設
立
さ
れ
、
染
織
刺
繡
作
家
の
山
鹿
清
華
、
岸
本
景
春
、
皆
川
月
華
等
も
こ
れ
に
参
加
し
た
。
現
代
美
術
家
協
会
機
関
誌
「
現
代
工
芸
ニ
ュ
ー
スNo.1
」
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
委
員
長
で
漆
芸
家
の
山
崎
覚
太
郎
の
主
張
に
よ
れ
ば
「
現
在
の
工
芸
と
い
う
言
葉
は
、
自
ら
過
去
の
工
芸
と
い
う
言
葉
と
対
照
さ
れ
る
。
過
去
の
工
芸
と
は
我
々
の
時
代
か
ら
す
で
に
遠
の
い
た
歴
史
的
反
省
の
存
在
価
値
し
か
な
い
も
の
を
示
す
。
こ
れ
に
反
発
を
感
じ
批
判
を
加
え
る
と
同
時
に
、
現
代
を
呼
吸
し
消
化
し
生
き
た
生
命
を
感
じ
つ
つ
制
作
し
た
作
家
の
所
産
を
現
代
工
芸
と
名
づ
く
。（
以
下
略
）」
と
し
て
、
旧
態
依
然
と
し
た
工
芸
で
は
な
く
現
代
の
工
芸
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
」（
以
下
「
現
代
工
芸
」）
が
開
催
さ
れ
、
刺
繡
作
家
の
作
品
も
出
品
さ
れ
た
。
展
覧
会
目
録
よ
り
刺
繡
と
確
認
さ
れ
た
作
品
を
選
び
だ
し
た
（
表
４
―
３
―
１
か
ら
４
）（
13
）。 
平
野
利
太
郎
は
「
日
展
」「
日
本
伝
統
工
芸
展
」「
現
代
工
芸
」
の
い
ず
れ
に
も
出
品
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
作
品
も
変
化
を
し
て
い
る
。
昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）「
現
代
工
芸
」
に
出
展
し
た
《
萠
春 
額
》（
図
４
―
11
）
は
背
景
を
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
刺
繡
す
る
こ
と
に
よ
り
モ
チ
ー
フ
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
平
野
は
こ
の
手
法
の
作
品
を
「
現
代
工
芸
」
に
お
い
て
数
点
出
品
し
て
お
り
、
背
後
の
モ
ザ
イ
ク
部
分
の
糸
の
撚
方
や
材
質
を
変
え
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
本
作
の
背
景
は
撚
糸
で
「
モ
ザ
イ
ク
繡
」
で
、
モ
チ
ー
フ
の
輪
郭
線
は
「
駒
掛
」
で
囲
ん
で
い
る
。「
駒
掛
」
は
太
く
見
せ
る
線
を
「
本
駒
掛
」、
細
く
見
せ
る
線
を
「
片
駒
掛
」
に
し
て
金
糸
の
本
数
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を
調
節
し
表
現
し
て
い
る
。
平
野
は
「
日
展
」「
現
代
工
芸
」
で
は
平
野
独
自
の
刺
繡
表
現
を
実
験
的
場
と
し
て
活
動
し
、
そ
の
表
現
が
共
感
を
得
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
刺
繡
表
現
を
広
め
て
い
っ
た
と
考
え
る
。 
近
年
の
作
品
傾
向
を
調
査
す
る
為
に
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
年
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
「
現
代
工
芸
」
へ
の
出
展
作
品
を
調
査
、
検
証
し
た
。
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
年
第
四
七
回
の
品
川
未
知
子
の
作
品
《
生
昇
》（
図
４
―
12
）
は
、
染
の
技
法
で
画
面
を
つ
く
り
そ
の
上
に
刺
繡
を
施
し
た
作
品
で
、「
モ
ザ
イ
ク
繡
」「
乱
点
繡
」「
駒
掛
繡
」
等
の
刺
繡
技
法
を
用
い
、
空
間
に
奥
行
き
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
品
川
の
作
品
は
総
じ
て
台
裂
の
画
面
を
染
で
色
分
け
し
て
、
そ
の
上
に
「
乱
点
繡
」「
モ
ザ
イ
ク
繡
」
を
行
う
刺
繡
表
現
で
あ
る
。
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
の
第
五
二
回
の
岡
崎
和
美
の
作
品
《
苦
の
種
》（
図
４
―
13
）
は
写
真
で
撮
影
し
た
画
像
を
デ
ー
タ
化
し
台
裂
に
繰
り
返
し
マ
シ
ン
で
刺
繡
し
、そ
の
上
に
不
規
則
な
穴
を
あ
け
た
布
を
重
ね
、そ
の
上
か
ら
ま
た
別
な
画
像
の
デ
ー
タ
を
刺
繡
で
重
ね
て
い
る
。
布
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
ミ
シ
ン
刺
繡
の
線
で
形
作
っ
て
い
る
作
品
で
あ
る
（（
図
４
―
14
）。
岡
崎
の
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
）
の
創
造
展
入
選
の
《
降
り
て
灯
る
》
に
お
い
て
マ
シ
ン
刺
繡
の
詳
細
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
刺
繡
を
施
し
た
ピ
ー
ス
を
い
く
つ
も
重
ね
物
理
的
な
奥
行
き
を
出
し
、
背
景
に
ミ
シ
ン
の
ス
テ
ッ
チ
で
留
め
て
付
け
空
気
感
を
演
出
し
て
い
た
（（
図
４
―
15
・
16
）。
こ
の
様
な
マ
シ
ン
で
刺
繡
を
し
た
素
材
を
ス
テ
ッ
チ
で
構
築
し
て
い
く
手
法
は
こ
れ
ま
で
欧
米
で
は
ア
リ
ス
・
ケ
ト
ル
等
作
家
に
見
ら
れ
た
が
日
本
で
は
稀
で
あ
っ
た
。
今
後
は
マ
シ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
取
り
入
れ
た
作
品
は
日
本
に
お
い
て
も
広
が
り
を
見
せ
る
と
考
え
る
。「
現
代
工
芸
」
に
は
ス
ペ
イ
ン
刺
繡
の
技
法
「
ブ
ラ
ッ
ク
ワ
ー
ク
」（
14
）
で
刺
繡
さ
れ
た
作
品
も
出
品
さ
れ
て
お
り
、
刺
繡
の
様
々
な
作
品
が
今
後
も
広
が
っ
て
い
く
と
期
待
で
き
る
。 
現
代
に
お
け
る
刺
繡
の
一
分
野
と
し
て
、
日
本
に
於
い
て
も
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
入
り
現
代
美
術
の
分
野
に
刺
繡
が
登
場
し
た
。
現
代
美
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術
に
お
け
る
刺
繡
は
、
糸
と
針
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
作
品
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
美
術
刺
繡
作
品
や
産
業
刺
繡
製
品
と
は
異
な
る
。
現
在
美
術
に
お
け
る
刺
繡
展
と
し
て
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
一
八
日
―
九
月
二
七
日
に
東
京
都
庭
園
美
術
館
に
お
い
て
「Stich
 
by 
S
t
i
c
h 
ス
テ
ッ
チ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
チ 
針
で
描
く
わ
た
し
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
針
と
糸
で
表
現
活
動
を
行
う
八
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
展
覧
会
以
前
、
針
と
糸
を
使
っ
た
表
現
を
用
い
た
作
品
を
ま
と
ま
っ
て
目
に
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、
針
と
糸
を
表
現
手
段
と
し
て
使
っ
た
現
代
美
術
展
と
し
て
は
記
念
碑
な
展
覧
会
と
言
え
る
。
こ
の
展
覧
会
を
機
に
現
代
美
術
に
刺
繡
を
用
い
る
こ
と
が
一
般
化
し
、
こ
れ
ま
で
工
業
製
品
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
マ
シ
ン
刺
繡
に
よ
る
刺
繡
も
現
代
美
術
の
分
野
で
認
知
さ
れ
た
。
こ
の
項
後
半
で
は
、
刺
繡
と
い
う
手
法
が
、
こ
れ
ま
で
の
概
念
に
縛
ら
れ
な
い
新
し
い
糸
の
芸
術
分
野
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 
 
執
筆
者
は
、
平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）、「S
tich 
by 
Stich
 
ス
テ
ッ
チ
・
バ
イ
・
ス
テ
ッ
チ 
針
で
描
く
わ
た
し
」
展
に
於
い
て
、
糸
に
よ
る
作
品
を
観
察
し
た
。
中
で
も
伊
藤
存
と
清
川
あ
さ
み
は
作
品
の
表
現
形
態
と
し
て
刺
繡
と
い
う
名
称
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
作
品
は
飾
る
事
を
目
的
と
し
て
い
た
。
伊
藤
の
作
品
《
空
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
１
》《
空
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
２
》
は
布
に
人
物
の
輪
郭
と
も
雲
と
も
見
え
る
線
が
黒
、
オ
レ
ン
ジ
、
黄
緑
の
糸
で
描
か
れ
、
上
辺
を
ス
タ
ン
ド
に
吊
る
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。
清
川
あ
さ
み
の
作
品
《Complex-voice
》
は
女
性
の
写
っ
た
写
真
の
上
か
ら
ス
パ
ン
コ
ー
ル
で
刺
繡
を
し
た
も
の
で
、
写
真
に
直
に
糸
を
使
っ
て
何
か
を
ぬ
い
と
め
る
行
為
は
破
壊
的
で
あ
り
、
か
つ
装
飾
的
で
あ
る
と
い
う
二
面
性
を
持
っ
て
お
り
、
鑑
賞
者
に
違
和
感
を
抱
か
せ
る
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
《C
om
p
l
ex-
s
k
i
n
》《C
om
p
l
ex-heart
》《Complex
-hair
》
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
パ
ン
コ
ー
ル
や
ビ
ー
ズ
で
加
飾
さ
れ
て
い
る
。 
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二
つ
の
作
品
共
に
単
純
な
刺
繡
技
法
で
、
裁
縫
の
ぐ
し
縫
い
や
物
を
留
め
つ
け
る
繡
い
方
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
作
品
は
、
刺
繡
で
何
か
を
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
何
か
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
の
刺
繡
で
あ
る
。 
伊
藤
の
刺
繡
は
面
で
は
な
く
線
表
現
で
あ
る
た
め
、
レ
イ
ヤ
ー
を
重
ね
て
い
く
よ
う
に
刺
繡
の
線
が
重
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
重
な
り
合
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
鑑
賞
者
に
は
一
体
化
し
て
見
え
る
た
め
、
全
体
で
は
具
体
的
な
形
を
な
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
層
が
重
な
り
合
っ
て
生
ま
れ
た
か
た
ち
は
鑑
賞
者
に
別
な
形
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
く
。
作
者
の
意
図
し
な
い
形
へ
の
認
識
を
鑑
賞
者
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
伊
藤
の
作
品
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
だ
と
考
え
る
。 
一
方
、
清
川
の
作
品
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
強
い
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
と
題
さ
れ
た
一
連
の
作
品
の
中
の
一
枚
で
、
例
え
ば
、
声
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
た
女
性
の
口
か
ら
は
言
葉
が
ス
パ
ン
コ
ー
ル
に
な
っ
て
飛
び
出
し
、
女
性
を
覆
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
髪
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
る
女
性
の
髪
は
刺
繡
糸
で
上
か
ら
ト
レ
ー
ス
さ
れ
長
く
伸
び
、
画
面
の
端
で
蜘
蛛
の
巣
に
絡
ま
り
、
カ
エ
ル
や
ム
カ
デ
が
刺
繡
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
輝
く
刺
繡
糸
や
ス
パ
ン
コ
ー
ル
で
表
現
さ
れ
む
し
ろ
美
し
い
も
の
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
清
川
は
「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
、
個
性
と
し
て
キ
ラ
キ
ラ
し
た
希
望
に
見
え
る
。
そ
の
瞬
間
を
フ
リ
ー
ズ
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
14
）。
清
川
の
作
品
は
写
真
に
刺
繡
で
加
飾
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
の
加
飾
は
「
脇
役
の
刺
繡
」
で
は
な
く
「
主
役
の
刺
繡
」
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。 
 
次
に
ミ
シ
ン
刺
繡
作
家
の
第
一
人
者
、
青
山
悟
で
あ
る
。
青
山
は
工
業
用
ミ
シ
ン
を
用
い
近
代
化
に
よ
っ
て
変
容
し
続
け
る
人
間
性
や
労
働
の
価
値
を
問
い
続
け
な
が
ら
、
刺
繡
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
枠
を
拡
張
さ
せ
る
作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。
青
山
の
作
品
は
「
一
見
す
る
と
写
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真
か
油
彩
画
の
よ
う
で
あ
る
。
至
近
距
離
に
近
づ
き
、
や
っ
と
、
淡
い
陰
影
に
至
る
ま
で
写
実
的
な
表
現
が
、
す
べ
て
刺
繡
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
」
と
光
田
由
里
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
も
は
や
刺
繡
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
は
無
い
よ
う
に
感
じ
る
（
16
）。
工
業
用
ミ
シ
ン
を
用
い
一
針
一
針
縫
っ
て
い
く
作
業
は
ミ
シ
ン
と
い
う
針
を
使
っ
た
手
作
業
で
、
効
率
の
た
め
に
ミ
シ
ン
を
使
う
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
五
月
一
日
に
ミ
ヅ
マ
・
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
「
名
も
な
き
刺
繡
作
家
た
ち
に
つ
ぐ
」
展
に 
お
い
て
青
山
の
作
品
《Ma
p
 of
 t
h
e 
W
o
rl
d
》
を
観
察
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
イ
タ
リ
ア
の
前
衛
グ
ル
ー
プ
、
ア
ル
テ
・
ポ
ー
ヴ
ェ
ラ
の
一
員
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
リ
ギ
エ
ロ
・
ボ
エ
ッ
テ
ィ
の
刺
繡
に
よ
る
世
界
地
図
作
品
、《Mappa
》
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
白
い
糸
で
刺
繡
さ
れ
た
世
界
地
図
に
蓄
光
糸
を
使
い
国
境
線
と
国
の
名
前
を
記
し
、
暗
闇
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
真
っ
白
だ
っ
た
世
界
地
図
に
国
境
線
と
国
名
が
浮
か
び
上
が
る
も
の
で
あ
っ
た
（
図
４
―
17
）。 
 
こ
の
よ
う
な
現
在
美
術
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
刺
繡
は
、
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
と
は
異
な
る
糸
と
針
に
よ
る
表
現
手
段
と
し
て
、
繡
い
方
や
糸
の
撚
り
な
ど
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
表
現
に
適
し
た
素
材
を
適
し
た
方
法
で
繡
い
留
め
て
い
る
結
果
が
、
刺
繡
と
い
う
表
現
手
段
に
な
っ
た
新
し
い
分
野
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 
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お
わ
り
に 
 
第
四
章
で
は
現
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
戦
後
の
刺
繡
の
動
向
を
「
日
展
」
に
於
い
て
探
っ
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
刺
繡
技
法
と
西
洋
の
刺
繡
技
法
が
融
合
さ
れ
た
作
品
も
生
ま
れ
、
ま
た
染
と
刺
繡
の
併
用
が
創
作
作
品
を
創
る
も
の
も
現
れ
、
そ
の
図
案
は
戦
前
よ
り
制
約
が
な
く
自
由
な
も
の
で
あ
っ
た
。
刺
繡
作
家
も
刺
繡
職
人
出
身
者
だ
け
で
な
く
、
教
育
の
分
野
か
ら
の
参
入
も
あ
っ
た
が
、
平
野
利
太
郎
を
残
し
て
徐
々
に
人
数
が
減
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
平
野
は
「
日
展
」「
日
本
伝
統
工
芸
展
」「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
覧
会
」
に
出
品
を
つ
づ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
覧
会
に
よ
っ
て
そ
の
作
風
は
変
わ
っ
て
い
た
。 
一
方
、
文
化
庁
主
催
の
「
日
本
工
芸
展
」
で
は
伝
統
工
芸
の
技
術
を
守
り
伝
え
る
と
い
う
側
面
で
制
作
す
る
職
人
を
中
心
と
し
た
人
々
に
、
作
品
発
表
の
場
が
与
え
ら
れ
た
。
刺
繡
は
染
織
部
門
の
中
で
あ
っ
た
が
入
選
作
は
染
が
多
く
刺
繡
の
入
選
は
染
織
自
体
の
入
選
人
数
の
増
加
と
は
リ
ン
ク
は
し
な
か
っ
た
。
作
品
は
主
に
訪
問
着
で
、「
日
展
」
に
於
い
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
題
名
に
「
刺
繡
」
の
文
字
を
冠
す
る
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
工
芸
会
で
は
刺
繡
を
意
識
し
た
作
品
づ
く
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
で
、「
日
展
」
や
「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
覧
会
」
お
い
て
は
刺
繡
や
繡
の
文
字
は
作
品
名
か
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 
ま
た
、
現
代
に
生
き
る
刺
繡
職
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
模
倣
で
は
な
く
創
作
を
「
こ
れ
か
ら
の
伝
統
を
つ
く
る
手
段
」
と
し
て
選
ん
だ
人
間
国
宝
の
福
田
喜
重
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
工
芸
会
系
の
刺
繡
作
家
と
、「
現
代
の
名
工
」
に
認
定
さ
れ
た
刺
繡
産
業
に
携
わ
る
人
々
と
、
伝
統
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
制
作
に
携
わ
る
伝
統
工
芸
士
の
存
在
が
あ
る
。
双
方
と
も
に
伝
統
技
術
を
継
承
す
る
と
い
う
目
的
は
同
じ
で
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あ
る
が
、
そ
の
伝
統
か
ら
新
し
い
も
の
を
創
造
し
そ
れ
を
伝
統
と
し
て
残
し
て
い
く
方
向
と
、
産
業
と
し
て
刺
繡
の
技
術
を
伝
承
し
て
い
く
方
向
は
異
な
っ
て
い
た
。
管
轄
が
文
化
庁
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
分
か
れ
て
い
る
一
因
と
い
え
る
。 
次
に
、
現
代
美
術
の
作
品
に
刺
繡
を
取
り
入
れ
て
い
る
刺
繡
作
家
た
ち
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
針
と
糸
の
造
形
手
法
を
取
り
入
れ
た
作
品
で
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
刺
繡
と
は
異
な
っ
た
美
術
作
品
で
あ
る
。
彼
ら
は
刺
繡
と
い
う
名
称
の
作
品
を
制
作
し
な
が
ら
そ
こ
に
は
刺
繡
の
技
法
や
従
来
ま
で
の
素
材
と
は
異
な
る
表
現
手
段
を
用
い
て
い
た
。
た
だ
、
強
い
て
彼
ら
の
共
通
点
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
も
学
校
教
育
の
中
で
、
布
や
糸
を
用
い
た
表
現
方
法
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
は
何
ら
か
の
素
材
に
対
す
る
教
育
を
受
け
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
仕
事
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 
 
註 
 
（
１
）
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
一 
新
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
九
二
年 
二
〇
四
頁
。 
（
２
）
以
下
を
参
照
と
し
た
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
六 
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
八
七
年 
一
五
六
―
一
六
一
、
二
〇
八
―
二
一
五
、 
二
六
〇
―
二
六
八
、
三
一
〇
―
三
一
四
、
三
七
八
―
三
八
五
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
七 
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
八
七
年 
一
七
〇
―
一
七
九
、
二
五
八
―
二
六
八
、 
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三
五
六
―
三
六
四
、
四
五
八
―
四
六
七
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
八 
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
八
七
年 
二
六
〇
―
二
六
八
、
四
八
六
―
四
九
四
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
九 
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
八
七
年 
三
一
六
―
三
二
五
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
〇 
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
八
八
年 
二
六
〇
―
二
六
八
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
一 
新
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
九
二
年 
二
〇
四
―
二
〇
八
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
二 
新
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
九
二
年 
二
二
六
―
二
二
九
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
三 
新
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
九
三
年 
二
三
〇
―
二
三
三
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
四 
新
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
九
三
年 
二
二
八
―
二
三
二
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
五 
新
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
九
四
年 
二
三
四
―
二
三
八
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
六 
新
日
展
編
六
』
日
展 
一
九
九
四
年 
二
三
六
―
二
四
〇
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
七 
新
日
展
編
七
』
日
展 
一
九
九
五
年 
二
四
二
―
二
四
六
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
八 
新
日
展
編
八
』
日
展 
一
九
九
五
年 
二
五
二
―
二
五
七
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
九 
新
日
展
編
九
』
日
展 
一
九
九
六
年 
二
四
八
―
二
五
三
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
〇 
新
日
展
編
一
〇
』
日
展 
一
九
九
六
年 
二
五
四
―
二
五
九
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
一 
新
日
展
編
一
一
』
日
展 
一
九
九
七
年 
二
四
八
―
二
五
三
頁
。 
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日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
二 
改
組
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
九
七
年 
二
〇
八
―
二
一
二
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
三 
改
組
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
九
七
年 
二
一
〇
―
二
一
四
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
四 
改
組
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
九
七
年 
二
一
〇
―
二
一
四
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
五 
改
組
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
九
九
年 
二
一
〇
―
二
一
四
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
六 
改
組
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
九
九
年 
二
一
六
―
二
二
一
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
七 
改
組
日
展
編
六
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年 
二
一
六
―
二
二
一
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
八 
改
組
日
展
編
七
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年 
二
一
二
―
二
一
七
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
九 
改
組
日
展
編
八
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年 
二
一
六
―
二
二
一
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
四
〇 
改
組
日
展
編
九
』
日
展 
二
〇
〇
一
年 
二
一
八
―
二
二
三
頁
。 
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
四
一 
改
組
日
展
編
一
〇
』
日
展 
二
〇
〇
二
年 
二
二
二
―
二
二
八
頁
。 
日
展
『
第
十
三
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
一
年 
二
四
〇
―
二
四
七
頁
。 
日
展
『
第
十
五
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
三
年 
二
四
一
―
二
四
六
頁 
日
展
『
第
十
六
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
四
年 
二
四
七
―
二
五
二
頁
。 
（
３
）
西
村
允
孝
『
刺
繡 
暮
ら
し
を
彩
る
伝
統
美
』
泰
流
社 
一
九
七
八
年 
九
八
頁
。 
（
４
）
前
掲
出
（
３
）
一
〇
五
―
一
〇
八
頁
。 
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（
５
）
日
本
工
芸
会
は
伝
統
技
術
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
、
各
分
野
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
を
講
師
に
伝
承
者
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
刺
繡
分
野
に
お
い
て
は
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
四
月
よ
り
二
年
間
、
福
田
喜
重
を
講
師
と
し
て
月
一
回
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
執
筆
者
は
そ
の
研
修
に
参
加
し
た
。 
（
６
）
河
上
繁
樹
「
リ
ズ
ム
感
と
詩
情
漂
う
現
代
の
刺
繡
美
」
古
澤
陽
子 
編
『
人
間
国
宝 
七 
工
芸
技
術
染
織
二
』
朝
日
新
聞 
二
〇
〇
六
年 
 
一
八
頁 
（
７
）
小
山
弓
弦
葉
「
人
間
国
宝
展
」
へ
の
祈
り
」
東
京
国
立
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
日
本
伝
統
工
芸
展 
 
 
 
六
〇
回
記
念 
人
間
国
宝
展
生
み
だ
さ
れ
た
美
、
つ
た
え
ゆ
く
わ
ざ
』
二
〇
一
四
年 
一
〇
頁
。 
（
８
）
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
一
九
七
九
年 
一
五
二
―
三
頁
。 
（
９
）
厚
生
労
働
省
「
現
代
の
名
工
（
卓
越
し
た
技
能
者
）
表
彰
制
度
」 
h
t
t
p:
/
/w
w
w.
m
hl
w
.g
o
.j
p
/s
tf
/
s
ei
s
ak
u
ni
t
su
i
te
/
bu
n
ya
/k
o
y
ou
_
ro
u
do
u
/s
h
ok
u
gy
o
un
ou
r
y
ok
u
/a
b
il
i
ty
_
sk
i
ll
/
me
ik
o
u
/i
n
de
x
.
h
t
m
l(
二
〇
一
六
年
三
月
一
五
日
最
終
閲
覧)
 
（
10
）
社
団
法
人
註
諸
企
業
診
断
協
会
編
『
今
日
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
』
同
友
社 
一
九
七
九
年 
三
、
四
、
九
頁
。 
 
（
11
）
財
団
法
人
伝
統
工
芸
品
産
業
更
新
協
会
『
伝
統
的
工
芸
の
本
』
同
友
館 
二
〇
〇
一
年 
一
七
四
、
一
八
〇
頁
。 
（
12
）
東
京
刺
繡
協
同
組
合 
八
十
周
年
実
行
委
員
会
『
江
戸
刺
繡
―
東
京
刺
繡
協
同
組
合
八
十
周
年
記
念
誌
』
東
京
刺
繡
協
同
組
合 
一
九
九
七
年 
三
―
四
頁
。 
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（
13
）
以
下
を
参
照
と
し
た
。 
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
一
九
七
九
年 
九
七
、
一
〇
三
、
一
〇
五
、
一
一
七
、
一
二
三
頁
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
五
回
』
マ
リ
ア
書
房 
一
九
七
六
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
六
回
』
マ
リ
ア
書
房 
一
九
七
七
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
八
回
』
京
都
書
院 
一
九
七
九
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
九
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
〇
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
〇
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
一
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
一
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
二
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
二
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
三
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
三
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
四
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
四
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
五
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
五
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
六
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
六
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
七
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
八
回
』
京
都
書
院 
一
九
八
九
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
九
回
』
京
都
書
院 
一
九
九
〇
年
。 
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社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
〇
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
一
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
一
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
二
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
二
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
三
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
三
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
四
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
四
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
五
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
五
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
六
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
六
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
七
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
七
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
八
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
八
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
九
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
九
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
〇
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
〇
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
一
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
一
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
二
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
二
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
三
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
三
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
四
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
四
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
五
年
。 
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社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
五
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
六
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
六
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
七
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
七
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
八
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
八
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
〇
九
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
九
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
〇
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
〇
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
一
年
。 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
一
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
二
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
二
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
三
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
三
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
四
年
。 
 
 
 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
四
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
五
年
。 
（
但
し
、
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
―
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
は
目
録
が
な
く
、
平
野
利
太
郎
の
『
現
代
の
刺
繡 
平
野 
利
太
郎
の
世
界
』
か
ら
の
抽
出
の
み
と
な
っ
た
） 
（
14
）
内
田
桃
子
『
内
田
桃
子
の
ス
ペ
イ
ン
刺
繡
』
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ン
ド 
二
〇
一
三
年 
二
二
頁
。 
ス
ペ
イ
ン
刺
繡
の
一
種
。
目
の
粗
い
麻
布
に
織
り
目
一
升
の
単
位
で
針
を
渡
す
カ
ウ
ン
ト
ス
テ
ッ
チ
。
黒
糸
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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（
15
）
石
井
芳
征
「
美
し
さ
と
醜
さ
に
揺
ら
ぐ
輝
き
」『
美
術
手
帖 
2
0
0
8
.
3
』
美
術
出
版
社 
二
〇
〇
八
年 
一
〇
八
頁
。 
（
16
）
宮
村
周
子
・
鈴
木
真
子
『
ネ
オ
テ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
―
高
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
株
式
会
社
美
術
出
版
社 
二
〇
〇
八
年 
一
〇
一
頁
。 
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第
五
章 
刺
繡
技
法
の
変
遷 
   
は
じ
め
に 
 
本
稿
に
お
い
て
は
、
近
現
代
に
お
け
る
日
本
刺
繡
に
つ
い
て
そ
の
歴
史
や
、
図
案
、
技
法
等
の
表
現
手
段
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
中
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
行
う
。
近
現
代
の
刺
繡
の
歴
史
か
ら
刺
繡
技
法
の
変
遷
を
図
に
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
刺
繡
は
戦
後
、
一
般
の
人
々
か
ら
の
人
気
は
高
く
、
多
く
の
刺
繡
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
西
洋
刺
繡
と
組
み
合
わ
さ
れ
様
々
な
技
法
が
本
を
通
じ
て
広
め
ら
れ
た
。
本
の
執
筆
者
は
主
に
刺
繡
職
人
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
刺
繡
と
西
洋
刺
繡
の
特
徴
的
な
も
の
を
抽
出
し
、
実
際
の
作
成
方
法
を
写
真
と
図
で
示
し
、
解
説
文
を
加
え
た
も
の
で
、
一
般
の
人
々
に
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
代
表
的
な
作
家
の
本
に
挙
げ
ら
れ
た
刺
繡
技
法
を
列
挙
し
、
ど
の
よ
う
な
刺
繡
技
法
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
整
理
す
る
。
次
に
墨
書
等
に
よ
り
時
代
表
記
の
あ
る
作
品
に
使
用
さ
れ
た
技
法
を
一
覧
に
し
て
、
時
代
の
特
徴
や
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
事
で
、
時
代
の
不
明
な
作
品
の
技
法
を
検
証
し
時
代
を
推
測
す
る
指
標
の
一
つ
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
は
一
部
研
究
者
の
間
で
常
識
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
編
年
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。 
し
た
が
っ
て
、
各
時
代
の
刺
繡
作
品
を
調
査
し
、
今
後
そ
の
サ
ン
プ
ル
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
刺
繡
技
法
か
ら
刺
繡
作
品
の
制
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作
年
代
の
推
定
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 
  
第
一
節 
近
世
ま
で
の
刺
繡
技
法 
 
本
稿
で
取
り
上
げ
た
、
古
代
、
中
世
、
近
世
の
刺
繡
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
た
刺
繡
技
法
を
ま
と
め
る
。 
古
代
、《
天
寿
国
繡
帳
》（
図
１
―
１
）
の
旧
繡
帳
に
用
い
ら
れ
た
技
法
は
「
ま
つ
り
繡
」
の
み
で
あ
っ
た
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
《
奏
楽
天
人
》（
図
１
―
８
）
は
表
側
か
ら
も
裏
側
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
両
面
刺
繡
で
技
法
は
「
継
針
繡
」
の
み
で
あ
っ
た
。
正
倉
院
の
刺
繡
技
法
は
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》（
図
１
―
９
）
に
お
い
て
は
、
「
刺
し
繡
」
（
類
似
型
と
し
て
「
極
め
刺
し
繡
」
）
「
鎖
繡
」
「
斜
繡
」
「
割
繡
」
、
《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》（
図
１
―
10
）
に
お
い
て
は
、
「
刺
し
繡
」
（
類
似
型
と
し
て
「
纏
い
刺
し
繡
」
「
極
め
刺
し
繡
」
）
「
平
繡
」
「
鎖
繡
」
「
駒
繡
詰
」
「
菊
繡
」
「
片
駒
」
「
芥
子
繡
」
が
確
認
さ
れ
た
。
正
倉
院
の
調
査
報
告
書
に
よ
れ
ば
以
上
の
他
に
「
駒
繡
」（「
本
駒
掛
」）「
絽
刺
し
繡
」「
網
代
繡
」「
返
し
繡
」（
別
名
「
ま
つ
り
繡
の
返
し
針
」）「
廻
転
繡
」
が
挙
げ
ら
れ
た
。 
中
世
の
「
繡
仏
」
に
お
い
て
は
、
表
１
―
８
で
ま
と
め
た
刺
繡
技
法
を
室
町
・
鎌
倉
時
代
の
繡
仏
の
繡
法
の
例
と
し
て
挙
げ
る
。「
刺
し
繡
」
「
ま
つ
り
繡
」
「
平
繡
」
「
鎖
繡
」
「
斜
繡
」
「
暈
繝
繡
」「
一
針
掛
」
「
割
繡
」
「
留
め
繡
」「
蛇
腹
繡
」
の
一
〇
種
類
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
《
天
寿
国
繡
帳
》
に
は
鎌
倉
時
代
の
刺
繡
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
技
法
も
鎌
倉
時
代
の
技
法
と
し
て
挙
げ
る
。
繡
帳
部
分
は
「
刺
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し
繡
」
「
ま
つ
り
繡
」
「
平
繡
」
「
斜
繡
」「
駒
繡
」「
渡
し
繡
」「
束
ね
繡
」
で
あ
っ
た
。 
室
町
時
代
の
舞
楽
装
束
《
薔
薇
反
橋
文
様
水
干
・
括
袴
》（
図
１
―
34
）
に
使
用
さ
れ
て
い
た
技
法
は
、「
ま
つ
り
繡
」「
渡
し
繡
」
で
、
桃
山
時
代
の
繡
仏
《
獅
子
桐
模
様
刺
繡
幡
》《
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
》（
図
１
―
22
）
に
は
「
ま
つ
り
繡
」「
一
針
掛
け
」「
斜
繡
」「
切
り
押
え
」
で
あ
っ
た
（
表
１
―
９
・
１
―
10
）。
同
時
代
の
《
紅
白
段
芦
に
水
禽
草
花
文
様
縫
箔
》（
図
１
―
36
）「
下
引
繡
」「
切
り
押
え
」「
留
め
繡
」「
ま
つ
り
繡
」「
平
繡
」
で
あ
っ
た
。 
 
近
世
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
は
、《
綸
子
地
波
鴛
鴦
模
様
小
袖
》（
図
１
―
40
）
に
は
「
ま
つ
り
繡
」「
平
繡
」「
斜
繡
」「
刺
し
繡
」「
駒
詰
」、
《
黒
地
宝
尽
模
様
腰
巻
》（
図
１
―
41
）
に
は
「
平
繡
」「
割
付
繡
」「
駒
繡
」「
駒
詰
繡
」「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」「
下
引
き
」「
割
付
繡
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
岡
田
ら
に
よ
る
江
戸
時
代
制
作
の
《
半
田
市
山
車
幕
》
七
組
一
〇
枚
に
お
け
る
調
査
で
は
「
切
付
繡
」、「
駒
掛
繡
」、「
駒
詰
繡
」、「
肉
入
繡
」、「
台
付
繡
」、「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
が
確
認
さ
れ
た
。
江
戸
中
期
の
興
福
院
伝
来
の
刺
繡
掛
袱
紗
、
三
一
枚
の
刺
繡
技
法
（
表
１
―
12
）
に
よ
れ
ば
、「
ま
つ
り
繡
」「
平
繡
」「
斜
繡
」「
下
引
き
」「
留
め
繡
」「
本
駒
繡
」「
切
り
押
え
」「
駒
詰
繡
」「
割
付
繡
」「
割
繡
」「
網
代
繡
」「
籠
目
繡
」「
一
針
掛
」
が
確
認
で
き
た
。 
 
近
世
ま
で
の
刺
繡
技
法
は
、「
線
」
を
表
現
す
る
「
ま
つ
り
繡
」「
継
針
繡
」
に
始
ま
り
、
奈
良
時
代
に
は
「
面
」
を
表
現
す
る
「
刺
し
繡
」
「
平
繡
」「
斜
繡
」
に
広
が
っ
た
。
ま
た
葉
や
鳥
の
羽
を
表
現
す
る
「
割
繡
」、
金
糸
を
用
い
た
「
駒
掛
繡
」「
駒
詰
繡
」
は
、
単
純
に
「
面
」
を
埋
め
る
だ
け
で
な
く
加
飾
効
果
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
上
代
の
頃
に
は
「
平
糸
」「
撚
糸
」
使
用
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
刺
繡
の
基
礎
は
こ
の
時
代
に
形
作
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
（
表
５
―
１
）。 
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第
二
節 
明
治
時
代
以
降
の
刺
繡
技
法 
 
刺
繡
技
法
は
江
戸
時
代
ま
で
に
基
本
的
な
も
の
は
形
作
ら
れ
た
が
、
明
治
に
入
り
西
洋
刺
繡
の
影
響
で
新
し
い
刺
繡
技
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
大
正
・
昭
和
期
の
公
募
展
に
於
い
て
は
こ
れ
ら
の
技
法
を
取
り
混
ぜ
て
使
用
す
る
例
が
み
ら
れ
た
。
本
節
で
は
大
正
・
昭
和
期
に
刺
繡
職
人
及
び
学
校
の
指
導
者
が
記
し
た
書
籍
か
ら
抽
出
し
た
刺
繡
技
法
が
、
明
治
時
代
ま
で
の
基
本
的
な
刺
繡
技
法
か
ら
ど
の
よ
う
に
派
生
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
系
統
を
ま
と
め
る
。 
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
当
時
の
共
立
職
業
学
校
教
師
の
岡
本
榮
次
郎
と
前
共
立
女
子
職
業
学
校
教
師
の
木
村
俊
臣
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
實
用
刺
繡
全
書
』
は
一
般
女
性
の
刺
繡
習
得
の
た
め
の
書
物
で
、
刺
繡
技
法
は
五
八
種
類
が
解
説
図
つ
き
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
（
１
）。
こ
れ
等
の
刺
繡
技
法
は
日
本
古
来
の
刺
繡
技
法
と
西
洋
か
ら
の
刺
繡
技
法
が
混
在
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
、
既
に
西
洋
刺
繡
が
一
般
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（
表
５
―
２
）。 
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
刺
繡
作
家
箸
尾
清
は
、
そ
れ
ま
で
の
図
案
や
技
法
研
究
の
集
大
成
と
し
て
『
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
研
究
製
作
編
』
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
「
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
」
と
名
付
け
た
約
一
〇
〇
種
類
の
刺
繡
技
法
を
紹
介
し
て
い
る
（
２
）。
基
本
的
な
刺
繡
技
法
の
派
生
形
と
、
箸
尾
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
技
法
が
含
ま
れ
て
い
る
（
表
５
―
３
）。
主
に
面
を
表
現
す
る
技
法
が
中
心
で
、
モ
チ
ー
フ
の
立
体
感
や
重
量
感
を
表
現
す
る
の
に
適
し
た
刺
繡
技
法
で
あ
る
。 
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
出
版
の
京
都
刺
繡
協
同
組
合
の
制
作
し
た
『
刺
繡
（
基
本
編
）』
に
掲
載
さ
れ
た
一
五
種
類
の
刺
繡
技
法
は
、
京
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繡
の
基
準
と
し
て
多
く
の
書
籍
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（
表
５
―
４
）（
３
）。
応
用
編
に
は
さ
ら
に
一
四
種
類
の
技
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
表
５
―
５
）（
４
）。 
東
京
の
刺
繡
職
人
、
丹
羽
正
明
に
よ
る
『
日
本
刺
繡
』
に
は
約
五
〇
種
類
の
刺
繡
技
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
技
法
は
基
礎
繡
と
し
て
A
「
点
及
び
線
を
作
る
方
法
」、
B
「
面
を
構
成
す
る
方
法
」、
C
「
紐
及
び
組
み
紐
を
つ
く
る
方
法
」、
D
「
地
繡
い
（
地
引
き
等)
の
上
に
模
様
を
上
掛
け
す
る
方
法
」、
E
「
応
用
的
な
技
法
」
の
五
つ
の
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。
D
の
地
繡
い
と
は
面
を
埋
め
る
方
法
の
一
種
で
あ
る
の
で
、
挙
げ
ら
れ
た
技
法
の
う
ち
三
分
の
二
は
面
を
埋
め
る
技
法
に
な
っ
て
い
る
（
表
５
―
６
）（
５
）。 
刺
繡
作
家
の
平
野
利
太
郎
の
弟
子
の
秋
山
光
男
に
よ
る
『
日
本
刺
繡
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
技
法
は
約
五
〇
種
類
で
あ
っ
た
。
一
二
種
類
は
基
礎
的
な
技
法
で
あ
る
が
、
残
り
の
三
七
種
類
は
「
飾
り
繡
」
と
い
う
面
を
埋
め
る
技
法
で
あ
っ
た
（
図
５
―
７
）（
６
）。 
平
野
利
太
郎
も
自
ら
の
作
品
を
事
例
に
し
て
刺
繡
技
法
を
解
説
し
て
い
る
。「
点
を
表
す
繡
い
方
」「
線
を
表
す
繡
い
方
」「
面
を
表
す
繡
い
方
」
と
し
て
八
種
類
を
あ
げ
、
基
礎
的
繡
い
方
以
外
の
技
法
と
し
て
、
点
、
線
、
面
を
あ
ら
わ
す
繡
い
方
の
応
用
を
加
え
て
、
総
数
五
〇
種
類
の
技
法
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
た
（
図
５
―
８
）（
７
）。 
こ
れ
ら
の
技
法
を
「
点
」「
線
」「
面
」
を
切
り
口
に
整
理
し
、
別
名
が
あ
る
も
の
は
括
弧
を
つ
け
て
表
し
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
同
列
に
並
べ
た
。
多
く
の
書
籍
で
五
〇
種
類
あ
っ
た
技
法
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
技
法
を
ま
と
め
た
結
果
、
類
似
技
法
を
ま
と
め
ら
れ
た
（
図
５
―
９
・
図
５
―
10
・
図
５
―
11
―
１
・
図
５
―
11
―
２
・
図
５
―
11
―
３
）。 
刺
繡
技
法
名
称
は
、
例
え
ば
「
点
」
を
表
現
す
る
技
法
で
、「
相
良
繡
」
と
い
う
丸
い
結
び
目
を
つ
く
る
技
法
が
あ
る
。
こ
の
技
法
の
バ
リ
エ
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ー
シ
ョ
ン
と
し
て
「
絞
り
繡
」「
帽
子
繡
」「
鹿
の
子
繡
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法
は
「
相
良
繡
」
に
他
の
技
法
、
例
え
ば
「
平
繡
」
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
が
「
帽
子
繡
」
と
い
う
も
の
で
、
既
存
の
技
法
と
技
法
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
技
法
を
生
み
だ
し
て
い
た
。 
 
刺
繡
技
法
名
称
に
添
え
ら
れ
た
解
説
を
読
む
と
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
「
技
法
」
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
と
、
技
法
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
模
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
け
ら
れ
た
名
前
が
あ
っ
た
。
今
回
の
一
覧
表
作
成
に
お
い
て
は
「
技
法
」
名
称
に
絞
り
、
模
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ
か
ら
除
い
た
。
例
え
ば
、
箸
尾
清
の
技
法
「
ス
カ
ラ
縫
Ａ
」「
ス
カ
ラ
縫
Ｂ
」「
ス
カ
ラ
縫
Ｃ
」「
ス
カ
ラ
縫
Ｄ
」
は
全
て
「
ス
カ
ラ
繡
」
の
模
様
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
表
に
は
「
ス
カ
ラ
繡
」
の
み
の
記
載
と
し
た
。 
刺
繡
の
表
現
技
法
と
し
て
「
点
」「
線
」「
面
」
を
表
現
す
る
技
法
に
分
類
で
き
る
が
、
中
で
も
「
面
」
を
表
現
す
る
技
法
が
最
も
多
い
。
中
で
も
「
割
付
繡
」
は
中
世
の
「
繡
仏
」
や
《
興
福
院
掛
袱
紗
》
に
使
用
例
が
多
く
み
ら
れ
る
文
様
を
現
す
技
法
で
あ
る
。
着
物
や
帯
の
加
飾
に
適
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
期
の
着
物
の
流
行
時
に
そ
の
数
を
増
や
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
場
合
は
平
糸
で
「
下
引
繡
」
を
「
切
押
え
」
し
、
糸
渡
り
の
長
い
部
分
の
糸
を
抑
え
、
そ
の
上
に
「
亀
甲
」
や
「
七
宝
」
な
ど
の
吉
祥
文
様
を
刺
繡
で
施
し
加
飾
す
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
腰
巻
に
刺
繡
さ
れ
た
小
さ
な
文
様
の
刺
繡
は
こ
れ
ら
の
技
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 
主
な
刺
繡
技
法
を
と
り
あ
げ
る
と
、
金
糸
や
針
に
通
ら
な
い
太
い
糸
を
使
う
技
法
の
中
で
、
金
糸
を
専
用
の
駒
に
巻
い
て
、
布
に
置
き
別
糸
で
留
め
て
い
く
「
駒
掛
繡
」
が
あ
る
。
糸
を
二
本
一
諸
に
止
め
る
「
本
駒
繡
」
と
、
一
本
を
留
め
る
「
片
駒
繡
」
が
あ
る
。
金
糸
ま
た
は
太
い
糸
を
モ
チ
ー
フ
の
囲
い
に
使
用
す
る
「
駒
掛
繡
」
と
、
モ
チ
ー
フ
を
中
ま
で
糸
で
埋
め
る
よ
う
に
使
う
「
駒
詰
繡
」
が
あ
る
。「
駒
詰
繡
」
に
は
205 
 
隙
間
な
く
埋
め
る
繡
い
方
と
隙
間
を
あ
け
て
い
く
「
ち
ゃ
ら
繡
」
が
あ
る
。
は
同
じ
金
糸
を
モ
チ
ー
フ
の
中
に
埋
め
て
い
く
技
法
で
あ
る
が
、
金
糸
一
本
分
空
け
な
が
ら
埋
め
て
い
く
の
が
「
駒
詰
繡
」
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
「
竹
屋
町
繡
」
は
目
の
粗
い
、
紗
地
に
平
金
糸
を
使
い
、
線
で
描
く
技
法
で
あ
る
。「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
は
江
戸
時
代
の
山
車
の
技
法
で
も
取
り
上
げ
た
が
、「
肉
入
れ
繡
」
で
綿
糸
や
棉
を
入
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
上
に
金
糸
を
折
り
返
し
な
が
ら
止
め
つ
け
て
い
く
技
法
で
、
立
体
的
な
造
形
に
適
し
た
技
法
で
あ
る
。「
菅
繡
」
は
着
物
の
刺
繡
に
は
欠
か
せ
な
い
技
法
で
あ
る
。
裂
の
布
目
を
一
目
と
ば
し
な
が
ら
糸
を
並
べ
て
、
別
糸
で
留
め
て
い
く
技
法
で
あ
る
の
で
、
繊
細
な
表
現
に
、
ま
た
奥
行
き
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
の
表
現
に
適
し
て
い
る
。「
切
り
嵌
め
繡
」
は
台
裂
に
穴
を
あ
け
て
そ
の
穴
に
別
裂
を
は
め
込
ん
で
、
面
を
同
じ
に
し
て
周
囲
を
綴
じ
付
け
る
技
法
で
陣
羽
織
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
例
が
あ
る
。「
切
り
付
け
繡
」
は
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
台
裂
に
別
布
を
縫
い
付
け
る
技
法
で
、
周
囲
を
金
糸
の
「
駒
掛
繡
」
等
で
刺
繡
し
処
理
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
「
天
鵞
絨
繡
」
は
織
物
の
ビ
ロ
ー
ド
と
同
様
に
、
針
金
を
布
目
に
平
行
に
置
き
、
そ
の
針
金
を
芯
に
し
て
、
生
地
に
巻
き
つ
け
る
よ
う
に
糸
を
差
し
込
み
し
、
針
金
を
抜
い
た
後
に
先
端
を
カ
ッ
ト
し
て
天
鵞
絨
状
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
「
毛
き
ら
ず
」
は
先
端
を
カ
ッ
ト
し
な
い
技
法
で
あ
る
。 
大
正
・
昭
和
期
に
は
刺
繡
の
着
物
が
流
行
し
た
こ
と
か
ら
作
り
出
さ
れ
た
刺
繡
技
法
は
多
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
刺
繡
技
法
は
創
作
的
な
作
品
を
制
作
す
る
刺
繡
作
家
の
作
品
か
ら
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
刺
繡
の
技
法
名
称
は
そ
の
地
域
に
よ
り
異
な
る
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、そ
の
名
称
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。名
称
に
対
す
る
そ
の
技
法
を
一
本
化
も
し
く
は
画
像
を
添
付
し
て
解
説
を
つ
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
も
の
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
伝
統
と
は
そ
の
時
代
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
の
で
、
あ
く
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ま
で
も
近
代
の
刺
繡
の
記
録
と
し
て
こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
呈
示
す
る
も
の
と
し
た
い
。 
 
お
わ
り
に 
 
最
後
に
、
大
正
・
昭
和
後
期
に
出
版
さ
れ
、
一
般
の
人
た
ち
に
参
考
に
さ
れ
て
い
た
書
籍
よ
り
、
工
芸
作
家
や
刺
繡
職
人
の
使
用
し
て
い
た
刺
繡
技
法
を
抽
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
技
法
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
刺
繡
作
家
の
作
品
に
は
、
数
多
く
挙
げ
ら
れ
た
技
法
の
ご
く
一
部
し
か
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
作
家
ら
が
主
に
使
用
し
て
い
た
刺
繡
技
法
は
、
上
代
か
ら
伝
わ
る
基
本
的
な
刺
繡
技
法
と
大
正
昭
和
に
考
え
出
さ
れ
た
刺
繡
技
法
の
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
。
表
現
す
る
内
容
が
デ
ザ
イ
ン
重
視
と
な
っ
た
の
で
、
刺
繡
技
法
に
凝
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。 
今
後
は
、
多
く
の
実
物
調
査
を
行
い
、
本
稿
に
挙
げ
た
時
代
の
基
準
作
と
の
比
較
に
よ
り
、
そ
の
時
代
の
刺
繡
技
法
の
情
報
構
築
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 
 註 
 
（
１
）
岡
本
榮
次
郎
・
木
村
俊
臣
『
實
要
旨
集
全
書
』
大
蔵
書
店 
一
九
一
九
年 
七
〇
―
二
一
四
頁
。 
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（
２
）
箸
尾
清
『
ハ
シ
オ
式
刺
繡
研
究 
製
作
編
』
刺
繡
工
芸
協
会 
一
九
三
三
年 
一
―
三
四
頁
。 
（
３
）
京
都
刺
繡
協
同
組
合
『
刺
繡(
基
本
編)
』
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
一
九
六
九
年
。 
こ
の
本
に
は
実
物
サ
ン
プ
ル
帖
で
で
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
と
同
じ
画
像
が
西
村
允
孝
『
刺
繡 
暮
ら
し
を
彩
る
伝
統
美
』
泰
流
社 
一
九
七
八
年 
一
三
九
―
一
四
四
、
一
七
八
―
一
九
二
頁
に
解
説
を
添
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
福
田
喜
重
「
刺
繡
の
技
法
」
京
都
書
院
『
染
織
の
美 
第
九
号
』
一
九
八
一
年 
七
三
―
七
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
京
繡
の
基
本
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 
（
４
）
相
川
佳
予
子
・
堀
内
紀
子
・
鈴
木
友
也
『
刺
・
繡 
カ
ラ
ー
日
本
の
工
芸
２
』
淡
交
社 
一
九
七
八
年 
一
五
九
―
一
六
三
頁
。 
前
掲
出
（
３
）
の
応
用
編
に
あ
た
る
。 
（
５
）
丹
羽
正
明
『
日
本
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
七
四
年 
二
〇
―
六
四
頁
。 
（
６
）
秋
山
光
男
『
日
本
刺
繡
』
婦
人
画
報
社 
一
九
七
五
年 
一
一
六
―
一
七
一
頁
。 
（
７
）
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
八
七
年 
七
五
、
七
八
―
七
九
、
八
〇
―
八
一
頁
。 
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結
語 
  
日
本
刺
繡
の
歴
史
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
の
多
く
は
工
芸
史
、
染
織
史
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
が
、
刺
繡
の
技
法
や
意
匠
に
関
し
て
は
充
分
に
論
究
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
工
芸
史
、
染
織
史
が
体
系
化
し
て
こ
な
か
っ
た
明
治
時
代
以
降
の
近
現
代
に
お
け
る
日
本
刺
繡
の
歩
み
を
体
系
的
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、
刺
繡
の
図
案
と
刺
繡
技
法
の
変
遷
に
着
目
し
、
こ
れ
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 
第
一
章
「
近
代
以
前
の
刺
繡
に
つ
い
て
」
で
は
、
近
現
代
の
日
本
刺
繡
の
基
盤
と
な
る
江
戸
時
代
ま
で
の
刺
繡
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
古
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
時
代
の
作
品
で
中
宮
寺
に
伝
来
す
る
《
天
寿
国
繡
帳
》
と
法
隆
寺
に
遺
る
幡
《
奏
楽
天
人
》
を
研
究
対
象
と
し
て
、
刺
繡
が
伝
来
し
日
本
に
定
着
し
て
い
っ
た
過
程
の
作
品
を
考
察
し
た
。
《
天
寿
国
繡
帳
》
で
使
用
さ
れ
た
飛
鳥
時
代
の
刺
繡
は
撚
り
の
強
い
糸
を
使
用
し
た
「
ま
つ
り
繡(
返
し
繡)
」
一
種
類
で
あ
っ
た
。
《
奏
楽
天
人
》
に
は
「
継
針
繡
」
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
糸
の
撚
り
も
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
《
奏
楽
天
人
》
は
寺
院
に
掲
げ
る
幡
裂
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
面
か
ら
の
鑑
賞
の
た
め
に
両
面
刺
繡
が
施
さ
れ
て
い
た
。
他
に
現
存
す
る
幡
に
施
さ
れ
た
刺
繡
も
「
継
針
繡
」
一
種
類
で
あ
っ
た
。
飛
鳥
時
代
の
作
品
は
一
つ
の
作
品
に
一
つ
の
刺
繡
技
法
で
制
作
さ
れ
、
そ
の
図
案
は
繡
仏
が
多
く
、
技
法
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は
線
を
表
現
す
る
技
法
が
用
い
ら
れ
、
糸
の
撚
り
は
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
撚
り
の
強
い
糸
を
使
用
し
て
い
た
。 
奈
良
時
代
の
刺
繡
に
つ
い
て
は
、
正
倉
院
御
物
に
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
た
作
品
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
《
孔
雀
文
刺
繡
幡
身
》
《
花
喰
鳥
文
刺
繡
残
欠
》
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
刺
繡
技
法
は
飛
鳥
時
代
の
《
天
寿
国
繡
帳
》
と
は
異
な
り
、
糸
は
撚
り
の
な
い
平
糸
の
使
用
が
多
く
、
撚
り
も
弱
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
刺
繡
の
技
法
は
確
認
さ
れ
た
も
の
で
一
一
種
類
あ
り
、
最
も
特
徴
的
な
も
の
は
「
刺
し
繡
」
で
あ
っ
た
。
「
刺
し
繡
」
の
配
色
は
暈
繝
彩
色
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
図
案
の
輪
郭
は
金
糸
で
縁
ど
ら
れ
て
い
た
（
表
１
―
４
・
５
）
。
な
お
、
「
鎖
繡
」
の
使
用
も
認
め
ら
れ
た
が
、
中
国
伝
来
の
可
能
性
の
あ
る
勧
修
寺
の
《
刺
繡
釈
迦
説
法
図
》
の
よ
う
に
全
面
を
隙
間
な
く
詰
め
て
い
く
面
の
使
用
で
は
な
く
、
草
の
茎
や
、
葉
脈
な
ど
の
線
の
表
現
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
幡
に
は
「
両
面
刺
繡
」
が
行
わ
れ
て
い
た
。
刺
繡
図
案
は
、
花
鳥
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 
中
世
の
刺
繡
は
「
繡
仏
」
に
代
表
さ
れ
、
現
存
す
る
作
品
も
多
い
。
そ
の
糸
は
撚
り
の
無
い
平
糸
が
多
く
、
撚
り
糸
は
割
り
付
け
文
様
を
刺
繡
す
る
「
留
繡
」
の
糸
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
刺
繡
技
法
は
一
〇
種
類
ほ
ど
で
、
飛
鳥
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
「
ま
つ
り
繡
」
や
、
奈
良
時
代
、
正
倉
院
で
使
用
さ
れ
た
「
刺
し
繡
」
「
平
繡
」
「
駒
詰
繡
」
は
見
ら
れ
、
「
暈
繝
繡
」
は
さ
ら
に
そ
の
配
色
の
色
の
段
階
が
細
か
く
な
り
、
線
の
繊
細
な
表
現
を
行
う
技
法
と
し
て
「
蛇
腹
繡
」
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
風
合
い
を
重
視
す
る
「
渡
繡
」
の
使
用
や
、
二
色
の
糸
を
撚
り
合
わ
せ
て
使
う
「
杢
糸
」
が
、
た
て
髪
等
動
物
の
表
現
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
、
金
糸
の
使
用
は
今
回
の
調
査
で
は
認
め
ら
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れ
な
か
っ
た
。
髪
の
毛
を
糸
の
替
わ
り
に
使
用
し
た
「
髪
繡
」
の
使
用
は
多
く
、
仏
の
頭
髪
部
分
に
は
ほ
ぼ
髪
の
毛
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。 
室
町
時
代
の
代
表
作
品
と
し
て
舞
楽
装
束
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
図
案
は
花
鳥
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
橋
な
ど
の
風
景
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な
っ
た
点
と
い
え
る
。
ま
た
刺
繡
技
法
は
「
渡
繡
」
に
よ
る
「
色
変
わ
り
」
が
特
徴
的
で
、
暈
繝
彩
色
の
様
に
徐
々
に
色
が
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
色
変
え
が
行
わ
れ
て
い
た
。 
桃
山
時
代
の
能
装
束
に
は
「
繡
箔
」
と
呼
ば
れ
る
刺
繡
と
摺
箔
を
併
用
し
た
技
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
中
国
の
刺
繡
の
よ
う
に
、
刺
繡
と
刺
繡
の
隙
間
を
金
糸
を
用
い
て
繡
い
詰
め
る
方
法
で
な
く
、
隙
間
を
埋
め
る
手
段
と
し
て
箔
を
用
い
る
も
の
で
、
刺
繡
と
箔
の
段
差
に
生
じ
る
僅
か
な
凹
凸
を
背
景
と
し
て
表
現
し
た
日
本
独
特
の
方
法
で
あ
る
。 
江
戸
時
代
は
小
袖
な
ど
服
飾
に
対
す
る
刺
繡
技
術
が
隆
盛
を
極
め
た
。
小
袖
な
ど
服
飾
に
対
す
る
刺
繡
や
祭
り
の
幕
、
袱
紗
刺
繡
が
繁
栄
し
た
。
小
袖
の
刺
繡
の
特
徴
は
、
摺
箔
と
刺
繡
、
鹿
の
子
絞
り
等
で
模
様
を
表
し
た
染
色
と
刺
繡
の
併
用
で
あ
っ
た
。
背
面
全
体
を
一
枚
の
絵
に
見
立
て
た
意
匠
が
見
受
け
ら
れ
た
。
小
袖
に
施
さ
れ
た
刺
繡
の
技
法
は
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
山
車
の
飾
り
幕
の
刺
繡
に
お
い
て
は
「
オ
ラ
ン
ダ
繡
」
と
い
う
技
法
が
登
場
し
た
。 
袱
紗
の
刺
繡
に
つ
い
て
は
、
興
福
院
伝
来
の
袱
紗
が
あ
げ
ら
れ
る
。
刺
繡
の
技
法
は
、
切
畑
の
先
行
研
究
と
拡
大
画
像
か
ら
確
認
を
行
い
、
使
用
糸
の
ほ
と
ん
ど
が
撚
り
な
い
平
糸
で
一
三
種
類
の
技
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
袱
紗
で
は
「
割
付
文
様
」
と
い
っ
て
撚
り
の
な
い
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糸
で
、
モ
チ
ー
フ
の
下
地
を
覆
う
よ
う
に
「
下
引
き
」
し
、
糸
が
外
れ
な
い
よ
う
に
「
切
押
え
」
を
行
い
、
そ
の
上
に
模
様
を
刺
繡
し
て
い
く
技
法
が
多
用
さ
れ
、
様
々
な
吉
祥
柄
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。 
以
上
の
通
り
刺
繡
は
中
世
ま
で
は
主
と
し
て
、
寺
院
や
仏
教
儀
式
の
た
め
の
装
飾
技
術
と
し
て
用
い
ら
れ
発
展
し
て
き
た
。
室
町
時
代
以
降
は
舞
楽
装
束
や
能
装
束
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
至
り
一
般
庶
民
の
服
飾
や
祭
り
の
幕
な
ど
広
く
愛
好
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
刺
繡
技
法
も
そ
れ
ぞ
れ
時
代
の
必
要
に
応
じ
て
取
捨
選
択
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
十
五
種
類
を
数
え
る
に
至
っ
た
。 
第
二
章
「
明
治
時
代
の
刺
繡
」
で
は
、
国
内
外
の
博
覧
会
や
西
洋
の
影
響
を
受
け
た
刺
繡
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
明
治
時
代
は
近
代
国
家
成
立
に
よ
り
刺
繡
に
対
す
る
需
要
が
激
減
し
た
。
従
来
の
刺
繡
が
ど
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
、
新
し
い
展
開
と
し
て
危
機
に
瀕
し
た
刺
繡
産
業
が
政
府
の
殖
産
興
業
の
一
環
と
し
て
海
外
輸
出
に
新
た
な
需
要
を
見
出
し
た
か
を
検
証
し
た
。
明
治
政
府
作
成
に
よ
る
図
案
集
『
温
知
図
録
』
や
、
日
本
画
家
が
下
絵
を
描
き
、
緻
密
な
刺
繡
が
施
さ
れ
た
作
品
は
、
内
外
の
博
覧
会
で
絶
賛
さ
れ
た
。
ま
た
刺
繡
作
品
は
屏
風
等
に
付
随
す
る
も
の
が
多
く
「
工
業
製
品
」
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
三
六
年(
一
九
〇
三)
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
「
染
織
刺
繡
類
」
と
い
う
名
称
が
確
立
し
た
。 
ま
た
、
国
内
で
は
洋
風
建
築
に
と
も
な
う
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
美
術
染
織
品
の
需
要
が
生
じ
、
豪
華
な
壁
掛
け
や
衝
立
が
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
図
案
に
は
洋
花
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
の
あ
っ
た
が
、
刺
繡
技
法
は
旧
来
の
日
本
刺
繡
で
あ
っ
た
。
洋
装
の
服
飾
に
は
、
海
外
か
ら
の
刺
繡
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
「
モ
ー
ル
刺
繡
」
「
ビ
ー
ズ
刺
繡
」
「
ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
刺
繡
技
術
が
使
用
さ
れ
た
。 
一
方
こ
の
時
期
、
女
子
の
教
養
と
し
て
の
手
芸
、
職
業
と
し
て
の
手
芸
の
一
環
と
し
て
刺
繡
教
育
が
新
設
の
女
学
校
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
よ
212 
 
う
に
な
っ
た
。
刺
繡
技
術
は
刺
繡
職
人
に
伝
承
し
た
も
の
で
、
そ
れ
が
刺
繡
教
育
と
し
て
体
系
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
教
育
に
は
刺
繡
職
人
や
卒
業
生
が
あ
た
っ
て
い
た
。
教
養
と
し
て
の
刺
繡
教
育
と
職
業
と
し
て
の
刺
繡
教
育
で
伝
承
さ
れ
た
技
術
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
職
業
学
校
や
美
術
学
校
で
教
授
さ
れ
た
刺
繡
は
技
法
だ
け
で
な
く
、
ス
ケ
ッ
チ
、
下
図
の
書
き
方
、
染
色
等
の
全
て
の
工
程
を
学
び
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
般
女
性
へ
の
書
籍
は
趣
味
へ
の
導
入
書
で
、
学
校
教
育
の
刺
繡
は
職
人
や
教
育
者
を
養
成
す
る
た
め
の
刺
繡
で
あ
っ
た
。 
第
三
章
「
大
正
・
昭
和
時
代
戦
前
の
刺
繡
」
で
は
、
「
農
商
務
省
主
催
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
」(
「
農
展
」)
と
呉
服
業
界
を
中
心
と
し
た
刺
繡
産
業
が
新
た
な
刺
繡
の
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
動
向
を
検
証
し
た
。
「
農
展
」
は
、
刺
繡
作
品
の
出
展
の
道
を
拓
い
た
事
に
よ
り
、
農
展
出
品
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
繡
工
が
自
ら
の
図
案
で
刺
繡
作
品
を
制
作
し
て
競
っ
て
作
品
を
出
展
す
る
に
至
っ
た
。
呉
服
業
界
も
こ
れ
ま
で
の
図
案
で
は
な
く
、
か
つ
「
農
展
」
と
は
異
な
る
実
用
の
服
飾
に
関
わ
る
染
織
図
案
を
求
め
、
人
々
の
関
心
を
引
き
、
衣
裳
の
た
め
に
刺
繡
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
「
農
展
」
で
は
、
そ
れ
ま
で
刺
繡
を
専
門
と
し
て
い
な
か
っ
た
工
芸
作
家
が
刺
繡
作
品
を
出
品
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
藤
井
達
吉
、
津
田
青
楓
、
富
本
憲
吉
ら
は
こ
れ
ま
で
七
宝
や
絵
画
、
陶
芸
の
分
野
を
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
刺
繡
作
品
も
残
し
て
い
る
。
彼
ら
の
刺
繡
制
作
は
一
過
性
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
刺
繡
作
品
の
枠
を
超
え
て
、
刺
繡
と
い
う
新
た
な
表
現
手
段
に
よ
る
制
作
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
る
。 昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
の
「
帝
展
」
美
術
工
芸
部
門
の
設
立
が
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
の
確
立
の
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
帝
展
出
展
作
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品
は
こ
れ
ま
で
の
技
法
に
捉
わ
れ
ず
、
図
案
が
優
先
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
美
術
工
芸
部
門
設
立
第
一
回
目
の
刺
繡
作
品
の
入
選
者
は
、
洋
画
家
の
和
田
三
造
と
服
飾
家
の
山
脇
敏
子
に
よ
る
衝
立
と
壁
掛
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
は
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
帝
展
入
選
作
に
は
「
農
展
」
で
活
躍
し
た
繡
工
が
入
選
し
て
お
り
、
刺
繡
職
人
か
ら
刺
繡
作
家
に
な
っ
た
人
々
の
作
品
は
、
高
い
刺
繡
技
術
と
、
図
案
や
絵
画
の
研
鑽
の
結
果
、
絵
画
で
は
な
い
刺
繡
と
し
て
の
作
品
を
創
り
上
げ
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
刺
繡
は
高
い
評
価
を
得
た
。
古
典
の
模
倣
、
染
色
、
織
を
作
品
に
反
映
さ
せ
、
ま
た
従
来
の
絹
糸
、
絹
布
だ
け
で
な
い
素
材
を
自
由
に
活
用
し
た
。 
こ
の
時
期
、
一
般
女
性
へ
の
刺
繡
啓
蒙
活
動
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
藤
井
達
吉
と
箸
尾
清
ら
が
教
則
本
を
出
版
し
、
刺
繡
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 第
四
章
「
現
代
の
刺
繡
」
で
は
、
敗
戦
後
の
現
代
の
刺
繡
の
変
遷
を
調
査
し
た
。
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
開
催
さ
れ
た
「
日
展
」
へ
の
刺
繡
作
家
の
出
品
は
帝
展
美
術
工
芸
部
門
の
出
品
に
比
べ
著
し
く
減
少
し
た
。「
日
展
」
へ
の
刺
繡
出
展
作
品
の
図
案
は
「
農
展
」
の
図
案
が
継
承
さ
れ
、
そ
の
技
術
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
九
年
（
一
九
九
四
）
「
文
化
財
保
護
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
「
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
及
び
保
持
者
及
び
保
持
団
体
の
認
定
基
準
」
が
定
め
ら
れ
て
「
人
間
国
宝
」
が
誕
生
し
た
。
「
人
間
国
宝
」
が
多
数
所
属
す
る
公
益
財
団
法
人
日
本
工
芸
会
で
は
、
年
に
一
度
公
募
展
を
実
施
し
、
工
芸
作
品
の
伝
統
技
術
の
伝
承
や
研
鑽
を
促
し
て
い
る
。
「
日
展
」
は
創
造
的
な
刺
繡
作
家
が
目
指
す
会
で
、
伝
統
工
芸
を
継
承
す
る
繡
工
や
そ
の
弟
子
た
ち
は
「
伝
統
工
芸
展
」
を
目
指
し
て
い
た
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
刺
繡
の
人
間
国
宝
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は
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
京
都
の
刺
繡
職
人
福
田
喜
重
が
認
定
さ
れ
た
。
刺
繡
職
人
の
認
定
と
し
て
は
「
現
代
の
名
工
」
「
伝
統
工
芸
士
」
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
る
。 
「
刺
繡
の
現
代
化
」
と
し
て
「
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
覧
会
」
を
取
り
上
げ
た
。
「
日
展
」
の
旧
態
依
然
の
工
芸
か
ら
の
脱
却
を
謳
っ
て
「
日
展
」
の
「
美
術
工
芸
」
に
所
属
す
る
工
芸
作
家
を
中
心
に
昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
現
代
美
術
家
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
に
第
一
回
目
が
開
催
さ
れ
、
以
降
刺
繡
作
家
は
、
こ
の
展
覧
会
を
実
験
的
な
場
と
し
て
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
現
在
は
染
と
刺
繡
を
併
用
し
た
作
品
や
マ
シ
ン
刺
繡
の
作
品
、
西
洋
刺
繡
の
作
品
な
ど
そ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。 
現
代
美
術
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
刺
繡
は
、
従
来
の
刺
繡
作
品
と
は
異
な
っ
て
糸
を
表
現
手
段
の
一
つ
と
し
て
お
り
刺
繡
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
刺
繡
に
求
め
ら
れ
て
い
た
高
い
技
術
を
必
要
と
し
な
い
現
代
美
術
の
刺
繡
作
品
に
お
い
て
は
、
伝
統
の
継
承
や
そ
こ
か
ら
の
創
造
と
い
う
確
か
な
技
術
は
生
ま
れ
な
い
。 
第
五
章
「
刺
繡
技
法
の
変
遷
」
で
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
刺
繡
技
法
を
整
理
し
、
そ
の
上
で
、
明
治
時
代
以
降
ど
の
よ
う
な
刺
繡
技
法
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
を
書
籍
を
基
に
確
認
し
た
。
従
来
ま
で
の
技
法
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
せ
た
結
果
、
現
代
に
伝
え
ら
れ
た
刺
繡
技
法
は
一
〇
〇
を
超
す
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
刺
繡
技
法
を
大
き
く
「
点
」
「
線
」
「
面
」
を
切
り
口
に
整
理
し
た
。
刺
繡
の
技
法
名
称
は
そ
の
地
域
に
よ
り
異
な
る
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
名
称
だ
け
で
は
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
名
称
に
対
す
る
そ
の
技
法
を
一
本
化
も
し
く
は
画
像
を
添
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付
し
て
解
説
を
つ
け
な
け
れ
ば
正
し
く
伝
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
稿
に
お
い
て
は
主
だ
っ
た
技
法
に
画
像
を
添
付
し
、
図
版
を
作
成
し
た
。
但
し
、
刺
繡
技
法
は
そ
の
時
代
の
影
響
を
受
け
て
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
現
代
の
刺
繡
の
記
録
と
し
て
こ
の
技
法
に
つ
い
て
は
呈
示
す
る
も
の
と
し
た
い
。 
以
上
、
明
治
期
以
降
の
日
本
刺
繡
の
展
開
を
通
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
。
江
戸
時
代
に
和
装
や
袱
紗
の
装
飾
、
祭
り
の
山
車
の
装
飾
な
ど
、
上
流
階
級
の
み
な
ら
ず
広
く
庶
民
の
生
活
に
普
及
し
た
日
本
刺
繡
は
、
明
治
近
代
国
家
の
成
立
に
よ
る
社
会
の
激
変
に
よ
り
、
一
時
危
機
に
瀕
す
る
。
し
か
し
、
伝
承
さ
れ
た
高
い
刺
繡
技
術
を
活
か
し
た
花
鳥
図
案
に
よ
る
作
品
は
、
輸
出
製
品
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
や
呉
服
産
業
の
支
援
も
あ
っ
て
、
新
た
な
発
展
を
見
せ
る
。
一
方
、
女
子
中
等
教
育
の
普
及
の
中
で
、
女
子
教
養
と
し
て
の
刺
繡
教
育
と
職
業
教
育
と
し
て
の
刺
繡
教
育
が
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
伝
統
的
刺
繡
技
法
が
学
校
教
育
の
中
で
体
系
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
職
業
学
校
や
美
術
学
校
で
は
、
下
絵
、
染
織
な
ど
も
一
体
的
に
教
育
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
刺
繡
の
新
た
な
発
展
の
基
盤
を
広
げ
て
い
く
。 
 
大
正
時
代
に
入
る
と
、
呉
服
産
業
の
需
要
も
反
映
し
て
、
新
た
な
図
案
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
農
展
」
を
舞
台
に
図
案
、
染
織
、
刺
繡
を
一
体
と
し
て
美
術
作
品
と
す
る
刺
繡
作
家
が
育
っ
て
い
く
。
昭
和
時
代
に
入
り
、
帝
展
の
美
術
工
芸
部
門
設
立
を
大
き
な
契
機
と
し
て
刺
繡
美
術
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。 
こ
う
し
て
、
職
業
と
し
て
の
刺
繡
、
一
般
女
性
の
教
養
と
実
用
技
術
と
し
て
の
刺
繡
、
美
術
と
し
て
の
刺
繡
が
併
存
し
て
、
日
本
の
刺
繡
文
化
を
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形
成
す
る
に
到
る
が
、
西
洋
刺
繡
の
影
響
を
の
ぞ
い
て
は
刺
繡
技
法
の
新
た
な
発
展
は
見
ら
れ
な
い
。 
 
こ
の
併
存
状
況
は
、
戦
後
に
お
い
て
も
基
本
的
に
継
続
し
た
が
、
生
活
様
式
の
変
化
、
刺
繡
産
業
の
衰
退
、
国
際
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
弱
体
化
の
傾
向
は
否
め
な
い
。
一
方
、
文
化
財
保
護
の
一
環
と
し
て
の
刺
繡
技
術
の
伝
承
の
重
要
性
が
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
現
代
美
術
の
流
れ
の
中
で
、
刺
繡
を
表
現
手
段
と
す
る
新
た
な
美
術
の
展
開
も
見
ら
れ
る
。
刺
繡
技
術
の
組
織
的
伝
承
と
刺
繡
に
よ
る
新
た
な
表
現
の
展
開
、
さ
ら
に
刺
繡
の
普
及
活
動
の
強
化
が
、
今
後
の
日
本
の
刺
繡
文
化
発
展
の
重
要
課
題
と
考
え
る
。 
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図１―１ 
国宝《天寿国繡帳》 
H87.8×W81.8㎝ 
 中宮寺蔵  
7 世紀 
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図１－２ Z 撚り糸  
 
図１－３  平糸  
 
図１－４  S撚り糸 
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図１－５ 
国宝《天寿国繡帳》旧繡帳部分 
中宮寺蔵 
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図１―６            図１―７ 
国宝《天寿国繡帳》旧繡帳部分     国宝《天寿国繡帳》新繡帳部分 
中宮寺蔵             中宮寺蔵 
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図１－８ 
重文《繡仏裂奏楽天人》部分 
H41.0×W11．0㎝ 
東京国立博物館蔵  
7 世紀 
222 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－９ 
 《孔雀文刺繡幡身》(南倉 180 第 1 号) 表・裏 
H81.2×W30.0cm 
正倉院蔵 
奈良時代 
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図１－10 
《花喰鳥文刺繡残欠》（右）（南倉 185 第 128 号櫃 雑 31 号） 
H79.5×W63.0cm 
正倉院蔵 
奈良時代 
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図１―11 
《孔雀文刺繡幡身》草花部分 
正倉院蔵 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―12             図１―13 
《孔雀文刺繡幡身》孔雀部分     《孔雀文刺繡幡身》尾羽部分 
正倉院蔵             正倉院蔵 
 
225 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―14 
《孔雀文刺繡幡身》百合部分 
 正倉院蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―15  
《孔雀文刺繡幡身》果樹部分 
 正倉院蔵 
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図１―16 
《花喰鳥文刺繡残欠》鳥部分 
 正倉院蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―17 
《花喰鳥文刺繡残欠》羽根部分 
 正倉院蔵 
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図１―18 
《花喰鳥文刺繡残欠》身体部分 
 正倉院蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―19 
《花喰鳥文刺繡残欠》尾羽部分 
 正倉院蔵 
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図１―20 
《花喰鳥文刺繡残欠》腿部分 
 正倉院蔵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１―21 
 《花喰鳥文刺繡残欠》散花 
 正倉院蔵 
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図１－22  
左《獅子桐模様刺繡幡》H121.8cm×W32.6cm 
右《獅子牡丹模様刺繡幡》H121.5cm×W33.0cm 
  女子美術大学所蔵 桃山時代  
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図１－23  
刺繡台裂 100× 
 
 
 
図１－24 幡各部名称 
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図１－25 
「渡し繡」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－26 
「一針掛け」 
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図１－27 
「斜繡」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－28 
「渡し繡」の上に「切り押え」、周囲は「まつり繡」 50× 
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図１－29 
「渡し繡」50× 
針を納めた箇所と出した箇所が隣り合っている  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－30 
 「玉留」50× 
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図１－31 
 「杢糸」25× 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－32 
 《五髻文殊菩薩像》部分  
大和文華館蔵 鎌倉時代 
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図１－33 
牡丹の葉の色替わり 
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図１－34                   
《薔薇反橋文様水干》前丈 94.0cm 裄 87.0cm 
《薔薇反橋文様括袴》丈 98.0cm 腰幅 52.0cm 
 金剛峰寺蔵 室町時代 
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 図１－35 
《薔薇反橋文様水干》裏側 
金剛峰寺蔵 室町時代 
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図１－36 
《紅白段芦に水禽草花文様縫箔》 丈 130.9cm 裄不明 
 東京国立博物館蔵 桃山時代 
 
図１－37 
《紅白段芦に水禽草花文様縫箔》部分 
東京国立博物館蔵 
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図１－38 
《白黒染分地熨斗に草花模様小袖》丈 143.1cm 裄 64.9cm 
 女子美術大学美術館蔵  
江戸時代 
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図１－39 
《黒地蝶と捩花模様小袖》丈 150.4cm 裄 68.7cm 
 女子美術大学美術館蔵  
江戸時代  
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図１－40 
《黒綸子地波鴛鴦模様小袖》丈 161.6cm 裄 63.6cm 
 東京国立博物館蔵  
江戸時代  
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図１－41 
《黒地宝尽模様腰巻》 丈 157.2cm 裄 62.4cm 
女子美術大学美術館蔵 江戸時代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－42 
               《黒地宝尽模様腰巻》部分 
女子美術大学美術館蔵 
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図１－43 
円山応挙 《巨霊人白鳳図屏風》寸法不明 
保昌山保存会蔵 江戸時代  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－44 
《保昌山胴懸》刺繡 H123.0× W190.0 ㎝ 
 保昌山保存会蔵 江戸時代 
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図１－45 
太子山胴掛け幕《孔雀に幻想花樹図》東面 H170.0×W230.0cm 西面 H126.0×W230.0cm 
インド・ムガール朝 18世紀中頃  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１－46 
太子山胴掛け幕《孔雀に幻想花樹図》部分  
 インド・ムガール朝 18世紀中頃  
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図１－47 
《日本武尊》 
赤坂氷川山車保存会蔵  
江戸時代 
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図１－48 
《紅緞子地薔薇に巻絹宝尽し「宝寿」字文様刺繡掛袱紗》 
H51.7×W52.0cm 
興福院蔵  
江戸時代  
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図２－１ 
一曜斎国輝 《古今珎物集覧》大判錦絵三枚続  
各 37.0×25.5cm 
東京国立博物館蔵 
 明治 5 年 
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図２－２ 
《菊紋額》 
H130.0×W100.0cm 
東京国立博物館蔵  
明治 6年頃 
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図２－３ 
《双頭鷲額》 
H130.0×W100.0cm 
東京国立博物館蔵 
明治 6年頃 
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図２－４ 
田中利七《孔雀図刺繡屏風》 
H84.2×W190.9cm 
東京国立博物館蔵  
明治 26年頃 
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図２―５ 
西村総左衛門《刺繡 水中群禽図 額》 
H184.5×W230.0cm   
宮内庁三の丸尚蔵館蔵 
 明治 32年 
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図２―６ 
西村総左衛門 《刺繡 嵐山春秋図 屏風》 
H185.0×W364.0cm 
宮内庁三の丸尚蔵館蔵  
明治 23年 
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図２-７ 
起立工商会社《繡文様図案》約 H38.0×W26.0cm 
東京国立博物館蔵 明治 8－14年頃 
 
図２-８ 
東京府下 中村秀次郎《縫箔縁二分一縮図》約 H19.6×W26.0cm 
東京国立博物館蔵 明治 8－14年頃 
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図２―９ 明治宮殿東溜の間  
飯田新七 綴錦《花百鳥之図》のうち《桜紫陽花に雉子図》と《菊花南天に鴛鴦図》 
宮内庁三の丸尚蔵館蔵 
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図２－10 
霞ヶ関離宮の第三客室内部。椅子座様式で、 
天井にはシャンデリアが見える。刺繍屏風や壁には刺繡額や日本画が飾られている。 
宮内庁三の丸尚蔵館蔵 
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図２－11 
飯田新七《刺繡 四季草花図 屏風》  
H181.3×W298.4cm 
宮内庁三の丸尚蔵館蔵 
明治 35年 
 
 
 
 
 
 
257 
 
 
 
 
  
 
 
図２-12 
旧岩崎邸 外観 
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図２―13 
旧岩崎邸 婦人客室の天井の刺繡 
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図２－14 
旧岩崎邸 天井刺繡 菊花刺繡 
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図２―15 
《文官（勅任官）大礼服》寸法不明 
文化学園服飾博物館蔵 
明治 25-大正 15 年  
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図２－16 
《御大礼服（マントー・ド・クール）》 寸法不明 
文化学園服飾博物館蔵 明治 40 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２－17 
《御大礼服（マントー・ド・クール）》部分 
文化学園服飾博物館蔵 
262 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２－18 
《御通常例服（ローブ・モンタント）》 寸法不明 
文化学園服飾博物館蔵 明治 40 年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２-19 
《御通常例服（ローブ・モンタント）》部分 
文化学園服飾博物館蔵 
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図２-20 
共同制作《孔雀図刺繡衝立》   
H92.2×W67.4cm  
女子美術大学デザイン工芸学科工芸専攻刺繡蔵  
大正４年頃 
 1915(大正 4 年)アメリカ サンフランシスコで開催された「パナマ・パシフィック博覧会」教
育部門に出展し他の作品と共に金牌、賞状を受けた。当初は衝立であったが現在は額装。 
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図２-21 
鈴木俊子《風景 大阪箕面の瀧》 
約 H30.0×W30.0cm   
女子美術大学デザイン工芸学科工芸専攻刺繡蔵  
大正 15年 
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図２―22 
磯村大次郎『實用 刺繡術』H22.5×W15.0cm  
執筆者蔵 明治 42 年 
 
図２－23 
磯村大次郎『實用 刺繡術』76-77頁  
266 
 
 
図３－１ 
田中利七《金通織地繡衝立用本紙》寸法不明 大正５年
 
図３－２ 
田中利七《金通織地繡枕掛》寸法不明 大正５年 
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図３－３ 
田中利七《金通織地繡丸帯》寸法不明 大正５年 
 
図３－４ 
田中利七《孔雀模様刺繡三曲屏風》大正８年 
268 
 
 
図３－５ 
田中利七《壁画模様刺繡箔錦女帯地》 大正８年 
     
図３－６ 
田中利七《刺繡入更紗カキ画帯》 大正８年 
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図３－７ 
藤井達吉《海》 
H7.6×W9.3cm 
愛知県美術館蔵  
明治 43年 
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図３－８ 
藤井篠《芍薬文鳥毛屏風》 
W184.0×H180.0cm 
碧南市藤井達吉現代美術館蔵  
昭和 6年 
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図３－９ 
藤井達吉《紺別珍地桐繡胴服》 
H136.5×W138.3cm 
京都国立近代美術館蔵  
大正５-12年 
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図３－10 
藤井達吉《刺繡銀杏図壁掛》 
H120.0×WW79.0cm 
愛知県美術館蔵  
大正 2-12年 
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図３－11 
富本憲吉《木と花模様刺繡壁掛》  
左上 H88.0×W24.0cm  
右上 H296.0×W25.0cm（二枚横につなげたもの） 
下 H292.0×W25.0cm（四枚横につなげたもの） 
京都国立近代美術館蔵  
大正２-３年 
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図３－12 
富本憲吉《モスク模様刺繡壁掛け》  
H290.0×W146.0cm  
京都国立近代美術館蔵  
大正２-３年 
 
 
275 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３―13 
津田青楓《フランス刺繡Ｂ》H175.0×W80.0cm 
笛吹市立青楓美術館蔵 大正３年 
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図３―14 
津田青楓《フランス刺繡 花と鳥》 
W47.5×H38.5cm  
笛吹市青楓美術館蔵  
大正２年 
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図３－15 
山脇敏子《柘榴文様壁掛》  
寸法不明 
昭和 2年 
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図３－16 
箸尾清《猫模様 刺繡扁額》 
寸法不明 大正２年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３－17 
箸尾清《湖畔の図刺繡》 
寸法不明 大正 4年 
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図３－18 
箸尾清《静穏》 
 H51.7×W63.0cm 
女子美術大学美術館蔵 
昭和時代 
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図３－19 
平野利太郎《刺繡振袖》  
寸法不明 
昭和 12年 
※所有者により振丈が変更されている 
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図３-20 
北原鐡雄『アルス婦人講座 7 巻』22 頁 
 H21.8×W15.0cm  
執筆者蔵 
大正 15年 
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図４－1 
平野利太郎《草花文 二曲屏風》 
寸法不明 
昭和 21年 
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図４－２ 
平野利太郎《花と魚菜》H211.0×W117.5cm 
町田市立博物館蔵 昭和 28 年 
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図４－３ 
平野利太郎《花と魚菜》部分 1 
町田市立博物館蔵 
昭和 28年 
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図４－４ 
平野利太郎《花と魚菜》部分２ 
町田市立博物館蔵 
昭和 28年 
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図４－５ 
平野利太郎《サボテン》H241.0×W122.0cm 
町田市立博物館蔵 
昭和 30年 
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図４－６ 
平野利太郎《サボテン》部分１ 
町田市立博物館蔵 
昭和 28年 
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図４－７ 
平野利太郎《サボテン》部分２ 
町田市立博物館蔵 
昭和 30年 
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図４－８ 
 福田喜重《繡箔訪問着「風趣文」》 
丈 175.0×裄 66.5cm 
個人蔵  
平成 15年 
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図４－９ 
平野利太郎《しだ 上代紬地訪問着》 
寸法不明 
昭和 32年 
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図４－10 
平野利太郎《しだ 上代紬地訪問着》部分 
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図４－11 
平野利太郎《萠春 額》 
寸法不明 
昭和 40年 
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図４－12 
品川未知子《生昇》 
H150.0×W115.0cm 
個人蔵 
平成 20年 
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図４－13 
岡崎和美《苦の種》H153.0×W106.0cm 
個人蔵 
平成 25年 
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図４－14 
岡崎和美《苦の種》部分 
個人蔵 
平成 25年 
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図４－15 
岡崎和美《降りて灯る》 
W180.0×H92.0cm  
個人蔵 
平成 26年 
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図４－16 
岡崎和美《降りて灯る》部分 
平成 26年度 
個人蔵 
 
298 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４－17 
青山悟《Map of the World》 
寸法不明 
平成 25年 
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』 
画
報
社 
七
八
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
よ
り 
 
図
３
―
７ 
《
海
》
画
像
提
供 
愛
知
県
美
術
館 
図
３
―
８ 
《
芍
薬
文
鳥
毛
屏
風
》
瀬
尾
典
昭
『
藤
井
達
吉
の
全
貌
―
野
に
咲
く
工
芸
・
宙
に
見
る
絵
画
』
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
ズ 
二
〇
一
三
年 
一
二
三
頁
よ
り 
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
蔵 
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図
３
―
９ 
《
紺
別
珍
地
桐
繡
胴
服
》
平
井
章
一
、
山
野
英
嗣
編
『
京
都
近
代
美
術
館
所
蔵
品
目
録Ⅺ
 
芝
川
照
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』 
京
都
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
一
三
年 
一
一
六
頁
よ
り 
京
都
国
立
近
代
美
術
館
蔵 
 
 
 
図
３
―
10 
《
刺
繡
銀
杏
図
壁
掛
》
画
像
提
供 
愛
知
県
美
術
館 
図
３
―
11
・
12
《
木
と
花
模
様
刺
繡
壁
掛
》《
モ
ス
ク
模
様
刺
繡
壁
掛
け
》
平
井
章
一
、
山
野
英
嗣
編
『
京
都
近
代
美
術
館
所
蔵
品
目
録Ⅺ
 
芝
川
照
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
京
都
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
一
三
年 
一
三
八
―
一
三
九
頁
よ
り 
京
都
国
立
近
代
美
術
館
蔵 
 
図
３
―
13 
《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡
Ｂ
》
東
京
国
立
近
代
美
術
館
『
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
一
九
〇
〇
―
一
九
二
三 
工
芸
と
デ
ザ
イ
ン
新
時
代
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
〇
五
年 
一
二
四
頁
よ
り 
笛
吹
市
青
楓
美
術
館
蔵 
図
３
―
14 
《
フ
ラ
ン
ス
刺
繡 
花
と
鳥
》
執
筆
者
撮
影 
協
力
笛
吹
市
青
楓
美
術
館 
図
３
―
15 
《
衝
立
》
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
八
回
美
術
展
覧
会
図
録
』
芸
艸
堂 
一
九
二
七
年 
五
七
頁 
国
立
国
会
図
書
館
蔵
よ
り 
図
３
―
16 
《
柘
榴
文
様
壁
掛
》
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
八
回
美
術
展
覧
会
図
録
』
芸
艸
堂 
一
九
二
七
年 
六
〇
頁 
国
立
国
会
図
書
館
蔵
よ
り 
図
３
―
17 
《
猫
模
様 
刺
繡
扁
額
》
農
商
務
省
『
農
商
務
省
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録 
第
一
回
』
農
商
務
省 
一
九
一
三
年 
一
〇
八
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
よ
り 
図
３
―
18
《
湖
畔
の
図
刺
繡
》
農
商
務
省
『
農
商
務
省
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録 
第
三
回
』
農
商
務
省 
一
九
一
五
年 
九
七
頁
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
よ
り 
図
３
―
19
《
静
穏
》
画
像
提
供 
女
子
美
術
大
学
美
術
館 
図
３
―
20
《
刺
繡
振
袖
》
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
一
九
七
九
年 
四
四
、
一
四
二
頁
よ
り 
図
３
―
21 
北
原
鐡
雄
『
ア
ル
ス
婦
人
講
座 
七
巻
』
ア
ル
ス 
一
九
二
六
年 
二
二
頁
よ
り 
執
筆
者
蔵 
 
第
四
章 
 
図
４
―
１
・
２
・
５
・
９
・
10
・
11 
《
草
花
文 
二
曲
屏
風
》
、
《
花
と
魚
菜
》
、
《
サ
ボ
テ
ン
》
、
《
し
だ 
上
代
紬
地
訪
問
着
》
、 
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《
し
だ 
上
代
紬
地
訪
問
着
》
部
分
、
《
萠
春 
額
》
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
 
 
 
 
 
一
九
七
九
年 
一
七
、
六
五
、
六
二
、
一
五
二
―
三
、
一
〇
五
頁
よ
り 
図
４
―
３
・
４
・
６
・
７
《
花
と
魚
菜
》
部
分
１
、
部
分
２
、《
サ
ボ
テ
ン
》
部
分
１
、
部
分
２ 
画
像
提
供 
町
田
市
立
博
物
館 
図
４
―
８ 
東
京
国
立
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
日
本
伝
統
工
芸
展
六
〇
回
記
念 
人
間
国
宝
展
生
み
だ
さ
れ
た
美
、
つ
た
え
ゆ
く
わ
ざ
』
二
〇
一
四
年 
一
九
三
頁
よ
り 
図
４
―
12 
《
生
昇
》
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
七
回
』
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
 
 
 
二
〇
〇
八
年 
掲
載
番
号 
四
六
四
よ
り 
品
川
未
知
子
蔵 
図
４
―
13
・
14
・
15
・
16
《
苦
の
種
》《
苦
の
種
》
部
分
《
降
り
て
灯
る
》《
降
り
て
灯
る
》
部
分 
画
像
提
供 
岡
崎
和
美 
図
４
―
17 
《M
a
p
 o
f
 
th
e
 
Wor
l
d
》
画
像
提
供 
ミ
ヅ
マ
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 
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技法 1「まつり繡」 
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技法 2「継針繡」 
※両面継針繡(両面繡の一種) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
307 
 
技法 3「刺し繡」 
 
 
 
 
 
 
308 
 
技法 4「蛇腹繡」 
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技法 5「渡し繡」 
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技法 6「割付文様」 
 
 
※「下引き」＋「切り押え」の上に 
「亀甲文様」の刺繡 
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技法 7「オランダ繡」 
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表１－１ 天寿国繡帳の技法に言及した先行研究 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
記号 論文名 著者 年度
A 天壽國曼荼羅に就いて 中川忠順 1923
B 天壽國繡帳 源豐宗 1929
C 天壽國繡帳の考察  明石染人 1931
D 繡佛天人舞楽図 明石染人 1932
E 我観天寿国繍帳史 明石染人 1937
F 中宮寺・天寿国曼荼羅繡帳 石田茂作 1940
G 天壽國曼荼羅の復元に就いて 石田茂作 1940
H 第三章　天壽國繍帳の研究  明石染人 1943
I 天寿国曼荼羅の繡技と建治修理について 太田英蔵 1948
J 天寿国繍帳 毛利 登 1952
K
刺繡の技法的研究（第1報）
飛鳥、奈良朝の繡仏の断片
細井起能 1954
L 繡仏 石田茂作・西村兵部 1964
M 刺繍仏  西村兵部 1967
N 国宝　天寿国曼荼羅繡帳 山本らく 1972
O 天寿国曼荼羅繡帳 今井むつ子 1976
P 天授国繡帳　図版解説 山辺知行　・道明美保子 1977
Q 天寿国繡帳の現状 澤田むつ代 1992
R 天寿国繡帳 小椋順子 1993
S 原・新天寿国繡帳の台裂 大橋 一章 1995
T 国宝　天寿国繡帳 徳川美術館 1998
U 隠された聖徳太子の世界　復元・幻の天寿国 大橋一章・谷口雅一 2002
V 正倉院と法隆寺の刺繡の比較 澤田むつ代 2003
W
西宮山古墳出土品調査を出発として
-天寿国繍帳の作期説感想 
切畑 健 2005
X 国宝天寿国繍帳 松浦正昭・澤田むつ代 2006
Y 技法から見た天寿国繍帳  三田覚之 2008
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表１－２ 先行研究による天寿国繡帳に使用された技法一覧 
 
※研究論文記号は、表１－１の論文記号と一致する。表１－１の文献より作成。 
返
し
繡
平
刺
・
平
繡
撚り
刺
纏
ひ
刺
･
ま
つ
り
繡
纏
ひ
突
刺
絡
み
刺
・
絡
み
繡
・
長
針
の
一
掛
繡
暈
繝
刺
朱
子
刺
・
朱
子
繡
・
挿
し
繡
・
刺
し
繡
駒
繡
・
駒
刺
模
様
駒
刺
・
文
駒
刺
束
ね
繡
長
返
し
繡
・
長
め
の
返
し
繡
表
平
繡
・
渡
し
繡
綴
つ
け
繡
星
繡
一
針
掛
繡
継
針
繡
斜
繡
・
縫
い
切
り
A ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○
D ○ ○ ○ ○
E ○ ○ ○ ○
F ○ ○ ○ ○ ○
G ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○ ○
I
○
(旧）
○
(新）
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
J
○
(新）
○
（旧）
（新）
○
(新)
K ○ ○ ○ ○
L
○
(旧）
○
(新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
M
○
(旧）
○
(新）
○
(新）
○
(新)
○
(新）
○
(新）
N
○
(新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
（旧）
（新）
○
(新）
O
○
(旧）
○
(新）
P
○
(新）
○
(旧）
○
(新)
○
(新)
○
(新）
Q
○
(旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新）
○
(新)
R
○
（新）
○
（旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新）
S
○
(旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
T
○
(旧）
○
（新）
○
(新）
○
（新）
○
(新）
U
○
(旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
V
○
(旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新）
○
（新）
W ○
X
○
(旧）
○
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新）
○
(新)
Y
○
(旧）
○
（新）
○
（旧）
（新）
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
○
(新)
研
究
論
文
記
号
繡法
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表１－３ 太田英蔵による天寿国繡帳技法分類 
 
※表中の記述部分 A：太田英蔵『天寿国曼荼羅の繡技と建治修理について』文化出版 1948                                             
B：東京国立博物館『国宝天寿国繍帳』2006                                                                
C：澤田むつ代『上代裂集成』中央公論美術出版 2001  
※※解説図 太田英蔵『天寿国曼荼羅の繡技と建治修理について』より 
技法名称 解説図（太田Ａによる） 記述
①
返し繡
（纏い繡    また
は　  まつり繡）
裂の裏から針を表に出し、一針縫っては元のほうへ返し、
また、進んでは後退を繰り返して繡い進める繡法。（A)
② 平繡
この繡法は運針の幅の狭いとき、例えば第5区の亀背銘の円輪のような繡法。
運針の方向は一定でなくかなり多様な、変化のあるのが各所に認められる。
運針の幅が狭いから、他の糸で綴じる必要もない。（A)
一方の端から他方の端へ糸を渡し、隙間なく並べて面をあらわす繡法。（B)
③ 暈繝刺
平繡の一法で繡糸を、或る想定された一点、あるいは一線に向かって集中させる繡法。
第七区の下方の蓮弁などにみ、数段の暈繝に配色される場合が多い。（A)
④ 朱子刺（挿縫）
かなり広い地を埋めるために、糸目が目立たぬように、一定の方向に運針したもの。
「挿縫」ともいう。
例えば鐘楼の壁のような広い面積を繡詰める場合や、擬宝珠帯文などはこの繡法。（A)
　「刺し繡」針目の方向をほぼ一定にし、長短交互の針目で繡い進んで面を埋める繡法。
色糸の変化で暈繝の暈しを表すことが出来る。（B)
➄ 駒繡
多くの場合、平繡されたものの輪郭などに用い、上代裂のうち金糸を繡う方法などに
利用され、「絡み刺」ともいう。
駒繡とは駒に糸を捲きつけ第一糸を、繡下地に描かれた下絵の上に沿ってはわせ、
他の第二糸でこれを綴じ繡う方法である。
第一区の下方に烏帽子風の宝物をきて、小蓮華を持つ人物像の右方の腕や
腰のあたりの輪郭の細線などがこの技法。（A)
一般に針穴に通せない糸（太い金糸・銀糸など）を、別の糸を跨がせて留める繡法。（B)
⑥ 模様駒繡
鐘楼の屋根のように地を幅広く一針で突き刺して、先ず地を埋めてから、次に第二糸をもっ
てこの地理糸と異なった角度でもって、綴じ糸を交錯的に刺し、さらに第三糸で駒繡の方法
で子の糸を絡み繡って、第三糸をともに綴じ付ける繡法。（A)
留め繡風（B)
⑦ 束ね繡
繡糸を長く渡したところを別糸で、束にして絡み刺したもので、
擬宝珠や列図の帯文の上下にある。（A)
何本もの糸を束ねて長く渡した上を、別糸で巻きつけるように押さえるものである。
表側の刺繡糸の浮きが長く、脆弱である。（B)
⑧ 長返し繡
返し繡の運針の歩みの長い繡法。（A)
返し繡の針足をやや長目にしたもので、主に図様の輪郭線を縁取ったり、細部の線を用い
るのに使われている。（C)
⑨ 纏い繡
返し繡の一変化ともいえる繡法。三僧座像の輪郭線などに見え、
堂舎の上方に見える蓮華の気を表したような払子状のもののように、
繡線が次第に太さを増し、ついに平繡に化すような場合もある。（A)
⑩
表平繡
（渡し繡）
外観は平繡と変わりないように見えるが、裏に繡糸が浮き出ることはない。（A)
端で下地裂をごくわずかすくって輪のようにして折り返している。
この繡いかたは、表側の刺繡糸の浮きが長く、裏側では刺繡糸がほとんど
表れていないため、衝撃に弱く脆弱である。（C)
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※※※画像 画像提供 奈良国立博物館（撮影 森村欣司）、東京国立博物館『国宝天寿国繍帳』より 
表１－４ 《孔雀文刺繡幡身》の刺繡技法 
 
※参考資料：切畑健・福田喜重「概観 正倉院宝物に見る刺繡美」宮内庁正倉院事務所編『正倉院紀要 25』
2003年 25―28頁より参考に作成 
※※画像は《孔雀文刺繡幡身》部分 
 
 
 
 
 
 
 
花・蕾 刺し繡 花 刺し繡
葉 極め刺し繡 葉
　
斜繡
茎 鎖繡 茎 鎖繡
胴体 刺し繡 石 刺し繡
目 刺し繡 花弁と蕾 刺し繡
尾羽 刺し繡 葉 割繡
羽の芯 鎖繡 幹 鎖繡
草
花
孔
雀
百
合
花
樹
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表１－５ 《花喰鳥文刺繡残欠》の刺繡技法 
 
※参考資料：切畑健・福田喜重「概観 正倉院宝物に見る刺繡美」宮内庁正倉院事務所編『正倉院紀要 25』
2003年 37―41頁。※画像は《花喰鳥文刺繡残欠》部分 
刺繍技法 画像 刺繍技法 画像
頭 刺し繡 瓔珞の花 刺し繡
目
縁取り
眼窠
平繡
鎖繡
連珠 駒詰繡
嘴
嘴のふち
駒詰繡
鎖繡
房先花飾り 刺し繡
鶏冠
鶏冠ふち
刺し繡
芥子繡
鎖繡
腿
刺し繡
飾り羽
刺し繡
極め刺し繡
爪 駒詰繡
尾羽
刺し繡
極め刺し繡
蓮座
蓮実
芯
刺し繡
きめ刺し繡
まつり繡
雨覆い
羽根
刺し繡
花弁
葉
刺し繡
胸
刺し繡
花 刺し繡
胴
刺し繡
菊繡
茎
萼
まつり繡
平繡
刺し繡
綬(紐)
鎖繡
纏い繡
平繡
蕾 刺し繡
気
珠
刺し繡
刺し繡
葉 刺し繡
刺繡部分
鳥
刺繡部分
鳥
台
座
散
花
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表１－６  繡仏先行研究 
 
 
 
 
Ｎｏ 種別 名称 著者 出版社
1 論文 繡阿弥陀三尊図解 不明 國華社
2 論文 近江兵主神社所蔵三昧耶幡に就いて 柴田　実 宝雲舎
3 論文 勧修寺の釈迦説法図繡帳 亀田　孜 岩波書店
4 論文 刺繡天人文幡　解説小川睦之介氏蔵 白畑よし 国立博物館
5 論文 京都の仏画１密教以前の仏‐過去現在因果経、釈迦説法図繡帳 森　　鴨 日本美術工芸社
6 論文 大日如来像　解説　細見良氏　蔵 山辺知行 國華社
7 論文 繡五髻文殊像について 西村兵部 大和文華館
8 論文 長岳寺蔵阿弥陀繡像について 西村兵部 芸艸堂
9 論文 刺繡阿弥陀三尊種子曼荼羅　解説　細見良氏　蔵 望月信成 國華社
10 論文 刺繡の技術的研究　(第1報）　飛鳥・奈良時代の繡仏断欠 細井起能 実践女子大学
11 論文 兵主大社の繡幡について 北村哲郎 美術史学会
12 論文 天人奏楽図の繡技について 柚木順子 京都書院
13 論文 勧修寺繡帳と高句麗の壁画文様 小泉顕夫 朝鮮学会
14 論文 宗・元の刺繡　古代鎖繡につながるもの 山辺知行 美術出版社
15 図録 刺繡展 奈良国立博物館 奈良国立博物館
16 書籍 繡仏 石田茂作・西村兵部 角川書店
17 論文 刺繡仏 西村兵部 日本美術工芸社
18 論文 阿形邦三氏蔵刺繡阿弥陀三尊来迎図 守田公夫 奈良文化財研究所
19 論文 来迎図繡仏の一遺例‐徳川美術館保管阿弥陀三尊来迎図繡仏‐ 山本泰一 徳川黎明会
20 論文 元貞元年賛刺繡楊柳観音像(京都国立博物館蔵）について 切畑健
21 論文 旧勧修寺刺繡釈迦説法図の技法について‐鎖縫いと相良縫い 丁　元鎮 京都大学
22 書籍 染織(中世） 小笠原小枝 至文堂
23 論文 勧修寺　繡仏 不明 國華社
24 論文 兵主大社美術工芸品悉皆調報告書 中主町教育委員会編 中主町教育委員会
25 論文 繡仏研究　七、八世紀の二つの作品を中心に 肥田路美 鹿島美術財団
26 図録 日本の刺繡　飛鳥時代から江戸時代まで 徳川美術館 徳川美術館
27 論文 繡仏における画風の研究 伊藤信二 鹿島美術財団
28 論文 法隆寺献納宝物の金銅灌頂幡と繡仏 澤田むつ代 東京国立博物館
29 論文 薬師寺繡仏 百橋秋穂 薬師寺
30 論文 日光市観光寺蔵(大平町久遠院旧蔵）刺繡涅槃図についての考察　 千田　孝明 栃木県立博物館
31 図録 女性と仏教　いのりとほほえみ 奈良国立博物館 奈良国立博物館
32 書籍 飛鳥白鳳の仏像　古代仏教のかたち 松浦正昭 至文堂
33 書籍 繡仏 伊藤信二 至文堂
34 論文 繍仏の修理について 袴田尚志  国宝修理装師連盟
35 図録 「染」と「織」の肖像　日本と韓国・守り伝えられた染織品 国立歴史民俗博物館 （財）歴史民俗博物館振興会
36 ノート 妙国寺所蔵涅槃図繡仏について 小林めぐみ 福島県立博物館
37 論文 繡仏から装飾へ 蝸牛あや 昭和学院短期大学
38 論文 法隆寺伝来　繡仏裂の分類と基礎的考察 三田覚之 東京国立博物館
39 論文 飛鳥時代遺品刺繡獣頭連円文の繡技について 柚木順子 京都書院
40 論文 獣面文の繡　解説 太田英蔵
41 論文 阿弥陀如来繡像　解説長岳寺蔵 西村兵部
42 書籍 刺繡 守田公夫 至文堂
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表１－７ 繡仏一覧 
 
※参考資料：奈良国立博物館編『刺繡仏展』、石田茂作・西村兵部『繡仏』角川書店、徳川美術館『日本の
刺繡―飛鳥時代から江戸時代まで』、奈良国立博物館『女性と仏教 いのりとほほえみ』、伊藤信二『日本
の美術 7 470 繡仏』至文堂、国立歴史民俗博物館『「染」と「織」の肖像 日本と韓国・守り伝えられた
染織品』（財）歴史民俗博物館振興会以上より作成。 
Ｎｏ 時代 名称 所蔵 法量（縦ｘ横）cm
1 鎌倉時代末 刺繡種子両界曼荼羅 太山寺（神戸市） 114.4ｘ44.8　本地94.4ｘ42.7
2 鎌倉時代 重要文化財　刺繡大日如来像　　　　　　　　　　　　　　　　　細見美術館(京都） 70.6ｘ29.0　本地49.0ｘ25.0
3
鎌倉時代
（平安時代後期～末期）
重要文化財　　刺繡普賢十羅刹女図　　　　　　　　　　　　　　　　　宝厳寺（滋賀県） 75.3x42.0
4 鎌倉時代 刺繡五髻文殊像 大和文華館（奈良市） 31.2x24.3　本地40.2ｘ24.8
5 鎌倉時代 重要文化財　刺繡不動明王二童子像 輪王寺（日光市） 130.0x39.0
6 鎌倉時代 重要文化財　刺繡不動明王二童子像 浜松市美術館 88.0x40.0
7 鎌倉時代 刺繡釈迦阿弥陀二尊像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良国立博物館 126.9ｘ51.9本地83.2ｘ46.5　　
8 鎌倉時代 刺繡釈迦阿弥陀二尊像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田美術館（大阪市） 133.0x49.0
9 鎌倉時代 重要文化財　刺迦阿弥陀三尊像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西念寺（七尾市） 145x83.6
10
室町時代
（鎌倉～室町時代）
県文化財　刺繡阿弥陀三尊来迎図 中宮寺(奈良県) 100.2ｘ40.8　本地80.4ｘ36.3
11
室町時代
（鎌倉時代）
重要文化財　刺繡阿弥陀三尊来迎図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宝厳寺（滋賀県） 112.0x38.5
12 南北朝時代 刺繡阿弥陀三尊来迎図 奈良国立博物館 71.7x25.0
13
室町時代末
（鎌倉～室町時代）
刺繡阿弥陀三尊来迎図 神光院（京都市） 95.3x26.5　　本地69.0ｘ30.8
14 鎌倉時代末 刺繡釈迦三尊来迎図 真正極楽寺（京都） 108.7x38.2
15 鎌倉時代 重要文化財　阿弥陀三尊来迎図 徳川美術館(名古屋） 111.2ｘ39.8　本地73.2ｘ33.4　
16 鎌倉～室町時代 阿弥陀三尊来迎図 弘浄寺（愛知） 79.0ｘ34.0　本地61.4ｘ29.6
17 鎌倉時代 刺繡種子阿弥陀三尊図 細見亮市氏（泉大津市） 87.3ｘ32.8　本地50.0x27.7
18 鎌倉時代 刺繡種子阿弥陀三尊図 禅林寺（京都市） 105.5x31.0
19
室町時代
（鎌倉時代）
刺繡種子阿弥陀三尊図 大福田寺（桑名市） 62.0x35.4
20 室町時代初期 刺繡種子阿弥陀三尊図 檀王法林寺（京都市） 98.0x42.8
21
室町時代
（鎌倉～室町時代）
刺繡種子阿弥陀三尊図 尾内善一氏（石川県） 43.1x25.1　本地38.0ｘ21.2
22
室町時代
（鎌倉時代末）
重要美術品　　刺繡種子阿弥陀三尊図　　　　　　　　　　　　　　　　MOA美術館(熱海） 106.6ｘ42.0　本地70.8ｘ35.8
23 南北朝時代 刺繡種子阿弥陀三尊図 奈良国立博物館 不明
24 室町時代 刺繡阿弥陀如来像 長岳寺（天理市） 89.6x32.0
25
鎌倉～室町時代
（鎌倉～南北朝）
刺繡六字名号 宝鏡寺（京都） 92.4ｘ20.0　本地63.9ｘ16.1
26 鎌倉時代 重要文化財　刺繡阿弥陀名号図 阿弥陀寺（福島県） 63.3x19.4
27 鎌倉～室町時代 刺繡八幡大菩薩名号 個人（京都） 73.4ｘ29.6　　　本地42.8ｘ25.0
28 鎌倉時代 法華経方便第二断簡 個人（京都） 27.2ｘ50.3
29 鎌倉時代 重要文化財　刺繡三昧耶幡　
兵主大社（滋賀県）
奈良国立博物館
小幡195.0×22.6　大幡100.0×24.8　
30 桃山時代 薬師如来種子経文繡幡裂
女子美術大学美術館
(神奈川県）
各121.2x32.8　
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表１－８ 繡仏技法一覧 
 
※No.は表１－7の作品番号と一致する。 
※※奈良国立博物館編『刺繡仏展』奈良国立博物館、石田茂作・西村兵部『繡仏』角川書店、 
徳川美術館『日本の刺繡―飛鳥時代から江戸時代まで』、奈良国立博物館『女性と仏教 いのりとほほえみ』、
伊藤信二『日本の美術 7 470 繡仏』至文堂、国立歴史民俗博物館『「染」と「織」の肖像 日本と韓国・
守り伝えられた染織品』（財）歴史民俗博物館振興会より作成。 
撚糸（蛇腹糸）
刺し繡 まつり繡 平繡 斜繡 繧繝繡 一針掛け 割繡 留め繡 渡し繡 留め繡 一針掛け 刺し繡 一針掛け まつり繡 蛇腹繡 まつり繡 斜繡 刺し繡
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○（S) ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○（S・Z)
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○（S・Z)
6 ○ ○ ○ ○ ○
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○（Z) ○
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 ○ ○ ○ ○ ○
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ○ ○ ○ ○ ○
21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 ○ ○ ○ ○ ○
24 ○ ○ ○ ○ ○
25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 ○ ○ ○ ○
28 ○
29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○（S） ○
30 ○ ○ ○ ○ ○
No.
刺繡技法
平糸 撚糸 撚糸（杢糸） 髪繡
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表１－９ 《獅子桐模様刺繡幡》刺繡技法 
 
※《獅子桐模様刺繡幡》より作成 
幡 色 撚り 繡法
中心 白 平糸 渡し繡・切り押え
周囲 紫 平糸 まつり繡
蔓　白 白 平糸 斜繡
蔓　緑 緑 平糸 渡し繡・斜繡
花 白 平糸 渡し繡
花の模様 白 平糸 一針掛け
がく・茎 緑 平糸 まつり繡
葉　黄緑 黄緑 平糸 渡し繡
葉　緑 緑 平糸 渡し繡
黄緑葉　葉脈 緑 平糸 一針掛け
緑葉　葉脈 淡茶 平糸 一針掛け
浅葱色 平糸 渡し繡
浅葱色 平糸 切り押え
躰の周囲 淡茶 平糸 まつり繡・一針掛け
躰の模様 茶 平糸 まつり繡
脚の模様 白 平糸 一針掛け
耳 白 平糸 渡し繡
耳の模様 茶 平糸 一針掛け
眉毛 白・淡茶 平糸 一針掛け
白目 白 平糸 渡し繡
目玉 濃茶 平糸 渡し繡
角 紫 平糸 渡し繡
角の周囲 白 平糸 一針掛け
鼻 茶 平糸 一針掛け
鼻の穴 白 平糸 一針掛け
鼻の周囲 白 平糸 一針掛け
口 茶 平糸 まつり繡
淡茶+白 杢糸・弱Z撚り まつり繡・一針掛け
淡茶+黄緑 杢糸・弱Z撚り まつり繡
牙・爪 白 平糸 渡し繡
牙・爪の周囲 濃茶 平糸 一針掛け
腹 白 平糸 渡し繡・切り押え
白+淡茶 杢糸・弱Z撚り 一針掛け
淡茶+濃茶 平糸２色 一針掛け
鬣 黄緑・淡茶 平糸 まつり繡
緑+淡茶 杢糸・弱Z撚り 一針掛け
白+淡茶 杢糸・弱Z撚り まつり繡・一針掛け
緑+黄緑 杢糸・弱Z撚り 一針掛け
黄緑+淡茶 平糸２色 まつり繡
濃茶+白 平糸２色 まつり繡
蔓　白 白 平糸 斜繡
蔓　緑 緑 平糸 渡し繡・斜繡
花 白 平糸 渡し繡
花の模様 白 平糸 一針掛け
がく・茎 緑 平糸 まつり繡
葉　黄緑 黄緑 平糸 渡し繡
葉　緑 緑 平糸 渡し繡
黄緑葉　葉脈 緑 平糸 一針掛け
緑葉　葉脈 淡茶 平糸 一針掛け
桐葉中心 白・黄緑 平糸 渡し繡
桐葉中心　葉脈 茶 平糸 一針掛け
枝 濃茶 平糸 渡し繡
枝 紫 平糸 渡し繡
枝 緑 平糸 渡し繡
枝節 黄緑+白 平糸２色 渡し繡
枝周囲 白 平糸 まつり繡・一針掛け
花びら 白 平糸 渡し繡
文字 文字 白 平糸 渡し繡・まつり繡
尾
下部桐
図像
獅子と桐
種子
上部桐
獅子
躰
口髭
あご鬚
脚の毛
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表１－10 《獅子牡丹様刺繡幡》刺繡技法 
 
※《獅子牡丹様刺繡幡》より作成 
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表１－11 《興福院刺繡掛袱紗》 一覧 
 
※切畑健『興福院所蔵刺繡掛袱紗』紫紅社 1992 年 2-123 頁より作成。 
No 作品名 法量（縦×橫）cm 生地 文様 文字
1 紅綸子地門松と積俵「万歳楽」字文様刺繡掛袱紗 51.2×51.7 紅地卍字つなぎに蘭菊模様綸子 門松・積俵・竹・裏白・注連飾・稲穂・橘・昆布 万歳楽
2 紅綸子地謙葉と熨斗羽子板かるた「楽寿」字文様刺繡掛袱紗 50.9×51.7 紅地卍字つなぎに蘭菊模様綸子 譲葉・熨斗・羽子板・かるたの箱・ 楽寿
3 淡樺色繻子地籠に松竹橘と中啓「万歳」字文様刺繡掛袱紗 50.3×51.6 淡樺色繻子 大籠・老松・竹・橘・中啓 万歳
4 黄繻子地蓬に献上物熨斗「福寿」字文様刺繡掛袱紗 50.8×51.5 黄繻子 台・振袖・宝珠・分銅・七宝・熨斗束・蓬・ 福寿
5 紅緞子地帆舟に雪持松と箒「千歳」字文様刺繡掛袱紗 51.3×52.0 紅地唐草に宝尽文様緞子 松樹・帆・中啓・箒・梅 千歳
6 淡浅葱緞子地松と千両に双壺熨斗「万歳楽」字文様刺繡掛袱紗 50.9×52.3 淡浅葱地竹唐草に宝尽くし文様緞子 若松・千両・熨斗・壺 万歳楽
7 淡浅葱緞子地千両と桃熨斗「繁昌」字文様刺繡掛袱紗 51.1×52.0 淡浅葱地唐花唐草文様緞子 千両・桃果・熨斗・献台・ 繁昌
8 淡浅葱緞子地若松に宝尽し「寿」字文様刺繡掛袱紗 50.8×52.4 淡浅葱地笹唐草に宝尽し文様緞子 若松・隠れ蓑・笠・宝袋・小槌・宝珠・鍵・丁子・七宝 寿
9 白綸子地松竹の州浜に宝尽し熨斗文様刺繡掛袱紗 50.7×52.4 白地卍つなぎに蘭菊文様綸子 嶋台・松竹・岩・熨斗・中啓・宝尽し なし
10 紅緞子地松竹の州浜に熨斗「寿」字文様刺繡掛袱紗 51.7×51.6 紅地唐花唐草文様緞子 台盤・唐松・竹・巌・昆布・のしするめ・小箱・宝袋・熨斗寿
11 紅綸子地梅に羊歯の籠「福貴」字文様刺繡掛袱紗 50.5×51.7 紅地卍字つなぎに蘭菊模様綸子 籠・梅花・裏白・ 福貴
12 淡樺色繻子地宝尽しと梅「福寿」字文様刺繡掛袱紗 50.2×52.2 淡樺色繻子 梅樹・宝尽し・台 福寿
13 紅綸子地宝尽しと梅「万寿」字文様刺繡掛袱紗 50.3×52.2 紅繻子 梅・台・宝袋・ 万寿
14 黄繻子地梅に献上物「楽寿」字文様刺繡掛袱紗 50.5×51.7 黄繻子 梅枝・宝袋・宝珠・昆布・台器・中啓・末広台 楽寿
15 白綸子地枝垂梅の風流傘熨斗文様刺繡掛袱紗 51.1×52.0 白地卍つなぎに蘭菊文様綸子 風流傘・熨斗束・梅・柳・雑宝 なし
16 紅緞子地薔薇に巻絹宝尽し「宝寿」字文様刺繡掛袱紗 51.7×52.0 紅地唐花唐草に宝尽し文様緞子 薔薇・蒔絹・宝尽し 宝寿
17 浅葱繻子地薔薇に巻絹宝尽し「宝寿」字文様刺繡掛袱紗 50.0×50.2 浅葱繻子 薔薇・蒔絹・宝尽し 宝寿
18 紅緞子地薔薇に巻絹宝尽し「宝寿」字文様刺繡掛袱紗 50.5×51.7 紅地草花文様緞子 長春花・蒔絹・宝尽し 宝寿
19 白綸子地桃と柳熨斗と双壺文様刺繡掛袱紗 51.3×52.0 白地卍つなぎに蘭菊文様綸子 草花・花熨斗・芽張り柳・桃・酒壺 なし
20 樺色繻子地枝垂桜と手鞠花熨斗と茶釜文様刺繡掛袱紗 49.5×51.9 樺色繻子 花熨斗・茶釜・枝垂桜・手鞠（紫陽花） なし
21 白綸子地川辺柳と芦舟文様刺繡掛袱紗 50.1×50.0 白地卍つなぎに蘭菊文様綸子 芦・笹・小舟・柳樹 なし
22 淡浅葱綸子地菖蒲に蓬と躑躅酒器「楽寿」字文様刺繡掛袱紗 50.6×51.7 淡浅葱繻子 菖蒲・蓬・酒瓶・柄銚子・躑躅 楽寿
23 浅葱繻子地杜若と撫子に酒器「長生」字文様刺繡掛袱紗 50.6×51.9 浅葱綸子 杜若・撫子・加銚子・柄銚子・杯台・盃・行器 長生
24 白綸子地献上撫子と百合に団扇文様刺繡掛袱紗 51.2×52.0 白地卍つなぎに蘭菊文様綸子 蒔絵鉢・撫子・団扇・花熨斗・百合 なし
25 紅綸子地瑞果菜宝尽し「万歳」字文様刺繡掛袱紗 51.1×52.3 紅地卍字つなぎに蘭菊模様綸子 大根･鉢・瑞果・三宝・吉祥樹・宝珠・分銅・小槌 万歳
26 白緞子地松竹宝船文様刺繡掛袱紗 50.5×51.7 白地唐花唐草文様緞子 松竹・米俵・宝船・巻絹・ なし
27 紅綸子地巻絹に熨斗橘「万歳楽」字文様刺繡掛袱紗 50.6×52.0 紅綸子 橘・束熨斗・水引・巻絹・台机 万歳楽
28 淡浅葱綸子地菊に酒器熨斗「福貴」字文様刺繡掛袱紗 50.7×52.1 淡浅葱綸子 菊枝・銚子・行器・熨斗（水引）・ 福貴
29 紅綸子地芦に酒壺「寿」字文様刺繡掛袱紗 50.6×51.5 紅地唐花唐草文様緞子 長柄の杓・杯・扇 寿
30 紅綸子地菊に橘の手籠「千秋楽」字文様刺繡掛袱紗 50.2×51.4 紅地卍字つなぎに蘭菊模様綸子 菊枝・柑子・手籠・ 千秋楽
31 淡紅綸子地菊と芒女郎に熨斗手籠文様刺繡掛袱紗 51.1×50.0 淡紅綸子 菊・女郎花・芒・手籠・束熨斗 なし
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表１－12 興福院刺繡掛袱紗 使用糸・刺繡技法一覧 
 
※No.は表１－11の作品名と一致する 
※※右端の掲載ページは切畑健『興福院所蔵刺繡掛袱紗』紫紅社 1992 年も掲載頁。 
※※※『興福院所蔵刺繡掛袱紗』紫紅社 1992年 2-12３頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平糸 甘撚り糸 杢糸 丸金糸 平金糸 平繡 斜繡 まつり繡 下引き繡 留め繡 本駒繡 切り押え 駒詰繡 割付繡 割繡 網代繡 籠目繡 一針掛け繡
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2.3.104
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5.6.7.105
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9.10.11.105
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13.14.15.106
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17.18.19.107
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20.21.108
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23.24.25.108
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26.27.109
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28.29.109
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30.31.110
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 32.33.111
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34.35.111
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37.38.39.112
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 40.41.112
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 42.43.113
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 45.46.47.113
17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 48.49.114
18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 50.51.114
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 52.53.115
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 54.55.115
21 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 56.57.116
22 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 59.60.61.116
23 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 63.64.65.117
24 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 67.68.69.117
25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 71.72.73.118
26 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 74.75.119
27 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 76.77.120
28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78.79.121
29 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 81.82.83.122
30 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 85.86.87.123
31 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 88.89.123
No.
糸種類 刺繡技法
掲載頁
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表２－１ ウィーン万国博覧会の出品部類 
 
※永山定富『海外博覧会本邦参同史料(第 1輯)』博覧会倶楽部 1928年 15-17頁より作成 
 
 
 
 
 
 
 
区 名称
第一區 鉱山を開く業と金属を製する術の事
第二區 農圓の業と林業を養ふ術の事
第三區 化学に基きし工作の事
第四區 人工にて成りし食物飲料の事
第五區 組織衣服品製造の事
第六區 皮革竝カウチョクのゴムの工作の事
第七區 金属品製造の事
第八區 木製品製造の事
第九區 石器土器硝子品物の事
第十區 細小品の事
第十一區 紙楮類製造の事
第十二區 書畫竝圖取の術の事
第十三區 機關及び物品を運搬する器械の事
第十四區 學問に關係する器械の事
第十五區 楽器の事
第十六區 陸軍に府ての事
第十七區 海軍に付ての事
第十八區 工業の事
第十九區 都市の人民の住居、其内部の模様、飾物器品家具の事
第二十區 田舎の人の住居竝其附属の建物及び内部の模様、器物家具の事
第二十一區 各國の家の内部の用の為めに出来せし器品の事
第二十二區 美術西洋にて音楽、畫画、像を作る術、詩學等を美術と云ふ博覧会場を工作の為目に用いる事
第二十三區 神祭に關係する術業の事
第二十四區 今昔の美術と其工作の物品を美術を好む人竝古實家展覧会へ出すこと
第二十五區 今世の美術の事
第二十六區 少年の養育と教授の成人の後修學の事
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表２－２ ウィーン万国博覧会 第 5区の「組織衣服製造の事」 受賞記録 
 
※田中芳男・平山成信 編『澳國博覧会参同紀要』森山春雍 1897年 11-13頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第二賞典 第三賞典 第四賞典
名誉賞 進歩賞牌 有効賞牌 雅致賞牌 表状 協賛賞牌
生糸：
勸工寮
織物：
東京府出品
木綿（目倉縞）：
埼玉縣
博覧会事務局付
グレーベン
生糸：
上州　富岡製絲場
織物：
足羽縣
絹：
筑摩縣
富岡紡績所頭取
フルナットパウル
帆木綿段通織：
大阪府
織物：
茨城縣
博多織：
福岡縣
東京紡績所頭取
ミュルレルカスペル
木綿：
小倉縣
織物木綿：
鹿児島縣
生糸：
福島縣
紙布及八橋織：
宮城縣
木綿段通：
佐賀縣
生糸：
岐阜縣
賤機織：
静岡縣
木綿其外：
堺縣
絹麻布：
犬山縣
絹織物：
京都府　伊達彌助
生糸：
長野縣
小紋形：
三重縣
枕縫取ノ覆物：
横濱商人　椎野庄兵衛
生糸：
筑摩縣
木綿(新花織）：
額田縣
海氣織：
甲州　鈴木興治右衛門
織物：
筑摩縣
絹縮緬：
豊岡縣
織物：
鳥取縣
木綿：
度會縣
織物：
和歌山縣
木綿縞：
山口縣
織物：
琉球藩
天鵞絨：
京都府　天鵞絨社
西京絹：
京都府　羽二重社
絹物：
京都府　鹿ノ子社
織出絹：
京都府　模様社
金銀交織ノ絹布：
京都府　錦蘭社
綾織絹：
京都府　紗織社
絹ノ帯：
京都府　古帯社
紐笹縁：
京都府　友染社
絹ノ夏物：
京都府　夏衣社
琥珀織：
京都府　中村吉兵衛
生糸：
奥州　掛田
金絲：
東京府　菱屋伊兵衛
生糸：
奥州　金花山
金絲：
桐生　江原貞蔵
鹿ノ子首巻：
横浜商人　椎野庄兵衛
金絲：
京都府　金糸屋平兵衛
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表２－３ フィラデルフィア万国博覧会 第二大区 刺繡作品 
 
※米国博覧会事務局『米国博覧会報告書 日本出品解説 第 2 巻』米国博覧会事務所 1876 年 52-54 頁
より作成。人名は掲載表記に準じた。 
 
表２－４ パリ万国博覧会（1878） 第 3 大区家具及附属品 刺繡作品 
 
※東京国立文化財美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996年  
242、247頁より作成。人名は掲載表記に準じた。 
 
 
大区 小区 番号 出品者 作品名
161 京都　細田善兵衛 刺繡小卓布
162 京都　坂口清兵衛 刺繡帛紗各種(292枚）
163 京都　坂口清兵衛 刺繡彩染屏風（一双　十二ケ月の図）
刺繡帯地(二巻）
刺繡帛紗(152枚）
扁額(西京名勝及美人/彩染精繡23枚）
卓布（畝織　花鳥/綵繡　10枚）
165 京都　西村總右衛門 刺繡彩染屏風
166 京都　茶器商社 刺繡仏像幅　絹氈及ヒ絹物針氈
167 京都　寺村助右衛門 小卓布、肩布（并二組総ヲ附ス）
168 京都　住山伊助 刺繡帛紗
刺繡家什（臥楊衾龍刺繡）
白紗（花鳥縫　12枚）
臥牀被（群禽ノ細繡）
夜衣（海気地　百合ノ彩繡）
帛紗（水禽ノ彩繡）
針氈（38枚）
卓布（刺繡剪彩　1枚）
屏風及ヒ障屏（刺繡二剪彩ヲ加ルモノ）
刺繡雑品屏風（四双　花鳥彩繡）
帛紗（15枚）
絹物針床（50枚）
刺繡家什、卓布（繻子地繡27枚　綴錦織2枚）
帛紗（100枚）
窓帷（2枚）
174 京都　田中理兵衛 屏風及ヒ障屏（刺繡剪彩及押絵取交也）
第二大区
製造物
第252小区
刺繡及衣服、
家什等ノ装飾
171 京都　女紅場
172 京都　縫商社
173 京都　田中理兵衛
164 京都　西村總右衛門
169 起立工商社
170 横浜　椎野庄兵衛
大区 小区 出品者 作品名 賞
京都府下　田中利兵衛 絖繻子地繡入屏風 賞状
京都府下　西村總左衛門 博多織繡入卓被、塩瀬地繡入卓被 銅牌
神奈川県下　大関定二郎 絹織繡入窓帳 銅牌
神奈川県下　加太八兵衛 卓被及ヒ繻子繡入掛蒲団
東京府下　三井物産會社 繡入椅子布団、繡入繻子布団及ヒ枕
東京府下　起立工商會社 繡入帛紗地 銀牌
東京府下　三井物産會社 繡入帛紗地、仙波織 銅牌
京都府下　西村總左衛門 塩瀬地友染繡入帛紗地、絹友染畫帖 銀牌
京都府下　坂口清兵衛 塩瀬地繡入帛紗地、同額面 賞状
京都府下　田中利兵衛 繻子地繡入帛紗地、綴織帛紗地、絹染畫帖 銅牌
京都府下　大橋彌兵衛 塩瀬地繡入額 銀牌
京都府下　山崎倭文 繡入額 銅牌
神奈川県下　加太八兵衛 繻子繡入帛紗地 銀牌
神奈川県下　椎野正兵衛 繻子花鳥繡入額面 賞状
3区
家具及付属品
18
36
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表２－５ シカゴ万国博覧会 各種の工業、美術に分類された刺繡作品 
 
※東京国立文化財美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996 
274、280、283-284、287頁より作成。人名は掲載表記に準じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区 部 No 出品者 作品名
537 京都府　西村治兵衛 屏風
538 京都府　田中利七 屏風
539 京都府　飯田新七 屏風、寐台掛、卓被、椅子掛、掛図其他
540 京都府　西村總左衛門 窓掛、屏風
100 973 京都府　石田久蔵 刺繡縮緬
102 1297 徳島県　福田丑太郎 木綿刺繡敷物
1326 東京府　渡辺友三 刺繡
1327 東京府　高橋てる 刺繡
1328 東京府　鶴田なほ 刺繡
1331 東京府　吉沢喜太郎 刺繡画福
1332 東京府　三越得右衛門 刺繡窓掛
1336 京都府　熊谷市兵衛 刺繡額
1339 京都府　田中清七 刺繡屏風、寝台掛
1340 京都府　田中利七 刺繡品
1341 京都府　北岡玄之助 刺繡品
1334 京都府　小林久次郎 刺繡屏風
1350 京都府　西村総左衛門 刺繡屏風、緞帳、衝立
1351 京都府　飯田新七 刺繡友禅屏風
1352 京都府　安田すえ 刺繡
1353 京都府　飯田うた 刺繡
1364 神奈川県　椎野正兵衛 刺繡
1370 石川県　縫織商会 絹刺繡、団扇
1371 石川県　明石まさ 刺繡額
1372 石川県　金沢高等女子授産場 刺繡額
1374 徳島県　折原うた 刺繡額
刺繡及友禅意匠
（京都東山ノ図　刺繡屏風）
（保津川ノ景　刺繡扁額）
（松孔雀図　刺繡壁掛）
（近江八景図天鵞絨友禅壁掛）
（芦鴨図天鵞絨友禅壁掛）
刺繡及友禅意匠
（有職衣裳図天鵞絨友禅壁掛）
（鳥菊図刺繡額）
（嵐山図刺繡額）
刺繡意匠
（菊花孔雀図刺繡窓掛）
（表：京都林泉ノ図刺繡
裏：四季草花天鵞絨友禅屏風）
各種の工業
美術
京都府　西村總左衛門
京都府　飯田新七
90
106
142
1582
1585
1593 東京府　大村和吉郎
328 
 
表２－６ パリ万国博覧会（1900）刺繡出品作品 
 
※東京国立文化財美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996年 
307-309、320-375頁より作成。人名は掲載表記に準じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
部 分類 出品者 作品名 賞
865 763 東京　鶴田直子 額面、衝立 銅牌
866 759 大阪　村田徳松 刺繡皿敷 銅牌
867 1270 大阪　高橋直之助 額面 褒状
刺繡　水中群禽図　額 大賞
652 寝台掛、額、衝立、帛紗、屏風 銅牌
353 刺繡屏風 銀牌
870 649 京都　弁天合資会社 刺繡額面 銅牌
871 窓掛、屏風
764 刺繡衝立 銅牌
656 扁額 銅牌
354 刺繡衣服 銀牌
873 653 京都　田中清七 寝台掛、屏風 銅牌
397 群蝶文見送
387 菊花図窓帳
389 草花図繡帳四鋪
654 帛巾
385 渓流新緑図壁掛
386 孔雀図窓帳
388 芍薬図窓帳
391 帛紗(孔雀図）
392 帛紗(野鹿図）
393 帛紗(菊花図）
394 帛紗(子母猫図）
395 帛紗(野狐図）
396 帛紗(芦群鶴図）
帛巾
877 398 京都　清原総左衛門 卓掛
351 刺繡屏風 銀牌
掛物
879 神奈川　椎野庄兵衛 額面 金牌
880 石川　能沢文助 手巾、額面 銅牌
881 350 石川　川越政勝 刺繡額面 銀・銅牌
第１３部
原糸、織物、
被服
刺繡類 金・銅牌
京都　西村總右衛門868
額、寝台掛、婦人洋服地、
壁掛、屏風
876 京都　小林久次郎
875
No
窓掛、横額、壁掛、扁額、
竪額、詰掛額、屏風
878 神奈川　松浦吉松
京都　田中利七869
872 京都　北岡玄之助
京都　矢島修稠多
京都　渡辺伝七
京都　飯田新七874 大賞
金牌
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表２－７ パリ万国博覧会（1900） 刺繡関係受賞者 
 
※東京国立文化財美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996年  
320、322、329、331、333、337-338、341－342、344頁より作成。人名は掲載表記に準じた。 
賞 分類 受賞者 出品者
刺繡 京都　飯田新七
刺繡 京都　西村総右衛門
刺繡 京都　京都糸物出品協会
刺繡 京都　小林久次郎
刺繡額面 神奈川　椎野庄兵衛
刺繡 京都　渡辺伝吉
刺繡 京都　谷口香嶠 （西村徳右衛門）
刺繡 京都　福井米吉 (飯田新七）
刺繡 京都　飯田藤次郎 (飯田新七）
刺繡 京都　加藤鉄次郎 (飯田新七）
刺繡 京都　斉藤卯兵衛 （西村総右衛門）
刺繡 京都　竹内栖鳳 (飯田新七）
刺繡額面 石川　川越政勝
刺繡屏風 神奈川　松浦吉松
刺繡 京都　田中利七
刺繡衣服 京都　北岡玄之助
刺繡 京都　今尾景年 （西村総右衛門）※群禽図下絵
刺繡 京都　碓井清次郎 (飯田新七）
刺繡額面 京都　弁天合資会社
刺繡屏風其他 京都　田中利七
刺繡屏風其他 京都　田中清七
刺繡屏風其他 京都　渡辺伝吉
刺繡扁額 京都　北岡玄之助
刺繡 京都　弁天合資会社
刺繡皿敷 大阪　村田徳松
刺繡額面 石川　能沢文助
刺繡手巾 石川　酢屋長次郎
刺繡 京都　田中清七
刺繡衝立 東京　鶴田直子
刺繡 京都　矢島稠多
刺繡手巾其他 石川　能沢文助
刺繡 京都　藤島太山 (飯田新七）
刺繡 石川　片山小太郎 （川越政勝）
刺繡 京都　柴田次山 （西村總右衛門）
刺繡 京都　高橋鍛次郎 （高橋鍛次郎）
刺繡 京都　渡辺セン （渡辺セン）
刺繡 京都　田村宗立 (田村宗立）
刺繡 京都　北岡二之助
刺繡類 高橋直之助
刺繡 石川　山下義保
刺繡 京都　長谷川三雄 (飯田新七）
刺繡 京都　香西房次郎 (飯田新七）
刺繡 京都　小川竹蔵 (飯田新七）
刺繡 京都　岡野順吉 (飯田新七）
刺繡 京都　武田金次郎 （西村總右衛門）
刺繡 京都　安田玉三郎 （西村總右衛門）
刺繡 京都　南部安太郎 (飯田新七）
銀牌協賛
銅牌協賛
褒状
銅牌
協賛
大賞
金牌
金牌協賛
銀牌
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表２－８ セントルイス万国博覧会 出品刺繡作品 
 
※東京国立文化財美術部編『明治期万国博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996年  
351-354、359、367、374、377頁より作成。人名は掲載表記に準じた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
区分 分類 出品者 作品名 賞
雪二鳥　刺繡壁掛
緑林　刺繡額
ライオン刺繡壁掛
孔雀刺繡壁掛
春暖　刺繡壁掛
松二鶴　刺繡屏風
春　扁額刺繡
夏　扁額刺繡
秋　扁額刺繡
冬　扁額刺繡
松二猿　刺繡額
孔雀　刺繡額
東京　中西儀兵衛 刺繡手巾 銅賞
京都　飯田新七 洋服地、着物刺繡類染織刺繡
京都　西村総左衛門 刺繡
京都　弁天合資会社 刺繡 銀賞
京都　鳥居栄太郎 刺繡卓被
京都　田中清七 刺繡類 銀賞
京都　田中利七 刺繡類
京都　高山興三吉 帛紗、卓子掛、友仙、刺繍図案
京都　金澤紦吉 刺繡徽章
大阪　村田徳松 刺繡額皿敷 金賞
大阪　山中商会　中山繁次郎 刺繡 金賞
長崎　江上定次郎 刺繡 銀賞
茨木　片岡冬吉 縫箔
愛知　山本賢次郎 刺繡 銅賞
愛知　斎藤光太郎 刺繡類 銅賞
愛知　森富貴 刺繡類 銅賞
滋賀　青木八右衛門 刺繡、屏風、掛物 銀賞
石川　金澤市聖路島 刺繡類
富山　長谷川庄蔵 刺繡額 銅賞
徳島　福永藤兵衛 刺繡壁掛、枕掛 銅賞
徳島　郡久太郎 刺繡屏風 銅賞
美術
第八科
染織刺繡
工業
第五十八部
「レース」
刺繡及
装飾品
最高賞
最高賞
最高賞
京都　飯田新七
京都　西村總右衛門
京都　田中利七
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表２－９ 内国勧業博覧会 刺繡作品の分類 
 
※内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録一』内国勧業博覧会事務局 刊年不明 例言
次頁、 
井上善博「美術と工業の間―内国勧業博覧会への区芸出品区分をめぐって」東京国立博物館、大阪市立美
術館、名古屋市博物館、NHK、NHKプロモーション、日本経済新聞社編『2005年日本国際博覧会開催記念
 世紀の祭典 万国博覧会の美術 パリ・ウィーン・シカゴ万博に見る東西の名品』NHK、NHKプロモー
ション、日本経済新聞社、2004年、155頁、 
内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録第 3回（明治 23年）』内国勧業博覧会事務局 
1890年 8頁、 
内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録ニ』内国勧業博覧会事務局 刊年不明 大阪ニ
ノ六、神ニノ九、愛知ニノ十九、 
内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録三』内国勧業博覧会事務局 刊年不明 廣ニノ
三、高ニノ四。東京国立文化財研究所美術部 編 
第四回内国勧業博覧会事務局『第四回内国勧業博覧会出品目録 第一部工業上』第四回内国勧業博覧会事
務局 1895年 252-253頁、 
第四回内国勧業博覧会事務局『第四回内国勧業博覧会出品目録 第一部工業下』315、525、544-545、548
554－555、617頁、 
第四回内国勧業博覧会事務局『内国勧業博覧会美術品出品目録』東京国立文化財研究所 1996年 42、52、
101、131、156、159、165、174、187、207、222、230、251、256、258、263、265、272、277-278、281、
285、306-307頁、以上より作成。 
人名は掲載表記に準じた。 
 
 
 
 
回数 区分 作品
一 第二区 製造物 第五類 造家並ニ居家需要ノ什器 額
第八類 蠶(かいこ)糸及ヒ絹糸 半襟、肩掛
第九類 衣服宝玉及装飾 寝間着、蒲団、帛紗、繡
第三区 美術 第二類 書畫 刺繡額
第六類 陶磁器及ヒ玻璃ノ装飾○雑嵌細工及ヒ象眼細工 縫箔額
二 第二区 製造品 第十一類 衣服及ビ装飾 肩掛
第三区 美術 第一類 彫鏤 書画衝立
第三類 各種書画 繡絵、繡画、屏風、色紙、扁額
三 第一部 工業 第十二類 衣服装飾其他雑品 屏風、懸幅、帛紗
第二部 美術 第一類 絵画 掛幅、人物、衝立、屏風
第四類 美術工芸 書繡、繡物、縫画
四 第一部 工業 第六類 衣服装飾具其他雑品 ネクタイ、ハンカチーフ、掛物
第二部 美術及美術工芸品 第二十一類 美術工芸 紗、額面、衝立、掛物、屏風、ハンカチーフ
五 第十部 美術美術工芸品 第八科第五十八類 染織刺繡類 染織物、刺繡友禅
332 
 
表２－10 第 1 回内国勧業博覧会 刺繡出展詳細 
 
区 類 作品 詳細（繡工名） 出品者 地域
2 5 額 縫箔、綸子、架―鷹 田中嘉七 東京
2 5 額 松畫刺繡、備後國御□群□道町 木村幸兵衛 広島
2 5 額 燕子花月ニ郭公刺繡 木村儀助 広島
2 8 卓被 黒繻子総縫 大村和吉郎 東京
2 8 縫帛紗 金糸縫 一色喜一郎 東京
2 8 肩掛 縮緬、色取合草花両面繡模様取合装飾総付 椎野庄兵衛 神奈川
2 8 衿 緋縮緬桜縫、紫鳥帽子紅梅縫 女工場惣代清水豊吉他一名 愛知
2 8 半襟 洋黒天鵞絨、竹割物縫、）洋緋縮緬竹本花縫 上田健次郎 愛知
2 8 衿 白縮羽二重、金糸縫 宮田松三郎 愛知
2 9 帛紗 黒繻子縫模様、浅黄 福永儀八 東京
2 9 卓被 縫模様（卓被針刺扁額　共ニ絑子製、黒色地、花鳥刺繡） 松義斤次郎 東京
2 9 帛紗 黒繻子縫模様、浅黄（秋田斧三郎） 林　勘兵衛 東京
2 9 帛紗 精好、縫画 大竹亀次郎 東京
2 9 帛紗 小、縮緬、紋章縫 井上忠次郎 東京
2 9 帛紗 白木綿縫箔（辻口宇兵衛） 辻新兵衛 東京
半襟 青海波縫（根本重兵衛）
髪掛 金糸吹雪縫
2 9 半襟 黒唐天金糸縫 高木太助 東京
2 9 半襟 壁綾金糸絹糸草花縫（坂本勇蔵） 加藤又二郎 東京
東京
東京
東京
2 9 半襟
縮緬地金糸色糸縫、緋色地縫、
白地縫、縮緬遊仙染船ノ縫
川村恒三郎 東京
2 9 半襟
縮緬桃色唐松金糸縫、浅黄地金糸梅花縫、
緋色亀金糸縫、紫地金糸鶴縫、桃色地桃花金糸縫、
黒地唐花金糸縫、縮緬錦子縫
佐々木幸三郎 東京
2 9 半襟 紫糸縫 根本寿々 東京
2 9 守袋 緋羅紗、金糸鶴、牡丹縫、縫箔（坂本勇蔵） 篠崎角太郎 東京
2 9 巾着 金糸、縫箔模様（村上徳三郎） 鶴淵初蔵 東京
2 9 巾着 緋羅紗、鶴亀縫箔（和泉谷吉五郎） 佐藤伊右衛門 東京
2 9 巾着 羅紗、金糸模様 細田庄五郎 東京
2 9 巾着 錦襴古代模様、縫箔（川原徳兵衛）、白羅紗、宝縫 柳田清七 東京
2 9 巾着 鼠色羅紗、宝物縫（銕五郎）、紅羅紗、亀、岩縫 杉山徳兵衛 東京
2 9 巾着 黒繻子末広形、鯉縫 永田藤兵衛 東京
2 9 貨幣入 鶴亀縫 木津安兵衛 東京
2 9 繡 人物模様 永井理兵衛 大阪
2 9 繡 糸模様 三浦新七 大阪
2 9 繡 糸、帛紗 松谷半右衛門 大阪
2 9 繡 糸、二枚折屏風仕立山水花鳥人物模様 和田鶴松 大阪
寝間着 絹、西洋婦人用燋茶地草花繡模様横濱本町、
蒲團 繻子、表浅黄地鶴集鳥ノ繡模様裏海氣
袗メ 縮緬、琥珀織地、取交装飾總付
2
絹、黒地草花鳥ノ繡模様、繻子、浅黄地ニ魚繡模様額面
同浅黄地花ニ人物繡模様
椎野庄兵衛 神奈川2 9
帛紗
縮緬、西洋婦人用、浅黄地草花浅黄糸繡模様辨天道、
白地草花白糸繡模様、□色地草花鴇色糸繡模様
加太八兵衛 神奈川肩掛8
東京
天鵞絨金糸紗綾形総縫
（鈴木伊之助、神田久右衛門、小林栄三郎、豊泉安五郎）、
編縫、浦島太郎亀乗縫、繻子鷲鶴縫、緋色地業平縫、
浅黄地金糸絹糸龍虎縫、
各色地金糸色糸人物花鳥縫
2 9 蒲生栄助
2 9 半襟 下田ムラ
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※内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録一』内国勧業博覧会事務局 刊年不明、東二
区五類ノ三三、東二区八類ノ二、東九類ノ二、二〇、二一、三二、三三、東三ノ八、十四―十五、 
内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録ニ』内国勧業博覧会事務局 刊年不明、京都は
印刷不明瞭につき記入なし、大阪ニノ六、神ニノ九―十、愛知ニノ十九、 
内国勧業博覧会事務局『明治十年内国勧業博覧会出品目録三』内国勧業博覧会事務局 刊年不明  
廣ニノ三、高ニノ四、 
内国勧業博覧会『明治十年内国勧業博覧会出品目録 陶磁、蒔絵、繡綵』内国勧業博覧会 1879年 
73、75-77、79-80頁 
東京国立文化財研究所美術部編『内国勧業博覧会美術出品目録』東京国立文化財研究所 1996年 
42、52、101、312、317、338頁、以上より作成。  
人名は掲載表記に準じた。 
 
 
 
区 類 作品 詳細（繡工名） 出品者 地域
半寝間着 同表茶地草花紫色糸繡模様裏紫海氣
蒲團 繻子、黒地草花花鳥色糸繡模様、裏鼠色海氣
枕 繻子、表浅黄地草花色糸繡模様、裏繻子
針刺 同、表鴇色地花鳥鳥色糸繡模様裏鴇色繻子
ﾏﾜｼﾄﾝﾋﾞ 縮緬地、西洋婦人用、白色草花白糸繡模様
帯 琥珀、同黒地色糸繡模様、縮緬白地草花、色糸繡模様
ﾃｰﾌﾞﾙ掛
純子、表地白茶草花鳥色糸繡模様廻り
糸飾リ付裏紅梅色海氣
2 9 刺崩縫 綿糸、秋ノ七艸（福田丑太郎、太田茂男） 徳島支廉 高知
3 2 額 白絖、文字縫（秋田斧三郎） 林　勘兵衛 東京
3 6 縫扁額 裂、金絲模様付（村上徳三郎） 鶴淵初蔵 東京
3 6 縫繪額 黒繻子、毘沙門ニ鬼図 石川兼太郎 東京
3 6 縫繪額 絹、鹿ノ図 大久保久右衛門 東京
3 6 縫箔額 緋羅紗、黒羅紗、花鳥図 田中忠兵衛　 東京
3 6 縫繪額 繻子、人物模様 黒田辰五郎 東京
3 6 縫箔額 金銀、絹糸、花鳥模様、(鈴木芳太郎) 鈴木クメ 東京
3 6 染絵額 扁額、友禅染、宮女二人ノ図（刺繡） 梅原虎之助 東京
屏風
羽二重地、友仙刺繡交リ四条川端雪景宇治川堤蛍狩、
飾総付、絹地、友仙刺繡美人ノ図
衝立 大、官紗張、友仙染繡交リ鴛鴦ニ芦
3 6 掛物 広幅塩瀬郭子儀表装共友仙染上ケ繡交リ 西村総右衛門 京都
刺繡 羽二重に花瓶模様刺繡（龍紋賞） 山崎倭文 京都
刺繡 田中利兵衛 鳳紋賞牌
西洋枕刺繡 吉益正雄 花紋賞牌
袋 帕絹袋、琥珀製、菊鶏ノ刺繡 不明 不明
不明 帕紗製（刺繡） 永嶋三右衛門 東京
飾枕 飾枕絹製彩花ノ刺繡 富田ヌヒ 東京
卓被 卓被五枚、袱三枚、共ニ塩瀬製、歩障二脚共ニ紗製 田中利兵衛 京都
大歩障 大歩障、紗製、鴛鴦ノ図 西村総右衛門 京都
3 不明
不明
3 6 坂口清兵衛 京都
額 羽二重地、美人写真花ノ丸刺繡、美人写真孔雀刺繡、
美人写真牡丹唐草繡、友仙刺繡交リ官女ノ図
2 9
寝間着
繻子、西洋婦人用、表浅黄地、草花紅梅糸繡模様、
裏紅梅絹、海氣、同表紺地草花浅黄糸繡模様、
裏浅黄海氣、琥珀、西洋男用、表茶地草花繡模様飾リ附、
裏空色海氣、海氣、同表空色地草花鼠色糸繡模様、
裏鼠色海氣
加太八兵衛 神奈川
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表２－11 宮内庁三の丸尚蔵館 開催「美術染織の精華」展出展作品 
 
※宮内庁三の丸尚蔵館編『三の丸尚蔵館展覧会図録 No.54 美術染織の精華-染・織・繡による 
明治の室内装飾』財団法人菊葉文化協会 2011年より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｎｏ 作品名 作者 制作時期
1 塩瀬友禅に刺繡「南天に雀図」掛幅 明治10年代
2 塩瀬友禅に刺繡「海棠に孔雀図」掛幅 西村總左衛門 明治14年
3 塩瀬友禅に刺繡「薔薇に孔雀図」掛幅 西村總左衛門 明治15年頃
4 塩瀬友禅に刺繡「嵐山渡月橋図」掛幅 明治20年頃
5 刺繡「嵐山春秋図」屏風 西村總左衛門 明治23年
6 刺繡「水中群禽図」額 西村總左衛門 明治32年
7 刺繡「孔雀図」壁掛 飯田新七 明治33年頃
8 刺繡「四季草花図」屏風 飯田新七 明治35年
9 刺繡「菊に鳩図」額 飯田新七 明治44年
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表２－12 実践女学校 高等師範部 手芸科 大正１０年 学科課程 
 
※手芸は刺繡・造花及編物の中二科を選修せしむ 
※※ 実践女子学園八十年史編纂委員会『実践女子学園八十年史』実践女子学園 1918年 
163-165頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学　科 週（時） 第一学年 週（時） 　　　　　第二学年 週（時） 第三学年
修　身 2
実践倫理
礼法
2
実践倫理
倫理学
2 国体及国民道徳
教　育　 2
心理学
倫理学大要
2 教育学 2
教授法
管理法
学校衛生
教育実習
国　語 3
購読
作文
習字
3
購読
作文
習字
2 同左
手芸（刺繍） (7) 基本的繍方及其応用 (7) 各種刺繍の応用 (7) 高等刺繍法
手芸（造花） (7)
各種鏝及用器の使用法
染色法、
植物形態の一班花弁の模造等
(7) 各種模造の応用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花の纏め方(7)
実物写生
花の盛方
植方
挿方
手芸（編物） (7)
ヘーゲル編方
五本針編方
及応用
(7)
二本組針編方
曲金編方
及其応用
(7)
二本針編方・網針
編方及び其応用
丸打平打及其応用
裁　縫 3 衣服の裁方・縫方・繕方 3 同左 4 同左
図　画 2 臨画・写生画 2 写生画・考案画 2 同左
家　政 2 衣食住 2
家政上に表はれたる人文史
割烹実習
2 同左
体　操 2 体操・薙刀 2 同左 2 同左
計 30 30 30
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表２－13 女子工芸学校 学科課程 明治 32 年  
 
※実践女子学園八十年史編纂委員会『実践女子学園八十年史』実践女子学園 1918年 82-84頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
　学　科 週（時）       第一学年 週（時）        第二学年 週（時）         第三学年
　修　身 1 女徳の要旨 1 同左 1 同左
　読　書 4 読方、作文 3 同左 4 同左
　算　術 2
筆算加減
珠算加減
2
加減乗除
分数少数
2
諸等数
比例
　理　科 1 職業上必要たる理科の大意 1 同左
地理、歴史 1 本那地理大要 1 本那歴史大要
　家　事 3
衣食住
家事衛生
家計簿記
育児大要
　裁　縫 10
小裁
中裁
大裁
衣服
襯衣
下袴
10
同左
袴羽織
被布帯
外套
10
同上
婦人服の類
　編　物 3
錘針編
釣針編
　刺　繍 8 平縫、玉縫、刺縫 8
同左
縫金糸縫
平盆縫
すが縫
8
同左
星縫から縫盆
糸縫
友染縫
両面縫等
　造　花 6
紙製
寒冷紗製
6
同上
絹製其他
　押　花 4
生華
立華
盛華
4 同左
　図　画 6
水墨画
写生
6
同左
模様画
8 同左
陶器画
　挿　絵 4 花弁 4
同左
虫鳥類
4
同左
人物獣類
　速　記 5
速記法
実地練習
　看病法 3
生理衛生の大意
看病法
実習練習
3 同左
　割　烹 3
講述
実地復習
3 同左
　写真術 4 講述　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実地復習4 実地復習
　通　年 45 56    61　（※上記の合計は60）
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表２－14 共立女子職業学校 甲科（三年課程）術科・学科課程 明治 19年  
 
※術科はこの中から一、二科目修める。 
※※共立女子学園百十年史編纂委員会『共立女子学園百十年史』共立女子学園 1966年 
13-14頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
術科
裁縫
編物
刺繍
造花
押絵
組糸
図画
学科 週（時） 第一年 週（時） 第二年 週（時） 第三年
読書 2
読方
普通文
作文
消息文
2 同左 2 同左
習字 2
平仮名
行書
草書
1
行書
草書
1 同左
算術 2 加減乗除 2
分数
少数
度
量
衡
貨幣
2
比例
簿記
家事 2
衣食住に関する
理学上の事実
2 同左 2 同左
理科 2 自然の現象及び自然物 2 同左 2 同左
水墨画
鉛筆画等
水墨画
灰筆画
用器画等
蒔絵
陶器画
石盤画
工芸画等
蒔絵
陶器画
玩具及び装飾品 同左 同左
同左同左丸打、平打類
綴縫
平縫等
けし縫
すが縫等
同左
すがら縫
肉入縫等
装飾品 同左 同左
第一年
小裁、中裁衣服類
ミシン使用法
衣服付属品及び装飾品
第二年
本裁衣服及び付属品等
西洋衣服及び付属品等
第三年
同左
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表２－15 共立女子職業学校 乙科（一年課程）術科・学科課程 明治 19年  
 
※術科はこの中から一、二科目修める。 
※※共立女子学園百十年史編纂委員会『共立女子学園百十年史』共立女子学園 1966 年 14-15 頁より作
成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
術科 内　　　容
裁縫
日本服　各種の衣服及付属品
西洋服　子供婦人の衣服及付属品
編物 衣服付属品及装飾品等
刺繍　 綴縫、平縫、けし縫等
造花 装飾品
押絵 玩具及装飾品
組糸 丸打、平打類
紙細工 日用品の類
藁細工
材料の使用法
編方及各種の細工
玩具 理学上の玩具等
洗濯
水、糊及薬品の性質、使用法
諸物の洗方、仕上等
学科 内　　　容
読書 読方、普通文、作文、消息文
習字 平仮名、行書、草書
算術 加減乗除
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表２－16 明治・大正期 女学校からの主な博覧会出品状況 
 
※共立女子学園百十年史編纂委員会『共立女子学園百十年史』共立女子学園 1966年 103-105頁 
より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
年度 展覧会名称 学校名 備考
明治22
（1889）
パリ万国博覧会
共立
参加。生徒の製品を出陳し銀牌を受く
明治23
（1890）
第三回内国勧業博覧会（大阪）
共立 出品。有功賞を受く。有功二等賞。
明治24
（1891）
シカゴ・コロンブス万国博覧会
共立 参加。生徒の製品を出陳し銀牌及び賞状を受く
明治26
(1893)
シカゴ世界博覧会
共立 出品。銀牌及び賞状を受け取る
明治28
（1895）
第四回内国勧業博覧会（大阪）
共立 出品。有功賞を受く。有功一等賞。
明治33
(1900)
パリ万国博覧会
共立 参加。生徒の製品を出陳し大賞及銀牌
明治36
(1903)
第五回内国勧業博覧会（京都）
共立 生徒の製作品及び本校一覧表を出品。一等賞受賞。
セントルイス博覧会 共立
参加。文部省より出品要請あり、各科製品及び教授要旨一覧表を出品。
最優等大牌賞を受ける。校長、手島精一、校長補佐、宮川保全に協賛
人として金牌を受領。
豪州婦人博覧会 共立 参加。各科の製品を出陳。
共立
各科の製作品を出品。名誉銀牌受賞。校長、手島精一、
校長補佐、宮川保全に協賛人として協賛賞を受賞。
女子美 刺繍、造花、裁縫などが出展。
実践 ロンドン。生徒の工芸作品及び校舎の写真等を出展。
共立 出品。各科の製作品に名誉大賞、造花科に銀製大盃を贈られる。
大正博覧会 共立 出品。金牌受賞
大正３
(1914)
大正博覧会 女子美 出品。銀牌、賞状。
大正４
(1915)
パナマ・パシフィック国際博覧会
女子美
サンフランシスコにて。富士山を刺繍した額、乱菊模様のクッション、
「孔雀図」衝立。文部省より補助金。金牌と賞状。
大正７
(1918)
家事科学博覧会
女子美 刺繍、造花、裁縫などが出展。
共立 出品。銀牌有功賞受賞。
女子美 刺繍｢吾妻遊び｣｢東大寺唐鞍」を出展。
大正14
(1925)
パリ現代装飾品及び工芸品、
蛮行博覧会
共立 出品。金牌賞受賞。
明治37
（1904）
　
明治40
（1907） 東京勧業博覧会
日英博覧会明治43
（1910)
大正13
（1924)
ローマ法王庁布教博覧会
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表２－17 私立女子美術学校 学科課程（本科普通科）明治 33年 
 
※東京都『東京の女子大学』東京都 1969年 96-99頁。 
表２－18 私立女子美術学校 学科課程（刺繡科高等師範科）大正 6 年 
 
※女子美術大学略史編纂委員会『女子美術大学略史』学校法人女子美術大学 1900年 33頁。 
　学　科 週（時）              第一学年 週（時）      第二学年 週（時）         第三学年
日本画科 21
臨画
写生
21
図案
写生
図按
21
写生
新披図按
西洋画科 21
臨画
木炭
21 写生　　　　　　　　　　　　　木炭 21 水彩画
彫塑科 21
木災画
プラステナ模造
油絵
21 写生 21 写生
蒔絵科 21 平蒔絵 21 色蒔絵 21
高蒔絵
応用新案
編物科 21
臨画
写生
21 図按
造花科 21
紙及木綿各種
草木花弁写生
21
同左
写生
21
同左
絹製及室内装飾
刺繍科 21
写生
臨画
21
図按
写生
21
図按
写生
副　科 週（時）       第一学年 週（時）         第二学年 週（時）       第三学年
修身科 1
人倫
道徳ノ要旨
1
同左
女礼
1 　同　左
読書科 1 購読 1 　同　左 1 　同　左
作文科 1 日用文 1 　同　左 1 　同　左
習字科 1 楷行草及平仮名 1 　同　左 1 　同　左
算術科 1
珠算加減乗除
筆算分数少数
1 同相場割諸等及諸比例 1 百分算
家政科 1 衣食住家事管理 1 　同　左 1
家計簿記
育児法
裁縫科 3 通常衣服裁方縫方 3
同左
上袴羽織裁方縫方
3 洋服裁縫
学　科 週（時） 　　　　　第一学年 週（時） 第二学年 週（時） 第三学年
修　身 1 道徳の要領 1 同左 1 倫理学説
18
同左
動物
紋縫
18 各種水彩・油絵縫方
造花・編物・嚢物　※ 6 実習 6 同左 6 同左
図　画 6
毛筆画
鉛筆画
用器画
6 同左 6 同左
染色法 1 理論及び実習 1 同左 1 同左
教　育 2 心理及び教育の大要 2 教育学原理、教育史2
教授法
管理法
実地授業
国　語 2 購読、作文 2 同左 2 同左
花鳥
山水
果実
人物
18
各種縫方
花鳥
18刺繡実技
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表２－19 明治期後半刺繡指南書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
No 出版年 書　　　名 　　著　　者
1 明治32 女子手藝術要訣 下田　歌子
2 明治35 刺繡教科書 富田　たか子
3 明治35 女子の手藝 鏑木　かね子
4 明治37 實用刺繡術 磯村　大次郎
5 明治37　 裁縫細工物全書 岡本　政子
6 明治40 刺繡術新書 梶山　彬
7 明治41 刺繡獨習書 上村　玉絲
8 明治42　 刺繡術指南書 磯村　大次郎
9 明治42　 家庭之寶 宇野　長次
10 明治42　 造花と刺繡 的場　鮏之助
11 明治44 刺繡全書 米田　善太郎
12 明治45 婦女寶鑑 国分　操子
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表２－20 刺繡指南書に掲載の刺繡技法 
 
※書名は表２－19の書名と連動する。 
　繍　法　＼　書　名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
平・平糸繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肉入・肉・高・饅頭伏繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉・いぼ・相良繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
菅繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伏・綴繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
刺繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
つぎ針繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
両面繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
白繍 ○ ○ ○ ○ ○
すから繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
まつい・纏繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
絽刺繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
切嵌繍 ○ ○ ○
鹿子繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○
七子・斜子繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○
天鵞絨繍 ○ ○ ○ ○
モール繍 ○ ○ ○ ○ ○
真珠繍及南京玉繍 ○ ○ ○ ○
金絲繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○
平金繍 ○ ○ ○ ○
毛絲繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○
釜絲繍 ○ ○ ○ ○
友染・切伏繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○
芥子・星繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
筵繍 ○ ○
組繍 ○ ○ ○ ○
網代繍 ○ ○ ○ ○
蛇腹繍 ○
すがらの繍 ○
松葉繍 ○ ○
毛刺繍 ○ ○
紋繍 ○
しべ繍 ○
織・變繍 ○
朧刺 ○
車輪線 ○
要の責め繍 ○
金糸肉入繍 ○
挿繍 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
合計　（39種類） 14 19 12 20 11 30 13 12 14 18 17 21
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表３－１ 農商務省図案及作品展覧会 刺繡入賞作品 (大正 2年―昭和 2年) 
 
※ 農商務省編『農商務省第一回図案及応用作品展覧会図録』画報社 1913年 6-7頁、 
農商務省編『農商務省第二回図案及応用作品展覧会図録』画報社 1914年 2、5-6頁、 
農商務省編『農商務省第三回図案及応用作品展覧会図録』画報社 1915年 9-10頁 以上より作成。 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
大正2年 1 219 菊花刺繡三枚折屏風 一枚 鈴木治親(京都）
木多萬翠
(京都）
220 蕗ニ倭鶏刺繡堅額 一面 柴田儀蔵(東京）
川村清雄
(東京）
222 百花友仙刺繡天鵞絨女帯地 一本 井上萬次郎(京都）
大津晴霞
(京都）
237 起請模様刺繡椅子布団図案 一枚
古田立次
(東京）
238 牛馬模様刺繡椅子布団図案 一枚
古田立次
(東京）
239 阿媽港模様刺繡椅子布団図案 一枚
古田立次
(東京）
240 蝦夷鶴模様刺繡椅子布団図案 一枚
古田立次
(東京）
241 カジュラハ紋布団図案 一枚
古田立次
(東京）
242 霞鳥悪蛇模様刺繡椅子布団図案 一枚
古田立次
(東京）
243 網蜩模様刺繡翅目装飾図案 一枚
古田立次
(東京）
244 柏模様装飾図案 一枚
古田立次
(東京）
247 猫模様刺繡扁額 一枚 箸尾清　(京都）
箸尾清
（京都）
西村總左衛門
273 ドロンウォーク卓子掛図案 一枚 闌口政太郎(横浜）
闌口政太郎
(横浜）
274 グラニットリネンドロンウォーク卓子掛 一枚 位下トフ(横浜）
鈴木徳太郎
(横浜）
275 グラニットリネンドロンウォーク卓子掛図案 一個
鈴木徳太郎
(横浜）
276 木綿及リネンバテンレース卓子掛 一枚 渡江モト(横浜）
秋山次郎
（横浜）
277 木綿及リネンバテンレース卓子掛図案 一枚
秋山次郎
（横浜）
大正3年 2 65 刺繡及染織応用洋傘図案 一枚
園井昔光
(東京）
同左
165 鶏頭模様刺繡風呂先屏風 一個 箸尾清(京都） 同左 同左
167 花鳥模様羽二重刺繍ハンカチーフ 一枚 中西儀兵衛（東京）
168 檜扇草模様羽二重刺繡ハンカチーフ 一枚 中西儀兵衛（東京）
183
姫百合模様絹綿交織に刺繡細工広掛椅
子張地
一枚 高橋玉吉（京都）
飯田徳三郎
（京都）
同上 上記付属図案 二枚
飯田徳三郎
（京都）
186 花園模様糸綿刺繡応用女帯 一本
大正4年 3 319 湖畔の図刺繡 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
336 熱国模様刺繡帯地 一本 山田九蔵(京都）
山田江秀
(京都）
337 花鳥模様刺繡応用女帯地 一本 岡本恒次郎(京都）
山鹿清華
(京都）
341 切裂エジプト縫札入 一個 熊谷卯八(東京） 同左 同左
342
舌切雀、桃太郎模様赤砂金綾地刺繡入り
子供用クッション
一封 柴田儀蔵(東京）
神原岩次郎
(東京）
高島屋飯田合名会社貿易店（東京）
350 京の春雨刺繡扁額 一個 箸尾清(京都） 同左 西村總左衛門東京支店(東京）
高島屋飯田合名会社（京都）
高島屋飯田呉服店（京都）
笠原庄太郎(横浜）
飯田新七(京都）
同左
同左同左
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※農商務省編『農商務省第四回図案及応用作品展覧会図録』画報社 1916年 2、9頁より作成。 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
49 裏庭模様刺繡装飾図案 一枚
闌瓦用
(京都）
50 刺繡図案 一枚
原規一
(石川）
51 夏ノ朝ノ図磁器珈琲具ト刺繡袋図案 一枚
湯川左右
(東京）
56 刺繡応用クッション図案 一枚
山本勇治
(東京）
59 刺繡応用クッション図案 一枚
佐々木猛
(東京）
179 方形櫻花模様刺繡入ドロンワーク卓掛 一個 伊藤始子(東京） 同左 同左
288 琥珀地寒国ノ夕日刺繡額 一面 箸尾清(京都） 同左 西村總左衛門(東京)
290 植物模様刺繡応用クッション 一枚 宮澤慶助(東京） 同左 同左
296 菊模様織地金糸繡手箱 一個 高橋玉吉（京都）
大津晴霞
(京都）
297 肖像琥珀地絹糸刺繡扁額 一面 西村照雄(京都） 同左
298 古代樺鳥模様相趣織女帯地 一本 箸尾清(京都）
山田仁秀
(京都）
山田九蔵(京都）
299 草花模様織物刺繡女帯地 一本 由井緑蔭(京都）
山鹿清華
(京都）
300 天平式花鳥模様織物刺繡女帯 一本 成田寅吉(京都)
上田黄雲
(京都）
303 天平式染織紋刺繡応用女広帯 一本 由井緑蔭(京都）
岸本春景
(京都）
304 草花模様刺繡応用女帯地 一本 藤井達吉(東京） 同左
305 四ノ花瓶刺繡卓掛 一枚 藤井くわ(東京） 同左 同左
306 熊谷草麻地刺繡二枚折屏風 一双 藤井錫子(東京） 同左 同左
307 源氏刺繡金華錦女帯地 一枚 由井緑蔭(京都） 同左
309 刺繡応用仙境模様佳良錦女帯地 一本 小川興三郎(京都）
狩野秀峰
(京都）
310 織物刺繡併用新案繍彩錦女帯地 一本 箸尾清(京都）
小田法秀
(京都）
飯田新七(京都）
山田九蔵(京都）
312 總縫模様皮製本金装飾新案錦繍手箱 一個 由井緑蔭(京都）
山鹿清華
(京都）
飯田新七(京都）
313 海岸刺繡額面 一個 箸尾清(京都） 同左 同左
314 月ノ出刺繡額面 一個 箸尾清(京都） 同左 同左
315 森刺繡額面 一個 箸尾清(京都） 同左 同左
316 金通織地繡卓センター 一枚 田中利七(京都） 同左 同左
317 金通織地繡枕掛 一対 田中利七(京都） 同左 同左
318 金通織地繡枕掛 一対 田中利七(京都） 同左 同左
319 金通織地繡衝立用本紙 一枚
田中利七
(京都）
同左
320 金通織地繡丸帯 一本 田中利七(京都） 同左 同左
高島屋飯田合名会社東京店（東京）
高島屋飯田合名会社東京店（東京）
岡本恒三郎(京都）
小谷孫右衛門京都）
大正5年 4
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※農商務省編『農商務省第五回図案及応用作品展覧会図録』画報社 1918年 9-10頁、 
農商務省編『農商務省第六回工芸展覧会図録』画報社 1919年 5-16頁以上より作成。 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
85 刺繡写真裌図案 一枚 大坪重周 同左
320 櫻草ト「トレニア」ノ花模様刺繡屏風 一枚 渋江修吉(東京） 同左 同左
323 薔薇模様刺繡丸形手提袋 一個
高島屋飯田株式会社横浜支店(横
浜）
324 亟根「ウツギ」ノ花麻地刺繡二枚折 一個 藤井錫(東京） 同左 同左
325 柳模様蝋纈刺繡麻地二枚折 一個 藤井くわ(東京） 同左 同左
326 山ウツキ實猫ヤナギ毛織刺繡クッション
2枚1
組
藤井くわ(東京） 同左 同左
331 湖畔ノ朝刺繡額面 一個 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
332 三保海岸刺繡額 一個 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
333 更紗模様刺繡卓被 一個 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
334 集花模様刺繡卓被 一個 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
335 菊模様刺繡卓被 一個 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
336 鳥之模様刺繡卓被 一個 箸尾清(京都） 武田五一(京都）
高島屋飯田合名会社東京店（東京）
野呂安佐衛門
343 唐花調綿刺繡丸帯 一本 箸尾清(京都） 箸尾清(京都）
344 曼多羅繡欄織丸帯 一本 龍村半蔵(京都） 堂本印象(京都）
山鹿清華(京都）
吉田利二郎(京都）
347 更紗模様刺繡丸帯 一本 小川興三郎(京都） 同左 同左
348 印度縫綾地片側 一本 山内庄造(京都） 岸本景春(京都） 山口源兵衛(京都）
354 白熊刺繡額 一本 五十嵐秦治(京都）
高島屋飯田貿易店
(東京）
355 孔雀刺繡簾 一対 碓井清三郎(京都）
高島屋飯田貿易店
(東京）
356 山水景模様刺繡足利織物 一本 田中利七(京都） 同左 同左
箸尾清(京都）
高島屋飯田合名会社東京店（東京）
高島屋飯田貿易店(東京）
吉田元三(京都）
山鹿清華(京都）
346 鳥獣模様刺繡応用室内装飾用織物 一枚 由井緑蔭(京都）
大正7年 5
342 中亜華紋刺繡純子丸帯 一本 箸尾清(京都）
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※農商務省編『農商務省第六回工芸展覧会図録』画報社 1919年 5-16頁より作成。 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
155 おしろいノ花模様刺繡二曲屏風 一個 渋江修吉(東京） 同左 同左
169 帰リ路、刺繡額面 一魚 箸尾清(京都） 同左 同左
180 菊模様刺繡衣桁形二折 一双 柴田儀蔵(東京） 本田萬翠(京都） 高島屋飯田株式会社（京都）
187 孔雀模様刺繡三曲屏風 一個 田中利七(京都） 同左 同左
269 刺繡入更紗書畫文庫 1組3揃田中利七(京都） 同左 同左
416 刺繡入更紗カキ畫帯 一本 田中利七(京都） 同左 同左
417 壁畫模様刺繡箔錦女帯地 一本 吉田元造(京都） 吉田元造(京都） 高島屋飯田合名会社東京店（東京）
418 花鳥模様染刺繡女帯地 一本 吉田利三郎(京都） 岸本景春(京都）
429 天平模様染刺繡女帯地 一本 吉田利三郎(京都） 山鹿清華(京都）
440 上代縫更紗模様刺繡女帯 一本 藤本信保(東京） 藤本信保(東京） 高島屋飯田合名会社東京店（東京）
480 書更紗山形金唐皮刺繡応用厚板女帯地 一本 岡本恒次郎(京都） 同左 同左
520 静夜模様刺繡額面 一個 高澤楓江(東京） 同左 同左
561 白地角形模様刺繡手提袋 一個 由井緑蔭(京都） 同左 同左
562 オーム模様刺繡クッション 一個 碓井清三郎(京都） 神原岩次郎
563 土耳古模様抜染応用刺繡クッション 一個 飯田清左衛門 飯田清左衛門
564 角形草花模様刺繡手提袋 一個 由井緑蔭(京都） 同左 同左
568 更紗式長方形刺繡卓被 一点 箸尾清(京都） 宇都宮誠太郎(京都） 箸尾清(京都）
570 椿模様白茶色石目織刺繡卓子掛 一枚 八木栄三（京都） 八木栄三（京都） 西村總左衛門東京支店（東京)
571 玩具模様子供室用刺繡卓子掛 一枚 碓井清三郎(京都） 神原岩次郎(京都） 高島屋飯田株式会社（京都）
573 更紗式角形刺繡卓被 一枚 箸尾清(京都） 宇都宮誠太郎(京都） 箸尾清(京都）
574 水連模様刺繡三角形卓子掛 一枚 増田奥五郎（京都） 同左 高島屋飯田株式会社（京都）
575 唐草模様茶色砂子？刺繡絹卓子掛 一枚 堀　久三郎(東京） 同左 西村總左衛門東京支店（東京)
576 更紗式刺繡卓子被 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
578 刺繡クッション 一枚 大野隆平（津） 同左 同左
579 花鳥模様刺繡クッション 一枚 吉田芳次郎(横浜) 同左
580 花鳥模様刺繡クッション 一枚 吉田芳次郎(横浜) 同左
581 更紗模様刺繡クッション 一枚 山下頼三(横浜） 同左
583 更紗模様刺繡クッション 一枚 山下頼三(横浜） 同左
583 更紗模様刺繡クッション 一枚 山下頼三(横浜） 同左
584 更紗模様刺繡クッション 一枚 山下頼三(横浜） 同左
585 花蝶模様刺繡クッション 一対 渡辺乙五郎(横浜） 同左
586 花蝶模様刺繡クッション 一対 平井晋三(横浜） 同左
587 花蝶模様刺繡クッション 一対 平井晋三(横浜） 同左
589 市松地禽し菊刺繡欧米婦人用室内着物 同右 同右 高島屋飯田（株）横山支店（横浜）
606 竹ニ草模様麻地刺繡二枚折 一個 藤井くわ（東京） 同左 同左
607 山つつじ模様麻地刺繡二枚折 一個 藤井錫子(東京） 同左 同左
吉田元三(京都）
大正8年 6
高島屋飯田株式会社（京都）
西村總左衛門横浜支店（横浜)
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※農商務省編『農商務省第七回工芸展覧会図録』画報社 1920年 1-10頁、 
農商務省編『農商務省第八回工芸展覧会図録』画報社 1921年 3、8-10頁、 
農商務省編『農商務省第九回工芸展覧会図録』画報社 1922年 3、8-9頁以上より作成。  
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
8 草花模様刺繡染色応用クッション図案 一帖 神山直(埼玉） 同左
9 新□模様織物刺繡手編レース応用手提図案一帖 中山古城（東京） 同左
22 刺繡手提図案 一帖 湯川左右(大阪） 同左 湯川静子(大阪）
67 刺繡ストーブ前立図案 一帖 上野正之助(東京） 同左
216 南華苑境鹿皮穂刺繡女帯地 一本 小谷孫右衛門(東京） 同左
220 東華模様金梨地織總詰女帯地 一本 箸尾清(京都） 同左
291 桐柾三重刺繡文庫 一組 田中利七 同左 同左
297 日向草鶏頭花刺繡クッション 二帖一組藤井悦(東京） 同左 同左
298 □形楓鹿フロク刺繡織物掛物 一枚 大野隆平(津） 同左 同左
311 花鳥模様紗地□紙手提□ 一個 市井春(京都） 同左 同左
316 野ぶどう刺繡二枚折屏風 一組 藤井錫（東京） 同左 同左
263 茄子ト胡瓜模様刺繡クッション 二枚 藤井悦(東京） 同左 同左
266 緞子刺繡物語模様女片側帯地 一本 三宅清治郎(京都） 同左 同左
268 緞子刺繡丸紋模様女片側帯地 一本 三宅清治郎(京都） 同左 同左
275 駄赤琥珀秋の山水模様刺繡クッション 一枚 神奈岩次郎(東京） 上林千代
276 青磁金通夏ノ□画模様刺繡クッション 一枚 碓井清三郎(東京） 内海五男(東京）
319 航海模様刺繡屏風 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
320 庭園模様刺繡屏風 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
322 壁画模様□錦織刺繡丸帯 一本 吉田利三郎(京都） 箸尾清(京都） 高島屋呉服店(東京）
328 緞子刺繡花鳥模様女片側帯 一本 三宅清治郎(京都） 同左 同左
329 うす幕内海刺繡額面 一本 山内利(東京) 同左 同左
大石浦春(東京）
磯貝文次郎(東京）
森川春吉(東京）
333 石楠花刺繡二枚折屏風 一点 藤井錫(東京) 同左 同左
334 棕櫚ニ七面鳥模様刺繡二枚折屏風 一点 柴田儀蔵(東京） 同左 高島屋飯田呉服店
335 高原ノ花模様刺繡二枚折屏風 一点 藤井くわ(東京） 同左 同左
341 抜染刺繡博多女片側帯 一本 三宅清治郎(京都） 同左 同左
342 雨後ノ夕映刺繡額面 一面 駒井草活(京都） 同左 同左
343 天寿餘情模様刺繡丸帯 一本 箸尾清（京都） 野村紫香(京都） 箸尾清（京都）
285 蓮地刺繡額面 一面 高澤梅一(東京） 同左 同左
300 春山草模様蝋纈刺繡麻地二枚折屏風 一帖 藤井錫(東京) 同左 同左
301 秋山草模様蝋纈刺繡麻地二枚折屏風 一帖 藤井くわ（東京） 同左 同左
303 花鳥模様描線刺繡併用華布卓被 一枚 由井緑蔭(京都） 福田翠光
305 花鳥華布刺繡織物廣帯 一本 箸尾清(京都） 同左
326 楽園刺繡屏風 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
343 天国徐情模様刺繡丸帯 一本 箸尾清(京都） 野村紫香
高島屋呉服店
大正9年 7
大正10年 8
332 貝式刺繡平和模様黒朱子九寸帯 一本 羽村青柳(東京） 大石萬次郎(東京）
高島屋呉服店
高島屋呉服店
大正11年
3月
9
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※農商務省編『農商務省第十回工芸展覧会図録』画報社 1922年 8-10頁、 
農商務省編『農商務省第十一回工芸展覧会図録』画報社 1925年 1-12、7-9頁以上より作成。 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
301 更紗刺繡苺錦帯 一枚 同右 同右
302 孔雀刺繡糸錦廣帯 一本 同右 同右
304 「山路ニテ」刺繡帯 一本 藤井錫(東京) 同左 同左
315 古代印度模様刺繡更紗式男帯 一本 同右 同右 福岡市松居織工場(福岡）
345 湖畔の図刺繡四曲屏風 一偲 箸尾清(京都） 同左 同左
1 海神禮讃図染織刺繡応用卓子掛図 一枚 石川伊三郎(東京） 石川伊三郎(東京）
40 花鳥極彩色刺繡壁掛図案 一枚 陳　杰(東京) 陳　杰(東京)
46 風景模様刺繡小供室壁掛図案 一枚 武樋貞はる(新潟） 武樋貞はる(新潟）
239 臙脂地刺繡額取日廻草一人用敷物 一枚 古谷宗郷(東京） 鈴木勝之助 鈴木商店(東京）
244 風景刺繡額 一面 星野保(東京） 同左 同左
245 曇り日刺繡額 一面 松尾かつ子(東京） 同左 同左
246 薄暮刺繡額 一面 藤田俊一郎(東京） 同左 同左
250 印度式唐草毛糸刺繡エーブルクロス 一枚 永井いさ(東京） 齋藤明(東京） 同左
253 花壇模様ビロード友仙刺繡丸帯 一本 高島屋刺繡工場 高島屋刺繡工場
254 四季ノ花鳥模様綴錦刺繡丸帯 一本 高島屋刺繡工場 高島屋刺繡工場
259 柳ランの花蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 藤井錫(東京） 同左 同左
260 晩秋蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 藤井くわ(東京） 同左 同左
263 風車刺繡額 一個 藤田俊一郎(東京） 同左 同左
264 風景刺繡額 一個 秋元金太郎(東京） 同左 同左
265 アカソの花刺繡壁掛 一枚 藤井悦子(東京） 同左 同左
266 刺繡額 一個 小野鶴(東京） 同左 同左
281 夕栄模様蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 宮本忠平(奈良） 同左 同左
282 拓榴模様蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 宮本フシエ(奈良） 同左 同左
294 熱帯植物模様刺繡窓掛 一枚 加藤豊一(福岡） 同左 同左
324 櫻楓刺繡衝立 一個 箸尾昇(京都） 同左 同左
323 壁畫趣味玉つむぎ地テーブルセンター 一枚 箸尾昇(京都） 同左 同左
325 吹雪二鴨刺繡二曲屏風 一枚 柴田儀蔵(東京） 本田萬翠(京都） ㈱高島屋呉服店(東京）
340 初秋刺繡屏風 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
341 深山刺繡屏風 一枚 箸尾清(京都） 同左 同左
342 葡萄刺繡テーブル掛 一枚 田中政吉(京都） 同左
343 白連刺繡クッション 一枚 田中政吉(京都） 同左
344 木蓮刺繡クッション 一枚 田中政吉(京都） 同左
植寛宗三朗(大阪）
上谷萬吉(指導）
高島屋呉服店(東京）
㈱高島屋呉服店(東京）
箸尾清(京都）
大正11年
12月
10
大正14年 11
客室家具火衝349 一個 箸尾清(京都） 植寛宗三朗(大阪）
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※商工省編『商工省第十二回工芸展覧会図録』画報社 1925年 7-9頁、  
商工省編『商工省第十三回工芸展覧会受賞品図録』画報社 1926年 3頁、  
商工省編『商工省第十四回工芸展覧会受賞品図録』画報社 1927年 1-2.5-6頁、以上より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
年 回
出品番
号
作品名 数 制作者 図案 出品
276 偏額波止場刺繡 一枚 平野利太郎(東京） 同左 同左
277 偏額ヴェニスの魚市場刺繡 一枚 平野利太郎(東京） 同左 同左
282 刺繡応用　或る鳥の港　麻布壁掛 一枚 古谷宗郷(東京） 鈴木勝之助(東京） 鈴木商店(東京）
284 印度刺繡𧚄舃片側女帯 一本 亀井安二郎(東京） 松井長一郎(東京） 鈴木勝之助(東京）
370 双鳥の図三曲屏風 一点 箸尾昇(京都） 同左 同左
371 獅子と象模様クッションカバー 一対 室岡有識(京都） 箸尾昇(京都） 室岡有識(京都）
382 いんこう図刺繡更紗併用二曲屏風 一点 由井緑蔭(京都）
383 草花模様描更紗刺繡併用卓子掛 一枚 石田瑛(京都）
384 カラセン模様刺繡クッション 一枚 石田瑛(京都） 碓井清次郎(京都）
385 レース模様刺繡クッション 一枚 碓井清次郎(京都）
344 刺繡町學畫 一枚 青木豊二(東京） 同左 同左
346 湖畔ノ朝刺繡額 一枚 平野利太郎(東京） 同左 同左
坂倉梅次郎(京都）(刺繡）
魚野自醒(京都(塗り）
356 蜻蛉ノ図刺繡二枚屏風 一枚 本多萬翠(京都） 清水城(京都）
357 花畑ノ図刺繡額面 一枚 由井緑蔭(京都） 由井緑蔭(京都）
358 芥子刺繡クッション 一枚 櫻井霞洞(京都） 埤
360 バチック式鳥刺繡卓子センター 一個 山本善助
361 バチック式薊刺繡卓子センター 一個 山本善助(京都） 山本善助(京都）
404 サガラ橫明縞片側帯 一本 三宅清治郎 同左 同左
413 玉池清農木綿蝋染刺繡壁掛 一個 木村雨山(金沢） 同左 同左
425 土車刺繡応用漆塗火鉢 一本 三宅清治郎 同左 同左
7 花鳥文錦地蝋纈刺繡二枚屏風 一個 宮本忠平(大阪） 同左 同左
8 春園図錦地蝋纈刺繡二枚屏風 一個 宮本忠平（大阪 同左 同左
38 刺繡屏風図案 一枚 新潟県図案部(新潟） 新潟県図案部(新潟） （非買柏崎図案研究会）
241 平和ノ虎リボン刺繡画綿 一枚 高澤□一 高澤□一 高澤喜代(東京）
242 風豊刺繡が額面 一枚 星野保太郎（東京） 同左 同左
308 刺繡七面鳥屏風五尺二曲 一双 並川奨雲(京都） 庄司重二(京都） 田中利七(京都）
和田久次郎(京都）
昭和2年 14
大正14年
12月
12
大正15年
（昭和元
年）
13
355 柘榴ノ刺繡手棚 一個 石田瑛(京都
高島屋呉服店
高島屋呉服店
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表３－２ 藤井達吉の主な活動(大正時代) 
 
※瀬尾典昭編『藤井達吉の全貌 野に咲く工芸 宙を見る絵画展 図録』キュレーターズ 
2013年「藤井達吉年表」より作成。 
年 展覧会/活動 年 展覧会/活動
早稲田文学社主催装飾美術展覧会 飾羽子板並びに贈答品展
第1回ヒュウザン会<銀座、読売新聞社） 琅玕洞（上野山下、琅玕洞）
行樹社第１回展（赤坂、三会堂） 互活会第２回展覧会（大阪、三越）
萬蓋ある物の展覧会（京橋、呉楽殿） 七家作品展覧会（京橋、小品堂）
現代大家小芸術品展覧会(日本橋、三越) 日本美術家協会
藤井達吉、濱田葆光作品展覧会(大阪、吾八) 農商務省第5回図案及び応用作品展（京橋、農商務省陳列館）
吾楽会同人お盆展覧会（京橋、吾楽殿） 自由製作品展覧会（銀座、向井視点）
琅玕洞埃及展覧会（日本橋、琅玕洞） 第二回黒船社展（神田、流逸莊）
国民美術協会第1回西部展覧会（大阪、天王寺公園内美術館） 吾楽会主催第３回美術品展覧会（京橋、農商務省商品陳列館）
小巧藝品展覧会（京橋、吾楽殿） 国民美術協会第６回展（上野、竹の台陳列館）
絵馬展覧会（日本橋、琅玕洞） 琅玕洞第3回展（上野、竹の台陳列館）
雛人形の展覧会（銀座、三笠美術展） 美術工芸品展覧会（神田、流逸莊）
花に寄する陳列会（日本橋、琅玕洞） 琅玕洞新作展（上野山下、琅玕洞）
渋団扇陳列会（京橋、琅玕洞） 国民美術協会第７回展（上野、竹の台陳列館）
国民美術協会第２回展（上野、竹の台陳列館） 吾楽会主催第4回美術品展覧会（京橋、農商務省商品陳列館）
藤井達吉刺繡更紗作品展覧会（大阪、吾八） 流逸莊主催美術工芸品展示会（神田、流逸莊）
兎に因む展覧会（京橋、吾楽殿） 装飾美術家協会第１回製作品発表会（神田、兜屋画堂）
扁額展覧会（京橋、琅玕洞） 装飾美術家協会展第2回製作品発表会（銀座、資生堂）
桃及雛の新作展覧会（京橋、吾楽殿） 木原会第５回展（大森、望翠楼）
物語と俗謡に寄する展覧会（京橋、琅玕洞） 個展（上野山下、琅玕洞）
吾楽会創立５周年記念展覧会（吾楽殿） 国民美術協会展小品展覧会（日本橋、三越）
琅玕洞絵画彫刻工芸展 国民美術協会第９回展（上野、竹の台陳列館）
光芒社主催第1回絵画工芸品展覧会（京都、大丸呉服店） 第8回日本美術院展（上野、竹の台陳列館）
農商務省第3回図案及応用作品展（京橋、農商務省陳列館） 個展（上野山下、琅玕洞）
吾楽会新作品展覧会（京橋、琅玕洞） 国民美術協会展第４回小品展（日本橋、三越）
晩秋会（京橋、吾楽殿） 平和記念東京博覧会（上野公園）
三越主催第３回余技作品展覧会（日本橋、三越） 第８回日本美術院試作展覧会（日本橋、三越）
吾楽会会員新作展覧会（京橋、吾楽殿） 藝術院第２回美術展覧会（大阪、淀屋橋南詰）
趣味之友社年賀絵葉書展覧会（シバ、趣味之友社） 第9回日本美術院展（上野、竹の台陳列館）
国民美術協会第４回展（上野、竹の台陳列館） 第9回日本美術院試作展覧会（上野、竹の台陳列館）
大島の会（京橋、吾楽殿） 藤井達吉氏家庭手芸展覧会（日本橋、白木屋）
豊公に寄る展覧会（上野山下、琅玕洞） 現代之図案工芸社主催工芸美術展覧会（日本橋、三越）
吾楽会主催美術工芸展覧会（京橋、農商務省陳列館） 『家庭手芸品の製作方法』出版
琅玕洞主催展覧会（日本橋、日本橋倶楽部） 草の葉中形展覧会（日本橋、白木屋）
三越工芸品展覧会（日本橋三越） 吾楽会同人展（日本橋、三越）
日本美術家協会団扇扇子手拭食卓掛展覧会（京橋、画博堂） 岡本氏工芸展覧会（京橋、同気倶楽部）
油絵と余技展覧会（神戸元町､ｶﾌｪｵﾘｴﾝﾄ） 刺繡染帯展覧会（上野山下、琅玕洞）
農商務省第4階図案及応用作品展（京橋、農商務省陳列館） 家庭手芸品展覧会開設
互活会第1回展（京橋、吾楽殿） 可志和会第１回展（日本橋、白木屋）
伝説の寄る展覧会（上野山下、琅玕洞） 国民美術協会展第10回　展審査員
趣味之友者・流逸莊共催美術工芸作品展覧会（神田、・流逸莊） 日本染色工芸協会　設立に参加
吾楽殿新作展（京橋、吾楽殿） 第二回家庭手芸品展覧会（銀座、松屋）
再興第１２回日本美術院展覧会（上野、竹の台陳列館）
可志和会第２回展（日本橋、白木屋）
合作夏帯展（白木屋）
『素人のための手芸図案の描き方/附応用図案百種』出版
綾呉会第４回染織品陳列会（日本橋、白木屋）
三ツ葉会染色作品展
无型結成
大正14年
(1925)
大正15年
(1926)
大正13年
（1924）
大正6年
(1917)
大正8年
（1919）
大正9年
(1920)
大正10年
（1921）
大正11年
(1922)
大正12年
(1923)
大正7年
(1918)
大正元年
(1912)
大正2年
(1913)
大正5年
(1916)
大正3年
(1914)
大正4年
（1915）
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表３－３ 藤井家 農展・帝展その他 入選作品リスト 
 
※瀬尾典昭編『藤井達吉の全貌 野に咲く工芸 宙を見る絵画展 図録』キュレーターズ 
2013年「藤井達吉年表」より作成。 
年 展覧会名称 出品番号 作品名 数 制作者
大正4年 農商務省第3回図案及応用作品展覧会 355 海底模様麻切り付け縫二枚屏風 一個 藤井錫
305 四ノ花瓶刺繡卓掛 一枚 藤井くわ
306 熊谷草麻地刺繡二枚折屏風 一双 藤井錫
304 草花模様刺繡応用女帯地 一本 藤井達吉
252 静海木製書棚 一個 藤井達吉
324 亟根「ウツギ」ノ花麻地刺繡二枚折 一個 藤井錫
325 柳模様蝋纈刺繡麻地二枚折 一個 藤井くわ
326 山ウツキ實猫ヤナギ毛織刺繡クッション 2枚1組 藤井くわ
347 糸瓜ノ花模様桐材乳箱 一個 藤井ふさ
369 秋ノ野銅打出手箱 一個 藤井ふさ
606 竹ニ草模様麻地刺繡二枚折 一個 藤井くわ
607 山つつじ模様麻地刺繡二枚折 一個 藤井錫
85 シチン模様堂手箱 一箱 藤井ふさ
297 日向草鶏頭花刺繡クッション 二帖一組 藤井悦
315 野ぶどう刺繡二枚折屏風 一組 藤井錫
316 柳蘭刺繡二枚折屏風 一帖 藤井ふさ
28 つり草模様銅打出シ七宝手箱 一枚 藤井ふさ
263 茄子ト胡瓜模様刺繡クッション 二枚 藤井悦
333 石楠花刺繡二枚折屏風 一点 藤井錫
335 高原ノ花模様刺繡二枚折屏風 一点 藤井くわ
338 みかん模様蝋纈二枚折屏風 一点 藤井くわ
40 菊模様銅打出手箱」 一個 藤井ふさ
300 春山草模様蝋纈刺繡麻地二枚折屏風 一帖 藤井錫
301 秋山草模様蝋纈刺繡麻地二枚折屏風 一帖 藤井くわ
302 紫ツツジ模様麻地二枚折屏風 一点 藤井悦
282 山草図ビロード蝋纈二枚折屏風 一点 藤井くわ
304 「山路ニテ」刺繡帯 一本 藤井錫
大正11年 4回国民美術協会商品展覧会 山草てさげ　刺繡 藤井錫
259 柳ランの花蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 藤井錫
260 晩秋蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 藤井くわ
265 アカソの花刺繡壁掛 一枚 藤井悦子
688 野葡萄ビロウド地漆描二枚折屏風 一個 藤井ふさ
11回国民美術協会美術展 釣鉛草刺繡二曲屏風 一個 藤井錫
40 銅七宝入箱、あざみ模様 一個 藤井ふさ
292 のりうづきの花模様二枚折屏風 一枚 藤井錫
293 ぎん鳩二枚折屏風 一個 藤井くわ
294 けいとう壁掛 一枚 藤井悦
晩秋蝋纈刺繡二枚折屏風 一枚 藤井くわ
蝋纈羽毛絹うばゆり(屏風） 藤井錫
蝋纈鶏頭花（壁掛） 藤井悦
昭和6年 第12回帝展 芍薬文鳥毛二枚折屏風 藤井篠(錫）
昭和7年 第13回帝展 竹屋町繡草文枚折屏風」 藤井桑
昭和３年 第9回帝展
農商務省第10回工芸展覧会
農商務省第11回工芸展覧会　
大正14年
大正15年
（昭和元
年）
商務省第13回工芸展覧会　
大正5年 農商務省第4回図案及応用作品展覧会
大正7年 農商務省第５回図案及応用作品展覧会
大正8年 農商務省第6回工芸展覧会　
大正11年
3月
農商務省第９回工芸展覧会　
大正11年
12月
大正9年 農商務省第7回工芸展覧会　
大正10年 農商務省第８回工芸展覧会　
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表３－４－１ 帝展 4 部 美術工芸部門 入選刺繡作品（昭和 2年から 11年） 
年度 名称 作家 作品名
山脇敏子 柘榴文様壁掛
和田三造 衝立
昭和3（1928) 9回帝展 箸尾　昇 刺繡壁掛
平野利太郎 三折衝立『宝相華』
箸尾　昇 壁掛
般若富久造 雷鳥の図壁掛
永井いさ子 毛糸刺繡壁掛
村田春緑 建つ家文様刺繡（ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｰ）
岸本景春 刺繡壁掛『花園』
和田三造　※会員 刺繍壁掛（諧音）
長村華城 刺繡文様テーブルセンター
昭和6(1931) 12回帝展 藤井篠 芍薬文羽毛二枚折屏風
岸本景春 両面刺繡『潮』衝立
富岡伸吉 染刺繡大漁図壁掛
藤井桑子 竹屋町繡草文枚折屏風
岩崎眞也 刺繡花園壁掛
岸本景春 刺繡壁掛『大阿蘇』
小檜山　英 刺繡衝立
富田末男 刺繡壁掛
箸尾　昇 刺繡行楽テーブル掛
般若富久造 刺繡花火壁掛
平野利太郎 七面鳥刺繡手箱
皆川月華 染繡樹下誕生屏風
岸本景春 刺繡壁掛『青嶋之図』
富田末男 刺繡暖風壁掛
箸尾　清 刺繡静所鳴禽壁掛
箸尾　昇 婦人室用テーブル掛
平野利太郎 刺繡衝立
箸尾　清 刺繡静物壁掛
富岡伸吉 夏祭刺繡額
中上川蝶子 刺繡染色明治回顧衝立
村田春緑 刺繡ﾃｰﾌﾞﾙ･ｾﾝﾀｰ
矢部修子 手刺手染春光絨氈
岸本景春　※招待 刺繡壁掛『霊峰』
平野利太郎 つゆ草刺繡二枚折小屏風
昭和2(1927) 8回帝展
昭和4(1929) 10回帝展
昭和5(1930) 11回帝展
昭和11(1936)
春（2/25～3/25）
改組第1回帝展
昭和7(1932) 13回帝展
昭和8(1933) 14回帝展
昭和9(1934) 15回帝展
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※文部省編『帝国美術展美術展覧会第四部美術工芸第八回』芸艸堂 1927年 2-3頁、文部省編『帝国美術展
美術展覧会第四部美術工芸第九回』巧藝社 1928 年 1､5､-3 頁、文部省編『帝国美術展美術展覧会第四部美
術工芸第十回』画報社 1929年 1-2､4､8頁、文部省編『帝国美術展美術展覧会第四部美術工芸第十一回』巧
藝社 1930年 3､5､8頁、文部省編『帝国美術展美術展覧会第四部美術工芸第十二回』巧藝社 1931年 6頁、 
文部省編『帝国美術展美術展覧会第四部美術工芸第十三回』巧藝社 1932年 2､7-8頁、文部省編『帝国美術
展美術展覧会第四部美術工芸第十四回』画報社 1933年 1-3､-11頁、文部省編『帝国美術展美術展覧会第四
部美術工芸第十五回』美術工藝会 1934 年 2､9-10 頁、文部省『第一回帝国美術院展覧会図録』美術工藝会
1936年 4､6頁、以上より作成。 
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表３－４－２ 新文展 美術工芸部門 入選刺繡作品（昭和 11年から 19年） 
 
 
 
年度 名称 作家 作品名
箸尾　清 彩魚壁面装飾
長谷川文平 刺繡波紋流水ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｰ
富田末男 光壁掛
小檜山　英 投影刺繡衝立
平野利太郎　※選奨 みのり刺繡壁掛
岸本景春　※招待 刺繡海中譜女帯地
皆川月華　※招待 染繡群禽譜屏風
平野利太郎 刺繡振袖
岸本景春 刺繡壁掛『御神火』
箸尾　清 刺繡氷洋二曲屏風
金網和子 花二枚折刺繡小屏風
岸本景春　※無鑑査 刺繡壁掛『跳躍』
富田末男 残雪刺繡額
般若侑弘 二枚折刺繡屏風
平野利太郎 刺繡からたち衝立
岸本景春　※無鑑査 刺繡壁掛『楽郷』
武樋貞波留 染刺繡四曲屏風『ふるさとの思い出』
皆川月華　※無鑑査 描染繡壁掛『神霊護国』
平野利太郎 刺繡二曲屏風『豊熟』
上村百代 刺繡枇杷模様ハンドバック
加納日干 刺繡立葵花紋角形クッション
平野利太郎 刺繡泰山木二曲屏風
福村健 朝日之図刺國染屏風
宮田茂登 錦繡之秋繪更紗屏風
岸本景春　※審査員 刺繡四曲屏風『水態譜』
長谷川文平 温室草花刺繡壁掛
由井康陽　 麓刺繡屏風
岸本景春　※審査員 刺繡屏風『果樹に遊ぶ』
平野利太郎　※無鑑査 夾竹桃刺繡二曲屏風
岸本景春　※元審査員 刺繡飾筥『群趐』
箸尾　清 二曲屏風増強之圖
岸本景春 刺繡壁掛『蕃士埀恵ノ圖』
平野利太郎 隼刺繡手筥
昭和11(1936)
秋（10/16～
11/23）
文展　招待展（東京）
文展　鑑査展(東京）
昭和15(1940) 紀元2600年奉祝展
第4回新文展昭和16(1941)
昭和12(1937) 第1回新文展
昭和13(1938) 第2回新文展
昭和14(1939) 第3回新文展
昭和17(1942) 第5回新文展
第6回新文展昭和18(1943)
昭和19(1944) 文部省戦時特別美術展
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※『昭和十一年文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』美術工藝会 1937年 1､3-5頁、 
文部省『第一回帝国美術院展覧会図録 第四部美術工芸』巧藝社 1937年 2-3頁、 
文部省『第ニ回文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』1938年 2-4頁、 
文部省『第三回文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』美術工藝会 1939年 2-4頁、 
文部省『第四回文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』審美書院 1941年 2､4-5頁、 
文部省『第五回文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』美術工藝会 1942年 2､4頁、 
文部省『第六回文部省美術展覧会図録 第四部美術工芸』美術工藝会 1944年 3､5頁､以上より作成。 
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表４－１－１ 日展 美術工芸部・美術工芸科 刺繡入選者 （昭和 21 年―昭和 32 年） 
 
年度 名称 作家 作品名
富岡伸吉 刺繡魚の卓布
平野利太郎 海山の幸刺繡二曲屏風
皆川月華 染繡壁掛競艶
樫村大六 刺繡屏風
岸本季雄 刺繡壁掛殖産之図
酒井榮一 刺繡壁掛豊稔之図
富岡伸吉 木蓮の刺繡屏風
平野利太郎 草花文刺繡二曲屏風
横尾　彰 紅蜀葵刺繡小屏風
樫村大六 刺繡屏風
岸本景春 刺繡山趣壁掛
岸本季雄 刺繡「双葉」壁掛
小林白芳 刺繡壁掛椎茸
酒井榮一 刺繡マジキリ八仙花の図
富岡伸吉 江戸祭刺繡屏風
平野利太郎 銀繡屏風
小檜山英 刺繡小屏風
夏井　清 生物刺繡小屏風
山田文司 刺繡屏風
横尾　彰 刺繡訪問着
岸本景春 刺繡陽光壁掛
平野利太郎 刺繡草花文壁掛
岸本景春 繡飾布錦葉降る
酒井榮一 刺繡實壁掛
長谷川文平 刺繡五月雨の頃壁掛
平野利太郎 刺繡花鳥図壁掛
岸本景春 新生之図刺繡飾筥
酒井榮一 刺繡壁掛西瓜畑
平野利太郎 刺繡二曲屏風(秋園）
岸本景春 刺繡生育之図四扇屏風
平野利太郎 刺繡衝立（閑庭）
皆川月華 染彩繡衣裳　陽光
村田彌蔵 刺繡二曲屏風「さらし」
岸本景春 刺繡峠路の家
富岡伸吉 刺繡屏風
平野利太郎 刺繡壁掛（花と魚菜）
横尾　彰 刺繡小屏風　夕顔
岸本景春 刺繡二曲屏風　水をいれる
小泉竹雄 刺繡小屏風　八仙花
酒井榮一 刺繡壁掛　ローラ
平野利太郎 刺繡色紙筥(初秋）
岸本景春 刺繡飾筥　雞
小泉竹雄 刺繡衝立　柘楠花
渋谷金一郎 刺繡「鷹ノ図」二曲屏風
平野利太郎 刺繡壁掛「サボテン」
岸本景春 刺繡額　冬眠
酒井榮一 水門之図　刺繡二面屏風
平野利太郎 刺繡きもの
岸本景春 両面刺繡　よどみ
小泉竹雄 刺繡衝立　椎茸
平野利太郎 刺繡額「鶏頭」
村田彌蔵 染繡屏風　夢のほし
昭和31（1956） 第12回日展
昭和32（1957） 第13回日展
昭和21(1946)春 第1回日展
昭和21(1946)秋 第2回日展
昭和22(1947) 第3回日展
昭和23(1948) 第4回日展
昭和24(1949) 第5回日展
昭和25(1950) 第6回日展
昭和29(1954) 第10回日展
昭和30(1955) 第11回日展
昭和26(1951) 第7回日展
昭和27(1952) 第8回日展
昭和28(1953) 第9回日展
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表４－１－２ 日展 美術工芸科 刺繡入選者 （昭和 33 年―昭和 43年） 
 
 
 
 
 
 
年度 名称 作家 作品名
岸本景春 刺繡壁掛藻刈舟
小泉竹雄 刺繡屏風樹像
酒井榮一 刺繡壁掛　変電所
平野利太郎 刺繡訪問着
長谷川文平 南国華
村田彌蔵 染繡屏風「夜の森」
岸本景春 刺繡　湖面の影
平野利太郎 刺繡パネル「萌春」
岸本景春 刺繡衝立　闘
酒井榮一 刺繡屏風　デリシアス・モンスター
平野利太郎 刺繡訪問着
酒井榮一 刺繡二曲　清潭
平野利太郎 刺繡額「花」
村田彌蔵 染繡二曲屏風「幻想」
酒井榮一 刺繡二曲屏風　新蒼之図
平野利太郎 刺繡額「香」
村田彌蔵 染繡屏風「煌」
酒井榮一 刺繡屏風　暤
平野利太郎 刺繡額「百日草」
村田彌蔵 染繡屏風「鱗」
岸本景春 刺繡屏風　礁
酒井榮一 刺繡パネル　嵒
酒井榮一 刺繡パネル　岩はだ
平野利太郎 上代紬地革刺抜訪問着
皆川月華 染彩繡裲襠衣裳　麗
村田彌蔵 染繡二曲屏風「集」
平野利太郎 きもの
村田彌蔵 光る群
酒井榮一 刺繡パネル　彩光
平野利太郎 きもの
村田彌蔵 群
酒井榮一 刺繡パネル　ふるさと
平野利太郎 花(刺繡額）
第1回日展昭和33（1958）
昭和34（1959） 第2回日展
昭和35（1960） 第3回日展
昭和36（1961） 第4回日展
昭和37（1962） 第5回日展
昭和38（1963） 第6回日展
昭和39（1964） 第7回日展
昭和40（1965） 第8回日展
昭和41（1966） 第9回日展
昭和42（1967） 第10回日展
昭和43（1968） 第11回日展
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表４－１－３  日展 美術工芸科 刺繡入選者 （昭和 44年―昭和 61年） 
 
※日展史編纂委員会『日展史 16日展編 1』日展 1987年 156-161､208-215､260-268､310-314､378-385頁、
『日展史 17日展編 2』1987年 170-179､258-268､356-364､458-467頁､『日展史 18日展編 3』1987年 260-
268､486-494頁､『日展史 19日展編 4』1987年 316-325頁､『日展史 20日展編 51988年 260－268頁､『日
展史 21新日展編 1』1992年 204-208頁､『日展史 22新日展編 2』1992年 226-229頁､『日展史 23新日展
編 3』1993年 230-233頁､『日展史 24新日展編 4』1993年 228-232頁､『日展史 25新日展編 5』1994年
234-238頁､『日展史 26新日展編 6』1994年 236-240頁､『日展史 27新日展編』1995年 242-246頁､『日
展史 28新日展編 8』1995年 252-257頁､『日展史 29新日展編 9』1996年 248-253頁､『日展史 30新日展
編 10』1996年 254-259頁､『日展史 31新日展編 11』1996年 248-253頁､『日展史 32改組日展編 1』1997
年 208-212頁､『日展史 33改組日展編 2』1997年 210-214頁､『日展史 34改組日展編 3』1997年 210-
214頁､『日展史 35改組日展編 4』1999年 210-214頁､『日展史 36改組日展編 5』1999年 216-221頁､
『日展史 37改組日展編 6』2000年 216-221頁､『日展史 35改組日展編 7』2000年 212-217頁､『日展史
39改組日展編 8』2000年 216-221頁､『日展史 40改組日展編 9』2001年 218-223頁､『日展史 41改組日
展編 10』2002年 222-228頁､日展『第 13回日展作品集』日展 1981年 240-247頁､『第 15回日展作品
集』1983年 241-246頁､『第 16回日展作品集』1984年 247-252頁､以上より作成。 
 
 
年度 名称 作家 作品名
昭和44（1969） 改組第1回日展 平野利太郎 花「刺繡額」
昭和45（1970） 第2回日展 平野利太郎 百日草(刺繡額）
岸本景春 刺繡額　連翔
平野利太郎 雪月花「刺繡額」
昭和47（1972） 第4回日展 平野利太郎 宵待草刺繡額
昭和48（1973） 第5回日展 平野利太郎 線條文刺繡訪問着
平野利太郎 刺繡訪問着
皆川月華 染彩繡　翔
岸本景春 刺繡(手箱)暁鳴
平野利太郎 刺繡訪問着
昭和51（1976） 第8回日展 平野利太郎 刺繡訪問着
昭和52（1977） 第9回日展 平野利太郎 華（日本刺繡パネル）
昭和53（1978） 第10回日展 なし
昭和54（1979） 第11回日展 不明
昭和55（1980） 第12回日展 なし
昭和56（1981） 第13回日展 なし
昭和57（1982） 第14回日展 なし
昭和58（1983） 第15回日展 なし
昭和59（1984） 第16回日展 なし
昭和60（1985） 第17回日展 なし
昭和61（1986） 第18回日展 なし
昭和50（1975） 第7回日展
昭和46（1971） 第3回日展
第6回日展昭和49（1974）
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表４－２―１ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （昭和 31 年―昭和 48年） 
 
 
年 回 氏名 作品名
昭和30年（1955） 2 該当者なし
渋谷金一郎 人越地刺繡訪問着
樫村大六 百合手筥
昭和32年（1957） 4 平野利太郎 上代紬地刺繡訪問着
昭和33年（1958） 5 該当者なし
昭和34年（1959） 6 該当者なし
昭和35年（1960） 7 該当者なし
昭和36年（1961） 8 該当者なし
昭和37年（1962） 9 該当者なし
梅原新太郎 刺繡訪問着笹山
中島政子 刺繡着物糸の調べ
昭和39年（1964） 11 該当者なし
梅原新太郎 刺繡訪問着清流
中島政子 刺繡訪問着清香
梅原新太郎 刺繡訪問着「追取四ツ花」
元橋音二郎 刺繡訪問着「律」
昭和42年（1967） 14 中島政子 刺繡訪問着「雅楽」
昭和43年（1968） 15 中島政子 刺繡訪問着「雅遊」
梅原新太郎 刺繡訪問着「星あかり」
勝田玲子 刺繡訪問着「早春」
梅原新太郎 刺繡訪問着「潮騒」
中島政子 刺繡訪問着「野趣」
昭和46年（1971） 18 中島政子 刺繡訪問着「ふるさと」
梅原新太郎 刺繡訪問着「輪状花文」
勝田玲子 刺繡着物「木もれ日」
中島政子 刺繡訪問着「霧の朝」
梅原新太郎 刺繡訪問着「君香」
中島政子 刺繡訪問着「彩葉」
勝田玲子 訪問着「花群」
勝田保子 訪問着「蓮花」
昭和31年（1956） 3
昭和45年（1970） 17
19昭和47年（1972）
昭和48年（1973） 20
昭和38年（1963） 10
12昭和40年（1965）
16昭和44年（1969）
昭和4１年（1966） 13
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表４－２―２ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （昭和 49 年―昭和 55年） 
 
 
 
年 回 氏名 作品名
石原恵子 吉瑞
梅原新太郎 刺繡訪問着「渓流」
勝田玲子 秋の調べ
昭和50年（1975） 22 勝田玲子 刺繡着物紗綾形模様肩裾
梅原新太郎 刺繡訪問着「流映」
中島政子 刺繡着物「水の詩」
福田喜重 訪問着菅繡「千翔」
梅原新太郎 刺繡訪問着「卯月」
勝田保子 刺繡着物「菱模様」
勝田玲子 刺繡着物「春の海」
中島政子 刺繡訪問着「そよ風」
福田喜重 刺繡訪問着「文繡」
福田喜重 刺繡訪問着「秋津島」
梅原新太郎 刺繡訪問着「露花菱紋」
勝田保子 刺繡「秋の野」
勝田玲子 刺繡「朝桜」
平野利太郎 刺繡訪問着「草花入」
福田喜重 刺繡訪問着「雪月花」
梅原新太郎 刺繡訪問着「紋波」
勝田保子 刺繡訪問着「初秋」
勝田玲子 刺繡訪問着「夕桜」
中島政子 刺繡訪問着「遊泳」
平野利太郎 刺繡訪問着「線條華文」
福田喜重 刺繡訪問着「慶華文様」
梅原新太郎 刺繡訪問着「笹林堂」
大川昌 刺繡着物「皓月青波」
勝田玲子 刺繡着物「桜狩」
永山登志子 刺繡着物「みもざ」
福田喜重 刺繡訪問着「生々去来」
25昭和53年（1978）
26昭和54年（1979）
昭和55年（1980） 27
21昭和49年（1974）
23昭和51年（1976）
昭和52年（1977） 24
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表４－２―３ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （昭和 56 年―昭和 62年） 
 
 
年 回 氏名 作品名
勝田玲子 刺繡訪問着「花明り」
平野利太郎 刺繡訪問着「花文」
福田喜重 繡箔訪問着「聚洛」
勝田玲子 刺繡訪問着「朝霧」
中島政子 刺繡訪問着「幻想」
平野利太郎 刺繡訪問着「華文」
福田喜重 刺繡訪問着「梅暦」
勝田玲子 刺繡訪問着「暁桜」
永山登志子 刺繡訪問着「蒲公英」
平野利太郎 刺繡訪問着「七宝華文」
福田喜重 刺繡訪問着「好日夢」
勝田保子 刺繡訪問着「藤波」
島崎公美子 刺繡訪問着「たんぽぽ」
永山登志子 刺繡訪問着「なずな」
平野利太郎 刺繡訪問着「草華文」
福田喜重 刺繡訪問着「連」
島崎公美子 刺繡訪問着「水辺の朝」
中島政子 刺繡訪問着「七宝文と小花」
福田喜重 刺繡訪問着「明歳象」
森康次 刺繡訪問着「潮騒」
石原恵子 刺繡訪問着「草花文」
勝田玲子 刺繡訪問着「明の藤」
中島政子 刺繡訪問着「麻の葉文」
永山登志子 刺繡訪問着「やえむぐら」
福田喜重 刺繡訪問着「四季清流」
森康次 刺繡訪問着「黎明洋々」
石原恵子 刺繡訪問着「草文」
中島政子 刺繡訪問着「小花文」
永山登志子 刺繡訪問着「秋の野げし」
福田喜重 刺繡訪問着「綵霞」
28昭和56年（1981）
31昭和59年（1984）
32昭和60年（1985）
33昭和61年（1986）
昭和57年（1982） 29
昭和58年（1983） 30
昭和62年（1987） 34
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表４－２―４ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （昭和 63―平成 6年） 
 
 
年 回 氏名 作品名
石原恵子 刺繡訪問着「鶏頭に木賊」
梅原新太郎 刺繡訪問着「花菱」
勝田玲子 刺繡訪問着「五更の藤」
永山登志子 刺繡訪問着「山牛蒡」
福田喜重 刺繡訪問着「早春賦」
森康次 刺繡訪問着「風伯花抄」
石原恵子 刺繡訪問着「穂波」
永山登志子 刺繡訪問着「山帰来」
福田喜重 刺繡訪問着「水月」
森康次 刺繡訪問着「光芒」
永山登志子 刺繡訪問着「からたち」
福田喜重 刺繡訪問着「銀杏菱文」
森康次 刺繡訪問着「叢生讃花」
勝田玲子 刺繡訪問着「夕桜」
筑後よし子 刺繡訪問着「水仙」
永山登志子 刺繡訪問着「ふうろ草」
福田喜重 刺繡訪問着「花つなぎ」
森康次 刺繡訪問着「大宇創幻」
石原恵子 刺繡訪問着「草花文」
勝田保子 刺繡訪問着「花格子模様」
勝田玲子 刺繡訪問着「櫻狩」
福田喜重 刺繡訪問着「月明」
石原恵子 刺繡着物「秋海棠」
勝田保子 刺繡訪問着「光の調」
永山登志子 刺繡訪問着「山の幸」
福田喜重 刺繡訪問着「平安」
森康次 刺繡訪問着「悠遠」
勝田保子 刺繡着物「星あかり」
勝田玲子 刺繡着物「春日野」
福田喜重 繡箔訪問着「都乃雪」
平成2年（1990） 37
38平成3年（1991）
平成4年（1992） 39
40平成5年（1993）
35昭和63年（1988）
昭和64年・平成元年
（1989）
36
41平成6年（1994）
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表４－２―５ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （平成７年―平成 13年） 
 
 
年 回 氏名 作品名
勝田保子 刺繡着物「薫風」
勝田玲子 刺繡着物「吉野山天明」
柴田久恵 刺繡着物「晨風」
福田喜重 繡箔訪問着「雪輪清海波」
勝田保子 刺繡着物「夕影の藤」
柴田久恵 刺繡着物「野路」
福田喜重 刺繡訪問着「立鼓亀甲文」
森康次 刺繡訪問着「寂光」
石原恵子 刺繡着物「爽風」
勝田保子 刺繡着物「月影」
勝田玲子 刺繡着物「花衣」
福田喜重 刺繡訪問着「照映」
森康次 刺繡訪問着「東花の風」
勝田保子 刺繡着物「風光る」
勝田玲子 刺繡着物「櫻夕映」
柴田久恵 刺繡着物「花銀河」
永山登志子 刺繡訪問着「仙人草」
福田喜重 刺繡訪問着「粲々」
勝田保子 刺繡訪問着「早春譜」
福田喜重 刺繡訪問着「晩秋晴天」
横溝陽子 刺繡訪問着「風船かずら」
石原恵子 刺繡訪問着「花つなぎ」
勝田保子 刺繡着物「花陰」
福田喜重 繡箔着物「象」
横溝陽子 刺繡着物「柊南天」
石原恵子 刺繡着物「惜春」
勝田保子 刺繡着物「松が枝」
柴田久恵 刺繡着物「うつろい」
福田喜重 繡箔訪問着「風遊」
横溝陽子 刺繡訪問着「突貫忍冬」
平成11年（1999） 46
47平成12年（2000）
48平成13年（2001）
44平成9年（1997）
45平成10年（1998）
平成7年（1995） 42
43平成8年（1996）
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表４－２―６ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （平成 14-平成 23年） 
 
 
 
 
 
年 回 氏名 作品名
福田喜重 繡箔訪問着「花七宝」
横溝陽子 刺繡訪問着「猫のヒゲ」
筑後よし子 刺繡訪問着「木蓮」
福田喜重 繡箔訪問着「花七宝」
横溝陽子 刺繡訪問着「春菜」
柴田久恵 刺繡訪問着「遙」
永山登志子 刺繡訪問着「はこべ」
福田喜重 繡箔訪問着「映」
石原恵子 刺繡訪問着「麦秋」
柴田久恵 刺繡訪問着「韻」
福田喜重 刺繡訪問着「和」
柴田久恵 刺繡訪問着「群生」
福田喜重 染繡訪問着「光風」
勝田保子 刺繡着物「光風」
武部由紀子 刺繡着物「萌える―紅カナメ」
福田喜重 繡箔訪問着「桧垣文様」
柴田久恵 刺繡着物「残夜」
福田喜重 繡箔訪問着「彩時記」
武部由紀子 刺繡着物「届ける」
福田喜重 繡箔訪問着「緑光」
武部由紀子 刺繡着物「冷たい水のなかの」
福田喜重 繡箔訪問着「方華」
横溝陽子 刺繡訪問着「柊南天」
柴田久恵 刺繡訪問着「律」
武部由紀子 刺繡訪問着「ふり沃ぐ」
福田喜重 繡箔訪問着「芳蕞」
横溝陽子 刺繡訪問着「風船葛の種」
58平成23年（2011）
55平成20年（2008）
平成21年（2009） 56
57平成22年（2010）
52平成17年（2005）
平成18年（2006） 53
54平成19年（2007）
49平成14年（2002）
50平成15年（2003）
51平成16年（2004）
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表４－２―７ 日本伝統工芸展 刺繡入選者 （平成 24-平成 27年） 
 
※日本工芸会 HP展覧会情報より作成（平成 26年 3月 15 日最終閲覧）。 
http://www.nihonkogeikai.or.jp/exhibition/honten/2-
http://www.nihonkogeikai.or.jp/exhibition/honten/62 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年 回 氏名 作品名
勝田保子 刺繡着物「緑陰」
柴田久恵 刺繡訪問着「花・紡いで」
福田喜重 繡箔訪問着「櫻華文」
横溝陽子 刺繡訪問着「丸い種」
柴田久恵 刺繡着物「組曲」
福田喜重 繡箔訪問着「都乃雪」
森康次 刺繡訪問着「紫匂う」
横溝陽子 刺繡訪問着「風の音」
柴田久恵 刺繡着物「変奏曲」
武部由紀子 刺繡着物「響く」
福田喜重 繡箔訪問着「亀甲菱模様」
横溝陽子 刺繡訪問着「円」
柴田久恵 刺繡着物「響き」
武部由紀子 刺繡着物「明けゆく」
福田喜重 染繡訪問着「爽風」
横溝陽子 刺繡訪問着「華」
平成24年（2012） 59
平成27年（2015） 62
平成25年（2013） 60
平成26年(2014） 61
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表４－３―１ 日本現代工芸美術展覧会 刺繡入選者（昭和 37年―平成 6年） 
 
 
 
 
年度 回数 作家 作品名
昭和37(1962) 1 平野利太郎 サボテン　額
昭和38(1963) 2
昭和39(1964) 3 平野利太郎 花　額
昭和40（1995） 4 平野利太郎 萠春　額
昭和41(1966) 5 平野利太郎 ひらく　額
昭和42(1967)
～昭和57(1982)
6～21
昭和58(1983) 22 石井千鶴 追想
昭和59(1984) 23 村上栄子 幻想
昭和60(1985) 24 宗諒子 映
昭和61(1986) 25 石井千鶴 日蝕
昭和62(1987) 26 石井千鶴 薫風
昭和63(1988) 27
昭和64(1989) 28 石井千鶴 風の宴
風間美代子 夢の中へ
中谷安子 飴色戯言
風間美代子 天空
村上栄子 翔
中谷安子 斑服失踪事件
風間美代子 悠久の地
村上栄子 萠―たぎる
風間美代子 古しえの旅
宇佐見美和 花に舞う
中谷安子 すずろむ砦の住人
宇佐見美和 花に舞う
中谷安子 すずろむ改造工事
風間美代子 四季の衣
宇佐見美和 春の宴
不明
不明
33
32
31
30
29
平成4(1992)
平成2(1990)
平成3(1991)
平成5(1993)
平成6(1994)
不明
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表４－３―２ 日本現代工芸美術展覧会 刺繡入選者（平成 7 年―平成 14年） 
 
 
 
 
年度 回数 作家 作品名
村上栄子 萌－躍動
中谷安子 ささくりんぐすずろむ
宇佐見美和 惜春
平成8(1996) 35 宇佐見美和 弥生の舞
風間美代子 遙かなる飛鳥へ
村上栄子 萠炎
宇佐見美和 里山に香る
風間美代子 千年の夢
村上栄子 萠―雪あかり
宇佐見美和 潤
風間美代子 幻想の森
村田則子 回帰のとき
村上栄子 萠―祈り
宇佐見美和 潤
風間美代子 草世のカリヨン
村上栄子 厨房賛歌
品川未知子 樹魂
宇佐見美和 山里ロマン
風間美代子 麗しの世・物語
村上栄子 厨房菜彩
品川未知子 樹声
小野寺絹 雪のわらび山
宇佐見美和 潤い
杉野須紀子 秋
風間美代子 御室桜
小栗加代子 赤の記憶－Ⅱ-
小野寺絹 葉炎Ⅱ
品川未知子 湧象
平成12(2000)
41
34
36
40
39
38
37
平成14(2002)
平成11(1999)
平成13(2001)
平成10(1998)
平成7(1995)
平成9(1997)
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表４－３―３ 日本現代工芸美術展覧会 刺繡入選者（平成 15年―平成 25 年） 
 
年度 回数 作家 作品名
風間美代子 枕草子
村上栄子 緑韻
塩尻恵子 生きる
品川未知子 「海」・・・黎明
風間美代子 みかどの杜
宇佐見美和 時の旅
小栗加代子 狙う
大川佳代 DAYDREEM
品川未知子 「誕生」Ⅱ
平成17(2005) 44 風間美代子 古都の花まつり
平成18(2006) 45 風間美代子 如月の庭
平成19(2007) 46 風間美代子 萌の季
風間美代子 さわらびの
千々松陽子 ファミリー
品川未知子 生昇
小栗加代子 春、光る
風間美代子 花回廊
千々松陽子 ファミリー
品川未知子 海・悠久
龍木秀子 光降る
風間美代子 森羅万象
千々松陽子 ファミリー
品川未知子 潮流の記憶（モンサンミシェル）
平成23(2011) 50 風間美代子 月の庭
品川未知子 モンサンミシェルの記憶
千々松陽子 ファミリー
風間美代子 花の召人
品川未知子 潮流の記憶モンサンミシェル
千々松陽子 群れる（ファミリー）
風間美代子 御所の庭
岡崎和美 苦の種
42平成15(2003)
平成16(2004) 43
52平成25(2013)
47平成20(2008)
平成24(2012) 51
49平成22(2010)
48平成21(2009)
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表４－３―４ 日本現代工芸美術展覧会 刺繡入選者（平成 26年―平成 27 年） 
 
※社団法人現代美術家協会編『日本現代工芸美術展出品目録』マリア書房、第 15回 1976年、 
第 16回 1977年。第 18回、京都書院 1979年。第 19回、1980年。第 20回、1981年。第 21回、1982年､
第 22回、1983年。第 23回、1984年。第 24回、1985年。第 25回、1986年。第 26回、1987年、 
第 28回、1989年。第 29回、1990年第 30回社団法人現代美術家協会、1991年。第 31回、1992年、 
第 32回、1993年。第 33回、1994年。第 34回、1995年。第 35回、1996年。第 36回、1997年、   
第 37回、1998年。第 38回、1999年。第 39回、2000年。第 40回、2001年。第 41回、2002年、   
第 42回、2003年。第 43回、2004年。第 44回、2005年。第 45回、2006年。 
第 46回、2007年。 第 47回、2008年。第 48回、2009年。49回、2010年。50回、2011年。51回、201
2年。52回、2013年。53回、2014年。54回、2015年。 
平野利太郎の『現代の刺繡 平野利太郎の世界』1962-1982年以上より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年度 回数 作家 作品名
品川未知子 Forever
岡崎和美 想ふ時
千々松陽子 群れる
荒木千恵子 祈り
竹下よし子 垂水
風間美代子 花人
品川未知子 ミステリアス…ブルー
荒木千恵子 煬帝の図
千々松陽子 群れる
平成26(2014)
平成27(2015) 54
53
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表５－1 近世までの刺繡技法 
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繡
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表５－２ 岡本榮次郎・木村俊臣『實用刺繡全書』 
 
※No.26は「金絲銀絲の種類」であり技法ではないので欠番とした。 
※※岡本榮次郎・木村俊臣『實要旨集全書』大蔵書店 1919年 70-214頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
Ｎｏ. 技法名称 種類 Ｎｏ. 技法名称 種類
1 接針繡 線 30 綴附繡（伏繡）の綴の仕方 面
2 返し繡 線 31 菅繡 面
3 平繡 面 32 疋田繡 面
4 斜繡 面 33 大島繡 面
5 割繡 面 34 織繡 面
6 片切繡 面 35 筵繡 面
7 サチン繡 面 36 金絲線状繡 線
8 蔦繡 面 37 金絲平埋繡 面
9 絡繡 線 38 平金銀絲繡 点
10 巻付繡 線 39 絽金繡 面
11 オバー、カスト繡 線 40 和蘭陀繡（金絲高繡） 面
12 挿繡 面 41 片縒繡 面
13 毛挿繡 面 42 生縒繡 線
14 繻子繡 面 43 かつら繡 線
15 續繡 面 44 蛇腹繡 線
16 一針繡 線 45 千鳥繡 線
17 松葉掛 面 46 組繡 面
18 毛掛 線 47 霧押 面
19 巻繡 点 48 田楽押 面
20 芥子繡 点 49 肉入繡 面
21 星繡 点 50 下引繡 面
22 米粒繡（ライス、ステッチ） 点 51 仕上繡 線
23 相良繡 点 52 両面繡 面
24 疣挿繡 点 53 絽刺繡 面
25 環疣繡 点 54 カンバス繡 面
26 55 白繡（白刺繡とも云ふ）
27 絞繡（一名鹿の子繡） 点 56 アップリーケー繡（切伏繡） 綿
28 縞繡 面 57 切嵌繡 綿
29 鎖繡 面 58 接繡（掛接、桝接、織掛）
30 スカラ繡 面
372 
 
表５－３ 箸尾清『ハシヲ式刺繡研究 製作編』 
 
※但し、No,90－130は「次号掲載」とあるが次号が発行された形跡は見当たらない。 
※※箸尾清『ハシオ式刺繡研究 製作編』刺繡工芸協会 1933年 1-134頁より作成。 
Ｎｏ 技法名称 種類 Ｎｏ 技法名称 種類 Ｎｏ 技法名称 種類
1 十字繡A 面 48 亀甲繡A 面 95
2 十字繡B 面 49 亀甲繡B 面 96
3 十字繡C 面 50 亀甲繡C 面 97
4 十字繡D 面 51 組繡（四重、菱型）A 面 98
5 十字繡E 面 52 組繡（四重、菱型）B 面 99
6 十字繡F 面 53 組繡（四重、菱型）C 面 100
7 十字繡G 面 54 組繡（四重、正方形）A 面 101
8 十字繡H 面 55 組繡（四重、正方形）B 面 102
9 十字繡I 面 56 組繡（四重、正方形）C 面 103
10 十字繡J 面 57 組綴繡（點押へ） 面 104
11 十字重繡 面 58 組綴繡（雁行押へ） 面 105
12 雁行繡A 面 59 組綴繡（十字押へ） 面 106
13 雁行繡B 面 60 組繡（三重）A 面 107
14 スカラ繡A 線 61 組繡（三重）B 面 108
15 スカラ繡B 線 62 組繡（三重）C 面 109
16 スカラ繡C 線 63 亂點繡 面 110
17 スカラ繡D 線 64 二本亂點繡 面 111
18 スカラ繡E 面 65 三本亂點繡 面 112
19 スカラ繡F 面 66 重、亂點繡A 面 113
20 鯖骨スカラ繡A 面 67 重、亂點繡B 面 114
21 鯖骨スカラ繡B 面 68 モザイク繡（三角） 面 115
22 鎖繡 線 69 モザイク繡（四角） 面 116
23 關線繡A 線 70 モザイク繡（亂） 面 117
24 關線繡A 面 71 網代繡 面 118
25 三部スカラ繡 面 72 蝋纈繡A 面 119
26 鯖骨繡A 面 73 蝋纈繡B 面 120
27 鯖骨繡B 面 74 鹿の子繡 面 121
28 鯖骨繡（變形）A 面 75 重、亂十字繡A 面 122
29 鯖骨繡（變形）B 面 76 亂十字繡B 面 123
30 両足スカラ繡 面 77 下繡亂線繡 面 124
31 骨形スカラ繡 面 78 亂組繡（正方形）A 面 125
32 骨形スカラ繡（變形） 線 79 亂組繡（菱形）B 面 126
33 同 線 80 亂組繡（三重）C 面 127
34 骨形繡（變形） 面 81 針目續刺 面 128
35 骨形繡A 面 82 續刺 面 129
36 骨形繡B 面 83 點刺 面 130
37 単刺押へ 面 84 亂、針目續刺 面 131 小點刺 点
38 斜線単刺押へ 面 85 亂刺 面 132 點線刺 線
39 組紐繡（變形）A 面 86 亂點刺 面 133 針目續針 線
40 組紐繡（變形）B 面 87 續刺ボカシ 面 134 針続刺 線
41 組紐繡（變形）C 面 88 亂組繡ボカシ 面 135 一針立 線
42 組紐繡（變形）D 面 89 亂點繡ボカシ 面 136 二針立 線
43 紐組繡A 線 90 137 三針立 線
44 紐組繡B 面 91 138 走走（そうし） 面
45 亀甲略繡A 面 92 139 複走刺（走々糸） 線
46 亀甲略繡B 面 93 140 相良繡 点
47 亀甲略繡C 面 94
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表５－４ 京都刺繡協同組合『刺繡(基本編)』 
 
※京都刺繡協同組合『刺繡(基本編)』京都刺繡協同組合 1969年（サンプル帖）より作成。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｎｏ. 技法名称 種類
1 鎖繡 線
2 纏い繡 線
3 繡切り 面
4 相良繡 点
5 渡り繡 面
6 割り繡 面
7 刺し繡 面
8 割付文様繡 面
9 霧押え繡 面
10 駒使い繡 面
11 組紐繡 面
12 菅繡 面
13 肉入れ繡 面
14 竹屋町繡 面
15 芥子繡 点
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表５－５ 京都刺繡協同組合『刺繡技法 基礎編・応用編』  
 
※相川佳予子・堀内紀子・鈴木友也『刺・繡 カラー日本の工芸２』淡交社 1978年 159-163頁より作成。 
 
Ｎo. 技法名称 別名 種類
1 繡い切り 面
2 割り繡い切り おがみ繡 面
3 刺し繡い 面
4 平糸地引繡い 霧押え 面
5 菅繡い 面
6 竹屋町繡い 面
7 中陰繡い 面
8 まつい繡い まつり繡い 線
9 駒つめ 駒使い繡い 面
10 チャラ繡い 面
11 折り返し繡い 面
12 本組繡い・網代組繡い 面
13 相良繡い 点
14 芥子繡い 点
15 ばら繡い 点
16 疋田繡い 面
17 佐賀調繡い 面
18 縮駒繡い 面
19 鎖繡い 面
20 籠目繡い 面
21 乱れ組繡い 面
22 麻割り繡い 面
23 ななこ繡い 面
24 帽子繡い 点
25 鹿の子繡い 点
26 氷割り繡い 面
27 駒ぼかし繡い 面
28 斜め格子繡い 面
29 乱れ十字繡い 面
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表５－６ 丹羽正明『日本刺繡』刺繡技法 丹羽正明 
 
※丹羽正明『日本刺繡』雄鶏社 1974年 20-64頁より作成。 
 
 
 
 
 
 
Ｎｏ. 技法名称 別名 種類 Ｎｏ. 技法名称 別名 種類
1 けし繡い 点 31 乱れ組み繡い 面
2 星繡い 点 32 十字組み繡い 面
3 点線繡い 線 33 れんが押え繡い 面
4 針目づけ繡い 針目続き繡い 線 34 亀甲押え繡い 面
5 さがら繡い 点 35 亀甲押え繡いの変形 面
6 さがらとじ 面 36 かご目とじ繡い 面
7 さしさがら繡い 面 37 雁菱繡い 面
8 しぼり繡い（１） 点 38 業平菱繡い 面
9 しぼり繡い（２） 点 39 匹田繡い 面
10 くさり繡い（１） 線 40 匹田鹿の子繡い 面
11 くさり繡い（２） 線 41 乱れかけ繡い 面
12 まつい繡い まつり繡い 線 42 七宝繡い 面
13 かけ繡い 渡し繡い 線 43 十字繡い 面
14 すが繡い 面 44 乱れ十字繡い 面
15 巻きつけ繡い 線 45 重ね乱れ十字繡い たたき繡い 面
16 駒取り 線 46 モザイク繡い（三角） 面
17 平繡い 地引き 面 47 モザイク繡い（四角） 面
18 かくしとじ繡い 面 48 モザイク繡い 面
19 繡い切り 斜繡・方切り繡 面 49 乱れモザイク繡い 面
20 さし繡い 面
21 つぎさし繡い 面
22 伏せ繡い 面
23 手綱繡い 面
24 織り繡い 面
25 むしろ繡い 面
26 組み押さえ繡い（１） 面
27 組み押さえ繡い（２） 面
28 ナナコ繡い 面
29 組み繡い 面
30 菱組み繡い 面
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表５－７ 秋山光男『日本刺繡』
 
※秋山光男『日本刺繡』婦人画報社 1975年 116-171頁より作成。 
Ｎｏ 技法名称 別名 種類 Ｎｏ 種類
1 平繡 サテンステッチ 面 13 蛇腹平埋め繡 面
2 芥子繡 シードステッチ 点 14 金糸平埋繡 面
3 刺し繡 ロングアンドショートステッチ 面 15 業平菱繡 面
4 繡い切り 面 16 業平格子繡 面
5 割り繡 面 17 清海波掛繡 面
6 相良繡 フレンチナッツステッチ 点 18 ちゃら繡 面
7 菅繡 面 19 武田菱繡 面
8 まつり繡 アウトラインステッチ 線 20 清海波組繡 面
9 駒取り 線 21 清海波繡 面
10 組み紐繡 面 22 匹田鹿子繡 面
11 とじ廻し 線 23 相良留繡 面
12 掛け繡 コーチングステッチ 線 24 ひょろ繡 面
25 立涌繡 面
26 子持縞繡 面
27 もみ紙繡 面
28 乱点繡 面
29 蜀紅繡 面
30 四重組繡 面
31 格子繡 面
32 籠目繡 面
33 雁菱繡 面
34 寄縞繡 面
35 干網繡 面
36 亀甲繡 面
37 糸巻格子繡 面
38 麻の葉繡 面
39 桧垣繡 面
40 松葉菱繡 面
41 松皮菱繡 面
42 変わり七宝繡 面
43 変わり筵繡 面
44 うろこ繡 面
45 変わり疋田繡 面
46 織繡 面
47 七宝繡 面
48 市松繡 面
49 三重組繡 面
飾り繡
技法名称
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表５－８ 平野利太郎『日本の刺繡』 
 
※平野利太郎『日本の刺繡』雄鶏社 1987年 75、78-79、80-81頁より作成。 
Ｎｏ. 技法名称 変化した繡い方 種類 Ｎｏ. 技法名称 変化した繡い方 種類
1 芥子繡い 芥子繡い 点 11 十字繡い 十字繡い 点
芥子日向繡い 点 乱れ十字 面
芥子ぼかし繡い 点 12 鎖繡い 鎖繡い 線
2 相良繡い 相良繡い 点 13 掛け繡い 掛け繡い 線
ほおかむり繡い 点 14 とじ廻し繡い とじ廻し繡い 線
刺し相良繡い 点 15 巻きつけ繡い 巻きつけ繡い 線
相良日向 点 16 継ぎ針繡い 継ぎ針繡い 線
ばら相良 点 17 片切り繡い 片切り繡い 線
相良ぼかし繡い 点 18 組み繡い 組み繡い 線
輪相良 点 19 平繡い 平繡い 面
相良とじ繡い 点 20 割り繡い 割り繡い 面
3 まつり繡い まつり繡い 線 21 織り繡い 織り繡い 面
4 駒取り繡い 駒取り繡い 線 綾織繡い 面
平埋め繡い 面 筵繡い 面
ちゃら繡い 面 金銀糸入り織繡い 面
ぬき取り繡い 面 22 竹屋町繡い 竹屋町繡い 面
モザイク埋め繡い 面 23 絽刺し繡い 絽刺し繡い 面
渦巻き埋め繡い 面 24 巻き繡い 巻き繡い 面
本蛇腹繡い 面 蔭巻き繡い 面
片蛇腹繡い 面 日向巻繡い 面
片撚り駒取り繡い 面 25 モザイク繡い モザイク繡い 面
かくしとじ繡い 面 26 切りばめ繡い 切りばめ繡い 面
オランダ繡い 面 27 刺し抜き繡い 刺し抜き繡い 面
ラデンとじ繡い 面 28 ビロード繡い ビロード繡い 面
駒刺し繡い 面 29 繡い切り 繡い切り 面
みこない撚り駒繡い 面 30 こぎん刺し こぎん刺し 面
亀甲埋め繡い 面 31 押え繡い 切押え 面
菱埋め繡い 面 もじり 面
5 繡い切り 繡い切り 面 田楽刺し 面
6 刺し繡い 刺し繡い 面 雲斎とじ 面
7 菅繡い 菅繡い 面 かくしとじ 面
平糸菅繡い 面 互の目とじ 面
甘撚りの菅繡い 面 32 肉入れ繡い 肉入れ繡い 面
菅繡の相良とじ 面 33 ぼかし繡い ぼかし繡い 面
たて菅繡い 面 34 両面繡い 両面繡い 面
蔭菅繡い 面 35 片面繡い 片面繡い 面
目拾い繡い 面 36 補修繡い 織りがけ 面
目飛ばし繡い 面 37 升入れ 面
絽平金菅繡い 面 38 かけはぎ 面
継針の菅繡い 面 39 寄せがけ 面
8 組み繡い 組み繡い 面 40 モール繡い モール繡い 面
四つ組み紐繡い 面 41 台付け繡い 台付け繡い 面
中押え繡い 面 42 スカラ スカラ 線
網代組み紐繡い 面 43 ドロンワーク ドロンワーク 面
鱗組み繡い 面 44 アップリケ アップリケ 面
升組み繡い 面 45 疋田繡い 疋田繡い 面
清海波組み繡い 面 鹿の子疋田 面
9 星繡い 星繡い 点 掛疋田 面
10 絞り繡い 絞り繡い 点 蔭疋田 面
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表５－９ 明治期以降の主な刺繡技法「点」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
芥子繡
シードｽﾃｯﾁ
米粒繡 絞り繡 変わり疋田繡
ライスｽﾃｯﾁ 鹿の子繡 鹿の子疋田 蔭疋田
相良繡 刺相良繡 掛疋田
相良日向繡
ジャーマンナッツｽﾃｯﾁ 相良とじ繡
十字繡 輪相良繡
ばら繡 ほおかむり相良繡
ほおかむり繡 帽子繡
星繡 ばら相良繡
環疣繡
疣挿繡
點刺 田楽押 田楽刺し 下繡亂線繡
単刺押へ
フレンチナッツｽﾃｯﾁ
芥子日向繡
芥子ぼかし繡
379 
 
表５－10 明治期以降の主な刺繡技法「線」 
 
 
 
 
かけとじ繡
片切り繡
生縒繡
かつら繡
千鳥繡
絡繡
金糸線状繡
鎖繡 關線繡 片撚り駒取り繡
毛掛 駒使い繡 駒つめ 駒刺し繡 駒ぼかし繡 籠編み繡
駒掛繡 駒取り繡 縮駒繡い みこない撚り駒繡い
蛇腹繡 本蛇腹繡 蛇腹平埋め繡 掛接
継ぎ針繡 接針繡 針続刺 桝接
点線繡 點線刺 織掛
とじ廻し繡
針目づけ繡
針目續針 網代組み紐繡
紐組繡 四つ組み紐繡 組紐繡
複走刺 走々糸
巻きつけ繡
一針繡 一針立
まつり繡 まつい繡 二針立
アウトラインｽﾃｯﾁ 三針立
オバーカスト繡 返し繡
スカラ繡 骨形スカラ繡
ストレートｽﾃｯﾁ
フライｽﾃｯﾁ
ブリオンｽﾃｯﾁ
立涌繡
手綱繡
竹屋町繡
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表５－11－１ 明治期以降の主な刺繡技法「面」 
 
雁菱繡い
七宝繡
業平菱繡
麻の葉繡
松葉掛
割付文様繡 松葉菱繡
松皮菱繡
七宝繡
武田菱繡
割繡 割り繡い切り
平繡 平埋め繡い
渡し繡 繡い切り
絽刺繡 絽金繡 絽平金菅繡
蝋纈繡 二本乱点繡
れんが押え繡い 三本乱点繡
両面繡 乱点繡ボカシ
乱点繡 乱れ十字繡
乱組繡 乱れ組繡
組繡 升組み繡 升入れ
モール繡い ななこ繡
ラデンとじ繡い
寄せがけ
もみ紙繡
もじり繡 乱れモザイク繡
モザイク繡い モザイク埋め繡
目拾い繡い 市松繡
目飛ばし繡い 目とばし菅繡
筵繡 むしろ織り繡 変わり筵繡
桧垣繡
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表５－11－２ 明治期以降の主な刺繡技法「面」 
 
十字押へ
乱れかけ繡 點押へ
ビロード繡 清海波組繡 清海波掛繡
巻繡 組繡（三重）
本組繡 組繡（四重）
網代組繡 菱組み繡い
紐組繡
組綴繡 骨形スカラ繡
骨形繡 鯖骨スカラ繡 三部スカラ繡
鯖骨繡（變形）
網代繡 網代組み紐繡い
平糸地引繡い
ひょろ繡
日向巻繡い
菱埋め繡い
疋田繡 匹田鹿子繡
針目續刺
走走（そうし）
ぬき取り繡い
業平格子繡
斜め格子繡い
中陰繡い
斜繡 斜線単刺押へ
ドロンワーク
續刺 乱、針目續刺
蔦繡 續繡
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表５－11－３ 明治期以降の主な刺繡技法「面」 
 
麻割り繡 平糸菅繡
渦巻き埋め繡 継針の菅繡
菅繡 たて菅繡
大島繡 蔭菅繡
蜀紅繡 甘撚りの菅繡
変わり筵繡 菅繡の相良とじ
十字繡い 十字組み繡 十字重繡
刺し繡 刺し抜き繡い
繻子繡 サチン繡
佐賀調繡い
縞繡 子持縞繡
こぎん刺し
氷割り繡
格子繡
毛挿繡
金銀糸入り織繡 金絲平埋繡
切嵌繡
アップリーケー繡（切伏繡） 綴附繡（伏繡）
亀甲繡 亀甲押え繡 亀甲押え繡い 亀甲埋め繡い
カンバス繡 亀甲略繡
片切繡
籠目繡 かご目とじ繡
織繡 綾織繡
オランダ繡い（金絲高繡） 折り返し繡
雲斎とじ
うろこ繡
鱗組み繡
和
暦
明
治
元
年
明
治
2
年
明
治
3
年
明
治
4
年
明
治
5
年
明
治
6
年
明
治
7
年
明
治
8
年
明
治
9
年
明
治
1
0
年
明
治
1
1
年
西暦18681869187018711872187318741875187618771878
刺
繡
作
品
（
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
）
・
椎
野
庄
兵
衛
　
枕
縫
取
ノ
覆
物
(
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
)
・
西
村
総
右
衛
門
　
刺
繡
帯
地
(
二
巻
）
/
刺
繡
帛
紗
（
1
5
2
枚
）
/
扁
額
（
西
京
名
勝
及
美
人
ノ
彩
染
精
繡
）
（
2
3
枚
）
/
卓
布
（
畝
織
花
鳥
ノ
彩
繡
十
枚
）
/
刺
繡
彩
染
屏
風
(
第
1
回
内
国
博
覧
会
)
・
秋
田
斧
三
郎
・
林
勘
兵
衛
　
額
白
絖
　
文
字
縫
・
石
川
兼
太
郎
　
縫
額
絵
黒
繻
子
、
毘
沙
門
ニ
鬼
図
　
・
大
久
保
久
右
衛
門
　
縫
絵
額
絹
、
鹿
ノ
図
　
・
田
中
忠
兵
衛
　
縫
箔
額
緋
羅
紗
、
黒
羅
紗
、
花
鳥
図
　
・
黒
田
辰
五
郎
繻
子
、
人
物
模
様
　
・
鈴
木
芳
太
郎
・
鈴
木
ク
メ
　
縫
箔
額
金
銀
、
絹
糸
、
花
鳥
模
様
　
・
西
村
惣
右
衛
門
　
絹
地
、
友
仙
刺
繍
美
人
ノ
図
/
額
羽
二
重
地
、
美
人
写
真
花
ノ
丸
刺
繍
/
美
人
写
真
孔
雀
刺
繍
/
美
人
写
真
牡
丹
唐
草
繍
/
友
仙
刺
繍
交
リ
女
官
ノ
図
/
衝
立
大
、
官
紗
張
、
友
仙
染
繍
交
リ
鴛
鴦
ニ
芦
/
掛
物
広
幅
塩
瀬
郭
子
儀
表
装
共
友
仙
染
上
ケ
繍
交
リ
（
パ
リ
万
国
博
覧
会
）
・
西
村
総
右
衛
門
 
塩
瀬
地
繡
入
卓
被
/
塩
瀬
地
友
染
繡
入
帛
紗
地
/
繡
入
帛
紗
其
他
 
/
博
多
織
繡
入
卓
被
類
・
田
中
利
兵
衛
　
絖
繻
子
地
繡
入
屏
風
/
繻
子
地
繡
入
帛
紗
地
、
綴
織
帛
紗
地
、
絹
染
畫
帖
　
・
加
太
八
兵
衛
　
卓
被
及
ヒ
繻
子
繡
入
掛
蒲
団
/
繻
子
繡
入
帛
紗
地
・
三
井
物
産
會
社
　
繡
入
椅
子
布
団
、
繡
入
繻
子
布
団
及
ヒ
枕
/
繡
入
帛
紗
地
、
仙
波
織
・
大
関
定
二
郎
　
絹
織
繡
入
窓
帳
・
起
立
工
商
會
社
　
繡
入
帛
紗
地
・
坂
口
清
兵
衛
　
塩
瀬
地
繡
入
帛
紗
地
、
同
額
面
・
大
橋
彌
兵
衛
 
 
塩
瀬
地
繡
入
額
・
山
崎
倭
文
　
繡
入
額
・
椎
野
正
兵
衛
　
繻
子
花
鳥
繡
入
額
面
美
術
一
般
・
染
織
、
工
芸
関
係
京
都
府
、
西
陣
物
産
会
社
を
設
立
、
養
蚕
奨
励
に
着
手
/
大
阪
に
舎
密
局
が
設
置
さ
れ
る
京
都
に
舎
密
局
が
設
置
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
万
博
第
一
回
京
都
博
覧
会
西
陣
の
技
術
者
3
名
が
フ
ラ
ン
ス
･
リ
ヨ
ン
に
留
学
・
ウ
ィ
ー
ン
万
博
（
本
格
参
加
、
多
数
の
賞
を
得
る
）
・
第
二
回
京
都
博
覧
会
・
高
橋
由
一
「
天
絵
楼
」(
画
塾
）
を
開
く
・
中
沢
岩
太
　
「
遊
陶
園
」
ウ
ィ
ー
ン
万
博
随
行
の
伊
達
弥
助
に
よ
り
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
が
輸
入
さ
れ
る
・
起
立
工
商
社
設
立
・
第
三
回
京
都
博
覧
会
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
よ
り
輸
入
し
た
ジ
ャ
ガ
ー
ド
、
バ
ッ
タ
ン
機
が
紹
介
さ
れ
る
・
京
都
の
舎
密
局
に
織
殿
併
設
京
都
の
舎
密
局
に
染
織
殿
併
設
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
/
工
部
美
術
学
校
(
絵
画
・
彫
刻
）
が
開
校
内
務
省
勧
商
局
に
工
芸
図
案
指
導
の
た
め
製
品
画
図
掛
設
置
/
『
温
知
図
録
(
第
一
輯
』
編
纂第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
(
東
京
)
西
陣
織
物
会
所
の
設
立
/
国
産
初
の
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
制
作
/
『
温
知
図
録
(
第
二
輯
』
編
纂
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明
治
1
2
年
明
治
1
3
年
明
治
1
4
年
明
治
1
5
年
明
治
1
6
年
明
治
1
7
年
明
治
1
8
年
明
治
1
9
年
明
治
2
0
年
明
治
2
1
年
明
治
2
2
年
18791880188118821883188418851886188718881889
（
第
二
回
内
国
博
覧
会
）
・
中
村
藤
治
郎
　
縫
額
絹
糸
愛
国
ノ
二
字
縫
 
・
春
口
徳
次
郎
　
縫
額
敬
神
ノ
二
字
縫
　
・
今
村
半
三
郎
　
縫
絵
額
(
一
）
絹
糸
三
菱
飛
脚
船
東
京
丸
并
日
本
形
商
船
　
・
久
保
田
ま
し
・
久
保
田
慎
太
郎
　
額
面
縮
緬
　
・
降
旗
鎌
吉
　
縫
額
　
・
福
田
丑
太
郎
　
刺
崩
縫
　
・
福
岡
師
範
学
校
生
徒
　
花
房
さ
き
　
繍
出
四
枚
折
屏
風
四
季
花
鳥
　
・
佐
佐
川
と
め
、
大
岡
ひ
さ
を
　
福
岡
　
師
範
学
校
　
繍
出
扁
額
花
式
紙
　
・
起
立
工
商
会
社
（
木
地
望
月
庄
太
郎
、
繍
岡
川
喜
三
郎
）
衝
立
絹
鷺
ニ
鮎
ノ
繍
　
・
今
村
半
三
郎
　
縫
絵
額
(
二
）
絹
糸
　
・
林
常
吉
　
刺
繍
画
絹
地
屏
風
・
国
府
小
三
次
　
白
羽
二
重
彩
糸
ヲ
以
岩
及
牡
丹
菊
木
欒
ヲ
縫
・
西
村
總
左
衛
門
　
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
「
海
棠
に
孔
雀
図
」
掛
/
塩
瀬
友
禅
に
刺
繍
「
海
棠
に
孔
雀
図
」
掛
幅
高
島
屋
、
岸
竹
堂
・
今
尾
景
年
・
伊
達
弥
助
・
佐
々
木
清
七
ら
を
招
き
刺
繍
・
天
鵞
絨
友
禅
な
ど
の
美
術
織
物
製
作
開
始
シ
ド
ニ
ー
万
博
～
１
３
年
/
｢
龍
池
会
」(
後
の
日
本
美
術
協
会
）
設
立
京
都
府
画
学
校
（
明
治
2
4
年
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
に
改
称
）
創
設
/
メ
ル
ボ
ル
ン
万
博
～
1
4
年
/
第
一
回
「
観
古
美
術
会
』(
内
務
省
博
物
局
主
催
）
開
催
/
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
(
東
京
）
/
『
温
知
図
録
(
第
四
輯
』
製
品
画
図
掛
編
纂
/
東
京
職
工
学
校
(
現
、
東
京
工
業
大
学
)
設
置
・
高
島
屋
、
岸
竹
堂
・
今
尾
景
年
・
伊
達
弥
助
・
佐
々
木
清
七
ら
を
招
き
刺
繍
・
天
鵞
絨
友
禅
な
ど
の
美
術
織
物
製
作
開
始
博
物
館
、
上
野
公
園
内
に
移
転
/
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
(
農
商
務
省
主
催
）
工
部
美
術
学
校
廃
止
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
　
岡
倉
天
心
ら
鑑
画
会
を
結
成
・
林
忠
三
独
立
・
起
立
工
商
社
、
パ
リ
支
店
閉
鎖
・
川
島
織
場
の
創
設
ド
イ
ツ
､
ニ
ュ
ー
ン
ベ
ル
ク
金
工
万
国
博
覧
会
西
陣
織
物
業
者
組
合
の
設
立
/
東
京
繭
糸
織
物
陶
漆
器
共
進
会
(
五
品
共
進
会
）
/
東
京
大
学
、
理
学
部
工
学
科
及
び
近
接
学
科
を
独
立
さ
せ
て
工
芸
学
科
を
新
設
博
物
館
を
農
商
務
省
か
ら
宮
内
省
に
移
管
/
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
岡
倉
天
心
､
ア
メ
リ
カ
･
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
行
政
視
察
旅
行
川
島
甚
兵
衛
(
二
代
目
)
渡
仏
・
「
龍
池
会
」
、
「
日
本
美
術
協
会
」
と
改
称
・
明
治
宮
殿
の
装
飾
織
物
が
各
所
に
依
頼
さ
れ
る
・
日
本
織
物
会
社
、
京
都
織
物
会
社
設
立
・
東
京
府
工
芸
品
共
進
会
・
パ
リ
万
博
・
東
京
美
術
学
校
（
現
、
東
京
芸
術
大
学
）
開
校
・
帝
室
博
物
館
東
京
美
術
学
校
に
絵
画
・
彫
刻
と
並
ん
で
工
芸
学
科
設
置
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1890189118921893
(
第
三
回
内
国
博
覧
会
)
・
大
野
善
兵
衛
　
刺
繍
匾
額
/
塩
瀬
地
繍
屏
風
/
繻
子
地
繍
屏
風
 
・
田
中
利
七
　
黒
繻
子
繍
屏
風
　
・
飯
田
新
七
　
繻
子
刺
繍
屏
風
/
繻
子
刺
繍
衝
立
　
・
由
井
為
七
　
刺
繍
衝
立
/
塩
瀬
地
刺
繍
帛
紗
・
清
原
英
之
助
　
人
物
繍
絵
・
西
村
総
左
衛
門
 
 
「
嵐
山
春
秋
図
刺
繍
屏
風
」
/
刺
繍
屏
風
保
津
川
図
/
刺
繍
歩
障
花
鳥
図
/
繻
子
刺
繍
扁
額
/
市
楽
織
刺
繍
寝
台
掛
/
市
楽
織
刺
繍
寝
台
掛
/
/
繻
子
刺
繍
両
面
屏
風
/
/
繻
子
刺
繍
両
面
屏
風
/
繻
子
刺
繍
両
面
屏
風
/
壁
羽
二
重
刺
繍
屏
風
/
綾
地
刺
繍
衝
立
/
繻
子
刺
繍
柱
/
繻
子
刺
繍
掛
幅
 
・
椎
野
庄
兵
衛
　
刺
繍
屏
風
吉
野
竜
田
図
刺
繍
屏
風
/
刺
繍
衝
立
/
刺
繍
額
・
山
岸
又
右
衛
門
　
羅
紗
縫
画
・
三
越
得
右
衛
門
　
刺
繍
屏
風
雪
中
山
家
之
図
(
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
記
念
万
国
博
覧
会
)
 
・
田
中
利
七
 
孔
雀
図
刺
繍
屏
風
/
刺
繡
品
・
西
村
総
左
衛
門
　
窓
掛
、
屏
風
/
縮
緬
、
緞
子
、
繻
珍
/
刺
繡
屏
風
、
緞
帳
、
衝
立
 
 
/
刺
繡
及
友
禅
意
匠
（
京
都
東
山
ノ
図
刺
繡
屏
風
、
保
津
川
ノ
景
刺
繡
扁
額
/
 
 
松
孔
雀
図
刺
繡
壁
掛
、
表
京
都
林
泉
ノ
図
刺
繡
　
裏
四
季
草
花
天
鵞
絨
友
禅
屏
風
 
 
/
近
江
八
景
図
天
鵞
絨
友
禅
壁
掛
、
芦
鴨
図
天
鵞
絨
友
禅
衝
立
）
/
刺
繡
及
友
禅
意
匠
・
石
田
久
蔵
　
　
刺
繡
縮
緬
・
塩
田
善
右
衛
門
　
刺
繡
用
絹
糸
、
絹
糸
、
絹
細
工
・
飯
田
新
七
　
屏
風
、
寐
台
掛
、
卓
被
、
椅
子
掛
、
掛
図
其
他
/
刺
繡
友
禅
屏
風
/
刺
繡
及
友
禅
意
匠
（
有
職
衣
裳
図
天
鵞
絨
友
禅
壁
掛
）
（
鳥
菊
図
刺
繡
額
）
（
嵐
山
図
刺
繡
額
）
・
福
田
丑
太
郎
　
木
綿
刺
繡
敷
物
・
渡
辺
友
三
　
刺
繡
・
高
橋
て
る
　
刺
繡
・
鶴
田
な
ほ
　
刺
繡
・
吉
沢
喜
太
郎
　
刺
繡
画
福
・
三
越
得
右
衛
門
　
刺
繡
窓
掛
・
熊
谷
市
兵
衛
　
刺
繡
額
・
田
中
清
七
　
刺
繡
屏
風
、
寝
台
掛
・
北
岡
玄
之
助
 
刺
繡
品
・
小
林
久
次
郎
　
刺
繡
屏
風
・
安
田
す
え
 
刺
繡
・
飯
田
う
た
　
刺
繡
・
椎
野
正
兵
衛
　
刺
繡
・
縫
織
商
会
　
絹
刺
繡
、
団
扇
・
明
石
ま
さ
　
刺
繡
額
・
金
沢
高
等
女
子
授
産
場
　
刺
繡
額
・
折
原
う
た
　
刺
繡
額
・
大
村
和
吉
郎
　
刺
繡
意
匠
（
菊
花
孔
雀
図
刺
繡
窓
掛
）
・
起
立
工
商
社
解
散
・
京
都
市
画
学
校
を
改
組
、
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
と
し
て
工
芸
図
案
科
を
設
置
・
宮
内
省
、
川
島
甚
兵
衛
に
宮
殿
西
溜
ま
り
の
間
装
飾
用
綴
織
壁
掛
「
富
士
巻
狩
」
（
今
尾
景
年
原
画
）
制
作
依
頼
/
西
陣
織
物
製
造
業
組
合
の
設
立
・
シ
カ
ゴ
･
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
博
・
「
京
都
奨
美
会
」
/
シ
カ
ゴ
博
一
部
が
美
術
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
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189418951896189718981899
(
第
四
回
内
国
博
覧
会
)
・
鶴
田
ナ
ヲ
　
刺
繍
袱
紗
(
能
楽
石
橋
ノ
図
)
　
・
清
原
千
代
　
繍
画
額
面
(
男
女
糸
繰
ノ
図
）
・
曽
和
嘉
一
郎
/
協
、
井
上
宜
文
　
刺
繍
衝
立
(
古
画
蒐
集
）
・
広
岡
伊
衛
門
（
小
林
久
次
郎
　
協
、
巨
勢
小
石
）
刺
繍
掛
物
（
葦
二
雁
ノ
図
）
・
小
林
久
次
郎
　
刺
繍
釣
額
（
芍
薬
ノ
模
様
）
/
刺
繍
（
琵
琶
湖
山
水
）
　
・
山
田
又
兵
衛
　
刺
繍
屏
風
（
桐
ノ
図
）
　
・
武
田
金
三
郎
　
刺
繍
帛
紗
（
夜
景
狸
ノ
図
）
・
水
田
亀
次
郎
　
刺
繍
釣
額
(
山
水
）
・
熊
谷
市
兵
衛
（
協
、
谷
口
香
嶠
）
刺
繍
屏
風
（
花
鳥
模
様
）
・
瀬
川
藤
兵
衛
　
刺
繍
掛
物
（
芦
葉
ニ
達
磨
ノ
図
）
・
下
村
正
太
郎
（
山
田
善
四
郎
）
刺
繍
掛
額
地
(
祇
園
会
模
様
）
・
西
村
惣
左
衛
門
　
(
小
林
久
次
郎
　
協
、
岸
竹
堂
/
製
、
渡
辺
伝
吉
　
協
、
森
春
岳
)
 
 
刺
繍
掛
額
(
観
音
ノ
図
）
/
(
小
林
久
次
郎
　
協
、
岸
竹
堂
/
製
、
渡
辺
伝
吉
　
協
、
森
春
岳
）
 
 
刺
繍
扁
額
（
東
福
寺
ノ
景
)
（
小
森
久
次
郎
　
協
）
 
 
刺
繍
(
嵐
山
ノ
景
）
 
 
 
/
（
武
田
金
三
郎
）
刺
繍
額
(
犬
狐
格
闘
ノ
図
）
・
飯
田
新
七
（
谷
川
馬
太
郎
）
　
刺
繍
掛
物
（
鶉
ノ
図
）
/
(
谷
川
馬
太
郎
）
 
 
刺
繍
屏
風
（
荒
磯
ノ
図
）
・
八
川
卯
之
助
　
繍
（
薄
、
雪
鴛
鴦
）
・
星
清
　
繍
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
（
四
季
模
様
）
・
大
関
理
　
繍
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
（
桐
模
様
）
/
繍
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
（
藤
花
模
様
）
・
「
五
二
会
」
（
織
物
、
陶
器
、
銅
器
、
漆
器
、
紙
類
に
雑
貨
、
敷
物
の
同
業
者
の
会
）
・
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
(
京
都
）
・
第
四
回
内
国
博
覧
会
に
お
い
て
川
島
甚
兵
衛
「
綴
織
観
音
図
」
第
二
部
美
術
工
芸
部
門
で
上
位
入
賞
・
京
都
市
立
工
芸
図
案
調
製
所
設
立
帝
都
京
都
博
物
館
開
館
明
治
天
皇
御
下
命
に
よ
り
、
宮
内
省
が
帝
室
技
芸
員
と
五
名
の
染
織
家
に
1
9
0
0
年
パ
リ
万
博
の
出
品
作
の
制
作
を
依
頼
。
岡
倉
天
心
ら
「
日
本
美
術
院
」
創
設
西
陣
織
物
同
業
組
合
の
設
立
/
川
島
甚
経
兵
衛
（
二
代
目
）
、
帝
室
技
芸
員
と
な
る
・
東
京
工
業
学
校
に
工
業
図
案
科
設
立
・
西
陣
で
は
紋
織
が
ほ
と
ん
ど
ジ
ャ
ガ
ー
ド
機
で
織
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
・
全
国
意
匠
工
芸
博
覧
会
（
京
都
）
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1900190119021903
(
パ
リ
万
国
博
覧
会
)
・
川
越
政
勝
　
刺
繡
額
面
・
能
沢
文
助
　
手
巾
、
額
面
・
椎
野
庄
兵
衛
　
額
面
・
松
浦
吉
松
　
刺
繡
屏
風
/
掛
物
・
清
原
総
左
衛
門
　
卓
掛
・
小
林
久
次
郎
　
渓
流
新
緑
図
壁
掛
/
孔
雀
図
窓
帳
/
芍
薬
図
窓
帳
/
帛
紗
(
孔
雀
図
）
　
/
帛
紗
(
野
鹿
図
）
/
帛
紗
(
菊
花
図
）
/
帛
紗
(
子
母
猫
図
）
/
帛
紗
(
野
狐
図
）
　
/
帛
紗
(
芦
群
鶴
図
）
/
帛
巾
　
・
渡
辺
伝
七
　
菊
花
図
窓
帳
/
草
花
図
繡
帳
四
鋪
/
帛
巾
・
田
中
清
七
　
寝
台
掛
、
屏
風
・
北
岡
玄
之
助
　
扁
額
/
刺
繡
衣
服
　
・
矢
島
修
稠
多
　
窓
掛
、
屏
風
/
刺
繡
衝
立
・
弁
天
合
資
会
社
　
刺
繡
額
面
・
田
中
利
七
　
寝
台
掛
、
額
、
衝
立
、
帛
紗
、
屏
風
/
刺
繡
屏
風
/
・
高
橋
直
之
助
　
額
面
・
村
田
徳
松
　
刺
繡
皿
敷
・
鶴
田
直
子
　
額
面
、
衝
立
・
西
村
總
右
衛
門
 
水
中
群
禽
図
刺
繍
額
/
窓
掛
、
横
額
、
壁
掛
、
竪
額
、
詰
掛
額
　
/
天
鵞
絨
地
友
仙
染
窓
掛
、
見
送
、
扁
額
/
四
曲
屏
風
、
　
両
面
用
小
屏
風
 
（
大
正
天
皇
の
結
婚
祝
い
に
京
都
市
よ
り
献
上
）
 
・
飯
田
新
七
　
刺
繍
「
孔
雀
図
」
壁
掛
/
額
、
寝
台
掛
、
婦
人
洋
服
地
,
壁
掛
、
屏
風
　
/
群
蝶
文
見
送
(
グ
ラ
ス
ゴ
ー
万
国
博
)
・
刺
繍
 
点
数
1
3
点
。
・
田
中
利
七
　
刺
繡
・
田
中
清
七
　
刺
繡
・
鶴
田
直
子
　
刺
繡
・
村
上
厚
　
刺
繡
・
清
水
聞
二
　
刺
繡
(
霞
が
関
離
宮
)
・
飯
田
新
七
「
四
季
草
花
図
刺
繍
屏
風
」
(
第
五
回
内
国
博
覧
会
)
・
飯
田
新
七
号
タ
カ
シ
マ
ヤ
　
刺
繍
ラ
イ
オ
ン
壁
掛
刺
絵
/
刺
繍
鳩
屏
風
/
刺
繍
富
士
山
額
　
/
刺
繍
野
牛
壁
掛
/
刺
繍
山
鳥
富
士
花
壁
掛
・
西
村
総
左
衛
門
　
刺
繍
富
士
山
扁
額
/
刺
繍
虎
壁
掛
（
刺
繍
双
虎
図
壁
掛
　
）
　
/
刺
繍
嵐
壁
掛
5
刺
繍
白
熊
壁
掛
・
田
中
利
七
　
刺
繍
白
鷺
額
/
刺
繍
雁
額
/
刺
繍
小
児
額
/
刺
繍
鹿
額
 
・
碓
井
清
次
郎
　
刺
繍
孔
雀
額
　
・
山
田
品
吉
　
刺
繍
ラ
イ
オ
ン
額
（
刺
繍
師
子
図
額
）
/
刺
繍
虎
小
衝
立
 
・
清
水
半
経
兵
衛
　
刺
繍
犬
額
　
・
村
田
徳
松
　
刺
繍
富
士
山
額
関
西
美
術
会
、
設
立
、
第
一
回
展
/
明
治
美
術
会
解
散
「
大
日
本
図
案
協
会
」
と
「
日
本
図
案
会
」
結
成
（
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
に
影
響
さ
れ
た
）
/
東
京
工
業
学
校
が
東
京
高
等
工
業
学
校
に
昇
格
、
工
業
図
案
科
/
神
坂
雪
佳
、
図
案
研
究
の
た
め
渡
仏
東
京
高
等
工
芸
画
工
、
創
立
（
浅
井
忠
が
図
案
の
教
授
）
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190419051906190719081909
（
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
）
・
郡
久
太
郎
　
刺
繡
屏
風
・
福
永
藤
平
　
刺
繡
壁
掛
・
長
谷
川
庄
衛
　
刺
繡
額
・
金
澤
市
刺
繡
聖
路
島
出
品
　
刺
繡
類
・
青
木
八
右
衛
　
刺
繡
・
森
富
貴
　
刺
繡
類
・
齋
藤
光
太
郎
　
刺
繡
類
・
山
本
賢
太
郎
　
刺
繡
・
片
岡
冬
吉
　
縫
箔
・
江
上
定
次
郎
　
刺
繡
・
山
中
商
会
支
配
人
山
中
繁
次
郎
　
刺
繡
・
村
田
徳
松
　
刺
繡
額
、
皿
敷
・
金
澤
紦
吉
　
刺
繡
徽
章
・
高
山
興
三
吉
　
刺
繍
図
案
・
鳥
居
栄
太
郎
　
刺
繡
卓
被
・
弁
天
合
資
会
社
　
刺
繡
・
西
村
浜
兵
衛
　
染
織
刺
繡
・
中
西
儀
兵
衛
　
刺
繡
手
巾
・
西
村
総
左
衛
門
　
春
暖
壁
掛
/
松
二
鶴
　
刺
繡
屏
風
/
月
二
雁
　
天
鵞
絨
友
禅
屏
風
　
/
春
　
扁
額
刺
繡
/
夏
　
扁
額
刺
繡
/
秋
　
扁
額
刺
繡
/
冬
　
扁
額
刺
繡
・
飯
田
新
七
　
雪
二
鳥
　
刺
繡
壁
掛
/
緑
林
　
刺
繡
額
/
ラ
イ
オ
ン
刺
繡
壁
掛
　
/
孔
雀
刺
繡
壁
掛
・
田
中
利
七
　
松
二
猿
　
刺
繡
額
/
孔
雀
　
刺
繡
額
・
合
同
作
品
(
菅
原
直
之
助
）
刺
繡
大
日
本
帝
国
世
界
航
海
図
額
」
（
リ
ェ
ー
ジ
ュ
万
国
博
覧
会
）
・
後
藤
惣
次
郎
　
レ
ー
ス
縫
箔
(
銅
）
・
田
中
清
七
　
刺
繡
(
金
）
・
田
中
利
七
　
刺
繡
(
オ
ー
ル
コ
ン
ク
ー
ル
）
・
西
村
總
左
衛
門
　
刺
繡
(
大
賞
）
・
飯
田
新
七
　
刺
繡
(
大
賞
）
・
川
越
政
勝
　
刺
繡
(
金
）
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
・
岡
倉
天
心
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
部
顧
問
と
な
る
・
リ
ュ
ー
ジ
ュ
万
博
（
川
島
甚
兵
衛
「
日
本
式
室
内
装
飾
」
出
品
）
・
「
京
漆
園
」
（
中
沢
岩
太
・
浅
井
忠
、
漆
芸
家
と
の
図
案
研
究
団
体
）
・
東
京
美
術
学
校
に
図
案
科
新
設
（
関
西
美
術
会
と
聖
護
院
洋
画
研
究
所
が
母
体
、
浅
井
忠
が
委
員
長
）
・
東
京
勧
業
博
覧
会
・
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
工
芸
部
門
設
置
さ
れ
ず
。
・
美
術
工
芸
団
体
「
佳
美
会
」
（
神
坂
雪
佳
が
創
立
）
・
「
吾
楽
会
」
結
成
（
東
京
美
術
学
校
関
係
者
）
・
京
都
市
絵
画
専
門
学
校
388
明
治
4
3
年
明
治
4
4
年
明
治
4
5
年
・
大
正
元
年
191019111912
(
日
英
博
覧
会
)
・
西
羽
興
一
郎
　
刺
繡
(
銀
）
・
松
岡
久
吉
　
刺
繡
屏
風
(
銅
）
・
松
浦
彌
之
助
　
刺
繡
テ
ー
ブ
ル
掛
(
銅
）
・
橋
本
弥
三
郎
　
刺
繡
各
種
(
銅
）
・
山
田
藤
太
郎
　
刺
繡
各
種
(
銀
）
・
美
術
工
芸
刺
繡
奈
良
伝
習
所
　
刺
繡
各
種
(
銀
）
・
山
下
久
助
　
刺
繡
屏
風
(
銀
）
・
大
野
又
次
　
刺
繡
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
(
銀
）
・
加
藤
源
治
　
刺
繡
羽
二
重
及
び
縮
緬
　
バ
テ
ン
テ
ー
ブ
ル
掛
(
銀
）
・
松
浦
吉
松
　
刺
繡
着
物
(
銀
）
・
山
本
直
次
郎
　
刺
繡
各
種
(
銀
）
・
濱
風
彌
三
郎
　
刺
繡
各
種
(
銀
）
・
杉
本
松
之
助
　
刺
繡
各
種
(
銀
）
・
青
木
八
右
衛
門
　
刺
繡
(
金
)
・
金
澤
輸
出
刺
繡
業
組
合
　
刺
繡
各
種
(
金
）
・
名
古
屋
刺
繡
同
盟
会
　
刺
繡
各
種
(
金
）
・
水
谷
哲
三
　
刺
繡
屏
風
・
村
田
徳
松
　
刺
繡
額
(
金
)
・
筒
井
嘉
太
郎
　
刺
繡
着
物
及
び
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
等
(
金
）
・
富
士
商
会
　
刺
繡
各
種
(
金
）
・
熊
谷
貿
易
店
　
刺
繡
額
面
(
金
）
・
中
西
儀
兵
衛
　
刺
繡
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
(
金
）
・
野
澤
屋
絹
商
店
　
刺
繡
各
種
(
大
賞
）
・
田
中
利
七
　
孔
雀
刺
繡
屏
風
(
金
）
・
菅
原
直
之
助
　
悲
母
観
音
像
刺
繡
額
(
金
）
・
西
村
総
左
衛
門
　
刺
繡
遊
鯉
/
刺
繡
額
草
に
付
き
・
飯
田
新
七
「
菊
に
鳩
図
刺
繍
額
」
霞
が
関
離
宮
・
日
英
博
覧
会
・
第
一
回
貿
易
品
博
覧
会
389
大
正
2
年
大
正
3
年
大
正
4
年
191319141915
（
第
1
回
農
展
）
・
鈴
木
治
親
(
京
都
）
　
「
菊
花
刺
繡
三
枚
折
屏
風
」
　
・
柴
田
儀
蔵
(
東
京
）
　
「
蕗
ニ
倭
鶏
刺
繡
堅
額
」
・
井
上
萬
次
郎
(
京
都
）
「
百
花
友
仙
刺
繡
天
鵞
絨
女
帯
地
」
　
・
古
田
立
次
(
東
京
）
　
「
起
請
模
様
刺
繡
椅
子
布
団
図
案
」
、
　
「
牛
馬
模
様
刺
繡
椅
子
布
団
図
案
」
、
「
阿
媽
港
模
様
刺
繡
椅
子
布
団
図
案
」
、
　
「
蝦
夷
鶴
模
様
刺
繡
椅
子
布
団
図
案
」
、
「
カ
ジ
ュ
ラ
ハ
紋
布
団
図
案
」
、
　
「
霞
鳥
悪
蛇
模
様
刺
繡
椅
子
布
団
図
案
」
、
「
網
蜩
模
様
刺
繡
翅
目
装
飾
図
案
」
、
　
「
柏
模
様
装
飾
図
案
」
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
猫
模
様
刺
繡
扁
額
」
　
・
闌
口
政
太
郎
(
横
浜
）
　
「
ド
ロ
ン
ウ
ォ
ー
ク
卓
子
掛
図
案
」
・
位
下
ト
フ
(
横
浜
）
　
「
グ
ラ
ニ
ッ
ト
リ
ネ
ン
ド
ロ
ン
ウ
ォ
ー
ク
卓
子
掛
」
　
・
鈴
木
徳
太
郎
(
横
浜
）
　
「
グ
ラ
ニ
ッ
ト
リ
ネ
ン
ド
ロ
ン
ウ
ォ
ー
ク
卓
子
掛
図
案
」
・
渡
江
モ
ト
(
横
浜
）
　
「
木
綿
及
リ
ネ
ン
バ
テ
ン
レ
ー
ス
卓
子
掛
」
　
・
秋
山
次
郎
（
横
浜
）
　
「
木
綿
及
リ
ネ
ン
バ
テ
ン
レ
ー
ス
卓
子
掛
図
案
」
（
第
2
回
農
展
）
・
園
井
昔
光
(
東
京
）
　
「
刺
繡
及
染
織
応
用
洋
傘
図
案
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
鶏
頭
模
様
刺
繡
風
呂
先
屏
風
」
・
中
西
儀
兵
衛
（
東
京
）
　
「
花
鳥
模
様
羽
二
重
刺
繍
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
、
　
「
檜
扇
草
模
様
羽
二
重
刺
繡
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
　
・
高
橋
玉
吉
（
京
都
）
　
「
姫
百
合
模
様
絹
綿
交
織
に
刺
繡
細
工
広
掛
椅
子
張
地
」
　
・
高
島
屋
飯
田
合
名
会
社
（
京
都
）
　
「
花
園
模
様
糸
綿
刺
繡
応
用
女
帯
」
　
（
第
3
回
農
展
）
・
箸
尾
清
(
京
都
）
「
湖
畔
の
図
刺
繡
」
　
・
山
田
九
蔵
(
京
都
）
「
熱
国
模
様
刺
繡
帯
地
」
　
・
岡
本
恒
次
郎
(
京
都
）
「
花
鳥
模
様
刺
繡
応
用
女
帯
地
」
・
熊
谷
卯
八
(
東
京
）
「
切
裂
エ
ジ
プ
ト
縫
札
入
」
・
柴
田
儀
蔵
(
東
京
）
「
舌
切
雀
、
桃
太
郎
模
様
赤
砂
金
綾
地
刺
繡
入
り
子
供
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
「
京
の
春
雨
刺
繡
扁
額
」
（
パ
ナ
マ
万
国
博
覧
会
）
・
飯
田
合
名
会
社
　
（
梶
本
清
三
郎
）
屏
風
「
大
洋
の
浪
」
（
名
）
/
(
小
川
竹
蔵
)
　
屏
風
「
菖
蒲
ト
白
鷺
」
（
銀
)
/
(
柴
田
儀
蔵
)
屏
風
「
鷗
の
群
」
（
銅
）
・
榊
原
　
江
　
濱
田
松
吉
 
 
額
面
「
秋
の
耶
馬
渓
」
（
銀
）
・
川
島
甚
兵
衛
 
 
加
良
錦
能
衣
装
　
壁
掛
「
草
花
模
様
綴
錦
（
大
）
・
西
村
總
左
衛
門
屏
風
 
 
(
長
　
庸
三
　
箸
尾
清
)
　
 
「
獅
子
」
（
金
)
/
(
濱
村
直
嶽
)
壁
掛
「
富
嶽
」
（
金
）
/
(
小
林
才
治
）
屏
風
「
蘆
に
鴨
」
（
金
）
・
田
中
利
七
 
(
豊
川
　
雲
　
　
田
寅
吉
)
 
屏
風
「
枯
木
に
雉
子
」
（
金
）
/
(
一
　
千
嶽
　
木
谷
米
蔵
)
屏
風
「
松
の
上
の
鶏
（
銀
）
・
津
田
青
楓
　
麻
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
ナ
デ
シ
コ
（
褒
）
・
川
島
甚
兵
衛
(
三
代
目
）
、
ハ
ー
グ
平
和
宮
殿
に
壁
掛
納
入
・
「
国
民
美
術
家
協
会
」
装
飾
美
術
部
（
工
芸
）
ｱｰ
ﾙ
・
ﾃ
ﾞ
ｺ
ラ
ﾃ
ｨｰ
ﾌ
、
　
岩
村
透
（
美
術
評
論
家
）
・
黒
田
清
輝
（
洋
画
家
）
参
加
/
第
一
回
「
図
案
及
び
応
用
作
品
展
」
（
農
展
）
　
農
商
務
省
開
催
・
中
沢
岩
太
　
「
道
楽
園
」
　
京
都
の
刺
繍
師
・
箸
尾
清
ら
が
参
加
・
東
京
大
正
博
覧
会
・
第
二
回
「
図
案
及
び
応
用
作
品
展
」
農
商
務
省
開
催
・
パ
ナ
マ
太
平
洋
博
覧
会
・
第
三
回
「
図
案
及
び
応
用
作
品
展
」
農
商
務
省
開
催
390
大
正
5
年
大
正
6
年
大
正
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年
191619171918
（
第
4
回
農
展
）
・
闌
瓦
用
(
京
都
）
　
「
裏
庭
模
様
刺
繡
装
飾
図
案
」
　
・
原
規
一
(
石
川
）
　
「
刺
繡
図
案
」
　
・
湯
川
左
右
(
東
京
）
　
「
夏
ノ
朝
ノ
図
磁
器
珈
琲
具
ト
刺
繡
袋
図
案
」
　
・
山
本
勇
治
(
東
京
）
　
「
刺
繡
応
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
図
案
」
　
・
佐
々
木
猛
(
東
京
）
　
「
刺
繡
応
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
図
案
」
　
・
伊
藤
始
子
(
東
京
）
　
「
方
形
櫻
花
模
様
刺
繡
入
ド
ロ
ン
ワ
ー
ク
卓
掛
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
琥
珀
地
寒
国
ノ
夕
日
刺
繡
額
」
　
・
宮
澤
慶
助
(
東
京
）
　
「
植
物
模
様
刺
繡
応
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
高
橋
玉
吉
（
京
都
）
　
「
菊
模
様
織
地
金
糸
繡
手
箱
」
　
・
西
村
照
雄
(
京
都
）
　
「
肖
像
琥
珀
地
絹
糸
刺
繡
扁
額
」
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
古
代
樺
鳥
模
様
相
趣
織
女
帯
地
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
草
花
模
様
織
物
刺
繡
女
帯
地
」
　
・
成
田
寅
吉
(
京
都
)
　
「
天
平
式
花
鳥
模
様
織
物
刺
繡
女
帯
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
天
平
式
染
織
紋
刺
繡
応
用
女
広
帯
」
　
・
藤
井
達
吉
(
東
京
）
　
「
草
花
模
様
刺
繡
応
用
女
帯
地
」
　
・
藤
井
く
わ
(
東
京
）
　
「
四
ノ
花
瓶
刺
繡
卓
掛
」
　
・
藤
井
錫
子
(
東
京
）
　
「
熊
谷
草
麻
地
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
源
氏
刺
繡
金
華
錦
女
帯
地
」
　
・
小
川
興
三
郎
(
京
都
）
　
「
刺
繡
応
用
仙
境
模
様
佳
良
錦
女
帯
地
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
織
物
刺
繡
併
用
新
案
繍
彩
錦
女
帯
地
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
總
縫
模
様
皮
製
本
金
装
飾
新
案
錦
繍
手
箱
」
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
海
岸
刺
繡
額
面
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
月
ノ
出
刺
繡
額
面
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
森
刺
繡
額
面
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
　
「
金
通
織
地
繡
卓
セ
ン
タ
ー
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
　
「
金
通
織
地
繡
枕
掛
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
　
「
金
通
織
地
繡
枕
掛
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
　
「
金
通
織
地
繡
衝
立
用
本
紙
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
　
「
金
通
織
地
繡
丸
帯
」
　
（
第
5
回
農
展
）
・
渋
江
修
吉
(
東
京
）
「
櫻
草
ト
「
ト
レ
ニ
ア
」
ノ
花
模
様
刺
繡
屏
風
」
・
高
島
屋
飯
田
株
式
会
社
横
浜
支
店
(
横
浜
）
「
薔
薇
模
様
刺
繡
丸
形
手
提
袋
」
・
藤
井
錫
(
東
京
）
「
亟
根
「
ウ
ツ
ギ
」
ノ
花
麻
地
刺
繡
二
枚
折
」
・
藤
井
く
わ
(
東
京
）
「
柳
模
様
蝋
纈
刺
繡
麻
地
二
枚
折
」
　
「
山
ウ
ツ
キ
實
猫
ヤ
ナ
ギ
毛
織
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
・
箸
尾
清
(
京
都
）
「
湖
畔
ノ
朝
刺
繡
額
面
」
「
三
保
海
岸
刺
繡
額
」
　
「
更
紗
模
様
刺
繡
卓
被
」
「
集
花
模
様
刺
繡
卓
被
」
「
菊
模
様
刺
繡
卓
被
」
　
「
鳥
之
模
様
刺
繡
卓
被
」
「
中
亜
華
紋
刺
繡
純
子
丸
帯
」
「
唐
花
調
綿
刺
繡
丸
帯
」
・
龍
村
半
蔵
(
京
都
）
「
曼
多
羅
繡
欄
織
丸
帯
」
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
「
鳥
獣
模
様
刺
繡
応
用
室
内
装
飾
用
織
物
」
・
小
川
興
三
郎
(
京
都
）
「
更
紗
模
様
刺
繡
丸
帯
」
・
山
内
庄
造
(
京
都
）
「
印
度
縫
綾
地
片
側
」
・
五
十
嵐
秦
治
(
京
都
）
「
白
熊
刺
繡
額
」
・
碓
井
清
三
郎
(
京
都
）
「
孔
雀
刺
繡
簾
」
・
田
中
利
七
(
京
都
）
「
山
水
景
模
様
刺
繡
足
利
織
物
」
・
京
都
市
立
染
織
試
験
場
の
開
設
/
第
四
回
「
図
案
及
び
応
用
作
品
展
」
農
商
務
省
開
催
・
第
五
回
「
図
案
及
び
応
用
作
品
展
」
農
商
務
省
開
催
・
宮
内
省
、
川
島
甚
兵
衛
(
三
代
目
）
に
明
治
宮
殿
西
溜
の
間
用
壁
掛
制
作
を
依
頼
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（
第
6
回
農
展
）
・
渋
江
修
吉
(
東
京
）
「
お
し
ろ
い
ノ
花
模
様
刺
繡
二
曲
屏
風
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
「
帰
リ
路
、
刺
繡
額
面
」
、
「
更
紗
式
長
方
形
刺
繡
卓
被
」
　
「
更
紗
式
刺
繡
卓
子
被
」
　
　
　
・
柴
田
儀
蔵
(
東
京
）
「
菊
模
様
刺
繡
衣
桁
形
二
折
」
　
・
田
中
利
七
(
京
都
）
「
孔
雀
模
様
刺
繡
三
曲
屏
風
」
、
「
刺
繡
入
更
紗
書
畫
文
庫
」
　
　
「
刺
繡
入
更
紗
カ
キ
畫
帯
」
　
・
吉
田
元
造
(
京
都
）
「
壁
畫
模
様
刺
繡
箔
錦
女
帯
地
」
　
・
吉
田
利
三
郎
(
京
都
）
「
花
鳥
模
様
染
刺
繡
女
帯
地
」
、
「
天
平
模
様
染
刺
繡
女
帯
地
」
　
・
藤
本
信
保
(
東
京
）
「
上
代
縫
更
紗
模
様
刺
繡
女
帯
」
　
・
岡
本
恒
次
郎
(
京
都
）
「
書
更
紗
山
形
金
唐
皮
刺
繡
応
用
厚
板
女
帯
地
」
　
・
高
澤
楓
江
(
東
京
）
「
静
夜
模
様
刺
繡
額
面
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
「
白
地
角
形
模
様
刺
繡
手
提
袋
」
「
角
形
草
花
模
様
刺
繡
手
提
袋
」
　
・
碓
井
清
三
郎
(
京
都
）
「
オ
ー
ム
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
、
　
「
玩
具
模
様
子
供
室
用
刺
繡
卓
子
掛
」
　
・
飯
田
清
左
衛
門
　
「
土
耳
古
模
様
抜
染
応
用
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
「
角
形
草
花
模
様
刺
繡
手
提
袋
」
　
・
八
木
栄
三
（
京
都
）
「
椿
模
様
白
茶
色
石
目
織
刺
繡
卓
子
掛
」
　
・
増
田
奥
五
郎
（
京
都
）
「
水
連
模
様
刺
繡
三
角
形
卓
子
掛
」
　
・
堀
　
久
三
郎
(
東
京
）
「
唐
草
模
様
茶
色
砂
子
？
刺
繡
絹
卓
子
掛
」
　
・
大
野
隆
平
（
津
）
「
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
吉
田
芳
次
郎
(
横
浜
)
「
花
鳥
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
山
下
頼
三
(
横
浜
）
「
更
紗
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
渡
辺
乙
五
郎
(
横
浜
）
「
花
蝶
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
平
井
晋
三
(
横
浜
）
「
花
蝶
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
高
島
屋
飯
田
（
株
）
横
山
支
店
（
横
浜
）
「
市
松
地
禽
し
菊
刺
繡
欧
米
婦
人
用
室
内
着
物
」
　
・
藤
井
く
わ
（
東
京
）
「
竹
ニ
草
模
様
麻
地
刺
繡
二
枚
折
」
　
・
藤
井
錫
子
(
東
京
）
「
山
つ
つ
じ
模
様
麻
地
刺
繡
二
枚
折
」
・
高
島
屋
飯
田
貿
易
店
「
獅
子
之
図
」
屏
風
、
昭
和
天
皇
の
ご
成
婚
に
際
し
京
都
市
よ
り
献
上・
飯
田
清
左
衛
門
　
「
土
耳
古
模
様
抜
染
応
用
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
第
六
回
農
展
を
農
商
務
省
工
芸
展
と
改
称
、
以
後
ほ
ぼ
毎
年
開
催
さ
れ
る
・
「
装
飾
美
術
家
協
会
」
岡
田
三
郎
助
（
洋
画
家
）
ら
が
結
成
/
工
芸
美
術
会
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0
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（
第
7
回
農
展
）
・
神
山
直
(
埼
玉
）
　
「
草
花
模
様
刺
繡
染
色
応
用
ク
ッ
シ
ョ
ン
図
案
」
・
中
山
古
城
（
東
京
）
　
「
新
□
模
様
織
物
刺
繡
手
編
レ
ー
ス
応
用
手
提
図
案
」
　
・
湯
川
左
右
(
大
阪
）
　
「
刺
繡
手
提
図
案
」
　
・
上
野
正
之
助
(
東
京
）
　
「
刺
繡
ス
ト
ー
ブ
前
立
図
案
」
　
・
小
谷
孫
右
衛
門
(
東
京
）
　
「
南
華
苑
境
鹿
皮
穂
刺
繡
女
帯
地
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
東
華
模
様
金
梨
地
織
總
詰
女
帯
地
」
　
・
田
中
利
七
　
「
桐
柾
三
重
刺
繡
文
庫
」
　
・
藤
井
悦
(
東
京
）
　
「
日
向
草
鶏
頭
花
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
大
野
隆
平
(
津
）
　
「
□
形
楓
鹿
フ
ロ
ク
刺
繡
織
物
掛
物
」
　
・
市
井
春
(
京
都
）
　
「
花
鳥
模
様
紗
地
□
紙
手
提
□
」
　
・
藤
井
錫
（
東
京
）
　
「
野
ぶ
ど
う
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
（
第
8
回
農
展
）
・
藤
井
悦
(
東
京
）
　
「
茄
子
ト
胡
瓜
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
三
宅
清
治
郎
(
京
都
）
　
「
緞
子
刺
繡
物
語
模
様
女
片
側
帯
地
」
　
・
三
宅
清
治
郎
(
京
都
）
　
「
緞
子
刺
繡
丸
紋
模
様
女
片
側
帯
地
」
・
神
奈
岩
次
郎
(
東
京
）
　
「
駄
赤
琥
珀
秋
の
山
水
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
碓
井
清
三
郎
(
東
京
）
　
「
青
磁
金
通
夏
ノ
□
画
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
航
海
模
様
刺
繡
屏
風
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
庭
園
模
様
刺
繡
屏
風
」
　
・
吉
田
利
三
郎
(
京
都
）
　
「
壁
画
模
様
□
錦
織
刺
繡
丸
帯
」
　
・
三
宅
清
治
郎
(
京
都
）
　
「
緞
子
刺
繡
花
鳥
模
様
女
片
側
帯
」
・
山
内
利
(
東
京
)
　
「
う
す
幕
内
海
刺
繡
額
面
」
　
・
大
石
浦
春
、
磯
貝
文
次
郎
、
森
川
春
吉
(
東
京
）
「
貝
式
刺
繡
平
和
模
様
黒
朱
子
九
寸
帯
」
　
・
藤
井
錫
(
東
京
)
　
「
石
楠
花
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
柴
田
儀
蔵
(
東
京
）
　
「
棕
櫚
ニ
七
面
鳥
模
様
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
藤
井
く
わ
(
東
京
）
　
「
高
原
ノ
花
模
様
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
三
宅
清
治
郎
(
京
都
）
　
「
抜
染
刺
繡
博
多
女
片
側
帯
」
　
・
駒
井
草
活
(
京
都
）
　
「
雨
後
ノ
夕
映
刺
繡
額
面
」
　
・
箸
尾
清
（
京
都
）
　
「
天
寿
餘
情
模
様
刺
繡
丸
帯
」
　
（
第
9
回
農
展
）
・
高
澤
梅
一
(
東
京
）
　
「
蓮
地
刺
繡
額
面
」
・
藤
井
錫
(
東
京
)
　
「
春
山
草
模
様
蝋
纈
刺
繡
麻
地
二
枚
折
屏
風
」
　
・
藤
井
く
わ
（
東
京
）
　
「
秋
山
草
模
様
蝋
纈
刺
繡
麻
地
二
枚
折
屏
風
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
花
鳥
模
様
描
線
刺
繡
併
用
華
布
卓
被
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
花
鳥
華
布
刺
繡
織
物
廣
帯
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
楽
園
刺
繡
屏
風
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
天
国
徐
情
模
様
刺
繡
丸
帯
」
　
（
第
1
0
回
農
展
）
・
高
島
屋
呉
服
店
(
東
京
）
　
「
更
紗
刺
繡
苺
錦
帯
」
　
・
高
島
屋
呉
服
店
(
東
京
）
　
「
孔
雀
刺
繡
糸
錦
廣
帯
」
　
・
藤
井
錫
(
東
京
)
　
「
「
山
路
ニ
テ
」
刺
繡
帯
」
　
・
福
岡
市
松
居
織
工
場
(
福
岡
）
　
「
古
代
印
度
模
様
刺
繡
更
紗
式
男
帯
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
湖
畔
の
図
刺
繡
四
曲
屏
風
」
　
・
川
島
織
物
、
西
溜
の
間
装
飾
用
綴
織
「
春
郊
鷹
狩
・
秋
庭
観
楓
図
｣
壁
掛
を
完
成
・
「
装
飾
美
術
家
協
会
」
岡
田
三
郎
助
（
洋
画
家
）
ら
が
結
成
・
工
芸
美
術
会
時
習
園
」
陶
磁
器
、
蒔
絵
、
漆
器
、
七
宝
の
図
案
研
究
会
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（
第
1
1
回
農
展
）
・
石
川
伊
三
郎
(
東
京
）
　
「
海
神
禮
讃
図
染
織
刺
繡
応
用
卓
子
掛
図
」
・
陳
　
杰
(
東
京
)
　
「
花
鳥
極
彩
色
刺
繡
壁
掛
図
案
」
　
・
武
樋
貞
は
る
(
新
潟
）
　
「
風
景
模
様
刺
繡
小
供
室
壁
掛
図
案
」
　
・
古
谷
宗
郷
(
東
京
）
　
「
臙
脂
地
刺
繡
額
取
日
廻
草
一
人
用
敷
物
」
　
・
星
野
保
(
東
京
）
　
「
風
景
刺
繡
額
」
・
松
尾
か
つ
子
(
東
京
）
　
「
曇
り
日
刺
繡
額
」
　
・
藤
田
俊
一
郎
(
東
京
）
　
「
薄
暮
刺
繡
額
」
　
・
永
井
い
さ
(
東
京
）
　
「
印
度
式
唐
草
毛
糸
刺
繡
エ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
」
・
高
島
屋
刺
繡
工
場
　
「
花
壇
模
様
ビ
ロ
ー
ド
友
仙
刺
繡
丸
帯
」
/
「
四
季
ノ
花
鳥
模
様
綴
錦
刺
繡
丸
帯
」
　
・
藤
井
錫
(
東
京
）
　
「
柳
ラ
ン
の
花
蝋
纈
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
藤
井
く
わ
(
東
京
）
　
「
晩
秋
蝋
纈
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
藤
田
俊
一
郎
(
東
京
）
　
「
風
車
刺
繡
額
」
　
・
秋
元
金
太
郎
(
東
京
）
　
「
風
景
刺
繡
額
」
　
・
藤
井
悦
子
(
東
京
）
　
「
ア
カ
ソ
の
花
刺
繡
壁
掛
」
　
・
小
野
鶴
(
東
京
）
　
「
刺
繡
額
」
　
・
宮
本
忠
平
(
奈
良
）
　
「
夕
栄
模
様
蝋
纈
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
宮
本
フ
シ
エ
(
奈
良
）
　
「
拓
榴
模
様
蝋
纈
刺
繡
二
枚
折
屏
風
」
　
・
加
藤
豊
一
(
福
岡
）
　
「
熱
帯
植
物
模
様
刺
繡
窓
掛
」
　
・
箸
尾
昇
(
京
都
）
　
「
櫻
楓
刺
繡
衝
立
」
/
「
壁
畫
趣
味
玉
つ
む
ぎ
地
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
」
　
・
柴
田
儀
蔵
(
東
京
）
　
「
吹
雪
二
鴨
刺
繡
二
曲
屏
風
」
　
・
箸
尾
清
(
京
都
）
　
「
初
秋
刺
繡
屏
風
」
/
「
深
山
刺
繡
屏
風
」
/
「
客
室
家
具
火
衝
」
　
・
田
中
政
吉
(
京
都
）
　
「
葡
萄
刺
繡
テ
ー
ブ
ル
掛
」
/
「
白
連
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
/
「
木
蓮
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
（
第
1
2
回
農
展
）
・
平
野
利
太
郎
(
東
京
）
　
「
偏
額
波
止
場
刺
繡
」
/
「
偏
額
ヴ
ェ
ニ
ス
の
魚
市
場
刺
繡
」
　
　・
古
谷
宗
郷
(
東
京
）
　
「
刺
繡
応
用
　
或
る
鳥
の
港
　
麻
布
壁
掛
」
・
亀
井
安
二
郎
(
東
京
）
　
「
印
度
刺
繡
𧚄
舃
片
側
女
帯
」
　
・
箸
尾
昇
(
京
都
）
　
「
双
鳥
の
図
三
曲
屏
風
」
　
・
室
岡
有
識
(
京
都
）
　
「
獅
子
と
象
模
様
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
い
ん
こ
う
図
刺
繡
更
紗
併
用
二
曲
屏
風
」
　
・
石
田
瑛
(
京
都
）
　
「
草
花
模
様
描
更
紗
刺
繡
併
用
卓
子
掛
」
/
「
カ
ラ
セ
ン
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
碓
井
清
次
郎
(
京
都
）
　
「
レ
ー
ス
模
様
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
(
日
本
美
術
協
会
工
芸
展
)
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
風
景
」
(
畜
産
工
芸
博
)
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
羊
飼
い
の
図
」
　
入
選
3
等
・
万
国
現
代
装
飾
工
芸
博
覧
会
(
パ
リ
）
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大
正
1
5
年
・
昭
和
元
年
昭
和
2
年
昭
和
3
年
昭
和
4
年
昭
和
5
年
19261927192819291930
（
第
1
3
回
農
展
）
・
青
木
豊
二
(
東
京
）
　
「
刺
繡
町
學
畫
」
・
平
野
利
太
郎
(
東
京
）
　
「
湖
畔
ノ
朝
刺
繡
額
」
・
石
田
瑛
(
京
都
　
「
柘
榴
ノ
刺
繡
手
棚
」
　
・
本
多
萬
翠
(
京
都
）
　
「
蜻
蛉
ノ
図
刺
繡
二
枚
屏
風
」
　
・
由
井
緑
蔭
(
京
都
）
　
「
花
畑
ノ
図
刺
繡
額
面
」
　
・
櫻
井
霞
洞
(
京
都
）
　
「
芥
子
刺
繡
ク
ッ
シ
ョ
ン
」
　
・
山
本
善
助
　
「
バ
チ
ッ
ク
式
鳥
刺
繡
卓
子
セ
ン
タ
ー
」
　
・
山
本
善
助
(
京
都
）
　
「
バ
チ
ッ
ク
式
薊
刺
繡
卓
子
セ
ン
タ
ー
」
　
・
三
宅
清
治
郎
　
「
サ
ガ
ラ
橫
明
縞
片
側
帯
」
　
・
木
村
雨
山
(
金
沢
）
　
「
玉
池
清
農
木
綿
蝋
染
刺
繡
壁
掛
」
　
・
三
宅
清
治
郎
　
「
土
車
刺
繡
応
用
漆
塗
火
鉢
」
　
（
第
1
回
聖
徳
太
子
奉
賛
美
術
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
ガ
ン
ジ
ス
河
の
曙
」
「
母
子
」
　
入
選
（
第
1
4
回
農
展
）
・
宮
本
忠
平
(
大
阪
）
　
「
花
鳥
文
錦
地
蝋
纈
刺
繡
二
枚
屏
風
」
/
「
春
園
図
錦
地
蝋
纈
刺
繡
二
枚
屏
風
」
　
・
新
潟
県
図
案
部
(
新
潟
）
　
「
刺
繡
屏
風
図
案
」
　
・
高
澤
□
一
　
「
平
和
ノ
虎
リ
ボ
ン
刺
繡
画
綿
」
　
・
星
野
保
太
郎
（
東
京
）
　
「
風
豊
刺
繡
が
額
面
」
　
・
並
川
奨
雲
(
京
都
）
　
「
刺
繡
七
面
鳥
屏
風
五
尺
二
曲
」
　
（
8
回
帝
展
）
・
山
脇
敏
子
　
柘
榴
文
様
壁
掛
　
・
和
田
三
造
　
衝
立
（
9
回
帝
展
）
・
箸
尾
昇
　
刺
繡
壁
掛
　
・
高
島
屋
呉
服
店
「
閑
庭
鳴
鶴
・
九
重
ノ
庭
之
図
」
屏
風
、
大
礼
に
際
し
京
都
市
よ
り
献
上
・
平
野
松
太
郎
・
利
太
郎
｢
即
位
の
太
刀
」
の
鹿
革
下
緒
に
「
菊
花
紋
章
｣
1
8
個
を
、
謹
作（
1
0
回
帝
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
三
折
衝
立
『
宝
相
華
』
・
箸
尾
　
昇
　
壁
掛
・
般
若
富
久
造
　
雷
鳥
の
図
壁
掛
・
永
井
い
さ
子
　
毛
糸
刺
繡
壁
掛
　
・
村
田
春
緑
　
建
つ
家
文
様
刺
繡
（
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
）
(
国
画
会
第
4
回
展
工
藝
）
・
富
本
憲
吉
(
図
案
）
中
江
妍
子
(
刺
繡
）
　
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
(
紙
の
り
の
花
）
（
1
1
回
帝
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
花
園
』
　
・
和
田
三
造
　
刺
繍
壁
掛
（
諧
音
）
　
・
長
村
華
城
　
刺
繡
文
様
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
　
（
第
2
回
聖
徳
太
子
奉
賛
美
術
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
「
宝
相
華
文
」
・
工
芸
団
体
「
无
型
」
結
成
（
ア
ー
ル
・
デ
コ
、
機
能
主
義
の
影
響
）
・
帝
展
に
第
四
部
(
美
術
工
芸
)
部
門
の
設
置
・
「
国
画
創
作
協
会
」
に
工
芸
部
設
置
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昭
和
6
年
昭
和
7
年
昭
和
8
年
昭
和
9
年
昭
和
1
0
年
19311932193319341935
（
1
2
回
帝
展
）
・
藤
井
篠
　
芍
薬
文
羽
毛
二
枚
折
屏
風
（
東
京
都
工
芸
協
会
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
「
魚
文
入
選
2
等
」
(
国
画
会
第
6
回
展
工
藝
）
・
富
本
憲
吉
(
図
案
）
中
江
妍
子
(
刺
繡
）
机
か
け
（
1
3
回
帝
展
）
・
岸
本
景
春
　
両
面
刺
繡
『
潮
』
衝
立
・
富
岡
伸
吉
　
染
刺
繡
大
漁
図
壁
掛
・
藤
井
桑
子
　
竹
屋
町
繡
草
文
枚
折
屏
風
（
東
京
工
芸
協
会
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
「
落
葉
」
入
選
3
等
(
国
画
会
第
７
回
展
工
藝
）
・
富
本
憲
吉
(
図
案
）
中
江
妍
子
(
刺
繡
）
（
1
4
回
帝
展
）
・
岩
崎
眞
也
　
刺
繡
花
園
壁
掛
　
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
大
阿
蘇
』
・
小
檜
山
　
英
　
刺
繡
衝
立
・
富
田
末
男
　
刺
繡
壁
掛
　
・
箸
尾
　
昇
　
刺
繡
行
楽
テ
ー
ブ
ル
掛
・
般
若
富
久
造
　
刺
繡
花
火
壁
掛
・
平
野
利
太
郎
　
七
面
鳥
刺
繡
手
箱
　
・
皆
川
月
華
　
染
繡
樹
下
誕
生
屏
風
(
国
画
会
第
8
回
展
繪
畫
）
・
仰
木
ゲ
ル
ト
ル
ー
ド
　
河
岸
/
農
夫
と
驢
馬
の
い
る
風
景
/
小
さ
き
モ
デ
ル
/
羽
つ
き
/
林
檎
の
花
/
洗
濯
/
ロ
バ
ソ
ン
の
風
景
/
風
景
/
橇
路
/
孤
兒
の
散
歩
（
1
5
回
帝
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
青
嶋
之
図
』
　
・
富
田
末
男
　
刺
繡
暖
風
壁
掛
　
・
箸
尾
　
清
　
刺
繡
静
所
鳴
禽
壁
掛
　
・
箸
尾
　
昇
　
婦
人
室
用
テ
ー
ブ
ル
掛
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
衝
立
（
日
本
美
術
協
会
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
二
曲
屏
風
「
わ
だ
つ
み
」
入
選
2
等
(
国
画
会
第
9
回
展
繪
畫
）
・
仰
木
ゲ
ル
ト
ル
ー
ド
　
子
供
等
と
家
鴨
/
雛
祭
(
日
本
美
術
協
会
工
芸
展
)
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
ア
ル
バ
ム
「
あ
ざ
み
」
　
入
選
銀
賞
(
国
画
会
第
1
0
回
展
工
藝
)
　
・
中
江
妍
子
 
銀
の
紐
/
金
の
紐
/
金
、
赤
、
蝶
結
び
（
第
1
回
京
都
市
美
術
展
覧
会
美
術
工
藝
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
二
曲
隅
屏
風
海
月
・
箸
尾
　
昇
　
ア
ザ
ミ
・
皆
川
月
華
　
描
染
刺
繡
衝
立
龍
虎
・
「
実
在
工
芸
美
術
会
」
創
設
。
（
反
帝
展
）
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昭
和
1
1
年
昭
和
1
2
年
昭
和
1
3
年
昭
和
1
4
年
1936193719381939
（
改
組
第
1
回
帝
展
）
・
箸
尾
　
清
　
刺
繡
静
物
壁
掛
　
・
富
岡
伸
吉
　
夏
祭
刺
繡
額
・
中
上
川
蝶
子
　
刺
繡
染
色
明
治
回
顧
衝
立
　
・
村
田
春
緑
　
刺
繡
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
・
矢
部
修
子
　
手
刺
手
染
春
光
絨
氈
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
霊
峰
』
・
平
野
利
太
郎
　
つ
ゆ
草
刺
繡
二
枚
折
小
屏
風
（
文
展
　
鑑
査
展
(
東
京
）
）
・
箸
尾
　
清
　
彩
魚
壁
面
装
飾
　
・
長
谷
川
文
平
　
刺
繡
波
紋
流
水
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
・
富
田
末
男
　
光
壁
掛
　
・
小
檜
山
　
英
　
投
影
刺
繡
衝
立
　
・
平
野
利
太
郎
　
み
の
り
刺
繡
壁
掛
　
（
文
展
　
招
待
展
（
東
京
）
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
海
中
譜
女
帯
地
　
・
皆
川
月
華
　
染
繡
群
禽
譜
屏
風
(
国
画
会
第
1
1
回
展
工
藝
）
・
佐
藤
十
蟻
　
野
芥
子
紋
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
染
色
刺
繡
/
鬼
芥
子
紋
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
染
色
刺
繡
（
第
1
回
新
文
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
振
袖
　
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
御
神
火
』
　
・
箸
尾
　
清
　
刺
繡
氷
洋
二
曲
屏
風
（
第
2
回
京
都
市
美
術
展
覧
会
美
術
工
藝
）
・
岡
村
土
佐
生
　
刺
繡
額
文
鳥
・
岸
本
景
春
　
寒
帯
（
結
晶
美
）
・
皆
川
月
華
　
染
繡
二
曲
屏
風
花
鳥
圖
・
村
田
春
綠
　
布
二
依
ラ
ザ
ル
刺
繡
額
も
り
か
ご
（
第
2
回
新
文
展
）
・
金
網
和
子
　
花
二
枚
折
刺
繡
小
屏
風
　
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
跳
躍
』
　
・
富
田
末
男
　
残
雪
刺
繡
額
　
・
般
若
侑
弘
　
二
枚
折
刺
繡
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
か
ら
た
ち
衝
立
（
第
3
回
新
文
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
楽
郷
』
　
・
武
樋
貞
波
留
　
染
刺
繡
四
曲
屏
風
『
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
』
　
・
皆
川
月
華
　
描
染
繡
壁
掛
『
神
霊
護
国
』
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
二
曲
屏
風
『
豊
熟
』
(
国
画
展
第
1
4
回
展
工
藝
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
掛
軸
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和
2
1
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1940194119421943194419451946
（
紀
元
2
6
0
0
年
奉
祝
展
）
・
上
村
百
代
　
刺
繡
枇
杷
模
様
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
　
・
加
納
日
干
　
刺
繡
立
葵
花
紋
角
形
ク
ッ
シ
ョ
ン
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
泰
山
木
二
曲
屏
風
　
・
福
村
健
　
朝
日
之
図
刺
國
染
屏
風
　
・
宮
田
茂
登
　
錦
繡
之
秋
繪
更
紗
屏
風
（
国
画
会
第
1
5
回
展
工
藝
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
片
側
帯
　
松
竹
梅
・
安
藤
富
美
子
　
花
模
様
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
（
第
4
回
新
文
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
四
曲
屏
風
『
水
態
譜
』
　
・
長
谷
川
文
平
　
温
室
草
花
刺
繡
壁
掛
　
・
由
井
康
陽
　
　
麓
刺
繡
屏
風
（
国
画
会
第
1
6
回
展
工
藝
）
・
安
藤
富
美
子
　
刺
繡
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
/
刺
繡
卓
布
（
雁
來
紅
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
名
古
屋
帯
（
松
）
/
刺
繡
名
古
屋
帯
（
竹
）
（
第
5
回
新
文
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
屏
風
『
果
樹
に
遊
ぶ
』
・
平
野
利
太
郎
　
夾
竹
桃
刺
繡
二
曲
屏
風
（
国
画
会
第
1
7
回
工
藝
）
・
島
村
道
子
　
　
刺
繡
名
古
屋
帯
「
沈
丁
花
」
・
平
野
利
太
郎
　
か
ら
た
ち
文
刺
繡
名
古
屋
帯
・
横
尾
　
彰
　
刺
繡
片
側
帯
（
第
6
回
新
文
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
飾
筥
『
群
趐
』
・
箸
尾
　
清
　
二
曲
屏
風
増
強
之
圖
（
国
画
会
第
1
8
回
展
工
藝
）
・
島
村
道
子
刺
繡
額
面
「
柚
子
」
・
平
野
利
太
郎
刺
繡
名
古
屋
帯
　
三
點
（
文
部
省
戦
時
特
別
美
術
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
『
蕃
士
埀
恵
ノ
圖
』
　
・
平
野
利
太
郎
　
隼
刺
繡
手
筥
（
第
1
回
日
展
）
・
富
岡
伸
吉
　
刺
繡
魚
の
卓
布
　
・
平
野
利
太
郎
　
海
山
の
幸
刺
繡
二
曲
屏
風
　
・
皆
川
月
華
　
染
繡
壁
掛
競
艶
（
第
2
回
日
展
）
・
樫
村
大
六
　
刺
繡
屏
風
　
・
岸
本
季
雄
　
刺
繡
壁
掛
殖
産
之
図
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
壁
掛
豊
稔
之
図
　
・
富
岡
伸
吉
　
木
蓮
の
刺
繡
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
草
花
文
刺
繡
二
曲
屏
風
　
・
横
尾
　
彰
　
紅
蜀
葵
刺
繡
小
屏
風
・
京
都
染
織
繡
芸
術
家
協
会
・
日
本
刺
繡
院
京
都
で
結
成
・
「
日
本
美
術
展
覧
会
」
（
日
展
）
発
足
・
「
青
年
陶
芸
家
集
団
」
結
成
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194719481949195019511952195319541955
（
第
3
回
日
展
）
・
樫
村
大
六
　
刺
繡
屏
風
　
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
山
趣
壁
掛
　
・
岸
本
季
雄
　
刺
繡
「
双
葉
」
壁
掛
・
小
林
白
芳
　
刺
繡
壁
掛
椎
茸
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
マ
ジ
キ
リ
八
仙
花
の
図
　
・
富
岡
伸
吉
　
江
戸
祭
刺
繡
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
銀
繡
屏
風
（
第
4
回
日
展
）
・
小
檜
山
英
　
刺
繡
小
屏
風
　
・
夏
井
　
清
　
生
物
刺
繡
小
屏
風
　
・
山
田
文
司
　
刺
繡
屏
風
　
・
横
尾
　
彰
　
刺
繡
訪
問
着
（
第
5
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
陽
光
壁
掛
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
草
花
文
壁
掛
（
第
6
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
繡
飾
布
錦
葉
降
る
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
實
壁
掛
　
・
長
谷
川
文
平
　
刺
繡
五
月
雨
の
頃
壁
掛
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
花
鳥
図
壁
掛
　
第
6
回
日
展
（
第
7
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
新
生
之
図
刺
繡
飾
筥
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
壁
掛
西
瓜
畑
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
二
曲
屏
風
(
秋
園
）
（
第
8
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
生
育
之
図
四
扇
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
衝
立
（
閑
庭
）
　
・
皆
川
月
華
　
染
彩
繡
衣
裳
　
陽
光
　
・
村
田
彌
蔵
　
刺
繡
二
曲
屏
風
「
さ
ら
し
」
（
第
9
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
峠
路
の
家
　
・
富
岡
伸
吉
　
刺
繡
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
壁
掛
（
花
と
魚
菜
）
　
・
横
尾
　
彰
　
刺
繡
小
屏
風
　
夕
顔
（
第
1
0
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
二
曲
屏
風
　
水
を
い
れ
る
　
・
小
泉
竹
雄
　
刺
繡
小
屏
風
　
八
仙
花
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
壁
掛
　
ロ
ー
ラ
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
色
紙
筥
(
初
秋
）
（
第
1
1
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
飾
筥
　
雞
　
・
小
泉
竹
雄
　
刺
繡
衝
立
　
柘
楠
花
　
・
渋
谷
金
一
郎
　
刺
繡
「
鷹
ノ
図
」
二
曲
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
壁
掛
「
サ
ボ
テ
ン
」
・
「
四
耕
会
」
京
都
で
結
成
・
「
走
泥
社
」
結
成
・
京
都
工
芸
繊
維
大
学
発
足
(
旧
京
都
高
等
工
芸
学
校
）
・
「
文
化
財
保
護
法
」
制
定
・
第
一
回
無
形
文
化
財
日
本
伝
統
工
芸
展
・
日
本
工
芸
会
結
成
　
第
二
回
日
本
伝
統
工
芸
展
・
第
一
次
重
要
無
形
文
化
財
を
指
定
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3
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3
7
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3
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195619571958195919601961196219631964
（
第
1
2
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
額
　
冬
眠
　
・
酒
井
榮
一
　
水
門
之
図
　
刺
繡
二
面
屏
風
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
き
も
の
　
（
第
3
回
　
工
芸
会
）
・
渋
谷
金
一
郎
 
人
越
地
刺
繡
訪
問
着
（
第
1
3
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
両
面
刺
繡
　
よ
ど
み
　
・
小
泉
竹
雄
　
刺
繡
衝
立
　
椎
茸
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
額
「
鶏
頭
」
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
屏
風
　
夢
の
ほ
し
　
（
第
4
回
　
工
芸
会
）
・
平
野
利
太
郎
 
上
代
紬
地
刺
繡
訪
問
着
（
第
1
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
壁
掛
藻
刈
舟
　
・
小
泉
竹
雄
　
刺
繡
屏
風
樹
像
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
壁
掛
　
変
電
所
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
訪
問
着
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
屏
風
「
夜
の
森
」
（
第
2
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
　
湖
面
の
影
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
パ
ネ
ル
「
萌
春
」
（
第
3
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
衝
立
　
闘
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
屏
風
　
デ
リ
シ
ア
ス
・
モ
ン
ス
タ
ー
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
訪
問
着
（
第
4
回
日
展
）
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
二
曲
　
清
潭
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
額
「
花
」
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
二
曲
屏
風
「
幻
想
」
（
第
5
回
日
展
）
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
二
曲
屏
風
　
新
蒼
之
図
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
額
「
香
」
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
屏
風
「
煌
」
（
第
6
回
日
展
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
屏
風
　
暤
　
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
額
「
百
日
草
」
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
屏
風
「
鱗
」
　
（
第
1
0
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
笹
山
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
着
物
糸
の
調
べ
（
第
7
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
屏
風
　
礁
　
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
パ
ネ
ル
　
嵒
　
・
平
野
利
太
郎
　
花
・
「
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
協
会
」
（
後
の
日
本
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
協
会
）
設
立
・
「
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
」
結
成
・
ス
タ
ジ
オ
グ
ラ
ス
活
動
、
ア
メ
リ
カ
・
「
フ
ァ
イ
バ
ー
・
ワ
ー
ク
」
展
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
・
平
野
利
太
郎
　
実
践
女
子
大
退
職
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（
第
8
回
日
展
）
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
パ
ネ
ル
　
岩
は
だ
　
・
平
野
利
太
郎
　
上
代
紬
地
革
刺
抜
訪
問
着
　
・
皆
川
月
華
　
染
彩
繡
裲
襠
衣
裳
　
麗
　
・
村
田
彌
蔵
　
染
繡
二
曲
屏
風
「
集
」
　
（
第
7
回
日
本
美
術
展
覧
会
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繍
屏
風
「
礁
」
（
第
1
2
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
清
流
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
清
香
（
第
9
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
き
も
の
　
・
村
田
彌
蔵
　
光
る
群
　
（
第
1
3
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
追
取
四
ツ
花
」
 
・
元
橋
音
二
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
律
」
（
第
1
0
回
日
展
）
・
酒
井
榮
一
　
刺
繡
パ
ネ
ル
　
彩
光
　
・
平
野
利
太
郎
　
き
も
の
　
・
村
田
彌
蔵
　
群
　
（
第
1
4
回
　
工
芸
会
）
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
雅
楽
」
（
第
1
1
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
花
「
刺
繡
額
」
　
・
酒
井
榮
一
「
刺
繡
パ
ネ
ル
　
ふ
る
さ
と
」
（
第
1
5
回
　
工
芸
会
）
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
雅
遊
」
（
改
組
第
1
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
花
」
　
（
第
1
6
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
星
あ
か
り
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
早
春
」
（
第
２
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
額
　
連
翔
・
平
野
利
太
郎
　
雪
月
花
「
刺
繡
額
」
　
（
第
1
7
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
潮
騒
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
野
趣
」
（
第
3
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
雪
月
花
」
・
岸
本
景
春
　
刺
繍
額
「
連
翔
」
（
 
第
1
8
回
　
工
芸
会
）
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
ふ
る
さ
と
」
・
平
野
利
太
郎
　
現
代
工
芸
美
術
協
会
　
退
会
・
岸
本
景
春
　
勲
四
等
旭
日
章
。
第
一
回
京
都
府
美
術
工
芸
功
労
賞
、
京
都
市
文
化
功
労
者
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（
第
4
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
額
「
宵
待
草
」
・
平
野
利
太
郎
　
皇
后
陛
下
御
用
　
刺
繍
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
　
謹
作
（
第
1
9
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
輪
状
花
文
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
着
物
「
木
も
れ
日
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
霧
の
朝
」
（
第
5
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
線
條
文
」
（
第
2
0
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
君
香
」
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
彩
葉
」
 
・
勝
田
玲
子
 
訪
問
着
「
花
群
」
 
・
勝
田
保
子
 
訪
問
着
「
蓮
花
」
　（
第
7
回
日
展
）
・
岸
本
景
春
　
刺
繡
(
手
箱
)
暁
鳴
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
訪
問
着
　
（
第
2
2
回
　
工
芸
会
）
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
着
物
紗
綾
形
模
様
肩
裾
（
第
8
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繡
訪
問
着
　
（
第
2
3
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
流
映
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
着
物
「
水
の
詩
」
 
・
福
田
喜
重
 
訪
問
着
菅
繡
「
千
翔
」
（
第
9
回
日
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
日
本
刺
繍
パ
ネ
ル
「
華
」
　
（
第
2
4
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
卯
月
」
 
・
勝
田
保
子
 
刺
繡
着
物
「
菱
模
様
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
着
物
「
春
の
海
」
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
そ
よ
風
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
文
繡
」
/
「
秋
津
島
」
（
第
1
8
回
伝
統
工
芸
新
作
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
華
」
　
（
第
1
5
回
伝
統
工
芸
日
本
染
織
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
芽
吹
く
」
　
（
第
2
5
回
 
工
芸
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
草
花
文
」
　
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
露
花
菱
紋
」
 
・
勝
田
保
子
 
刺
繡
「
秋
の
野
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
「
朝
桜
」
 
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
草
花
入
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
雪
月
花
」
・
日
本
の
染
織
展
(
東
京
国
立
博
物
館
）
・
岸
本
景
春
　
死
去
　
8
6
歳
　
・
新
東
京
都
美
術
館
開
館
・
西
武
美
術
館
開
館
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
開
館
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（
第
1
9
回
伝
統
工
芸
新
作
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
あ
か
い
美
華
」
　
日
本
工
芸
会
東
京
支
部
賞
受
賞
（
第
1
6
回
伝
統
工
芸
日
本
染
織
展
）
・
平
野
利
太
郎
　
刺
繍
訪
問
着
「
流
線
草
華
文
」
　
（
第
2
6
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
紋
波
」
・
勝
田
保
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
初
秋
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
夕
桜
」
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
遊
泳
」
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
線
條
華
文
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
慶
華
文
様
」
（
第
2
7
回
　
工
芸
会
）
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
笹
林
堂
」
 
・
大
川
昌
 
刺
繡
着
物
「
皓
月
青
波
」
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
着
物
「
桜
狩
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
着
物
「
み
も
ざ
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
生
々
去
来
」
（
第
2
8
回
　
工
芸
会
）
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
花
明
り
」
 
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
花
文
」
・
福
田
喜
重
 
繡
箔
訪
問
着
「
聚
洛
」
（
第
2
9
回
　
工
芸
会
）
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
朝
霧
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
幻
想
」
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
華
文
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
梅
暦
」
（
第
3
0
回
　
工
芸
会
）
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
暁
桜
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
蒲
公
英
」
 
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
七
宝
華
文
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
好
日
夢
」
（
第
3
1
回
　
工
芸
会
）
・
勝
田
保
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
藤
波
」
 
・
島
崎
公
美
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
な
ず
な
」
 
・
平
野
利
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
草
華
文
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
連
」
（
伝
統
ポ
ー
ラ
文
化
賞
）
・
平
野
利
太
郎
　
（
第
3
2
回
　
工
芸
会
）
・
島
崎
公
美
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
水
辺
の
朝
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
七
宝
文
と
小
花
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
明
歳
象
」
 
・
森
康
次
 
刺
繡
訪
問
着
「
潮
騒
」
・
M
O
A
美
術
館
開
館
・
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
開
館
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（
第
3
3
回
　
工
芸
会
）
・
石
原
恵
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
草
花
文
」
 
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
明
の
藤
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
麻
の
葉
文
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
や
え
む
ぐ
ら
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
四
季
清
流
」
 
・
森
康
次
 
刺
繡
訪
問
着
「
黎
明
洋
々
」
（
第
3
4
回
　
工
芸
会
）
・
石
原
恵
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
草
文
」
 
・
中
島
政
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
小
花
文
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
秋
の
野
げ
し
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
綵
霞
」
 
第
3
4
回
　
工
芸
会
（
第
3
5
回
　
工
芸
会
）
・
石
原
恵
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
鶏
頭
に
木
賊
」
 
・
梅
原
新
太
郎
 
刺
繡
訪
問
着
「
花
菱
」
・
勝
田
玲
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
五
更
の
藤
」
 
・
永
山
登
志
子
 
刺
繡
訪
問
着
「
山
牛
蒡
」
 
・
福
田
喜
重
 
刺
繡
訪
問
着
「
早
春
賦
」
 
・
森
康
次
 
刺
繡
訪
問
着
「
風
伯
花
抄
」
・
皆
川
月
華
死
去
・
名
古
屋
市
立
美
術
館
開
館
404
405 
 
参
考
文
献 
  
【
著
書
】 
・
長
村
華
城
『
刺
繡
』
栗
林
書
房 
一
九
五
五
年
。 
・
守
田
公
夫
編
『
日
本
の
美
術 
第
五
九
号 
刺
繡
』
至
文
堂 
一
九
七
一
年
。 
・
金
子
錦
二
編
『
日
本
刺
繡
史
』
京
都
刺
繡
同
業
組
合 
一
九
二
八
年
。 
・
澤
田
む
つ
代
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
三
号 
染
織
（
原
始
・
古
代
編
）』
至
文
堂 
一
九
八
八
年
。 
・
小
笠
原
小
枝
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
四
号 
染
織
（
中
世
編
）』
至
文
堂 
 
 
 
一
九
八
八
年
。 
・
切
畑
健
『
日
本
の
美
術 
第
二
六
五
号 
染
織
（
近
世
編
）』
至
文
堂 
 
一
九
八
八
年
。 
・
切
畑
健
『
染
と
織
の
文
化
史
』
日
本
放
送
協
会 
一
九
八
九
年
。 
・
山
本
ら
く
『
刺
繡 
日
本
染
織
芸
術
叢
書
』
芸
艸
堂 
一
九
七
二
年
。 
・
今
井
む
つ
子
『
日
本
の
刺
繡
』
毎
日
新
聞 
一
九
七
六
年
。 
・
小
椋
順
子
『
日
本
の
古
刺
繡
』
源
流
社 
一
九
九
三
年
。 
・
平
野
利
太
郎
『
日
本
の
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
八
七
年
。 
・
石
田
茂
作
・
西
村
兵
部
『
繡
仏
』
角
川
書
店 
一
九
六
四
年
。 
・
伊
藤
信
二
『
日
本
の
美
術 
第
四
七
〇 
繡
仏
』
至
文
堂 
二
〇
〇
五
年
。 
・
長
崎
巌
『
日
本
の
美
術 
一
〇 
第
三
四
一
号 
町
人
の
服
飾
』
至
文
堂 
 
 
一
九
九
四
年
。 
・
村
田
理
如
・
松
原
史
『
清
水
三
年
坂
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
明
治
の
刺
繡
絵
画
名
品
集
』
淡
交
社 
二
〇
一
四
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
編
『
明
治
デ
ザ
イ
ン
の
誕
生
―
調
査
研
究
報
告
書
『
温
知
図
録
』
―
』
国
書
刊
行
社 
一
九
九
七
年 
 
・
校
注
者 
坂
本
太
朗
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
記
（
四
）
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
二
三
三
』
岩
波
書
店 
 
二
〇
〇
三
年
。 
・
校
注
者 
坂
本
太
朗
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
記
（
二
）
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
二
三
一
』 
岩
波
書
店 
二
〇
〇
三
年
。 
・
大
橋
一
章
『
天
寿
国
繡
帳
の
研
究
』
吉
川
弘
文
書
館 
一
九
九
五
年
。 
・
定
円
「
聖
徳
太
子
曼
荼
羅
講
式
」『
夢
殿
八
』
斑
鳩
郷
舎 
一
九
三
三
年
。 
・
澤
田
む
つ
代 
「
序
説
」『
上
代
裂
集
成
』
中
央
公
論
美
術
出
版 
二
〇
〇
一
年
。 
・
松
岡
冬
子
『
刺
繡
の
基
礎
と
応
用 
上
巻
』
倉
持
出
版 
一
九
三
二
年
。 
 
・
西
村
兵
部
『
日
本
美
術
工
芸 
三
四
八 
刺
繡
仏
』
至
文
堂 
一
九
四
八
年
。 
・
児
玉
義
隆
『
梵
字
で
み
る
密
教
』
大
法
輪
閣 
二
〇
〇
二
年
。 
・
河
上
繁
樹
『
日
本
の
刺
繡 
日
本
の
染
織
七
』
京
都
書
院 
一
九
三
三
年
。 
・
河
上
繁
樹
『
日
本
の
美
術
四 
三
八
三 
舞
楽
装
束
』
至
文
堂 
一
九
九
八
年
。 
・
小
笠
原
小
枝
『
染
と
織
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』
至
文
堂 
一
九
九
八
年
。 
・
河
上
繁
樹
、
藤
井
健
三
『
織
り
と
染
め
の
歴
史
日
本
編
』
昭
和
堂 
 
二
〇
一
四
年
。 
 
・
野
間
清
六
『
日
本
の
美
術 
一
六
巻 
小
袖
と
能
装
束
』
平
凡
社 
 
一
九
六
五
年 
。 
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・
今
永
清
士
編
『
カ
ン
ヴ
ァ
ス
版 
日
本
の
染
織 
第
五
巻
小
袖
一
』
中
央
公
論
社 
一
九
八
三
年
。 
・
南
紀
徳
川
史
刊
行
会
『
南
紀
徳
川
史 
第
十
六
冊
』
南
紀
徳
川
史
刊
行
会 
一
九
三
三
年
。 
・
植
木
行
宣
『
日
本
の
美
術 
第
五
一
六
号 
山
車
』
ぎ
ょ
う
せ
い 
二
〇
〇
九
年
。 
・
植
木
行
宣
『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り
―
風
流
の
開
花
』
白
水
社 
二
〇
〇
一
年
。 
・
切
畑
健
『
興
福
院
所
蔵
刺
繡
掛
袱
紗
』
紫
紅
社 
一
九
九
二
年
。 
・
樋
田
豊
次
郎
編
『
起
立
工
商
会
社
の
工
芸
下
図
集 
明
治
の
輸
出
工
芸
図
案
』
京
都
書
院 
一
九
八
七
年
。 
・
高
田
倭
男
『
服
装
の
歴
史
』
中
央
公
論
新
社 
二
〇
〇
五
年
。 
・
國
雄
行
『
博
覧
会
と
明
治
の
日
本
』
吉
川
弘
文
館 
二
〇
一
〇
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
『
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史 
資
料
編
』
第
一
法
規 
 
一
九
七
三
年
。 
・
東
京
国
立
文
化
財
美
術
部
編
『
明
治
期
万
国
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所 
一
九
九
六
年
。 
・
永
山
定
富
『
海
外
博
覧
会
本
邦
参
同
史
料(
第
一
輯)
』
博
覧
会
倶
楽
部 
 
一
九
二
八
年
。 
・
田
中
芳
男
・
平
山
成
信
編
『
澳
國
博
覧
会
参
同
紀
要
』
森
山
春
雍 
 
一
八
九
七
年
。 
・
米
国
博
覧
会
事
務
局
『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
目
録
第
二
』
米
国
博
覧
会
事
務
局 
一
八
七
六
年
。 
 
・
米
国
博
覧
会
事
務
局
『
米
国
博
覧
会
報
告
書 
日
本
出
品
解
説
第
一
』
米
国
博
覧
会
事
務
局 
一
八
七
六
年
。 
・
佛
國
博
覧
會
事
務
局
編
『
佛
蘭
西
巴
里
萬
國
大
博
覧
會
第
二
篇 
日
本
部
』
佛
國
博
覧
會
事
務
局 
一
八
八
〇
年
。 
・
農
商
務
省
『
聖
路
易
万
国
博
覧
会
本
邦
参
同
事
業
報
告 
第
二
編
』
農
商
務
省 
一
九
〇
五
年
。 
・
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
美
術
部
編
『
内
国
勧
業
博
覧
会
美
術
品
出
品
目
録
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所 
一
九
九
六
年
。 
・
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
一
』
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
刊
年
不
明
。 
・
内
国
勧
業
博
覧
会
『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
陶
磁
、
蒔
絵
、
繡
綵
』
内
国
勧
業
博
覧
会 
一
八
七
八
年
。 
・
椎
野
秀
聰
・
青
山
弦
『1
8
5
9
日
本
初
の
洋
装
絹
織
物
ブ
ラ
ン
ド 
S
.
S
HO
B
EY
』
椎
野
正
兵
衛
商
店 
二
〇
一
二
年
。 
・
農
商
務
省
博
覧
会
掛
『
明
治
十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書 
第
三
区
』
農
商
務
省
博
覧
会
掛 
一
八
八
三
年
。 
・
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告 
第
二
部
』
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
一
年
。 
・
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
第
一
部
工
業
上
』
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
五
年
。 
・
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録 
第
一
部
工
業
下
』
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
五
年
。 
・
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
人
名
録
』
第
407 
 
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
八
九
五
年
。 
・
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
編
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
第
十
部
審
査
報
告
』
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局 
一
九
〇
四
年
。 
・
辻
岩
雄
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
受
賞
名
鑑
』
神
戸
デ
イ
リ
ー
ニ
ユ
ス
社 
 
一
九
〇
三
年
。 
・
高
島
屋
一
五
〇
年
史
編
纂
員
会
『
高
島
屋
一
五
〇
年
史
』
高
島
屋 
 
一
九
八
二
年
。 
・
高
島
屋
一
三
五
年
史
編
纂
員
会
『
高
島
屋
一
三
五
年
史
』
高
島
屋 
 
一
九
六
八
年
。 
・
む
ろ
ま
ち
染
織
絵
巻
開
催
委
員
会
染
織
展
分
部
会
編
『
京
都
の
近
代
染
織
』
京
都
織
物
卸
商
業
組
合 
一
九
九
四
年
。 
・
東
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
八
十
周
年
実
行
委
員
会
『
江
戸
刺
繡
―
東
京
刺
繡
協
同
組
合
八
十
周
年
記
念
誌
』
東
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
一
九
九
七
年
。 
・
佐
野
敬
彦
『
織
と
染
の
歴
史
―
西
洋
編
』
昭
和
堂 
二
〇
〇
五
年
。 
・
文
部
省
『
学
制
百
年
史
資
料
編
』
大
蔵
省
印
刷
局
一
九
七
二
年
。 
・
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
『
教
育
法
令
』
文
部
大
臣
官
房
文
書
課 
一
八
九
五
年
。 
・
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
『
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
沿
革
略
志
』
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校 
一
九
一
五
年
。 
・
下
田
歌
子
『
女
子
手
藝
要
訣
』
博
文
堂 
一
八
九
九
年
。 
・
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
実
践
女
子
学
園 
一
九
八
一
年
。 
・
共
立
女
子
学
園
百
十
年
史
編
纂
委
員
会
『
共
立
女
子
学
園
百
十
年
史
』
共
立
女
子
学
園 
一
九
六
六
年
。 
・
共
立
女
子
職
業
学
校
『
共
立
女
子
職
業
学
校
第
十
八
・
十
九
学
年
学
科
報
告
書
』
共
立
女
子
職
業
学
校 
一
九
〇
七
年
。 
・
女
子
美
術
大
学
略
史
編
纂
委
員
会
『
女
子
美
術
大
学
略
史
』
学
校
法
人
女
子
美
術
大
学 
一
九
〇
〇
年
。 
・
東
京
都
『
東
京
の
女
子
大
学
』
東
京
都 
一
九
九
六
年
。 
・
富
田
た
か
子
『
刺
繡
教
科
書
』
女
子
刺
繡
學
園 
一
九
〇
二
年
。 
・
鏑
木
か
ね
子
『
女
子
の
手
藝
』
魚
住
書
店 
一
九
〇
二
年
。 
・
磯
村
大
次
郎
『
實
用
刺
繡
術
』
博
文
館 
一
九
〇
四
年
。 
・
岡
本
政
子
『
裁
縫
細
工
物
全
書
』
大
學
館 
一
九
〇
四
年
。 
・
梶
山
彬
『
刺
繡
術
新
書
』
廣
文
堂
書
店 
一
九
〇
七
年
。 
・
上
村
玉
絲
『
刺
繡
獨
習
書
』
實
業
之
日
本
社 
一
九
〇
八
年
。 
・
磯
村
大
次
郎
『
刺
繡
術
指
南
』
博
文
堂 
一
九
〇
〇
年
。 
・
宇
野
長
次
『
家
庭
之
寶
』
日
本
軍
國
協
會 
一
九
〇
九
年
。 
・
的
場
鮏
之
助
『
造
花
と
刺
繡
』
岡
本
偉
業
館
一
九
〇
九
年
。 
・
米
田
善
太
郎
『
刺
繡
全
書
』
山
陽
書
籍
株
式
會
社
本
店 
一
九
一
一
年
。 
・
國
分
操
子
『
婦
人
寶
館
』
大
倉
書
店 
一
九
一
二
年
。 
・
菅
原
臥
龍
『
新
撰 
女
子
就
業
案
内
』
一
九
〇
六
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
一
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
 
一
九
一
三
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
二
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
四
年
。 
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・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
三
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
 
一
九
一
五
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
四
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
 
一
九
一
六
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
五
回
図
案
及
応
用
作
品
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
 
一
九
一
八
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
六
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
一
九
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
七
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
〇
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
八
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
一
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
九
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
二
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
十
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
二
年
。 
・
農
商
務
省
編
『
農
商
務
省
第
十
一
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
 
一
九
二
五
年
。 
・
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
二
回
工
芸
展
覧
会
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
五
年
。 
・
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
三
回
工
芸
展
覧
会
受
賞
品
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
六
年
。 
・
商
工
省
編
『
商
工
省
第
十
四
回
工
芸
展
覧
会
受
賞
品
図
録
』
画
報
社 
一
九
二
七
年
。 
・
紫
紅
社
編
『
半
襟 
ゑ
り
善
所
蔵
』
紫
紅
社 
一
九
八
〇
年
。 
・
山
本
武
利
、
西
沢
保
編
『
百
貨
店
の
文
化
史
』
世
界
思
想
社 
一
九
九
九
年
。 
・
野
口
孝
一
『
日
本
橋
』
日
経
新
書 
一
九
六
六
年 
・
藤
井
達
吉
『
美
術
工
藝
の
手
ほ
ど
き
』
博
文
堂 
一
九
三
〇
年 
 
・
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部
『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
一
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部 
一
九
二
五
年
。 
・
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部
『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
二
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部 
一
九
二
五
年
。 
・
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部
『
實
用
手
藝
講
座 
女
子
部
第
三
巻 
刺
繡
レ
ー
ス
染
色
』
日
本
農
民
美
術
研
究
所
出
版
部 
一
九
二
五
年
。 
・
藤
井
達
吉
『
家
庭
手
藝
の
製
作
法
』
主
婦
之
友
社 
一
九
二
三
年 
・
リ
ン
ダ
・
パ
リ
ー
、
訳
多
田
稔
、
藤
田
治
彦
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
』
岩
崎
美
術
社 
一
九
八
八
年 
・
中
里
一
郎
編
『
博
覧
会
協
会
桑
港
万
国
事
務
報
告
書
』
博
覧
会
協
会 
 
一
九
一
六
年 
・
タ
マ
シ
・
ホ
フ
ェ
、
市
川
久
美
子
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
花
し
し
ゅ
う
』 
エ
イ
・
ビ
ー
・
タ
イ
ム 
一
九
九
六
年 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
第
八
回
美
術
工
芸
之
部
』
芸
艸
堂 
 
一
九
二
七
年
。 
・
西
野
貫
編
『
和
田
三
造
と
そ
の
偉
業 
和
田
三
造
・
絵
画
と
色
彩
と
デ
ザ
イ
ン
と
』
六
藝
書
房 
一
九
八
四
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
九
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
二
八
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
二
九
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
一
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』 
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芸
艸
堂 
一
九
三
〇
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
二
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』 
芸
艸
堂 
一
九
三
一
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
三
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』 
芸
艸
堂 
一
九
三
二
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
四
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』 
芸
艸
堂 
一
九
三
三
年
。 
・
文
部
省
『
帝
国
美
術
展
第
十
五
回
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』 
芸
艸
堂 
一
九
三
四
年
。 
・
文
部
省
『
昭
和
十
一
年
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
芸
艸
堂 
一
九
三
七
年
。 
・
文
部
省
『
第
一
回
帝
国
美
術
院
展
覧
会
図
録 
第
三
部
（
甲
種
）
彫
刻 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
社 
一
九
三
六
年
。 
・
文
部
省
『
第
一
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
巧
芸
社 
 
一
九
三
七
年
。 
・
文
部
省
『
第
二
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
巧
芸
社 
 
一
九
三
八
年
。 
・
文
部
省
『
第
三
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会
巧
芸
社 
一
九
三
九
年
。 
・
文
部
省
『
第
四
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
審
美
書
院 
一
九
三
七
年
。 
・
文
部
省
『
第
五
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会 
一
九
三
七
年
。 
・
文
部
省
『
第
六
回
文
部
省
美
術
展
覧
会
図
録 
第
四
部
美
術
工
芸
』
美
術
工
芸
会 
一
九
四
四
年
。 
 
・
今
井
む
つ
子
『
刺
繡 
岸
本
景
春
』
京
都
書
院 
一
九
八
二
年
。 
・
北
村
哲
郎
「
ハ
シ
オ
（
箸
尾
）
刺
繡
と
そ
の
系
譜
」
若
草
会
編
『
日
本
刺
繡 
若
草
会
（
箸
尾
清
と
女
子
美
刺
し
ゅ
う
）』
フ
ジ
ア
ー
ト
出
版 
 
一
九
九
一
年 
・
藤
井
達
吉
『
家
庭
手
藝
品
の
製
作
法
』
主
婦
の
友
社 
一
九
二
三
年 
・
北
原
鐡
雄
『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
七
巻
』『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
九
巻
』『
ア
ル
ス
婦
人
講
座
十
一
巻
』
ア
ル
ス 
一
九
二
六
年 
・
箸
尾
清
『
ハ
シ
ヲ
式
刺
繡
研
究 
製
作
編
』
刺
繡
工
芸
協
会 
一
九
三
三
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
六 
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
八
七
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
七 
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
八
七
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
八 
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
八
七
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
一
九 
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
八
七
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
〇 
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
八
八
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
一 
新
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
九
二
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
二 
新
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
九
二
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
三 
新
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
九
三
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
四 
新
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
九
三
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
五 
新
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
九
四
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
六 
新
日
展
編
六
』
日
展 
一
九
九
四
年
。 
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・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
七 
新
日
展
編
七
』
日
展 
一
九
九
五
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
八 
新
日
展
編
八
』
日
展 
一
九
九
五
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
二
九 
新
日
展
編
九
』
日
展 
一
九
九
六
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
〇 
新
日
展
編
一
〇
』
日
展 
一
九
九
六
年
。 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
一 
新
日
展
編
一
一
』
日
展 
一
九
九
七
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
二 
改
組
日
展
編
一
』
日
展 
一
九
九
七
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
三 
改
組
日
展
編
二
』
日
展 
一
九
九
七
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
四 
改
組
日
展
編
三
』
日
展 
一
九
九
七
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
五 
改
組
日
展
編
四
』
日
展 
一
九
九
九
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
六 
改
組
日
展
編
五
』
日
展 
一
九
九
九
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
七 
改
組
日
展
編
六
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
八 
改
組
日
展
編
七
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
三
九 
改
組
日
展
編
八
』
日
展 
二
〇
〇
〇
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
四
〇 
改
組
日
展
編
九
』
日
展 
二
〇
〇
一
年
。 
 
・
日
展
史
編
纂
委
員
会
『
日
展
史 
四
一 
改
組
日
展
編
一
〇
』
日
展 
二
〇
〇
二
年
。 
 
・
日
展
『
第
十
三
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
一
年
。 
・
日
展
『
第
十
五
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
三
年
。 
・
日
展
『
第
十
六
回
日
展
作
品
集
』
日
展 
一
九
八
四
年
。 
・
西
村
允
孝
『
刺
繡 
暮
ら
し
を
彩
る
伝
統
美
』
泰
流
社 
一
九
七
八
年
。 
・
平
野
利
太
郎
『
現
代
の
刺
繡 
平
野
利
太
郎
の
世
界
』
京
都
書
院 
 
一
九
七
九
年
。 
・
東
京
刺
繡
協
同
組
合 
八
十
周
年
実
行
委
員
会
『
江
戸
刺
繡
―
東
京
刺
繡
協
同
組 
合
八
十
周
年
記
念
誌
』
東
京
刺
繡
協
同
組
合 
一
九
九
七
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
五
回
』
マ
リ
ア
書
房 
一
九
七
六
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
六
回
』 
マ
リ
ア
書
房 
一
九
七
七
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
八
回
』 
京
都
書
院 
一
九
七
九
年
。 
 
 
 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
一
九
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
〇
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
〇
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
一
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
一
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
二
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
二
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
三
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
三
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
四
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
四
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
五
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
五
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
六
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
六
回
』 
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京
都
書
院 
一
九
八
七
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
八
回
』 
京
都
書
院 
一
九
八
九
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
二
九
回
』 
京
都
書
院 
一
九
九
〇
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
〇
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
一
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
一
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
二
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
二
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
三
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
三
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
四
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
四
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
五
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
五
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
一
九
九
六
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
六
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
七
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
七
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
八
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
八
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
一
九
九
九
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
三
九
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
〇
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
〇
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
一
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
一
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
二
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
二
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
三
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
三
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
四
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
四
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
五
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
五
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
六
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
六
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
七
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
七
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
八
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
八
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
〇
九
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
四
九
回
』 
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社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
二
〇
一
〇
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
〇
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
一
一
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
一
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
一
二
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
二
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
一
三
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
三
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
一
四
年
。 
・
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会
編
『
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
出
品
目
録
第
五
四
回
』 
社
団
法
人
現
代
美
術
家
協
会 
二
〇
一
五
年
。 
・
内
田
桃
子
『
内
田
桃
子
の
ス
ペ
イ
ン
刺
繡
』
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ン
ド 
二
〇
一
三
年
。 
・
岡
本
榮
次
郎
、
木
村
俊
臣
『
實
要
旨
集
全
書
』
大
蔵
書
店 
一
九
一
九
年 
・
京
都
刺
繡
協
同
組
合
『
刺
繡(
基
本
編)
』
京
都
刺
繡
協
同
組
合 
一
九
六
九
年
。 
・
相
川
佳
予
子
、
堀
内
紀
子
、
鈴
木
友
也
『
刺
・
繡 
カ
ラ
ー
日
本
の
工
芸
２
』 
淡
交
社 
一
九
七
八
年
。 
・
丹
羽
正
明
『
日
本
刺
繡
』
雄
鶏
社 
一
九
七
四
年
。 
・
秋
山
光
男
『
日
本
刺
繡
』
婦
人
画
報
社 
一
九
七
五
年
。 
・ 【
論
文
】 
・
山
辺
知
行
「
刺
繡
に
つ
い
て
」『M
u
s
e
u
m
 1
3
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
五
二
年 
四
月
。 
・
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
一
報
）
飛
鳥
・
奈
良
朝
の
繡
仏
断
欠
」
『
実 
践
女
子
大
学
紀
要 
二
』
一
九
五
四
年
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
二
報
）
鎌
倉
・
室
町
の
繡
仏
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
三
』
一
九
五
五
年
。 
・
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
三
報
）
桃
山
時
代
の
縫
箔
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
三
』
一
九
五
五
年
。 
・
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
四
報
）
江
戸
時
代
に
並
に
明
治
時
代
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
五
』
一
九
五
八
年
。 
・
細
井
起
能
「
刺
繡
の
技
法
的
研
究
（
第
五
報
）
大
正
・
昭
和
」
『
実
践
女
子
大
学
紀
要 
七
』
一
九
六
九
年
。 
・
細
井
起
能
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
―
飛
鳥
時
代
よ
り
江
戸
時
代
ま
で
」
被
服 
文
化
協
会
『
被
服
文
化
五
〇
』
文
化
服
装
学
院
出
版
局 
一
九
五
八
年
。 
・
細
井
起
能
「
日
本
刺
繡
の
発
達
と
起
源
（
二
）
」
被
服
文
化
協
会
『
被
服
文
化
五
三
』
文
化
服
装
学
院
出
版
局 
一
九
五
八
年
。 
・
丁
元
鎮
「
旧
勧
修
寺
刺
繡
釈
迦
説
法
図
の
技
法
に
つ
い
て 
鎖
縫
い
と
相
良
縫
い
」『
京
都
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
研
究
室
研
究
紀
要
二
』
京
都
大
学 
一
九
八
一
年
。 
・
澤
田
む
つ
代
「
天
寿
国
繡
帳
の
現
状
」『M
U
S
E
U
M
 
四
九
五
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
九
二
年
。 
・
三
田
覚
之
「
技
法
か
ら
み
た
天
寿
国
繡
帳
」『
フ
ェ
ロ
カ
リ
ア 
第
二
五
号
』
大
阪
大
学 
二
〇
〇
八
年
。 
・
太
田
英
蔵
「
天
寿
国
曼
荼
羅
の
繡
技
と
建
治
修
理
に
つ
い
て
」『
太
田
英
蔵
染
織
史
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著
作
集 
下
巻
』
文
化
出
版 
一
九
八
六
年
。 
・
石
田
茂
作
「
国
寶 
天
壽
國
曼
荼
羅
繡
帳
」『
中
宮
寺
大
鏡
法
起
寺
大
鏡
』
大
塚
巧
芸
社 
一
九
四
〇
年
。 
・
毛
利
登
「
天
寿
国
繡
帳
」『M
U
S
E
UM
一
三
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
五
二
年
。 
・
大
﨑
綾
子
「「
天
寿
国
繡
帳
」
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
芸
術
学
研
究
編
集
委
員
会
編
『
芸
術
学
研
究 
一
九
』
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
芸
術
専
攻 
二
〇
一
四
年
。 
・
澤
田
む
つ
代
「
正
倉
院
と
法
隆
寺
の
刺
繡
の
比
較
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
「
正
倉
院
宝
物 
刺
繡
調
査
報
告
」『
正
倉
院
紀
要 
 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年
。 
・
澤
田
む
つ
代
「
法
隆
寺
奉
納
宝
物
の
金
銅
灌
頂
幡
と
繡
仏
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『M
u
s
e
um
五
五
四
』
東
京
国
立
博
物
館 
一
九
九
八
年
。 
・
河
上
繁
樹
「
文
様
か
ら
見
た
正
倉
院
の
刺
繡
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年
。 
・
切
畑
健
・
福
田
喜
重
「
概
観 
正
倉
院
宝
物
に
見
る
刺
繡
美
」
宮
内
庁
正
倉
院
事
務 
所
編
『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年
。 
・
大
﨑
綾
子
「「
獅
子
桐
文
様
刺
繡
幡
」「
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
」
も
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
二
五
』 
二
〇
一
五
年
。 
・
青
海
邦
子
「
堂
内
の
荘
厳
具
と
し
て
の
幡
の
一
考
察
（
そ
の
一
）」『
大
手
前
短
期
大
学
研
究
集
録 
二
六
巻
』
二
〇
〇
六
年
。 
・
山
辺
知
行
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
理
記
」
文
化
庁
文
化
財
部
『
月
刊
文
化
財 
一
二
二
』 
第
一
法
規
出
版 
一
九
七
三
年
。 
・
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て 
 
 
 
(
第
一
報)
」
共
立
女
子
大
学 
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
〇
号
』
共
立
女
子
短
期
大
学 
一
九
七
七
年
。 
・
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て(
第
二
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
一
）」
共
立
女
子
短
期
大
学 
『
共
立
女
子
短
期
大
学
(
家
政
科)
紀
要
第
二
一
号
』
共
立
女
子
短
期
大
学 
一
九
七
八
年
。 
・
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
繡
技
術
に
つ
い
て(
第
二
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
二
）」
共
立
女
子
短
期
大
学
『
共
立
女
子
短
期
大
学
(
家
政
科)
紀
要
第
二
二
号
』 
一
九
七
九
年
。 
・
小
木
曾
元
子
「
都
留
市
の
山
車
飾
幕
修
復
と
そ
の
刺
し
ゅ
う
技
術
に
つ
い
て(
第
四
報)
早
馬
町
の
飾
幕
修
理
（
そ
の
三
）」
共
立
女
子
短
期
大
学
『
共
立
女
子
短
期
大
学(
家
政
科)
紀
要
第
二
五
号
』 
一
九
八
二
年
。 
・
岡
田
宣
世
「
山
車
飾
幕
に
お
け
る
刺
繡
表
現
―
半
田
市
祭
礼
飾
幕
を
中
心
と
し
て
―
」
女
子
美
術
大
学 
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
一
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
一
年
。 
・
岡
田
宣
世
「
江
戸
型
山
車
飾
幕
の
修
復
―
『
那
古
祭
礼
寺
赤
組
飾
幕
』
に
み
る
刺
繡
技
法
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
三
号
』
女
子
美
術
大
学 
二
〇
〇
三
年
。 
・
水
上
嘉
代
子
「
山
車
幕
・
山
車
人
形
衣
裳
」
川
越
市
教
育
委
員
会 
編
『
川
越
氷
川
祭
り
の
山
車
行
事
：
調
査
報
告
書
・
本
文
編
』
川
越
市
教
育
委
員
会 
二
〇
〇
三
年
。 
・
安
永
幸
史
「
起
立
工
商
会
社
の
輸
出
工
芸
品
製
造
事
業
に
関
す
る
考
察
」『
美
術
史 
論
集 
一
二
号
』
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会 
二
〇
一
二
年
。 
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・
中
川
麻
子
「
美
術
染
織-
成
立
と
構
造-
」
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
博
士
論
文 
 
二
〇
一
二
年
。 
・
太
田
彩
「
十
二
代
西
村
総
左
衛
門
に
よ
る
「
水
中
群
禽
図
刺
繡
額
」
―
作
品
の
意
義
を
見
直
す
」
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
編
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要 
一
五
号
』
宮
内
庁 
二
〇
〇
八
年
。 
・
森
田
登
代
子
「
明
治
天
皇
の
洋
装
化
―
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
御
用
度
録
』
を
参
考
に
―
」
日
本
家
政
学
会
『
日
本
家
政
学
会
誌V
o
l
.
66 
N
o
.
７
』 
二
〇
一
五
年
。 
・
中
川
麻
子
・
田
中
淑
江
「
明
治
時
代
の
女
子
教
育
に
お
け
る
刺
繡
に
つ
い
て
」
筑
波
学
院
大
学
『
筑
波
学
院
大
学
紀
要 
第
八
集
』
二
〇
一
三
年
。 
・
大
﨑
綾
子
「
女
子
美
術
学
校
の
刺
繡
教
育 
明
治
大
正
期
を
中
心
に
」
女
子
美
術
大 
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
九
号
』
二
〇
〇
九
年
。 
・
大
﨑
綾
子
「
女
子
美
術
学
校
に
お
け
る
刺
繡
画
―
刺
繡
技
法
、
題
材
、
年
代
に
つ
い
て
―
」
服
飾
文
化
学
会
『
服
飾
文
化
学
会
Vol
15 
No.
１
』
服
飾
文
化
学
会 
二
〇
一
五
年 
・
岡
野
都
「
明
治
以
降
日
本
刺
繡
の
変
遷
（
そ
の
二
）
」
昭
和
女
子
大
光
葉
会
『
学
苑
・
被
服
学
紀
要
』
二
八
三
号 
昭
和
女
子
大
光
葉
会 
 
【
展
覧
会
図
録
・
調
査
報
告
書
等
】 
・
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
編
『
刺
繡
の
世
界
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
一
九
九
二
年
。 
・
東
京
都
美
術
館
・
大
﨑
市
立
美
術
館
・
名
古
屋
市
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 
編
『
聖
徳
太
子
展
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 
 
二
〇
〇
一
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
編
『
国
宝 
天
寿
国
繡
帳
』
東
京
国
立
博
物
館 
 
二
〇
〇
六
年
。 
・
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
「
正
倉
院
宝
物 
刺
繡
調
査
報
告
」『
正
倉
院
紀
要 
二
五
』 
二
〇
〇
三
年
。 
・
徳
川
美
術
館
『
日
本
の
刺
繡
―
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
』
徳
川
美
術
館 
一
九
九
八
年
。 
・
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
刺
繡
仏
展
』
奈
良
国
立
博
物
館 
一
九
六
三
年
。 
・
奈
良
国
立
博
物
館
『
女
性
と
仏
教 
い
の
り
と
ほ
ほ
え
み
』
奈
良
国
立
博
物
館 
二
〇
〇
三
年
。 
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『「
染
」
と
「
織
」
の
肖
像 
日
本
と
韓
国
・
守
り
伝
え
ら
れ
た
染
織
品
』（
財
）
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会 
二
〇
〇
八
年
。 
・
オ
フ
ィ
ス
Ｋ
ａ
ｉ
編
『
江
戸
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ア
ー
ト 
き
も
の
文
化
の
美
と
装
い
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン 
二
〇
一
一
年
。 
 
・
大
森
達
次
編
『K
I
M
O
N
O
 
小
袖
に
見
る
華
・
デ
ザ
イ
ン
の
世
界
』
女
子
美
術
大
学
美
術
館 
二
〇
〇
六
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
編
『
平
成
一
三
年
度
東
京
国
立
博
物
館
文
化
財
修
理
報
告Ⅲ
』
東
京
国
立
博
物
館 
二
〇
〇
三
年
。 
・
梶
谷
宣
子
、
吉
田
孝
次
郎
『
祇
園
祭
山
鉾
懸
装
品
調
査
報
告
書 
渡
来
染
織
品
の
部
』」
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会 
一
九
九
二
年
。 
・
染
繡
品
修
復
研
究
会
『
山
車
刺
繡
飾
幕
調
査
報
告
書
（
第
一
期
）』
染
繡
品
修
復
研
究
会 
二
〇
〇
二
年
。 
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・
東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
編
『
港
区
文
化
財
調
査
報
告
書 
 
赤
坂
氷
川
神
社 
御
用
祭
り
と
氷
川
山
車
』
東
京
都
港
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育 
課
文
化
財
係 
一
九
八
七
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
編
『
二
〇
〇
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
開
催
記
念 
世
紀
の
祭
典
万
国
博
覧
会
の
美
術 
パ
リ
・
ウ
ィ
ー
ン
・
シ
カ
ゴ
万
博
に
見
る
東
西
の
名
品
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 
二
〇
〇
四
年
。 
・
東
京
国
立
博
物
館
『
世
紀
の
祭
典
万
国
博
覧
会
の
美
術
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 
二
〇
〇
四
年
。 
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
金
子
賢
治
・
今
井
陽
子
・
木
田
拓
也
・
富
田
康
子
編
『
日
本
の
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー1
9
0
0
-
1
9
23
工
芸
デ
ザ
イ
ン
の
新
時
代
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館 
二
〇
〇
五
年
。 
・
京
都
文
化
博
物
館
学
芸
部
編
『
千
総
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 
京
の
優
雅
～
小
袖
と
屏
風
』 
京
都
文
化
博
物
館 
二
〇
〇
五
年
。 
・
千
総
編
『
京
都
老
舗
の
文
化
史 
千
総
四
六
〇
年
の
歴
史
』
京
都
文
化
博
物
館 
 
二
〇
一
五
年 
・
文
化
財
建
造
物
保
存
協
会
編
『
旧
岩
崎
邸
庭
園
洋
館
等
修
理
工
事
報
告
書
』
文
化
財
建
造
物
保
存
協
会 
二
〇
〇
六
年
。 
・
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
・
文
化
学
園
大
学
博
物
館
学
研
究
室
編
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
宮
廷
服
―
洋
装
と
装
束
―
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
 
二
〇
一
三
年
。 
・
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
編
『
洋
装
へ
の
道
』
文
化
学
園
服
飾
博
物
館 
 
一
九
九
八
年
。 
・
東
京
国
立
近
代
博
物
館
編
『
図
案
の
変
貌
一
八
六
八
―
一
九
四
五
』
東
京
国
立
近
代
博
物
館 
一
九
八
八
年
。 
・
瀬
尾
典
昭
編
『
藤
井
達
吉
の
全
貌 
野
に
咲
く
工
芸 
宙
を
見
る
絵
画
展
図
録
』
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
ズ 
二
〇
一
三
年
。 
・
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
『
藤
井
達
吉
の
い
た
大
正 
大
正
に
息
吹
を
体
現
し
た
フ
ュ
ウ
ザ
ン
会
と
前
衛
の
芸
術
家
た
ち
展
図
録
』
碧
南
市
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館 
二
〇
〇
八
年 
 
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
愛
知
県
美
術
館
編
『
藤
井
達
吉
展 
近
代
工
芸
の
先
駆
者
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
愛
知
県
美
術
館 
一
九
九
六
年 
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館
編
『
藤
井
達
吉
展 
近
代
工
芸
の
先
駆 
者
』
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館 
一
九
九
六
年
。 
・
笛
吹
市
立
青
楓
美
術
館
『
青
楓
美
術
館
図
録
』
笛
吹
市
立
青
楓
美
術
館 
 
二
〇
〇
一
年 
・
東
京
国
立
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
日
本
伝
統
工
芸
展 
 
 
 
六
〇
回
記
念 
人
間
国
宝
展
生
み
だ
さ
れ
た
美
、
つ
た
え
ゆ
く
わ
ざ
』 
二
〇
一
四
年
。 
・
宮
村
周
子
・
鈴
木
真
子
『
ネ
オ
テ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
―
高
橋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』 
株
式
会
社
美
術
出
版
社 
二
〇
〇
八
年
。 
 
【
新
聞
・
定
期
刊
行
物
】 
・『
思
想 
二
〇
』
岩
波
書
店 
一
九
二
三
年
。 
・
高
橋
洋
二
編
『
別
冊
太
陽N
o
.
7
0
SU
M
ME
R
19
9
0 
明
治
の
装
飾
工
芸
』
平
凡
社 
 
一
九
九
〇
年
。 
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・
イ
ヴ
・
ブ
ゴ
ン
『
美
し
い
キ
モ
ノ 
二
〇
一
一
（
春
号
）
№
二
三
五
』
ア
シ
ェ
ッ
ト
婦
人
画
報
社 
二
〇
一
一
年
。 
・
湯
原
公
浩
編
『
別
冊
太
陽 
骨
董
を
楽
し
む
五
五 
美
を
極
め
た
染
と
織
り 
小
袖
か
ら
着
物
へ
』
二
〇
〇
五
年
。 
・
岡
崎
市
美
術
博
ニ
ュ
ー
ス
『
ア
ル
カ
デ
ィ
ア 
二
三
』
二
〇
〇
五
年
。 
・
山
本
育
夫
編
『
エ
ル
・
ア
ー
ル
』
㈱
東
京
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ 
 
一
九
九
七
年
。 
・
田
中
直
一
編
『
月
刊
染
織
α
二
九
五
』
染
織
と
生
活
社 
二
〇
〇
五
年
。 
・
田
中
直
一
編
『
月
刊
染
織
α
三
〇
九
』
染
織
と
生
活
社 
二
〇
〇
六
年
。 
・
古
澤
陽
子
編
『
人
間
国
宝 
七 
工
芸
技
術
染
織
二
』
朝
日
新
聞 
 
二
〇
〇
六
年
。 
・
社
団
法
人
註
諸
企
業
診
断
協
会
編
『
今
日
の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
』
同
友
社 
 
一
九
七
九
年
。 
・
美
術
出
版
社
『
美
術
手
帖 
2
0
0
8.
3
』
美
術
出
版
社 
二
〇
〇
八
年 
・
黒
板
勝
美
編
『
岩
波
講
座 
日
本
歴
史 
第
一
八
回
配
本 
八
』
岩
波
書
店 
 
一
九
三
五
年
。 
 
【
辞
典
類
】 
・
尚
学
図
書
『
国
語
大
辞
典 
言
泉
』
小
学
館 
一
九
八
七
年
。 
・
吉
川
圭
『
古
事
類
苑 
宗
教
部
二
』
吉
川
弘
文
館 
一
九
六
八
年
。 
・
国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典 
第
一
一
巻
』
吉
川
弘
文
館 
 
一
九
九
〇
年
。 
・
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
『
国
史
大
辞
典 
第
六
巻
』
吉
川
弘
文
館 
 
一
九
八
八
年
。 
・
渡
辺
素
舟
『
叢
書
・
近
代
日
本
の
デ
ザ
イ
ン 
一
六 
図
案
工
芸
年
鑑 
大
正
十
五
年
度
』
ゆ
ま
に
書
房 
二
〇
〇
八
年 
 
【
年
表
】 
・
源
豊
宗
『
日
本
美
術
史
年
表
』
座
右
宝
刊
行
会 
一
九
七
二
年
。 
・
新
集
社
『
昭
和
の
文
化
遺
産 
第
七
感
工
芸Ⅱ
』
ぎ
ょ
う
せ
い 
一
九
九
一
年
。 
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初
出
一
覧 
  
第
一
章 
古
代
の
刺
繡
に
つ
い
て 
「
天
寿
国
繍
帳
」
の
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
芸
術
学
研
究
編
集
委
員
会
：
太
田
圭 
長
田
年
弘 
齋
藤
泰
嘉 
守
屋
正
彦
『
芸
術
学
研
究 
第
19
号
』
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
科 
二
〇
一
四
年
一
一
月 
研
究
報
告
「「
獅
子
桐
文
様
刺
繡
幡
」「
獅
子
牡
丹
模
様
刺
繡
幡
」
も
刺
繡
技
法
に
つ
い
て
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要
二
五
』 
二
〇
一
五
年
三
月 
 
第
二
章 
女
子
教
育
つ
い
て 
「
女
子
美
術
学
校
の
刺
繡
教
育 
明
治
大
正
期
を
中
心
に
」
女
子
美
術
大
学
『
女
子
美
術
大
学
研
究
紀
要 
第
三
九
号
』
二
〇
〇
九
年 
三
月 
「
女
子
美
術
学
校
に
お
け
る
刺
繡
画
―
刺
繡
技
法
、
題
材
、
年
代
に
つ
い
て
―
」
服
飾
文
化
学
会
『
服
飾
文
化
学
会
Vol.
15 
No.
１
』 
服
飾
文
化
学
会 
二
〇
一
五
年
。 
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謝
辞 
 
本
論
を
執
筆
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 
学
位
論
文
審
査
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
、
五
十
殿
利
治
先
生
、
長
田
年
弘
先
生
、
守
屋
正
彦
先
生
よ
り
懇
切
な
る
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
美
術
染
織
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
大
妻
女
子
大
学
、
中
川
麻
子
先
生
に
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
ま
た
、
資
料
を
閲
覧
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
作
品
対
す
る
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
、
笛
吹
市
立
津
田
青
楓
美
術
館
・
学
芸
員
相
澤
な
ぎ
さ
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
図
版
掲
載
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
、
平
野
義
久
氏
、
和
田
由
貴
夫
氏
、
福
田
喜
重
先
生
、
品
川
未
知
子
先
生
、
岡
崎
和
美
先
生
、
中
宮
寺
、
大
和
文
華
館
、
高
野
山
霊
宝
館
、
町
田
市
立
博
物
館
、
愛
知
県
美
術
館
、
文
化
学
園
服
飾
博
物
館
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
、
女
子
美
術
大
学
美
術
館
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
刺
繡
文
化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
に
向
き
合
っ
た
時
に
、
刺
繡
の
歴
史
を
改
め
て
深
く
学
び
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
今
の
自
分
に
必
要
な
事
と
考
え
こ
の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。 
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
守
屋
研
究
室
の
皆
様
、
職
場
の
先
生
方
に
も
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
家
族
に
も
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
